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第 1章  序  論  

 

 

 

1.1  はじめに  
 
 本 論 文 は，英 語と 日本 語 の 数量 表 現 と 関係 節 の 解釈 に つ い て考 察 す る。

数 量 表 現 と関 係 節 は ，ど ち ら も言 語 研 究 の 初 期 段 階か ら 研 究 対象 に され

て き た 。 数 量 表 現 に つ い て は ， 例 えば Jespersen  (1949 )は one  o f  the  

s tudents に 例 示 さ れる「 部 分構 造 」(part i t i ve  const ruc t i on )を part i t i ve  

o f と し て 取り 上 げ ，その 統 語 的・意 味的 特性 を 記 述し て い る 。ま た ，山

田 (1936 )は ， 数 詞 が 限 定 対 象 の 名 詞 と 助 詞 に 対 し て 占 め る 相 対 的 な 位 置

を 詳 し く 観察 し ，本 研究 で 取 り上 げ る 形 式を 網 羅 した 5 つ の 基本 型 を 提

示し て い る。（ c f .  寺 村  1991 ,  1993）。  

 関 係 節 は 伝 統 文 法 に お い て 中 核 的 な 構 文 と し て 扱 わ れ て き た 。 Quirk  

et  a l .  (1985 )が 採用 して い る ，制 限 的 用 法 ( res t r i c t i ve  use )と非 制 限 的 用

法 (non -res tr i c t ive  use ) の 区 別 は ， そ の 半 世 紀 以 上 ま え に Jespersen  

(1933 )で 論 じ ら れ て い る 。 ま た ， 理 論 言 語 学 の 黎 明 期 に は 関 係 節 の 生 成

に 関 す る 研 究 （ Kuroda  (1968)な ど ） や 日 英 語 の 関 係 節 の 対 照 言 語 学 的

研 究 （ Kuno  (1973)な ど ） が 提 出 さ れ ， そ れ 以 降 現 在 に 至 る ま で に 数 多

く の 論 考 が提 出 さ れ てき た こ とは 周 知 の とお り で ある 。 関 係 節 を 言 語学

で最 も 活 発に 研 究 さ れた 構 文 の 1 つ と し て位 置 づ ける こ と に 異論 は で な

いで あ ろ う 。  

半 世 紀 以 上に 渡 る 部 分構 造 と 関係 節 の 研 究 は ， そ れら の 個 別 の さ まざ
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まな 特 性 を 解 明 し て きた 。 本 研究 は 数 量 表現 と 関 係節 の 相 関 関係 に 注目

す る こ と によ っ て ， 個別 に 観 察し た 場 合 には 具 現 しな い ， 両 者の 特 性 を

浮 き 彫 り にす る 。 具 体的 に は ， 関 係 節 が 部分 構 造 に類 似 す る 機能 を 有す

る こ と や ，部 分 構 造 を含 め た 数量 表 現 が 関係 節 と 主節 の 論 理 関係 に 影響

を 及 ぼ す こと ， な ど を示 す 。  

数 量 表 現 と 関 係 節 の 相関 関 係 に 関 す る 研 究は ， 両 者 を 個 別 に 扱っ た 研

究 に 比 べ ると 著 し く 限定 的 で ある と 言 わ なけ れ ば なら な い 。Quirk  e t  a l .  

(1985 )の よ う な 大 部 の 文 法 書 で さ え ， ご く 限 ら れ た 言 語 デ ー タ を 提 示 す

る 程 度 で ある し ，双 璧を な す Huddleston  and  Pul lum (2002 )に は 数 量表

現と 関 係 節の 相 関 関 係に 関 す る記 述 は 見 当た ら な い 。 数 量 表 現と 関 係節

の 個 別 的 研究 が 一 定 の進 展 を 見た 今 ， 両 者の 相 関 関係 に 焦 点 を当 て た研

究 が 存 在 意義 を も つ とす れ ば ，こ れ ま で 見逃 さ れ てき た 新 し い言 語 事実

の 発 掘 と 記述 ， さ ら にそ れ を 言語 学 的 に 説明 す る こと に よ る 理論 的 貢献

が考 え ら れる 。 そ れ が 本 研 究 の目 指 す と ころ で あ る。  

 

1.2  本論文の構成  
 

本論 文 は，数 量 表現 に関 す る 考察（第 2 章と 第 3 章）と 数量 表現 と 関

係 節 の 相 関関 係 に 関 する 考 察（ 第 4 章 か ら第 6 章）の 2 部 で 構成 さ れ て

い る 。 ま え の 部 で は 英 語 と 日 本 語 の 「 全 体 ・ 部 分 の 関 係 」 (p art -whole  

re la t ion)を 表 す表 現 の統 語 的・意 味 的特 性 に つ い て 論 じ ，あ との 部 で は

各言 語 に おけ る 数 量 表現 と 関 係節 の 相 関 関係 に つ いて ， 対 照 言語 学 的 な

考 察 も 交 えて 論 じ る 。  

まず ，第 2 章 で は 全 体・部 分 の 関 係（ 以 下，「 部分 関 係」） を 表す 英語

表 現 と し て「 部 分構 造 」(part i t i ve  cons t ruc t ion )を取 り 上 げ る。Qui rk  e t  
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a l .  (1985 )は ， 質 (qual i ty )・ 量 (qu ant i ty )・ 計 量 (measure )の 観点 で 「 分

割」 (part i t i on )を 区 別す る 。 各種 類 の 代 表例 を 示 すと 次 の よ うに な る 。  

 

 (1 )  a .  a  n ew kind  o f  c omp uter  

  b .  two  p ieces  o f  cake  

  c .  a  page  o f  a  book  

  d .  one  k i lo  o f  app les  

 

(1a )は 質の 観 点に よ る分 割 ， (1b ) (1c )は 量の 観 点 によ る 分 割 ， (1d )は計 量

の 観 点 に よる 分 割 ， と 見 な さ れ る 。 こ れ らの 分 割 の違 い は ， 直感 的 に理

解で き る もの で あ る が，部 分関 係 の 観 点 から 言 え ば，明示 的 に 2 つ の 個

体 の 部 分 関係 を 表 し てい る は (1c )だ けで ある 。 す なわ ち ， (1 c )では o f の

う し ろ の 名詞 句 が 全 体に 相 当 する 個 体 を 表し ，o f の まえ の 名 詞句 が その

個 体 を 構 成す る ， 部 分と し て の 個 体 を 表 して い る のに 対 し て ，そ れ 以外

の例 で は ，こ の よ う な明 示 的 な部 分 関 係 は認 め ら れず ， 句 全 体で 個 体の

種類 や 量 を表 し て い るに 過 ぎ ない ( c f .  Se lk i rk  19 77 ,  Ja ck en d o f f  19 77 )。 

 本 研 究 は， 分 割 の 観点 の 考 え方 と 部 分 関係 の 考 え方 を 統 合 し， 次 に例

示 さ れ る 分類 を 提 案 する 。  

 

 (2 )  a .  two  o f  the  books  

    b .  two  pages  o f  the  book  

  c .  two  cop i es  o f  the  book  

 

(2a )は グ ル ー プ ・ メ ン バ ー の 関 係 に 基 づ く 部 分 関 係 を ， (2b )は 単 一 個 体

と そ の 中 身 （ の 一 部 分 ） の 関 係 に 基 づ く 部 分 関 係 を ， (2 c )は タ イ プ ・ ト
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ー ク ン の 関係 に 基 づ く部 分 関 係を 表 す 。 Quirk  et  a l .  (1985 )によ る 分割

の分 類 で 言え ば ，(2a ) (2b )は 量の 観 点 に よる 分 割，(2 c )は 質 の観 点 に よる

分 割 と な る（ 計 量 の 観点 に よ る分 割 は ， 量の 観 点 によ る 分 割 の下 位 類と

し て 組 み 込ま れ る ）。 (2 )に 示 し た 3 種 類の 部 分 関係 は 分 割 の観 点 に つい

て 類 似 点 をも つ が ， 一方 で 互 いに 異 な る 特性 も 示 す。 こ の こ とは ，第 5

章で 見 る ， 関 係 節 と の相 関 関 係 の 考 察 で も 示 さ れ る 。  

 第 3 章 では ，部 分 関係 を 表 す日 本 語 表 現 と し て ，部 分 構 造（‘ A ノ（ウ

チノ ）B’形 式 ）と「 数 量詞 遊 離 文 」 (quant i f i er- f l oat ing  sentence )を 取

り 上 げ ，そ れら の 統 語的・意 味 的特 徴 に つい て 考 察す る 。ま ず ， (2 )に 例

示 さ れ る 部 分 関 係 の う ち ， (2a ) (2b )に 対 応 す る 部 分 関 係 が 日 本 語 の 部 分

構造 で も 表せ る こ と を示 す 。  

 

 (3 )  a .  それ ら の 本の う ち の 2 冊  ［グ ル ー プ ・メ ン バ ーの 関 係 ］  

    b .  その 本 の 2 ペ ー ジ  ［単 一 個 体と そ の 中 身］  

 

た だ し ，日 本語 部 分 構造 で は ，数量 表 現 が (3 )の よ うに 助 詞‘ ノ ’の う し

ろ に 生 じ る場 合 と 次 のよ う に 助詞 ‘ ノ ’ のま え に 生じ る 場 合 があ る 。  

 

 (4 )  a .  多く の 本  

    b .  ほと ん ど のペ ー ジ  

 

こ の よ う な 数 量 表 現 の 統 語 的 位置 の 違 い によ っ て 表さ れ る 部 分関 係 がど

の よ う に 異な る か に つい て 論 じる 。  

また ， 日 本語 で は 数 量詞 遊 離 文も 部 分 関 係を 表 し うる 。 数 量 詞遊 離文

と は ，次 の よう に 数 量表 現 が 限定 対 象 の 名詞 句（［  ］で 表 示 ）の 外 の位
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置に 生 起 す る 文 の こ と で あ る 。  

 

 (5 )  a .  花子 は ［ その 本 ］ を 2 冊 買 った 。  

  b .  花子 は ［ その 本 ］ を 2 ペ ー ジ読 ん だ 。  

 

こ れ ら の 例で は ， 数 量表 現 の ‘ 2 冊 ・ 2 ペー ジ ’ がそ の 限 定 対象 の 名詞

句 と 部 分 関係 を 結 ぶ が ，そ れ と (3 )の 部 分 構造 で 表 され る 部 分 関係 が どの

よう に 異 なる の か 明 らか に す る。  

第 4 章は ， 英 語の 部分 構 造 （グ ル ー プ ・メ ン バ ーの 関 係 を 表す も の）

と 関 係 節 との 相 関 関 係に つ い て論 じ る 。 まず ， 制 限節 と 非 制 限節 の 特徴

を 整 理 し た う え で ， Fet ta  (1974 )の 指 摘 し た ， 部 分 構 造 を 含 む 関 係 節 に

ま つ わ る 言語 事 実 に つい て 考 察す る 1。  

 

 (6 )  a .  *The  trucks  each  o f  whi ch  b locked  the  h ighway  be longed  to  

the  indep endent  t ruckers .  (Fe tta の Chapter  I ,  ( 18b ) )  

  b .  The  t rucks ,  each  o f  whi ch  b l ocked  the  h igh way,  be lon ged  to  

the  indep endent  t ruckers .  (Fe tta の Chapter  I ,  ( 18a ) )  

 

こ の 文 法 対立 は ， 部 分構 造 ( each  o f  whi ch)が非 制 限的 関 係 節 と整 合 する

が ， 制 限 的 関 係 節 と 整 合 し な い こ と を 示 し て い る 。 し か し ， 河 野 (2004 ,  

2012 )は 制 限 節 が 数 量 表 現 を 内 包 す る 実 例 を 収 集 し ， 一 部 の 制 限 節 に つ

い て は 部 分構 造 と 整 合し う る と 主 張 し て いる 。 本 研究 は ， 制 限節 と 部分

構 造 の 整 合性 を 決 定 する 要 因 が何 で あ る か解 明 す る。  

                                                   
1  容 認 性 判 断 の 表 示 は ，O K を 意 味 す る 無 印 か ら ?＞ ? ?＞ ? *＞ *の 順 序 で 容 認 性 が 低

い こ と を 意 味 す る 。  
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第 5 章で は ， 第 4 章で 扱 わ なか っ た ， (2b ) (2 c )の よ うな 部 分構 造 も 考

察 の 対 象 に加 え ， 制 限節 と の 相関 関 係 を 見る 。 特 に， cop y /p age の よう

な「 類 別詞 」 ( c las s i f i e r )が 制 限節 内 で 省 略で き る 場合 と で き ない 場 合が

あ る こ と を指 摘 し ， その 理 由 を解 明 す る 。  

 

 (7 )  the  book that  Mary  bought  two  cop i es  o f  

  ⇒  the  book that  Mary  bought  two  o f  

 (8 )  the  book that  Mary  read  two  p ages  o f  

  ⇒  * the  book  that  Mary  read  two  o f  

 

さら に ， 次の よ う に 関係 節 の 先行 詞 が 数 量表 現 を 内包 す る 場 合の 文法

対 立 に も 注目 す る 。  

 

  (9 )  a .  A l l  the  s tudents  who  had  fa i l ed  the  tes t  wanted  to  t ry  aga in .  

  b .  *Al l  the  s tudents ,  wh o  h ad  fa i l ed  the  t es t ,  wan ted  to  try  

again .  

(Quirk  e t  a l .  1985 :1241 )  

 

こ の 文 法 対立 は ， 制 限節 が 数 量表 現 を 含 む先 行 詞 と整 合 し ， 非制 限 節 が

それ と 整 合し な い こ とを 示 し てい る 。し かし ， Ryd én (1970 )や Qui rk  e t  

a l .  (1985 )に よ れ ば ，次 の よう に 数 量詞 al l を 含 む先 行 詞と 非制 限 節 が整

合 す る 場 合が あ る と いう 。  

 

 (10 )   A l l  the  s tudents ,  who  had  re turned  from the i r  vaca t ion ,    

wanted  to  take  the  exam.  (Qui rk  e t  a l .  1985 :1241 )  
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本 研 究 は ， (9b )と (10 )の 文 法 対 立 が 主 節 と 関 係 節 の 論 理 関 係 と 数 量 表 現

の 整 合 性 に起 因 す る もの で あ る と 主 張 す る。  

第 6 章 で は，日 本 語 にお け る 数量 表 現 と 関係 節 の 相関 関 係 に つい て論

じる 。 ま ず， 数 量 詞 遊離 文 が 関係 節 化 さ れた 場 合 とし て ， 次 のよ う な例

を 取 り 上 げる （ c f .  江口  2002）。  

 

 (11 )  学生 が 数 人試 験 に 落 ちた 。  

  a .  ［試 験 に 落ち た ］ 学 生の 数  

  b .  ［学 生 が 試験 に 落 ち た］ 数  

 

(11a )と (11b )は，関 係節（［  ］で 表 記 ）に よ って 修 飾 され る要 素 が 異な

っ て い る 。 (11a )は数 量詞 遊 離 文の‘ 学生 ’が 関 係節 化 さ れた 場合 で ，英

語の 対 応 表現 が あ る ( the  number  o f  th e  s tuden ts  that  fa i l ed  the  t es t )。

(11b )は 数 量詞 遊 離 文の‘ 数 人’に 相当 す る要 素 が 関係 節 化 さ れた 場 合 で ，

英 語 の 対 応 表 現 が 存 在 し な い 。 (11a )と (11b )の 意 味 解 釈 に ど の よ う な 違

いが あ る のか 探 り ， 各形 式 の 意味 特 性 の 解明 を 目 指す 。  

次に ，数 量 表現 が 関 係節 を 伴 う複 合 名 詞 句 を 修 飾 する 場 合 に 注目 す る。 

 

 (12 )  a .  山田 は そ こで［ その 後の 人 生 を一 変 さ せ る］1 冊 の 本を 買 った 。  

  b . ?*山田 は そ こで［ その 後 の 人生 を 一 変 させ る ］本を 1 冊 買 った 。  

（廣 瀬  1998）  

 

興 味 深 い こと に ，(12a)の よう に 数量 表 現 が連 体 用 法の 場 合 は 容認 さ れ る

が ， (12b )の よ う な 数 量 詞 遊 離 文 の 場 合 は 容 認 性 が 低 下 す る 。 本 研 究 は ，

関 係 節 事 態（ 本 を 買 うこ と ） と主 節 事 態 （山 田 の 人生 が 変 わ るこ と ）が
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因 果 関 係 にあ る こ と に注 目 し ， 節 同 士 の 論理 関 係 が遊 離 数 量 詞の 容 認性

に 影 響 を 与え る こ と を指 摘 し ，そ の 理 由 を探 る 。  

最後 に ，基 数 詞（‘ 2 個’な ど）・概 数 詞（‘ 2 ,3 個 ’な ど）・数 量詞（‘ ほ

と ん ど ’ な ど ） が 遊 離 し た 文 の 統 語 的 ・ 意 味 的 特 性 を 比 較 す る 。

Kawashi ma  (1998)は， 遊 離 した 数 量 表 現 が 概 数 詞か 基 数 詞 （‘ 3 個 ’な

ど ） か で 容認 性 が 逆 転す る 現 象に つ い て 考察 し て いる 。  

 

 (13 )  a . ??花 子が 積 ん であ った た く さん の み か ん箱 を 3 個投 げ 捨 て た（ こ

と）（ Kawashi ma の (31b)）  

  b .  花 子 が 積 ん で あ っ た た く さ ん の み か ん 箱 を 2 ,3 個 投 げ 捨 て た

（こ と ）（ Kawash ima の (33b)）  

 

こ の 文 法 対立 は ， 基 数詞 と 概 数詞 の 意 味 特性 の 違 いを 示 唆 し てい る 。本

研 究 は ， 遊離 数 量 詞 の先 行 詞 に含 ま れ る 基数 的 数 量詞 ‘ た く さん ’ との

相 関 に よ って 概 数 詞 だけ が 整 合す る と 主 張す る 。  

 最 後 の第 7 章 は ，第 2 章 か ら第 6 章ま での 考 察 で得 ら れ た 結論 を ま と

める 。 ま た， 本 研 究 で解 決 で きな か っ た 問題 を 整 理し ， 今 後 の展 望 を述

べる 。  
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第 2章  英語の部分構造  

 

 

 

 本 章 は ，英 語 に お ける 部 分 関係 に つ い て考 察 す る。 部 分 関 係 と は ，全

体 に 相 当 する 集 合 と その 集 合 のメ ン バ ー の一 部 （ 全部 の 場 合 も含 む ）の

間 に 成 立 する 意 味 関 係の こ と であ る 。 特 に ， 部 分 構造 と 呼 ば れる ， 部分

関 係 を 表 す句 形 式 の 表現 と そ の類 似 表 現 に焦 点 を 当て る 。  

英 語 部 分 構造 は A o f  B の形 式 で表 さ れ ， B の 要素 （ 以 下，「第 2 名 詞

（ 句 ）」と 呼 ぶ ）が 全体 を ， A の 要 素 （ 以下 ，「第 1 名 詞（ 句）」 と呼 ぶ）

が そ の 一 部分 ま た は 割合 を そ れぞ れ 表 す 。具 体 的 には ， 次 の よう な 句が

部 分 構 造 であ る 。  

 

 (1 )  a .  one  o f  the  s tudents  

  b .  mos t  o f  the  s tud ents  

 

(1a )で は， 第 1 名 詞 が 第 2 名詞 句 の 表す 母集 合 に 対す る 部 分 集合 を 表 し

て い る 。 一方 ， (1b )では ， 第 1 名 詞 が 第 2 名 詞句 の 表 す母 集合 に 占 める

割 合 を 表 し て い る 。 あ と で 見 る よ う に ， (1b )が 表 す 部 分 関 係 は ， 特 に 比

率 関 係 と 呼ん で 区 別 する 。  

 本 章 の 目的 は ， 英 語部 分 構 造の 統 語 的 ・意 味 的 特徴 を 解 明 する こ とで

あ る 。構 成は 以 下 の とお り で ある 。 §2 .1 では 前 提 性に 基 づ く 日英 語 の数

量 詞 の 分 類を 行 う 。 続く §2 .2 と §2 .3 で は， 英 語 部分 構 造 に 焦点 を 当 て，

当 該 構 造 の分 類 を 細 分化 す る 。さ ら に ， §2 .4 で は 部分 構 造 と その 類 似表
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現 で あ る A out  o f  B 形式 を 対 照す る 。 §2 .5 は各 節 の 要旨 を ま とめ る 。  

 

2.1  部分関係と数量詞の分類  
 

部分 関 係 には 数 量 表 現が 密 接 に 関 わ る た め ， ま ず 数量 表 現 の 種類 とそ

れ ぞ れ の 特性 に つ い て 押 さ え てお く 。  

Mi l sark  (1974 )は， 英語 の th ere 存 在 文 と数 量 詞 の整 合 性 を 踏ま え て

数 量 詞 を 「弱 決 定 詞 」 (weak  d e terminer )と 「 強 決定 詞 」 ( s t rong  d eter-  

miner )の 2 つ に 分 け てい る 。弱 決 定詞 と は ，(2a )に含 ま れる some /man y

の よ う に there 存 在 文の 意 味 上の 主 語 と して 許 容 され る 決 定 詞の こ と で，

強 決 定 詞 とは ， (2b )に含 ま れる al l /mos t の よ うに there 存 在文 の 意 味上

の 主 語 と して 許 容 さ れな い 決 定詞 の こ と であ る 1。  

 

 (2 )  a .  There  are  s ome /many  books  on  the  tab le .  

  b .  *There  are  a l l /most  books  on  the  tab le .  

 

Mi lsark は ， 強 決 定 詞 と 弱 決 定 詞 の 違 い と し て 「 前 提 性 」 (presup-  

pos i t i onal i ty )を 挙 げる 。強 決 定 詞は ，常に 限 定 する 名 詞 の 母集 合 の 存在

を 前 提 と する 。例え ば，most  books は（ 語用 論 的 にあ ら か じ め導 入 さ れ

た ） あ る 本の 集 合 を 前提 と し ，そ の 集 合 の大 部 分 のメ ン バ ー から な る部

分 集 合 を 表 す 。 一 方 ， 弱 決 定 詞 は ， 無 標 で は ― 弱 形 (uns tressed )の と き

― 限 定 す る名 詞 の 指 示対 象 の 多寡 を 表 す だけ で ， 限定 す る 名 詞に 関 わる

母 集 合 の 存 在 を 前 提 と し な い が ， 強 形 ( s tressed )で は 限 定 す る 名 詞 に 関

わる 母 集 合の 存 在 を 前提 と し ，そ の 集合 の部 分 集 合を 指 す。例え ば ，some  

                                                   
1  容 認 性 判 断 の 表 示 は ，O K を 意 味 す る 無 印 か ら ?＞ ? ?＞ ? *＞ *の 順 序 で 容 認 性 が 低

い こ と を 意 味 す る 。  
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books（ some は 弱形 ）は 本 の個 体 数 を限 定す る だ けで ，その 本の 集 合 に

対 す る 母 集合 の 存 在 を前 提 に しな い 。 SOME books（ SOME は強 形） は

強 決 定 詞 と並 行 的 に ，（ 語 用 論的 に あ ら かじ め 導 入さ れ た ）ある 本 の 集合

に 対 し て ，そ の 集 合 の一 部 の メン バ ー か らな る 部 分集 合 を 指 す。  

 以 上 ， 強決 定 詞 は 常に 前 提 性を も つ こ と， 弱 決 定詞 は 強 形 の場 合 を除

き 前 提 性 をも た な い こと を 見 た が ， 強 決 定詞 が there 存 在 文 と整 合 しな

い の は ， 両者 が 機 能 的 に 衝 突 する こ と に よる と 考 えら れ る 。 すな わ ち，

there 存 在 文 は「 提 示 文」 (p resenta t i onal  sentence )の 一 種 なの で 主 語

はは じ め て 談 話 に 導 入さ れ る もの で な く ては な ら ない が ， 強 決定 詞 によ

っ て 限 定 され る 名 詞 はあ ら か じめ そ の 母 集合 が 導 入さ れ て い なく て はな

ら な い の で， 提 示 文 と強 決 定 詞の 要 求 が 同時 に 満 たさ れ る こ とは な い 。  

母 集 合 の 存在 が 前 提 にな る の は強 決 定 詞 の場 合 だ けで は な い 。部 分構

造 は ， 決 定詞 の 種 類 を問 わ ず 母集 合 を 前 提と す る 。例 え ば ， 部分 構 造の

two  o f  the  cows は 強決 定 詞 を含 ま な い が， 第 2 名詞 句の the  cows が母

集 合 を 表 し， そ の 一 部の メ ン バー か ら な る集 合 を 第 1 名詞 の two（弱 決

定 詞 ）が 表 す 。従 っ て ， Dies ing  (1992 :72)が 指摘 す るよ う に ，部 分構 造

も there 存在 文 と 意 味的 に 整 合し な い 。  

 

 (3 )  a .  *T h er e  ar e  t wo  o f  th e  c ows  i n  th e  s t ab l e .（ D i es i n g の (2 7a )） 

  b .  *There  are  man y  o f  the  p ianos  in  need  o f  tuning .  

（ Dies ing の (27b )）  

 

 こ の よ うに ，前 提 性（ 母集 合 の存 在 ）は ，部分 構 造に 由 来 する 場 合 と，

強 決 定 詞 の語 彙 的 特 性に 由 来 する 場 合 が ある 。 以 下 で は ， 語 彙的 に 表さ

れ る 部 分 関 係 の 解 釈 を 「 語 彙 的 部 分 解 釈 」 ( l ex i ca l  par t i t ive  inter-  
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pretat i on )， 部 分 構 造 の よ う な 統 語 形 式 に よ っ て 表 さ れ る 部 分 関 係 の 解

釈を 「 構 文的 部 分 解 釈」 ( cons truc t iona l  part i t i ve  interp re tat ion)と呼

ん で 区 別 する こ と に する 。  

 加 賀 (1997 )は ， 弱 決 定 詞 ・ 強 決 定 詞 の 区 別 に 基 づ い て ， 各 タ イ プ の 数

量 詞 を 次 に示 す よ う に ，それ ぞ れ「 基数 的数 量 詞 」( card ina l  quant i f i er )，

「 比 率 的 数量 詞 」 (proport i onal  quant i f i er )と 呼 ん でい る 。  

 

数量 詞 の 種類  例  

基数 的 数 量詞  some /man y（ 弱 形）， severa l など  

比率 的 数 量詞  mos t ,  a l l ,  some /many（ 強 形 ）な ど  
 

表  2 .1 英 語 数 量 詞 の 分 類  

 

基 数 的 数 量詞 は 単 に 数量 の 多 寡を 表 す の に対 し て ，比 率 的 数 量詞 は 前提

と な る 母 集合 に 対 す る数 量 の 割合 を 表 す 。本 研 究 は， 加 賀 の 用語 法 を踏

襲 す る こ とに す る 。  

 

2.2  先行研究 2  
 
 英 語 部 分構 造 に お いて ，第 1 名 詞（ 句 ）と第 2 名詞（ 句 ）にな り うる

要素 は 多 様で ， 両 者 の間 に 成 立す る 部 分 関係 も 一 様で は な い 。実 際 ，先

行 研 究 に おい て も 英 語部 分 構 造を 複 数 の クラ ス に 分類 す る 試 みが な され

て き た 。 以下 で は 先 行研 究 を 概観 す る 。 記述 的 研 究と し て Quirk  et  a l .  

(1985 )を ，理 論的 研 究と し て Selk irk  (1977 )と Jackendo f f  (1977 )を取 り

上 げ る 。  

                                                   
2  本 節 は ， 田 中 ( 2 0 0 3 )に 加 筆 ・ 修 正 を 施 し た も の で あ る 。  
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2.2 .1  記 述 的研 究  

 Quirk  et  a l .  (1985 )は ，部 分 関係 を「 分 割 」(par t i t i on )とと らえ ，「 質」

(qua l i ty )，「 量 」(quant i ty )，「 計量 」(meas ure )の 3 つの 観 点 で 区別 す る 。

以 下 に そ れぞ れ の 部 分 関 係 の 特徴 を ま と める 。  

(4 )は 質 に 関 す る 分 割 （ 以 下 ，「 質 を 表 す 部 分 関 係 」 と 呼 ぶ ） で ， 第 1

名詞 句 に‘ 種 類’を 意味 す る kind /s or t / type が 含 まれ る（こ のよ う に 量

化 の 対 象 を明 確 に す る表 現 は 「類 別 詞 」 ( c l ass i f i e r )と 呼 ば れ る 3）。  

 

 (4 )  質を 表 す 部分 関 係  

  a .  第 2 名 詞 が 可 算 名 詞  

   a  n ew kind  o f  c omp uter  [Singular  Par t i t i ve ]  

   new kinds  o f  c omputers  [P l ura l  P ar t i t i ve ]  

  b .  第 2 名 詞 が不 可 算 名 詞  

   a  de l i c i ous  so rt  o f  b read  [S ingul ar  Par t i t i ve ]  

   de l i c i ous  so rts  o f  b read  [P lura l  Par t i t i ve ]  

Quirk  e t  a l .  (1985 :249)  

 

質を 表 す 部分 関 係 で は，第 2 名 詞 句と し て可 算 名 詞・不可 算 名詞 の い

ず れ も 生 じる こ と が でき る 4。(4a )は 第 2 名詞 句 が 可算 名 詞 の 場合 で ，(4b )

                                                   
3  A i k h e n v a l d  ( 2 0 0 0 )に よ れ ば ，数 量 に 関 係 す る 類 別 詞（ 数 量 類 別 詞 ）は 東 ア ジ ア

や 東 南 ア ジ ア の 言 語 で 観 察 さ れ る と い う （ 類 別 詞 の 分 類 に つ い て は 水 口 ( 2 0 0 4 )を
参 照 ）。  

日 本 語 は 英 語 に 比 べ て 類 別 詞 が 発 達 し て い る 。英 語 で t w o  d o g s の よ う に 数 詞 が

単 独 で 用 い ら れ る 場 合 で も ， 日 本 語 で は ‘ 2 匹 の 犬 ’ の よ う に 類 別 詞 の ‘ 匹 ’ を

用 い る 。日 本 語 類 別 詞 は ，名 詞 に 応 じ て 使 い 分 け ら れ る 。動 物 名 詞 を 例 に と る と ，

猫 に は ‘ 匹 ’， 馬 に は ‘ 頭 ’， す ず め に は ‘ 羽 ’ が 用 い ら れ る 。 類 別 詞 同 士 の 関 係

は 一 律 で は な く ，‘ 匹 ’は ほ か の 2 つ の 類 別 詞 よ り も 上 位 語 と さ れ る（ 藤 原 ( 2 0 0 4 )
を 参 照 ）。  
4  ( 4 a )の 第 2 例 は ，第 2 名 詞 が 可 算 名 詞 の 複 数 形 に な っ て い る が ，『 ジ ー ニ ア ス 英

和 辞 典 』（ G 英 和 ）や『 オ ー レ ッ ク ス 英 和 辞 典 』（ O 英 和 ）に は ，a l l  k i n d s  o f  g u i t a r ( s )
の よ う に 第 2 名 詞 と し て 可 算 名 詞 の 複 数 形 と 単 数 形 の 両 方 が 許 さ れ る と い う 記 述
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は第 2 名 詞句 が 不 可 算名 詞 の 場合 で あ る 。例 は それ ぞ れ‘ 新 機種 の コン

ピ ュ ー タ ー’，‘ お い しい パ ン ’と い う 意 味で ， そ れぞ れ 機 種 や味 の 観点

か ら コ ン ピュ ー タ ー とパ ン の 一部 分 を 指 して い る 5。  

 (5 )は 量 に 関 す る 分 割 （ 以 下 ，「 量 を 表 す 部 分 関 係 」 と 呼 ぶ ） で ， 第 1

名詞 句 に piece /  pack /  page な どの 類 別 詞を 含 む 。  

 

 (5 )  量を 表 す 部分 関 係  

  a .  第 2 名 詞 が不 可 算 名 詞  

   a  p i ece  o f  cake  [S in gular  Par t i t i ve ]  

   two  p ieces  o f  cake  [P lura l  Part i t i ve ]  

  b .  第 2 名 詞 が可 算 複 数 名詞  

   a  pack /packet  o f  c i gare ttes  

   a  ( la rge )  crowd  o f  p eop le  

   a  (huge )  f l o ck  o f  b i rds  

    c .  第 2 名 詞 句が 可 算 単 数 名 詞  

   a  page  o f  a  book  

                                                                                                                                                     
が あ る（ 無 冠 詞 単 数 の ほ う を 堅 い 言 い 方 と す る ）。な お ，第 2 名 詞 の 複 数 性 が 個 体

の 複 数 性 で は な く ， 集 合 の 複 数 性 で あ る こ と を § 2 . 3 . 1 で 見 る 。  
5  ( 4 b )に 対 応 す る 日 本 語 表 現 を 部 分 構 造 の 形 式 に 求 め る と‘ *お い し い 種 類 の パ ン ’

と な る が ， こ の 表 現 は す わ り が 悪 い 。 こ れ は ， お い し さ が 種 類 を 形 成 す る た め の

基 準 と し て 不 適 切 で あ る た め で あ る と 考 え ら れ る （‘ *お い し く な い 種 類 の パ ン ’

の よ う な 対 立 表 現 も 不 自 然 ）。対 照 的 に ，硬 さ は パ ン の 種 類 の 基 準 と し て 適 切 で あ

る （‘ 堅 い 種 類 の パ ン ’ や ‘ 軟 ら か い 種 類 の パ ン ’ は 容 認 さ れ る ）。  

形 式 的 に ( 4 b )に 近 い 日 本 語 表 現 と し て 「 パ ン の お い し い の 」 が あ る 。 こ の 表 現

は‘〈 名 詞 〉＋ ノ〈 形 容 詞 〉＋ ノ ’形 式 で 部 分 関 係 を 表 し て お り ，部 分 構 造 の 下 位

類 と 見 な せ る 。野 呂 ( 2 0 1 3 )に よ れ ば ，‘〈 名 詞 〉＋ ノ〈 形 容 詞 〉+ノ ’形 式 に お い て ，

名 詞 と 形 容 詞 の 意 味 関 係 は 制 限 的 関 係 に な ら な け れ ば な ら な い 。  
 
 ( i )  a .  り ん ご の 赤 い の  c f .  赤 い り ん ご （ 制 限 的 用 法 ）  
 b .  #  地 球 の 青 い の  c f .  青 い 地 球 （ 非 制 限 的 用 法 ）  
 
( i a )で は ‘ り ん ご ’ が り ん ご の 集 合 （ 全 体 ） を 表 し ，‘ 赤 い の ’ が そ の 部 分 集 合 を

指 し て い る 。 こ れ に 対 し て ， ( i b )で は ‘ 地 球 ’ は 唯 一 物 で あ る た め ，‘ 青 い の ’ が

メ ン バ ー の 一 部 分 を 指 す こ と は で き な い 。  
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   a  b ranch  o f  a  tree  

   a  p i ece  o f  a  l oa f  

Quirk  e t  a l .  (1985 :249-250 )  

 

こ の 部 分 関係 で は，第 2 名 詞 句 と し て 可 算名 詞・不 可 算名 詞 のど ち ら も

許 さ れ る が ， 可 算 名 詞 の 場 合 に (5b )の よ う に 必 ず 複 数 形 に な る も の と

(5c )の よう に 単 数形 にな る も のが あ る 。(5a - c )に 共 通す る の は ，第 1 名 詞

句 が 量 に 関す る 表 現 だと い う こと で あ る 。そ れ ぞ れの 最 初 の 例を 見 て い

くと ，(5a )は‘ 1 切 れの ケ ー キ’，(5b )は‘ 1 箱 の 巻 きた ば こ ’，(5c )は‘本

の 1 ペ ー ジ’と な る 6。各例 で 表 され る 部 分関 係 は ，ケー キ 全 体（ホ ー ル ）

の 一 部 分 とし て の 1 切れ ，無数 に あ る 巻 きた ば こ の一 部 分 と して の 1 箱，

特定 の 本 を構 成 す る 複数 の ペ ージ の う ち の 1 ペ ー ジで あ る 。  

 (6 )は 長さ・重 さな どの「 計 量 的部 分 名 詞 」 (measure  part i t ive  noun )

に よ っ て 表さ れ る 部 分関 係（ 以下 ，「 計 量的 な 部 分関 係 」と 呼ぶ ）で ，第

1 名詞 句 には ki l o / l i ter な ど尺 度 を 表す 類別 詞 が 含ま れ る 。  

 

 (6 )  計量 的 な 部分 関 係  

   a .  a  meter  o f  c l o th  [Length ]  

  b .  one  k i lo  o f  app les ,  a  pound  o f  but te r  [Wei gh t ]  

  c .  an  acre  o f  land  [Area]  

  d .  a  l i t er  o f  wine ,  a  p int  o f  mi lk  [Volume]  

Quirk  e t  a l .  (1985 :249-251 )  

 

                                                   
6  ‘ 本 の 1 ペ ー ジ ’ は 日 本 語 の 部 分 構 造 で あ る が ，‘ * 1 ペ ー ジ の 本 ’ と は で き な

い 。 こ の よ う に ‘ A ノ B’ 形 式 で A に 数 量 表 現 が 生 じ た 場 合 ， 単 一 個 体 の 中 身 の

部 分 関 係 を 表 せ な い 。 こ れ に つ い て は 第 3 章 で 論 じ る 。  
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計 量 的 な 部分 関 係 は 尺度 に よ る厳 密 な 量 を問 題 に する が ， 量 を問 題 にす

る点 で 量 を表 す 部 分 関係 の 下 位類 と 見 る こと が で きる だ ろ う 。た だ し，

計 量 的 な 部分 関 係 は 第 2 名詞 句 が 可算 の 場合 ， (6b )が 示す よ うに 必 ず 複

数形 に な るの に 対 し て，量 を 表す 部 分関 係 は 第 2 名詞 が 可 算 の場 合 ，(5c )

が 示 す よ うに 単 数 形 も許 す 。 (6a )は‘ 1 メー ト ル の布 ’， (6b )は ‘ 1 キ ロ

のり ん ご’， (6 c )は ‘ 1 エ ー カ ーの 土 地’， (6d )は ‘ 1 リ ッ ト ルの ワ イ ン’

と な る 。い ずれ も第 1 名詞 句 の 表す 尺 度 の観 点 で ，第 2 名 詞 の量 を 表 し

て い る 。  

 以 上 ， Quirk  et  a1 .  (1985)に よ る部 分 関係 の 分 類を 見 た 。 この 分 類 法

の 特 徴 は ，第 1 名 詞（ 句 ）の意 味 的 な性 質（ 質・量・ 計 量 ）に基 づ く こ

とで あ る。第 1 名 詞（句）の 種 類と 第 2 名詞（ 句）の可 算・不可 算・単

複 の 組 み 合わ せ に つ いて は 記 述し て い る が， な ぜ その よ う な 関係 が 具現

す る か に つい て は 論 じて い な い。 本 研 究 は， Quirk  e t  a1 .  (1985 )に よる

記 述 に 言 語学 的 な 説 明を 与 え るこ と を 目 指す 。具体 的 に は，第 1 名 詞（ 句）

の 意 味 的 特性 に よ っ て，第 2 名 詞（句 ）の単 複 の 形式・解 釈 が決 定 さ れ

てい る と 主張 す る 。   

 

2.2 .2  理 論 的研 究  

 英 語 部 分構 造 の 理 論的 研 究 は， 部 分 関 係が 成 立 する た め の 統語 的 ・意

味的 条 件 に注 目 す る 。例 え ば ， a  group  o f  men と a  group  o f  the  men を

比 較 す る と ，形式 的 には ど ち らの 表 現 も o f の 前後 に 名 詞（ 句 ）を とっ て

い る が ， o f の う しろ の名 詞（句 ）が定 か 不定 か で 異な る 。こ の違 い に よ

り 2 つ の 表現 の 意 味 解釈 に 決 定的 な 違 い が生 じ る 。不 定名 詞 が o f の うし

ろ に 生 じ てい る a  group  o f  men は ， 単 一の 男 の 集合 を 表 す のに 対 し て，

定 名 詞 が o f の う し ろに 生 じ てい る a  group  o f  the  men は 2 つの 集 合 を
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表し ，か つ そ れ ぞ れ の集 合 は 部分 関 係 を 結ぶ 。換 言 す れば ，第 2 名 詞 句

は母 集 合 を表 し，第 1 名詞 句 は その 部 分 集合 を 表 す 。この 意 味的 な 区 別

を 統 語 的 特 徴 に 結 び つ け る べ く ， 理 論 的 分 析 は 第 2 名 詞 句 の 「 定 性 」

(de f in i teness )の 観 点か ら 部 分構 造 を 分 析す る 。  

Se lk i rk  (1977 )と Jackend of f  (1977 )は， 生成 文 法 理論 の 枠 組 みで 部 分

構 造 を 分 析し ，第 2 名詞 句 に 限定 詞 が 含 まれ る か どう か で 部 分構 造 が異

な る 振 る 舞 い を 示 す こ と を 指 摘 し て い る 。 Selki rk  (1977 )の 言 語 観 察 を

踏ま え ， Jackendo f f  (1977 )は 第 2 名 詞 が限 定 詞 を含 む (7 )のよ う な 部分

構 造 を「 真 部分 構 造 」 ( t rue  par t i t i ve )，第 2 名 詞 がは だ か 名 詞で 限 定詞

を 含 ま な い (8 )の よ う な 部 分 構 造 を 「 疑 似 部 分 構 造 」 (pseudopar t i t ive )

と 呼 ん で 両者 を 区 別 して い る 。  

 

 (7 )   真部 分 構 造  

  a  bunch  o f  the  men ,  one  o f  the  boys ,  most  o f  the  s tuden ts  

 (8 )   疑似 部 分 構造   

   a  bunch  o f  men ,  a  group  o f  women ,  a  c ouple  o f  p eop le  

  c f .  * one  o f  boys ,  *a  few o f  g i r l s ,  *mos t  o f  s tudents  

 

Jackendo f f は，真 部 分構 造 で は第 1 名 詞（句）と第 2 名 詞 句 が 部 分 関係

に あ る が ，疑 似 部 分 構造 で は そう で は な いと 主 張 する 。 各 タ イプ の 部分

構 造 の 例 を 見 れ ば わ かる よ う に ， Jackendof f は 部 分関 係 を Quirk  e t  a1 .  

(1985 )よ り も 狭い 意 味で 用 い てい る 。す なわ ち ， §2 .1 で 見た 母集 合 の 前

提 の 観 点 で言 え ば ， 真部 分 構 造は 母 集 合 が前 提 と なる タ イ プ で there 存

在 文 の 意 味上 の 主 語 にな る こ とが で き な いが ， 疑 似部 分 構 造 はそ の よう

な 前 提 が ない タ イ プ で there 存 在文 の 意 味上 の 主 語に な る こ とが で き る 。 
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 以 下 で は Jackendof f  (1977 )が 真 部 分 構 造 と 疑 似 部 分 構 造 を 区 別 す る

根 拠 と し た， 各 構 造 の統 語 的 特徴 に つ い て Selki rk  (1977 )が 指摘 し た関

連 す る 言 語事 実 も 含 めて 要 約 する 。 な お ，用 語 の 統一 の た め ，以 下 では

「 部 分 構 造」 に よ っ て真 部 分 構造 を 指 す こと と し ，疑 似 部 分 構造 と 対比

的 に 用 い る。 ま た ， 部分 構 造 と疑 似 部 分 構造 の 両 方に 同 時 に 言及 す る場

合 は ，「（ 疑 似 ） 部 分 構造 」 と 表記 す る 。  

部 分 構 造 と疑 似 部 分 構造 の 第 1 の 相 違 点 とし て ，部 分 構造 に は「 部分

構 造 制 約 」 (p ar t i t ive  const ra in t )が課 さ れる が ， 疑似 部 分 構 造に は 課 さ

れな い こ とが あ る 。  

 

 (9 )  部分 を 表す o f 前 置 詞句 は ， 指示 詞 (demonstra t ive )ま た は属 格指

定辞 ( geni t i ve  sp ec i f i er )を 含 ん でい な け れば な ら ない 。  

   (Jackendo f f  1977 :113 )  

 

「 部 分 の o f 前 置 詞 句 」と は 第 2 名 詞 句 を含 む o f 前 置 詞 句 を指 す 7。部 分

構 造 で は ，次 の例 に 示さ れ る よう に 第 2 名詞 句 が the や those の よう な

指 示 詞 や our の よ う な人 称 代 名詞 の 所 有 格を 含 ん でい な け れ ばな ら な い。 

 

 (10 )  a .  a  bunch  o f  the /*some  men  

  b .  a  ga l l on  o f  our /*mu ch win e  

  c .  a  number  o f  those /*a l l  ob je ct i ons  

 

                                                   
7  J a c k e n d o f f  ( 1 9 7 7 )は ， X バ ー 理 論 の 枠 組 み で 名 詞 句 が N ’ ’ ’ ,  N ’ ’ ,  N ’の 3 層 レ ベ

ル か ら な る と 分 析 す る 。 部 分 構 造 は 「 o f  N ’ ’ ’構 造 」 と 呼 ば れ ， 部 分 構 造 制 約 で も

同 様 な 用 語 が 用 い ら れ て い る が ， 本 研 究 の 議 論 に 直 接 か か わ ら な い の で ， X バ ー

理 論 の 用 語 は 適 宜 簡 略 化 し て 表 記 す る 。  
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部 分 構 造 制約 は ，部 分構 造 の第 2 名 詞 句 が定 (de f in i te )で あ るこ と を要

求す る 8。換言 す れ ば ，部 分 構 造に お い て 母集 合 の 存在 が 前 提 とな る と い

うこ と で ある 。 こ の 制約 は ， 部分 に つ い て言 及 す るた め に は 全体 が あら

か じ め 導 入さ れ て い なけ れ ば なら な い ， とい う 意 味論 的 要 請 に由 来 する

と 考 え ら れる 。  

疑 似 部 分 構 造 に 目 を 向 け る と ， 第 2 名 詞 と し て は だ か 名 詞 が 生 じ る 。 

 

 (11 )  a .  a  bunch  o f  men  

  b .  a  ga l l on  o f  wine  

  c .  a  number  o f  ob je ct i ons  

 

                                                   
8  部 分 構 造 制 約 は ，「 定 制 限 」 ( d e f i n i t e n e s s  r e s t r i c t i o n )と 見 な さ れ る 傾 向 に あ る

が ， ( 5 c )の よ う に 第 2 名 詞 句 が 不 定 の 部 分 構 造 が 許 容 さ れ る こ と が あ る 。 次 の よ

う な 例 も 観 察 さ れ て い る 。  
 
 ( i )  O n e  o f  s o m e  b o y s  w h o  w e r e  p l a y i n g  i n  t h e  a l l e y  g o t  a r r e s t e d .  

( S t o c k w e l l ,  S c h a c h t e r,  a n d  P a r t e e  1 9 7 3 : 1 4 4 )  
 ( i i )  T h i s  i s  o n e  o f  a  n u m b e r  o f  c o u n t e r e x a m p l e s  t o  t h e  P C .  ( P C  <  p a r t i t i v e  

c o n s t r a i n t )  ( L a d u s a w  1 9 8 2 : 2 4 0 )  
 
こ の 事 実 は 例 外 と さ れ る こ と も 少 な く な い が ， 一 方 で 部 分 構 造 制 約 の 修 正 を 試 み

て い る 論 考 も 見 ら れ る 。 例 え ば ， F o d o r  a n d  S a g  ( 1 9 8 2 )は 不 定 名 詞 が 指 示 的 に 解

釈 さ れ る と し ， R e e d  ( 1 9 9 1 )は 不 定 名 詞 が 談 話 的 グ ル ー プ を 参 照 ( a c c e s s )で き る よ

う に 明 示 的 な 修 飾 表 現 や 文 脈 調 整 が な さ れ れ ば 容 認 さ れ る と し て い る 。  
A b b o t t  ( 1 9 9 6 )は 次 の 例 文 に 含 ま れ る ，第 2 名 詞 が 単 数 形 の 部 分 構 造 を「 質 量 部

分 構 造 」 ( m a s s  p a r t i t i v e )と 呼 び ， ( i ) ( i i )に 含 ま れ る 第 2 名 詞 が 複 数 形 の 「 グ ル ー

プ 部 分 構 造 」 ( g r o u p  p a r t i t i v e )と 区 別 す る 。  
 
 ( i i i )  W h y  s e t t l e  f o r  h a l f  o f  a  l o a f .  ( A b b o t t の ( 1 4 b ) )  
 ( i v )  T h e r e  w a s  m o s t  o f  a  b i r t h d a y  c a k e  a n d  a l l  o f  a  l a r g e  v e g e t a r i a n  p i z z a  

s i t t i n g  o n  t h e  b u f f e t .  ( A b b o t t の ( 1 4 c ) )  
 
A b b o t t は グ ル ー プ 部 分 構 造 に は 質 量 部 分 構 造 よ り も 強 い 語 用 論 的 制 約 が 課 さ れ

る と 主 張 す る 。 グ ル ー プ 部 分 構 造 で は 不 定 の グ ル ー プ を 導 入 し た う え で ， そ の グ

ル ー プ の 下 位 グ ル ー プ を 取 り 出 す た め ， 上 位 グ ル ー プ を 導 入 す る 根 拠 が 必 要 と な

る 。 こ れ に 対 し て ， 質 量 部 分 構 造 で は （ 2 つ の グ ル ー プ で は な く ） 個 体 と そ の 中

身 が 問 題 に な る た め ， そ の 個 体 と 文 脈 の 関 連 だ け が 保 障 さ れ れ ば よ い 。  
 本 研 究 は ，次 節 で 見 る よ う に ( i ) ( i i )の 部 分 構 造 が 表 す グ ル ー プ・メ ン バ ー の 関 係

と ( i i i ) ( i v )の 部 分 構 造 が 表 す 単 一 の 個 体 と 中 身 の 関 係 を 区 別 す る の で A b b o t t の 分

析 と 符 合 す る が ，不 定 の 第 2 名 詞 の 問 題 に は 立 ち 入 ら な い 。た だ し ， ( i i )の よ う な

部 分 構 造 に つ い て は 第 4 章 § 4 . 2 . 3 で 言 及 す る 。  
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池 内 (1985 )が 指 摘 す る よ う に ， (11 )の 名 詞 句 は そ れ ぞ れ severa l  men ,  

some  wine ,  some  ob jec t i ons に 近 い意 味 を表 し て いる こ と を 踏ま え る と，

第 2 名 詞 句の 表 す 集 合を 母 集 合と し ，第 1 名詞 句 が その メ ン バー の 一部

分 を 表 し てい る (10 )とは 決 定 的に 異 な る こと は 明 らか だ ろ う 。  

 部 分 構 造と 疑 似 部 分構 造 の 相違 点 の 2 つ目 と し て ，第 2 名 詞を 含 む o f

前 置 詞 句 に 「 外 置 」 (ext rapos i t ion )が 適 用 で き る か ど う か が あ る 。 外 置

と は ， 文 の要 素 の 一 部を 文 末 に移 動 さ せ る移 動 規 則で あ る 。 次の 例 が示

す よ う に，部 分 構造 の o f 前 置詞 句 は 外 置で き る が，疑 似部 分構 造 の それ

は 外 置 で きな い （ 角 かっ こ は 外置 さ れ た 要素 を 表 す）。  

 

 (12 )   A lo t  o f  the  l e f tover  turkey  has  been  ea ten .   

  ⇒  A l ot  has  been  eaten  [o f  the  l e f tover  turkey ] .  

（ Jackendo f f  (1977 )の (5 .10a) )  

 (13 )  A lo t  o f  l e f tover  turkey  has  been  ea ten .  

  ⇒  ?*A lo t  has  been  eaten  [ o f  l e f t over  turkey ] .  

（ Jackendo f f  (1977 )の (5 .46a) )  

 

(12 )の 主語 名詞 A lo t  o f  the  l e f tover  turkey は ，部 分 構 造で o f 句の 外 置

が 可 能 で ある 9。 こ れ に対 し て ， (13 )の 主 語名 詞 A lo t  o f  l e f t over  turkey

は 疑 似 部 分構 造 で o f 句 の 外置 が 許 され ない 。  

 部 分 構 造と 疑 似 部 分構 造 の 相違 点 の 3 つ目 は ，部 分構 造 と 関係 節 の 相

                                                   
9  A k m a j i a n  a n d  L e h r e r  ( 1 9 7 6 ,  f o o t n o t e  9 )は ， 主 語 名 詞 句 内 の 要 素 の 外 置 が 文 体

上 の 要 因 に よ る 影 響 を 受 け る と 指 摘 し て い る 。 外 置 さ れ る 要 素 が 長 く ， 動 詞 句 が

短 い ほ う が ， 容 認 さ れ や す い と い う 。  
 
 ( i )  A b o t t l e  w a s  s e n t  o f  t h a t  m a r v e l o u s  F r e n c h  p e r f u m e .  
 ( i i )  A b o t t l e  w a s  s e n t  l a t e  l a s t  n i g h t  o f  p e r f u m e .  
 
( i )は 動 詞 句 が 短 く ， 外 置 さ れ る 要 素 が 長 い の で ( i i )よ り も す わ り が 良 い と い う 。  
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関に 関 す るも の で あ る 。部 分 構 造の 場 合 ，関係 節 が第 1 名 詞 句と 第 2 名

詞 句 の ど ちら を 修 飾 する こ と も可 能 で，結果 と し て解 釈 は 2 通り 生 じ る。

疑 似 部 分 構造 の 場 合 には ， 関 係節 は 名 詞 句全 体 を 修飾 し ， 解 釈は 曖 昧に

な ら な い 。次 の 最 小 対立 を 考 えて み よ う 。  

 

 (14 )   a .  She  bough t  h im a  number  o f  those  d af fod i l s ,  on l y  two  o f  

which  were  faded .（ Jackendo f f  (1977 )の (5 .49a) )  

  b .  She  bought  h im a  number  o f  da f fod i l s ,  on ly  two  o f  whi ch  

faded .（ Jackendo f f  (1977 )の (5 .49b ) )  

 

これ ら の 文 は bought の 直接 目 的 語以 外 は共 通 で ，文 末 に 非 制限 的 関 係

節 （ 非 制 限節 ） が 続 く 1 0。 (14b )の直 接 目 的語 の a  number  o f  da f fod i l s

は， 第 2 名詞 が は だ か名 詞 の 複数 形 (da f f od i l s )な の で疑 似 部 分構 造 であ

る。 (14a )の直 接 目 的語 の a  number  o f  those  da f f od i l s は ，第 2 名 詞句

が 指 示 詞 を 伴 っ た 定 名 詞 ( those  da f fod i l s )な の で 疑 似 部 分 構 造 で あ る 。

こ こ で 関 係 節 に 目 を 向 け る と ， (14a )と (14b )は い ず れ も 指 示 の 確 定 し た

先 行 詞 を 受け る 非 制 限節 で あ るこ と は 共 通で あ る が， 関 係 代 名詞 whi ch

の 先 行 詞 が (14a )と (14b )で は 異 な る （ な お ， 関 係 代 名 詞 を 含 む 名 詞 句 の

only  two  o f  which 自体 も 部 分構 造 で あ る） 1 1。  

(14a)と (14b )は ど ち ら も ‘ 彼 女 は 花 屋 で 彼 に ス イ セ ン を 数 本 買 っ た ’

と い う 事 態 を 表 す が ， そ の 数 本 の ス イ セ ン の 状 態 が 問 題 と な る 。 ま ず

(14a)と (14b )に 共 通 す る 解 釈 に つ い て 言 う と ， 買 っ た 数 本 の ス イ セ ン の

                                                   
1 0  非 制 限 節 は 先 行 詞 の 指 示 決 定 に 関 与 せ ず ，先 行 詞 の 指 示 決 定 に 欠 か せ な い 制 限

節 と は 区 別 さ れ る 。 制 限 節 と 非 制 限 節 の 違 い に つ い て は 第 4 章 で 詳 し く 論 じ る 。  
1 1  名 詞 句 の o n l y  t w o  o f  w h i c h を 部 分 構 造 と 見 な す 根 拠 と し て ， 問 題 の 関 係 節 が

非 制 限 節 で ， 関 係 代 名 詞 の 先 行 詞 が 指 示 的 に 定 で あ る こ と が 挙 げ ら れ る 。  
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うち た った 2 本 だ け がし ぼ ん でい る と い う状 況 で ある 。こ の 場合 は ，非

制 限 節 は 買 っ た ス イ セ ン ， す な わ ち ( 14a ) で は a  number  o f  those  

daf fod i l s， (14b)で は a  number  o f  da f f od i l s を そ れ ぞ れ 先 行詞 と す る。

こ こ で 注 意 す べ き は ， those の 有無 に か か わ ら ず ， 両 表 現 は 同 じ 本数 の

ス イ セ ン を指 せ る と いう こ と であ る。部 分構 造 の ほう は，第 2 名詞 句 が

指 示 詞 を 含ん で い る ので 全 体 の数 が は っ きり し て いる と い う 点で 異 なる

が ，結 局買 っ たス イ セン は そ の一 部 分（ a  number の 指 示対 象）で ある 。

例え ば ， もら っ た ス イセ ン の 本数 を 仮 に 6 本 と す ると ， 6 本の う ち の 2

本 が し ぼ んで い る 状 況を 表 す 。  

 次 に (14a )だ け が もつ ，も う 1 つ の 解 釈を 考 え てみ る 。こ の解 釈 で は花

屋 の ス イ セン の 中 か ら数 本 選 んで 買 っ た とき ， 花 屋の ス イ セ ンの う ち の

2 本 が し ぼ んで い た とい う 意 味で あ る 。 この 場 合 には ， 関 係 節が those  

daf fod i l s だ けを 修 飾す る 。仮 に買 っ た スイ セ ン の本 数 を 6 本だ っ た とす

る と ，し ぼ んで い る のは 買 った 6 本 の ス イセ ン の うち の 2 本 なの か ，そ

れ と も 買 わな か っ た スイ セ ン のう ち の 2 本な の か 定か で は な い。  

 ま と め ると ， 部 分 構造 に 続 く非 制 限 節 は， those  d af fod i l s（第 2 名詞

句 で 全 体 に相 当 す る 表現 ）を 修 飾す る こ とも ，a  nu mber（ 第 1 名 詞 句で

部 分 に 相 当す る 表 現 ）を 修 飾 する こ と も でき る 。 これ に 対 し て， 疑 似部

分 構 造 に 続く 非 制 限 節が 修 飾 する の は 疑 似部 分 構 造全 体 で 表 され る 指示

対 象 で あ る。  

 以 上 ， 部分 構 造 の 理論 的 研 究に お い て ，部 分 構 造と 疑 似 部 分構 造 を区

別 す る 統 語的 ・ 意 味 的根 拠 を 見た 。 次 節 では ， 先 行研 究 に お ける 部 分関

係 の 分 類 基準 を 比 較 する 。  
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2.3  先行研究における部分構造の分類基準の比較  
 

記 述 的 研 究は 部 分 構 造の 第 1 名詞（ 句）の意 味 的 特徴（ 質・量・計 量 ）

に 注 目 す るの に 対 し て，理 論的 研 究 は部 分構 造 の 第 2 名 詞 句 の指 示 性（ 定

性 と 特 定 性） に 注 目 する 。 ど ちら の 分 類 基準 も 互 いに 矛 盾 す るも の では

な く ，（疑 似 ） 部分 構造 を 適 切に と ら え るう え で 重要 な 観 点 だと 言 え る 。

部 分 関 係 の観 点 か ら 言え ば ，部 分構 造 は 母集 合 と その メ ン バ ーが 第 2 名

詞 句 と 第 1 名 詞（ 句 ）に よっ て そ れぞ れ を表 さ れ てい る が ，疑似 部 分 構

造 は 第 1 名詞（ 句）によ っ て 数量 が 指 定 され ，その 中 身 を第 2 名詞 が 漠

然 と 表 し てい る に 過 ぎな い 。ま た ，第 1 名詞（ 句）の 意味 的 な 区 別（ 質 ・

量 ・ 計 量 ）は ， 部 分 関係 が ど のよ う な 性 質の も の かを 決 め る うえ で 重要

で あ る 。  

部 分 構 造 と疑 似 部 分 構造 は ，定 義 上，第 2 名詞（ 句）の 定性 につ い て

対 立 す る 。一 方 ，第 1 名詞（ 句 ）に つ い て ，部 分 構造 と 疑 似 部分 構 造 が

ど の よ う な関 係 に あ るか に つ いて は ，先 行研 究 で は明 確 に さ れて お ら ず，

調 査 が 必 要 で あ る 。 例 え ば ， 第 1 名 詞 に は 部 分 構 造 し か 許 さ な い (15a)

の グ ル ー プ と 部 分 構 造 と 疑 似 部 分 構 造 の 両 方 を 許 す (15b )の グ ル ー プ が

ある （ ア スタ リ ス ク 付き の か っこ は ， か っこ 内 の 要素 の 省 略 が許 さ れな

い こ と を 示す 。）（ c f .  (7 ) (8 )）。  

 

 (15 )  a .  one  o f  * ( the )  boys ,  a  few o f  * ( the )  g i r l s ,  most  o f  * ( the )  

s tudents  

  b .  a  bunch  o f  ( the )  men,  a  group  o f  ( the )  women ,  a  c oup le  o f  

( the )  peop l e  
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(15a)の 第 1 名 詞 （ 句） は ， one /  a  few のよ う な 基数 的 数 量 詞（ 句 ） か，

most の よう な 比 率 的数 量 詞 であ る 。(15b)の第 1 名 詞 句 の bunch /group /  

couple はい ず れ も個 体の ま と まり を 表 す 表現 で あ る（ couple には 単 に ま

と ま り を 表す だ け で なく ， 2 と いう 数 を 指定 す る 働き も あ る ）。  

(15 )の 文 法 対 立 を 踏 ま え る と ， ① 基 数 的 数 量 詞 と 比 率 的 数 量 詞 は 単 独

で 部 分 構 造の 第 1 名 詞（ 句 ）に な れ るが ，疑似 部 分 構造 の 第 1 名詞（ 句）

に は な れ ない こ と，② bunch の よ うな ま とま り を 表す 表 現 は 部分 構 造 と

疑 似 部 分 構造 の 第 1 名 詞 句に な れ るこ と， の 2 点 が 導 か れる 。 た だし ，

あ と で 見 るよ う に，「ま と ま りを 表 す 表 現」 の 中 でも crowd のよ う に 部

分構 造 に 生じ る 場 合 に， 一 定 の制 約 が 課 され る も のが あ る ( c f .  *a  c rowd 

o f  the  peop l e )。そ こ で ，以 下 で は 疑 似 部 分構 造 の第 2 名 詞 を 定名 詞 に変

え る こ と によ っ て 部 分構 造 が 得ら れ る か どう か を 調査 す る 。  

 

2.3 .1  質 を 表す 部 分 関 係  

一 般 に ， kind / type /s ort（ Qui rk  e t  a l .  (1985 )は part i t i ve  count  noun

と 呼 ぶ ）は ，th is  k i nd  o f  car の よう に 第 2 名 詞 とし て 可 算 名詞 で あ って

も 無 冠 詞 単数 を と る 1 2。こ の 第 2 名 詞 は， タイ プ 解 釈を 受 け て いる と 考

え ら れ る。「タ イ プ」とは 時 間 的・空間 的 に規 定 で きな い 指 示 対象 の こ と

で ， 時 間 的・ 空 間 的 に規 定 可 能な 指 示 対 象で あ る 「ト ー ク ン 」と 区 別さ

れる （ Lyons  (1977) ,  Car lson  (1977b ) ,  Jackendo f f  (1983) ,  Kaga  (1991 )

な ど を 参 照）。  

k ind / type /sor t が 第 2 名 詞と し て 単数 形 をと れ る のは ， こ れ らの 表 現

が語 義 的 に複 数 の 個 体の 集 合 を前 提 と し ，単 数 形 の名 詞 が 意 味的 に 複数

                                                   
1 2  た だ し ， k i n d / s o r t が 複 数 形 の 場 合 は ， a l l  k i n d s  o f  g u i t a r ( s )の よ う に 第 2 名

詞 と し て 可 算 名 詞 の 複 数 形 も 許 容 さ れ る 。 注 4 も 参 照 の こ と 。  
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の 個 体 の 集 合 と し て 解 釈 さ れ る た め で あ る と 考 え ら れ る 。 こ の こ と は

kind /type /sor t  の 語 義 に よ っ て 裏 づ け ら れ る 。 C obui ld  Advanced  Dic -  

t i onary  o f  En gl i sh ,  7 th  ed .（ 以下 CA DE）で は ， kind / type /sort は 次の

よ う に 定 義さ れ る （ イタ リ ッ ク・ 下 線 は 筆者 ）。  

 

 (16 )  CADE にお ける kind /type /s or t の 定 義  

  a .  k ind の 定義  

   I f  you  ta l k  about  a  part i cu lar  k ind  o f  th ing ,  you  are  ta l k ing  

about  one  o f  the  types  or  s or ts  o f  th at  th in g .  

  b .  type の 定義  

   1 )  A typ e  o f  someth ing  i s  a  group  o f  th ose  th in gs  th at  have 

part i cu lar  fea tures  in  common .  

   2 )  I f  you  re fer  to  a  par t i cu lar  th ing  o r  p erson  as  a  type  o f  

somethin g  more  genera l ,  you  are  cons ider ing  that  th ing  or  

person  as  an  examp le  o f  th at  more  genera l  group .  

  c .  sort の 定義  

   1 )  I f  you  ta l k  about  a  p ar t i cu lar  s or t  o f  something ,  you  are  

ta l k ing  about  a  c l as s  o f  th in gs  that  h ave  par t i cu lar  fea tu res  

in  common  and  be l ong  to  a  la rger  group .  

   2 )  You  des cr ibe  s omeone  as  a  par t i cu lar  s or t  when you  are  

descr ib ing  the i r  charac ter.  

 

(16a)の kind の 定義 には typ e /sort が含 まれ て お り ，(16b , c )の type /sort

の定 義 には genera l  group /a  c lass  o f  th i ngs  th at  … be l ong  to  a  l arger  

group と いっ た 集 合 の概 念 が 含ま れ る 。 以上 か ら kind / type が可 算 名詞
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の 単 数 形 が意 味 的 に 複数 の 個 体の 集 合 と 解釈 さ れ るこ と が わ か る 。  

さ ら に ， (16 )の語 義 は， kind / type / sor t が複 数 形 の 第 2 名 詞を と る 場

合 の 特 性 につ い て も 示唆 を 与 える 。  

 

 (17 )  a .  th is  k ind  o f  car /*cars  

  b .  two  k inds  o f  car / cars  

 

(17a)が 示 すよ う に ， kind が 単 数 の 場 合， 複 数 形の 第 2 名 詞が 許 さ れな

い 。 一 方 ， (17b )が 示す よ う に， kind が複 数 形 の 場 合 ， 複 数形 の 第 2 名

詞 が 許 さ れる 。こ の 対照 性 か ら 第 2 名 詞 の単 複 は 個の 複 数 性 を表 す もの

で は な く ，グ ル ー プ の複 数 性 を表 す も の であ る と 結論 づ け ら れる 1 3。  

 部 分 構 造 で は 第 2 名詞 句 が 定に な る こ とを 踏 ま え る と ，無 冠詞 単 数 と

結 び つ く kind /type / sor t は部 分 構 造と 意 味的 に 整 合し な い こ とが 予 想 さ

れ る 。 し かし ， 実 際 には 限 定 的に で は あ るが ， 整 合す る 場 合 があ る 。そ

れ は diseas e の よ う に定 表 現 が下 位 類 の 想定 で き るよ う な タ イプ 名 詞と

し て 解 釈 され る 場 合 であ る 。  

 

 (18 )  a .  There  are  var ious  types  o f  the  d isease .  (CADE )  

                                                   
1 3  k i n d / t y p e / s o r t は ， ( i )に 示 す よ う な ，名 詞 を 後 方 か ら 修 飾 す る 形 式（ 後 方 修 飾

型 ）が 可 能 で あ る 。後 方 修 飾 型 は ， ( i i )に 示 す よ う な 前 方 修 飾 型 よ り も「 堅 苦 し い

が 正 確 な 表 現 」 と さ れ る （『 O 英 和 』 を 参 照 ）。  
 
 ( i )  a .  a  c a r  o f  t h i s  k i n d  
  b .  c a r s  o f  t h i s  k i n d   
 ( i i )  a .  t h i s  k i n d  o f  ( a )  c a r  
  b .  *  t h i s  k i n d  o f  c a r s  c f .  t h e s e  k i n d s  o f  c a r s  
 
両 形 式 は 文 体 的 な 違 い だ け で な く ， 限 定 さ れ る 名 詞 の 数 の 意 味 合 い が 異 な る こ と

に 注 意 し な け れ ば な ら な い 。 後 方 修 飾 型 で は 第 1 名 詞 の 数 が 個 体 数 を 反 映 し た も

の で あ る が ， 前 方 修 飾 型 で は 第 2 名 詞 の 数 が グ ル ー プ ・ タ イ プ の 数 を 反 映 し た も

の で あ る 。従 っ て ，( i i b )が 示 す よ う に 前 方 修 飾 形 式 で k i n d が 複 数 形 で な い 場 合 ，

第 2 名 詞 と し て 可 算 名 詞 の 複 数 形 は 許 さ れ な い 。  
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  b .  a  typ e  o f  h is  d i s ease  

  

(18a)は CADE の 例 文で ，第 1 名 詞 句に typ es を 含 む 部 分 構 造 が 定 の第 2

名詞 句 を とっ て い る 。文意 は‘ その 病 気 には さ ま ざま な 種 類 があ る ’で，

第 2 名 詞 句が 特 定 の 病気 の 種 類を 指 し ，その 下 位 類を 第 1 名 詞句 が 表す

と い う 意 味関 係 に な って い る 。こ の よ う に， 種 類 が限 定 さ れ てい て も，

そ の 下 位 類が 想 定 で きる 場 合 には ， 質 を 表す 部 分 関係 が 部 分 構造 と 整合

す る 。な お ，(18a )の 部分 構 造 に対 応 す る 疑似 部 分 構造 は var i ous  types  o f  

d i sease (s )であ る 。この 句 の 意味 は ，病 気の 種 類 が特 定 さ れ ず，‘ さま ざ

ま な 種 類 の病 気 ’と なる 。(18b )の 部 分 構 造 は 第 2 名詞 句 が 属 格指 定 辞を

含 ん で い るが ， こ の 場合 は 病 気に か か っ てい る 人 が 特 定 さ れ る こ と で 病

気 の 種 類 が 限 定 さ れ る 。 第 1 名 詞 句 は そ の 病 気 の 下 位 類 の 1 つ を 指 す 。 

次 に 疑 似 部分 構 造 か ら部 分 構 造を 作 れ な い場 合 を 見る 。 次 の よう に質

的 部 分 を 表す 疑 似 部 分構 造 の new kinds  o f  c ompu ters（ ＝ (4a )の 2 つ 目

の例 ） か ら部 分 構 造 を作 る こ とは で き な い。  

 

 (19 )  *new kinds  o f  h is  c omputers  

 

疑 似 部 分 構造 で は ， 不定 の 第 2 名詞 ( computers )は ， 種 類が 限定 さ れ て

い な い ， 不 特 定 多 数 の コ ン ピ ュ ー タ ー を 指 す の に 対 し て ， (19 )で は 第 2

名 詞 句 が 定名 詞 の hi s  computers な の で ，特 定 の 個人 が 所 有 する コ ンピ

ュ ー タ ー（ の 機種 ）を指 す 。特 定 の機 種 の後 継 機 とい う 場 合 は，a  newer  

model  o f  h is  c omputer と し なけ れ ば なら ない 。 (19 )が 容認 で きる と す れ

ば ，次 のよ う な 文脈 設定 が 必 要と な る。すな わ ち，第 2 名詞 句を‘ Steve  

Jobs（ 元 ア ッ プル 社 CEO）のコ ン ピ ュー ター ’の よう に ア ッ プル 社（ Mac
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の 製 造 メ ーカ ー ） の メト ニ ミ ー 的 表 現 と して 解 釈 し， そ れ が 製造 す る異

な る 種 類 のコ ン ピ ュ ータ ー 製 品（例 え ば ，iPad やノ ー ト ブッ ク型 パ ソ コ

ンの MacBook，デ スク ト ッ プ型 パ ソ コ ンの iMac， タワ ー 型パ ソ コ ンの

PowerMac） を 指 す と と ら え る 場 合 で あ る 。 (18b )と (19 )の 文 法 対 立 は ，

部 分 構 造 の第 2 名 詞 句 ga  

タ イ プ 名 詞句 と し て 下位 類 が 想定 で き る もの で な けれ ば な ら ない こ とを

示 唆 し て いる と 考 え られ る 。  

 kind / type /sort と ヒト 名 詞 が組 み 合 わ され る 場 合は ， 部 分 構造 へ の変

換 が さ ら に厳 し く 制 限さ れ る 。  

 

 (20 )  a .  I ’m  a  very  de termined  typ e  o f  person .  (CADE)  

  b .  *a  de termined  type  o f  the  person  

 

(20a)は CA DE の 例 文で ， 第 2 名 詞 がヒ ト名 詞 の 疑似 部 分 構 造を 含 む 。

(20b)が 示 すよ う に ， こ の第 2 名 詞句 を 定表 現 に 変え る こ と はで き な い。

こ の 事 実 は ，(18a )で 第 2 名 詞 句が 定 名 詞 ( th e  d iseas e )で も 容 認さ れ たの

とは 対 照 的で あ る 。 ヒト 対 モ ノの 対 立 は ，ヒ ト 名 詞が モ ノ 名 詞 や 動 物名

詞 に 比 べ て下 位 類 を もつ タ イ プと し て 解 釈さ れ に くい こ と に 起因 す ると

考 え ら れ る ( c f .  the  human  be ing )。 こ れに つ い ては §2 .5 .3 で論 じ る 。  

ヒ ト 名 詞 と部 分 構 造 の整 合 性 に関 し て，『 O 英 和 』に は 次 のよ うに kind

が 不 定 冠 詞を 伴 う 名 詞と 共 起 でき る と い う記 述 が ある 。  

 

 (21 )  What  k ind  o f  (a )  docto r  i s  he?  

 

『 O 英 和 』に よ れ ば ，第 2 名 詞 句が 不 定 冠詞 付 き の名 詞 に な るの は 無冠



 

29 
 

詞 単 数 名 詞 の 場 合 に 比 べ て 口 語 的 だ と い う 。 さ ら に ， (21 )の 解 釈 は ， 第

2 名 詞 が 無 冠詞 単 数 のと き は 医者 の 種 類 （‘ 何 の医 者 か’） を ，不 定 冠詞

を 伴 う と きは 医 者 の 特徴・能 力（‘ ど んな 医者 か ’）を 問 題に す ると い う 1 4。 

第 2 名 詞（ 句 ）の形 式に 応 じ て 解 釈 が 変 わる こ と につ い て は ，次 の見

立 て が で きる 。 無 冠 詞の 場 合 は， 個 の レ ベル が 捨 象さ れ た 種 類（ 内 科や

外 科 と い った 医 学 分 野） が 問 題に な る の に対 し て ，不 定 冠 詞 付き の 名詞

の 場 合 は ，個 の レ ベ ルの 性 質 ・能 力 （ 神 経質 な 性 格の 医 者 や 腕の よ い医

者な ど 個 人の 性 格 ・ 能力 ） を 問題 に な る 。要 す る に， 不 定 冠 詞は ， 個の

レ ベ ル を 問題 に し て いる こ と の形 式 的 な 反映 と と らえ ら れ る と思 わ れ る。 

ま た ， (21 )で 不 定 冠 詞 付 き の 名 詞 が 容 認 さ れ る の は ， 主 語 が 単 数 形 で

あ る こ と が重 要 な 要 因に な っ てい る と 考 えら れ る 。と い う の も， 次 のよ

う に 主 語 が複 数 形 に なる と ，第 2 名詞 は はだ か 名 詞の 複 数 形 とな り ，主

語 と 数 の 一致 を 示 す から で あ る。  

 

 (22 )  a .  What  sor t  o f  men  were  they?   (CADE )  

  b .  *What  so r t  o f  (a )  man /person  were  they?  

 

(22a)は CA DE の 例 文 で 第 2 名 詞 が無 冠 詞複 数 形 (men)に な って い る。

こ れ を 単 数形 に 変 え た (22b )は ，不定 冠 詞 の有 無 に かか わ ら ず 容認 さ れな

い。ヒ ト名 詞が kind /type /sor t と 共 起 した 場 合 の 振 る 舞 い は，ヒ ト名 詞

がモ ノ 名 詞と 異 な り ， 形 式 的 に複 数 性 を 表す こ と を示 し て い る。 人 は個

                                                   
1 4  『 ジ ー ニ ア ス 英 和 大 辞 典 』 に は 次 の 例 が 掲 載 さ れ て い る 。  
 
 ( i )  W h à t  k í n d  o f  ( a )  c r a f t s m a n  i s  h e ?  
  彼 は ど ん な 職 種 の 職 人 で す か ； ど の 程 度 の 腕 前 ［ 信 用 度 ］ の 職 人 で す か  
 
例 文 の 訳 か ら 判 断 す る と ，「 職 種 」 は 種 類 の 解 釈 （ 無 冠 詞 単 数 形 に 対 応 す る 解 釈 ）

で ，「 腕 前 ・ 信 用 度 」 は 性 質 ・ 能 力 の 解 釈 （ 不 定 冠 詞 付 き の 名 詞 に 対 応 す る 解 釈 ）

で あ る と 考 え ら れ る 。  
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別 性 が 強 く ， 物 と 異 な り 均 質 性 を 見 い だ し に く い と い う 特 徴 が あ る

（ Kaga (1991 )を参 照）。(20a )が 示 す よ うに ，他 人 と の違 い を性 格 で 分類

す る こ と は可 能 で あ るが ， そ れは 物 の 分 類の よ う な 客 観 的 な もの で はな

く， 主 観 的に 決 定 さ れる も の であ る と 考 えら れ る 。こ の こ と が， 人 の下

位 類 を 想 定す る こ と を難 し く し， 結 果 と して 質 的 な部 分 を 表 す部 分 構造

に ヒ ト 名 詞が 生 起 し にく く な って い る と 思わ れ る 。  

 

2.3 .2  量 を 表す 部 分 関 係  

 量 を 表 す 部 分 関 係 は，次 のよ う に 部分 構造 に よ って 表 す こ とが で き る。

(23a)は 第 2 名 詞句 が不 可 算 名詞 の 場 合 ， (23b )は 第 2 名詞 句が 単 数 形の

可 算 名 詞 の場 合 で あ る。  

 

 (23 )  a .  two  p ieces  o f  th is /your  cake  （ c f .  (5a )の 2 つ 目 の例 ）  

  b .  a  page  o f  a / the /her  book  （ c f .  (5c )の 1 つ 目 の例 ）  

 

ま た ，第 2 名 詞句 が 可算 名 詞 の複 数 形 の 場合 に つ いて も，部 分構 造 が

可 能 で あ る。  

 

 (24 )  a .  two  p ieces  o f  your  cakes  

  b .  a  page  o f  her  books  

  c .  a  pack  o f  h is  c i gare ttes  （ c f .  (5b )の 1 つ 目 の例 ）  

 

(24c )は 第 2 名 詞 の h is  c igare t tes が pack の集 合 と 読み 換 え られ ，a  pack  

o f  h is  carton  ( o f  c i gare ttes )と 解 釈 され る 1 5。  

                                                   
1 5  た だ し ， a  p a c k  o f  t h e s e / t h o s e  c i g a r e t t e s の よ う に 第 2 名 詞 が t h e s e / t h o s e に
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水 口 (2004 )は 日 本 語 類 別 詞 を ‘ 人 ・ 個 ’ な ど の 「 個 別 類 別 詞 」，‘ 対 ・

束 ’ な ど の「 集 合類 別詞 」，‘ 杯・ キ ロ ’など の「 計 量類 別 詞 」の 3 つ に

分 類 し て いる が ， (24c )の pack は 英 語の 集合 類 別 詞に 相 当 す ると 考 え ら

れる（ group /  pack /  crowd /  herd /  f l o ck など も 同 様） 1 6。集 合 類別 詞 を 伴

う名 詞 は ，個 々 の メ ンバ ー よ りも グ ル ー プに 焦 点 が当 た る と 水口 は 述べ

                                                                                                                                                     
よ っ て 限 定 さ れ る 場 合 に は 第 2 名 詞 句 を タ イ プ 解 釈 す る こ と も で き る 。 詳 し く は

§ 2 . 5 . 3 で 論 じ る 。  
1 6  J a c k e n d o f f  ( 1 9 6 8 )は ， 冠 詞 ・ 形 容 詞 に よ る 限 定 が 可 能 か ど う か ， は だ か 名 詞

の o f 句 を と る か ど う か に 基 づ い て g r o u p と h e r d を 同 一 グ ル ー プ ( G r o u p  I )に 分 類

し て い る 。  
 
 ( i )  G r o u p  I  
  a .  a  g r o u p  o f  ( t h e )  m e n（ J a c k e n d o f f の ( 2 ) , ( 3 )）  
  b .  a n  i n c r e d i b l y  l a r g e  h e r d  o f  c a t t l e（ J a c k e n d o f f の ( 6 )）  
 
J a c k e n d o f f は ， ( i a )で g r o u p が 疑 似 部 分 構 造 と 部 分 構 造 の ど ち ら に も 生 起 で き る

こ と を 観 察 し て い る の で 同 一 グ ル ー プ の h e r d に つ い て も こ の 特 性 を 認 め て い る

と 推 測 さ れ る 。た だ し ，J a c k e n d o f f は 規 模 の 大 き い 集 合 を 表 す 類 別 詞 p a c k / c r o w d
に つ い て は 言 及 し て い な い 。  
 な お ，ほ か の グ ル ー プ と し て G r o u p  I I（ s o m e な ど の 数 量 詞 ）と G r o u p  I I I（ t h r e e
な ど の 数 詞 ） を 提 案 す る 。  
 
 ( i i )  G r o u p  I I  
  a .  s o m e  ( ( o f  t h e )  m e n )  （ J a c k e n d o f f の ( 11 )）  
  b .  *  t h e  s o m e  m e n  （ J a c k e n d o f f の ( 1 0 )）  
 ( i i i )  G r o u p  I I I  
  a .  t h r e e  ( ( o f  t h e )  m e n )  （ J a c k e n d o f f の ( 1 3 )）  
  b .  t h e  t h r e e  m e n  （ J a c k e n d o f f の ( 1 6 )）  
 
G r o u p  I I は ， ( i i )が 示 す よ う に は だ か 名 詞 の o f 前 置 詞 句 を 取 れ な い 点 や 冠 詞 に よ

る 限 定 を 受 け な い 点 で G r o u p  I と 異 な る 。 ま た ， G r o u p  I I I は ， は だ か 名 詞 の o f
句 を 取 れ な い 点 で G r o u p  I I と 類 似 す る が ， 冠 詞 に よ る 限 定 を 受 け ら れ る 点 で は

G r o u p  I に 類 似 す る 。  
 M c K e o n  ( 1 9 7 2 )は ， p a c k や g r o u p な ど の 類 別 詞 を 含 む 句 と 類 別 詞 を 含 ま ず ，数

量 詞 の み で 量 化 さ れ る 句 の 違 い を 指 摘 し て い る 。 ( i v )の よ う に 集 合 類 別 詞 を 含 む

句 は ( v )の よ う な 書 き 換 え が で き る 。  
 
 ( i v )  a .  ( t h e )  p a c k  o f  c i g a r e t t e s（ M c K e o n の C h a p t e r  I I I ,  ( 4 5 b )）  
  b .  ( a n y )  g r o u p  o f  m e n（ M c K e o n の C h a p t e r  I I I ,  ( 4 5 d )）  
 ( v )  a .  t h e  p a c k  c o m p r i s e d  o f  c i g a r e t t e s（ M c K e o n の C h a p t e r  I I I ,  ( 5 2 b )）  
  b .  a n y  g r o u p  m a d e  u p  o f  m e n（ M c K e o n の C h a p t e r  I I I ,  ( 5 2 d )）  
 
こ れ に 対 し て ， ( v i )の よ う に 類 別 詞 を 含 ま な い 部 分 構 造 で は ( v i i )の よ う な 書 き 換

え は で き な い 。  
 
 ( v i )  a .  e a c h  o n e  o f  t h e  m e n  
  b .  *  e a c h  o n e  c o m p o s e d  o f  t h e  m e n（ M c K e o n の C h a p t e r  I I I ,  ( 5 5 a , b )）  
 ( v i i )  a .  s o m e  o f  t h e  b i r d s  
  b .  *  s o m e  c o m p r i s e d  o f  t h e  b i r d s（ M c K e o n の C h a p t e r  I I I ,  ( 5 6 a , b )）  
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て い る 。  

集 合 類 別 詞を 含 む 部 分構 造 は 基本 的 に 可 能で あ る 。最 も 典 型 的な 例と

して group の 場合 を 示す 。  

 

 (25 )  a .  a  group  o f  the  ani mals  c f .  a  group  o f  an imals  

  b .  a  group  o f  the  s tud ents  c f .  a  group  o f  s tud ents  

 

第 2 名 詞 句と し て (25a)で は 動物 名 詞が ， (25b )で はヒ ト 名 詞が 生 じ てい

る が ， ど ちら も 適 切 に母 集 合 と 見 な さ れ ，第 1 名 詞句 a  grou p がそ の部

分 集 合 を 表す 。  

 次 に ， c rowd /herd / f l o ck の 場 合に 目 を 向け る と ， 容 認 性 判 断に 揺 れ が

見 ら れ る もの の ，第 2 名詞 句 が ヒト 名 詞 かど う か で容 認 性 が 下が る と 判

断 す る イ ンフ ォ ー マ ント が い る 。  

 

 (26 )  a .  *a  c rowd o f  the  peop le  that  are  wai t ing  

   c f .  a  crowd  o f  peop l e  

  b .  a  herd  o f  the  cows  that  a re  b rowsing  in  meadow 

   c f .  a  herd  o f  c ows  

  c .  a  f l ock  o f  the  b i rds  that  are  mi grat in g  to  the  south  

   c f .  a  f l ock  o f  b i rds  

 

こ れ ら の 集合 類 別 詞 は疑 似 部 分構 造 で あ れば 問 題 なく 容 認 さ れる が ，部

分構 造 の第 1 名 詞 句 にな る 場 合 ，第 2 名 詞句 と し て (26a )が 示す よ う にヒ

ト 名 詞 句 は許 容 さ れ ない が ，(26b ,c )が 示 すよ う に 非ヒ ト 名 詞 句 で あ れ ば

許 容 さ れ る。  
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以 下 で は こ の ヒ ト 性 の 違 い に よ る 文 法 対 立 の 原 因 を 解 明 す る た め に ，

辞 書 の 定 義 を 確 認 す る 。 例 え ば ， CA DE と Dic t ionary  o f  C o l le ct ive  

Nouns  and  Group  Terms ,  second  ed .  (DCG)に おけ る c rowd /herd / f l ock

の 定 義 は 次の よ う に なっ て い る （ 下 線 は 筆者 ）。  

 

 (27 )  a .  c rowd の 定 義  

   CADE:  A c rowd  i s  a  l arge  group  o f  p eop l e  who  have  

ga thered  together.  

   DCG:  a  number  o f  p ersons  or  th i ngs  c lo se ly  p ressed  

toge ther  

  b .  f l o ck の定 義  

   CADE:  A f l o ck  o f  b i rds ,  sheep ,  or  goa ts  i s  a  group  o f  th em.   

   DCG:  a  company  o f  p eop l e ,  b i rds ,  or  an imal s ;  a  group  o f  

Chr is t i ans  who  worship  toge ther  

  c .  herd の 定 義  

   CADE:  A herd  i s  a  large  group  o f  an imals  o f  one  k ind  that  

l ive  toge ther.  

   DCG:  a  number  o f  an imals  assembled  toge ther,  ch i e f ly  

large  ani mals ;  a  crowd  o f  peop le  

 

これ ら の 語義 か ら c rowd は 第 1 義 が人 の まと ま り を表 し ， f l o ck /herd

は第 1 義 が動 物 の ま とま り を 表す こ と が わか る 。ま と ま りは group とい

う 表 現 で 表さ れ て お り，し かも la rge と いう 規 模 の情 報 が 加 わっ て い る。 

(25 )で 見 た よ う に ， group の 場 合 には ヒ ト 性 の 対 立が 生 じ な い の だか

ら ， (27 )の 文 法 対 立 は 規 模 が 関 わ っ て い る と 考 え る の が 妥 当 だ ろ う 。 ま
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た， crowd /herd / f l o ck を疑 似 部分 構 造 に 用い た 場 合に ヒ ト 性 の対 立 が起

こ ら な い こと を 踏 ま え る と ， 大規 模 な ま とま り が 部分 集 合 と 見な さ れ る

と き に ヒ ト名 詞 が 排 除さ れ る とい う こ と にな る 。 これ が 意 味 する と ころ

は ， 大 規 模な ま と ま りが 部 分 集合 と な る よう な 母 集合 を 考 え る場 合 ，ヒ

ト 名 詞 で あれ ば そ の 個別 性 が 失わ れ て し まう 。 つ まり ， 人 が 均質 的 な個

体 の ま と まり と 見 な され る こ とに 等 し い 。例 え ば，ヒ ト名 詞 に herd / f l o ck

が 用 い ら れる 場 合 ， CADE の 定 義で は s ame と い う表 現 が 加 わる （ 下線

は 筆 者 ）。  

 

 (28 )  a .  herd の 定 義  

  a  group  o f  peop l e  that  do  the  same  th i ng  o r  go  t o  the  same 

p lace  

  b .  f l o ck の定 義  

   a  l arge  group  o f  the  same  kind  o f  peop l e  

 

人 は 通 常 ，個 別 性 が 重視 さ れ ，そ の 点 で 理性 を も たず 本 能 の 赴く ま まに

行 動 す る 動物 と 区 別 され る 。 この こ と に より ， 大 規模 な ま と まり を 表す

集 合 類 別 詞で 部 分 構 造を 構 成 する 場 合 に ヒト 名 詞 の容 認 性 が 低下 す るの

だ と 考 え られ る 。  

なお ，(26c )の 部分 構 造に ヒ ト 名詞 を 代 入 する と ，次 の よう に 容認 性 が

低 下 す る 。  

 

 (29 )  *a  f l ock  o f  the  peop le  that  a re  migra t i ng  f rom a  poor  country  

 

この 事 実 から 動 物 名 詞に 用 い られ る 集 合 類別 詞 を ヒト 名 詞 に 用い る こと
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は個 別 性 の欠 如 と い った 軽 蔑 的な 含 み を もた せ る こと が で き るが ， 部分

構 造 の 場 合は そ の よ うな 効 果 が得 ら れ な いこ と が わか る （ 個 別性 が 捨象

さ れ た 人 の集 合 の 部 分関 係 に なっ て し ま う）。  

 (15b ) (25 )に 示し た よう に ，bu nch /grou p は部 分構 造 の第 1 名詞 と し て

機 能 で き ，ヒ ト 性 の 対立 も 起 こら な い 。 これ は ま とま り を 表 す表 現 とし

て group が 最 も基 本 的な 表 現 であ る こ と を示 し て いる と 考 え られ る 。す

な わ ち ， group は 人 ・物 を 問 わず ， ま た 規模 に つ いて も 大 小 を問 わ ず用

い る こ と がで き る （ 下位 の グ ルー プ を subgroup と 呼べ る こ とが そ れ を

示 し て い る ）。  

以 上 の 考 察を ま と め ると ， 量 を表 す 部 分 関係 に つ いて は ， 規 模 の 大き

なま と ま りを 表 す 一 部の 集 合 類別 詞 の 場 合 に ヒ ト 名詞 を 含 む 部分 構 造を

作 る こ と はで き な い が， そ の ほか の 場 合 につ い て は 基 本 的 に 部分 構 造と

整 合 す る と結 論 づ け られ る 。  

 

2.3 .3  計 量 的な 部 分 関 係  

 計 量 的 な 部 分 関 係 は， 次 の よう に 部 分 構造 で 表 すこ と が で き る 。  

 

 (30 )  a .  a  meter  o f  the / that  c lo th  

    b .  one  k i lo  o f  my  apples  

  c .  an  acre  o f  h is  fa ther ' s  land  

  d .  a  l i t er  o f  ou r  wine  

 

第 1 名 詞 句 に は 特 定 の尺 度 に 基づ く 厳 密 な量 を 表 す「 計量 類 別詞 」が含

まれ る （ c f .  水 口  2004）。第 2 名 詞 句が 指示 詞 や 所有 格 の 人 称代 名 詞 を

伴 う 場 合 には ，第 1 名詞 句 は 特定 の 指 示 対象 の 計 量的 な 部 分 を指 す こと
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に な る 。 結果 と し て ，部 分 構 造で は 明 確 に部 分 関 係が 表 さ れ る。  

 計 量 類 別詞 が 部 分 構造 に 生 じた 場 合 ，第 2 名 詞 句が 2 通り に解 釈 で き

る こ と に 注意 し な け れば な ら ない 。例え ば，計 量類 別 詞 の ki lo は，次 に

示 す よ う に 第 2 名 詞 句と し て 可算 名 詞 の 単数 形 と 複数 形 の い ずれ も 許 す。 

 

 (31 )  a .  one  k i lo  o f  th is  app le  

  b .  one  k i lo  o f  these / th ose  app les  

 

(31a)は th is  app le の指 す 個 体の 一 部 分 が 1 キ ロ であ る（ 1 キロ よ り重

い り ん ご ）と い う 意 味で は な い。 こ の 第 2 名 詞句 は タ イ プ解 釈 を 受け，

り ん ご の 特定 の 種 類 を表 す 。第 1 名 詞句 は，第 2 名 詞 句 によ って 表 さ れ

る り ん ご の種 類 に つ いて ， そ の量 を 指 定 する 。  

(31b )は第 2 名 詞 句 が タ イ プ 解 釈 を 受 け る 場 合 と 個 体 解 釈 を 受 け る 場

合 が あ る。第 2 名詞 句が 個 体 解釈 を 受 け る場 合 ，第 2 名 詞句 はり ん ご の

集 合 を 表 して お り ， その 部 分 集合 が 1 キ ロで あ る とい う 解 釈 とな る 1 7。

第 2 名 詞 句が タ イ プ 解釈 を 受 ける 場 合 は ，(31a)の 場 合と 同 様 ，第 2 名詞

句 は ，り ん ごの 特 定 の種 類 を 表し ，そ の 量を 第 1 名詞 句 が 指 定す る 。指

示詞 の these / th ose の違 い は「 近 接 性」 (proxi mity )の違 い で あり ， タイ

プ ・ ト ー クン の 解 釈 の違 い に は影 響 し な い。  

 

                                                   
1 7  計 量 類 別 詞 k i l o は ， 第 2 名 詞 句 の タ イ プ 解 釈 と 個 体 解 釈 の ど ち ら も 許 す 。 こ

の 点 で ， 第 2 名 詞 句 が 常 に タ イ プ 解 釈 に な る 類 別 詞 c o p y と 対 照 的 で あ る 。 例 え

ば ， ( i a )の 第 2 名 詞 句 は タ イ プ 解 釈 し か も た ず ， ( i b )の 第 2 名 詞 句 の よ う な 個 体 解

釈 は 表 さ な い 。  
 
 ( i )  a .  o n e  c o p y  o f  t h e  b o o k s  （‘ そ れ ら の 本 の 1 部 ず つ ’）  
  b .  o n e  o f  t h e  b o o k s  （‘ そ れ ら の 本 の う ち の 1 冊 ’）  
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2.3 .4  部 分 構造 に 生 じ る 第 1 名詞（句）の意味的特徴  

こ れ ま で Quirk  et  a l .  (1985 )に よ る第 1 名詞 （ 句 ） の 区 別 （ 質・ 量 ・

計 量 ） を 踏ま え て ， 部分 構 造 との 整 合 性 を検 証 し た。 そ の 結 果， 部 分構

造の 第 1 名詞（ 句 ）とし て 許 容さ れ る の は ，量 を 表 す 部 分 関 係（た だ し，

crowd な ど 一部 の 集 合類 別 詞 はヒ ト 名 詞 と整 合 し ない ） と 計 量的 な 部分

関 係 で あ っ た 。 質 を 表 す 部 分 関 係 に つ い て は ， di sease の よ う に 下 位 類

の 想 定 で きる 名 詞 の 場合 に し か許 容 さ れ ない こ と が確 か め ら れた 。  

部 分 構 造 の第 1 名 詞（ 句 ）に生 じ る類 別 詞の 中 に は ，計 量 類 別詞 の ki lo

の よ う に 解 釈 が 曖 昧 に な る も の が あ っ た 。 例 え ば ， two  k i lo s  o f  these  

app les で は ，第 2 名 詞句 が タ イプ 解 釈 を 受け て‘ こ の（種 類 の ）り ん ご

を 2 キ ロ ’とい う 意 味に な る 場合 と ，個 体解 釈 を 受け て‘ こ れら の り ん

ご の う ち の 2 キロ （分 ）’と い う 意味 にな る 。 タイ プ 解 釈 は 計 量 的 な部

分関 係 の 場合 に の み 観察 さ れ るも の で は なく ， 量 を表 す 部 分 関係 で も 観

察さ れ る こと を 次 節 で 見 る 。  

 

2.4  第 2 名詞句の解釈による部分構造の分類  
 
 本 節 は ，第 2 名詞 句の 解 釈 に基 づ く 部 分構 造 の 分類 を 提 案 す る 。特に ，

第 1 名 詞（ 句）が 類 別詞 を 含 む場 合 と 含 まな い 場 合の 解 釈 の 違い に 注目

する 。  

先 行 研 究 では ，第 1 名詞 が 数 詞・数 量詞 のみ で 構 成さ れ る 部 分構 造 と ，

第 1 名 詞 句 が 類 別 詞 を 含 む 部 分 構 造 が 同 列 に 扱 わ れ て い る 。 例 え ば ，

Quirk  e t  a l .  ( 1985 )の分 類 基 準で は ， (32 )の 部分 構 造が す べ て同 一 タ イ

プ と 見 な され る 。  
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 (32 )  a .  two  o f  the  books  

    b .  two  pages  o f  the  book  

  c .  two  cop i es  o f  the  book  

 

(32a)は第 1 名 詞が 数詞 の み で類 別 詞 を 含ま な い が， (32b ,c )は第 1 名詞

句 が 類 別 詞の pages / cop ies を含 む 。それ でも (32 )の 各 句が 同 列に 扱 わ れ

る の は ， 第 1 名 詞 （ 句）， すな わち two  (books ) ,  two  pages ,  two  cop ies

が い ず れ も量 に 関 す る部 分 を 表す た め で ある 。ま た，Jackendof f  (1977 )

の 分 類 基 準 を 用 い て も (32 )の部 分 構造 は いず れ も 第 2 名詞 句 が定 名 詞 で

あ る か ら 同一 タ イ プ と 見 な さ れ る 。  

し か し ， (32 )の各 部 分構 造 に おけ る 第 1 名詞 （ 句 ）と 第 2 名 詞（ 句 ）

の意 味 関 係は 均 質 で はな い こ とに 注 意 し なけ れ ば なら な い。概略 ，(32a )

で は 個 体 の集 合 （ グ ルー プ ） とそ の 部 分 集合 （ メ ンバ ー ） の 関係 が 問題

に な っ て いる が ， (32b)で は 単一 の 個体 の 中 身（ の 一 部分 ）が問 題 に なっ

て い る 。さ ら に，(32c )で は 第 2 名 詞句 が 可 算名 詞 の 単数 形 で あ るが ，(32b )

と違 っ て 単一 の 個 体 の一 部 分 を問 題 に し てい る の では な い 。 以下 で は，

(32 )の 部分 構 造の そ れぞ れ の 意味 特 性 に つい て 分 析す る 。  

 (32a )の タイ プ の 部分 構 造 では ，第 2 名詞 句 が第 1 名 詞 の 表す 数 よ りも

大 き な 数 を表 さ な く ては な ら ない ( c f .  * two  o f  the  book )。 第 1 名 詞 と第

2 名 詞 句 が どち ら も 本の 集 合 を問 題 に す るた め ， 部分 集 合 に 相当 す る第

1 名 詞 の 表す 数 が 母 集合 に 相 当す る 第 2 名詞 句 の それ よ り も 小さ く なけ

れ ば な ら ない か ら で ある 。とこ ろ が， (32b)の タ イプ の 部分 構造 で は第 1

名詞 句 と第 2 名 詞 句 の表 す 数 の大 小 が 逆 転し て も 問題 な い 。これ が 許さ

れ る の は ，第 1 名 詞 句に 含 ま れる 類 別 詞 page の 機能 に よ る。 第 2 名詞

句 は 本 の 集合 を 問 題 にす る が ， 類 別 詞 p age を 含 む 第 1 名詞 句は 本 よ り
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も 下 位 レ ベル の ペ ー ジの 集 合 を問 題 に す る 。従 っ て ，第 2 名 詞句 の 表す

数が 第 1 名詞 句 よ り も大 き く なら な く て もよ い 。要 す る に，第 2 名 詞句

よ り も 第 1 名 詞 句 の 表す 数 が 大き く て も 第 1 名 詞 句が 部 分，第 2 名 詞句

が 全 体 と して 解 釈 さ れる の は，第 2 名 詞 句の 問 題 にす る 集 合 のレ ベ ル（本

の レ ベ ル ）と 第 1 名詞 句 が 問題 に す る 集合 の レ ベル （ ペ ー ジの レ ベ ル）

の 間 に 部 分関 係 が 成 立す る か らで あ る 。  

 次 に ，第 2 名 詞 句 とし て 可 算名 詞 の 単 数形 が 許 容さ れ る (32c )を 見 よう 。

第 1 名 詞 句に 類 別 詞 の cop y（ 日本 語 の‘ 冊 ’に相 当 す る ）が 含ま れ る場

合，第 2 名 詞 句 は タ イプ 名 詞 句 と し て 解 釈さ れ ，第 1 名 詞句 はそ の ト ー

ク ン を 指 す 。つ ま り ， (32c )の 第 2 名 詞 句 と第 1 名 詞句 は タ イ プ・ト ーク

ン の 関 係 を結 ぶ 。具 体的 に は， (32c )の 第 2 名 詞 句は 本 の 特 定の 題 名（ タ

イ ト ル ）を 指し ，そ のト ー ク ン（実 際 に 手に 取 っ て見 ら れ る 本 ）を 表 す。

結果 的 に， (32c )の解 釈は‘ 特定 の タ イト ルの 本 2 冊’に なる（日 本 語部

分 構 造 に は対 応 す る 表現 が な い）。  

(32c )が 同 一 タ イ プ の 2 つ の ト ー ク ン を 指 す こ と を 裏 づ け る 事 実 と し

て ，‘ 買う ’ と ‘読 む’ と の 共起 関 係 が ある 。 (3 2c )を buy と read の 目

的語 に 代 入す る と 文 法性 が 逆 転す る 1 8。  

 

 (33 )  a .  I  bought  two  cop ies  o f  the  book.  

  b .  * I  read  two  cop ies  o f  the  book .  

 

こ の 文 法 対立 は ， buy /read の 語彙 特 性 の違 い に 由来 す る と 考え ら れ る。

す な わ ち，同 一 タイ トル の 本 につ い て，複数 冊 買 うこ と は 可 能で あ る が，

複 数 冊 読 むこ と は 不 可能 で あ る（ c f .‘ そ の本 を 2 回読 ん だ’）。 よ って ，

                                                   
1 8  動 詞 b u y / r e a d と T 部 分 構 造 と の 整 合 性 に つ い て は ，第 5 章 § 5 . 1 . 6 で 考 察 す る 。  
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第 1 名 詞 句が ト ー ク ン指 示 の 部分 構 造 と read は 意味 的 に 整合 し な い。  

 (32b )は第 1 名 詞 句に 類 別 詞を 含 む 点 で (32c )に 類似 す る が， 両 者 は 意

味 的 に 区 別さ れ な け れば な ら ない 。第 1 名詞 に 類 別 詞 pages を含 む (32b )

では ，第 2 名 詞 句 の the  book は 個 体解 釈 を受 け ，手に 取 っ て 見ら れ る「特

定 の 本 」を 指す の に 対し て ，第 1 名 詞 に 類別 詞 cop ies を含 む (32c )で は，

第 2 名 詞 句 の the  book は タ イプ 解 釈 を 受け ，本 の タイ ト ル を指 す 。タ イ

プ名 詞 （ 句） は 定 義 上， 空 間 ・時 間 で 規 定で き な い個 体 の 集 合を 指 すた

め， (32c )の the  book が表 す 集 合の メ ン バー は 定 まら ず ， 単 一の 個 体を

表す (32b )の the  book と は決 定 的 に 異 な る。  

次 の よ う に第 2 名 詞 句が 可 算 名詞 の 複 数 形に な っ た場 合 で も ，類別詞

の 違 い に 応じ て 解 釈 の違 い が 見ら れ る 。  

 

 (34 )  a .  two  pages  o f  the  books  ( c f .  ( 32b ) )  

  b .  two  cop i es  o f  the  books  ( c f .  ( 32c ) )  

 

(34a)の 第 2 名 詞 句 は 個 体 解 釈 を 受 け ，問題 と な る本 の 集 合 のそ れ ぞ れの

メ ン バ ー につ い て 第 1 名 詞 句が 中 身の 一部 分 （ 2 ペー ジ ） を指 す 。 これ

に 対 し て ，(34b )の 第 2 名 詞 句は タ イ プ 解釈 を 受 け ，複 数 の 本の タ イ トル

を 表 し ，そ れぞ れ の 本の タ イ トル に つ い て第 1 名 詞句 が 2 つ のト ー ク ン

（ つ ま り 2 冊 ） を 指す 。 例 えば ，『ハ リー ・ ポ ッタ ー と 賢 者の 石 』 の 2

冊 と 『 指 輪物 語 』 の 2 冊 を第 1 名 詞句 が指 す よ うな 状 況 で ある 。  

 な お ，第 2 名詞 句 がタ イ プ 解釈 を 受 け る場 合 も，第 1 名 詞 句と 第 2 名

詞 句 の 表 す数 の 大 小 関係 の 逆 転が 許 さ れ る。 (32c )の two  cop ies  o f  the  

book を 例に と る と，第 2 名 詞 句の 表 す 数 は 1，第 1 名 詞 句表 す数 は 2 な

の で ，部 分 に相 当 す る第 1 名 詞句 が 全 体 に相 当 す る第 2 名 詞 句の 表 す数
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よ り も 大 きく な っ て いる 。 そ れで も 両 者 間に 部 分 関係 が 成 立 する の は，

第 1 名 詞 句の 指 示 レ ベル が ト ーク ン で 第 2 名 詞 句の 指 示 レベ ルの タ イ プ

よ り も 下 位概 念 だ か らで あ る 。  

 (31 )で見 た 計量 類 別 詞 ki l o を 含む 部 分構 造 と (34b)の cop y を含 む 部分

構造 を 対 比す る と ， どち ら も 第 2 名詞 句の タ イ プ解 釈 が 可 能で あ る が，

形 式 と タ イ プ 解 釈 の 対 応 関 係 が 異 な る こ と が わ か る 。 す な わ ち ， (3 4b )

では 第 2 名詞 句 the  books が タ イプ の 数 が複 数 で ある こ と を 表し ，「 複数

の タ イ ト ルの 本 を 2 冊ず つ」と い う意 味 を表 す の に対 し て， (31b)は 第 2

名詞 句 these / those  app les が 可算 名 詞 の 複数 形 で もタ イ プ 数 は 1 種類 で

(31a)の 場 合と 同 じ にな る 。つ ま り ，「 複 数の 種 類 のり ん ご を 1 キ ロ ずつ 」

と い う 意 味に は な ら ない 。 こ の第 2 名 詞句 が 表 すタ イ プ の 数の 違 い は，

類別 詞 の cop y と ki l o の 特 性 に由 来 す る と考 え ら れる 。 す な わち ， copy

が 個 を 問 題に す る の に対 し て ， ki lo は量 を問 題 に する た め ，前者 で は 個

に 対 す る 種類 が 問 題 にな り ， 後者 で は 個 の区 別 は 失わ れ ， 全 体の 種 類が

問 題 に な る。  

ま た ， §2 .3 .1 で見 た よう に ， two  k inds  o f  the  d isease の よ う な 質 を

表す 部 分 関係 は ，第 2 名詞 句 は 常に タ イ プ解 釈 を 受け る 。な お ，第 2 名

詞句 が dis ease の よ うに 下 位 類 が 想 定 で きる タ イ プを 表 す 名 詞の 場 合，

タ イ プ の 指定 が 可 能 であ る 。す なわ ち ，第 2 名 詞 句が 特 定 の 病気 の 種類

（ タ イ プ ）を表 し ，第 1 名 詞 句が そ の ト ーク ン を 表す（ 疑 似 部分 構 造の

two  k inds  o f  d i seas e (s )では ， 第 2 名 詞 句は 第 1 名詞 句 が 何 のト ー クン

であ る か を漠 然 と 表 す だ け で ある ）。こ の 種 の 部 分構 造 の 第 1 名 詞句 と

第 2 名 詞 句の 意 味 的 関係 は ， (32c )の two  cop ies  o f  the  book や (31a)の

one  k i l o  o f  th is  app l e に おけ る第 1 名 詞 句と 第 2 名詞 句 の 意 味関 係 と並

行 的 で あ る。  
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こ れ ま で (32 )に例 示 した 3 種 類 の 部 分 構 造に つ い て， 第 2 名 詞句 の 解

釈 に 注 目 して ， どの よう な 部 分関 係 を 表 すの か 見 てき た が ， それ を ま と

め る と 次 の表 に な る 。  

 

部分 構 造 の例  第 1 名 詞 (句 ) (N 1 /NP 1 )と  
第 2 名 詞 句 (NP 2 )の 指示 レ ベ ル  

two  o f  the  books  
NP 2 は 本 の集 合 を表 し ，N 1 は NP 2

の メ ン バ ー の 一 部 か ら な る 集 合 を

表す 。  

two  pages  o f  the  book (s )  
NP 2 は 本 の集 合 を， NP 1 は NP 2 よ

り も 下 位 レ ベ ル の ペ ー ジ の 集 合 を

表す 。  

two  cop i es  o f  the  book (s )  
NP 2 は 本 の タ イ ト ル （ タ イ プ ） を

表し ， NP 1 は NP 2 の トー クンの集

合を 表 す 。  

two  k i l os  o f  
th is  app le  

these  app les  

NP 2 は り ん ご の 種 類 （ タ イ プ ） を

表し ， NP 1 は NP 2 の トー クンの集

合を 計 量 的に 表 す 。  

two  k i l os  o f  these  app les  
NP 2 は り ん ご の 集 合 を 表 し ， NP 1

が NP 2 の メ ン バー の 一部 か ら なる

集合 を 計 量的 に 表 す 。  

two  k inds  o f  the  d i s ease  
NP 2 は 病 気 の 種 類 （ タ イ プ ） を 表

し， NP 1 は NP 2 の ト ーク ン の集合

を表 す 。  

表  2 .2 第 2 名 詞 句の 解 釈 に よ る 部 分 構 造 の 分 類  

 

まず ， two  o f  the  books の よ う に第 1 名 詞が 類 別 詞 を 含 ま な い 部 分構

造 で は ，第 1 名 詞と 第 2 名 詞 句が 指 示 レ ベル の 等 しい 個 体 の 集合 を 表 す。

す な わ ち ，第 2 名 詞 句の 表 す 本の 集 合 を 母集 合 と し ，第 1 名 詞が そ のメ
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ンバ ー か らな る 部 分 集合 を 表 す 。第 2 名 詞句 と 第 1 名 詞 の 関 係は ，グル

ー プ ・ メ ンバ ー の 関 係に 基 づ く 部 分 関 係 であ る 。 この 特 徴 を 踏ま え て，

この 種 の 部分 関 係 を 「 M 部 分 関 係」（ M は member の 頭 字 ） と呼 び ，当

該 関 係 を 表す 部 分 構 造を 「 M 部 分構 造 」 と呼 ぶ こ とに す る 。  

次に ， two  pages  o f  the  book (s )のよ う に 第 1 名 詞 句に 類 別 詞 page が

含 ま れ る 場合 で あ る 。第 2 名 詞 句 は 個 体 解釈 と な り，特定 の 本の 集 合 を

表す 。第 1 名 詞 句は ，本 の「譲 渡 不可 能 な部 分 」 ( ina l i enab l e  part )で あ

る ペ ー ジ の 集 合 を 表 す 。 こ の よ う な 部 分 関 係 を 「 I 部 分 関 係 」（ I は

ina l ien able  p art の 頭字 ） と 呼び ， こ れ を表 す 部 分構 造 を 「 I 部分 構 造」

と 呼 ぶ こ とに す る 。  

第 1 名 詞 句が two  cop ies  o f  the  book (s )のよ う に 類別 詞 copy を 含む 場

合， 第 2 名詞 句 はタ イプ 解 釈 にな り ， 特 定の 本 の タイ ト ル を 指す 。 第 1

名 詞 句 は そ の 本 の ト ーク ン の 集合 を 表 す 。こ の 特 徴を 踏 ま え て， こ の場

合 の 部 分 関係 を「 T 部分 関 係」（ T は t oken の 頭字 ）と 呼 び，そ れ を 表 す

部 分 構 造 を「 T 部 分 構造 」 と 呼ぶ こ と に する 。  

また ， two  k i l os  o f  the  app le ( s )の よう に 第 1 名 詞 句が 計 量 類 別詞 を 含

む場 合 ，第 2 名詞 句 はタ イ プ 解釈 と 個 体 解釈 の 両 方が 可 能 で ある 。個体

解釈 を 受 けた 第 2 名 詞句 は り んご の 集 合 を表 し ，第 1 名 詞 句 は第 2 名詞

句 の 表 す 集合 を 母 集 合と し た 部分 集 合 を 表す 。 こ のと き ， 問 題の メ ンバ

ー の 集 合 は計 量 的 な まと ま り とし て 表 さ れ る 。こ の 解釈 に お ける 第 2 名

詞 句 と 第 1 名 詞 句 の 関係 は ，M 部 分関 係 であ る か ら ，その 部 分構 造 は M

部 分 構 造 の下 位 類 と 見な す こ とが で き る 。こ れ に 対し て ， タ イプ 解 釈を

受 け た 第 2 名 詞 句 は ，り ん ごの 種 類（ タ イプ ）を表 し，第 1 名詞 句 が そ

のり ん ご の集 合 を 表 す 。こ の 解 釈に お け る第 2 名 詞句 と第 1 名詞 句 の 意

味関 係 は ， T 部 分 関 係で あ る から ，そ の 部分 構 造は T 部分 構 造の 下 位 類
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と見 な す こと が で き る。  

最後 に ，two  k inds  o f  th e  d isease の よう な 質 を 表 す 部 分 関 係 につ い て

は， 第 2 名 詞 句が 下位 類 の 想定 で き る タイ プ 名 詞句 で あ る 場合 に 限 り，

部 分 構 造 が可 能 で あ る。そ の 場合 ，第 2 名詞 句 と第 1 名 詞 句 は T 部 分関

係に な る 。す なわ ち ，第 2 名 詞 句は 特 定 の病 気 の 種類 を 表 し ，そ のト ー

ク ン の 集 合を 第 1 名 詞句 が 表 す。  

以 上 ， 部 分構 造 に お いて 第 2 名詞 句 と 第 1 名 詞 句が 結 ぶ 部 分関 係 を 3

つ に 分 類 した 。 す な わち ， ①第 1 名 詞に 類別 詞 を 含ま ない M 部分 構 造，

② 第 1 名 詞 句 が類 別 詞を 含 み 第 2 名詞 句 の譲 渡 不 可能 な 部 分 を表 す I 部

分 構 造 ， ③ 第 1 名 詞 句が 類 別 詞を 含 み ， 第 2 名 詞 句 のト ー ク ンを 表 す T

部分 構 造，の 3 種類 であ る（ 第 1 名 詞句 が 計 量 類 別詞 を 含 む 部分 構 造 は，

第 2 名 詞 句が 個 体 解 釈 を 受 け る場 合 は M 部分 構 造 に ，第 2 名詞 句 が タイ

プ 解 釈 を 受け る 場 合 は T 部分 構 造 に そ れぞ れ 分 類さ れ る）。 こ の 部 分構

造 の 分 類 を先 行 研 究 で の 分 類 と 区 別 す る ため に「 MIT 分 類 」と 呼 ぶ こと

に す る 。  

MIT 分 類 は 第 2 名 詞 句の 定 性 だけ で な く ，第 1 名詞（ 句）と の意 味 関

係に 注 目 する 点 に 特 徴が あ る 。こ の分 類 法で 重 要 なの は ，第 1 名詞（ 句 ）

の 意 味 特 性に よ っ て 第 2 名 詞 句の 解 釈 が 決定 さ れ る点 で あ る 。具体 的に

は ，第 1 名 詞（句 ）が数 詞・概 数詞・数 量詞 の 名 詞用 法 の 場 合は M 部 分

構 造 を 形 成し ，第 2 名詞 句 は 個体 解 釈 を 受け る（形 式 的に は 可算 名 詞 の

複 数 形 の み）。第 1 名詞 句 が page の よ うな 類 別 詞を 含 む 場 合は I 部 分構

造 を 形 成 し，第 2 名 詞句 は 個 体解 釈 を 受 ける（ 形式 的 には 可 算名 詞 の 単

数 形 も し くは 複 数 形 ）。第 1 名詞 句が cop y の よ うな 類 別詞 を 伴う 場 合 は

T 部 分 構造 を 形 成し ， 第 2 名 詞 句 はタ イ プ解 釈 を 受け る （ 形 式的 に は 可

算 名 詞 の 単数 形 も し くは 複 数 形）。  
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2.5  部分構造と A out  o f  B形式 1 9  
 

 部 分 構 造の 類 似 表 現と し て A out  o f  B 形式 が あ る。 ど ち ら の表 現 も部

分 関 係 を 表せ る が ，言語 学 に おけ る 取 り 扱い は 意 外に も 対 照 的で あ っ た。

部 分 構 造が Jespersen  (1949 )に よ っ て 取り 上 げ られ ， 生 成 文法 理 論 や形

式 意 味 論 など の 理 論 的枠 組 み で活 発 に 議 論さ れ て きた の に 対 して ，A out  

o f  B 形 式は Qui rk  e t  a l .  ( 1985 )が 部分 構 造と 対 比 して 記 述 し たの を 除 け

ば 議 論 の 対象 に な る こと は 少 なか っ た 。 よっ て ， 本節 で は 部 分構 造 と A 

out  o f  B 形 式 の 類似 点と 相 違 点に つ い て 論じ る 。  

 

2.5 .1  部 分 構造 と A out  o f  B形式の比較  

 部 分 構 造 と A ou t  o f  B 形 式 の 共 通 点 は 次 の 例 で 端 的 に 示 さ れ て い る 。 

 

 (35 )  Most  o f  th e  housewives—twen ty - fou r  ou t  o f  th e  fo r ty—said  

that  the i r  husband s  on ly  commen ted  n egat i ve l y,  never  ap pre -  

c ia t ive l y.  (BNC )  

 

主 語 名 詞 句 の Most  o f  th e  housewives は部 分 構 造で ， 第 1 名詞 (mos t )

が第 2 名 詞句 ( the  housewives )の 一 部 分 を指 し て いる 。 こ の 主語 名 詞 句

に A ou t  o f  B 形 式 の twenty - fou r  ou t  o f  th e  fo r ty が続 い てい る 。 部分

構 造 に な らっ て A を第 1 名詞 （ 句）， B を第 2 名 詞 句と 呼 ぶこ と に する

と ，第 1 名 詞 ( twenty- four )は 第 2 名詞 句 ( th e  f or ty )の 一部 分 を表 し て い

る 。 部 分 構造 と A out  o f  B 形 式が 共 起 して い る のは ， 部 分 構造 に よ って

表 さ れ る 比 率 関 係 （‘ 主 婦 の 大 半 ’） に 具 体 的 な 数 の 比 の 情 報 （ 24 人 と

                                                   
1 9  本 節 は Ta n a k a  ( 2 0 1 2 )に 大 幅 な 加 筆 修 正 を 行 っ た も の で あ る 。  
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40 人 ）を 追 加 する ため で あ る。 こ の A out  o f  B 形 式 の特 性 を 踏 ま え て，

当該 形 式 を「 対 比 構 造」 と 呼 んで 部 分 構 造と 区 別 する 。 以 下 では ， 部分

構造 と 対 比構 造 を 次 の A から D の 観 点 で比 較 す る。  

 

 A .  第 1 名 詞 （句 ） と し て 許 容 さ れる 数 量 詞 の種 類  

 B .  第 2 名 詞 句 の 定 性  

 C .  第 2 名 詞 句 の 数 量 的 な 明 示 性  

 D .  第 1 名 詞 （句 ） と 第 2 名 詞 句 の 意 味 関 係  

 

 ま ず ，A につ い て 見よ う 。部 分 構造 と 対比 構 造 にお い て ，第 1 名 詞（ 句 ）

と し て 適 格と な る 数 量詞 の 種 類 が 一 部 異 なる 。  

 

 (36 )  部分 構 造  

  a .  one /a  few o f  the  s tu dents  

  b .  a l l /mos t /ha l f  o f  the  s tudents  

 (37 )  対比 構 造  

  a .  one /a  few out  o f  the  ( t en )  s tud ents  

  b .  *a l l /mos t /ha l f  ou t  o f  the  ( ten)  s tudents  

 

部 分 構 造 は， (36a ,b )が示 す よ うに 第 1 名 詞（ 句）と して 数 量 の多 寡 を指

す 基 数 的 数量 詞 （ one /a  few な ど ）と 母 集合 を 前 提と す る 比 率的 数 量 詞

（ al l /mos t な ど ） の ど ち ら の 種 類 の 数 量 詞 も 許 容 す る 。 こ れ に 対 し て ，

対 比 構 造 は ， (37a ,b )が示 す よ うに 第 1 名 詞（ 句）と して 基 数 的数 量 詞を

許 容 す る が ，比率 的 数量 詞 は 許容 し な い 。対 比構 造 の 機能 は ，第 1 名 詞

（ 句 ）が表 す 数 と第 2 名 詞 句の 表 す 数を 対比 す る こと な の で 第 1 名 詞（ 句）
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が 比 率 的 な表 現 に な ると ， out  o f に 由 来 する 比 率 解釈 と 重 複 し， 結 果と

し て 容 認 性が 低 下 す る と 考 え られ る 2 0。  

 次 は B の 第 2 名 詞 句の 定 性 につ い て で ある 。部分 構 造 は部 分構 造 制 約

を 遵 守 す るが ，対比 構造 は 必 ずし も 部 分 構造 制 約 を遵 守 し な くて も よ い。 

 

 (38 )  a . ?*Ten  o f  f our teen  women  were  s ingle .  

  b .  Ten  out  o f  f our teen  women  were  s ingle .  

 (Quirk  e t  a l .  1985 :1287 )  

 

(38a)の 主 語名 詞 句 は ，部分 構 造で 第 2 名詞 句 が 不定 名 詞 で ある た め に容

認 性 が 低 下し て い る 2 1。こ れに 対 し て ， (38b)の 対 比構 造 は第 2 名詞 句 が

                                                   
2 0  英 語 で は 比 率 的 数 量 詞 と o u t  o f 句 が 整 合 し な い が ， 日 本 語 の 対 応 表 現 も す わ

り が 悪 い （ c f .‘ ? *学 生 の う ち の 全 員 ’）。 た だ し ，‘ ほ と ん ど ’ の 場 合 は ，‘ 全 員 ’

よ り は 容 認 性 が 上 が る よ う だ （ c f .‘ ?学 生 の う ち の ほ と ん ど ’）。 こ の 要 因 に つ い

て は § 3 . 2 . 1 で 論 じ る 。  
2 1  Q u i r k  e t  a l .  ( 1 9 8 5 )は ， 次 の よ う に o f 句 が 前 置 さ れ た 文 で o f 名 詞 が 無 冠 詞 で

あ っ て も 容 認 さ れ る こ と を 指 摘 し て い る 。  
 
 ( i )  O f  f o u r t e e n ,  t e n  w o m e n  w e r e  s i n g l e .  ( Q u i r k  e t  a l .  1 9 8 5 : 1 2 8 7 )  
 
Q u i r k  e t  a l .に よ れ ば ， こ の 場 合 の o f 句 は 機 能 的 に は a s  f o r / a s  t o に 相 当 し ， 次

の よ う に 書 き 換 え ら れ る た め ( 3 8 a )と は 区 別 さ れ る べ き で あ る 。  
 
 ( i i )  T h e r e  w e r e  f o u r t e e n  w o m e n ,  a n d  t e n  w e r e  s i n g l e .  ( i b i d . )  
 

ま た ， K u r o d a  ( 1 9 6 8 )は ， o f 句 が 前 置 さ れ た 文 と そ う で な い 文 の 文 法 対 立 を 観

察 し て い る 。  
 
 ( i i i )  *  M a r y  l i k e s  t h a t  o n e  o f  t h o s e  d r e s s e s .（ K u r o d a の ( 6 4 )）  
 ( i v )  O f  t h o s e  d r e s s e s  M a r y  l i k e s  t h a t  o n e .  （ K u r o d a の ( 6 5 )）  
 
( i i i )は t h a t を 削 除 す れ ば 部 分 構 造 と し て 容 認 さ れ る が ，( i v )の t h a t は 削 除 す る こ

と は で き な い 。 2 つ の 文 に お け る t h a t  o n e の 振 る 舞 い の 違 い は ， 前 置 さ れ た o f
句 が 部 分 構 造 に 由 来 す る も の で は な い こ と を 示 唆 し て い る 。 た だ し ， ( i i i ) ( i v )の
t h a t  o n e を 不 特 定 名 詞 句 の s o m e で 置 き 換 え る と ど ち ら も 容 認 さ れ る 。  
 
 ( v )  M a r y  l i k e s  s o m e  o f  t h o s e  d r e s s e s .（ K u r o d a の ( 7 0 )）  
 ( v i )  O f  t h o s e  d r e s s e s  M a r y  l i k e s  s o m e .  （ K u r o d a の ( 7 1 )）  
 
以 上 を 踏 ま え る と ， o f 句 が 前 置 さ れ た 文 は ， ( v i )に 例 示 さ れ る ， 部 分 構 造 に 対 応

す る 意 味 に 加 え て ， ( i ) ( i v )に 例 示 さ れ る ， 部 分 構 造 と は 異 な る 情 報 構 造 に 基 づ く
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不 定 名 詞 であ っ て も 許容 さ れ る 。対 比 構 造で は 第 2 名 詞 句 が 不定 名 詞の

場 合 は 全 体で あ る か どう か は 定か で は な い。 14 対 10 と い う （人 ） 数の

対 比 が 問 題に な る 。  

 次 に C の 第 2 名 詞 句の 数 量 的な 明 示 性 につ い て 考え よ う。対比 構 造 の

機能 は 2 つの 数 を 対 比す る こ とに あ る た め ，第 1 名詞（ 句 ）と第 2 名詞

句 が 数 量 の指 定 を 受 けて い な けれ ば な ら ない （ た だし ， 先 行 文脈 で 数を

指 定 さ れ た名 詞 の 代 用表 現 も 許容 さ れ る ）。  

 

 (39 )  a .  two  o f  the  ( t en)  s tu dents  

  b .   two  ou t  o f  { * ( t en)  s tuden ts  /  th e  ( ten )  s tuden ts }  

 

第 2 名 詞 句 につ い て は先 行 文 脈で 生 じ た 数量 が 指 定さ れ た 名 詞を 定 名詞

と し て 受 ける 場 合 に は容 認 さ れる が ， そ のよ う な 文脈 が な い 場合 は 部分

構 造 と 同 様に 容 認 さ れな い 。  

 最 後 に ， D の 第 1 名詞（ 句 ）と 第 2 名 詞句 の 意 味関 係 を 見 よう 。部 分

構 造 は 定 義上 ，第 1 名詞（ 句 ）と 第 2 名 詞句 が 部 分関 係 を 結 び ，第 2 名

詞 句 は 全 体 を 表 す 。これ に 対 して ，対 比 構造 で は第 2 名 詞 句 が不 定 名 詞

で あ る 場 合，全 体 を 表す 必 要 はな い 。対 比構 造 は ，第 1 名 詞（ 句）と第

2 名 詞 句 に よっ て そ れぞ れ 表 され る 2 つ の数 を 対 比す る こ と がそ の 機 能

で あ る た め， 2 つ の 数（ 概 数 でも 可 ） が 生じ て い るこ と が 肝 要で そ の一

方 が 全 体 であ る か ど うか は 重 要で は な い 。こ の 特 徴は 次 の よ うに 人 数を

問 題 に す る場 合 に 際 立つ 。  

 

 (40 )  Near l y  two  out  o f  f i ve  v id eo  owners  f ind  i t  d i f f i cu l t  to  

                                                                                                                                                     
意 味 を 表 せ る よ う だ 。  
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programme the ir  machines  fo r  record ing  because  i t  i s  too  

compl i ca ted .  (BNC)  

  C f .  *Near l y  two  o f  the  f i ve  v ideo  owners  f ind  i t  d i f f i cu l t . . .  

 

主 語 Nearl y  two  ou t  o f  f i ve  v ideo  owners は割 合 を表 し て い るの で あ っ

て 実 際 の 数で な い（ 実 人 数 を 表す の に‛ほぼ 2 人 ’と 言 え な い）。例え ば ，

50 人 の ビデ オ 所 有 者の う ち の 18 人 と いっ た 状 況を 指 す の に用 い ら れて

い る 。従 って ，対 比 構造 に お いて 第 2 名 詞句 が 全 体を 指 す 必 要は 必 ずし

も な い こ とか ら ， 部 分構 造 と は 性 質 を 異 にす る と 結論 づ け ら れる 。  

 こ れ ま で 考 察 し た 部 分 構 造 と 対 比 構 造 の 機 能 を ま と め た の が 次 の 表

であ る 。  

 

  特 性  
構 造  

A に 生 じ る

数 量 表 現  
B の 定 性  

B の 数 的  
明 示 性  

A と B の  
意 味 関 係  

A o f  B  基 数 ／ 比 率  定  数 は 明 示 さ れ な

く て も よ い  
B は 全 体 を

表 す  

A o u t  o f  B  基 数  定 ／ 不 定  
不 定 の 場 合 に は

明 確 な 数 を 表 す

必 要 が あ る 。  

B は 全 体 を

表 さ な く て

も よ い  

 
表  2 .3 部 分 構 造 と 対 比 構 造 の 比 較  

 

2.5 .2  M部 分 構 造 と T部 分 構 造の曖昧性  

§2 .2 で 見 たよ う に ，two  o f  the  s tuden ts のよ う な 部分 構 造 は 母集 合を

前 提 に す るた め ， there 存 在文 の 意 味 上 の 主 語 と して 許 容 さ れ な い 。こ

れ は ， there 存 在 文 が 意 味 上 の主 語 と し て 前 提 を もつ 表 現 を 許 さ な いた

め で あ る 。と こ ろ が ，次 の Temperan ce  (T )と Angela  (A )の対 話 が 示す
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よ う に ， 部分 構 造 が there 存在 文 に 生 じる 場 合 があ る 。  

 

 (41 )  T:  Are  there  many  o f  those  machines?  B ecause  the  aut i s t i c  boy  

had  one .  

  A :  I  th ink  around  20 ,000  were  made .  And  there  are  p robab ly  

about  1 ,500  that  a re  s t i l l  in  ex is ten ce .  

(Bones ,  an  American  TV  drama)  

 

T の 発 話の 第 1 文で は there 存 在文 の 意 味上 の 主 語と し て 部 分構 造 （ 下

線 部 ） が 生じ て い る 。こ の 事 実を 説 明 す るた め ， ここ で は ， 問題 の 部分

構造 が M 部分 関 係 では な く ，T 部 分 関 係を 表 し てい る と 主 張す る 。その

根 拠 と な るの は ， 第 2 名 詞句 those  machines が 前方 照 応 的な 表 現 では

な い と い う事 実 で あ る。 A の発 話 で those  machines の 生 産 台数 で ある

20 ,000 が新 た に 提 示さ れ て いる こ と か ら問 題 の 部分 構 造 many  o f  those  

machin es の 第 2 名 詞句 が 前 方照 応 的 で ない こ と は 明 ら か で ある 。T は 理

由 節 が 示 すよ う に ，自閉 症 の 少年 が 所 有 し て い た 1 台 の 機 械 を指 し て同

じ タ イ プ の機 械 が た くさ ん あ るの か 尋 ね てい る の であ る 。  

 §2 .2 で提 案 し た MIT 分 類 で は， 当 該 部分 構 造 は， 第 1 名 詞に 類 別詞

を 含 ま ず ，かつ 第 2 名詞 句 が 指示 詞 を 伴 う 可 算 名 詞な の で M 部分 構 造に

分 類 さ れ るは ず で あ る が ，も し T 部 分 構 造で あ る とい う 分 析 が正 し けれ

ば ，第 1 名詞 が 類 別 詞を 含 ま ない 部 分 構 造は ，実 は M 部 分 構 造 の 解 釈 と

T 部 分 構 造 の 解 釈 で 曖昧 と い うこ と に な る。  

 以 下 で は， こ の こ と を 裏 づ け る た め ， 部分 関 係 を表 す 対 比 構造 と 比較

す る こ と によ っ て，M 部 分 構造 と T 部 分 構造 の 判 別が で き る こと を 示 す。

具 体 的 な 主張 は 以 下 の と お り であ る 。  
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 (42 )  a .  部分 構 造が M 部 分 構造 の 場 合 ，th ere 存在 文 の 意味 上 の 主 語と

して 生 起 でき な い 。  

  b .  部分 構 造が T 部分 構 造の 場 合 ， there 存 在文 の 意 味上 の 主 語 と

して 生 起 でき る 。  

 

次の A と B の 対 話 は ，モ ン ブ ラン 社 製 のペ ン の 保有 数 に 関 する 質 問と

そ れ に 対 する 回 答 で ある 。  

 

 (43 )  A :  How many  Mont  Blanc  pens  do  you  h ave?  

  B :  I  have  { two  o f  them/  * two  ou t  o f  them} .  

 

A の 質 問に 対 す る回 答と し て 適切 な の は ，部 分 構 造 ( two  o f  them)を 用 い

たも の で あっ て 対 比 構造 ( two  out  o f  them)を 用い た も ので は ない 。 こ の

事 実 は ，当 該 部 分構 造 が T 部 分 構造 で あ るこ と を 意味 す る。なぜ な ら ば，

M 部 分 関係 を 表 す対 比構 造 が 容認 さ れ な いか ら で ある 2 2。 疑 問 の焦 点 は

                                                   
2 2  K o p t j e v s k a j a - Ta m m  ( 2 0 0 1 )は ， フ ィ ン ラ ン ド 語 の 部 分 構 造 が し ば し ば M 部 分

関 係 ( s e t - i n t e r p r e t a t i o n )と T 部 分 関 係 ( k i n d - i n t e r p r e t a t i o n )で 曖 昧 に な る こ と を

観 察 し て い る 。  
 
 ( i )  A n n a  m i n u l l e  p a l a  t ä t ä  h y v ä ä  k a k k u a  /  
  g i v e  m e : A L L  b i t : N O M  t h i s : P R T V  g o o d : P R T V  c a k e : P R T V  /  
  l i t r a  t u o r e t t a  m a i t o a - s i .  
  l i t r e : N O M  f r e s h : P R T V  m i l k : P R T V- 2 S G . P O S S  
  ‘ G i v e  m e  a  b i t  o f  t h i s  g o o d  c a k e /  a  l i t r e  o f  y o u r  f r e s h  m i l k . ’  

（ K o p t j e v s k a j a - Ta m m の ( 9 b )）  
 
フ ィ ン ラ ン ド 語 の 部 分 構 造 は 「 部 分 格 」 ( p a r t i t i v e  c a s e )に よ っ て 表 さ れ る 。 ( i )
で は p a l a と l i t r a が 第 1 名 詞 ， t ä t ä  h y v ä ä  k a k k u a と l i t r a  t u o r e t t a  m a i t o a - s i
が 第 2 名 詞 句 に 相 当 す る 。 第 2 名 詞 句 は ど ち ら も 定 名 詞 句 で あ る が ， 個 体 解 釈 と

タ イ プ 解 釈 を も つ た め に M 部 分 関 係 の 解 釈 と T 部 分 関 係 の 解 釈 が 得 ら れ る と 考 え

ら れ る 。  
 フ ィ ン ラ ン ド 語 の も う 1 つ の 部 分 構 造 と し て ， 次 の よ う に 「 出 格 」 ( e l a t i v e )を
用 い る 形 式 が あ る 。  
 
 ( i i )  A n n a  m i n u l l e  p a l a  t ä s t ä  h y v ä s t ä  k a k u s t a  /  
  g i v e  m e : A L L  b i t : N O M  t h i s : E L A T  g o o d : E L A T  c a k e : E L A T  /  
  l i t r a  t u o r e e s t a  m a i d o s t a - s i .  
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第 2 名 詞 句で は な く ，第 1 名詞 で ある 。対比 構 造 では 第 2 名 詞句 は 数が

明 示 さ れ て い る か ， 先行 す る 文脈 で 導 入 され た 個 体の 集 合 を 指す 表 現で

な け れ ば なら な い 。  

次 に 母 集 合が 前 提 と なる 場 合 を 見 よ う 。  

 

 (44 )  A :  How many  books  on  the  read ing  l i s t  have  you  read?  

  B :  I  have  read  { two  o f  them/  two  ou t  o f  them} .  

 

こ の 対 話 にお い て ， A の発 話 は （先 行 文 脈で 導 入 され た ） リ ーデ ィ ング

リ ス ト に つい て 言 及 し て い る 。 (44 )の B の発 話 に 含ま れ る 部 分構 造 two  

o f  them は， 第 2 名 詞句 と し て リ ー デ ィ ング リ ス ト に 載 っ て いる 本 の集

合 （ ＝ 母 集合 ）を 表 し ，そ の 部分 集 合 を 第 1 名 詞 が表 す 。 従 って ，この

部 分 構 造 は， 対 比 構 造と 同 様 ， M 部 分 関 係 を 表 し てい る こ と にな る 。  

 第 2 名 詞句 が〈 指 示詞 ( thes e / th ose )＋ 名詞 〉の 場 合 にも 部 分構 造 と 対

比 構 造 の 並行 的 な 差 が観 察 さ れる 。  

 

 (45 )  a .  The  s tudent  bought  three  o f  those  p ens  at  a  s ta t i onary  s tore .

（学 生 は 文具 店 で そ のペ ン を 3 本 買 っ た 。）  

  b .  The  s tudent  bought  three  ou t  o f  those  pens  at  a  s tat i onary  

                                                                                                                                                     
  l i t r e : N O M  f r e s h : E L A T  m i l k : E L A T- 2 S G . P O S S  
  ‘ G i v e  m e  a  b i t  o f  t h i s  g o o d  c a k e /  a  l i t r e  o f  y o u r  f r e s h  m i l k . ’  

（ K o p t j e v s k a j a - Ta m m の ( 9 c )）  
 
K o p t j e v s k a j a - Ta m m  ( 2 0 0 1 : 5 3 2 )に よ れ ば ，出 格 を 用 い た 部 分 構 造 は T 部 分 関 係 の

解 釈 を も た ず ， M 部 分 関 係 の 解 釈 に な る と い う （ y o u r  f r e s h  m i l k を 例 に と る と ，

y e s t e r d a y ’s  m i l k の よ う な 定 の 指 示 物 と の 対 比 で 解 釈 さ れ る の が 適 切 で あ る ）。

K o p t j e v s k a j a - Ta m m  ( 2 0 0 1 : 5 3 4 )は ，フ ィ ン ラ ン ド 語 の 出 格 は お も に「 内 部 か ら の

移 動 」 ( M O T I O N  F R O M  I N S I D E )を 表 す と 述 べ て い る 。 直 感 的 に は こ れ と 英 語 の

o u t  o f が 対 応 す る と 考 え ら れ る ( T h e  t h i e f  c a m e  o u t  o f  t h e  s t o r e )。そ う で あ れ ば ，

対 比 構 造 A o u t  o f  B が T 部 分 関 係 を 表 さ ず ， M 部 分 関 係 の み を 表 す 事 実 と 完 全 に

符 合 す る こ と に な る 。  
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s to re .（学 生 は 文具 店で そ れ らの ペ ン の うち の 3 本を 買 っ た 。） 

 

(45a)で は 部分 構 造 （下 線 部 ）の 第 2 名 詞句 those  pens は ，個 体 解 釈 で

は な く ，タ イプ 解 釈 を受 け る 。つま り ，当該 部 分 構造 は T 部 分構 造 で あ

る。 (45b )では 対 比 構造 （ 下 線部 ） の 第 2 名 詞句 those  p ens は ，先 行 文

脈 で 導 入 され た 特 定 のペ ン の 集合 と し て 解釈 さ れ ，第 1 名 詞 はそ の 一部

分を 指 す。つ まり ，当該 部 分 構造 は M 部分 構 造 であ る。 (45 )の 各文 の 日

本語 訳 を 比較 す れ ば わか る よ うに ，日本 語で は those  pens がタ イ プ 解釈

を 受 け る 場合 に は‛その ペ ン ’と 単数 形 の指 示 詞 が用 い ら れ ，those  p ens

が 特 定 の 個体 の 集 合 と し て 解 釈さ れ る 場 合に は‛そ れ ら のペ ン’と 複数 形

の 指 示 詞 が用 い ら れ る 2 3。  

 以 上 ，対 比構 造 が M 部分 関 係 を表 す が ，T 部 分 関 係を 表 さ ない こ と を

踏ま え て ，第 1 名 詞 に類 別 詞 を含 ま ず ，第 2 名 詞 句が 定 の 可 算名 詞 であ

る 部 分 構 造 が M 部 分構 造 と T 部 分構 造 で曖 昧 で ある こ と を 示し た 。  

 

2.5 .3  T部 分 構 造 と 第 2 名 詞句の単複  

前 節 で は ，次の よ う な部 分 構 造 が M 部 分構 造 と して も ，T 部分 構 造と

し て も 用 いら れ る こ とを 見 た 。  

 

 (46 )  many  o f  those  mach ines  

                                                   
2 3  ( 4 5 )の 第 2 名 詞 を 関 係 詞 の 先 行 詞 に し た 場 合 で も 第 2 名 詞 の 解 釈 は 保 持 さ れ る 。 
 
 ( i )  a .  T h e  s t a t i o n a r y  s t o r e  h a s  t h o s e  p e n s  o f  w h i c h  t h e  m a n  b o u g h t  t h r e e .  
  b .  T h e  s t a t i o n a r y  s t o r e  h a s  t h o s e  p e n s  o u t  o f  w h i c h  t h e  m a n  b o u g h t  

t h r e e .  
 
( i a )の 先 行 詞 t h o s e  p e n s は タ イ プ 名 詞 句 と し て 解 釈 さ れ ，( i b )の 先 行 詞 t h o s e  p e n s
は 特 定 の ペ ン の 集 合 と 解 釈 さ れ る （ 指 示 詞 を 伴 う 名 詞 の 解 釈 に つ い て は § 2 . 5 . 3 で

見 る ）。 な お ， ( i )の よ う に 部 分 構 造 が 関 係 節 内 に 生 じ る 文 は 第 4 章 で 考 察 す る 。  
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こ の 句 が T 部 分構 造 と見 な さ れる と き，第 1 名 詞 に類 別 詞 が 含ま れ て い

な い た め ， 第 2 名 詞 句 は 可 算 名 詞 の 複 数 形 で な け れ ば な ら な い ( c f .  

*many o f  tha t  mach ine)。 こ の特 性 を 踏 まえ て ， (46 )のよ う な T 部 分構

造 を 「 複 数型 」 と 呼 ぶ。  

複数 型 T 部分 構 造 は ，次 の よ うに 第 1 名 詞句 に 類 別詞 copy が含 ま れ

る T 部 分構 造 とは 異 なる 。  

 

 (47 )  a .  two  cop i es  o f  the  book  (= (32c ) )  

  b .  two  cop i es  o f  the  books  (= (34b ) )  

 

これ ら の 部分 構 造 で は ，第 2 名 詞句 が 可 算名 詞 の 単複 を 問 わ ずタ イ プ解

釈 を 受 け る 。(47a )の よう に 第 2 名 詞 句 が 可算 名 詞 の単 数 形 の 場合 ，タイ

プ 名 詞 句 の the  book は タイ プ の 種類 が 1 つで あ る こと を 表 す 。これ と 並

行 的 に ，(47b)の よ う に第 2 名 詞句 が 可 算 名詞 の 複 数形 の 場 合 ，タイ プの

種 類 が 複 数で あ る こ とを 表 す 。可 算 名 詞 の単 数 形 でタ イ プ を 表せ る 特徴

を踏 ま え て， (47 )の よう な T 部 分 構造 を 「単 数 型 」と 呼 ぶ こ とに す る 。  

 こ こ で の分 析 が 正 しけ れ ば ，第 2 名 詞句 が タ イプ 解 釈 を 受け る の は，

(47 )の よう に第 1 名 詞句 に 類 別詞 copy が含 ま れ る場 合 に 加 え ，(46 )の よ

う に 可 算 名詞 の 複 数 形の 場 合 もあ る こ と にな る 。 要す る に ， T 部分 構造

に は ① 第 1 名詞 句 が 類別 詞 copy を 含む 単数 型 と ②第 2 名 詞 句に thes e /  

those が 含ま れ る 複 数型 が あ るこ と に な る。  

 以 下 では 2 種 類 の T 部 分構 造 を 比 較 する 。ま ず，複 数型 T 部分 構 造で

は 指 示 詞 の these / those が第 2 名 詞 句 の 解釈 で 重 要な 働 き を して い る と

考 え ら れ る 。 モ ノ 名 詞は ， 指 示詞 these / those を 伴う と タ イ プ的 に 解釈

さ れ る 集 合を 表 す こ とが で き る。 例 え ば ，果 物 屋 でり ん ご を 買う 場 面で
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次 の よ う に言 っ た と しよ う 。  

 

 (48 )  Can I  have  f i ve  o f  these / those  app les?  

 

こ の 文 は 部分 構 造 （ 下線 部 ） を含 む が ， 実際 に 目 の前 に 複 数 のり ん ごが

あ る か ど うか に か か わら ず 用 いる こ と が でき る 。 例え ば ， 1 つの り んご

を 手 に と って 「 こ の りん ごを 5 つ 」と い う意 味で f i ve  o f  th ese  app les

を 用 い る こと が で き る。 こ の 場合 ， these  app les は 手に と っ た特 定 の り

ん ご に 対 する タ イ プ 名詞 句 の 働き を し て いる と 考 えら れ る 。第 2 名 詞句

が 単 数 形 の * f i ve  o f  th is  app le が 容 認さ れな い こ とか ら ， T 部分 構 造 で

第 1 名 詞 が類 別 詞 を 含ま な い 場合 は ，第 2 名詞 句 は 複数 形 で なけ れ ばな

ら な い （ c f .  th is  k in d  o f  app le）。 な お， thes e / th ose  app les が照 応 的 用

法 の 場 合 ，すな わ ち 第 2 名 詞 句が 先 行 す る文 脈 で 導入 さ れ た りん ご の集

合を 表 す 場合 ，第 1 名詞 が そ のう ち の 5 つを 指 す こと も 可 能 で ，そ の場

合は (48 )に 含 まれ る 部分 構 造は M 部 分 構造 に な る 2 4。  

(48 )の 部分 構 造の 説 明は ， a  p ack  o f  these / those  c igare t tes にも 適 用

で き る 。 この 例 は ， 第 2 名 詞 句 these / those  c igaret tes が タ イプ 解 釈 を

受け る か ，個 体 解 釈 を受 け る かで 解 釈 が 変わ る 。 タイ プ 解 釈 を受 け る場

合 ，第 2 名 詞句 は 巻 きた ば こ の種 類 を 表 す 。例え ば ，た ばこ 売り 場 で Can 

I  have  a  pack  o f  those  c i garet tes?と 言 えば ， 話 者か ら 離 れ たと こ ろに

あ る 特 定 の 巻 き た ば こ の 銘 柄 を 1 箱購 入 した い と いう 意 味 に なる 。 (4 8 )

                                                   
2 4  指 示 詞 t h o s e は ， 次 の よ う に 部 分 構 造 の 第 1 名 詞 に も な る こ と が で き る 。  
 
 ( i )  t h o s e  o f  y o u  w h o  p a s s e d  t h e  t e s t  
 
こ の 指 示 詞 は 指 示 性 が 弱 く ， 外 置 さ れ た 関 係 節 の 先 行 詞 と し て 機 能 し て い る 。 第

1 名 詞 句 ( t h o s e  w h o  p a s s e d  t h e  t e s t )と 第 2 名 詞 ( y o u )の 間 に は M 部 分 関 係 が 成 立

す る の で ， ( i )は M 部 分 構 造 と 見 な す こ と が で き る 。  
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の T 部 分構 造 と比 較 する と ， a  pack  o f  those  c igare t tes に おけ る タ イ

プ・ト ー ク ンの 関 係 では ，第 1 名 詞 句 が トー ク ン の一 定 の ま とま り（ 20

本 ）を 表 す 点が 異 な る（こ の 点 は，(31b )の one  k i lo  o f  these / those  app les

が 特 定 種 類の り ん ご の計 量 的 なま と ま り （ 1 キ ロ ） を表 す の と並 行 的で

あ る ）。次 に ， (48 )の第 2 名 詞句 these / those  c i garet tes が 個体 解 釈 を受

け る 場 合 は ，第 2 名 詞句 が 巻 きた ば こ の 箱の 集 合（ ＝ カー ト ン ）とと ら

えら れ ，第 1 名 詞 句 a  pack が そ の部 分集 合 を 指す 。  

複数 型 T 部 分 構造 の 特徴 の 1 つに ，ヒ ト 対 非 ヒ ト の対 照 性 が ある 。ヒ

ト 名 詞 の 場合 は 指 示 詞 these / those を つ けて も タ イプ 解 釈 に なら な い。

こ の こ と は， 次の A と B の対 話 で示 さ れ る（ #は 文 法 的で あ るが 文 脈 に

整 合 し な いこ と を 示 す）。  

 

 (49 )  A :  How many  returnees  do  you  have  in  your  c las s?  

  B :#  I  have  some  o f  those  ( re turnees ) /  some  o f  the  returnees .  

 

B の 回 答に 含 ま れる 部分 構 造（下 線 部）は ，ど ち らも M 部 分構 造 と して

解 釈 さ れ るた め ， A の質 問 の まえ に There  are  s evera l  re turnees  in  our  

schoo l の よ うな 文 に よっ て あ らか じ め 問 題と な る 帰国 生 徒 の 母集 合 が導

入さ れ て い な け れ ば なら な い 。つ ま り，B の発 話 に 含ま れ る 部 分構 造 は，

あ ら か じ め帰 国 生 徒 の集 合 が 導入 さ れ て いて ， そ の メ ン バ ー の一 部 が自

分 の ク ラ スに い る と いう 状 況 でし か 用 い られ な い 。 逆 に 「 私 のク ラ スに

は そ の 手 の学 生（ 帰 国生 徒 ）が 数人 い る 」とい う T 部 分 構造 の解 釈 は 不

可 能 で あ る。  

 次 に ，第 2 名 詞と して 代 名詞 i t / them が生 じ る T 部 分構 造 につ い て 考

察 す る 。ま ず ，定 義 上，単 数形 の i t は 単 数型 T 部分 構 造の 第 2 名 詞 にな
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れ る が ， 複数 型 T 部 分構 造 の第 2 名 詞 に はな れ な い。  

 

 (50 )  T 部分 構 造と 代 名詞 i t の 整 合性  

  a .  two  cop i es  o f  i t  (=  the  book )  ［単 数 型 ］  

  b .  *many  o f  i t  (=  the  machine )  ［複 数 型 ］  

 

(50b)の 非 文法 性 は ，複 数 型 T 部 分 構 造の 統 語 特性 に 由 来 する 。 す なわ

ち， 複 数型 T 部 分構 造は 第 2 名詞 句 と し て （ 指 示詞 th ese / th ose を 伴 っ

た） 可 算 名詞 の 複 数 形を 要 求 する た め ， 代用 形 の 場合 も 単 数 形 が 容 認さ

れな い 2 5。  

次 に ， 複 数形 の them は， 次 に示 す よ う に単 数 型 と複 数 型 の T 部 分構

造の 第 2 名詞 に な る こと が で きる 。  

 

 (51 )  T 部分 構 造と 代 名詞 them の 整合 性  

  a .  many  cop i es  o f  them (=  th e  books )  ［単 数 型 ］  

  b .  many  o f  them (=  these / those  machines )  ［複 数 型 ］  

 

複数 型 T 部 分構 造 は ，第 2 名 詞 と して them を許 す 。 形式 上 は区 別 が つ

か な い が ，(51a )に含 まれ る them と (51b )に含 ま れる them は 表す タ イ プ

                                                   
2 5  ( 5 0 )は 可 算 名 詞 の 代 用 形 と し て の i t を 問 題 に し て い る が ，不 可 算 名 詞 の 代 用 形

の i t が 複 数 型 T 部 分 構 造 に 生 じ る こ と を 長 原 ( 1 9 9 0 )が 観 察 し て い る 。  
 
 ( i )  T h a t ’s  e x a c t l y  w h a t  t h e  S e c r e t  S e r v i c e  t e l l  u s  a b o u t  t h e  p h o n e y  m o n e y  

t h a t ’s  c i r c u l a t i n g  i n  t h e  c i t y.   T h e r e ’s  a  l o t  o f  i t .（ 長 原 の 第 4 章 ( 3 1 b )） 
 
こ の 例 の 最 後 の 文 は t h e r e 存 在 文 で a  l o t  o f  i t を 含 ん で い る 。こ の 表 現 に つ い て ，

長 原 は 形 式 的 に は 部 分 構 造 に 見 え る が ， 意 味 的 に は 疑 似 部 分 構 造 で あ る と 述 べ て

い る 。さ ら に 代 用 形 i t が N ’レ ベ ル が 表 す 総 称 的 概 念 を 受 け る こ と が で き る と 結 論

づ け て い る 。 要 す る に ， i t が タ イ プ 解 釈 を 受 け る t h e m の 単 数 形 と し て 機 能 で き

る こ と を 意 図 し て い る と 考 え ら れ る 。そ う で あ れ ば ，複 数 型 T 部 分 構 造 の 第 2 名

詞 が 代 用 形 に な る 場 合 ， 可 算 名 詞 な ら ば t h e m が ， 不 可 算 名 詞 な ら ば i t が 用 い ら

れ る こ と に な る 。  
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の 数 が 異 なる 。 (51a )に 含 ま れる them は複 数 の タイ プ を 表 すが ， (51b)

に含 ま れる them は 単一 タ イ プ（の 個 体 の集 合 ）を 表す 。従 って ， (51a )

は 複 数 の タイ プ に つ いて そ れ ぞれ の ト ー クン が た くさ ん あ る こと を 表 し，

(51b)は 単 一の タ イ プの ト ー クン が た く さん あ る こと を 表 す 。  

 (48 )と (49 )の 対 照 性に 基 づ いて ， 複 数 型 T 部 分 構造 が ヒ ト対 非 ヒ ト の

対 照 性 を 示す こ と を 指摘 し た 。興 味 深 い こと に ， 第 2 名詞 とし て th em

を 用 い た 場合 ， こ の 対照 性 が 消え る 。  

 

(52 )   A :  How many  returnees  do  you  have  in  your  c las s?  

  B :  I  have  some  o f  them.  

 

B の 発 話に 含 ま れる A o f  B 形式（ 下 線 部 ）は ，特に 口 語で 用 いら れ る こ

とが 多 く，o f  them は代 用 形 の弱 化 に よ り o f ’ em や o f ’m の よう に 発 音さ

れ る こ と もあ る。以 下で は， some o f  them が 部分 構 造 なの か どう か，部

分構 造 で ある な ら ば どの よ う な部 分 関 係 を表 す の か 考 え て み たい 。  

仮に (52 )の some  o f  them が 部分 構 造 で はな く ， 例え ば two  o f  you が

同 格 解 釈 を も つ 場 合 と 並 行 的 に と ら え ら れ な い か 検 証 し て み る 2 6。 結 論

か ら 言 え ば， 同 格 分 析は 次 の 例を う ま く 説明 で き ない と 考 え られ る 。  

 

(53 )   A :  How many  returnees  do  you  have  in  your  c las s  th i s  year?  

 B 1 :  I  have  none  o f  them.  

 B 2 :  I  don ’t  have  any  o f  them.   I  hop e  I ’ l l  h ave  s ome  o f  them next  

year.  

                                                   
2 6  t w o  o f  y o u に は o f の 同 格 用 法 に 由 来 す る 同 格 解 釈（‘ あ な た 方 2 人 ’）に 加 え ，

部 分 の o f に 由 来 す る 部 分 解 釈 （‘ あ な た 方 の う ち の 2 人 ’） が あ る 。  



 

59 
 

B 1 の 発話 に 含 まれ る A o f  B 形式 （ 下 線部 ） は ，第 1 名 詞 が none，第 2

名詞 が them で あ る が， こ れ らを 同 格 と 見な す こ とは で き な い。 ま た，

B 2 の 発話 に は 2 つ の A o f  B 形 式 が含 まれ る が ，最 初 の any o f  them の

同格 分 析は none  o f  them と 同じ 理 由 で 難し い 。 従っ て ， (52 )の some  o f  

them を 同格 と 見 な す 分 析 は 採用 で き な い。  

 こ こ で は， 問 題 の some  o f  th em が T 部分 構 造で あ る 考 える 。 す なわ

ち， 第 2 名 詞の 代 用 形 them は， 漠 然 と 留学 帰 国 生の 集 合 を 類と し て表

し て い る。そ の 手が かり は (5 3 )の B 2 の発 話に 見 い だせ る 。す なわ ち ，some  

o f  them は 次の 年 の 帰国 生 （ あら か じ め 導入 さ れ た集 合 で は ない ） を指

すこ と か ら， 代 用 形 の them が タイ プ 名 詞の 特 性 （空 間 的 に も時 間 的に

も 規 定 さ れな い 集 合 ）を 示 し てい る と 見 なせ る 。  

 (52 )の some  o f  them が T 部 分構 造 で あ ると す る と，代 用形 them と 元

の 形 式 と の関 係 が 問 題と な る 。す な わ ち ，(51b )では man y o f  thes e / those  

machin es の 第 2 名 詞句 を 代 用形 に 変 え たも の が man y o f  th em で ある と

考 え た が，同 じ 説明 を (52 )の s ome  o f  them に 適用 す る のは 難 しい 。なぜ

なら ， (49 )では some o f  those  re turnees が T 部 分構 造 と は 見 な さ れ な

いか ら で ある 。 要 す るに ， 人 を表 す T 部 分構 造 some  o f  th em の 基底 形

を T 部 分構 造 の解 釈 をも た ない some  o f  those  re turnees に 求め る こ と

は で き な いと い う こ とで あ る 。  

〈指 示 詞 ( these / those )＋ ヒト 名 詞 〉 が （ モノ 名 詞 と異 な り ） タイ プ 解

釈 さ れ な い 要 因 と し て， 本 研 究は Kaga  (1991 )に 従 い ，ヒ ト 名詞 は 個 別

性 が 強 く ， タ イ プ 解 釈 を 受 け に く い た め で あ る と 考 え る 。 Kaga に よ れ

ば， ヒ ト 名詞 は 個 が 基本 レ ベ ルカ テ ゴ リ ーで あ る のに 対 し て ， 非 ヒ ト名

詞 は 個 を 捨象 し た タ イプ が 基 本レ ベ ル カ テゴ リ ー であ る と い う。 こ の主

張 の 根 拠 とし て ， Kaga は次 の 日 本語 に 関す る 事 実を 挙 げ る 。  
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 (54 )  a .  花子 が 2 本飲 ん だ 酒 （ Kaga の (2a )）  

  b .  *花 子が 2 人 殴 っ た男 （ Kaga の (2a )）  

 (55 )  a .  花子 が そ の鳥 を 3 羽 飼っ て い る。（ Kaga の (3a )）  

  b .  *花 子 がそ の 医 者 を 3 人 知 って い る。（ Kaga の (3b )）  

 

(54 )は 関係 節 内に 数 詞を 含 む 名詞 句 で あ るが ，(54a )で は関 係 節に よ っ

て 修 飾 さ れる 名 詞（ 以下 ，「 主 名 詞」と 呼ぶ ）の‘ 酒 ’が 非 ヒト 名 詞 でタ

イ プ を 指 すの で 数 詞 と意 味 的 に整 合 す る が ， (54b )で は主 名 詞の‘ 男 ’は

ヒ ト 名 詞 でト ー ク ン を指 す た め数 詞 と 意 味的 に 矛 盾を 起 こ す 。ま た ，(55 )

は 数 量 詞 遊離 文 で，遊離 数 量 詞が 限 定 対 象の 名 詞（ ＝ 先 行詞 ）と助 詞‘ノ ’

を 介 さ ず に 修 飾 関 係 を 結 ん で い る 。 (55a )と (55b )は い ず れ も 遊 離 数 量 詞

の 先 行 詞 が 指 示 詞 ‘ そ の ’ を 伴 っ て い る 。 (55a )で は 遊 離 数 量 詞 ‘ 3 羽’

の 先 行 詞 の‘ そ の 鳥 ’は タ イ プを 指 示 す るた め ， 遊離 数 量 詞 がそ の トー

ク ン を 量 化 し ， 意 味 的 に 整 合 す る 。 一 方 ， (55b )で は 遊 離 数 量 詞 ‘ 3 人’

の 先 行 詞 は‘ そ の 医 者’ で ト ーク ン を 指 示す る た め ， 遊 離 数 量詞 と 意味

的 に 矛 盾 する 。  

ヒ ト 名 詞 と非 ヒ ト 名 詞の 対 照 的 な 振 る 舞 い に よ っ て ， ヒ ト 名 詞が 個体

解 釈 し か でき な い の に対 し て ， 非 ヒ ト 名 詞 は 個 体 解釈 と タ イ プ解 釈 が 可

能 で あ る こと が 裏 づ け ら れ る 。指示 詞 th ese /  th ose に よ っ て 限定 さ れ る

とヒ ト 名 詞は グ ル ー プと し て 認識 さ れ る が， メ ン バー の 個 別 性が 捨 象さ

れ た タ イ プと し て は 認識 さ れ ない 。 モ ノ 名詞 が 指 示詞 these / those によ

っ て 限 定 され た 場 合 は， グ ル ープ と し て 認識 さ れ るこ と も ， 個別 性 を捨

象 し た タ イプ と し て 認識 さ れ るこ と も 可 能で あ る と考 え ら れ る。  

 こ れ ま で 考 察 し た 部分 構 造 につ い て，MIT 分 類に 基 づ く区 別と 第 2 名

詞 （ 句 ） の 組 み 合 わ せ を ま と める と 次 の よう に な る。  
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   N P 2 の 形 式  
 
部 分 構 造 の 種 類  

単 数 形  

冠 詞 の 有 無  代 用 形  

I  tw o  p ag e s  o f  X  tw o  p ag e s  o f  * ( a / t he )  bo o k  tw o  p ag e s  o f  i t  

T  

tw o  co p ie s  o f  X  tw o  co p ie s  o f  * ( a / th e )  bo o k  tw o  co p ie s  o f  i t  

tw o  k i l o s  o f  X  tw o  k i l o s  o f  * ( an / th e )  a pp le  tw o  k i l o s  o f  i t  

tw o  k i nd s  o f  X  tw o  k i nd s  o f  ( a / th e )  d i s e a se  tw o  k i nd s  o f  i t  

tw o  o f  X〈 s t h〉 * t wo  o f  ( an / th e )  ap p le  * t wo  o f  i t  

tw o  o f  X〈 sb〉  * t wo  o f  ( a / t he )  re t ur nee  * t wo  o f  i t  

M  
tw o  o f  X  * t wo  o f  ( a / t he )  b oo k  * t wo  o f  i t  

tw o  k i l o s  o f  X  * t wo  k i l o s  o f  ( an / th e )  a pp le  * t wo  k i l o s  o f  i t  
 

表  2 .4 部 分 構 造 の 種 類 と 第 2 名 詞 （ 句） の 形 式 （ 単 数 ）  

 

    N P 2 の 形 式  
 
部 分 構 造 の 種 類  

複 数 形  

冠 詞 の 有 無  代 用 形  

I  tw o  p ag e s  o f  X  
tw o  p ag e s  o f  

*Ø / t he / t ho se  bo o k s  
tw o  p ag e s  o f  the m  

T  

tw o  co p ie s  o f  X  
tw o  co p ie s  o f  

*Ø / t he / t ho se  bo o k s  
tw o  cop ie s  o f  t h em  

tw o  k i l o s  o f  X  
tw o  k i l o s  o f  

Ø / t he / th o se  ap p le s  
tw o  k i l o s  o f  t he m  

tw o  k i nd s  o f  X  
tw o  k i nd s  o f  

Ø / t he / th o se  d i s e a se s  
tw o  k i nd s  o f  th em  

tw o  o f  X〈 s t h〉 
tw o  o f  

*Ø / * th e / t ho s e  a pp l e s  
tw o  o f  t he m  
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tw o  o f  X〈 sb〉  
* t wo  o f  

Ø / t he / th o se  re tu r ne es  
tw o  o f  t he m  

M  

tw o  o f  X  
tw o  o f  

*Ø / t he / t ho se  a pp le s  
tw o  o f  t he m  

tw o  k i l o s  o f  X  
tw o  k i l o s  o f  

*Ø / t he / t ho se  a pp le s 2 7  
tw o  k i l o s  o f  t he m  

 
表  2 .5 部 分 構 造 の 種 類 と 第 2 名 詞 （ 句） の 形 式 （ 複 数 ） 2 8  

 

2.6  本章のまとめ  
 
 本 章 は ，英 語 部 分 構造 と そ の関 連 表 現 につ い て 考察 し た 。 以下 に 節ご

と の 要 旨 を示 す 。  

 §2 .1 で は 部 分 関 係 に 密 接 に 関 わ る 日 英 語 の 数 量 表 現 の 種 類 と 特 性 に

つ い て 論 じ た 。 前 提 性 の 有 無 に よ っ て mos t /a l l な ど の 比 率 的 数 量 詞 と

many /some（ 弱形 ）など の 基 数的 数 量 詞 が区 別 さ れる こ と を 見た 。ま た ，

many  o f  the  books のよ う な 部分 構 造 に 由来 す る 部分 解 釈 （ 構文 的 部分

解 釈 ） と most  books の よう な 比 率的 数 量詞 の 語 彙特 性 に 由 来す る 部 分

解 釈 （ 語 彙的 部 分 解 釈） の 区 別を 提 案 し た。  

§2 .2 は 英 語部 分 構 造 に焦 点 を 当て た 。ま ず ，先行 研 究と し て Quirk  et  

a l .  (1985 )に よ る記 述的 研 究と Se lki rk  (1977 )と Jackendo f f  (1977 )に よ

る 理 論 的 研究 を 概 観 した 。記述 的 研 究は ，第 1 名詞（ 句）の 意味 特 性 に

基 づ い て 部分 関 係 を 質・量・計 量 の 3 つ の観 点 で 分類 す る 。質 を 表 す 部

分関 係 は ， 第 1 名 詞 句 に kind な ど の 類 別詞 を 含 む。 量 を 表 す 部 分 関係

                                                   
2 7  t w o  k i l o s  o f  Ø  a p p l e s は 疑 似 部 分 構 造 と し て な ら ば 容 認 さ れ る が ，部 分 関 係 を

表 さ な い の で 除 外 し て い る 。  
2 8  指 示 詞 の 代 表 例 と し て t h o s e の み を 表 示 し て い る が ， t h e s e を 用 い る こ と も 可

能 で あ る 。  
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は ，第 1 名 詞（ 句 ）とし て 数 量表 現 が 単 独で 生 じ る場 合 と pi ece /page な

ど の 類 別 詞 が 生 じ る 場合 が あ る。計 量的 な部 分 関 係 は ，第 1 名詞 句 に ki lo

など の 計 量類 別 詞 を 含む 。理論 的 研 究は ，部 分 構造 の 第 1 名 詞（ 句 ）と

第 2 名 詞 句の 統 語 的・意味 的 関 係に 注 目 する 。第 2 名 詞 句 が 定の 解 釈を

受 け る と ，統 語 的 な 独立 性 を 獲得 し ， 外 置が 可 能 とな る 。 ま た， 意 味的

には 第 1 名詞（ 句）と 第 2 名 詞 句が そ れ ぞ れ異 な る 集合 を 表 す こと か ら，

彼 ら は 第 2 名 詞句 が定 の 解 釈を 受 け る 部分 構 造 を「 真 部 分 構造 」，そ の

よ う な 想 定を も た な い部 分 構 造を 「 疑 似 部分 構 造 」と 呼 ん で 区別 し た。  

§2 .3 で は ，記 述 的 研 究の 分 類 基準（ 質・量・尺 度 ）を 踏 襲 し ，そ れぞ

れ の 観 点 から 部 分 構 造が 作 れ るか 実 証 し た。 質 を 表す 部 分 構 造に つ いて

は ， 病 気 のよ う に さ まざ ま な 種類 が 想 定 でき る 名 詞の 場 合 を 除き ， 基本

的 に は 部 分構 造 を 作 れな い 。 一方 ， 量 を 表す 部 分 関係 と 計 量 的な 部 分関

係 に つ い ては ，部 分 構造 を 作 れる（た だ し，herd /c rowd な どの 集 合 類別

詞が 第 1 名詞 句 に 含 まれ る 場 合 ，第 2 名 詞と し て 非ヒ ト 名 詞 は容 認 され

る が ， ヒ ト名 詞 は 容 認さ れ な い ）。  

§2 .4 は ，先行 研 究 の 分類 法 で は 質 を 表 す 部分 関 係 と 見 な さ れ る two  o f  

the  books ,  two  pages  o f  the  book(s ) ,  two  cop i es  o f  the  book (s )が 意 味 的

に 異 な る 部分 関 係 を 表す こ と を指 摘 し た 。こ れら の 部 分構 造 は ，順に M

部 分 構 造（ 複 数 の本 の集 合 と その 一 部 分 のメ ン バ ー か ら な る 集合 の 関 係）， 

I 部 分 構 造（ 単 一 個 体と し て の本 と そ の 中身 の 関 係）， T 部 分構 造（ 本の

特 定 の タ イ プ と そ の ト ー ク ン の 関 係 ） を 表 す 。 計 量 類 別 詞 （ ki lo な ど ）

は M 部分 構 造 と T 部分 構 造 の 第 1 名 詞 句と し て 機能 で き る こと や 質 に

関 す る 類 別 詞 kind が 第 2 名 詞 とし て 定 名詞 を 取 るこ と が で きず ， 真部

分 構 造 の 特性 を 示 さ ない こ と も指 摘 し た 。  

 §2 .5 は 英語 部 分 構 造 と A out  o f  B 形式 を比 較 し た。 A ou t  o f  B 形 式 が
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M 部 分 関 係 を表 せ る こと に 基 づき ，英 語 部分 構 造 が均 質 で な いこ と を証

明 し た 。つ ま り ，A out  o f  B 形 式 が 交替 でき る 部 分構 造（ ＝ M 部分 構 造 ）

と交 替 で き な い 部 分 構造 （ ＝ T 部 分 構 造 ）が あ る こと を 示 し た。  

さら に ，第 2 名 詞 句 が指 示 詞 を伴 う 複 数 型 T 部 分構 造 （ two  o f  those  

pens な ど）と第 2 名 詞が 代 用 形の 単 数型 T 部分 構 造（ two  o f  them な ど ）

が 第 2 名 詞（ 句）の 種 類に よ っ て異 な る 振 る舞 い を 示す こ と を 指摘 し た。

第 2 名 詞 句 が 人 を 表 す場 合 は 単数 型 は 容 認さ れ る が ，複 数 型 は容 認 され

な い 。 例 え ば ，‘ そ の 手 の 学 生 2 人 ’ の 対 応 表 現 と し て two  o f  those  

s tudents は 容 認 さ れな い が ， two  o f  them は 容 認さ れ る 。 T 部分 構 造に

お け る ヒ ト 対 非 ヒ ト の 対 立 は ，〈 指 示 詞 ( thes e / th ose )＋ 名 詞 〉 が ト ー ク

ン の 集 合 によ っ て タ イプ を 表 し て お り ， 非ヒ ト 名 詞の 場 合 は 個別 性 を捨

象 で き る が， ヒ ト 名 詞 の 場 合 では 個 別 性 を捨 象 で きな い こ と に起 因 する

と 主 張 し た。これ に 対し て ，第 2 名詞 が 代用 形 の 場合 は 漠 然 と タ イ プ を

表 し て い る と 分 析 し た 。  
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第 3章  日本語における部分関係  

 

 

 

 本 章 は ，日 本 語 に おけ る 部 分関 係 に つ いて 論 じ る。 日 本 語 では 部 分 関

係が 句 ま たは 節 で 表 され る 。 句形 式 の 表 現と し て は部 分 構 造 があ る 。こ

れは ，第 2 章 で考 察 した 英 語 部分 構 造 に 対応 す る 形式 で ，次 のよ う に‘ A

ノ （ ウ チ ノ） B’ の 形式 で 表 され る 1。  

 

 (1 )  a .  学生 の （ うち の ） 数 人 2  c f .  s ome  o f  the  s tud ents  

  b .  学生 の 多 く  c f .  mos t  o f  th e  s tud ents  

 

助詞‘ ノ’の ま えの 要素 を 第 1 名 詞（句 ），う し ろ の 要 素 を第 2 名詞（ 句）

と 呼 ぶ こ とに す る と ，(1 )で は第 2 名 詞の‘数 人・多 く’が第 1 名詞 の‘学

生 ’ の 一 部分 （ 数 ま たは 割 合 ）を 表 し て いる 。 同 義の 英 語 部 分構 造 と比

べ る と ， 日本 語 の 部 分構 造 は ，全 体 を 表 す要 素 と 部分 を 表 す 要素 の 生じ

る位 置 に つい て 鏡 像 関係 に な る。  

部 分 関 係 を表 す 節 形 式 に は 数 量詞 遊 離 文 があ る 。数 量詞 遊 離 文は ，(2a )

の よ う に 数量 詞 が 助 詞の ‘ ノ ’を 介 さ ず に名 詞 を 量化 す る 構 文で ， 当該

数 量 詞 は (2b )に 含 ま れ る 連 体 用 法 の 数 量 詞 （ 以 下 ，「 連 体 数 量 詞 」） と 対

                                                   
1  ‘ A ノ B’ 形 式 と ‘ A ノ ウ チ ノ B’ 形 式 の 意 味 論 的 違 い は ， § 3 . 2 . 1 で 論 じ る 。  
2  ‘ 学 生 の 数 人 ’は 2 通 り に 曖 昧 で ，部 分 構 造 の 解 釈（‘ 学 生 の う ち の 数 人 ’と 同

義 ）と 同 格 の 解 釈（‘ 学 生 で あ る 数 人 ’と 同 義 ）が あ る 。こ の 曖 昧 性 は ，英 語 に お

い て t w o  o f  y o u が 部 分 構 造 の 解 釈（‘ あ な た 方 の う ち の 2 人 ’）と 同 格 の 解 釈（‘ あ

な た 方 2 人 ’） を も つ の と 並 行 的 で あ る 。  
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比し て 「 遊離 数 量 詞 」 ( f l oa t in g / f l oa ted  quant i f i er )と 呼ば れ る 3。  

 

 (2 )  a .  学生 が 2 人来 た 。  ［‘ 2 人 ’＝ 遊 離数 量詞 ］  

  b .  2 人の 学 生 が来 た 。  ［‘ 2 人 （の ）’ ＝ 連 体数 量 詞 ］  

 

遊 離 数 量 詞と 連 体 数 量詞 の 関 連性 は ， 初 期の 生 成 文法 理 論 で 活発 に 議論

さ れ た （ 奥津 (1969 ,  1974 ,  1983 )， 神 尾 (1977 )， 井 上 (1977 ,  1978 )ほか ）

4。 数 量 詞 の 移 動 規 則 に よ っ て 連 体 数 量 詞 を 含 む 文 （ 以 下 ，「 連 体 数 量 詞

文 」 と 呼 ぶ） と そ れ に対 応 す る数 量 詞 遊 離文 を 関 連づ け る 分 析が 提 案さ

れ た が ， 2 つの 文 の 解釈 が 必 ずし も 一 致 しな い こ とや 遊 離 数 量詞 に 対応

す る 連 体 数量 詞 が 存 在し な い 場合 が あ る こと な ど によ り ，近 年は「 遊離 」

と い う 用 語を 継 承 し つつ も ， 遊離 数 量 詞 と そ れ 対 応す る 連 体 数量 詞 を個

別に と ら える の が 一 般的 で あ る（ 数 量 詞 遊離 文 と 連体 数 量 詞 文の 解 釈の

違 い に つ い て は §3 .4 で 論 じ る ） 5。 本 研 究 も そ の 立 場 を と る が ， 説 明 の

                                                   
3  数 量 詞 遊 離 文 は ，日 本 語 以 外 に 英 語・フ ラ ン ス 語・ド イ ツ 語・朝 鮮 語・中 国 語 ・

ヘ ブ ラ イ 語 な ど 多 く の 言 語 で 観 察 さ れ る 。 英 語 を 例 に と る と ， 連 体 数 量 詞 文 で は

( i a )の よ う に 数 量 詞 が 限 定 対 象 の 名 詞 と 句 を 構 成 す る の に 対 し て ， 数 量 詞 遊 離 文

で は ( i b )の よ う に 数 量 詞 が 動 詞 と 句 を 構 成 す る 。  
 
 ( i )  a .  [ N P  A l l  ( o f )  t h e  s t u d e n t s ]  h a v e  p a s s e d  t h e  t e s t .  
  b .  T h e  s t u d e n t s  [ V P  h a v e  a l l  p a s s e d  t h e  t e s t ] .  
 
日 英 語 の 数 量 詞 遊 離 文 の 違 い に つ い て は 注 7 を 参 照 の こ と 。  
4  数 量 詞 遊 離 文 の 分 析 は ， 遊 離 数 量 詞 を 数 量 詞 の 移 動 と 見 る か ， 基 底 生 成 と 見 る

か で 2 分 さ れ る（ 分 析 方 法 の 変 遷 に つ い て は ，加 賀 ( 2 0 0 1 )を 参 照 ）。初 期 の 移 動 分

析 は 数 量 詞 の 移 動 規 則 が 仮 定 さ れ た （ P o s t a l  ( 1 9 7 4 ) ,  M c C a w l e y  ( 1 9 8 8 a ,  1 9 9 8 )な
ど ）。 し か し ， S p o r t i c h e  ( 1 9 8 8 )以 降 の 移 動 分 析 は ， 遊 離 数 量 詞 の 先 行 詞 が 移 動 し

て 数 量 詞 が 残 留 ( s t r a n d )し た も の と 見 な す の が 一 般 的 で あ る 。 一 方 ， 基 底 分 析 は

遊 離 数 量 詞 と 先 行 詞 の 関 係 を 移 動 規 則 に 頼 ら ず に 説 明 す る （ N a k a m u r a  ( 1 9 8 3 ) ,  
B o b a l j i k  ( 1 9 9 5 )な ど ）。  
5  井 上 ( 1 9 7 7 )は ， 次 の よ う に 連 体 数 量 詞 （ 二 重 線 ） と 遊 離 数 量 詞 （ 下 線 ） の 両 方

を 含 む 文 が 許 容 さ れ る と 指 摘 し て い る 。  
 
 ( i )  a .  並 ん で 走 っ て い た 数 台 の ト ラ ッ ク が ガ ー ド レ ー ル に み ん な ぶ つ か っ  
   た 。（ 井 上 の ( 4 9 )）  
  b .  彼 は 積 ん で あ っ た た く さ ん の み か ん 箱 を 路 上 に 2 , 3 個 投 げ 捨 て た 。  

（ 井 上 の ( 5 0 )）  
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便 宜 上 ， 遊離 数 量 詞 とい う 用 語を 用 い る 。  

 数 量 詞 遊 離 文 が 部 分 関 係 を 表 し う る こ と は ， 井 上 (1977 ,  1978 )を 初 め

複 数 の 文 献 で 指 摘 さ れ て い る （ Muraki  (1974 ) ,  K im (1995 ) ,  Downing 

(2003 )な ど を 参照 ）。井 上 は，次 の数 量 詞遊 離 文 にお い て，遊離 数 量 詞が

先 行 詞 が 表す 母 集 合 の部 分 集 合を 表 す と 主張 し て いる 。  

 

 (3 )  前を 走 っ てい た 乗 用 車が 2 台 つか ま っ た 。（ 井 上の (35b )）  

 

こ の 文 は ，つ かま っ た 2 台 の 乗用 車 が‘ 前を 走 っ てい た 乗 用 車 ’の一 部

であ る こ とを 含 意 す る 。 こ の 読み は ， 次 のよ う な 部分 構 造 を 含む 文 の解

釈と ほ ぼ 同じ で あ る 6。  

 

 (4 )  前を 走 っ てい た 乗 用 車の （ う ちの ） 2 台 がつ か ま った 。  

 

 以 上 ， 日本 語 に お ける 部 分 関係 が ， 部 分構 造 と 数量 詞 遊 離 文で 表 され

る こ と を 見た 7。本 章 は ，部分 構 造と 数 量 詞遊 離 文 の統 語 的・意味 的 特 徴

                                                                                                                                                     
こ れ ら の 文 に お い て 遊 離 数 量 詞 を 連 体 数 量 詞 に 戻 せ な い こ と か ら ， 井 上 は 遊 離 数

量 詞 の 移 動 分 析 に 反 論 し て い る 。 な お ， ( i )の よ う に 先 行 詞 が 数 量 詞 を 含 む 数 量 詞

遊 離 文 に つ い て は ， 第 5 章 で 詳 し く 考 察 す る 。  
6  遊 離 数 量 詞 の 部 分 解 釈 は ， 部 分 構 造 の そ れ と は 異 な り キ ャ ン セ ル で き る こ と を

§ 3 . 4 . 2 で 見 る 。  
7  英 語 数 量 詞 遊 離 文 で は 遊 離 数 量 詞 が 普 遍 数 量 詞 の a l l / b o t h / e a c h / e v e r y  ( o n e )に
限 ら れ る た め ， 日 本 語 数 量 詞 遊 離 文 に 比 べ て 限 定 的 に し か 部 分 関 係 を 表 せ な い

（ e v e r y  ( o n e )に つ い て は N a k a m u r a  ( 1 9 8 3 )を 参 照 の こ と ）。 例 え ば ， 次 の 文 法 対

立 が 示 す よ う に ， 遊 離 数 量 詞 は 最 大 の 部 分 （ ＝ 全 体 ） を 表 せ る が ， 一 部 分 は 表 せ

な い 。  
 
 ( i )  a .  T h e  s t u d e n t s  h a v e  a l l  p a s s e d  t h e  t e s t .  
  b .  *  T h e  s t u d e n t s  h a v e  s o m e  p a s s e d  t h e  t e s t .  
   c f .   S o m e  o f  t h e  s t u d e n t s  h a v e  s o m e  p a s s e d  t h e  t e s t .  
 
こ れ に 対 し て ， 日 本 語 で は さ ま ざ ま な 数 量 表 現 が 遊 離 数 量 詞 に な れ る の で ， 次 の

よ う に 遊 離 数 量 詞 が 母 集 合 に 対 す る 部 分 集 合 を 問 題 な く 表 せ る 。  
 
 ( i i )  ゼ ミ 生 が 数 人 そ の 試 験 に 受 か っ た 。  
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を 解 明 す る こ と を 目 的 と す る 。 構 成 は 以 下 の と お り で あ る 。 §3 .1 で は，

前 提 性 に 基づ く 日 本 語数 量 詞 の分 類 を 行 う。 §3 .2 は部 分 構 造 の統 語 的・

意 味 的 特 性に つ い て 論じ る 。続く §3 .3 で は，数 量 詞遊 離 文 に よっ て 表さ

れ る 部 分 関係 の 特 徴 につ い て 考察 す る 。 §3 .4 で は ，数 量 詞 遊 離文 と 対応

す る 連 体 数量 詞 文 の 意味 的 特 徴を 比 較 す る。さ ら に， §3 .5 で は‘ そ のケ

ーキ 2 つ を食 べ た’のよ う な〈 名 詞 ＋遊 離数 量 詞 ＋格 助 詞〉形式（ NQC

型）の 数 量詞 遊 離 文 の解 釈 に つい て 考 察 する 。最 後の §3 .6 は 各節 の 論点

を要 約 す る。  

 

3.1  日本語数量詞の分類  
 

英語 の 場 合 と 同 様 ， 日本 語 で も数 量 表 現 の種 類 が 表さ れ う る 部分 関係

に影 響 を 与え る 。 よ って ， ま ず日 本 語 数 量詞 の 種 類と そ の 特 性に つ いて

論じ る こ とに す る 。 日英 語 の 数量 表 現 の 共通 点 を 見る た め ， 以下 に第 2

章で 見 た 英語 数 量 詞 の分 類 に つい て 要 約 する 。  

Mi l sark  (1974 )は there 存 在 文と の 整 合性 に 基 づき ， 英 語 数量 詞 を弱

決 定 詞 （ some /many な ど ）と 強 決定 詞 （ al l /mos t な ど ）に 分類 す る 。  

 

 (5 )  a .  There  are  s ome /many  books  on  the  tab le .  （＝ 第 2 章 (2a )）  

  b .  *There  are  a l l /most  books  on  the  tab le .  （＝ 第 2 章 (2b )）  

 

2 種 類 の 決定 詞 は 前 提性 に つ いて 対 照 的 であ る 。 強決 定 詞 は 常に 限定

す る 名 詞 の母 集 合 の 存在 を 前 提と す る が ，弱 決 定 詞は 無 標 （ 弱形 ） では

そ の よ う な前 提 性 を も た な い 。 th ere 存 在 文 は 提 示文 な の で ， 母 集 合が

                                                                                                                                                     
  c f .  ゼ ミ 生 の う ち の 数 人 が そ の 試 験 に 受 か っ た 。  
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前 提 と な る表 現 と は なじ ま な い。 従 っ て ， 強 決 定 詞 は th ere 存在 文 と整

合 し な い が， 弱 決 定 詞は there 存 在 文 と 整合 す る と考 え ら れ る。  

 加 賀 (1997 )は ， 弱 決 定 詞 に 分 類 さ れ る 数 量 詞 と 強 決 定 詞 に 分 類 さ れ る

数 量 詞 を それ ぞ れ 基 数的 数 量 詞 ， 比 率 的 数量 詞 と 呼び ， こ の 区別 が 英語

数量 詞 と 日本 語 数 量 詞 で 並 行 的に 成 立 す るこ と を 実証 的 に 示 して い る。

加 賀 の 見 解を 踏 ま え ると ， 日 本語 数 量 詞 は次 の よ うに 分 類 さ れる （ 基数

的 数 量 詞 の下 位 分 類 は筆 者 が 加え た も の ） 8。  

 

基 数 的 数 量詞  

数詞  3 個， 5 人  

概数 詞  2 ,3 個 ，数 人  

数量 詞  たく さ ん ／多 数 ， い くつ か ／ 少し  

比 率 的 数 量詞  すべ て ， 大部 分 ， 多 く， い く つか  
 

表  3 .1 日 本 語 数 量 詞 の 分 類  

 

‘ 3 個 ’ の よう に 明 確な 数 量 を表 す 「 数 詞」 と ‘ 数個 ’ の よ うに 明 確な

数 量 を 表 さな い 「 概 数詞 」 を 区別 す る の は， 両 者 が 異 な る 統 語的 ・ 意味

的特 性 を 示す こ と が 先行 研 究 にお い て 指 摘さ れ て いる た め で ある 。 詳し

くは 第 5 章で 論 じ る ので ， こ こで は 分 類 の提 示 に とど め て お く 。  

ま た ，‘ い く つ か ’ は 基 数 的 数 量 詞 と 比 率 的 数 量 詞 の い ず れ に も 分 類

さ れ て い るが ， こ れ は英 語 に おい て some /man y が 基 数的 数量 詞 の 用法

と 比 率 的 数 量 詞 の 用 法 を も つ こ と と 並 行 的 で あ る 。 た だ し ， 加 賀 (1997)

は ， 日 本 語の ‘ た く さん ’ と ‘い く つ か ’は 並 行 的に は 振 る 舞わ な い と

主 張 す る 。すな わ ち ，‘ た くさ ん ’は 基 数的 用 法 のみ を 担 い ，比率 的 用法

                                                   
8  長 谷 川 ( 1 9 9 4 )は ， 日 本 語 数 量 詞 の 分 析 で ‘ 一 割 ・ 一 部 ・ 半 分 ・ す べ て ’ な ど の

数 量 詞 を 「 割 合 数 量 詞 （ 割 合 Q）」 と 呼 ん で い る 。  
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は ‘ 多 く ’が 担 う と いう 。  

加 賀 は ， 次 の 最 小 対 立 を 踏 ま え ， (6a )の 落 ち 着 き が 悪 い の は ‘ 多 く ’

の 比 率 解 釈の 前 提 と なる 母 集 合が 与 え ら れな い こ とに よ る と 述べ て い る。 

 

 (6 )  a .  ?ス ー パ ーで 野 菜 を多 く 買 った 。  （加 賀 の (25a)）  

  b .  スー パ ー で野 菜 を た くさ ん 買 った 。  （加 賀 の (25b)）  

 

加賀 (1997 )に よれ ば ，「 ス ー パー で い ろい ろな 食 品 を買 っ た 中 で野 菜 が 多

め で あ っ た，と いう よう な 状 況」 (p .104)を想 定 す れば (6a )の 容認 性 が 回

復 す る と いう 。 確 か に， 次 の よう に 対 比 され る 要 素を ヨ リ 句 で示 す とす

わ り が 良 く な る 9 , 1 0。 興 味 深 い こ と に ， こ の 環 境 で は ‘ 多 く ’ を ‘ た く

                                                   
9  ( 7 a )は ( 6 a )よ り も 自 然 で あ る が ，‘ よ り 多 く 買 う ’ の 表 す 状 況 が 明 確 で な い 。 つ

ま り ， 比 較 対 象 が 個 数 ・ か さ ・ 代 金 の い ず れ な の か 定 か で は な い 。 動 詞 を 次 の よ

う に ‘ 食 べ る ’ で 置 き 換 え る と ， か さ の 比 較 に な り ， 曖 昧 さ が 解 消 さ れ る 。  
 
 ( i )  野 菜 を 肉 よ り 多 く 食 べ た 。  
 
こ の 事 実 は ，‘ 多 く ’ に 比 率 の 基 準 の 明 確 性 が 求 め ら れ る こ と を 示 唆 し て い る 。  
1 0  ‘ た く さ ん ・ 多 く ’の 語 彙 特 性 が 異 な る こ と は 田 中（ 拓 ） ( 2 0 1 0 )で も 指 摘 さ れ

て い る 。 田 中 は 以 下 の 例 文 の 解 釈 に 基 づ き ‘ た く さ ん ’ が 個 体 ・ イ ベ ン ト ・ 中 身

の 量 を そ れ ぞ れ 量 化 で き る が ，‘ 多 く ’ は 個 体 し か 量 化 で き な い と 主 張 す る 。  
 
 ( i )  ジ ョ ン は 本 を 多 く 読 ん だ 。（ 田 中 の ( 2 b )）  
 ( i i )  ジ ョ ン は 本 を た く さ ん 読 ん だ 。（ 田 中 の ( 3 b )）  
 ( i i i )  ジ ョ ン は 『 罪 と 罰 』 を ｛ *多 く ／ た く さ ん ｝ 読 ん だ 。（ 田 中 の ( 4 a ) ( 4 b )）  
 
田 中 に よ れ ば ， ( i )は 読 ん だ 本 の 冊 数（ 個 体 数 ）が 多 い こ と を 表 す が ， ( i i )は 冊 数 の

解 釈 に 加 え ， 特 定 の 本 を 読 む 回 数 （ イ ベ ン ト 数 ） が 多 い こ と を 表 す と い う 。 さ ら

に ，( i i i )に つ い て は ，( i i )と 並 行 的 な 回 数 の 解 釈 と 特 定 の 本 の 中 身 の 量（ ペ ー ジ 数 ）

の 解 釈 を も つ と 主 張 し て い る 。  
田 中 の 主 張 は ， 突 き 詰 め る と ‘ 多 く ’ は 冊 数 だ け を 問 題 に す る が ，‘ た く さ ん ’

は そ れ だ け で な く ， 回 数 ・ ペ ー ジ 数 も 問 題 に で き る と い う こ と に な る 。 し か し ，

事 実 は そ れ ほ ど 単 純 で は な い 。  
 
 ( i v )  最 近 の 彼 女 は ， メ タ ル フ レ ー ム の メ ガ ネ よ り セ ル フ レ ー ム の メ ガ ネ を ｛ 多

く ／ ? *た く さ ん ｝ か け て い る 。（‘ 多 く ’ ＝ メ ガ ネ を か け る 回 数 ）  
 ( v )  『 罪 と 罰 』 を 返 却 期 限 ま で に 読 み 終 え る た め に ， 今 日 は 昨 日 よ り も ｛ 多 く

／ た く さ ん ｝ 読 ん だ 。（‘ 多 く ・ た く さ ん ’ ＝ 読 む ペ ー ジ 数 ）  
 
( i v )で は ‘ 多 く ’ が 回 数 を 量 化 し て い る （‘ た く さ ん ’ は メ ガ ネ の 個 体 数 の 意 味 な

ら 解 釈 で き る が ， 複 数 の メ ガ ネ を 同 時 に か け る と い う 不 自 然 な 状 況 に な る ）。 ( v )
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さん ’ で 置き 換 え て も意 味 は ほぼ 同 じ に なる 。  

 

 (7 )  a .  スー パ ー で野 菜 を ほ かの 食 品 より 多 く 買 った 。  

  b .  スー パ ー で野 菜 を ほ かの 食 品 より た く さ ん買 っ た 。  

 

次 の 最 小 対 で も ，‘ 多 く ’ の ほ う が ‘ た く さ ん ’ よ り も 堅 い 響 き が あ

る が ，どち ら の 数量 詞 を 用 い て も 容 認 さ れ ，か つ文 意 は ほぼ 同じ に な る 。  

 

 (8 )  a .  副市 長 が 市長 よ り 多 く給 料 を もら っ て い る都 市 は 20 を超 す 。  

  b .  副市 長 が 市長 よ り た くさ ん 給 料を も ら っ てい る 都 市 は 20 を超

す。  

 

(7 ) (8 )を 踏 ま え る と，‘ 多 く ’は 確 か に比 率的 用 法 をも つ が，‘ た くさ ん ’

に も 比 率 的用 法 を 認 めな け れ ばな ら な い と考 え ら れる 。 基 数 的数 量 詞の

‘ た く さ ん’ が 比 率 的用 法 を 獲得 す る プ ロセ ス と して 次 の よ うな 見 立て

が で き る 。 2 つ の 物 の数 量 の 多寡 を 比 べ るこ と と 2 つ の 物の 全体 に 占 め

る 割 合 の 大き さ を 比 べる こ と は ，突 き 詰 めれ ば 2 つの 数 量 を 比べ る こと

に 等 し い 。  

 本 節 で は， 日 本 語 数量 詞 の 種類 と そ の 意味 的 特 徴に つ い て 論じ た 。次

節 以 降 は ，部 分 構 造 と数 量 詞 遊離 文 の 考 察を 行 う 。  

                                                                                                                                                     
で は‘ 多 く ’が ペ ー ジ 数 を 量 化 し て い る 。  ( i v )と ( v )で は ヨ リ 句 に よ っ て 比 較 対 象

が 明 示 さ れ て い る こ と か ら ，‘ 多 く ’を 単 独 で 用 い る と す わ り が 悪 い の は 比 較 対 象

が 明 示 さ れ な い た め で あ る と 考 え ら れ る 。実 際 ，田 中 自 身 ，‘ 多 く ’が 複 数 の 語 彙

項 目 で 構 成 さ れ る「 複 合 語 彙 」で あ り ，そ の 中 に は‘ - e r’が 含 ま れ る と 分 析 し て

い る (〚 - e r〛 : =  λD d tλD ’ d t .  m a x ( D )  >  m a x ( D ’ )  c f .  H e i m  2 0 0 0 )。 ま た ， ( i v )で ‘ た

く さ ん ’の イ ベ ン ト 解 釈 が 許 容 さ れ な い こ と か ら ，田 中 の 言 う ( i i )の イ ベ ン ト 解 釈

は ， 実 は ペ ー ジ 数 の 解 釈 か ら 語 用 論 的 に 推 論 さ れ て い る 可 能 性 が あ る 。 な お ， 筆

者 の 言 語 直 感 で は ( i i )の ‘ た く さ ん ’ の イ ベ ン ト 解 釈 は 幼 児 の 発 話 を 想 起 さ せ る

（‘ 遊 園 地 で ジ ェ ッ ト コ ー ス タ ー に た く さ ん 乗 っ た ’ v s .‘ 遊 園 地 で ジ ェ ッ ト コ ー

ス タ ー に 何 回 も 乗 っ た ’）。  
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3.2  部分構造が表す部分関係 1 1  
 

 日 本 語 部分 構 造 は ，本 章 の冒 頭 で 見た よう に ，第 1 名 詞（ 句）が 全体

に 相 当 し ， 第 2 名詞 （句 ） が 部分 に 相 当 する 。 例 えば ， (9a )では 第 2 名

詞の ‘ 2 人 ’は ，第 1 名詞 句 の ‘試 験 に 合格 し た 学生 ’ の 一 部分 を 指 す

（［  ］は 関 係 節を 表す ）。 一 方 ， (9b )では 第 2 名 詞 の ‘ 全 員’ は 第 1 名

詞 句 が 表 す集 合 に 対 する 割 合 を表 す 。  

 

 (9 )  a .  ［試 験 に 合格 し た ］ 学生 の （ うち の ） 2 人  

  b .  ［試 験 に 合格 し た ］ 学生 の （ ?*う ち の ） 全員  

 

MIT 分 類 に 基づ く と， (9 )の 各部 分 構 造 は ， 第 1 名 詞 句と 第 2 名 詞 の間

に M 部分 関 係 （グ ルー プ ・ メン バ ー の 関係 ） が 成立 す る の で M 部分 構

造 に 分 類 さ れ る 。 た だ し ， (9b )の 部 分 関 係 は 比 率 関 係 で (9a )と は 異 な る

特性 を 示 す。まず ，‘ ウチ ノ ’と の 整合 性 につ い て 基数 的 数 量 詞と 比 率 的

数 量 詞 は 対照 的 で あ る。 ま た ， (9b )で は 第 1 名 詞句 と 第 2 名 詞を 交 替 さ

せて も 意 味が 保 持 さ れる が ， (9a )では 第 1 名 詞 句と 第 2 名 詞 を交 替 さ せ

る と 意 味 が 保 持 さ れ な い （‘ 全 員 の 試 験 に 合 格 し た 学 生 ’ vs .‘ 2 人 の 試

験 に 合 格 した 学 生’）。  

本 節 で は ，以 上 の よ うな ， 日 本語 部 分 構 造の 統 語 的・ 意 味 的 特性 を考

察 す る 。以 下 の 構成 は次 の と おり で あ る 。ま ず §3 .2 .1 で‘ A ノ B’と‘ A

ノ ウ チ ノ B’ の 意 味 的区 別 に つい て 論 じ る。 §3 .2 .2 は ， 西田 (2004 )に よ

る‘ A ノ B’形 式 に おけ る 名 詞交 替 の 分 析を 概 観 する 。 そ し て， §3 .2 .3

で 部 分 構 造 と 疑 似 部 分構 造 の 形式 的 区 別 と数 量 詞 の種 類 に よ る解 釈 の違

                                                   
1 1  本 節 は 田 中 ( 2 0 1 2 )の § 3 . 3 の 一 部 を 発 展 さ せ た も の で あ る 。  
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い に つ い て論 じ る 。  

 

3.2 .1  ‘ Aノ B’ と ‘ Aノ ウ チノ B’の意味論的区別  

本 節 で は ，‘ A ノ B’形 式と‘ A ノウ チ ノ B’形 式 が常 に 交 替可 能 な わ

け で は な く，数 量表 現の 種 類 によ っ て 整 合す る 形 式が 異 な る と 主 張 す る。

具 体 的 に は， 比 率 的 数量 詞 は ‘ A ノ B’ と整 合 す るが ，‘ A ノウ チ ノ B’

と は 整 合 しな い の に 対し て ， 基数 的 数 量 詞は ‘ A ノ B’ と ‘ A ノウ チノ

B’の ど ちら の 形 式 とも 整 合 する こ と を 示す 。  

次 の 例 は『 明鏡 国 語 辞典 』の‘ う ち ’の 項目 で 提 示さ れ て い るも の で ，

部 分 構 造 を含 ん で い る。  

 

 (10 )  a .  仲間 の う ちの 2 人 が 合格 し た 。  

  b .  定価 の う ち（ の ） 2 割を 内 金 とし て 払 う 。  

 

こ れ ら の 部分 構 造 が 異な る 種 類の 数 量 詞 を 含 ん で いる こ と に 注目 す べき

で あ る 。 (10a)の ‘ 仲間 の う ちの 2 人 ’は 基 数 的数 量 詞 を 含み ， (10b )の

‘ 定 価 の うち（ の ）2 割’は 比 率的 数 量 詞を 含 む 。筆 者 の 言 語直 感 で は，

(10b)の 部 分構 造 に は意 味 的 な重 複 性 が 感じ ら れ，‘ 定 価の 2 割’ と した

ほ う が 自 然で あ る 。§3 .1 で 見た よ う に ，比率 的 数 量詞 に は 前 提性 が あ る。

‘ 2 割 ’と いう 表 現 は，母 集 合で あ る‘ 定価 ’に 対す る 割合 を表 す た め，

‘ ウ チ ’ とい う 「 範 囲を 明 確 にす る 表 現 」を 伴 わ なく て も そ の範 囲 が定

ま っ て い ると 考 え ら れる 。‘ 2 人 ’は 基 数 的数 量 詞 なの で デ フ ォル ト では

前 提 性 を もた な い 。 よっ て ， 母集 合 を 明 確に す る ため に ‘ ウ チ’ が 用い

ら れ る の では な い か と考 え ら れる 。‘仲 間の 2 人 ’ と して も部 分 解 釈は

可 能 で あ るが ，こ の 形式 で し か表 せ な い 同格 読 み（ 仲 間で あ る 2 人 ）の
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ほ う が 優 勢 で あ る よ うに 思 わ れる 。  

 興 味 深 いこ と に，(10b )の‘定 価 の うち（の）2 割’か らか っ こ の‘の ’

を 省 略 し て‘ 定 価の うち 2 割’と し た場 合，す わり が 良 くな る 。も っと

も， こ の 場合 の ‘ 定 価の う ち ’と ‘ 2 割 ’は 同 一 の名 詞 句 を 形成 し てい

な い と 考 えら れ る 。 とい う の は ， 2 つ の 要素 の 間 に副 詞 句 を 挿入 で きる

か ら で あ る （‘ 定価 のう ち ， あら か じ め 2 割を 内 金 とし て払 う ’）。こ の

よ う に 比 率 的 数 量 詞 とそ れ が 限定 す る 名 詞が 名 詞 句を 構 成 し ない 場 合，

限 定 対 象 の名 詞 が‘ ウチ（ ノ）’を 含 んで も意 味 的 な重 複 は 感 じら れ な い。

こ れ は ， 部分 構 造 に 由来 す る 部分 解 釈 が ない こ と によ る と 考 えら れ る。  

 比 率 的 数量 詞 と‘ ウチ（ ノ）’の 整 合 しな い と 述べ た が ，容認 性 が 一様

では な い よう だ 1 2。  

 

 (11 )  a . ?*学生 の う ちの 全 員 ／ す べ て  

  b .  ?学 生 の うち の ほ とん ど  

 

普 遍 数 量 詞 の ‘ 全 員 ・す べ て ’は ，‘ほ とん ど ’ に比 べ て ‘ ウチ （ ノ）’

と の 整 合 性が 低 い 。 この 要 因 とし て ，‘ ウチ （ ノ）’ が 部分 であ る こ とを

前 提 と す る表 現 で あ るた め ， 普遍 数 量 詞 と 意 味 的 に 衝 突 し て いる こ とが

考 え ら れ る。 こ れ に 対し て ， 比率 的 数 量 詞の ‘ ほ とん ど ’ は 部分 を 問題

にす る た め，‘ ウチ （ノ ）’と 意 味 的に 衝突 す る こと は な い 。  

 こ れ ま で の ‘ A ノ B’ 形 式に つ い て の考 察 を まと め る と ，部 分 構 造と

数 量 表 現 の関 係 は 次 のよ う に なる 。 数 量 表現 が 後 続す る ‘ N ノ Q’形 式

は 部 分 構 造と 見 な さ れ ， そ の 場合 N は 必然 的 に 定名 詞 の 解 釈に な る 。  

 

                                                   
1 2  加 賀 信 広 教 授 （ 筑 波 大 学 ） の ご 指 摘 に よ る 。  



 

75 
 

3.2 .2  ‘ Aノ B’ 形 式 に お け る名詞交替  

 日 本 語 部分 構 造 で は ，部 分 構造 の 第 1 名詞（ 句 ）と第 2 名 詞（句 ）の

順 序 は 厳 密に 規 定 さ れ る 。 §3 .2 の 冒頭 で 述べ た よ う に ， 部 分 構造 で 第 1

名詞（ 句）と第 2 名 詞（ 句 ）を 交 替 さ せ ると 意 味 が保 持 さ れ る場 合 と さ

れ な い 場 合 が あ る 1 3。 こ の 特 性 に 注 目 し た 論 考 と し て ， 西 田 (2004 )が あ

る。  

西 田 は ， 比率 的 数 量 詞と 数 詞 で‘ A ノ B’形 式 の B の 位置 に 生起 で き

るか ど う か が 異 な る と指 摘 し てい る 。  

 

 (12 )  a .  反戦 集 会 には ｛ 大 半 の市 民 ／ 市民 の 大 半 ｝が 参 加 した 。  

（西 田 の (10a)）  

  b .  反戦 集 会 には ｛ 30 人の 児 童 ／ *児 童の 30 人 ｝が 参 加 した 。  

（西 田 の (10c )）  

 

比 率 的 数 量詞 の‘大 半’は (12a)の よ う に名 詞 句‘ 市 民’に 先行 す る こと

も ， 後 続す る こ と も で き る 。一 方 ， 数 詞 の ‘ 30 人 ’ は， (12b)の よ う に

名 詞 句‘ 児 童 ’に先 行す る こ とは で き る が ，後続 す るこ と は でき な い（ た

だ し ， 西 田は ‘ 児 童 ’を ‘ 団 地の 児 童 ’ のよ う に 解釈 す る と 容認 性 が上

が る と 指 摘し て い る ）。 要 する に，‘ A ノ B’ 形 式に お い て ，比 率 的 数量

詞 は A と B の い ず れの 位 置 にも 生 起 で きる が ， 数詞 は A の位 置 に しか

生 起 で き ない 。  

比 率 的 数 量 詞 と 数 詞 で 生 起 で き る 位 置 が 異 な る 事 実 に つ い て ， 西 田

                                                   
1 3  英 語 部 分 構 造 で は ， 基 本 的 に 第 1 名 詞 句 と 第 2 名 詞 句 の 交 替 は 許 さ れ な い

( s o m e  o f  t h e  s t u d e n t s  v s . * s t u d e n t s  o f  s o m e )。 た だ し ， T 部 分 構 造 に つ い て は ，

名 詞 の 数 を 変 え れ ば 第 1 名 詞 と 第 2 名 詞 の 交 替 が で き る ( t h i s  k i n d  o f  c a r  v s .  c a r s  
o f  t h i s  k i n d )。  
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(2004 )は 次 の 説明 を 与え る （ Q は 数 量詞 を， N は 名詞 句 を指 す）。  

 

  ‘ 大 半 ’は〔中 略 〕特定 数 を 表さ ず ，全 体に 占 め る割 合 を 表 すた め，

「 N ノ Q」 と 「 Q ノ N」の 交 替を 許 す 。‘ 30 人’ の よう に Q が特 定

数 を 表 す と ，1 個 1 個の 個 体 が問 題 と な り ，全体 で 1 つ の 特 徴を 表 す

と い う 量 の均 質 性 が 失わ れ る ので ，「 N ノ Q」と「 Q ノ N」は交 替 し

ない 。 (p .80 )  

 

西田 の 説 明は ， 比 率 的数 量 詞 と数 詞 の 振 る舞 い の 違い を 各 数 量表 現 の意

味 機 能 と 限定 対 象 の 名詞 の 特 性に 帰 す る 。ま ず ， 数量 詞 が 量 を問 題 に で

きる 場 合，Q と N の 交替 が 許 され る（‘ 大半 ’は 量 を 問題 に す る が ，‘ 20

人 ’は（個 の ）数 を 問題 に す る）。ま た ，限 定 さ れ る 名 詞 が「均 質 な個 体

の集 合 」を表 す 場 合 ，Q と N の 交替 が 許 され る 。西田 は ，均 質な 個 体の

集合 を 表 す名 詞 に つ いて ，Wi erzbi cka  (1988 )の 言 う「 任 意 の 分割 可 能 性」

を 備 え ， 物質 名 詞 な どと 並 行 的に と ら え られ る 名 詞で あ る と 主張 す る。

均 質 な 個 体の 集 合 を 表す 名 詞 には ，‘ 絵 画・岩 石・河 川・森 林・樹 木・土

砂 ’の よ うな「 種 類 名詞 」 が ある 。種 類 名詞 は ，類義 の 2 つ の名 詞 で構

成 さ れ ，「 形 ， 単位 ，価 値 の 違う 個 体 」 のま と ま り（ 集 合 ） を表 す 1 4。  

西 田 に よ ると ，種類 名詞 の‘絵 画 ’は 均 質な 個 体 の集 合 を 表 すが ，「 1

字 名 詞 」 の‘ 絵 ’ は 個別 に 異 なる 個 体 の 集合 を 表 す。 そ の 根 拠と し て，

西 田 は 比 率的 数 量 詞 と名 詞 を 交替 さ せ た とき の 解 釈の 違 い を 挙げ る 。  

 

 (13 )  a .  美術 館 の 火災 で は  絵画 の 大 部分  が 焼 けて し ま った 。  

                                                   
1 4  西 田 は ，種 類 名 詞 が 畳 語 名 詞（‘ 人 々 ’な ど ）に 関 連 す る 複 数 表 現 で あ る と し ，

種 類 名 詞 を 音 読 み の 複 数 形 ， 畳 語 名 詞 を 訓 読 み の 複 数 形 と と ら え て い る 。  
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  b .  美術 館 の 火災 で は  大部 分 の 絵画  が 焼 けて し ま った 。  

（西 田 の (14b)）  

 

種 類 名 詞 の‘ 絵 画 ’ と比 率 的 数量 詞 の ‘ 大部 分 ’ は， 意 味 を 変え ず に 交

替 可 能 で ある 。 (13a )の‘ 絵 画の 大 部分 ’では‘ 絵 画’が 美術 館の 所 有 す

る 絵 の コ レク シ ョ ン を指 し ， その メ ン バ ーの 一 部 分を ‘ 大 部 分’ が 指す

読 み と な る（ 西 田の 用語 で は「 量 レ ベル の読 み 」）。 (13b )の‘ 大部 分 の 絵

画 ’ に つ いて も 同 じ 解釈 と な る。  

 1 字 名 詞 の‘ 絵 ’ と比 率 的 数量 詞 の ‘ 大部 分 ’ が交 替 し た 場合 ， 可能

な 解 釈 が 変わ る 。  

 

 (14 )  a .  美術 館 の 火災 で は  絵の 大 部 分  が 焼け てし ま っ た。  

  b .  美術 館 の 火災 で は  大部 分 の 絵  が 焼け てし ま っ た。  

（西 田 の (14a)）  

 

(14b)の‘ 大 部 分の 絵’は (13 )の‘ 絵 画 の大 部 分 ／大 部 分 の 絵画 ’と同 じ

量 レ ベ ル の読 み に な るが ， (14a )の‘ 絵の 大部 分 ’は 量 レベ ル の読 み に 加

え ， 単 一 の絵 と そ の 部分 の 関 係に 基 づ く 読み （ 西 田の 用 語 で は 「 個 体レ

ベ ル の 読 み」） を表 し， 後 者 の解 釈 が 優 先さ れ る とい う 。  

さ ら に ， 西田 は 概 数 詞の 特 性 につ い て も 言及 し て いる 。 西 田 は， 概数

詞が‘ A ノ B’形式 に生 じ る 場合 ，比 率 的数 量 詞 のよ う に A と B の交 替

が 可 能 で ある こ と を 指摘 し て いる 。  

 

 (15 )  a .   こ の 森 で は  い く つ か の 種 類 の 樹 木 ／ 樹 木 の い く つ か の 種 類

が枯 れ か けて き て い る。（ 西田 の (13b)）  
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  b .  3 種類 の 樹 木／ *樹 木の 3 種 類  が枯 れ かけ て き てい る 。  

（西 田 の (13a)）  

 

(15a)で‘い く つ か の種 類 ’と‘ 樹木 ’が 意 味 を 保持 し た ま ま 交 替 で き る

こ と か ら ，西 田は‘ 樹木 ’は 量 の 解釈 を 受け て い ると し ， (15b)で‘ 3 種

類 ’と‘ 樹木 ’は 交 替で き な いこ と か ら ，‘ 3 種 類’は 数え る 対象 が 個 の

レ ベ ル で ある と 結 論 づけ て い る。  

 

3.2 .3  部 分 構造 と 疑 似 部 分 構造の区別とその形式  

 本 節 で は ，西 田 (2004 )の 事 実 観察 と 分 析を 検 討 し ，‘ A ノ B’形式 の 意

味的 特 徴 につ い て 考 察す る 。 まず ， (12 )の各 例 に 含ま れ る ‘ A ノ B’形

式 に つ い て ，数 量 表 現 (Q)が A 位置 に 生 じる も の（‘ Q ノ N’形 式 ）と B

位 置 に 生 じる も の（‘ N ノ Q’形式 ）を 区 別し ，そ れぞ れ の 形 式に つ いて

部分 解 釈 の有 無 と そ の種 類 を まと め る と 次の よ う にな る 。  

 

形式  例  部分 解 釈  部分 関 係 の種 類  

Q ノ N  
 30 人 の児 童  －  NA 

 大半 の 市 民  ＋（ 語 彙 的）  M 部分 関 係 （比 率 ）  

N ノ Q 
(* )児童 の 30 人  ＋  M 部分 関 係  

 市民 の 大 半  ＋  M 部分 関 係 （比 率 ）  
 

表  3 .2 ‘ Q ノ N’形 式 と ‘ N ノ Q’ 形式 の 解 釈  

 

‘ 児 童 の 30 人 ’は ，第 1 名 詞 が‘ 団 地 の児 童 ’ のよ う に 定 名詞 の 解 釈

を受 け な けれ ば 容 認 され な い 。こ の 意 味 制約 は ， 英語 の 部 分 構造 制 約に
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相 当 す る と考 え ら れ る。 す な わち ， 全 体 を表 す 名 詞が 定 の 解 釈を も たな

け れ ば な らな い （ c f .  第 2 章 (9 )）。‘ Q ノ N’形 式 と ‘ N ノ Q’形 式 を 対

比す る こ とに よ っ て わか る の は，Q が基 数詞 の 場 合，‘ N ノ Q’形式（‘ 児

童の 30 人’） が部 分 解釈 を も ち，‘ Q ノ N’形 式 （‘ 30 人の 児童 ’）が 部

分 解 釈 を もた な い こ とか ら ，‘ N ノ Q’が 部分 構 造 に対 応 す る こと に な る。

‘ Q ノ N’ 形式 は ， 英語 疑 似 部分 構 造 の よう に 単 一 の 集 合 を 表す 点 で疑

似 部 分 構 造と 並 行 的 であ る 。 まと め る と ，日 本 語 では 部 分 構 造に 対 応す

る形 式 と 疑似 部 分 構 造の そ れ は要 素 の 順 序が 逆 に なる 1 5。  

比 率 的 数 量 詞 に つ い て 言 え ば ，‘ 大 半 の 市 民 ’ と ‘ 市 民 の 大 半 ’ が ど

ち ら も 部 分関 係 を 表 すと い う 事実 は ， 比 率的 数 量 詞の 特 異 性 を表 し てい

る。 比 率 的数 量 詞 は ， §3 .1 で 見た よ う に 母集 合 を 前提 と す る 点で 数 詞・

概 数 詞 と は異 な る。この 前 提 性に よ っ て 部分 構 造 制約 が 満 た され る た め，

‘ 市 民 の 大半 ’ のよ うな ‘ N ノ Q’ 形 式 （＝ 部 分構 造 ）は 第 1 名 詞 が限

定 詞 を 含 まな く て も 定の 読 み にな り ，適 切に 部 分 関係 の 解 釈 が得 ら れ る。

ま た ，‘ 大 半の 市 民 ’の よ うな‘ Q ノ N’形 式 は，比率 的 数 量詞 の 語 彙特

性に よ っ て語 彙 的 部 分解 釈 を 得る 1 6。  

日本 語 の ‘ A ノ B’ 形式 が 数 量詞 ・ 名 詞 の種 類 と その 生 起 位 置に よっ

て ど の よ うな 解 釈 に なる の か まと め る と 次の よ う にな る 。  

 

 

                                                   
1 5  日 本 語 で は ‘ A ノ B’ 形 式 で 数 量 表 現 ( Q )が B の 位 置 に 生 じ た と き に 部 分 構 造

に な る 。こ れ に 対 し て ，英 語 で は A o f  B 形 式 で B が 定 名 詞 の と き に 部 分 構 造 に な

る ( a  b u n c h  o f  m e n  v s .  a  b u n c h  o f  t h e  m e n )。  
1 6  英 語 で は ，日 本 語 と 異 な り ，比 率 的 数 量 詞 が 部 分 構 造 に 生 じ る 場 合 と 名 詞 を 限

定 す る 場 合 で 語 順 が 変 わ ら な い （ 第 2 章 § 2 . 1 を 参 照 ）。  
 
 ( i )  a .  t w o  o f  t h e  s t u d e n t s  v s .  t w o  s t u d e n t s  ［ 部 分 解 釈 な し ］  
  b .  m o s t  o f  t h e  c i t i z e n  v s .  m o s t  c i t i z e n  ［ 語 彙 的 部 分 解 釈 ］  
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N の種 類  例  部分 構 造 の種 類  部分 解 釈 の種 類  

種 類 名 詞  
絵画 の 大 部分  M 部分 構 造  M 部分 解 釈 （比 率 ）  

大部 分 の 絵画   語彙 的 部 分解 釈  

1 字名 詞  
絵の 大 部 分  

I 部分 構 造  I 部分 解 釈  

M 部分 構 造  M 部分 解 釈 （比 率 ）  

大部 分 の 絵   語彙 的 部 分解 釈  
 

表  3 .3 種 類 名 詞 ・ 1 字 名 詞 を 含 む ‘ A ノ B’ 形 式 の 解 釈  

 

西 田 の 説 明 で は ， 種 類 名 詞 の ‘ 絵 画 ’ は 均 質 な 個 体 の 集 合 を 表 す た め ，

‘ 絵 画 の 大部 分 ’ と ‘大 部 分 の絵 画 ’ は 同じ 比 率 解釈 に な る が， 1 字名

詞 の ‘ 絵 ’は 個 体 レ ベル の 表 現な の で ‘ 絵の 大 部 分’ は 単 一 個体 の 一部

分 を 指 す 解 釈 （ つ ま り ， I 部 分 構 造 の 解 釈 ） を も つ 。 西 田 は ， 種 類 名 詞

が 量 の レ ベル を 表 し ，1 字 名 詞 が 個 の レ ベル を 表 すと 分 析 す る た め ，‘絵

の 大 部 分 ’が I 部 分 構造 の 解 釈を も ち，‘ 絵画 の 大 部分 ’は その 解 釈 を も

た な い と いう 事 実 が 証拠 と な る。 し か し ，一 方 で ‘絵 の 大 部 分’ と ‘大

部分 の 絵’で 1 字 名 詞が 複 数 の個 体 の 集 合と 読 み 換え ら れ，結果 と し て

比 率 の 解 釈が 生 じ る こと は 指 摘し て い る もの の ，‘大 部 分 の 絵 ’で I 部分

構 造 の 解 釈が 得 ら れ ない 理 由 は述 べ て い ない 。  

 表 3 .3 は ，構 文 的 部分 解 釈 （部 分 構 造 に由 来 す る解 釈 ） と 語彙 的 部分

解 釈 （ 比 率的 数 量 詞 が 単 独 で 名詞 を 限 定 する と き に得 ら れ る 解釈 ） の特

性 を 示 唆 して い る 。 まず ， 構 文的 部 分 解 釈に つ い ては ， 全 体 に相 当 する

名 詞 の 単 複に 応 じ て M 部 分 関係 に な るか ， I 部 分関 係 に なる か が 決定 さ

れ る 。 こ れは 英 語 に おい て ， M 部分 構 造 （例 え ば two  o f  the  books）と

I 部 分 構 造 （例 えば two  pages  o f  th e  book）が 区 別 され る の と並 行 的 で
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ある 。  

語 彙 的 部 分解 釈 に つ いて は ， 比率 的 数 量 詞に よ っ て限 定 さ れ る名 詞 は，

1 字 名 詞 ・ 種類 名 詞 の別 を 問 わず ， 必 ず 複数 の 個 体か ら な る 集合 と 見な

され る 。 換言 す れ ば ， 比 率 的 数量 詞 が 連 体用 法 の 場合 （ 助 詞 ‘ノ ’ によ

っ て 名 詞 に接 続 す る 場合 ），名詞 の 個 の レベ ル で 量化 で き る が ，個の 中身

に つ い て 量 化 す る こ と は で き な い 。 こ の こ と は 次 の ‘ 月 ’ (mon th )の 例

でも 確 認 でき る 。  

 

 (16 )  a .  半分 の 月  hal f  o f  the  months  

  b .  *半 分 の月  hal f  o f  a  mon th  c f .  ひ と 月の 半 分 （ ＝半 月 ）  

 

(16a )は 「 複 数 月 の 半 分 」 の意 味 で あ る 。 例 え ば， 12 ヶ 月 な ら そ の半 分

の 6 ヶ 月 とい う こ と であ る 。(16b )は ひ と 月の 半 分で 2 週 間 を 意図 し てい

る が ， 容 認さ れ な い 1 7。   

‘月 ’ を 衛星 と 解 釈 し た 場 合，‘ 半 分の 月’ は 半 月 (a  ha l f  moon )の意

味 で 容 認 され る 。 た だし ， こ の場 合 の ‘ 半分 ’ は 属性 記 述 表 現 で ‘ 月の

半 分 ’ に 含 ま れ る ‘ 半 分 ’ と は 異 な る 1 8。 こ の こ と は 次 の 最 小 対 立 で 裏

                                                   
1 7  興 味 深 い こ と に ，複 合 語 の‘ 半 月 ’（ は ん つ き ）は ， ( 1 6 b )で 意 図 さ れ る 意 味 を

表 せ る が ， ( 1 6 a )で 意 図 さ れ る 意 味 は 表 せ な い 。こ の 特 性 は 形 態 論 的 制 約 に 由 来 す

る と 考 え ら れ る 。 英 語 で は ， 複 合 語 を 構 成 す る 名 詞 は 原 則 と し て 単 数 形 で な け れ

ば な ら な い ( p a n t  l e g  v s .  * p a n t s  l e g )が ， 日 本 語 で も こ れ と 並 行 的 な 制 約 が 課 さ れ

て い る と 考 え ら れ る 。  
1 8  ‘ Q ノ N’ 形 式 は Q が 数 詞 の 場 合 も 容 認 さ れ る 。  
 
 ( i )  1 0 段 の 階 段 を 上 っ た 。  
 
國 廣 ( 1 9 8 0 )が 指 摘 し て い る よ う に ， こ の 場 合 の 数 詞 は 1 0 段 で 構 成 さ れ る と い う ，

階 段 の 属 性 を 表 し ，部 分 解 釈 を も た な い 。一 方 ，次 の よ う に ‘ 1 0 段 ’が 遊 離 し た

文 は ， 部 分 解 釈 を 表 し う る こ と に 注 意 し な け れ ば な ら な い 。  
 
 ( i i )  階 段 を 1 0 段 上 っ た 。  
 
こ の 場 合 の 階 段 は 11 段 以 上 で あ っ て も よ い（ た だ し ，こ の 解 釈 が 義 務 的 で は な い

こ と を § 3 . 4 . 2 で 見 る ）。  
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づけ ら れ る。  

 

 (17 )  a .  地球 か ら はい つ も 月 の半 分 し か見 え な い 。  

  b .  #地 球 から は い つ も半 分 の 月し か 見 え ない 。  

 

(17a)の ‘ 月の 半 分 ’は I 部 分構 造 で月 全体 の 半 分 (h a l f  o f  the  moon )を

指 す た め ，地 球 か ら いつ も 月 の 半 分 （ ＝ 月の 裏 側 ） は 見 え な いと い う命

題 は 真 に なる が ， (17b)の‘半 分 の 月’は I 部 分 構造 の 解釈 をも た ず ，半

月 (a  ha l f  moon)の 意 味に し か とれ な い た め ，地 球 から は いつ も半 月 し か

見 え な い とい う 命 題 にな り ， 偽 に な る 。  

 (16 )と (17 )の 比 較 によ っ て ‘ N ノ Q’形 式 （ ＝部 分 構 造 ）の 表 す 構文

的 部 分 解 釈と ‘ Q ノ N’ 形式 の 表 す語 彙的 部 分 解釈 で 次 の よう な 特 性の

違い が 導 かれ る 。語 彙的 部 分 解釈 は M 部分 関 係（ 個 体 の集 合と そ の 部分

集 合 の 関 係）の 読み にな る が，構 文 的部 分解 釈 は M 部 分 関 係 の 読 み に加

えて ， I 部 分関 係 （ 単一 の 個 体と そ の 中 身の 関 係 ） の 読 み を もつ 。  

‘ N ノ Q’形 式 と‘ Q ノ N’形式 で 可 能 な解 釈 が 異な る と い う事 実 は，

数 量 詞 の 特性 を 浮 き 彫り に す る。すな わ ち，‘ Q ノ N’形 式（ 例え ば ，‘ 大

部分 の 絵’）で B の 名詞 は 必 ず複 数 の 個 体の 集 合 とし て 解 釈 され る 。こ

の こ と は ，英 語 の 対 応表 現 で も同 様 で あ る。  

 

 (18 )  a .  mos t  p i c tures  c f .  *mos t  p i c tu re  

  b .  mos t  o f  the  p i c ture / the  p i c tures  

 

(18a)は 比 率的 数 量 詞の most が 名 詞を 直接 限 定 する 形 式 で ，可 算名 詞 は

複 数 形 で なけ れ ば な らな い 。 つま り ， 絵 を個 と し て 量 化 す る が， 個 より
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も 低 い レ ベル（ 単一 の絵 の 中 身）を 量化 でき な い。こ れ に対 して ， (18b)

は 部 分 構 造で 第 2 名 詞句 と し て可 算 名 詞 の単 数 形 と複 数 形 の 両方 が 許容

さ れ る 。複 数 形の 場 合は ，個 と し ての 絵 を 量 化 す る ， (18a )と並 行 的 な解

釈（ M 部 分 関 係 の 読 み ）が 生 じ ，単数 形 の 場 合 は ，単一 の 絵 の内 部 を 量

化す る 解 釈（ I 部 分 関係 の 読 み） が 生 じ る。  

 数 量 詞 が 単 独 で 名 詞 （ 句 ） を 限 定 す る 場合 に ， 名詞 の 指 示 対象 を 個の

レ ベ ル で 量化 で き て も， 単 一 の個 体 の 中 身を 量 化 でき な い の は， 言 語普

遍 的 な も ので 人 間 の 認知 の あ り 方 に 由 来 する と 考 えら れ る 。 すな わ ち，

人 間 の 数 量認 識 の 基 本レ ベ ル は個 で あ っ て， 個 の 中身 で は な い。 個 より

も 低 い レ ベル の 数 量 を問 題 に する た め に は， 部 分 構造 と い う 専用 形 式を

用 い な け れば な ら な い。  

 次 に ， 比率 的 数 量 詞と 概 数 詞の 特 性 を 比較 す る 。西 田 に よ れば ‘ 樹木

の い く つ かの 種 類 ’ と‘ い く つか の 種 類 の樹 木 ’ が同 義 で あ るこ と から

概 数 詞 ‘ いく つ か ’ が比 率 的 数量 詞 と 並 行的 な 機 能を 担 っ て いる と いう

（ c f .  *樹 木 の 3 種 類）。 この 主 張 は‘ いく つ か の種 類 ’ が 割合 を 表 す表

現 で‘ 樹 木’が 量レ ベル で 解 釈さ れ る の に対 し て，‘ 3 種類 ’は個 を 数 え

る 表 現 で‘ 樹木 ’は 個体 レ ベ ルで 解 釈 さ れる と い うも の で あ る 。し か し，

概 数 詞 が （単 独 で ） 割合 を 表 すと す れ ば 次の 文 法 対立 は 問 題 にな る と思

わ れ る 。  

 

 (19 )  a .  児童 の 数 人が 反 戦 集 会に 参 加 した 。  

  b . ??樹 木の 数 本 が枯 れか け て いる 。  c f .  樹 木 の大 部 分  

 

筆 者 の 言 語直 感 で は ，‘ 児 童の 数 人 ’の よう に 概 数詞 を 用 い た場 合 ，‘ 児

童の 30 人 ’より も 容認 性 が 上が る 。‘ 児童 の 数 人’は‘ 児 童の 一 部 ’と
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同 義 の 解 釈を 受 け て いる よ う に思 う 。 こ の点 で は ，西 田 が 主 張す る よう

に 概 数 詞 は数 詞 と 異 なり ， 量 を問 題 に す る機 能 が ある と 言 え るだ ろ う。

た だ し ， (19b )の‘ ??樹木 の 数 本’と‘ 樹 木の 大 部 分’で 明確 な容 認 性 の

差 が あ る こと か ら ， 概数 詞 が 単独 で ‘ 大 部分 ’ の よう に 割 合 を表 せ ると

ま で は 言 えな い と 思 われ る 。  

(19a)と (19b)の 容 認 性を 分 け る要 因 と し て， 先 行 する 名 詞 の定 性 が考

え ら れ る 。と い う の も， (19 )の ‘ A ノ B’形 式 は 数量 表 現 が B 位 置に 生

じ て お り ， 部 分 構 造 と 見 な さ れ る か ら で ある 。 部 分構 造 は ， 部分 構 造制

約 に よ り 第 1 名詞（ 句）が 定の 解 釈 を受 けな け れ ばな ら な い（ 第 2 章 §2 .2 .2

を 参 照 ）。 (19a )の ‘ 児 童 ’ は 定 名 詞 の 解 釈 を 受 け る 文 脈 （ 例 え ば ， あ る

の 学 校 の 児童 ）を想 定し や す いの に 対 し て， (19b )の‘ 樹木 ’では そ の よ

う な 想 定 がし づ ら い ため ， 結 果と し て 容 認性 が 低 下す る と 考 えら れ る。

こ の こ と は ， (19b )を‘ この 森 の 樹木 ’のよ う に 定名 詞 と し て解 釈 す れば

容 認 性 は 回復 す る こ とか ら も 裏づ け ら れ る。 要 す るに ， 比 率 的数 量 詞は

限 定 対 象 の 個 体 の 集 合を 前 提 性 に す る た め 部 分 構 造制 約 が 満 たさ れ る が，

概 数 詞 に は そ の よ う な 前 提 性 がな い た め ，限 定 対 象の 名 詞 の 定性 が 容認

性 に 影 響 を与 え る と いう こ と であ る 。  

 で は ， (15a )の ‘ い く つ か の 種 類 の 樹 木 ’ と ‘ 樹 木 の い く つ か の 種 類 ’

の 対 応 関 係は ど の よ うに 説 明 され る べ き か。‘ 数 本 の樹 木’と‘樹 木 の数

本 ’ の 対 応関 係 と 並 行的 だ と 見な し て よ いだ ろ う か。 結 論 か ら言 え ば 否

で あ る 。‘ 数 本 ’と‘ いく つ か の種 類 ’の 振る 舞 い を比 較 す る と両 者 が異

な る 特 性 を示 す こ と がわ か る （ア ス タ リ スク 付 き かっ こ は そ の中 の 要素

の省 略 が 許さ れ な い とい う 意 味）。  

 

 (20 )  a .  *（ こ の森 の ） 樹 木の 数 本  
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  b .  （こ の 森 の） 樹 木 の 数種 類  

 (21 )  a .   この 森 の 樹木 の う ち の数 本  

  b . ?*この 森 の 樹木 の うち の 数 種類  

 

(20a)と (21a)は M 部 分構 造 の 例で あ る 。第 1 名 詞 句は 定 の 解 釈を 受 け な

け れ ば な らな い た め ，‘ この 森 の’の よう な限 定 表 現が 必 要 で ある 。また ，

(21a )の よ う に ， 全 体 の 範 囲 を 表 す ‘ ウ チ ’ を 用 い る こ と も 可 能 で あ る

（ §3 .2 .1 を 参 照）。(20b)と (21b)で 第 1 名 詞句 の 限 定表 現 が 義 務的 で は な

いこ と は，‘ N ノ 種 類 ’には 部 分 構造 制 約が 課 さ れて い な い こと を 示 唆す

る 。ま た ，(21b )の よ うに‘ ウ チ ’を 付 加 する と す わり が 悪 い 1 9。従っ て ，

‘ N ノ 種 類’ は M 部分 構 造 とは 異 な る と考 え る べき だ ろ う 。  

筆 者 の 言 語 直 感 で は ，‘ い く つ か の 種 類 の 樹 木 ’ と ‘ 樹 木 の い く つ か

の 種 類 ’は と もに 容 認可 能 で ある が，同 義で は な い。‘ い く つか の 種 類の

樹 木 ’ は 主 要 部 (head)が ‘ 樹 木 ’ で ， 個 ま た は 種 と し て の 樹 木 を 問 題 に

す る 。‘樹 木 のい く つか の 種 類’は 主 要 部が‘ 種 類’で ，種 とし て の 樹木

を 問 題 に する 。よっ て， (15a )の 述 語‘ 枯 れ か け て きて い る’と 意 味 的 に

整 合 す る のは ， 個 と して の 樹 木を 問 題 に する ‘ い くつ か の 種 類の 樹 木’

だ ろ う 。‘ 樹 木 のい くつ か の 種類 ’に は 種に 関 す る述 語（ 例 えば‘ 絶 滅 し

た ’）が 整 合す る よ う だ 。この 点 は，次 のよ う に 動物 名 詞 を 用い た 場 合に

よ り 鮮 明 にな る 。  

                                                   
1 9  日 本 語 の‘ 種 類 ’は 英 語 の k i n d と 並 行 的 に 振 る 舞 う 。第 2 章 § 2 . 3 で 見 た よ う

に ， 英 語 で は ( i a )の A o u t  o f  B 形 式 は M 部 分 構 造 と 同 じ 解 釈 を も ち う る が ， k i n d
は ( i b )が 示 す よ う に A o u t  o f  B 形 式 に 生 じ る こ と が で き な い 。  
 
 ( i )  a .  a  f e w  o u t  o f  t e n  t r e e s   c f .  a  f e w  o f  t h e  t e n  t r e e s  
  b .  *  a  f e w  k i n d s  o u t  o f  t r e e s  
 
A o u t  o f  B 形 式 の 第 2 名 詞 と し て タ イ プ 名 詞 句 が 生 じ る と ， そ の 特 性 上 ， 母 集 合

の 数 量 が 定 ま ら ず ， 結 果 と し て 比 率 を 表 せ な い た め ， 容 認 性 が 低 下 す る と 考 え ら

れ る 。  
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 (22 )  a .   この 森 で｛ い くつ か の種 類 の 野鳥 ／ ??野 鳥の い く つか の 種 類 ｝

を見 た 。  

  b .  こ の 森 で ／ に ｛ い く つ か の 種 類 の 野 鳥 ／ 野 鳥 の い く つ か の 種

類｝ が 生 息す る 。  

 

(22a )で ‘ 種 類 ’ が 先 行 す る 形 式 と 後 続 す る 形 式 で 容 認 性 が 変 わ る の は ，

述 語 と の 整合 性 に よ る。 動 詞 ‘見 た ’ は 過去 の 出 来事 を 表 す ため ， タイ

プ 的 な 表 現 と 意 味 的 に 整 合 し な い 2 0。 よ っ て ， 個 の レ ベ ル の 野 鳥 を 問 題

に す る ‘ いく つ か の 種類 の 野 鳥’ は 自 然 であ る が ，種 の レ ベ ルの 野 鳥を

問 題 に す る‘ 野 鳥の いく つ か の種 類 ’で はす わ り が悪 い 。 (22b)で は‘ 種

類 ’ が 先 行す る 形 式 と後 続 す る形 式 が ど ちら も 容 認さ れ る が ，両 形 式の

意 味 の 違 いは 存 在 す ると 考 え られ る 。 動 詞の ‘ 生 息す る ’ は 単一 の 出来

事 で は な く， 状 態 （ つま り ， タイ プ 的 な 事態 ） を 表す 。 従 っ て ， 種 とし

て の 野 鳥 を問 題 に す る‘ 野 鳥の い くつ か の種 類 ’は 自 然で あ る。‘ い く つ

か の 種 類 の野 鳥 ’ に つい て も ，種 を 問 題 にで き る の で 容 認 さ れる 。  

 本 研 究 は，‘ *樹木 の 3 種 類’と‘樹 木 のい く つ かの 種 類’の文 法 対 立

が ， 西 田 の言 う ‘ 樹 木’ の 表 す集 合 の 均 一性 と は 異な る 要 因 に由 来 する

と 考 え る 。問 題 は ， 樹木 の と らえ 方 で は なく ， む しろ 種 類 の とら え 方 で

は な い か と思 わ れ る 。す なわ ち ，‘ 3 種類 ’は 種類 の 数が 3 つ とい う 意 味

で ，（ 種類 の ） 数を 問題 に す るが ，‘い くつ か の 種類 ’ は 種 類の 数 が 明確

                                                   
2 0  ‘ 見 た ’ を 次 の よ う に 受 動 態 に 変 え る と 容 認 性 が 回 復 す る 。  

 

 ( i )  a .  こ の 森 で 野 鳥 の い く つ か の 種 類 が 見 ら れ た 。  
  b .  こ の 森 で 野 鳥 の い く つ か の 種 類 が 見 ら れ る 。  
 
受 動 態 が 能 動 態 よ り も 客 観 性 の 高 い 表 現 で あ る（‘ 思 う ’ v s .‘ 思 わ れ る ’）こ と を

踏 ま え る と ， 特 に 過 去 形 に つ い て は 受 動 態 の ほ う が 種 に 適 し た 表 現 で あ る と 言 え

る 。 こ の 場 合 ，‘ 見 ら れ た ’ は ‘（ 種 の ） 生 息 が 確 認 さ れ た ’ の よ う な 種 に 関 す る

述 語 と し て 再 解 釈 さ れ て い る と 考 え ら れ る 。‘ 見 ら れ る ’の よ う に 現 在 形 に す る と ，

‘ 生 息 し て い る ’の よ う な 状 況 の 継 続 性 を 表 す 述 語 と 解 釈 さ れ ，よ り 自 然 に な る 。  



 

87 
 

で は な い 。明 確 な 数 を表 す 表 現は ， 不 定 の表 現 に 対し て 限 定 詞と し ての

役 目 を 帯 びる 。 一 方 ，明 確 な 数を 表 さ な い表 現 は ，漠 然 と し た数 を 表す

点 で は 限 定詞 の 役 割 を担 え る が， 一 方 で 限定 さ れ る要 素 と し ての 性 質も

兼 ね 備 え てい る と 思 われ る 。 要す る に ， 不定 表 現 （‘ 樹 木’  や‘ 野 鳥’

な ど ） と 共起 す る と きに ， 主 要部 に な れ るか ど う かは ， 問 題 の数 量 表現

の 「 限 定 詞ら し さ 」 が強 す ぎ ない こ と が 重要 だ と 考え ら れ る 。  

 

3.3  数量詞遊離文が表す部分関係 2 1  
 

 本 節 は ， 数 量 詞 遊 離文 に よ って 表 さ れ る部 分 関 係に つ い て 論じ る 。部

分 構 造 で は，§3 .2 で 見た よ う に句 に 生 じ る 2 つ の要 素（ 数 量 表現 と 名 詞）

の 意 味 的 関係 に よ っ て部 分 関 係の 種 類 が 決ま る 。 これ に 対 し て， 数 量詞

遊 離 文 の 場合 は ， 節 を構 成 す る要 素 が 解 釈に 影 響 を与 え る 。 それ に は，

数量 表 現 と名 詞 だ け でな く ， 述語 や 時 制 など も 含 まれ る た め ，部 分 構造

よ り も 多 くの 要 素 が 部分 解 釈 の計 算 で 参 照さ れ る こと に な る 。以 下 では，

数 量 詞 遊 離文 が 表 し うる 部 分 関係 の 種 類 につ い て 考察 す る 。  

 

3.3 .1  数 量 詞の 種 類 と 数 量 詞遊離文の解釈  

第 2 章 で Qui rk  e t  a l .  (1985)に よ る質 ・ 量・ 計 量 の観 点 に 基 づく 英 語

部分 関 係 の分 類 法 を 見た 。この 基 準 は日 本語 の 数 量表 現 に も 援用 で き る。

特 に ， 量 と 計 量 の 違 い は ， 北 原 (1996 )が 日 本 語 数 量 詞 の 分 類 と し て 提 案

し た 「 個 体 数 量 詞 」 と 「 内 容 数 量 詞 」 の 区 別 に 相 当 す る 2 2。 個 体 数 量 詞

は 個 体 数 を問 題 に す る。 個 体 数と は ， 粒 のよ う に 個別 の 境 界 をも つ もの

                                                   
2 1  本 節 は 田 中 ( 2 0 0 1 )に 大 幅 な 加 筆 修 正 を 行 っ た も の で あ る 。  
2 2  同 様 の 分 類 は 長 谷 川 ( 1 9 9 4 )に も 見 ら れ ， 量 を 表 す 数 量 詞 を 「 個 数 Q」， 計 量 を

表 す 数 量 詞 を 「 単 位 Q」 と 呼 ん で い る 。  
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の 数 の こ とで ， 例 と して ‘ 2 人・ 3 本 ’ があ る 。 これ に 対 し て， 内 容数

量 詞 は 内 容量 を 問 題 にす る 。 内容 量 と は 単一 で 構 成さ れ る も のの 中 身 の

量 （ 容 量 ・長 さ ・ 広 さ・ 重 さ ・価 格 な ど 典型 的 に は 計 量 類 別 詞 を 伴 う）

の こ と で ，例 と し て ‘ 1 リ ッ ト ル・ 200 グラ ム ’ があ る 。  

個 体 数 量 詞と 内 容 数 量詞 は ，遊離 数 量 詞 とし て 機 能す る と ，先行 詞（＝

限 定 対 象 の名 詞 ） と の間 に 異 なる 種 類 の 部分 関 係 を結 ぶ 。 こ のこ と を次

の 例 で 確 認し て み よ う。  

 

 (23 )  a .  チョ ム ス キー の 本 を 2 冊 読 んだ 。  

  b .  チョ ム ス キー の 本 を 100 ペー ジ 読 んだ 。  

 

奥津 (1983 )は ， (23b)で内 容 数 量詞 の‘ 100 ペー ジ ’が‘ チ ョ ムス キ ー

の 本 ’ の 中身 の 一 部 分を 表 す と指 摘 し て いる 。 こ の指 摘 を 受 けて ， 北原

(1996 )は ， 文 脈 が 与 え ら れ れ ば (23a )で も 遊 離 数 量 詞 が (23b )と 並 行 的 な

部 分 解 釈 を受 け る と 主張 し て いる 。  

筆 者 の 言 語 直 感 で は ， (23a )と (23b)で は 遊 離 数 量 詞 の 部 分 解 釈 の 受 け

や す さ に 差が あ る 。(23b )で は 遊 離数 量 詞 の部 分 解 釈は 無 標 の 解釈 で ある

が ，(23a )で は少 な く とも チ ョ ムス キ ー の 著作 に つ いて の 知 識 をも た ない

聞き 手 に とっ て は ， 遊離 数 量 詞の 部 分 解 釈は 優 勢 の読 み で は ない 。 むし

ろ， (23a )は‘ チ ョ ムス キ ー の本 ’と‘ 2 冊’が タ イプ・ト ーク ン の 関係

を 結 ぶ 解 釈が 無 標 で ある 。 つ まり ， チ ョ ムス キ ー の著 作 の 母 集合 を 前提

と せ ず に ，話者 が 読 んだ 2 冊 の本 が い ず れも チ ョ ムス キ ー の 著作 だ った

と い う 解 釈で あ る 。 内容 数 量 詞に 比 べ て 個体 数 量 詞の 部 分 解 釈が 得 られ

に く い 理 由を 探 る た めに ， 以 下で は 遊 離 数量 詞 と 先行 詞 の 意 味関 係 に注

目 す る 。  
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3.3 .2  遊 離 数量 詞 と 先 行 詞 の意味関係  

 日 本 語 数量 詞 遊 離 文は ， 英 語 部 分 構 造 が表 す 部 分関 係 と 並 行的 な 意味

関係 を 表 すこ と が で き る 。英語 部 分構 造 は第 2 章 で見 た よ う に，以 下に

示す 3 種 類の 部 分 関 係を 表 す ので あ っ た 。  

 

 (24 )  a .  M 部分 構 造  e . g .  two  o f  the  books  （＝ 第 2 章 (32a )）  

    b .  I 部分 構 造  e . g .  two  p ages  o f  the  book  （＝ 第 2 章 (32b )）  

  c .  T 部分 構 造  e . g .  two  cop i es  o f  the  book  （＝ 第 2 章 (32c )）  

 

M 部 分 構 造 は，第 1 名詞（ 句）と第 2 名 詞句 が グ ルー プ・メ ンバ ー の 関

係（ ＝ M 部 分関 係 ） を結 ぶ こ とを 表 す 。 I 部分 構 造 は， 第 1 名詞 句 と第

2 名 詞 句 が 単一 の 個 体と そ の 中身 の 一 部 分の 関 係（ ＝ I 部 分 関係 ）を 結ぶ

こ と を 表 す。 T 部 分 構造 は 第 1 名詞 句 と 第 2 名 詞 句 がタ イ プ ・ト ー ク ン

の 関 係（ ＝ T 部分 関 係 ）を結 ぶ こ とを 表 す。「 タ イプ 」と は 時間 や 空 間に

よ っ て 規 定さ れ な い 抽象 的 な 概念 で ，時 間と 空 間 によ っ て 規 定さ れ る「 ト

ー ク ン 」と 対 立す る（ Lyons  (1977 ) ,  Cal son  (1977b ) ,  Jackendof f  (1983 ) ,  

Kaga  (1991 )な どを 参照 ）。 以 下 では 各 部分 関 係 を表 す 日 本 語数 量 詞 遊離

文を 例 示 する 2 3。  

 ま ず ，M 部分 関 係 を表 す 数 量 詞 遊 離 文 の例 と し て，本 章 冒 頭で 見 た (3 )

                                                   
2 3  日 本 語 部 分 構 造 は ， M 部 分 関 係 ・ I 部 分 関 係 を 表 せ る が ， T 部 分 関 係 は 表 せ な

い （ こ の 点 で す べ て の 部 分 関 係 を 表 せ る 英 語 部 分 構 造 と 異 な る ）。  
 
 ( i )  M 部 分 関 係  
  そ れ ら の 本 の う ち の 2 冊  v s .  t w o  o f  t h e  b o o k s  
 ( i i )  I 部 分 関 係  
  そ の 本 の 2 ペ ー ジ  v s .  t w o  p a g e s  o f  t h e  b o o k  
 ( i i i )  T 部 分 関 係  
 *そ の 本 の 2 冊  v s .  t w o  c o p i e s  o f  t h e  b o o k  
 
日 本 語 で は T 部 分 関 係 が 数 量 詞 遊 離 文 に よ っ て 表 さ れ る（‘ そ の 本 を 2 冊 買 っ た ’）。

部 分 構 造 と 数 量 詞 遊 離 文 が 表 す 部 分 関 係 に つ い て は § 3 . 4 . 4 で 論 じ る 。  
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（ (25 )とし て 再掲 ） が 挙 げ ら れる 。  

 

 (25 )  前を 走 っ てい た 乗 用 車が 2 台 つか ま っ た 。 (= (3 ) )  

 

井上 (1977 ,  1978 )に よれ ば ，こ の文 は 先 行詞 の‘ 前 を走 っ て いた 乗 用 車’

が 3 台 以 上の 乗 用車 の集 合 を 表し ， 遊 離 数量 詞 の ‘ 2 台 ’ が その 部 分 集

合 を 指 す 2 4 , 2 5。  

I 部 分 関 係 を表 す 数 量詞 遊 離 文 と は ， 次 のよ う な 文 で あ る 。  

 

 (26 )  太郎 は ご ま団 子 を 一 口食 べ た 。  

 

遊 離 数 量 詞の‘一 口 ’は 内 容数 量 詞で 一 口に 入 る 分の 量 を 表 す。よ って ，

‘ 一 口 ’ は先 行 詞 の ‘ご ま 団 子’ の 中 身 の一 部 分 を指 し て い る。  

最 後 に ，T 部 分 関 係 を表 す 数 量詞 遊 離 文 を 見 る 。Kaga  (1991 )によ れ ば，

次 の 数 量 詞遊 離 文 に おい て 先 行詞 は タ イ プ解 釈 を 受け ， 遊 離 数量 詞 はそ

の ト ー ク ンを 表 す 。  

 

                                                   
2 4  井 上 ( 1 9 7 7 ,  1 9 7 8 )は ( 2 5 )の M 部 分 関 係 の 解 釈 に し か 言 及 し て い な い が ，T 部 分

関 係 の 解 釈 も あ る こ と に 注 意 す べ き で あ る 。そ の 解 釈 で は ，‘ 前 を 走 っ て い た 乗 用

車 ’ が 車 種 （ タ イ プ ） を 規 定 し ，‘ 2 台 ’ が つ か ま っ た 乗 用 車 （ ト ー ク ン ） を 表 す

（ 実 際 に 前 を 走 っ て い た 車 で な く て も か ま わ な い ）。詳 し く は § 3 . 5 を 参 照 の こ と 。  
2 5  K i m  ( 1 9 9 5 )は 日 本 語 数 量 詞 遊 離 文 の 解 釈 と し て ， ① 「 題 述 解 釈 」 ( r h e m a t i c  
r e a d i n g )，②「 部 分 解 釈 」 ( p a r t i t i v e  r e a d i n g )，③「 包 括 的 強 調 解 釈 」 ( e x h a u s t i v e  
e m p h a s i s  r e a d i n g )， ④ 「 定 言 的 否 定 読 み 」 ( c a t e g o r i c a l  n e g a t i o n  r e a d i n g )の 4
つ が あ る と 主 張 し て い る 。 部 分 関 係 と 密 接 に 関 わ る の は ② と ③ で あ る 。 K i m は 各

読 み が 得 ら れ る 例 と し て 以 下 の 文 を 提 示 し て い る 。  
 
 ( i )  そ の 米 は 一 粒 食 う と 千 人 力 だ 。（ K i m の ( 3 8 )）［ 解 釈 ② ］  
 ( i i )  あ の 悪 者 ど も が 今 度 は み ん な 寄 っ て 来 よ る ぞ 。（ K i m の ( 4 1 )）［ 解 釈 ③ ］  
 
部 分 関 係 の M I T 分 類 に 基 づ く と ， ( i )で は 遊 離 数 量 詞 の ‘ 一 粒 ’ は 先 行 詞 と T 部

分 関 係 を 結 ぶ の に 対 し て ， ( i i )で は 遊 離 数 量 詞 の ‘ み ん な ’ は 先 行 詞 と M 部 分 関

係 （ 比 率 関 係 ） を 結 ぶ 。  



 

91 
 

 (27 )  a .  丸善 は そ の本 を 10 冊仕 入 れ た。（ Kaga の (4a )）  

  b .  花子 が そ の鳥 を 3 羽 飼っ て い る。（ Kaga の (3a )）  

 

(27a)で は ，先 行 詞 の‘ その 本 ’は具 体 的 な本 で は なく ，タ イ トル を 表 す。

こ れ は 時 間的・空 間 的に 規 定 され な い と いう こ と であ り ，‘ その 本 ’は タ

イ プ 名 詞 句 と 見 な さ れ る 。一方 ，遊 離 数 量詞 の‘ 10 冊’はタ イプ 解 釈 さ

れ る 先 行 詞 の ト ー ク ン を 量 化 し て い る 。 (27b )も 同 様 で ，「 そ の 鳥 」 は タ

イ プ 名 詞 句 ，「 3 羽 」が そ の トー ク ン を 表す 。  

 以 上 ，数 量 詞遊 離 文が 3 種 類の 部 分 関 係を 表 せ るこ と を 見 た 。こ れを

踏ま え て ， (23 )（ (28 )と して 再 掲） の 解 釈を 考 え てみ よ う 。  

 

 (28 )  a .  チョ ム ス キー の 本 を 2 冊 読 んだ 。 (= (23a) )  

  b .  チョ ム ス キー の 本 を 100 ペー ジ 読 んだ 。 (= (23b) )  

 

(28a)に お ける 遊 離 数量 詞 と その 先 行 詞 は， T 部分 関 係 もし く は M 部 分

関 係 を 結 ぶ 。す な わ ち ，個体 数 量詞 の‘ 2 冊 ’は ，チ ョ ム ス キー の 本（ タ

イ プ ） の トー ク ン ， もし く は チョ ム ス キ ーの 本 の 集合 （ グ ル ープ ） の部

分 集 合（メ ン バ ー）を表 す 。こ れ に 対し て， (28b )に お け る 遊離 数 量 詞と

そ の 先 行 詞は I 部分 関係 に な る 。す な わ ち ，内 容 数 量詞 の‘ 100 ペ ージ ’

は ， チ ョ ムス キ ー の 本の 中 身 （ の 一 部 分 ） を 表 す 2 6。  

 (28a )が T 部 分 関 係と M 部 分関 係 の どち ら を 表す か は ， 母集 合 の 有無

で 決 ま る 。聞 き 手 が チョ ム ス キー の 著 作 数に つ い ての 知 識 を も つ か ，先

                                                   
2 6  宇 都 宮 ( 1 9 9 5 )は ， ( 2 8 )の 各 文 に お け る 遊 離 数 量 詞 の 働 き に つ い て ， ( 2 8 a )で は

集 合 の 構 成 単 位 と し て の 個 体 の 外 側 で 量 化（「 外 部 量 化 」）が 起 こ っ て い る が ，( 2 8 b )
で は 単 一 個 体 の 内 部 で 量 化 （「 内 部 量 化 」） が 起 こ っ て い る と 主 張 す る 。 外 部 量 化

と 内 部 量 化 の 区 別 は 本 研 究 の M 部 分 関 係 と I 部 分 関 係 の 区 別 に 対 応 す る と 考 え ら

れ る が ， T 部 分 関 係 が ど の よ う に と ら え ら れ る か に つ い て は 定 か で は な い 。  
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行 文 脈 で チョ ム ス キ ーの 著 作 の集 合 が 導 入さ れ て いれ ば ，M 部分 関 係の

解 釈 が 得 られ る が ， それ が な けれ ば T 部 分関 係 の 解釈 に な る 2 7。要 す る

に， M 部 分 関係 の 解 釈は ， T 部分 関 係 の 解釈 で 必 要と さ れ な い， 母 集合

の存 在 を 前提 に す る ため ， 有 標の 解 釈 と 見な さ れ る。  

 (28b )が I 部 分 関 係を 表 し ，遊 離 数 量 詞の‘ 100 ペ ー ジ ’がチ ョ ム スキ

ー の 特 定 の著 作（ 例 えば ， L GB）の 一 部 分を 指 す 読み が 無 標 で，読 んだ

チ ョ ム ス キー の（ 複 数の ）著 作の 総 ペ ー ジ数 が 100 ペ ー ジで ある と い う

解 釈 （ 以下 「 累積 量 解釈 」 と呼 ぶ ）も 可 能だ と 思 われ る 。こ れら の 解 釈

は ，‘ ペ ージ ’の 特 異性 を 示 唆し て い る 2 8。‘ ペ ー ジ ’は ，‘ キ ロ ’など の

単 位 と 違 って 個 別 の 本ご と に 規定 さ れ る 。 1 ペ ー ジが 含 む文 字数 や 単 語

数 は 書 式 によ っ て 変 化す る た め，異 なる 本の ペ ー ジ数 を 比 較 する こ と は

通 常 ， 意味 を なさ な い。 従 って ，何 ペ ー ジか 読 ん だと い う こ とが 表 す 意

味 は ， 特 定 の 本 を 問 題 に す る の が 普 通 で あ る 。 こ の 点 で ，‘ キ ロ ’ の よ

う な 単 位 とは 異 な る 。‘ り ん ご 1 キ ロ’ は， り ん ごの 種 類 ・ 形に 影 響 さ

れ ず ， ま とま り の 量 を表 す こ とが で き る 。  

 以 上 の 考察 か ら，‘ 100 ペ ー ジ’の よう な内 容 数 量詞 の 遊 離 数量 詞 が‘ 2

冊 ’ の よ うな 個 別 数 量詞 の そ れよ り も 部 分解 釈 を 受け や す い と 言 え る 。

た だ し ， 遊離 数 量 詞 の種 類 だ けで 数 量 詞 遊離 文 の 解釈 が 決 ま ると い うこ

と で は な く， 遊 離 数 量詞 の 先 行詞 の 意 味 特性 ， 動 詞の 意 味 特 性も 含 めた

全体 を 見 なけ れ ば 正 しい 解 釈 を導 く こ と がで き な い。 以 下 で は， 遊 離数

                                                   
2 7  部 分 構 造 は ，そ の 構 文 的 機 能 に よ っ て 文 脈 や 聞 き 手 の 百 科 辞 書 的 知 識 に 依 存 せ

ず に 部 分 関 係 （ 構 文 的 部 分 解 釈 ） を 表 す こ と が で き る 。  
 
 ( i )  チ ョ ム ス キ ー の 本 の う ち の 2 冊 を 読 ん だ 。  
 
遊 離 数 量 詞 の‘ 2 冊 ’は タ イ ト ル の 数 を 表 し ，‘ チ ョ ム ス キ ー の 本 ’は 3 冊 以 上 あ

る こ と が 論 理 的 に 含 意 さ れ る 。  
2 8  北 原 ( 1 9 9 6 )は‘ ペ ー ジ ’が 単 位 で は な い も の の ，内 容 数 量 詞 と し て 機 能 す る こ

と を 指 摘 し て い る 。  
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量 詞 の 先 行詞 と 動 詞 の意 味 特 性が ， 数 量 詞遊 離 文 の解 釈 に ど のよ う に影

響 す る か 考察 す る 。  

まず ， 数 量詞 遊 離 文 の解 釈 と 先行 詞 の 意 味特 性 と の相 関 を 見 る 。 先行

詞 の 定 性 によ っ て 遊 離数 量 詞 とし て 許 容 され る 数 量詞 の 種 類 とそ の 解釈

が 影 響 を 受け る 。 内 容数 量 詞 の場 合 か ら 始め よ う 。  

 

 (29 )  a .  太郎 は 夏 休み 中 に 本 を 100 ペー ジ 読 んだ 。  

  b .  太郎 は 夏 休み 中 に そ の本 を 100 ペ ー ジ読 んだ 。  

 

(29a)の よ うに 先 行 詞が 不 定 名詞 の‘ 本 ’で あ る 場合 は ，優 勢の 読 みは 1

冊 の 本 を 100 ペ ージ 読ん だ と いう 状 況 で ある が ，し か るべ き 文脈 が 与 え

ら れ れ ば (28b)と 並 行的 な 累 積量 解 釈 （ 読ん だ 本 の総 ペ ー ジ 数 が 100 ペ

ー ジ で あ ると い う 解 釈）も 可能 で ある 。(29b )の よ う に先 行 詞 を定 名 詞の

‘ そ の 本 ’ に 変 え る と ， 単 一 の 本 を 指 す こ と に な る た め 内 容 数 量 詞 の

‘ 100 ペ ージ ’は そ の本 の 中 身の 量 を 表 す解 釈（ I 部 分解 釈 ）を 受け る 。  

 I 部 分 解 釈 が 得 ら れ る 数 量 詞 遊 離 文 は ， 國 廣 (1980)で も 取 り 上 げ ら れ

て い る 。 國廣 は ， (30a)が 階 段を 構 成す る段 の う ちの 10 段 を上 っ た 状況

を 表 す と 指摘 し て い る。  

 

 (30 )  a .  階段 を 10 段 上っ た。（國 廣  1980）  

  b .  その 階 段を 10 段 上 った 。  

 

(30a )で は 遊 離 数 量 詞 が 内 容数 量 詞 の ‘ 10 段 ’ で ， 先行 詞 は 不 定 名詞 の

‘ 階 段 ’ で あ る が ， I 部 分 関 係 を 表 せ る 。 こ の 読 み は ， 問 題 の 先 行 詞 が

定 名 詞 で あ る (30b )の 読 み と 同 じ で あ る 。 要 す る に ， (30 )に お け る ‘（ そ
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の ）階 段 ’と‘ 10 段 ’の意 味 関係 は ，(29 )に お け る‘（ その ）本 ’と‘ 100

ペ ー ジ ’の そ れと 並 行的 で あ る 2 9。ただ し ，筆 者の 言 語 直感 で は ， (30a )

の よ う に 遊離 数 量 詞 の先 行 詞 が不 定 の 場 合， 文 脈 を整 え れ ば 累積 量 解釈

も得 ら れ る （‘ 健康 のた め 毎 日 階 段 を 50 段上 っ て いる ’）。  

 ま た ， 奥津 (1996b ,  2007 )や 高 見 (1998a ,  1998b )は遊 離 数量 詞が 個 体 数

量 詞 の 場 合 を 取 り 上 げ ， 先 行 詞が 特 定 名 詞句 ・ 不 特定 名 詞 句 かで 遊 離数

量 詞 の 解 釈が 変 わ る と指 摘 し てい る 。 両 氏の 見 解 は， 先 行 詞 が特 定 名詞

句 の 場 合 に遊 離 数 量 詞が 部 分 解釈 を 受 け ると い う もの で あ る 。  

 

 (31 )  a .  僕 は ， り ん ご を 3 つ 食 べ た 。［ 不 特 定 名 詞 句 ］（ 高 見 の (63b )） 

  b .  僕は ， そ のり ん ご を 3 つ 食 べた 。［ 特 定名 詞 句 ］  

（高 見 の (63a)）  

 

(31a)は 食 べた り ん ごの 総 数 が 3 つ であ ると い う 意味 で ，‘ 3 つの り ん ご’

と 並 行 的 な解 釈 を 表 す。 (31b )では 遊 離 数量 詞 と その 先 行 詞 が M 部 分関

係 を 結 ぶ。す な わち ，先 行 詞の‘ その り んご ’は 4 つ 以 上の りん ご の 集

合 と 解 釈 され ， 遊 離 数量 詞 の ‘ 3 つ ’ が その 部 分 集合 を 表 す 3 0。  

                                                   
2 9  國 廣 ( 1 9 8 0 )は ， ( 3 0 a )に 対 応 す る 連 体 数 量 詞 文 （‘ 1 0 段 の 階 段 を 上 っ た ’） が 階

段 の 属 性 （ 階 段 が 1 0 段 で 構 成 さ れ る こ と ） を 表 す と 主 張 し て い る 。 詳 し く は 注

1 8 を 参 照 の こ と 。  
3 0  高 見 ( 1 9 9 8 b )は ，( 3 1 b )の 数 量 詞 遊 離 文 が 部 分 関 係 を 表 す の に 対 し て 対 応 す る 連

体 数 量 詞 文 が ど ち ら も 単 一 の ， り ん ご の 集 合 を 表 す だ け で あ る と 指 摘 し て い る 。  
 
 ( i )  a .  僕 は ， そ の 3 つ の り ん ご を 食 べ た 。  
  b .  僕 は ， 3 つ の そ の り ん ご を 食 べ た 。  
 
高 見 は ( i )の 文 が い ず れ も 部 分 関 係 を 表 さ な い た め ， 数 量 詞 遊 離 文 が 部 分 関 係 を 表

す 表 現 と し て ラ イ セ ン ス さ れ る と 主 張 す る 。 さ ら に ， 高 見 は 英 語 数 量 詞 遊 離 文 を

取 り 上 げ ， ( i i a )が 部 分 関 係 を 表 せ な い の は ， ( i i b )の 部 分 構 造 が そ れ を 表 す た め で

あ る と す る 。  
 
 ( i i )  a .  *  T h e  s t u d e n t s  h a v e  t h r e e  f a i l e d  t h e  t e s t .  
  b .  T h r e e  o f  t h e  s t u d e n t s  h a v e  f a i l e d  t h e  t e s t .  
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高 見 は 言 及し て い な いが ， (31b )に は M 部分 関 係 に加 え て ， T 部 分関

係 の 解 釈 もあ る こ と に注 意 し なけ れ ば な らな い 。す なわ ち ，先行 詞 の‘そ

の り ん ご ’ は ， 種 類 を 表 す タ イ プ 名 詞 句 と し て 解 釈 で き る 。 そ の 場 合 ，

‘ そ の り んご ’ と は ，り ん ご の種 類 を 表 し， 遊 離 数量 詞 は 食 べた り んご

（ ト ー ク ン） の 数 を 表す 。  

(32a)の よ うに 遊 離 数量 詞 の 先行 詞 が 不 定名 詞 の‘ 本 ’の場 合は ，漠 然

と タ イ プ を表 す 。つ まり ，母 集 合 の前 提 がな く ，読 ん だ本 の 総数 が 2 冊

で あ る と いう 解 釈 で ある 。  

 

 (32 )  a .  太郎 は 夏 休み 中 に 本 を 2 冊 読 んだ 。  

  b .  *  太郎 は 夏 休み 中 に そ の本 を 2 冊読 ん だ 。  

 

(32a)で は 遊 離 数 量 詞 の 部 分 解 釈 が 得 ら れ に く い 。 (28a )で ‘ チ ョ ム ス キ

ー の 本 ’ をチ ョ ム ス キー の 著 作の 集 合 と とら え ， 聞き 手 の 知 識や 文 脈上

の前 提 が あれ ば 遊 離 数量 詞 の 部分 解 釈 が 可能 で あ るこ と と 対 照的 で あ る。

この 違 い は ， (32a )の‘ 本 ’が 表 す 集合 が世 界 中 に存 在 す る 本の 集 合 を指

し ， そ の 部分 集 合 を 問題 に す るこ と は 通 常， 意 味 がな い た め であ る と考

え ら れ る 3 1。  

                                                                                                                                                     
本 研 究 は ， ( 3 1 b )に 対 応 す る 部 分 構 造 と し て 次 の 文 を 想 定 す る （ § 3 . 2 を 参 照 ）。  

 
 ( i i i )  僕 は ， そ の り ん ご の う ち の 3 つ を 食 べ た 。  
 
こ の 対 応 関 係 が 正 し い と す れ ば ，高 見 の 理 由 づ け で は ( 3 1 b )が 誤 っ て 排 除 さ れ て し

ま う 。な お ， ( 3 1 b )の よ う な 数 量 詞 遊 離 文 と ( i i i )の よ う な 部 分 構 造 は ど ち ら も 部 分

関 係 を 表 す が ， そ れ ぞ れ の 論 理 的 含 意 は 必 ず し も 同 じ で な い こ と を § 3 . 4 で 示 す 。 
3 1  本 の 関 連 語 彙 で 明 確 な 集 合 を 表 す も の に 集 合 名 詞 の‘ 蔵 書 ’が あ る 。次 の 例 で

は ， 遊 離 数 量 詞 は 部 分 解 釈 に な る 。  
 
 ( i )  太 郎 は 夏 休 み 中 に 蔵 書 を 2 冊 読 ん だ 。  
 
‘ 蔵 書 ’ が 個 人 の も の か ， 図 書 館 な ど の 公 共 施 設 の も の か は 文 脈 に よ る が ， い ず

れ に し て も ‘ 蔵 書 ’ は 本 の 集 合 を 指 す た め ， 遊 離 数 量 詞 の ‘ 2 冊 ’ は 部 分 解 釈 を
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 (32b )  の よ う に 遊 離 数 量 詞 の 先 行 詞 が 定 の 場 合 は 容 認 さ れ な い 。 こ れ

は ，遊 離数 量 詞 と先 行詞 が M 部分 関 係 と T 部 分関 係 のい ず れも 結 べ ない

こ と に よ る。ま ず，遊離 数 量 詞と 先 行 詞 の間 に M 部分 関 係 が 成 立 し ない

のは ，‘ そ の本 ’が 単 一の 本 を 指し ，か つ 遊離 数 量 詞が 複 数 の 本を 指 す た

め で あ る 。ま た ， 遊 離数 量 詞 と先 行 詞 は ，動 詞 の ‘読 む ’ の 意味 特 性の

ため に T 部 分 関係 を 結ぶ こ と もで き な い 。こ の動 詞 は タイ プ に対 す る 行

為 を 表 す ため ，‘ 2 冊 読む ’と 言 えば 2 つ のタ イ ト ルを 読 む こ とを 含 意す

る。一 方で ， (32b)で は遊 離 数 量詞 の 先 行 詞 が‘ その 本 ’な の でタ イ ト ル

は 1 つに な る （‘ そ のり ん ご ’と ‘ そ の 本’ の 指 示特 性 の 違 いに つ いて

は ， §3 .4 .2 で 論 じ る ）。 結 果 と し て ， 遊 離 数 量 詞 と 先 行 詞 が 意 味 的 に 整

合 し な い （同 一 タ イ プに 対 す る行 為 は ‘ 回’ で 表 す ）。  

 た だ し ， (32b )の 動詞 を‘ 読 む ’か ら‘ 買う ’に 変 える と ，次 に 示 す よ

う に 容 認 性が 回 復 す る。  

 

 (33 )  太郎 は 夏 休み 中 に そ の本 を 2 冊買 っ た 。  

 

こ の 文 法 対立 は ，‘ 買う ’ と ‘読 む ’ の 語彙 特 性 の違 い に 由 来す る 。‘ 買

う ’は ト ーク ン に対 する 行 為 を表 せ る。つま り ，‘ 2 冊 買う ’とは 必 ず し

も 2 タ イ トル で あ る 必要 は な く ，同 一 タ イト ル を 2 冊 買 う こ と で あ って

もよ い 。従 っ て，先 行詞 が‘そ の 本’で タイ ト ルが 1 つ に 限 定さ れ て も

意 味 的 に 整合 す る 3 2。  

 こ こ で 注 目 す べ き は ， (28a )に お い て ‘ チ ョ ム ス キ ー の 本 ’ と ‘ 読 む ’

が (32b )の よう な 意 味的 な 矛 盾 を 起 こ さ ない こ と であ る。こ の事 実 は，‘チ

                                                                                                                                                     
受 け る 。  
3 2  英 語 の r e a d / b u y に も 日 本 語 の ‘ 読 む ・ 買 う ’ と 並 行 的 な 語 彙 特 性 の 対 立 が 認

め ら れ る （ 第 2 章 ( 3 3 )に 対 す る 説 明 を 参 照 ）。  
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ョ ム ス キ ーの 本 ’と‘そ の 本’の 表 すタ イプ の 数 が違 う こ と を 裏 づ け る。

す な わ ち，‘ そ の本 ’は指 示 詞 によ っ て タイ プ の 数が 1 つ に なる が ，‘ チ

ョ ム ス キ ーの 本 ’ は タイ ト ル の数 が 1 つに 限 定 され な い 。 結果 と し て，

‘ 2 冊 読 む ’の よ う な複 数 タ イト ル を 問 題に す る 表現 と の 整 合性 に 差が

生 じ る 。  

 ‘ そ の本 ’の よ う な定 名 詞 はタ イ プ 解 釈を 受 け ると 1 タ イ トル の 本を

指 す が ， 大 木 (1987 )は 次 の 文 に お い て ‘ そ の マ ン ガ の 本 ’ が 複 数 の 巻 か

ら な る マ ンガ シ リ ー ズを 指 せ ると 指 摘 し てい る 。  

 

 (34 )  その マ ン ガの 本 を 3 冊読 み な さい 。（大 木の (51b )）  

 

大木 (1987 )は (34 )に 部分 解 釈 があ る と 主 張す る 。すな わ ち，‘そ の マ ンガ

の本 ’は，例 えば 10 巻か ら な るシ リ ー ズ もの を 指 し，遊 離数 量詞‘ 3 冊’

が そ の 一 部分 を 指 す 3 3。  

 遊 離 数 量 詞 の 先 行 詞 の 意 味 解 釈 が 数 量 詞 遊 離 文 の 解 釈 に 影 響 す る こ

とは ，加藤（重 ）(2003)の 観 察で も 裏づ けら れ る（「  」は 発 話を 表 す）。  

 

 (35 )  「昨 日 ，何し て た ?」「本 屋 に 行っ て ，前 から 欲 し かっ た 本 を 2 冊

買っ て ， それ か ら 家 でテ レ ビ を見 な が ら ごろ ご ろ して た 」  

（加 藤 の第 7 章 (199 )）  

 

                                                   
3 3  ( 3 4 )の 動 詞 を ，次 の よ う に‘ 買 う ’で 置 き 換 え る と ， M 部 分 関 係 の 解 釈 に 加 え

て ， T 部 分 関 係 の 解 釈 も 可 能 と な る 。  
 
 ( i )  そ の マ ン ガ の 本 を 3 冊 買 い な さ い 。  
 
‘ そ の マ ン ガ の 本 ’ を タ イ プ 名 詞 句 と し て 解 釈 し ， 遊 離 数 量 詞 の ‘ 3 冊 ’ で そ の

ト ー ク ン を 指 す 読 み も 可 能 で あ る 。  
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第 2 文 の‘ 前 か ら欲 しか っ た 本を 2 冊 買 って ’は，数 量詞 遊 離文 で 遊 離

数量 詞 ‘ 2 冊’ と そ の 先 行 詞 ‘前 か ら 欲 しか っ た 本’ の 意 味 関係 に つい

て， 加 藤 は次 の よ う に述 べ て いる （ 丸 数 字付 き の 下線 部 は 筆 者）。  

 

少 な く と もそ れ （‘ 前か ら 欲 しか っ た 本 ’） は 2 冊 以上 で あ るこ と は

わ か る が ，何 冊 か は 特定 で き ない 。 ① 欲 しい と 思 って い た 10 冊 の本

の う ち の 2 冊 と い う 可能 性［ が］あ り，また ，② 欲 しい と 思 って い た

2 冊を い ず れも 買 っ た の か も しれ ず ， 特 定は 不 可 能で あ る 。  

（加 藤 （ 重） 2003 :461）  

 

本 研 究 の 分析 に 基 づ くと ，(35 )の 第 2 文 にお い て 遊離 数 量 詞（‘ 2 冊’）

と 先 行 詞（‘ 前 か ら 欲し か っ た本 ’）は ，M 部 分関 係か T 部 分関 係 の いず

れ か に な るは ず で あ る 。M 部分 関 係 の場 合 ，遊離 数 量 詞と 先 行詞 が グ ル

ー プ と そ のメ ン バ ー の関 係 に なる の で 下 線部 ① の 解釈 が 得 ら れ る 。 この

読み は M 部 分 構 造 を用 い た 文（‘ 前か ら欲 し か った 本 の う ちの 2 冊を 買

っ て ， …’） の 読み に ほ ぼ 等 しい 3 4。  

T 部 分 関 係の 場 合 ， 遊離 数 量 詞 の 先 行 詞 がタ イ プ 解釈 を 受 け ，遊 離数

量 詞 が そ の ト ー ク ン を表 す 。 つま り ， (35 )の 第 2 文は 購 入 し た 2 冊 の本

が 以 前 か ら欲 し か っ た本 で あ った と い う 解釈 と な り， 下 線 部 ②の 解 釈 が

得 ら れ る 。加藤 は 欲 しか っ た 本が 必 然 的 に 2 タ イ トル 以 上 に なる と して

い る が ，実 際 には 欲 しか っ た 本が 1 タ イ トル で あ って も，そ のト ー ク ン

を 2 冊 購 入す る こ と は可 能 で ある（ つ ま り，‘ そ の 欲 し か っ たそ の 本を 2

冊 買 っ た ’と 同 義）。例 え ば 1 冊 を 保 存用 に し て， も う 1 冊 を 読書 用 に

                                                   
3 4  英 語 部 分 構 造 で も 同 様 の 制 約 が 見 ら れ る 。 例 え ば ， t w o  o f  t h e  b o o k s  I  w a n t e d  
に お い て ， 第 2 名 詞 は 少 な く と も 3 冊 以 上 の 本 の 集 合 で あ る こ と を 論 理 的 に 含 意

す る 。 欲 し い 本 が 2 冊 だ け な ら t h e  t w o  b o o k s  I  w a n t e d と し な け れ ば な ら な い 。 
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す る と い う文 脈 で あ れば ， 以 前か ら 欲 し かっ た 本 （ 1 タ イ ト ル） を 2 冊

買 う と い う解 釈 は 可 能で あ る 。  

 こ れ ま で 遊 離 数 量 詞 の 先 行 詞 の 意 味 特 性 が 数 量 詞 遊 離 文 の 解 釈 に 影

響 す る こ とを 見 た 。 先行 詞 が 定名 詞 の 場 合， 特 定の 個 体（ も しく は そ の

集 合 ）を 指 すの で ，遊離 数 量 詞が 個 体 数 量詞 の 場 合は M 部 分関 係 が 成立

し ， 遊 離 数量 詞 が 内 容数 量 詞 の場 合 は I 部分 関 係 が成 立 す る 。先 行 詞が

不 特 定 名 詞 の 場 合 も し く は タ イ プ 名 詞 （ 句 ） と し て 解 釈 さ れ る 場 合 は ，

遊 離 数 量 詞の M 部 分関 係 の 解釈 は 得 ら れな い 。  

数 量 詞 遊 離 文 に お け る 遊 離 数 量 詞 と 先 行 詞 の 意 味 関 係 は ， 日 英 語 の

（ 疑 似 ）部分 構 造 に おけ る 第 1 名 詞（ 句 ）と第 2 名詞（ 句 ）の意 味 関係

と基 本 的 に 並 行 的 で ある 。英語 部 分構 造 では ，第 2 名 詞句 の 定性 に よ っ

て 部 分 構 造と 疑 似 部 分構 造 が 区別 さ れ る 。第 2 名 詞 がは だ か 名詞 の 場合

（ 例 え ば a  group  o f  men）は 疑 似 部分 構 造に な り ，句 全 体 で 1 つ の 集合

を 表 す 。こ れ に 対し て，第 2 名 詞句 が 定 名詞 の 場 合（ 例 え ば a  group  o f  the  

men） は 部 分 構造 と なり ， 第 1 名 詞 句は 第 2 名 詞 句を 母 集合 とす る 部 分

集 合 を 表 す。  

日 本 語 で は， §3 .2 .3 で見 た よ うに ‘ A ノ B’ 形 式が 部 分 構 造 に な る か

ど う か は ， 数 量 表 現 (Q)と 限 定 さ れ る 名 詞 (N )の 相対 的 な 位 置 関 係 に 依 存

する 。‘ 30 人の 児 童 ’の よ う な ‘ Q ノ N’形 式 は 部分 関 係 を 表さ ず ， 句

全体 で 1 つの 集 合 を 指す（ ただ し，第 1 名詞 が‘大 半’の よ うな 比 率的

数 量 詞 で あれ ば ，語 彙的 部 分 解釈 が 得 ら れる ）。一方 ，‘ 団地 の児 童 の（ う

ちの ） 30 人 ’ のよ うな ‘ N ノ（ ウ チ ノ ） Q’ 形 式 で は ， 第 1 名詞 （ 句）

と第 2 名 詞（ 句 ） が 部分 関 係 を結 ぶ 。  

日 英 語 の 部分 構 造 に は部 分 構 造制 約 が 課 され る 。 すな わ ち ， 全体 に相

当す る 要 素（ 英 語で は第 2 名 詞句 ，日本 語で は 第 1 名 詞 句）が定 の 解 釈
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を受 け な けれ ば な ら ない 。 こ れを 数 量 詞 遊離 文 の 場合 に 適 用 する と ， 遊

離 数 量 詞 と先 行 詞 と の間 に 部 分 関 係 が 成 立す る た めに は 先 行 詞が 定 の解

釈を 受 け なけ れ ば な らな い ， とい う こ と にな る 。 これ ま で の 考察 か ら ，

数 量 詞 遊 離文 が 部 分 解釈 を 受 ける た め に は， 先 行 詞が 部 分 構 造制 約 を満

た さ な け れば な ら な いと 言 え る 。  

遊 離 数 量 詞 文 の 部 分 解釈 と 先 行詞 の 定 性 は密 接 に 関わ る が ， 数量 詞の

種 類 に よ って 先 行 詞 の定 性 が 影響 さ れ る 場合 が あ る 。第 2 章 §2 .1 と 本章

§3 .2 で 述 べ た よう に ，比 率 的 数量 詞 （ 英 語 の mos t や 日本 語 の‘ ほ と ん

ど ’ な ど ）が 遊 離 数 量詞 に な ると ， そ の 前提 性 に よっ て 先 行 詞 が 定 の解

釈を 受 け る 。 長 谷 川 (1994 )は ， 数 量詞 を 「個 数 Q」・「 単 位 Q」に 分 類 す

る こ と で ，個 体 数 量 詞・ 内 容 数量 詞 の 違 いを と ら えて い る が ，さ ら に個

数 Q と し て も単 位 Q と し ても 機 能 する「割 合 Q」（ 比 率的 数 量詞 に 相 当）

を仮 定 し てい る 。  

 

 (36 )  a .  学生 が 10 人 出席 し た。  ［個 体 数 量詞 ］（長 谷川 の (20 )）  

  b .  学生 が す べて 出 席 し た。  ［割 合 数 量詞 ］（長 谷川 の (19 )）  

 (37 )  a .  お金 を 千 円出 し た 。  ［内 容 数 量詞 ］（長 谷川 の (22 )）  

  b .  お金 を 半 分出 し た 。  ［割 合 数 量詞 ］（長 谷川 の (21 )）  

 

遊 離 数 量 詞 が 基 数 的 数 量 詞 で あ る (36a ) (37a )で は ， 遊 離 数 量 詞 の 部 分 解

釈 が 得 ら れ な い が ， 遊 離 数 量 詞 が 比 率 的 数 量 詞 で あ る (36b ) (37b )で は 遊

離 数 量 詞 が部 分 解 釈 にな る 。 先行 詞 の ‘ 学生 ・ お 金’ は は だ か名 詞 で定

の解 釈 を 受け な い の で， 単 独 で母 集 合 を 表さ な い はず で あ る が， 比 率的

数 量 詞 の 先行 詞 に な ると ， (36b )の‘ 学生 ’は クラ ス や 学年 な どの 学 生 の

集 合 と し て解 釈 さ れ ，そ の 構 成メ ン バ ー 全員 が 出 席し た と 解 釈さ れ る。
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また ， (37b )では‘ お 金 ’は手 持 ち のお 金 のよ う な 一定 額 の お 金と し て 解

釈 さ れ ， その う ち の 半分 を 出 した と い う 解釈 に な る。  

(28 )の 考 察 で 述 べ た よ う に ，‘ チ ョ ム ス キ ー の 本 ’ と 遊 離 数 量 詞 の ‘ 2

冊 ’ の 意 味関 係 は ， T 部分 関 係が 無 標 で あ る （ M 部 分関 係 を 得 る に は，

文 脈 の 調 整や 聞 き 手 の百 科 辞 書的 知 識 が 必要 と な る ）。ま た ，遊離 数 量詞

が‘ 100 ペ ージ ’ の よう な 内 容数 量 詞 の 場合 は ， 先行 詞 の ‘ チョ ム スキ

ー の 本 ’ との 意 味 関 係は I 部 分 関係 が 無 標で あ る 。比 率 的 数 量詞 が ‘チ

ョ ム ス キ ーの 本 ’ を 先行 詞 と する 遊 離 数 量詞 に な る 場 合 は ど うだ ろ う。  

 

 (38 )  チョ ム ス キー の 本 を 半分 読 ん だ。  

 

こ の 文 の 無標 の 解 釈 は ， (28b )の 解釈 と 並行 的 で ある 。す な わち ，あ る チ

ョ ム ス キ ーの 著 作 の 半分 を 読 んだ と い う 解釈 で あ る。 聞 き 手 にチ ョ ムス

キ ー の 著 作数 の 知 識 があ る か ，チ ョ ム ス キー の 著 作の 母 集 合 があ ら かじ

め 与 え ら れれ ば ，M 部分 関 係 の解 釈 も 可 能で あ る。た だ し，(28b )と 違 っ

て T 部分 関 係 の解 釈は 得 ら れな い 。‘ チョ ム ス キー の 本 ’ を タ イ プ 名詞

句と 見 な し た 場 合 ， その ト ー クン 全 体 の 個数 は 問 えな い （ タ イプ は 時間

的・空 間 的に 規 定 さ れな い た め）。結 果 とし て ，遊離 数 量 詞 の‘ 半 分 ’も

意 味 を な さな く な っ てし ま う 。  

 次 に ， 数量 詞 遊 離 文の 解 釈 が 述 語 の 意 味特 性 の 影響 を 受 け るこ と を示

す。 遊 離 数量 詞 は 動 詞句 の 構 成素 な の で 動詞 と 密 接な 関 係 を もつ 。 以下

では ，「創 造 動詞 」の‘ 掘 る ’を 例 に し て，遊 離 数量 詞 と そ の先 行 詞 の意

味 関 係 が 動詞 の 語 彙 特性 に よ って 影 響 さ れる こ と を 示 す 。  

中右 (1989 )は，‘地 面に 穴 を 掘る ’につ いて 次 の よう に 述 べ てい る 。地

面 は 掘 る とい う 行 為 が遂 行 さ れる 以 前 に ，あ ら か じめ 存 在 し てい る のに
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対 し て ， 穴の ほ う は その 行 為 が遂 行 さ れ た結 果 と して 存 在 す るに 至 る。

中 右 は 「 既存 性 」 と いう 概 念 によ っ て ， 述語 の 表 す行 為 （ ひ いて は その

行 為 を 含 み込 ん だ 状 況） が 生 じる ま え に 実体 が 存 在し て い る かど う かに

注 目 し い る。  

中 右 分 析 に基 づ い て ，次 の 数 量詞 遊 離 文 を 見 よ う 。  

 

 (39 )  a .  太郎 は 地 面に 穴 を 2 つ掘 っ た 。  

  b .  太郎 は 地 面に 穴 を 30 セン チ 掘 った 。  

 

ど ち ら の 文で も 地 面 は〈 ＋ 既 存的 〉 で あ り， 穴 は 〈－ 既 存 的 〉 に な る 。

遊 離 し た 個体 数 量 詞‘ 2 つ ’お よ び 内容 数 量詞‘ 30 セ ンチ ’と 先行 詞‘穴 ’

は， ど の よう な 意 味 関係 を 結 ぶだ ろ う か 。穴 が 〈 －既 存 的 〉 であ る とい

う こ と は ，前 提 性 を もた な い こと に 等 し い 。 従 っ て ， 先 行 詞 ‘穴 ’ は遊

離 数 量 詞 に 対 す る 全 体 と し て は 解 釈 さ れ な い 。 (39a )の ‘ 穴 ’ と ‘ 2 つ’

は M 部 分関 係 で は なく ， T 部分 関 係を 結ぶ 。 す なわ ち ，‘ 穴’ は タ イプ

名 詞 と し て解 釈 さ れ ，そ の ト ーク ン を‘ 2 つ’が 表 す。一 方，(39b)の‘ 30

セ ン チ ’ は先 行 詞 の ‘穴 ’ の トー ク ン で はな い 。 先行 詞 は 不 定名 詞 であ

る た め 内 容数 量 詞 は 掘っ た 穴 の深 さが 30 セン チ であ る こ と を表 す だけ

で ， そ れ が部 分 で あ るこ と は 含意 し な い 。 つ ま り，‘ 30 セ ン チの 穴 を掘

っ た ’ と ほぼ 同 じ 意 味で 解 釈 され る 。   

次 に ， 遊 離 し た 個 体 数量 詞 ・ 内容 数 量 詞 の先 行 詞 が限 定 詞 を 伴う 場合

を見 よ う 。  

 

 (40 )  a .  太郎 は 地 面に そ の 穴 を 2 つ 掘 った 。  

  b .  ? ?  太郎 は 地 面に そ の 穴 を 30 セ ン チ 掘っ た 。  



 

103 
 

(40a)で は‘ その 穴 ’と‘ 2 つ ’は 依然 とし て T 部 分 関係 で ある 。こ の 場

合 ， 穴 の 種類 （ 形 状 や深 さ な ど） が あ ら かじ め 決 まっ て お り ，同 じ 種類

の穴 を 2 つ 掘っ た とい う 解 釈に な る 。 (40b)は す わり が 悪 い。 §3 .3 の 分

析 に 基 づ けば ，‘そ の穴 ’ と ‘ 30 セ ン チ’ の 意 味関 係 は I 部分 関 係 にな

るは ず で ある が ，こ の場 合‘ そ の穴 ’は あら か じ め存 在 し な いた め ，‘ そ

の 30 セ ン チの 深 さ の穴 ’ と 同義 か ， せ いぜ い 最 終的 な 穴 の 深さ の 一部

分が 30 セ ン チで あ ると い う 解釈 に な る と思 わ れ る。  

 創 造 動 詞は 目 的 語 の前 提 性 がな い た め ，前 提 性 を要 求 す る 比率 的 数量

詞 と 整 合 しな い 。  

 

 (41 )  a .  *  太郎 は 地 面に 穴 を す べて 掘 っ た。  

  b .  *  太郎 は 地 面に 穴 を 半 分掘 っ た 。  

 

(41a)は 遊 離数 量 詞 とし て 比 率的 数 量 詞 の‘ すべ て ’を 含む が ，先行 詞 の

‘ 穴 ’の存 在 が 前提 にな ら な いた め ，遊 離数 量 詞は M 部 分 関係 を 表 さ な

い 。 (41b )は 遊 離 数 量 詞 と し て 比 率 的 数 量 詞 の ‘ 半 分 ’ を 含 む 。 § 3 .2 .3

で見 た よ うに ，こ の 数量 詞 は M 部 分 関 係ま た は I 部 分 関係 を表 す 特 性を

も つ が ， M 部分 解 釈 は (41a )の‘す べ て ’と 同 じ 理由 で 得 ら れな い 。 I 部

分 解 釈 に つい て は，‘ 穴 ’が 存 在 して お らず ，ど の よう な 穴 なの か（ 深 さ

な ど ） 定 まっ て い な いた め す わり が 悪 い 3 5。  

                                                   
3 5  次 の よ う に ( 4 1 )に 含 ま れ る ‘ 穴 ’ を 定 名 詞 に 変 え ， か つ 副 詞 句 ‘ 地 面 に ’ を 削

除 す る と 容 認 性 が 回 復 す る 。  
 
 ( i )  a .  太 郎 は そ の 穴 を す べ て 掘 っ た 。  
  b .  太 郎 は そ の 穴 を 半 分 掘 っ た 。  
 
目 的 語 の ‘ そ の 穴 ’ の 存 在 が 前 提 と な り ， 遊 離 数 量 詞 は 母 集 合 に 対 す る 太 郎 の 掘

っ た 穴 の 割 合 を 表 す 。 具 体 的 に は ， ( i a )で は M 部 分 解 釈 ， ( i b )で は M 部 分 解 釈 と

I 部 分 解 釈 が 得 ら れ る 。 解 釈 上 は ， ( i )の 各 文 は 次 の 文 と 同 義 に な る 。  
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以 上 ， 本 節で は 数 量 詞遊 離 文 が創 造 動 詞 を含 む 場 合に つ い て 考察 し た。

創 造 動 詞 の対 象 は あ らか じ め 存在 し な い ため ， そ れを 先 行 詞 とす る 遊離

数 量 詞 は，先 行 詞と M 部 分 関係 で はな く ，T 部 分 関係 を 結 ぶ と 主 張 し た。  

 

3.3 .3  ま と め  

本 節 で は ，数 量 詞 遊 離文 の 解 釈の 決 定 要 因に つ い て考 察 し た 。数 量詞

遊 離 文 の 解釈 は ， 遊 離数 量 詞 の種 類 ， 遊 離数 量 詞 の先 行 詞 の 指示 対 象，

動 詞 の 意 味特 性 の 相 関に よ っ て 決 ま る 。 まず ， 数 量詞 遊 離 文 が部 分 解釈

を も つ か どう か は ，遊離 数 量 詞の 先 行 詞 の定 性 に 依存 す る こ とを 示 し た。

さ ら に ，同 じ 基数 的 数量 詞 で も，内容 数 量詞（‘ 200 ペ ー ジ’など ）の ほ

うが ，個 体数 量 詞（‘ 2 冊 ’な ど ）よ り も 部分 解 釈 が得 ら れ や すい と 主 張

し た 。 遊 離数 量 詞 が 個体 数 量 詞の 場 合 は ，文 脈 や 聞き 手 の 百 科辞 書 的知

識 に 依 存 しな け れ ば 遊離 数 量 詞の 部 分 解 釈は 得 ら れな い 。 遊 離数 量 詞が

比 率 的 数 量詞 の 場 合 は， 比 率 的数 量 詞 の 前提 性 に よっ て 母 集 合が 決 まる

の で 部 分 解 釈 が 得 ら れ る が ， I 部 分 関 係 が 無 標 の 解 釈 と な る 。 最 後 に ，

創 造 動 詞 を取 り 上 げ ，動 詞 の 語彙 特 性 が 数量 詞 遊 離文 の 解 釈 に影 響 する

こ と を 示 した 。 創 造 動詞 は 目 的語 の 存 在 を前 提 に しな い た め ，遊 離 数量

詞 が 個 体 数量 詞 の 場 合は M 部 分関 係 で はな く ，T 部分 関 係 にな る と 主張

した 。  

                                                                                                                                                     
 ( i i )  a .  太 郎 は （ 地 面 に 掘 っ て あ る ） そ れ ら の 穴 に つ い て  す べ て 掘 っ た 。  
  b .  太 郎 は （ 地 面 に 掘 っ て あ る ） そ の ／ そ れ ら の 穴 に つ い て  半 分 掘 っ た 。 
 
こ れ ら の 例 で は ‘ そ の ／ そ れ ら の 穴 ’ が 〈 ＋ 既 存 的 〉 で あ る こ と に 注 意 し な け れ

ば な ら な い 。主 節 動 詞‘ 掘 っ た ’は 通 常 の 創 造 動 詞 と 異 な り ，〈 ＋ 既 存 的 〉な 対 象

を と っ て い る こ と に な る 。 こ の こ と と ， ( i )に お い て 副 詞 句 ‘ 地 面 に ’ を 削 除 し な

け れ ば な ら な い こ と は 密 接 に 関 係 す る 。 す な わ ち ， 定 名 詞 ‘ そ の ／ そ れ ら の 穴 ’

は か っ こ に 示 し た よ う に 存 在 場 所 が す で に 指 定 さ れ て い る た め ， 主 節 動 詞 ‘ 掘 っ

た ’ に つ い て 新 た に 存 在 場 所 の 指 定 を す る こ と は で き な い の で あ る 。 創 造 動 詞 が

( i )の よ う に 「 再 述 的 」 に 用 い ら れ た 場 合 ， 通 常 の 創 造 動 詞 と 異 な る 特 性 を 示 す こ

と に 注 意 し な け れ ば な ら な い 。  
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3.4  数量詞遊離文と連体数量詞文 3 6  
 

本節 は ， (42a)  (42b )にそ れ ぞ れ例 示 さ れ る数 量 詞 遊離 文 と 連 体数 量詞

文 を 解 釈 の観 点 で 比 較す る 。  

 

 (42 )  a .  昔あ る 所 に［ 子 豚 ］ が［ 3 匹 ］ 住ん で い まし た 。  

  b .  昔あ る 所 に［ 3 匹 の 子豚 ］ が 住ん で い ま した 。  

（奥 津  1996a ,  1996b ,  2007）  

 

生 成 文 法 理論 に 基 づ く 初 期 の 日本 語 研 究 で は ，Pos ta l  (1974 )に代 表 され

る ， 英 語 数量 詞 遊 離 文の 数 量 詞移 動 分 析 を 踏 襲 し て ， (42 )の 2 つ の文 を

数量 詞 の 移動 に よ っ て 関 連 づ ける 分 析 が 見ら れ た 3 7。  

(42a)の よ うに 遊 離 数量 詞 の 先行 詞 が 不 定名 詞 の とき は ，‘ 子豚 ’と‘ 3

匹 ’は 部 分 関 係を 結 ばず ， (42b )に 含ま れる‘ 3 匹 の 子 豚 ’と ほ ぼ 同 じ意

味 に な る 。し か し ， 複数 の 実 証的 研 究 に よっ て 数 量詞 遊 離 文 と連 体 数量

詞 文 が 意 味的 に 異 な る場 合 が ある こ と が 示さ れ た 。本 節 で は 数量 詞 遊離

文と 連 体 数量 詞 文 の 解釈 の 違 い， 数 量 詞 遊離 文 と 部分 構 造 の 表す 部 分関

係 の 違 い ，数 量 詞 遊 離文 の 変 異形 （ N QC 型） につ い て 論 じ る。  

                                                   
3 6  本 節 は 田 中 ( 2 0 1 0 a )に 大 幅 な 加 筆 修 正 を 行 っ た も の で あ る 。  
3 7  数 量 詞 遊 離 文 と は ， 一 般 に ( 4 2 a )の よ う に 遊 離 数 量 詞 ( Q )が 先 行 詞 ( N )と 格 助 詞

( C )よ り も う し ろ に 生 じ る N C Q 型 の 文 を 指 す が ， 次 の よ う に Q が N と C の 間 に

生 じ る 文（ N Q C 型 ）や Q が N と C よ り も ま え に 生 じ る 文（ Q N C 型 ）も 変 異 形 と

し て 認 め ら れ る （ 型 の 名 称 は 奥 津 の 一 連 の 研 究 で 用 い ら れ て い る も の ）。  
 
 ( i )  a .  昔 あ る 所 に 子 豚 3 匹 が 住 ん で い ま し た 。  ［ N Q C 型 ］  
  b .  昔 あ る 所 に 3 匹 子 豚 が 住 ん で い ま し た 。  ［ Q N C 型 ］  
 
奥 津 ( 1 9 9 6 a ,  1 9 9 6 b ,  2 0 0 7 )は ， N C Q 型 が N Q C 型 か ら 派 生 す る と 分 析 す る （ 例 え

ば ， ( i a )は ( 4 2 a )の 基 底 文 に な る ）。し か し ，言 語 デ ー タ を 詳 細 に 検 討 す る と ，N C Q
型 と N Q C 型 が 必 ず し も 同 一 解 釈 に な ら な い こ と が わ か る（ 詳 細 に つ い て は § 3 . 4 . 4
の 議 論 を 参 照 ）。 な お ， 表 記 の 簡 略 化 の た め ， 本 研 究 は 「 数 量 詞 遊 離 文 」 を N C Q
型 に 用 い ，そ の ほ か の 型 の 構 文 に 言 及 す る と き は「 N Q C 型 の 数 量 詞 遊 離 文 」の よ

う に 型 の 名 称 を 用 い る 。  
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本 節 の 構 成は 以 下 の とお り で ある 。 §3 .4 .1 は数 量 詞 遊離 文 と 連体 数 量

詞文 の 機 能の 違 い に つい て 考 察す る 。 §3 .4 .2 で は ，数 量 詞 が 限定 す る名

詞 が 定 の 場合 に 2 つ の構 文 が 示す 解 釈 の 違い を 見 る 。さ らに ， §3 .4 .3 は

数 量 詞 遊 離文 と 部 分 構造 が 表す T 部分 関 係 を 比 較 する 。§3 .4 .4 では ，部

分 構 造 が 表 す T 部 分 関係 の 解 釈と 数 量 詞 遊離 文 が 表 す T 部 分 関係 の 解釈

の 違 い を 見る 。最 後 の §3 .4 .5 で は，‘ 子 豚 3 匹 が（ 住 ん でい た）’の よ う

な NQC 型 と ‘ 子豚 が 3 匹 （ 住 んで い た ）’ の よう な NCQ 型 の違 い に つ

いて 考 察 す る 。  

 

3.4 .1  数 量 詞遊 離 文 と 連 体 数量詞文の機能  

数 量 詞 遊 離文 と 連 体 数量 詞 文 は ，互 い に 異な る 事 態を 表 す こ とが 知ら

れ て い る 。 具 体 的に は ， 連 体 数量 詞 文は 「集 合 読 み」 と 「個 別読 み 」 を

表し ， 数量 詞 遊 離文 は個 別 読 みの み を 表 す。 例 えば ， 次の 連 体数 量 詞 文

と 数 量 詞 遊離 文 を 比 べて み よ う。  

 

 (43 )  a .  昨日 こ こに 5 人 の 学 生が テ ン トを 張 っ た 。  

  b .  昨日 こ こ に学 生 が 5 人テ ン ト を張 っ た 。  

 

(43a)は 5 人の 学 生 が 1 つ の グル ー プ を なし て い て， 全 員 で 1 つ のテ

ン ト を 張 った と い う 解釈（ 集 合 読み ）と 5 人の 学 生 が個 別 に テン ト を張

っ た と い う解 釈（ 個 別読 み ）と で 曖昧 で ある 。これ に 対し て ， (43b )は 個

別 読 み し か表 さ な い 。つ ま り ，学 生 の 数 とテ ン ト の数 が 同 じ にな る 3 8。  

                                                   
3 8  生 成 文 法 理 論 で は 集 合 読 み と 個 別 読 み の 違 い を 数 量 詞 の 「 相 対 ス コ ー プ 」

( r e l a t i v e  s c o p e )の 問 題 と 位 置 づ け て き た （ M a y  ( 1 9 7 7 ,  1 9 8 5 )な ど を 参 照 ）。 K a g a  
( 1 9 8 7 )は ，相 対 ス コ ー プ に 基 づ く ア プ ロ ー チ で は 数 量 詞 a l l と e a c h が 取 る ス コ ー

プ の 違 い や 動 詞 句 削 除 に 関 す る 事 実 を 正 し く 説 明 で き な い こ と を 指 摘 し ， 代 案 と

し て 「 イ ベ ン ト 理 論 」 ( E v e n t  T h e o r y )を 提 案 し て い る 。  
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 ‘ テ ント を 張 る ’と いう 述 語 は ，結果 指 向性 を も つ（ c f .  加 賀 (1995 :340 )

の注 4） た め， 集 合 読み で は 事態 発 生 が 同時 に な り ， 個 別 読 みで は 事態

発 生 が 非 同時 に な る 。ただ し，（ 非 ）同 時 性が 集 合 読み・個 別 読み の 区別

と 常 に 一 致す る わ け では な い こと に 注 意 しな け れ ばな ら な い 。  

加 賀 (1992 ,  1995 )は 英語 に お いて 常 に 個 別解 釈 を 要求 す る every と 数

量詞 遊 離 文が 同 時 発 生的 な 事 態を 指 せ る と指 摘 し てい る 3 9。  

 

 (44 )  a .  Every  man le f t  the  room { i n  a  group /separa te l y } .  

（加 賀 (1995 )の (16b )）  

  b .  The  men  a l l  l e f t  the  room { in  a  group /separa te ly } .  

（加 賀 (1995 )の (16c )）  

 

副詞 句 in  a  group /s epara te ly が ，(44a )では E very  man と 整合 し ，(44b)

で は 遊 離 数量 詞 al l と整 合 す るこ と か ら ， 個 別 読 みと は 問 題 とな る 個体

の 1 つ 1 つに つ いて 述語 の 表 す事 態 が 生 じる こ と であ っ て ，それ が 同 時

に 発 生 す るか ど う か とは 独 立 して い る こ と が 裏 づ け ら れ る 。 日本 語 数量

詞 遊 離 文 にお い て も ，英 語 と 並行 的 な 事 実が 観 察 され る 。  

 

 (45 )  昨日 こ こ に学 生 が 5 人｛ 一 緒 に／ 個 別 に ｝来 た 。  

 

学生 が 来 ると い う 事 態 は ， そ の生 起 が 同 時 か ， 個 別 か を 問 わ ず ， 1 人ひ

                                                   
3 9  加 賀 は ， e v e r y と 同 じ く 個 別 読 み を 要 求 す る e a c h が （ 非 ） 同 時 性 に つ い て 対

照 的 な 振 る 舞 い を 示 す こ と を K r o c h  ( 1 9 7 4 )の 例 を 引 用 し て 述 べ て い る 。  
 
 ( i )  S i m u l t a n e o u s l y,  { e v e r y / ? ? e a c h }  m a n  l e f t  t h e  r o o m .  ( K r o c h  1 9 7 4 )  
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と り に つ いて 成 立 し てい る の で， い ず れ も個 別 読 みと な る 4 0。  

加 藤 （ 重 ） (2003 )は ， 認 知 言 語 学 的 な 観 点 か ら 数 量 詞 遊 離 文 と 連 体 数

量 詞 文 で は数 量 に 関 して 個 体 認識 の 違 い があ る と 主張 す る 。 加藤 に よれ

ば ， 遊 離 数量 詞 は 「 離散 的 認 知」 を 表 し ，連 体 数 量詞 は 「 集 合的 認 知」

を 表 す と いう 。 離 散 的認 知 と は「 有 機 的 連関 性 を 持た な い 複 数の （ ある

い は 一 定 量の ） 存 在 と見 る 捉 え方 」 を 指 し， 集 合 的認 知 と は 「有 機 的連

関 の あ る 集合 と 捉 え る認 知 の 仕方 」 を 指 す。 加 藤 は こ れ ら の 認識 の 違い

に 基 づ い て 次 の 文 法 対立 を 説 明す る 。  

 

 (46 )  私の 研 究 室に は パ ソ コン が 2 台あ る 。  

  a .  今朝 ， その 2 台 の パ ソコ ン が 突然 故 障 し た。  

（加 藤 の 第 7 章 (175 )）  

  b .  *今 朝 ，そ の パ ソ コン が 2 台突 然 故 障 した 。  

（加 藤 の 第 7 章 (176 )）  

 

第 1 文 で パソ コ ン が 2 台 あ るこ と が 述 べら れ ，そ のパ ソ コ ンを 集 合 的に

認 知 す る 根拠 が 与 え られ て い る 。よ っ て ，第 2 文 では (46a )の 連体 数 量詞

は 許 容 さ れる が ， (46b)の 遊 離数 量 詞は 容認 さ れ ない 4 1。  

                                                   
4 0  矢 澤 ( 1 9 8 5 )は ，次 の 対 に お い て ，  5 人 の 学 生 が 同 時 に 来 た と い う ( i a )の 読 み を

「 同 時 量 読 み 」 と 呼 び ， 問 題 の 学 生 が 個 別 に 来 た と い う ( i b )の 読 み を 「 達 成 量 読

み （ 分 配 読 み ）」 と 呼 ん で 区 別 す る 。  
 
 ( i )  a .  昨 日 こ こ に 5 人 の 学 生 が 来 た 。  
  b .  昨 日 こ こ に 学 生 が 5 人 来 た 。  
 
達 成 量 読 み は 事 態 の 複 数 性 も 含 意 す る ， と 矢 澤 が 述 べ て い る こ と か ら 2 つ の 読 み

が （ 非 ） 同 時 性 に 基 づ い た 区 別 で あ る こ と が 伺 え る 。 ま た ， 北 原 ( 1 9 9 6 )は ， 問 題

の 事 態 に 関 わ る 個 体 が グ ル ー プ を な し て い る 状 況 （ 例 え ば ， 3 人 組 み の 学 生 ， 2
人 組 み の 学 生 ， 1 人 の 学 生 が そ れ ぞ れ 別 な 時 点 で 訪 れ た 状 況 ） を 指 す 読 み を 「 中

間 読 み 」 と 呼 ん で い る 。 加 賀 ( 1 9 9 2 ,  1 9 9 5 )の 分 析 に 基 づ く と ， こ れ ら の 読 み は す

べ て 個 別 読 み に 分 類 さ れ る 。  
4 1  加 藤（ 重 ） ( 2 0 0 3 )は‘ そ の パ ソ コ ン が 2 台 と も 突 然 故 障 し た ’の よ う に 遊 離 数
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反 対 に ， 次の 例 が 示 すよ う に ， 集 合 的 認 知の 根 拠 なし に 連 体 数量 詞を

用 い る と 容認 性 が 低 下す る （「  」 は 発 話 を表 す ）。  

 

 (47 )  a .  *  「 5 個 の り んご が 欲 しい ん で すが 。」  （加 藤 の 第 7 章 (169 )）  

   b .  「り ん ごが 5 個 欲 し いん で す が。」  （加 藤 の 第 7 章 (170 )）  

 

青 果 店 で りん ご を 購 入す る 場 面で は ，先 行文 脈 な しに (47a )のよ う に 連体

数 量 詞 を 用い た 場 合 ，集 合 的 認知 の 根 拠 が共 有 知 識に 存 在 し ない た め不

自 然 と な る。 逆 に (47b)の よ うに 遊 離数 量詞 を 用 い た 発 話 は 容 認 さ れ る 。 

集 合 的 認 知と 離 散 的 認知 の 区 別 を 踏 ま え ，定 名 詞 句と 遊 離 数 量詞 の 意

味関 係 を 考え て み よ う。  

 

 (48 )  a .  その 3 本 の鉛 筆 を 買 う。  （加 藤 の第 7 章 (202 )）  

   b .  その 鉛 筆を 3 本 買 う 。  （加 藤 の第 7 章 (203 )）  

 

加 藤 に よ れば ， (48a )で は 指 示詞 の‘ そ の ’は名 詞 句‘ 3 本 の鉛 筆 ’全 体

を 定 名 詞 化し て お り ， (48b)で は 遊離 数 量詞 の 先 行詞 で あ る‘ 鉛 筆 ’の み

を 定 名 詞 化し て い る 。加 藤 は (48a)の 定 名詞 句 の ‘そ の 3 本 の鉛 筆 ’ は，

不 定 名 詞 句の ‘ 3 本 の鉛 筆 ’ と同 様 ， 集 合的 認 知 の根 拠 が 必 要で あ ると

                                                                                                                                                     
量 詞 に 副 助 詞 ‘ と も ’ を 付 加 す る と 容 認 性 が 回 復 す る と 指 摘 し て い る 。 加 藤 は ，

副 助 詞 を 伴 っ た 数 量 詞 を 「 数 量 詞 句 」 と 呼 び ， 一 般 的 な 遊 離 数 量 詞 か ら 区 別 す べ

き で あ る と 主 張 し て い る 。 そ の 根 拠 と し て ， 一 般 に 遊 離 数 量 詞 の 先 行 詞 に な れ な

い カ ラ 句 に 副 助 詞 の ‘ 以 上 ’ を 加 え る と 容 認 さ れ る こ と を 挙 げ て い る 。  
 
 ( i )  a . ? ? ?目 標 金 額 を 達 成 す る に は ， 教 官 が 全 員 寄 付 し ， そ の 上 ， 学 生 か ら 2 0

名 集 め な け れ ば な ら な い 。（ 加 藤 の 第 7 章 ( 4 8 )）  
  b .  目 標 金 額 を 達 成 す る に は ，教 官 が 全 員 寄 付 し ，そ の 上 ，学 生 か ら 2 0 名

以 上 集 め な け れ ば な ら な い 。（ 加 藤 の 第 7 章 ( 4 7 )）  
 
副 助 詞 に よ っ て 焦 点 構 造 が 変 化 す る の は 明 白 で ， 数 量 詞 遊 離 文 そ の も の の 機 能 と

は 区 別 し て 論 じ ら れ る べ き だ ろ う 。  
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し ， (48b )の 定名 詞 句の‘ そ の 鉛 筆 ’は 種類 の み が指 定 さ れ ると 述 べ てい

る 。 次 の 例で は こ れ らが 満 た され な い た め容 認 性 が低 下 す る 。  

 

 (49 )  その 文 房 具店 に は 10 本し か 鉛 筆が な か った 。*私は その 3 本 の鉛

筆を 買 っ た。  

 

こ の 例 で は，第 1 文 で‘ 10 本 の 鉛 筆’が 集合 的 認 知の 根 拠 を 与え ら れ

る が ， 第 2 文 の 連体 数量 詞 の ‘ 3 本 ’ は 問題 に す る数 量 が 異 なる た め ，

容 認 さ れ ない 。  

 

3.4 .2  定 名 詞句 を 先 行 詞 と する遊離数量詞  

§3 .3 で 遊 離 数 量 詞 の 種 類 と 数 量 詞 遊 離 文 の 解 釈 の 対 応 関 係 に つ い て

論 じ た 。 遊 離 数 量 詞 が 内 容 数 量 詞 の 場 合 ， (29b )（ (50a)と し て 再 掲 ） が

示 す よ う に先 行 詞 と の 意 味 関 係が I 部 分 関係 に な るの に 対 し て， 遊 離数

量 詞 が 個 体数 量 詞 の 場合 ， (33 )（ (50b )と して 再 掲）が 示 すよ うに ，先行

詞と の 意 味関 係 は T 部分 関 係 にな る 。  

 

 (50 )  a .  太郎 は 夏 休み 中 に そ の本 を 100 ペ ー ジ読 んだ 。 (= (29b ) )  

  b .  太郎 は 夏 休み 中 に そ の本 を 2 冊買 っ た 。 (= (33) )  

 

た だ し ， (31b )（ (51a)と し て 再 掲 ） に つ い て は ， 遊 離 数 量 詞 の 先 行 詞

が 指 示 詞 の‘ そ の ’ を伴 っ て いる 点 で (50b)と 同 様で あ るが ，  T 部 分 関

係 の 解 釈 だけ で な く ， M 部 分 関 係の 解 釈 も可 能 で ある 。  

 

 (51 )  a .  僕は ， そ のり ん ご を 3 つ 食 べた 。 (= (31b) )  
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  b .  僕は ， そ のり ん ご を 3 つ 買 った 。  

 

M 部 分 関 係 の 場 合 ，‘ そ の り ん ご ’ が 特 定 の り ん ご の 集 合 を 指 し ， そ の

部 分 集 合 を遊 離 数 量 詞の‘ 3 つ ’が 指 す こと に な る 。また ， (50b)と 動詞

を そ ろ え た (51b )を 考え て も ，や は り T 部分 関 係 と M 部 分 関係 の 解 釈 が

得 ら れ る 4 2。  

(50b)と (51a ,b )が M 部分 関 係 の 解 釈 の 有 無 に つ い て対 照 的 な のは ，本

と り ん ご がと も に モ ノ名 詞 で あっ て も ， その 認 識 のさ れ 方 が 異な る ため

であ る と 考え ら れ る 。 我 々 は 本を タ イ ト ルに よ っ て区 別 し て おり ， タイ

ト ル が 異 なる 本 を 別 なタ イ プ とし て 認 識 する が ， 品種 の 異 な る り ん ごは

違う タ イ プと し て も ，同 じ タ イプ と し て も見 る こ とが で き る 。こ の 抽象

化 の 違 い が‘ そ の本 ’と‘ その り ん ご’の 指 示 特 性 に 影 響 す る。例 え ば，

机 の 上 に タイ ト ル の 異な る 本が 3 冊 あ る 状況 に お いて ，そ の 3 冊の 本を

‘ そ の 本 ’で 指 す こ とは で き ない 。‘そ の本 ’ は 1 つ のタ イト ル に 特定

さ れ て し まう 。一 方 ，テ ー ブル の 上に 品 種の 異 な るり ん ご が 3 個 あ る状

況 で そ の 3 個 の り ん ごを‘ そ の り んご ’で指 す こ とは 可 能 で ある 。こ の

場 合 ， 品 種が 捨 象 さ れた り ん ごを 表 す （ もち ろ ん ， 3 個 の り んご の うち

の 1 つ を‘ そ の りん ご’で 指す こ と も可 能 で あ る ）。要す る に，‘そ の り

んご ’は 2 つの タ イ プ解 釈（ 品 種 を捨 象 した も の とし な い も の ）を許 す

                                                   
4 2  筆 者 の 言 語 直 感 で は ，( 5 1 b )よ り も ( 5 1 a )の ほ う が M 部 分 関 係 の 解 釈 を し や す い 。

こ れ は 語 用 論 的 な 要 因 に よ る と 思 わ れ る 。 物 を 買 う と き は ， 限 定 品 や 骨 董 品 な ど

を 除 き ， 一 般 に 在 庫 数 が 問 題 に さ れ な い 。 よ っ て ， 動 詞 が ‘ 買 う ’ の ( 5 1 b )で は ，

母 集 合 が 想 定 さ れ に く く ，結 果 と し て T 部 分 関 係 の 解 釈 が 優 勢 に な っ て い る と 考

え ら れ る 。一 方 ， ( 5 1 a )の‘ そ の り ん ご ’は ，例 え ば 食 卓 に あ っ た も の と ら え る の

が 自 然 な の で ，母 集 合 を 想 定 し や す く ，結 果 と し て M 部 分 関 係 の 解 釈 に な る と 考

え ら れ る 。 な お ， 次 の 文 は 動 詞 が ‘ 食 べ る ’ に な っ て い る が ， T 部 分 関 係 の 解 釈

が 優 勢 に な る 。  
 
 ( i )  僕 は ， レ ス ト ラ ン で そ の ス テ ー キ を 2 枚 食 べ た 。  
 
レ ス ト ラ ン で 料 理 を 注 文 す る よ う な 状 況 で は （ 限 定 メ ニ ュ ー の 場 合 を 除 き ） 料 理

の 母 集 合 が 想 定 さ れ る こ と は な い か ら T 部 分 関 係 の 解 釈 に な る 。  
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が ，‘ その 本 ’は 1 つの タ イ プ解 釈（ タ イト ル ）しか 許 さ な い。従 っ て，

(50b)は T 部 分 関係 の解 釈 の みに な り ， (51 )は T 部 分関 係 と M 部 分 関係

の 解 釈 を もつ 4 3。  

加 藤（ 重 ） (2003 )は ，‘ 3 個 の りん ご を買 う ’の よ う な連 体 数 量詞 文 は

あ ら か じ め 3 個 の り んご を 1 つの 集 合 と して 見 な せ る よ う な 前提 が 必要

で ，そ の 前 提 がな い 場合 は‘ り ん ごを 3 個買 う ’の よ うな 数 量詞 遊 離 文

が 用 い ら れる と 主 張 する 。 要 する に ， 数 量詞 遊 離 文 の ほ う が 無標 で ，一

定 の 前 提 が与 え ら れ ると 連 体 数量 詞 文 が 用い ら れ ると い う こ と で あ る。  

大 木 (1987 )は ， 集 合 と 見 な す 前 提 が 与 え ら れ て い る に も か か わ ら ず ，

数 量 詞 遊 離文 を 用 い ると 容 認 性が 低 下 す ると 指 摘 して い る 。  

 

 (52 )  昨日 ， 母 がケ ー キ を 2 個 買 って 来 た。（大 木 の (19 )）  

  a .  *今 日 ，私 は そ の ケー キ を 2 個 食 べ て しま っ た 。  

  b .  今日 ， 私 はそ の ケ ー キを 1 個 食べ て し ま った 。  

 

第 1 文 で 2 個 の ケ ー キ を 1 つ の集 合 と 見 なす 集 合 的認 知 の 根 拠が 与 えら

れ て い る 。(52a )の よ うに 数 量 詞遊 離 文 を 用い る と ，母集 合を 1 つの ま と

まり と と らえ る の で はな く ， 再度 個 別 の 個体 と と らえ る こ と にな る 。こ

れ に 対 し て，(52b)で は遊 離 数 量詞 が 母 集 合の 部 分 集合 を 表 し てい る 。こ

の 文 法 対 立は ，数 量 詞遊 離 文が M 部 分 関係 を 表 す場 合 ，遊 離数 量 詞（数

詞 の 場 合 ） は 真 部 分 集合 （ 母 集合 よ り も 小さ い 元 をも つ 集 合 ）を 表 さな

け れ ば な らな い こ と を示 し て いる 。  

 (52a )の すわ り の 悪さ は ， 次の 文 の そ れに 等 し い。  

                                                   
4 3  あ と で 見 る よ う に ，M 部 分 関 係 の 解 釈 は 実 は ，T 部 分 関 係 の 解 釈 か ら 推 論 さ れ

た も の で あ る 。 品 種 の 異 な る 3 個 の り ん ご を 抽 象 化 す る と き ， 時 間 ・ 空 間 と の つ

な が り が 完 全 に は 断 ち 切 ら れ な い た め ， 母 集 合 の 想 定 が で き る 。  
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 (53 )  昨日 ， 母 がケ ー キ を 2 個 買 って 来 た 。  

  ?*今日 ， 私は そ の 2 個の ケ ー キを 2 個 食 べて し ま った 。  

 

(52a)の‘そ の ケー キ’は (53 )の‘ その 2 個の ケ ー キ’に 対 応す る 。つ ま

り， 遊 離 数量 詞 ‘ 2 個’ の 先 行詞 は 個 体 解釈 と な る。 結 果 と して ， 遊離

数 量 詞 が 表す ト ー ク ンと 重 複 して し ま う 4 4。  

 加 藤 分 析に よ る と ，数 量 詞 遊離 文 と 連 体数 量 詞 文と で は ， 前者 が 個体

の 数 量 を はじ め に 導 入す る 構 文で ， 後 者 が導 入 さ れた 数 量 的 まと ま りを

受 け る 構 文と い う こ とで あ る が， 数 量 詞 の種 類 も 考慮 さ れ な けれ ば なら

な い 。 大 木 (1987 )や 加 藤 （ 重 ） (2003 )は 基 数 的 数 量 詞 の 場 合 を 取 り 上 げ

てい る い るが ， 比 率 的数 量 詞 はそ の 語 彙 特性 上 ， 限定 す る 名 詞の 存 在を

前 提 と す る 。 例 え ば ， (52a ) (53a)の 遊 離 基 数 詞 ‘ 2 個 ’ を ‘ す べ て ・ 半

分 ’な ど で置 き 換え る と ，‘ そ の（ 2 個 の ）ケ ー キ をす べ て食 べて し ま っ

た ’ の よ うに 容 認 性 が回 復 す る。 数 量 詞 遊離 文 に 比率 的 数 量 詞が 生 じた

場 合 は ， 数量 が は じ めて 導 入 され る の で はな く ， あら か じ め 導入 さ れた

先 行 詞 の 集合 に 対 す る割 合 を 表す 。こ の 場合 ，‘ 2 個 の ケ ーキ ’は個 の レ

ベ ル を 表 し，‘ すべ て・半 分 ’は 量の レ ベル を 表 す（こ の よ うに 単 一 文に

2 つ の 数 量表 現 が 生 じる 場 合 につ い て は ， 第 6 章 §6 .3 で考 察す る ）。 な

お ， 個 体 の存 在 を 導 入す る 提 示文 と 母 集 合を 前 提 とす る 比 率 的数 量 詞 は

意 味 的 に 整合 し な い （‘ *昔 あ る所 に 子 豚 が み ん な 住ん で い ま した ’）。  

 本 節 の 冒頭 で 部 分 構造 が 表 す部 分 関 係 と数 量 詞 遊離 文 の そ れ が 意 味的

                                                   
4 4  ( 5 2 a ) ( 5 3 )は ， 遊 離 数 量 詞 に 副 助 詞 の ‘ と も ’ を 添 え る と 容 認 性 が 回 復 す る 。  
 
 ( i )  今 日 ， 私 は そ の （ 2 個 の ） ケ ー キ を 2 個 と も 食 べ て し ま っ た 。  
 
副 助 詞 の‘ と も ’は‘ す べ て ’と 同 義 な の で‘ 2 個 と も ’は 普 遍 数 量 詞 的 に な り ，

結 果 と し て 遊 離 数 量 詞 が 真 部 分 集 合 を 表 さ な く て も よ く な る の と 考 え ら れ る 。 副

助 詞 を 伴 っ た 数 量 詞 の 特 性 に つ い て は ， 注 4 1 も 参 照 の こ と 。  
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に並 行 的 であ る と 述 べた が ， 両 形 式 の 機 能が 同 じ か と 問 わ れ れば ， 類似

性 が あ る もの の 同 じ では な い と答 え な く ては な ら ない 。 こ の こと を 確認

す る た め に， 次 の 例 を考 え て みよ う 。  

 

 (54 )  a .  缶に 入 っ てい た ド ロ ップ の う ち の 2 個 を 食 べ た 。［ 部 分 構 造 ］ 

  b .  缶に 入 っ てい た ド ロ ップ を 2 個食 べ た。［数 量 詞 遊離 文 ］  

  c .  缶に 入 っ てい た 2 個 のド ロ ッ プを 食 べ た 。［ 連 体数 量 詞 文］  

 

(54a )は 部 分 構 造 を 含 み ，第 1 名 詞句 ‘ 缶 に 入っ て い た ド ロ ッ プ ’は 3

つ 以 上 で なけ れ ば な らな い 。 (54c )の‘ 2 個の ド ロ ップ ’は 関 係節 に よ っ

て 限 定 さ れ て お り ，定の 解 釈 にな る（缶 の中 に ド ロッ プ は 2 個し か な い）。

(54b)の 数 量詞 遊 離 文は ，遊離 数 量詞 の 先行 詞 の‘ 缶 に入 っ てい た ド ロッ

プ ’が 定 の解 釈 を 受 ける た め ， §3 .3 の 考 察に 基 づ くと ，遊 離 数量 詞 と先

行詞 は T 部 分 関係 で はな く ，M 部 分関 係 を結 ぶ と 予測 す る 。実際 ，筆 者

の 言 語 直 感で は ，缶 の中 に ま だド ロ ッ プ が残 っ て いる よ う に 感じ ら れ る。 

 興 味 深 い こ と に ， (54 )の 各 文 に ‘ 缶 は 空 に な っ た ’ と い う 文 を 続 け る

と 次 の よ う な 文 法 対 立 が 観 察 さ れ る （ #は 前 節 と 後 節 の 論 理 関 係 が 矛 盾

す る こ と を表 す ）。  

 

 (55 )  a .  #  缶に 入 っ てい た ド ロ ップ の う ちの 2 個 を 食べ る と ，缶 は 空 に

なっ た 。  

  b .  缶に 入 っ てい た ド ロ ップ を 2 個食 べ る と ，缶 は 空 にな っ た 。  

  c .  缶に 入 っ てい た 2 個 のド ロ ッ プを 食 べ る と，缶 は空 に な った。 

 

(55a ) で は 部 分 構 造 が 表 す 意 味 と 後 節 の 内 容 が 意 味 的 に 矛 盾 す る が ，
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(55c )で は 連体 数 量 詞 を 含 む‘ 2 個 の ド ロッ プ ’は後 節 の 内 容と 意 味 的に

矛 盾 し な い。この 事 実は ，部分 構 造が 2 つの 集 合 の部 分 関 係 を表 す の に

対 し て ， 連体 数 量 詞 によ っ て 限定 さ れ る 名詞 は 単 一の 集 合 を 表す こ とを

踏ま え る と論 理 的 に 導か れ る 。(55b )で は 数量 詞 遊 離文 の 解 釈 と後 節 の内

容 は 意 味 的に 矛 盾 し ない 。こ の こと か ら 数量 詞 遊 離文 の M 部分 関 係 の解

釈は キ ャ ンセ ル で き るこ と が わか る 。  

(55 )の 文 法 対 立 は ， 部 分 構 造 と 数 量 詞 遊 離 文 の 意 味 特 性 の 違 い を 示 唆

して い る。部 分構 造 は構 文 的 に 部 分 関 係 を 表 す た め，第 1 名 詞句 が 表 す

個体 数 は（ 数 量表 現 を含 ん で いな か っ た とし て も ）第 2 名 詞 のそ れ よ り

も大 き い と解 釈 さ れ る。こ れと 対 照 的に ，数 量 詞遊 離 文 が表 す M 部 分 関

係は キ ャ ンセ ル が 可 能で あ る 。こ の 事実 は，数 量詞 遊 離 文の M 部分 関 係

が 構 文 的 に 導 か れ る もの で な いと 仮 定 す れば 説 明 がつ く 。 具 体的 に は，

数 量 詞 遊 離文 が 表 し うる 部 分 関係 は T 部 分関 係 で あ り ，M 部 分関 係 の 解

釈は 推 論 によ っ て 語 用論 的 に 得ら れ る も のな の で キャ ン セ ル でき る とい

う 見 立 て であ る 。 こ の根 拠 と して 小 早 川 (1997 )の 事 実 観察 に 注目 す る 。  

小早 川 は ，日 本 語 数 量詞 遊 離 文に お い て ，遊 離 数 量詞 の 先 行 詞が 指示

詞‘ そ の ／そ れ ら の ’を 伴 う とき ， そ の 単複 の 区 別が タ イ プ の数 に 対応

す る こ と を指 摘 し て いる 。  

 

 (56 )  a .  その ペ ンを 3 本 く だ さい 。  

  b .  *  それ ら の ペン を 3 本 くだ さ い 。  

  c f .  それ ら の ペン を 3 本 ずつ く だ さい 。  

 

(56a )で は 遊 離 数 量 詞 の 先 行 詞 ‘ そ の ペ ン ’ が 特 定 の タ イ プ を 表 し ，‘ 3

本’ が そ のト ー ク ン の数 を 表 して い る 。 指示 詞 に よっ て 限 定 され る のは
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個 体 で は なく ，タ イ プで あ る こと に 注 意 すべ き で ある 。(56b )のよ う に 先

行 詞 が 複 数形 の 指 示 詞‘ そ れ らの ’ を 伴 う と ， タ イプ の 数 が 複数 に なる

た め ，遊離 数 量 詞‘ 3 本’で はタ イ プ ご との ト ー クン の 数 を 指定 で き ず，

容 認 性 が 低 下 す る と 考 え ら れ る 4 5。 小 早 川 は ， 遊 離 数 量 詞 ‘ 3 本 ’ に 副

助 詞 の ‘ ずつ ’ を 添 える と 容 認性 が 逆 転 す る こ と を指 摘 し ， タイ プ の数

に応 じ た 本数 が 指 定 され る た め で あ る と 主張 す る 。 こ の 事 実 が意 味 する

のは ， 遊 離数 量 詞 の 先行 詞 が 定名 詞 の 場 合で も ， 依然 と し て タイ プ 解釈

を 受 け ， 遊離 数 量 詞 はそ の ト ーク ン 数 を 表す と い う こ と で あ る。  

こ れ ま で の分 析 で は ，タ イ プ を時 間 的 ・ 空間 的 に 規定 さ れ な いも のと

定 義 し て きた が ， 新 たに 時 間 ・空 間 か ら 完全 に は 切り 離 さ れ ない よ うな

タ イ プ を 認め る 必 要 があ る 。先 に 述べ た りん ご の 例で 言 え ば ，‘ そ の りん

ご ’と いう 表 現 に は ，①品 種 を 特定 す る タ イプ 解 釈 と② 品 種 を 捨象 し た，

時 間 ・ 空間 と 一定 の つな が り をも つ タ イ プ 解 釈 ，の 2 つが あ る と 仮 定 す

る 。そ し て ，M 部 分 関係 の 解 釈は ② の タ イプ 解 釈 から 語 用 論 的に 推 論さ

れて い る と考 え る 。  

 こ の 仮 定の も と で (54b)を 再 考す る と ，数量 詞 遊 離文 が 表 す 部分 関 係は

T 部 分 関 係と い う こ とに な る 。す な わ ち ，‘ 缶 に入 っ てい た ドロ ッ プ ’は

タ イ プ 解 釈を 受 け ， その ト ー クン を 遊 離 数量 詞 ‘ 2 個’ が 表 す 。 遊 離数

量詞 と 先 行詞 と の 間 に M 部 分 関係 が 読 み取 れ る のは ，タ イ プ 解 釈 を 受け

る 名 詞 （ ＝先 行 詞 ） が特 定 の 空間 に 存 在 する 個 体 であ る た め ， 遊 離 数量

詞 と の 関 わり に よ っ て 母 集 合 が 想 起 で き る た め で ある と 考 え られ る 。 な

お， 推 論 によ っ て 導 かれ た M 部 分 関係 の解 釈 は キャ ン セ ル でき る の で ，

(55b)の よ うに 第 2 節と し て M 部 分 関 係を 打 ち 消す 記 述 が 続い て も 問題

                                                   
4 5  ( 5 6 b )を M 部 分 関 係 の 解 釈 （ 例 え ば ， 4 本 以 上 あ る ペ ン の う ち の 3 本 を 買 っ た

状 況 ） で 用 い る こ と も で き な い 。  
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は生 じ な い 。  

 §3 .3 で は (23a )（ (57a )と し て 再掲 ）の 解釈 は T 部 分 関係 の 解釈 が 無 標

で ，文 脈 の 調整 や 聞 き手 の 百 科辞 書 的 知 識に よ って M 部 分 関係 の 解 釈 が

得 ら れ る と 主 張 し た 。  

 

 (57 )  a .  チョ ム ス キー の 本 を 2 冊 読 んだ 。 (= (23a) )  

  b .   *そ れ らの チ ョ ムス キ ー の 本 を 2 冊 読ん だ 。  

   c f .  そ れ らの チ ョ ム スキ ー の 本の う ち の 2 冊 を 読ん だ 。  

 

(57b)は ，遊 離 数 量 詞の 先 行 詞が 指 示 詞‘そ れ ら’を 伴 う が ，容 認 され な

い。つ ま り ，3 つ 以 上の タ イ トル の う ち の 2 つ を 読ん だ と い う M 部 分関

係の 解 釈 （つ ま り ， タイ ト ル 数の 部 分 関 係） を 表 すこ と が で きな い と い

う こ と で ある 。従っ て，(57a )で M 部分 関係 の 解 釈が 得 ら れ るの は ，(57a )

の‘ チ ョ ム スキ ー の 本 ’を 定 表 現 に 読 み 換え て い るの で は な く，‘ 2 冊（読

んだ ）’で 表 され る タ イト ル の 数と 文 脈 や 百科 辞 書 的知 識 の 情 報を 対 比し

て M 部 分 関係 を 推 論し て い る た め で あ る と 考 え られ る 。  

ま た ， 井 上 (1977 ,  1978)が M 部 分 関 係 の 解 釈 を も つ と 指 摘 し た (25 )

（ (58 )と し て 再 掲 ） を 再 考 す る と ， そ の 解 釈 が 実 は 語 用 論 的 に 導 か れ て

いた と い うこ と に な る。  

 

 (58 )  前を 走 っ てい た 乗 用 車が 2 台 つか ま っ た 。 (= (25 ) )  

 

この 文 の 無標 の 解 釈 は T 部分 関 係 の解 釈で ，‘前 を 走 って いた 乗 用 車’

が タ イ プ 解 釈 を 受 け ， 遊 離 数 量 詞 ‘ 2 台 ’ が そ の ト ー ク ン を 表 す 。 (58 )

が 用 い ら れる 状 況 と して 次 の 2 つ が 考 え られ る 。  
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 状 況 ①  つか ま った 2 台 の 乗 用車 は ， つか ま る 以 前に 前 を 走っ て い た 。  

 状 況 ②  つか ま っ た 2 台 の 乗用 車 は ，前 を 走 っ てい た 乗 用車 と 同 じ 車種

だっ た 。  

 

状況 ① は 井上 が 指 摘 した 解 釈 で，‘ 前 を 走っ て い た 乗 用 車 ’は車 種 が 捨象

さ れ ， そ の空 間 に あ った ど の 乗用 車 も 指 しう る 。 状況 ② は ‘ 前を 走 って

いた 乗 用 車 ’ は 車 種 （タ イ プ ） を 特 定 す る表 現 と 見な さ れ る （こ の 解釈

に つ い て は 次 節 で 詳 し く 論 じ る ）。 §3 .3 で は 状 況 ① の ‘ 乗 用 車 ’ の 解釈

を個 体 解 釈 と 見 な し た。 し か し， 遊 離 数 量詞 の 先 行詞 が タ イ プ解 釈 を受

ける と い う 本 節 の 仮 定に 基 づ く と ， 状 況 ①に お け る‘ 乗 用 車 ’ も ま たタ

イプ 名 詞 と 見 な さ な けれ ば な らな い 。 そ のよ う に 分析 す れ ば ， (58 )の M

部 分 関 係 の 解 釈 が 義 務 的 で な い こ と も 自 然 に 説 明 で き る 4 6。 な お ， (5 8 )

に M 部 分 関係 が 認 めら れ る の は ，状 況 ① に 限 ら れる こ と に 注意 す べ きで

あ る 。 状 況 ② で は ，‘ 乗 用 車 ’ は つ か ま っ た 2 台 の 車 種 を 表 す た め ， M

部 分 関 係 が成 立 し な い 。一方 ，状 況 ①で は ，つか ま った 2 台 の乗 用 車 に

対 す る 母 集 合 と し て 前 を 走 っ て い た 乗 用 車 の 集 合 を 想 定 で き る た め M

部分 関 係 が 推 論 で き る 4 7。  

                                                   
4 6  部 分 構 造 を 含 む 次 の 文 で は ，M 部 分 関 係 が 論 理 的 に 含 意 さ れ る た め ，キ ャ ン セ

ル は で き な い 。  
 
 ( i )  a .  前 を 走 っ て い た 車 の う ち の 2 台 が つ か ま っ た が ， 1 台 は 逃 げ た 。  
  b .  #  前 を 走 っ て い た 車 の う ち の 2 台 が つ か ま っ た の で 前 を 走 る 車 が な く な

っ た 。  
 
( i b )で は 部 分 解 釈 が 主 節 で 打 ち 消 さ れ る た め 論 理 的 な 矛 盾 が 感 じ ら れ る 。  
4 7  状 況 ① と 状 況 ② は 互 い に 排 他 的 な 状 況 を 表 し ，2 つ が 合 わ さ っ た よ う な 状 況 を

( 5 8 )で 表 す こ と は 不 可 能 で あ る 。 例 え ば ， つ か ま っ た 2 台 の 乗 用 車 の う ち ， 1 台

が 実 際 に 前 を 走 っ て い た 乗 用 車 で ， も う 1 台 が 別 な 場 所 で つ か ま っ た 乗 用 車 で あ

る と い う 状 況 は 起 こ り う る が ， ( 5 8 )で そ の 状 況 を 表 せ な い 。 こ の 要 因 と し て ， 遊

離 数 量 詞 の 先 行 詞 ‘ 前 を 走 っ て い た 乗 用 車 ’ が 状 況 ① と 状 況 ② で 異 な る レ ベ ル の

タ イ プ 解 釈 を 受 け て い る こ と が 考 え ら れ る 。つ ま り ，車 種 が 捨 象 さ れ た タ イ プ（ 状

況 ① ）と 特 定 の 車 種 を 表 す タ イ プ（ 状 況 ② ）で あ る 。こ の 解 釈 に 関 す る 事 実 は ， 2
種 類 の タ イ プ 化 を 裏 づ け て い る と 見 な す こ と が で き る 。  
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 以 上 の 考察 を ま と める と ，数 量 詞遊 離 文 が 表 し うる 部 分 関 係は T 部分

関係 で あ って ， タ イ プ解 釈 を 受け る 先 行 詞は タ イ プ数 の 限 定 表現 を 含ん

で は な ら ない （ た だ し， 遊 離 数量 詞 が ‘ ずつ ’ な どの 分 配 表 現を 含 む場

合 を 除 く ）と い う こ とに な る 。ま た ，数 量詞 遊 離 文に M 部 分関 係 の 解釈

を推 論 で き る の は ， 遊離 数 量 詞が 表 す ト ーク ン と の関 わ り に よっ て タイ

プ名 詞 （ 句） が 空 間 的に 限 定 され た 個 体 の集 合 と とら え 直 さ れる 場 合 で

ある と い うこ と に な る。  

 

3.4 .3  節 と 句が 表 す T部 分 関係の比較  

 本 節 で は ，節と 句 が表 す T 部 分 関係 に つい て 対 照言 語 学 的 な観 点 か ら

考察 す る。第 2 章で は，英 語の T 部分 構 造 を 単 数 型と 複 数 型 に分 類 し た。

単 数 型 は ，th is / that  k ind  o f  app le の よ う に第 1 名 詞句 が kind など の類

別 詞 を 含 み ，第 2 名 詞が 無 冠 詞単 数 形 に なる 。こ れ に 対し て ，複 数型 は ，

f i ve  o f  these / those  app les の よう に 第 1 名詞 が 類 別詞 を 含 ま ず， 第 2 名

詞句 が these / th ose  +〈 複 数 名詞 〉 に な る。  

 複 数 型 T 部 分構 造 の形 式 は ，M 部 分 構 造の そ れ と共 通 す る 。両者 を 区

別 す る の は 第 2 名 詞 句の 指 示 性 で あ る 。第 2 名 詞 句が 照 応 的 に解 釈 され

ると M 部 分構 造 と 見な さ れ ，第 2 名 詞 句と 第 1 名詞 は そ れ ぞれ 母 集 合と

そ の （ 真）部 分集 合 を表 す 。一 方 ，第 2 名詞 句 が 総称 的 に 解 釈さ れ る と

T 部 分 構造 と 見な さ れ ， 第 2 名 詞句 と 第 1 名 詞 は それ ぞ れ ， タ イ プ とそ

のト ー ク ン を 表 す 。  

日 本 語 は ，英 語 と 異 なり ， T 部分 関 係 を 表す 句 形 式を も た な い。 その

代 わ り に 数量 詞 遊 離 文と い う 節形 式 が 用 いら れ る 。英 語の T 部分 構 造と

日 本 語 の 数量 詞 遊 離 文の 対 応 を指 摘 し た 最初 の 論 考は ， 筆 者 の知 る 限り

Muraki  (1974 )で あ る。  
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 Muraki は ， ま ず 数 量 詞 遊 離 文 と そ れ に 対 応 す る 連 体 数 量 詞 文 の 解 釈

上 の 違 い につ い て 述 べて い る 。 Muraki によ れ ば ， (59a )の よう に 数 量詞

遊 離 文 の 先行 詞 が 指 示詞 を 含 む場 合 に ，(59b )の よ う な 対 応 す る連 体 数量

詞 文 と 解 釈が 異 な る 。  

 

 (59 )  a .  あの 鉛 筆を 3 本 買 っ てい ま す。（ Mu raki  (1974 :113 )の (18 )）  

  b .  あ の 3 本 の 鉛 筆を 買 って い ま す。（ Muraki  (1974 :113)の (17 )）  

 

(59a)で は‘ あの 鉛 筆 ’はタ イ プ 解釈 を 受け ，遊 離 数 量詞 の‘ 3 本 ’はそ

の ト ー ク ン を 表 す 。 一 方 ， (59b )で は ‘ 3 本 の 鉛 筆 ’ は 指 示 詞 の ‘ あ の ’

に よ っ て 限定 さ れ ， 定の 解 釈 （ 個 体 指 示 ）に な る 。  

Muraki は (59 )の 各 文と 次 の 英 文 を 対 応 させ て い る。  

 

 (60 )   a .  He  i s  buying  three  o f  those  penc i l s .  

  b .  He  i s  buying  those  three  penc i l s .  

 

(60a)に 含 まれ る three  o f  those  penc i l s は複 数 型 T 部 分構 造 で， 第 2 名

詞句 が 特 定の 個 体 で はな く タ イプ を 表 し てい る 。一 方，(60b )に含 ま れる

those  three  p enc i l s は個 体 指 示で ， 特 定 の 個 体 を 指し て い る 。  

 (59 )と (60 )の 対 応 関 係 は ， 日 英 語 の 指 示 詞 の 機 能 的 な 違 い を 浮 き 彫 り

にす る 。 英語 で は 指 示詞 thes e / th ose が 名詞 を 限 定す る 場 合 ，指 示 的解

釈 と タ イ プ解 釈 が あ る。 英 語の these / those は 日 本語 数 量 詞 遊離 文 では

単 数 形 の‘ この・そ の・あ の ’に対 応 す る（複 数 形 の‘ こ れ ら・そ れ ら ・

あ れ ら ’を 用い る と ，(56 )で 見た よ うに 複 数の タ イ プを 表 す ）。要す る に ，

日本 語 では 1 つ の タ イプ を 表 すの に 単 数 形の 指 示 詞 を 用 い る が ，英 語で
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1 つ の タ イ プを 表 す には 複 数 形の 指 示 詞 を用 い る か， 単 数 形 の指 示 詞を

用 い る の であ れ ば th is  k ind  o f  p enc i l のよ う に 類別 詞 を 限 定 す る 形 式に

し な け れ ばな ら な い ( c f .  * three  o f  th is  p enc i l )。  

第 2 章 の 英語 部 分 構 造の 考 察 と本 章 の 考 察を 踏 ま え ，日 英 語 にお ける

T 部 分 関 係 の 表 示 形 式を ま と め る と 次 の よう に な る。  

 

英語 の T 部 分 関係  日本 語 の T 部 分関 係  

two  k inds  o f  p enc i l s  2 種類 の 鉛 筆  

three  penc i l s  o f  tha t  k ind  

three  o f  those  p enc i l s  
その 鉛 筆を 3 本 （ 買 う）  

 
表  3 .4 日 英 語 の T 部 分 関 係 の 対 応 関 係  

 

英語 の T 部 分 関係 は A o f  B 形 式 で表 さ れ ，数 量 詞が 類 別 詞 を限 定 す る型

（ 類 別 詞 限定 型 ） (e .g .  two  k inds  o f  penc i l s )と 個 体 を限 定 す る型 （ 個 体

限 定 型 ）(e .g .  th ree  o f  those  penc i l s /  three  p enc i l s  o f  tha t  k ind )が あ る。

一方 ，日本 語 の T 部 分関 係 は 句形 式 ま た は節 形 式 で表 さ れ る 。類 別 詞限

定型 （ 例 えば ，‘ 2 種類 の 鉛 筆’） は 英 語疑 似 部 分構 造 に 対 応す る 句 形式

の 表 現 で あり ，個 体 限定 型（ 例 えば‘ そ の鉛 筆 を 3 本 (買 う )’）は 英 語部

分 構 造 に 対応 す る 節 形式 の 表 現で あ る 。  

次に 日 英 語の T 部 分 関係 の 意 味的 な 相 違 点 に 目 を 向け て み よ う 。英語

の T 部 分構 造 と日 本 語遊 離 数 量詞 文 で は ，ヒ ト名 詞 と の整 合 性に 差 が 認

め ら れ る 。英 語 で は 第 2 章 で 指摘 し た よ うに ， two  o f  them のよ う な T

部 分 構 造 を モ ノ 名 詞 だけ で な く， ヒ ト 名 詞に 適 用 でき る 。 一 方 ， 日 本語

数 量 詞 遊 離 文 で は ， 加 賀 (1991)や 加 藤 （ 重 ） (2003)が 主 張 す る よ う に ，
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ヒ ト 名 詞 が定 の 場 合 ， 容 認 さ れな い 。  

 

 (61 )  *  その 人 を 3 人 呼 ん だ 。  （加 藤 の 第 7 章 (207 )）  

 

この 文 で は‘ そ の 人 ’は 個 体 指示 に な り ，遊 離 数 量詞 ‘ 3 人 ’と 意 味的

に矛 盾 す る。 こ の 事 実を 踏 ま え ， 加 藤 は 数量 詞 遊 離文 の 先 行 詞に 次 のよ

う な 制 約 が課 さ れ る と述 べ て いる 。  

 

指 定 さ れ る の は 種 類 で あ る か ら ， こ の 世 に 一 つ し か な い よ う な 唯 一

存 在 物 と 解釈 さ れ て はい け な い。 (p .461 )  

 

モ ノ 名 詞 は 定 名 詞 で も ， 特 定 の 個 体 だ け で な く ， タ イ プ を 指 せ る た め ，

‘そ の 本を 2 冊 買 っ た’の よう な 数量 詞 遊離 文 が 容認 さ れ る 。こ れ に対

し て ， ヒ ト 名 詞 の 定 名 詞 は 特 定 の 個 体 し か 指 せ な い た め ， (61 )が 示 す よ

う に 数 量 詞遊 離 文 の 先行 詞 に なる こ と は でき な い 。  

ヒ ト 名 詞 と 非 ヒ ト 名 詞 の タ イ プ解 釈 の 違 いは Kaga  (1991 )が 指摘 し ，

その 理 論 的説 明 を 試 みて い る 。Kaga は (27 )（ (62 )と し て再 掲 ）のよ う な

数 量 詞 遊 離文 は T 部 分関 係 を 表せ る が ， (63 )の よう に 遊離 数 量詞 の 先 行

詞 が ヒ ト 名詞 の 場 合 に容 認 性 が低 下 す る と指 摘 し てい る 4 8。  

 

 (62 )  a .  丸善 が そ の本 を 10 冊仕 入 れ た。 (= (27a ) )  

  b .  花子 が そ の鳥 を 3 羽 飼っ て い る。 (= (27b ) )  
                                                   
4 8  K a g a  ( 1 9 9 1 )は ， ( 6 3 )に 含 ま れ る ‘ そ の ＋ 〈 ヒ ト 名 詞 〉’ を ‘ そ の 手 の ＋ 〈 ヒ ト

名 詞 〉’ で 置 き 換 え る と ， タ イ プ 解 釈 が 可 能 に な り ， 容 認 さ れ る と 指 摘 し て い る 。 
 
 ( i )  a .  花 子 が そ の 手 の 医 者 を 3 人 知 っ て い る 。  （ K a g a の ( 1 0 )）  
  b .  太 郎 が そ の 手 の 女 を 1 0 人 雇 っ た 。  （ K a g a の ( 11 )）  
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 (63 )  a .  *花 子 がそ の 医 者 を 3 人 知 って い る。（ Kaga の (3b )）  

  b .  *太 郎 がそ の 女を 10 人 雇っ た 。（ Kaga の (5a )）  

 

Kaga に よ れ ば ， こ の 文 法 対 立 は ヒ ト 名 詞 と 非 ヒ ト 名 詞 で 基 本 レ ベ ル カ

テ ゴ リ ー のレ ベ ル が 異な る こ とに 起 因 す る（ ヒ ト 名詞 は 非 ヒ ト 名 詞 より

も「 個 別 性 」 ( ind i v i dual i ty )が 重 視 され る）。定 の ヒト 名 詞 は 定 の 非 ヒト

名 詞 よ り もタ イ プ 解 釈を 受 け にく い た め ， 結 果 と して 遊 離 数 量詞 の 先行

詞 と し て 容認 さ れ な い の で あ る。  

最 後 に ， 個 体 指 示 と タ イ プ 指 示 の 交 替 に つ い て 論 じ る 。 (58 )（ (64 )と

し て 再 掲 ） で ‘ 前 を 走っ て い た乗 用 車 ’ が 車 種 を 指す 解 釈 （ 状況 ② に対

応す る 解 釈） に つ い てふ れ た 。  

 

 (64 )  前を 走 っ てい た 乗 用 車が 2 台 つか ま っ た 。 (= (58 ) )  

 

こ の 解 釈 では ，遊 離 数量 詞‘ 2 台’が 実 際に つ か まっ た 乗 用 車の 台 数（ト

ー ク ン ） を表 す 。 こ の解 釈 を 可能 に し て いる の は ，前 を 走 っ てい た 特定

の 乗 用 車 をタ イ プ 解 釈し て そ の車 種 を 抽 出す る プ ロセ ス で あ る。  

定 名 詞 の 個体 解 釈 と タイ プ 解 釈は ， 組 み 合わ さ れ る述 語 の 特 性と の相

関 に よ っ て自 由 に 交 替で き る 。 例 え ば ， 次の 例 は 述語 だ け が 異な る 最小

対 立 で あ るが ， 主 語 名詞 句 が 異な る 解 釈 を受 け る 。  

 

 (65 )  a .  前を 走 っ てい た 乗 用 車が パ ン クし た 。  

  b .  前を 走 っ てい た 乗 用 車が 生 産 中止 に な っ た。  

 

(65a )で は 主 語 の ‘ 前 を 走 っ て い た 乗 用 車 ’ は 個 体 指 示 で あ る 。 従 っ て ，
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‘ パ ン ク した ’とい う「 場 面述 語 」( s tage - l eve l  pred i ca te )と 意味 的 に 整

合 す る 。一 方 ， (65b )では 主 語 の‘ 前 を走 って い た 乗用 車 ’は タイ プ 指 示

で 車 種 を 表 す 。 結 果 と し て ，「 個 体 述 語 」 ( ind iv idua l - l eve l  pred ica te )

と 意 味 的 に整 合 す る ( c f .  Kaga  1991 )。 関 係節 の 述 語の ‘ 走 っ てい た ’が

過 去 の 一 時的 な 動 作 の継 続 を 表す た め ， 個体 解 釈 が し や す い が， 主 節時

と 区 別 す るよ う に 文 脈を 整 え れば タ イ プ 解釈 も 十 分可 能 で あ る 4 9。  

 特 定 の 個体 を タ イ プ 化 す る こと は 容 易 であ る が ，タ イ プ 名 詞 （ 句 ） を

個体 指 示 に 読 み 換 え る こ と は 許容 さ れ な い。  

 

 (66 )  a .  *  国道 で 2 台す れ 違 っ た乗 用 車 がパ ン ク し た。   

   c f .  国道 で す れ違 っ た 2 台の 乗 用 車が パ ン ク した 。  

  b .  国道 で 2 台す れ 違 っ た乗 用 車 が生 産 中 止 にな っ た 。  

 

‘ 2 台 す れ 違っ た 乗 用車 ’ の よう に 数 量 表現 （ 下 線部 ） を 含 む関 係 節に

よ っ て 修 飾さ れ る 名 詞は タ イ プ解 釈 を 受 ける （ Kaga  (1991 )を参 照 ） 5 0。

主語 名 詞 句‘ 国 道で 2 台す れ 違 った 乗 用 車’は，(66b )が示 す よう に 個 体

述 語 と 意 味的 に 整 合 する が ，(66a )が 示 す よう に 場 面述 語 と は 意味 的 に整

合 し な い 。  

                                                   
4 9  例 え ば ，主 節 と 関 係 節 の 出 来 事 時 を 切 り 離 す よ う な 時 の 副 詞 句（ 下 線 部 ）を 挿

入 す れ ば 主 語 名 詞 句 の タ イ プ 解 釈 が 容 易 に な る 。  
 
 ( i )  前 を 走 っ て い た 乗 用 車 が そ の 後 ま も な く 生 産 中 止 に な っ た 。  
 

な お ， 過 去 時 制 で あ っ て も ‘ 見 る ’ な ど の 知 覚 動 詞 は 対 象 が タ イ プ と し て と ら

え ら れ る た め ， タ イ プ 解 釈 が 無 標 に な る 。  
 
 ( i i )  ［ 昨 日 図 鑑 で 見 た ］ 蝶 を 庭 で 捕 ま え た 。  
 
対 象 が タ イ プ 解 釈 さ れ る 動 詞 と 個 体 解 釈 さ れ る 動 詞 が あ る こ と に つ い て は 第 5 章

§ 5 . 1 . 6 で 論 じ る 。  
5 0  数 量 表 現 を 含 む 制 限 節 に つ い て は ， 第 5 章 で 主 に 英 語 を 対 象 に し て 考 察 し ，

§ 5 . 1 . 6 で 日 本 語 の 対 応 表 現 を 取 り 上 げ る 。  
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3.4 .4  数 量 詞遊 離 文 と 部 分 構造が表す部分関係の比較  

こ れ ま で の 考 察 か ら 日 本 語 数 量 詞 遊 離 文 が 表 し う る 部 分 関 係 は 次 の

よう に ま とめ ら れ る 。ま ず ， 遊離 数 量 詞 が 基 数 的 数量 詞 の 場 合は ， T 部

分 関 係 ま たは I 部分 関係 に な る。 M 部分 関係 は， 文 脈 で与 え られ る 情 報

や 聞 き 手 の百 科 辞 書 的知 識 に よっ て T 部 分関 係 か ら語 用 論 的 に推 論 され

る （ よ っ て ， M 部 分 関 係 の 解 釈 は キ ャ ン セ ル す る こ と が で き る ）。 各 部

分関 係 を 示す 数 量 詞 遊離 文 を 以下 に 再 掲 する 。  

 

 (67 )  a .  チョ ム ス キー の 本 を 2 冊 読 んだ 。 (= (57a) )  

  b .  *  それ ら の チョ ム ス キ ーの 本 を 2 冊 読 ん だ 。 (= (57b) )  

  c .  チョ ム ス キー の 本 を 100 ペー ジ 読 んだ 。 (= (28b) )  

 

(67a)の 無 標の 解 釈 は T 部 分関 係 の解 釈 であ る 。‘ チ ョム ス キー の 本 ’が

タ イ プ を 表し ，そ の トー ク ン を遊 離 数 量 詞‘ 2 冊 ’が表 す 。 (67b )が 非 文

で あ る こ とか ら ，遊 離数 量 詞 の先 行 詞 が 個体 指 示 の場 合 ，M 部分 関 係 を

表 せ な い こ と が わ か る ( c f .  (56b) )。 た だ し ， チ ョ ム ス キ ー の 著 作 数 に 関

す る 情 報 が文 脈 や 百 科辞 書 的 知識 で 与 え られ る と ，(67a )か ら 語用 論 的に

M 部 分 関 係 の解 釈 を 推論 で き る。 (67c )は I 部 分 関 係の 解 釈 にな る 。‘ チ

ョ ム ス キ ーの 本 ’が 特定 の 本 を 表 し ，そ の中 身 の 数量 を 遊 離 数量 詞‘ 100

ペ ー ジ ’ が指 す 解 釈 であ る （ 有標 の 解 釈 とし て ， 複数 の チ ョ ムス キ ーの

本 を 読 ん だ ペ ー ジ 数 の合 計 が 100 ペ ージ とい う 累 積量 読 み が ある ）。  

 遊 離 数 量詞 が 比 率 的数 量 詞 の 場 合 に つ いて は ， その 前 提 性 によ っ て 先

行 詞 は 形 式を 問 わ ず 定の 解 釈 を受 け ， I 部分 関 係 また は M 部分 関 係 の解

釈 が 得 ら れる 。 (38 )（ (68 )と し て 再掲 ）に即 し て 言え ば ，‘ チョ ム ス キー

の 本 ’ は ，特 定 の チ ョム ス キ ーの 本 ま た はチ ョ ム スキ ー の 本 の集 合 とし
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て 解 釈 さ れる 。  

 

 (68 )  チョ ム ス キー の 本 を 半分 読 ん だ。 (= (38 ) )  

 

‘ チ ョ ム スキ ー の 本 ’が 特 定 の本 を 指 す 場合 ， 比 率的 数 量 詞 はそ の 中身

の部 分（ I 部分 関 係 ）を表 し，‘ チ ョ ム スキ ー の 本 ’が 本 の 集合 を 指 す場

合 ，比 率 的 数量 詞 は 母集 合 に 対す る 部 分 集合 の 関 係（ M 部 分 関係 ）を 表

す。 な お ，比 率 的 数 量詞 が 母 集合 の 存 在 を前 提 に する こ と か ら， タ イプ

名詞 （ 句 ） と は 意 味 的に 整 合 しな い 。 よ って ， 比 率的 数 量 詞 の 遊 離 文は

T 部 分 関 係を 表 さ な い 。 次 の 例で 確 認 し てみ よ う 。  

 

 (69 )  a .  チョ ム ス キー の 本 を 2 冊 買 った 。  

  b .  チョ ム ス キー の 本 を ほと ん ど 買っ た 。  

  c .  それ ら の チョ ム ス キ ーの 本 を ほと ん ど 買 った 。  

 

(69a)の 無 標の 解 釈 は T 部 分 関係 の 解 釈で あ る 。 先 行 詞 が 表す タ イ プの

レ ベ ル の 違い に よ っ て ，購 入 し たチ ョ ム スキ ー の本 2 冊 が 同 一タ イ トル

も し く は 異な る タ イ トル の 状 況を 指 す 。これ に 対 して ，(69b )の解 釈 は M

部 分 関 係 の解 釈 に な る。 す な わち ， チ ョ ムス キ ー の本 の 集 合 （＝ タ イト

ルの 集 合）の ほと ん ど に つ い て購 入 し た 状況 に 対 応し ，(69c )とほ ぼ 同 じ

解 釈 に な る（ 特 定 の チョ ム ス キー の 本 （ タイ プ ） につ い て 比 率を 問 題に

する こ と は 通 常 意 味 をな さ な い ）。  

 遊 離 数 量詞 文 と 部 分構 造 を 比較 し て み よう 。 §3 .2 で 見 た よ うに ，日本

語 部 分 構 造は M 部 分 構造 と I 部 分 構造 に つい て は 英語 部 分 構 造と 並 行 的

で あ る が ， T 部 分 構 造に つ い ては そ う で ない 。  
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 (70 )  a .  M 部分 構 造  

   それ ら の 本の う ち の 2 冊 ， それ ら の 本 の ほ と ん ど  

  b .  I 部分 構 造  

   その 本 の 2 ペ ー ジ ， その 本 の ほと ん ど （ のペ ー ジ ）  

  c .  T 部分 構 造  

     *その 本の 2 冊 ， *そ の本 の ほ とん ど  

 

日 本 語 部 分構 造 は ， (70a ,b )が 示 すよ う に M 部 分関 係 と I 部分 関 係 を 表

せ る が ，(70c )が 示 す よう に T 部 分 関係 を 表せ な い 。数量 詞 の 種類 に よ る

容 認 性 の 差異 は な く ，基 数 的 数量 詞 と 比 率的 数 量 詞が 完 全 に 並行 的 に 振

る舞 う 。M 部 分 構造 では ，基数 的 数 量詞 の場 合 に 範囲 を 表 す‘ウ チ（ ノ）’

が 必 要 と な る が ， 比 率 的 数 量 詞 の 場 合 は そ れ が 不 要 で あ る 。 I 部 分 構 造

は ， 基 数 的数 量 詞 と 比率 的 数 量詞 を 交 換 する だ け で 得 ら れ る 。  

 日 本 語 数量 詞 遊 離 文と 日 本 語部 分 構 造 が表 し う る部 分 関 係 をま と める

と 次 の 表 にな る 。  

 

形 式 ・ 数 量 詞 ( Q )の  

部 分 関 係 の 種 類     種 類  

数量 詞 遊 離文  部分 構 造  

基数 的 Q 比率 的 Q 基数 的 Q 比率 的 Q 

M 部 分 関 係  ＊  OK OK OK 

I 部 分 関 係  OK OK OK OK 

T 部 分 関 係  OK ＊  ＊  ＊  

表  3 .5 日 本 語 の 数 量 詞 遊 離 文 と 部 分 構 造 の 対 比  

 

この 表 は ，日本 語 に おけ る 3 種類 の 部 分 関係 の 表 し 方 の 特 性 を 示 し てい
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る 。 数 量 詞 遊 離 文 と 部 分 構 造 は ， I 部 分 関 係 の 解 釈 に つ い て は 並 行 的 に

振 る 舞 い ，T 部 分 関 係 と M 部分 関 係 の 解 釈に つ い て は 相 補 的 に 振 る 舞 う 。

数 量 詞 遊 離文 と 部 分 構造 の 対 照 的 な 特 徴 につ い て まと め る と ， 次 の よう

に な る 。  

 

 (71 )  数量 詞 遊 離文 と 部 分 構造 が 表 す部 分 関 係 の違 い  

  ①  部分 構 造は T 部分 関 係の 解 釈 をも た な い が ，その 解 釈を 数 量 詞遊

離文 が 表 す。  

  ②  数量 詞 遊 離文 は M 部分 関 係 の解 釈 を も たな い が ，そ の 解 釈 を部

分構 造 が 表す 。  

 

比 率 的 数 量詞 は 遊 離 数量 詞 に なる 場 合 ， 独自 の 特 性を 示 す 。 まず ，比

率 的 数 量 詞は 前 提 性 をも つ ため M 部 分 関係（ 比率 関 係）を 表す こ と がで

きる が ，母 集 合 の想 定が で き ない T 部 分 関係 は 表 すこ と が で きな い 。結

果 と し て ，比 率的 数 量詞 に よ って T 部 分 関係 を 表 す形 式 が 存 在し な い こ

と に な る が， こ れ は 概念 的 に その よ う な こと を 問 題に す る こ とが な いた

めで あ る と考 え ら れ る。  

 

3.4 .5  NQC型 の 数 量 詞 遊 離 文  

本 節 は ，NQC 型 の 数 量詞 遊 離 文 ，すな わ ち 遊 離 数 量詞 (Q)が 先行 詞 (N )

と 格 助 詞 (C )の 間に 生じ る 文 ，に つ い て 考察 す る 。神 尾 (1977)は ，遊 離 数

量 詞 の 先 行詞 が 不 定 名詞 の 場 合を 取 り 上 げて い る 。  

 

 (72 )  a .  私は 年 賀 葉書 200 枚 を頼 ん だ。（ 神 尾の (16 )）  

  b .  学生 3 人 がつ か ま っ た。（ 神尾 の (17 )）  
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こ れ ら の 例 で は ，遊 離数 量 詞 と先 行 詞 が 部分 関 係 を結 ば ず，‘ 私 は年 賀 葉

書を 200 枚 頼 ん だ ’や‘ 学生 が 3 人つ か まっ た ’に 含 まれ る 遊離 数 量 詞

（ NCQ 型） と ほ ぼ 同じ 意 味 を表 す 。  

Kim (1995)に よれ ば ， NQC 型（ Kim の 用語 で は Type  N Q）は 出 現 頻

度 が か な り 低 い と い う 。 Ki m は 1066 例 の数 量 表 現を 含 む 例 文（ 内 訳は

Modern  Japanese が 858 例，Old  Jap anese が 208 例 ）の うち ，NQC 型

は Modern  Japanese で 6 .4%， Old  Japanese で 6 .7%に と どま る と 指摘

し て い る (p .215 )。NQC 型 の出 現 環 境 と して は ，医 者 の 処方 箋（ 例 えば ，

‘ ア ス ピ リ ン 2 丁’）や 料 理 講師 の レ シ ピ（ 例 え ば，‘ お砂 糖 1 さ じ’）

を 挙 げ て いる 。同 様 の指 摘 は ， Downing  (1996 )や 安 部 (1997)にも 見 ら れ

る。 Downi ng は NQC 型（ Downi ng の 用語 で は 「同 格 」 (appos i t i ve )）

が目 録 ( inventory )や リス ト で 用い ら れ る とし ，安 部 は「 新聞 の報 道 記 事

や 科 学 系 の内 容 の 文 章な ど ， 対象 と そ の 数量 を 「 何を い く つ 」と い うよ

うに 明 確 に 示 す 必 要 の あ る 文 に 多 く 見 受 け ら れ る 」 (p .1 05 )と し て い る 。 

加 藤 （ 美 ） (2003)は ，数 詞 を 含む 文 の 主 要 パ タ ン とし て 8 つ を挙 げ ，

NQC 型 をそ の 1 つ と見 な し てい る（ 加 藤の 用 語 では「〔 名詞（ ハ ダカ 格 ）

― 数 詞 〕型」）。加 藤 は ， NQC 型 が NCQ 型と 異 な り ，固 有 名 詞・代 名 詞

と 組 み 合 わさ れ る と 指摘 し て いる（こ の 点は Downin g (1996 )も 指 摘 して

いる ）。  

 

 (73 )  a .  しか し 私 は K1 人を ここ に 残 して 行 く 気 には な れ ない の で す 。 

（加 藤 の (64 )）  

  b .  母は 保 険 の外 交 員 を し， 私 た ち 2 人 を 学 校へ や っ てく れ て い

た。（ 加藤 の (66 )）  
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加 藤 は こ の 型 の 特 徴 と し て ，「 名 詞 の 表 す も の ＝ 数 詞 の 示 す か ず 」 に

な る と 指 摘し て い る 。こ の 点 で， 次 の よ う に NQC 型で 名 詞 が指 示 詞を

伴 う 場 合 も同 様 で あ る と し て いる 。  

 

 (74 )  「そ の 若 い男 た ち 2 人，サ ラリ ー マ ンに 見え た け ど」（ 加 藤 の (68 )）  

 

こ の 文 は 発話 文 で，‘そ の 若 い男 た ち 2 人 ’は 格 助 詞（‘ ハ’） が省 略 さ

れた NQC 型 と見 な し て よ い と思 わ れ る 。加 藤は (69 )で‘ そ の 若い 男 た ち’

と 数 詞 の 表す 数 が 等 しい と 見 なす こ と か ら， 部 分 解釈 は 認 め てい な いこ

と が 読 み 取れ る 。  

こ れ に 対 して ， 奥 津 (1996b ,  2007 )は N QC 型が 部分 解 釈 をも つと 主 張

する 。例 え ば ，次 の 第 2 文 に 含ま れ る‘ その 子 豚 ｜ 2 匹（が ）’は 部分 解

釈 に な る （‘ ｜ ’の 記号 は ポ ーズ を 表 す ）。  

 

 (75 )  昔あ る 所 に子 豚 が 3 匹住 ん で いま し た 。とこ ろ が ある 日 そ の 子豚

｜ 2 匹 が 狼 に食 わ れ てし ま い まし た 。（ 奥津 (1996b)の (8a )）  

奥 津 に よ れば ，‘ そ の子 豚 ｜ 2 匹 ’は (76a)に 示す 構 造を も ち ，‘子 豚 ’の

み が 定 名 詞化 し ，‘ 2 匹 ’は 不 定数 量 詞 で 定名 詞 の 部分 数 量 を 表す と い う。 

 

 (76 )   a .  ［そ の 子 豚［ 2 匹］］（奥 津 (1996b )の (9b )）  

  b .  ［そ の ［ 子豚 2 匹］］（奥 津 (1996b )の (9a )）  

 

さ ら に ， 奥津 は (76a )の 構 造 をも つ NQC 型 が‘ そ の子 豚 の （う ち の ） 2

匹 ’ の よ う な 部 分 構 造 の 一 種 で あ る と 主 張 す る 5 1。 奥 津 に よ れ ば ， (7 5 )

                                                   
5 1  奥 津 ( 1 9 9 6 b ,  2 0 0 7 )は ， 不 定 名 詞 句 ‘ 子 豚 2 匹 ’ と 定 名 詞 句 ‘ そ の 子 豚 2 匹 ’
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の ‘ そ の 子 豚 2 匹 ’を ポ ー ズな し で 読 むと ，‘子 豚 2 匹 ’ 全体 が 定 名詞

化 し ， そ の構 造 は (76b)に な ると い う（ 子豚 の 総 数は 2 匹 ）。た だ し ，こ

の 読 み は ， (75 )の 第 1 文の 内 容 と整 合 し ない の で 排除 さ れ る 。  

奥 津 は ， 数量 詞 遊 離 文を 数 量 詞移 動 に よ って 派 生 させ る 分 析 を提 案し

て お り ， (75 )の第 2 文が 次 の 数量 詞 遊 離 文の 基 底 文だ と 主 張 する 。  

 

 (77 )  とこ ろ が ある 日 そ の 子豚 が 2 匹狼 に 食 わ れて し ま いま し た 。  

 

奥 津 は ，NQC 型が (76 )の いず れ かの 構 造 をも つ と 主張 す る 。我々 の 分 析

で は ， (77 )は 部 分 解 釈 を も つ （ つ ま り ， 遊 離 数 量 詞 の ‘ 2 匹 ’ と そ の 先

行 詞 ‘ そ の子 豚 ’ が M 部分 関 係 を結 ぶ）。 派生 は 意 味変 化を 伴 わ ない と

い う 前 提 のも と で は ，奥 津 分 析は (75 )の 第 2 文 の NQC 型 に 部分 解 釈 を

認 め な け れば ，NCQ 型（ 通 常 の数 量 詞 遊離 文 ）の 部 分解 釈 を説 明 で きな

く な る 。 し か し ， 筆 者 の 言 語 直 感 で は ， (76b)と 同 様 ， (76a )に も 部 分 解

釈 を 認 め がた い 。イ ンフ ォ ー マン ト 調 査 では ，NQC 型 に 部分 解釈 を 認 め

な い 話 者 が多 い 一 方 ，一 部の 話 者が 部 分 解釈 を 認 める こ と が 分か っ た 5 2。

この 要 因 につ い て は 今後 の 課 題と し な け れば な ら ない 。  

以 下 で は ， NQC 型 と NCQ 型 の 意 味特 性が 異 な る こ と を 示 す 。 ま ず，

§3 .4 .2 で 見 た (53 )（ (78a)と し て再 掲 ） に NQC 型 を代 入 す る と NC Q 型

(78b)に 示 すよ う に 文法 性 が 逆転 す る 。  

 

 (78 )  昨日 ， 母 がケ ー キ を 2 個 買 って 来 た 。  
                                                                                                                                                     
が 線 形 順 序 で は と も に N Q C 型 に な る も の の ， 意 味 的 に は 両 者 に 明 確 な 違 い が あ

る と し て 後 者 を 「 N / Q C 型 」 と 呼 ん で 区 別 す る 。 以 下 で は 表 記 の 簡 略 化 の た め ，

N / Q C 型 も N Q C 型 と 呼 ぶ こ と に す る 。  
5 2  N Q C 型 の 数 量 詞 遊 離 文 の 部 分 解 釈 に つ い て ，日 本 語 母 語 話 者 3 0 名（ 大 学 1 年

生 ）を 対 象 に イ ン フ ォ ー マ ン ト 調 査 を 行 っ た と こ ろ ，‘ そ の 子 豚 2 匹 が ’の 部 分 解

釈 が 不 可 能 と し た 話 者 が 7 割 （ 2 1 名 ）， 可 能 と し た 話 者 が 3 割 （ 9 名 ） だ っ た 。  
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  a .  *今 日 ，私 は そ の ケー キ を 2 個 食 べ て しま っ た 。 (= (53 ) )  

  b .  今日 ， 私 はそ の ケ ー キ 2 個 を 食べ て し ま った 。  

 

(78a)の 非 文法 性 は ，遊 離 数 量詞 （ NC Q 型 ） が 先行 詞 の ‘ その ケ ー キ’

の 一 部 分 を指 す た め ，第 1 文 の 内容 と 意 味的 に 矛 盾す る こ と によ る の で

あ っ た 。対照 的 に， (78b)の NQC 型は 第 1 文 と 意味 的 に 整 合す る 。この

こ と か ら ，NQC 型 は 少な く と も部 分 解 釈 をも た な くて も よ い こと が 裏づ

けら れ る 。  

ま た ，NQC 型 が 集 合 的認 知 と 分散 的 認 知 のど ち ら を反 映 し て いる か確

か め る た め， (46a ,b )（ (79a ,b )とし て 再 掲 ）に NQC 型を 代 入 する と 次の

よ う に な る。  

 

 (79 )  私の 研 究 室に は パ ソ コン が 2 台あ る 。  

  a .  今朝 ， その 2 台 の パ ソコ ン が 突然 故 障 し た。 (= (46a ) )  

  b .  *今 朝 ，そ の パ ソ コン が 2 台突 然 故 障 した 。 (= (46b ) )  

  c .  今朝 ， そ のパ ソ コ ン 2 台 が 突然 故 障 し た。  

 

(79b)の 非 文法 性 は ，第 1 文 で 問題 の パ ソ コン を 集 合的 に 認 知 する 根 拠が

与 え ら れ てい る に も かか わ ら ず ，第 2 文 で分 散 的 認知 の 形 式 が用 い られ

てい る こ とに 由 来 す るの で あ った 。 (79c )の NQC 型 は第 1 文 と意 味 的 に

整 合 す る こと か ら ，分散 的 認 知で は な く ，(79a )の連 体 数 量詞 文と 同 様 に，

集 合 的 認 知を 反 映 し てい る こ とが 裏 づ け られ る 。  

 こ の 事 実 に 関 連 し て ， 安 部 (1997 )の 指 摘 を 見 て お き た い 。 安 部 は 次 の

文 法 対 立 に基 づ き，NQC 型 が個 体 の 存 在を 導 入 する「ア ル・イル 述 語 文」
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に 生 起 で きな い と 主 張 し て い る 5 3。  

 

 (80 )  a .  あの 人 に は子 供 が 5 人あ る 。（ 安 部 の (26d)）  

  b .  ?あ の 人 には 子供 5 人が あ る。（ 安部 の (26b )）  

 

この 対 は NC Q 型 と NQC 型の 最 小対 立 であ る 。筆 者 の 言語 直感 で は (80b)

は 安 部 の 容認 性 判 断 より も さ らに 低 い 。(80b )が 許 容 され る と すれ ば ，‘ 子

供 5 人’ が 定 解釈 を受 け る 場合 （‘あ の人 ’ に 子供 が い る こと が 先 行文

脈 で 述 べ られ ，そ れ を‘ 養わ な け れば な らな い 子供 5 人 ’の よう に 受 け

る場 合 ） であ る 。  

(79 )の第 1 文 は 対 象 の存 在 を 前提 と せ ず ，新 た に 導入 す る ア ル述 語文

で あ る が ，次 の よ う に NC Q 型 を NQC 型 に 変 え る と 容 認 性 が 低 下 す る 。 

 

 (81 )  *  私の 研 究 室に は パ ソ コン 2 台 があ る 。  

 

こ の よ う に，(79 )の 第 1 文 で NQC 型 は 許さ れ な いが ，NCQ 型が 許 さ れ ，

(79 )の第 2 文 では N CQ 型 は許 さ れ ない が， NQC 型 が 許 さ れる 。 こ の対

照 性 は ， NCQ 型と NQC 型 が情 報 構 造 につ い て 対照 的 な 特 性を も つ こと

を裏 づ け る 。  

 NQC 型と NCQ 型 の情 報 構 造の 違 い に つい て は ，Downing  (1996 )が 指

摘し て い る。Downing に よ れば ，彼 女 が 分析 し た 言語 デ ー タ のう ち ，NQC

                                                   
5 3  た だ し ， 安 部 ( 1 9 9 7 )は 存 在 が 前 提 と な る ア ル ・ イ ル 述 語 文 で は 次 の よ う に ，

N Q C 型 は 許 容 さ れ こ と を 観 察 し て い る 。  
 
 ( i )  今 日 午 前 ， 覆 面 を し た 2 人 組 の 強 盗 が 銀 行 に 押 し 入 り ， 行 員 と 客 を 人 質

に 立 て こ も り ま し た 。 現 在 建 物 の 中 に は 人 質 5 人 が い る 模 様 で す 。  
（ 安 部 の ( 2 7 )）  

 
安 部 は こ の 場 合 の N C Q 型 が 定 解 釈 を 受 け る と 主 張 し て い る 。  
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型 は 先 行 詞が 先 行 文 脈で 導 入 され ， 聞 き 手に す で に知 れ て い る数 量 を繰

り 返 す 場 合が 圧 倒 的 に多 い と いう 。 こ の 点で ， 数 量が 新 情 報 でな け れば

な ら な い NCQ 型 と 対照 的 だ とし て い る 5 4。  

NQC 型 は， (72 )の よう に NCQ 型 と文 意を ほ ぼ 保っ た ま ま 交替 で き る

場 合 も あ るが ， 一 方 で ア ル ・ イル 述 語 文 や否 定 環 境 で NC Q 型と は 対照

的な 振 る 舞い を 示 す 。従っ て ，NQC 型 が 独自 の 意 味機 能 を 有 する と 結論

づけ て よ い だ ろ う 。ただ し ，NQC 型 の意 味機 能 の 全貌 に つ い ては 今 後 の

研究 課 題 とし な く て は な ら な い 。  

 

3.5  本章のまとめ  
 

本 章 は ， 部 分 関 係 を 表 す 日 本 語 表 現 と し て 部 分 構 造 （ 句 形 式 の 表 現 ）

と 数 量 詞 遊離 文 （ 節 形式 の 表 現） を 取 り 上げ た 。 各節 の 要 旨 は以 下 のと

お り で あ る。  

 §3 .1 で は日 本 語 数 量詞 の 種 類と 特 性 に つい て 論 じた 。日 本 語数 量 詞は

英 語 数 量 詞と 並 行 的 に， 前 提 性が あ る か どう か で 比率 的 数 量 詞（‘ 多く’

な ど ）と 基数 的 数 量 詞（‘ たく さ ん’な ど）に 区 別さ れ る 。日本 語 に おい

て‘ 多 く ’が 比率 的 用法 を ，‘ た く さん ’が基 数 的 用法 を 担 うと す る 加賀

(1997 )の 主 張 を検 討 し，‘ 多 く’が‘ た く さん ’と交 替 可能 で ある こ と を

示 す 言 語 デー タ に 基 づき ，‘ 多 く’は比 率 的用 法 だ けで な く，基数 的 用 法

                                                   
5 4  K i m  ( 1 9 9 5 )は 否 定 環 境 ( c a t e g o r i c a l  n e g a t i o n )に お い て ， N Q C 型 と N C Q 型 が

異 な る 振 る 舞 い を 示 す こ と を 指 摘 し て い る （ 筆 者 の 言 語 直 感 で は ， 葉 書 に 用 い る

類 別 詞 は ‘ 本 ’ よ り も ‘ 枚 ’ の ほ う が 自 然 で あ る ）。  
 
 ( i )  花 子 が 太 郎 か ら 葉 書 を 1 本 も も ら わ な か っ た 。  （ K i m の ( 4 5 a )）  
 ( i i )  花 子 が 太 郎 か ら 葉 書 1 本 も も ら わ な か っ た 。  （ K i m の ( 4 5 b )）  
 
K i m に よ れ ば ， N C Q 型 の ( i )は 太 郎 が 葉 書 を 1 枚 も 書 か な か っ た と い う 事 実 を 単

純 に 伝 え る が ， N Q C 型 の ( i i )は そ れ に 加 え て 「 太 郎 に は 花 子 に 一 筆 し た た め る 十

分 な 理 由 が あ っ た の に （ 1 0 ペ ー ジ の 手 紙 は お ろ か ） 葉 書 1 枚 す ら 書 か な か っ た 」

と い う 含 意 が あ る と い う 。 遊 離 数 量 詞 が 焦 点 副 詞 の ‘ も ’ を 伴 う た め ， 本 研 究 の

考 察 対 象 か ら 外 れ る が ，2 つ の 形 式 の 意 味 機 能 の 違 い を 探 る 糸 口 の 1 つ で あ ろ う 。  
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も も つ と 結論 づ け た 。  

 §3 .2 で は日 本 語 部分 構 造 の形 式 に つ いて 論 じ た。 ま ず，‘ A ノ B’ 形

式と ‘ A ノ ウ チノ B’形 式 の 選択 に つ い て， 比 率 的数 量 詞 が 第 2 名 詞に

なる 場 合，‘ A ノ B’形式 が 選 択さ れ る と 指摘 し た 。比 率 的 数 量詞 の 語彙

的 部 分 解 釈と ‘ ウ チ （ノ ）’が 重 複 する こと に よ って ，‘ A ノウ チ ノ B’

形 式 が 回 避さ れ る と 主張 し た 。  

次 に ，‘ A ノ B’ 形 式に お け る A 位置 の要 素 と B 位 置の 要素 の 交 替に

つ い て 論 じ た 。 西 田 (2004 )の 分 析 を 検 討 し ， 数 量 詞 の 種 類 と 生 起 位 置 に

よ っ て ‘ A ノ B’ 形 式が 部 分 構造 に な る かど う か が決 ま る と 主張 し た。

部 分 構 造 は‘ N ノ Q’形 式 で 表さ れ，‘ Q ノ N’は 英 語疑 似 部分 構 造 に対

応 す る 意 味を 表 す （ ただ し ， Q が比 率 的 数量 詞 の 場合 は 語 彙 的部 分 解釈

が 得 ら れ る） と 結 論 づけ た 。  

さ ら に ，‘ Q ノ N’形 式が I 部 分構 造 の解 釈（ 単一 の 個 体と そ の部 分 の

関 係 ） を 表せ な い こ とを 踏 ま え ， 語 彙 的 部分 構 造 では 個 体 レ ベル の 限定

し か で き ない と 主 張 した 。 個 体の 中 身 を 量化 す る には ， 部 分 構造 （ もし

く は 数 量 詞遊 離 文 ） を用 い な けれ ば な ら ない 。  

最 後 に ， 数量 詞 が 類 別詞 の ‘ 種類 ’ を 伴 う場 合 ，‘ N の Q 種 類’（‘樹

木 の い く つか の 種 類 ’） と ‘ Q 種 類 ノ N’（‘ い くつ か の 種類 の樹 木 ’） は

同 義 に な らな い と 主 張し た 。 前者 は タ イ プが 問 題 にな る た め ，述 語 は場

面 述 語 で はな く ， 個 体述 語 が 意味 的 に 整 合す る 。‘ N の Q 種 類’ の 形式

に 概 数 詞 が整 合 し ， 数詞 が 整 合し な い 事 実 に つ い て は ， 明 確 な数 を 表す

数 量 表 現 は限 定 詞 の 機能 を 帯 びる が ， そ の一 方 で 限定 さ れ る こと は ない

と仮 定 し た 。 そ の う えで ， 概 数は 限 定 詞 とし て 漠 然と し た 数 を表 す だけ

で な く ， 限定 さ れ る 余地 も 残 って い る た めに 名 詞 との 交 替 が 許さ れ ると

主 張 し た 。  
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 §3 .3 は 数 量 詞遊 離 文が 表 す 部分 関 係 に つい て 考 察し た 。‘ 100 ペ ー ジ’

の よ う な 内容 数 量 詞 は I 部 分 関 係を 表 す ため ， 数 量詞 遊 離 文 に生 じ ると

部 分 解 釈 を得 や す い 。一方 ，‘ 2 冊 ’の よ うな 個 体 数量 詞 が 数 量詞 遊 離文

に 生 じ た 場合 ， 先 行 詞が 表 す 集合 が あ ら かじ め 導 入さ れ て い る場 合 は，

部 分 解 釈 が得 ら れ る が， そ の よう な 前 提 がな い 場 合は ， T 部 分関 係 を表

す 。 ま た ，創 造 動 詞 が 数 量 詞 遊離 文 に 生 じた 場 合 に注 目 し ， 部分 解 釈が

述語 の 特 性に よ っ て 影響 さ れ るこ と を 示 した 。例え ば，‘穴 を 掘る ’が数

量 詞 遊 離 文に 生 じ る と，先 行詞 の 指 示対 象の 存 在 が前 提 に な らな い た め，

遊 離 数 量 詞が 個 体 数 量詞 の 場 合は T 部 分 関係 が 得 られ ，遊離 数量 詞 が‘ 30

セ ン チ ’ など の 内 容 数量 詞 の 場合 は 掘 っ た穴 の 長 さを 表 す と 主張 し た。  

 §3 .4 は 数 量 詞 遊 離 文 と 連 体 数 量 詞 文 の 解 釈 上 の 違 い に つ い て 論 じ た。

数 量 詞 遊 離文 は ， 先 行詞 が 定 の解 釈 を 受 ける と 部 分解 釈 を 表 すが ， 先行

詞 が 不 定 の場 合 は 個 体の 数 を はじ め て 談 話に 導 入 する と き に 用い ら れる

（‘ ケ ーキ を 2 個 買 う’）。加 藤（ 重 ） (2003)は こ のよ う な認 知様 式 を「 離

散 的 認 知 」と呼 ん で いる 。加 藤 によ れ ば ，一度 導 入 され た 個 体は ，「集 合

的認 知 」 によ っ て ま とま り と して 認 知 さ れる （‘そ の 2 個 の ケー キ を食

べた ’vs .‘ そ の ケー キを 1 個 食べ た’）。比率 的 数 量詞 は そ の 前提 性 に よ

り離 散 的 認知 と 見 な され な い こと を 指 摘 した 。  

 さ ら に，‘ 缶 に入 って い た ドロ ッ プ を 2 個食 べ た ’の よう に 先 行詞 が

定 の 解 釈 を受 け る 数 量詞 遊 離 文を 取 り 上 げ， こ の 文 が 表 す 部 分関 係 が T

部 分 関 係 であ っ て ，M 部分 関 係 の解 釈 は 語用 論 的 に 推 論 さ れ てい る と 分

析し た 。数 量 詞遊 離 文が 表 し うる 部 分 関 係が T 部分 関 係で あ ると い う 分

析は ，‘そ の ペ ンを 3 本 くだ さ い ’に お いて ① 遊 離数 量 詞 の 先行 詞 が タ

イ プ 指 示 にな る こ と ， ② 先 行 詞を ‘ そ れ らの ペ ン ’に 置 き 換 えて も 依然

と し て タ イプ 指 示 で ある と い う事 実 を 根 拠に し た 。  
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§3 .5 で は，数 量 詞遊 離文 が 表す T 部分 関 係に つ い て論 じ た。日本 語 で

は ，T 部 分 関 係が 数 量詞 遊 離 文に よ っ て 表さ れ る（‘ そ の 鉛 筆を 3 本 買っ

た ’）。 日 本語 数 量 詞 遊離 文 の 特徴 と し て ，特 定 解 釈の ヒ ト 名 詞を 遊 離数

量 詞 の 先 行詞 に で き ない と い うこ と が あ る（‘ *そ の人 を 3 人呼 ん だ’）。

こ の 要 因 と し て ， Kaga  (1991 )が 主 張 す る よ う に ， ヒ ト 名 詞 と 非 ヒ ト 名

詞 で 基 本 レベ ル カ テ ゴリ ー が 異な る こ と が 考 え ら れる 。 す な わち ， ヒト

名詞 は 非 ヒト 名 詞 よ りも 個 別 性が 重 視 さ れる た め，‘そ の ＋〈 ヒト 名 詞〉’

は 個 体 解 釈し か も た ない た め であ る と 考 えら れ る 。さ ら に ， 遊離 数 量詞

の 先 行 詞 が‘ 前 を 走 って い た 乗用 車 ’ の よう な 定 名詞 が 個 体 指示 と タイ

プ 指 示 の 交替 を 許 す こと ， 述 語の 語 彙 特 性が 個 体 解釈 ・ タ イ プ解 釈 の選

択に 影 響 する こ と を 指摘 し た 。こ れ と 対 照的 に ，‘ 2 台 す れ違 った 乗 用 車’

のよ う な タイ プ 解 釈 を受 け る 名詞 句 に つ いて は 個 体指 示 に 読 み換 え る こ

と は 不 可 能で あ る と 主張 し た（‘ *2 台す れ違 っ た 乗用 車 が パ ンク し た’）。 

§3 .6 で は，‘そ の ケ ーキ 2 個 を食 べ た’に例 示 さ れる NQC 型の 数 量 詞

遊離 文 と 一般 的 な 数 量詞 遊 離 文（ NC Q 型） を 比 較し た 。 NCQ 型が 離 散

的 認 知 の 反映 で あ る のに 対 し て ，NQC 型 は連 体 数 量詞 文 と 同 様に 集 合的

認 知 を 反 映し て い る と主 張 し た。   
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第 4章  英語関係節の分類と M部分構造  

 

 

 

 本 章 は，ま ず英 語 関係 節 を 分類 し，そ れか ら 関 係節 と M 部分 構 造 の

相 関 関 係 に つ い て 論 じ る 。 関 係 節 は 伝 統 的 に ， (1a )に 例 示 さ れ る 「 制 限

的 関 係 節 」 ( res tr i c t i ve  re la t i ve  c lause )と (1b )に例 示 され る 「非 制 限 的

関 係 節 」 (nonres tr i c t ive  re la t ive  c l ause )に 大 別 され る 。  

 

 (1 )  a .  He  had  two  daughters  who  became  nurses .  

   （彼 に は 看護 師 に な った 2 人 の娘 が い た 。）  

  b .  He  had  two  daughters ,  who  became  nurses .  

   （彼 に は 2 人 の 娘 が いて ， 2 人 とも 看 護 師に な っ た。）  

 

(1a )で は ， 関 係 節 が 先 行 詞 ( two  dau ghters )の 指 示 決 定 に 密 接 に 関 わ る 。

す な わ ち ， 2 人 の 娘 は看 護 師 にな っ た と いう 特 性 をも つ こ と でそ の 指示

が 決 定 さ れる 。 ほ か に看 護 師 でな い 娘 が いて も か まわ な い 。 対照 的 に，

(1b )で は 関 係 節 が 先 行 詞 の 指 示 決 定 に 関 与 せ ず ， 説 明 を 加 え る だ け で あ

る 。彼 に は 娘が 2 人 しか お ら ず ，非 制 限 節は そ の 2 人 が 看 護 師を し てい

る と い う 情報 を 追 加 する 。  

制 限 ・ 非 制 限 の 区 別 は ， 関 係 節 と そ れ が 修 飾 す る 名 詞 句 （ 以 下 ，「 先

行 詞 」 と 呼ぶ ） の 意 味関 係 に 基づ く 分 類 法で ， 先 行詞 の 指 示 決定 に 関わ

る の が 制 限的 関 係 節 （以 下 ，「 制 限 節」 と呼 ぶ ）， 先 行 詞の 指示 決 定 に関

わ ら な い のが 非 制 限 的関 係 節（以 下，「 非制 限 節 」と 呼 ぶ ）であ る 。この
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分 類 基 準 は明 確 な よ うだ が ， 関係 節 の 中 には 制 限 節と 非 制 限 節の 中 間的

な 性 質 を もつ も の が ある と い う指 摘 や よ り精 緻 な 分類 の た め に新 た な基

準 を 導 入 する 試 み も 見ら れ る （例 え ば ， Carlson  (1977c ) ,  Quirk  e t  a l .  

(1985 ) ,  Huddleston  and  Pul lum (2002 ) ,  河 野 (2012)な ど ） 1。特 に ， 制

限 節 に つ いて は ， 次 に示 す よ うに 先 行 詞 が定 名 詞 句の 場 合 と 不定 名 詞句

の 場 合 が あり ， 両 者 が意 味 的 に区 別 さ れ るべ き 特 性を も つ こ とが 70 年

代 か ら 指 摘さ れ て い る 。  

 

 (2 )  a .  This  i s  the  book  whi ch  I  bought  yes terd ay.（ 廣瀬 (1995 )の (4 )） 

  b .  This  i s  a  book  which  I  bought  yes te rd a y.（ 廣 瀬 (19 95 )の (5 )） 

 

                                                   
1  関 係 節 の 分 類 法 に つ い て Q u i r k  e t  a l .  ( 1 9 8 5 )と H u d d l e s t o n  a n d  P u l l u m  ( 2 0 0 2 )
は 異 な る 立 場 を と る 。 前 者 は 制 限 用 法 ・ 非 制 限 用 法 の 区 別 を 採 用 し て い る が ， 後

者 は そ の 代 わ り に 「 統 合 型 」 ( i n t e g r a t e d )と 「 補 足 型 」 ( s u p p l e m e n t a r y )の 区 別 を

導 入 し て い る 。統 合 型 と 補 足 型 の 区 別 は ，概 略 ，関 係 節 の 主 節 に 対 す る（ 音 調 的 ・

統 語 的 ・ 意 味 的 ） 結 び つ き の 強 さ に よ る 区 別 で あ る 。  
本 研 究 は ， 制 限 用 法 ・ 非 制 限 用 法 の 区 別 を 採 用 す る が ， こ の 2 分 法 に 当 て は ま

ら な い と さ れ る 関 係 節 に つ い て 簡 潔 に ま と め て お く 。  
C a r l s o n  ( 1 9 7 7 c )は ，一 見 す る と 制 限 節 の よ う で あ る が ，意 味 的 に は そ れ と 明 確

に 異 な る 関 係 節 と し て ， ( i )に 例 示 さ れ る 「 数 量 関 係 節 」 ( A m o u n t  R e l a t i v e )の 存

在 を 主 張 し て い る 。  
 
 ( i )  M a r v  p u t  e v e r y t h i n g  h e  ( p o s s i b l y )  c o u l d  i n  h i s  p o c k e t .  ( C a r l s o n の ( 2 2 ) )  
 ( i i )  H u e y  p u t  e v e r y t h i n g  w h i c h  w a s  r e d  i n  h i s  c r i b .  ( C a r l s o n の ( 2 0 ) )  
 
( i i )の 関 係 節 は 一 般 的 な 制 限 節 で ，‘ 赤 い も の す べ て ’ が ベ ビ ー ベ ッ ド に 入 れ ら れ

た 状 況 を 表 す が ， ( i )の 関 係 節 は 数 量 関 係 節 で ‘ ポ ケ ッ ト に 入 る だ け の も の を す べ

て ’ で あ っ て ， ポ ケ ッ ト に 入 り き ら な け れ ば 残 っ て も か ま わ な い 。  
 ま た ， Q u i r k  e t  a l .  ( 1 9 8 5 )は ， 次 の 例 に よ っ て 例 示 さ れ る ， 制 限 節 と 非 制 限 節

の 中 間 的 な 性 質 を も つ ，「 入 れ 子 型 」( t e l e s c o p e d )の 関 係 節 の 存 在 を 指 摘 し て い る 。  
 
 ( i i i )  A l l  t h i s  I  g a v e  u p  f o r  t h e  m o t h e r  w h o  n e e d e d  m e .  

( Q u i r k  e t  a l .  1 9 8 5 : 1 2 5 7 )  
 
こ の 例 の m o t h e r は 次 の 例 の よ う に 一 般 的 な 名 詞 ( g e n e r a l  n o u n )に 関 係 節 を 添 え

た 表 現 で 言 い 換 え ら れ る と い う 。  
 
 ( i v )  A l l  t h i s  I  g a v e  u p  f o r  a  p e r s o n  w h o  n e e d e d  m e ,  i e  m y  m o t h e r.  ( i b i d . )  
 
Q u i r k  e t  a l .は ， ( i i i )の よ う な 関 係 節 を と ら え る に は ，関 係 節 を 2 分 法 と し て と ら

え る よ り も 「 勾 配 」 ( g r a d i e n t )と し て と ら え る 必 要 が あ る と 主 張 し て い る 。  
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(2a )と (2b )は ， 私 が 昨 日 買 っ た 本 の 冊 数 に つ い て 異 な る 論 理 的 含 意 を も

つ 。 す な わち ， (2a )は買 っ た 本が 1 冊 だ けで あ る とい う 状 況 を表 す の に

対 し て ， (2b )はそ れ が 2 冊以 上 あ る状 況 を表 す 。 この 解 釈 の 違い を 導 く

た め に 先 行詞 に 含 ま れる （ 不 ）定 冠 詞 の 意味 機 能 に注 目 す る 分 析 や 先行

詞 の 指 示 レベ ル に 注 目す る 分 析が あ る 。  

本 章 は ，ま ず 制限 節 と非 制 限 節の 意 味 的 特徴 を ま とめ ，(2 )に 例示 さ れ

る 制 限 節 に関 す る 統 語的 ・ 意 味的 分 析 を 批判 的 に 検討 す る 。 さら に ，制

限 節 が 部 分構 造 を 含 む場 合 に 注目 し ， 先 行詞 の 指 示と 部 分 構 造の 関 わり

に つ い て 論じ る 。  

本 章 の 構 成は 以 下 の とお り で ある 。§4 .1 では 関 係 節の 種 類 と それ ぞれ

の統 語 的 ・意 味 的 特 徴を 概 説 する 。 特 に ， 制 限 節 が定 の 先 行 詞 を と る 場

合 と 不 定 の先 行 詞 を とる 場 合 を比 較 し ， 先行 詞 の 定性 と 関 係 節の 限 定機

能 の 関 連 につ い て 考 察す る 。 また ， 先 行 詞の 定 性 によ っ て 制 限節 の 統語

構 造 を 区 別す る 分 析 を批 判 的 に検 討 す る 。§4 .2 で は 関係 節 と 部分 構 造の

相 関 関 係 につ い て 論 じる 。（ 一部 の ）制 限 節と 部 分 構造 が 整 合 しな い とい

う 従 来 の 主張 を 検 証 し， そ の 背後 に あ る 制限 節 の 意味 特 性 を 明ら か にす

る。 §4 .3 では 各 節 の 要旨 を ま とめ る 。  

 

4.1  関係節の分類 2  
 

 本 節 は ，ま ず 制 限 節と 非 制 限節 の 意 味 機能 を 比 較し ， 次 に 制限 節 につ

い て ， 先 行詞 が 定 名 詞句 の 場 合と 不 定 名 詞句 の 場 合の 意 味 的 特徴 の 違い

に つ い て 整 理 す る 。 さ ら に ， 安 井 (2000 )と 河 野 (2012)に よ る ， 2 種 類 の

制 限 節 の 意味 的 ・ 統 語的 分 析 を批 判 的 に 検討 す る 。  

                                                   
2  § 4 . 1 . 1 か ら § 4 . 1 . 4 は 田 中 ( 2 0 0 6 )に 大 幅 な 加 筆 修 正 を 行 っ た も の で あ る 。  
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4.1 .1  制 限 節と 非 制 限 節  

制 限 節 と 非制 限 節 の 意味 機 能 の違 い を 詳 しく 見 よ う 。 ま ず ， 制限 節の

意 味 機 能 は次 の よ う に表 さ れ る（ c f .  廣 瀬  1995）。  

 

 (3 )  制限 節 の 意味 機 能  

  制限 節 は 先行 詞 の 表 しう る 対 象に 制 限 を 与え て ，そ の対 象 を 関係

節の 表 す 特性 を も つ もの だ け に限 定 す る 。  

 

Japanese  peop l e  who  are  d i l i gent  work  hard を 例に ， 制 限節 の 意 味機

能 を 考 え てみ よ う 。この 文 の 関係 節 を 含 む主 語 の 意味 は ，ヴ ェン 図 (Venn 

d iagram)を用 い る と 次の よ う に表 さ れ る 。  

 

 A :  日 本人 の 集 合  

A  B  B :  勤 勉な 人 の 集合  

 A∩ B:  日本 人 で かつ 勤 勉 な 人の 集 合  
 

図  4 .1 制 限 節 と 先 行 詞 の 意 味 関 係  

 

A は 先 行詞 に 対 応す る集 合 で Japanese  peop le の 集 合 を表 し ， B は 関係

節 に 対 応 する 集 合 で di l igent で ある 人 の集 合 を 表す 。こ こ で主 語 の 指示

対 象 は 集 合 A と 集 合 B の 交 わ り に 相 当 し ， Japanese  p eop le の 中 で

di l igent の 特性 を も つ人 の 集 合 を 表 す 。 結果 と し て， 先 行 詞 に対 応 する

集合 A が 集 合 B に よる 「 制 限」 を 受 け るこ と に なる 。  

非 制 限 的 用法 の 意 味 機能 は 次 のと お り で ある （ c f .  廣 瀬  1995）。  
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 (4 )  非制 限 節 の意 味 機 能  

  非制 限 節 は先 行 詞 の 指示 対 象 の決 定 に は 関与 せ ず ，すで に 確 定し

て い る 指 示 対 象 に 対 し て そ れ が 関 係 節 の 表 す 特 性 を も つ こ と を

表す 。  

 

Japanese  peop l e ,  who  are  d i l i gent ,  work  hard を 例に し て 考 える と ， 関

係 節 を 含 む主 語 の 意 味は 次 の ヴェ ン 図 で 表す こ と がで き る 。  

 

 A :  日 本人 の 集 合  

A  B  B :  勤 勉な 人 の 集合  

 A (⊆ B ) : 勤 勉 な日 本人 の 集 合  
 

図  4 .2 非 制 限 節 と 先 行 詞 の 意 味 関 係  

 

先 行 詞 に 対応 す る 集 合 A は Japanese  peop le の 集 合を 表 し，関係 節 に 対

応す る 集合 B は， di l igent で あ る 人の 集 合を 表 す 。こ こ で 注 目す べ き 点

は ，制 限節 の 場合 と は異 な り，主 語の 指 示対 象 は 集合 A と 集 合 B の包 含

関 係 で 表 さ れ る こ と で あ る 。 そ の た め Japanese  peop le な ら ば 誰 で も

di l igent の特 性 をも つこ と が 含意 さ れ る 。よっ て ，集合 A が 集合 B に よ

る 「 制 限 」を 受 け る こと は な い。  

ま と め る と， 制 限 節 と非 制 限 節の 意 味 機 能の 決 定 的な 違 い は ，制 限節

で は 先 行 詞の 指 示 対 象が 関 係 節に よ る 限 定に よ っ て決 定 さ れ るの に 対し

て ， 非 制 限節 で は 先 行詞 の 指 示対 象 が 関 係節 と は 独立 し て 決 定さ れ る，

と い う 点 にあ る 。  
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4.1 .2  定 ・ 不定 制 限 節 の 意 味機能  

本 章 の 冒 頭 で (2a )に 例 示 さ れ る ， 先 行 詞 が 定 名 詞 句 の 制 限 節 （ 以 下 ，

「 定 制 限 節 」 と 呼 ぶ ） と (2b )に 例 示 さ れ る ， 先 行 詞 が 不 定 名 詞 句 の 制 限

節 （ 以 下 ，「 不 定 制 限 節 」 と 呼 ぶ ） の 解 釈 上 の 違 い に つ い て 述 べ た 3。 定

制 限 節 と 不定 制 限 節 が意 味 的 に異 な る 特 性を も つ こと に つ い ては 複 数の

文 献 で 論 じ ら れ い る 。 例 え ば ， Hooper  and  Thompson  (1973 )や 安 井

(1978)は 情 報 構 造 の 観 点 か ら ， 河 野 (2012)は 統 語 構 造 の 観 点 か ら 定 ・ 不

定 制 限 節 の 違 い を 論 じ て い る 。 ま た ， 廣 瀬 (1995 )は 日 本 語 と 英 語 の 定 ・

不 定 制 限 節の 対 応 関 係に つ い て述 べ て い る。 本 節 は， 定 ・ 不 定制 限 節の

意 味 特 性 の違 い を 概 説す る 。  

(2a )と (2b )（そ れ ぞ れ (5a ) (5b )とし て 再 掲）は ，関係 節 が 定 制限 節 か不

定 制 限 節 かの 最 小 対 立で あ る 。  
                                                   
3  定 制 限 節 ・ 不 定 制 限 節 の 各 名 称 は ， 安 井 ( 1 9 7 8 )の 「 定 関 係 詞 節 」・「 不 定 関 係 詞

節 」の 区 別 に 基 づ い て い る 。安 井 は 制 限 節 に つ い て 定・不 定 の 区 別 を し て い る が ，

同 様 の 区 別 は 非 制 限 節 に も 適 用 で き る と 思 わ れ る 。 例 え ば ， 中 右 ( 1 9 7 7 )は 非 制 限

節 が 定 名 詞 句 だ け で な く ， 不 定 名 詞 を 先 行 詞 に で き る こ と を 総 称 的 名 詞 句 と 叙 述

名 詞 の 例 に よ っ て 例 証 し て い る 。  
 
 ( i )  A t i g e r,  w h i c h  l i v e s  i n  t h e  c a v e ,  i s  d a n g e r o u s .（ 中 右 の § 1 . 1 ( 1 4 )）  
  c f .  T h e  p o t a t o ,  w h i c h  w a s  t h e  p r i n c i p a l  f o o d s t u f f  i n  P e r u ,  w a s  u n k n o w n  

i n  M e x i c o .  ( S m i t h  1 9 6 4 )  
 ( i i )  H e  i s  a n  a n t h r o p o l o g i s t ,  w h i c h  h i s  b r o t h e r  u s e d  t o  b e .（ 中 右 の § 1 . 1 ( 1 9 )）  
  c f .  * H e  i s  a n  a n t h r o p o l o g i s t ,  w h o m  I  m e t  a t  a  p a r t y  l a s t  w e e k .  

（ 中 右 の § 1 . 1 ( 1 8 )）  
 
( i )が 示 す よ う に ， 総 称 的 名 詞 句 は 定 ・ 不 定 を 問 わ ず 非 制 限 節 の 先 行 詞 に な れ る 。

( i i )は 叙 述 名 詞 が 非 制 限 節 を 伴 っ て い る 。た だ し ，関 係 代 名 詞 は w h o ( m )で は な く ，

w h i c h が 選 択 さ れ る 。  
中 右 ( 1 9 7 7 )は ， 不 定 名 詞 句 が 特 定 的 解 釈 を 受 け る 場 合 に 非 制 限 節 の 先 行 詞 に な

れ る と 主 張 す る 。 そ の よ う な 環 境 を ， 中 右 は 「 確 定 的 コ ン テ ク ス ト 」 と 呼 び ， そ

れ を 構 築 す る 要 素 と し て ( i i i )に 含 ま れ る m a n a g e の よ う な 「 含 意 動 詞 」

( i m p l i c a t i v e  v e r b ) ( c f .  K a r t t u n e n  1 9 7 6 )や ( i v )に 含 ま れ る k n o w の よ う な「 叙 実 動

詞 」 ( f a c t i v e  v e r b ) ( c f .  K i p a r s k y  a n d  K i p a r s k y  1 9 7 0 )を 挙 げ て い る 。  
 
 ( i i i )  J o h n  m a n a g e d  t o  f i n d  a n  a p a r t m e n t ,  w h i c h  h a s  a  b a l c o n y.  

( K a r t t u n e n  1 9 7 6 )  
 ( i v )  J o h n  k n e w  t h a t  M a r y  h a d  a  c a r,  w h i c h ,  h o w e v e r,  h e  h a d  n e v e r  s e e n  i t .  

( K a r t t u n e n  1 9 7 6 )  
 

本 節 は 制 限 節 を 考 察 の 対 象 に す る た め ， 定 制 限 節 ・ 不 定 制 限 節 と い う 用 語 を 制

限 節 の 下 位 類 を 指 す の に 用 い る こ と に す る 。  
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 (5 )  a .  This  i s  th e  book  wh ich  I  bough t  yes terday.  (= (2a) )  

  b .  This  i s  a  book  which  I  bought  yes terday.  (= (2b ) )  

 

廣 瀬 (1995 )に よ れ ば ， 定 制 限 節 と 不 定 制 限 節 の 違 い は ， 関 係 節 が 表 す 命

題 内 容 ( I  bought  a  book  yes terday )の 情 報伝 達 上 の位 置 づ け に還 元 され

る 。 定 制 限節 の 節 の 命題 内 容 は前 提 と さ れ， 不 定 制限 節 の そ れは 断 定さ

れる ( c f .  Hoop er  and  Thompson  1973 ) 4。前提 (p resuppos i t i on )と は 「 談

話 に お い て話 し 手 が 聞き 手 と 共有 し て い ると 思 っ てい る 背 景 的知 識 」の

こ と で 聞 き手 に と っ て既 知 情 報と な る 。これ に 対 して ，断 定 (ass er t ion )

と は 「 発 話で 話 し 手 が聞 き 手 に伝 え よ う と意 図 し てい る 部 分 」で 少 なく

と も 聞 き 手に と っ て は既 知 で ない 情 報 で ある 。  

(5 )を次 の よう に 書 き換 え る と， 前 提 と 断定 の 違 いが 明 確 に なる 。  

 

 (6 )  a .  I  bought  a  book  yes terd ay,  and  th i s  i s  i t .（ 廣 瀬 の (7 )）  

  b .  This  i s  a  book ,  and  I  bought  i t  yes terday.（ 廣瀬 の (8 )）  

 

定 制 限 節 で は 節 の 命 題 内 容 が 前 提 と な る た め ， (6a )の よ う に th is  i s  i t  

(= the  book)よ り も先 に聞 き 手 に伝 え ら れ てい な け れば な ら な い 。これ に

対 し て ， 不 定 制 限 節 で は 関 係 節 の 内 容 が 断 定 さ れ る た め (6b )の よ う に

                                                   
4  非 制 限 節 に つ い て 言 え ば ， そ れ が 表 す 命 題 内 容 は 断 定 さ れ る 。 た だ し ， 水 口

( 1 9 8 0 )は ， 非 制 限 節 が 文 中 に 生 起 す る 場 合 と 文 末 に 生 起 す る 場 合 で 断 定 に 質 的 な

違 い が あ る と 主 張 し て い る 。 例 え ば ， 文 中 の 非 制 限 節 は ( i )に 示 す よ う に 付 加 疑 問

の 対 象 に な れ な い が ，文 末 の 非 制 限 節 は ( i i )に 示 す よ う に 付 加 疑 問 の 対 象 に な れ る 。 
 
 ( i )  T h e  T V,  w h i c h  h a s  b e e n  m i s b e h a v i n g  f o r  w e e k s ,  f i n a l l y  g a v e  o u t ,  { a .  

d i d n ’ t  i t ? /  b .  * h a d n ’ t  i t ? }（ 水 口 の ( 9 )）  
 ( i i )  S h e i l a  l i k e s  R o y ’s  i d e a ,  w h i c h  o r i g i n a l l y  c a m e  f r o m  h i s  b r o t h e r,  { a .  

d i d n ’ t  i t ? /  b .  * d o e s n ’ t  s h e ? }  （ 水 口 の ( 1 0 )）  
 
水 口 は ， 付 加 疑 問 が 1 次 的 な 断 定 文 か ら 作 ら れ る こ と を 踏 ま え て ， 非 制 限 節 が 文

中 に 生 じ る 場 合 に 2 次 的 な 断 定 を 表 し ， 文 末 に 生 じ る 場 合 に 1 次 的 な 断 定 を 表 す

と 主 張 し て い る 。  
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th is  i s  a  book の あ とで 発 話 され る 。  

廣 瀬 は ， 英語 の 定 ・ 不定 関 係 節が 日 本 語 では 格 助 詞の 違 い （ 下線 で表

示 ） に 反 映さ れ る と 主張 し て いる 。  

 

 (7 )  a .  これ が 僕 が昨 日 買 っ た本 だ 。  

  b .  これ は 僕 が昨 日 買 っ た本 だ 。  

 

(7a )は ， 談 話 に お い て あ ら か じ め 本 を 買 っ た 話 を し て い て ， そ の 本 が ど

れ な の か を 説 明 す る 場 面 で 用 い ら れ る 。 こ れ に 対 し て ， (7b )は 手 元 に あ

る 本 が ど うい う 本 な のか を 説 明す る 場 面 で用 い ら れる 5。  

定 ・ 不 定 制限 節 は ， 上述 の 情 報構 造 上 の 違い か ら 否定 の 環 境 で異 なる

振 る 舞 い を示 す 。 一 般に ， 肯 定文 で 断 定 され る 部 分は 否 定 文 では 否 定の

対 象 と な る 6 , 7。  

 

                                                   
5  関 係 節 の 先 行 詞 が 次 の よ う に 後 方 照 応 的 ( c a t a p h o r i c )な 定 冠 詞 を 含 む 場 合 に つ

い て は 別 な 扱 い が 必 要 で あ る 。  
 
 ( i )  T h i s  i s  { t h e /  * a }  h o u s e  t h a t  I  w a s  b o r n  i n .  
 
生 家 が 複 数 あ る と い う 状 況 は 現 実 世 界 で は あ り 得 な い の で ， こ の 場 合 の 関 係 節 は

定 制 限 節 で な け れ ば な ら な い （ c f .  ミ ン ト ン  1 9 9 9）。  
ま た ， ( i )に 対 応 す る 日 本 語 は ， 次 の よ う に ハ 格 ・ ガ 格 と も に 容 認 さ れ る 。  

 
 ( i i )  こ れ ｛ は ／ が ｝ 僕 が 生 ま れ た 家 で す 。  
 
こ の 事 実 は 関 係 節 の 内 容 が 前 提 に も ， 断 定 に も な り う る こ と を 示 し て い る 。 従 っ

て ， ( i )の よ う な 後 方 照 応 的 な 定 制 限 節 は ， 通 常 の 前 方 照 応 的 な 定 制 限 節 の 場 合 と

異 な り ，前 提・断 定 の 区 別 が 定・不 定 関 係 節 に 1 対 1 で 対 応 し な い こ と が わ か る 。  
6  こ こ で は 廣 瀬 ( 1 9 9 5 )の 言 語 デ ー タ を 用 い る が ， 安 井 ( 1 9 7 8 ,  2 0 0 0 )に も 同 様 の 記

述 が 見 ら れ る 。  
7  非 制 限 節 と 否 定 辞 n o t の 整 合 性 に つ い て 簡 潔 に 述 べ る と ， 指 示 対 象 が 確 定 し な

い コ ン テ ク ス ト で は ( i )が 示 す よ う に 容 認 さ れ な い が ， 指 示 対 象 が 確 定 し て い る コ

ン テ ク ス ト で は ( i i )が 示 す よ う に 容 認 さ れ る （ 中 右 ( 1 9 7 7 )も 参 照 ）。  
 
 ( i )  ? ?  J o h n  d i d n ’ t  b u y  a  c a r,  w h i c h  w a s  c o n v e r t i b l e .  
 ( i i )    J o h n  d i d n ’ t  s e e  a  l o r r y,  w h i c h  w a s  c o m i n g  r o u n d  t h e  c o r n e r.  

( K e m p s o n  1 9 7 5 )  
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 (8 )  This  i s  not  a  book  that  I  bought  yes terday,  but  (a  book  wh ich  I  

bought )  t oday.（ 廣 瀬の (10 )）  

 

関 係 節 の 内容 が 断 定 され る 不 定制 限 節 で は， 否 定 文に す る と 関係 節 が否

定 の ス コ ープ に 入 る 。(8 )では yes terday が否 定 の 焦点 と な っ てお り ，but

節の today と 対 照 を なす 。これ に 対し て ，関 係 節の 内 容が 前 提と な る 定

制 限 節 で は， 否 定 文 にし て も 関係 節 が 否 定の ス コ ープ に 入 ら ない 。  

 

  (9 )  This  i s  no t  the  book whi ch  I  bought  yesterday.（ 廣 瀬 の (11 )）  

 

こ の 文 は 関係 節 の 内 容（昨 日 ，本 を買 っ たこ と ）を 否定 し な い 。む し ろ，

‘ 昨 日 買 った 本 ’ は th is の 指し 示 す 本 で は な い と 述 べ て い る の で あ る 。 

 以 上 の よう に ， 定 制限 節 と 不定 制 限 節 は情 報 構 造の 違 い に より 機 能 お

よび 用 法 が異 な る 。 同じ 制 限 節で あ っ て も， 両 者 は意 味 的 に 明確 に 区別

さ れ な け れば な ら な い。  

 

4.1 .3  安 井 (2000)の 「 吹 き 出し・はみ出し」分析  

安 井 (2000 )は 関係 節 全般 を と らえ 直 す べ く，「吹 き 出 し・はみ 出し 」と

い う 概 念 を導 入 す る 8。安 井は ，制 限 節の 特 徴と さ れ る限 定 機 能 につ い て，

不 定 制 限 節が そ れ を もつ が ，定制 限 節 は それ を も たな い と 主 張す る 9。次

                                                   
8  吹 き 出 し の 概 念 に 基 づ く 関 係 節 の 分 析 は ， 安 井 ( 1 9 7 8 )に ま で さ か の ぼ る 。  
9  一 般 的 に は ， 制 限 節 の 限 定 機 能 は 先 行 詞 の 定 ・ 不 定 に よ ら ず ， 制 限 節 全 般 に 認

め ら れ て い る 。 例 え ば ， D e c l e r c k  ( 1 9 9 1 : 5 3 3 )は 制 限 節 の 限 定 機 能 を 定 制 限 節 の 例

を 用 い て 説 明 し て い る 。  
 
 ( i )  T h e  e s s a y  I  r e a d  y e s t e r d a y  w a s  i n t e r e s t i n g .  ( p i c k s  o u t  o n e  e s s a y  f r o m  

t h e  c l a s s  o f  e s s a y s )  
 
か っ こ 内 の 説 明 か ら D e c l e r c k が 定 制 限 節 に 限 定 機 能 を 認 め て い る こ と が 読 み 取

れ る 。  
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の 定 ・ 不 定制 限 節 の 対に 基 づ いて ， 安 井 の分 析 を 要約 す る 。  

 

 (10 )  a .  the  tu l ip  that  i s  ye l low  

  b .  a  tu l ip  that  i s  ye l l ow  

 

定 制 限 節 と不 定 制 限 節を 特 徴 づけ る の は ，先 行 詞 の限 定 詞 が 定冠 詞か

不 定 冠 詞 か と い う 点 で あ る 。 安 井 は ， 不 定 冠 詞 の 「 排 他 性 」

(exc lus iveness )と 定 冠 詞 の 「 包 括 性 （ 唯 一 性 ）」 ( in c lus iveness )に 基 づ

い て 分 析 する ( c f .  Hawkins  1978 ,  1980 )。まず は ， (10 )の 各 例 に基 づ い て

こ れ ら の 概念 を 説 明 する 。  

(10b)の 不 定制 限 節 の場 合 ，先 行 詞 は不 定名 詞 句 (a  tu l ip )で ある 。不定

冠 詞 の 排 他性 と は ，問題 の チ ュー リ ッ プ 以外 に も 少な く と も 1 つ の チュ

ー リ ッ プ が存 在 す る こと が 論 理的 に 含 意 され る ， とい う こ と であ る 。こ

れ に 対 し て ， (10a )の定 制 限 節で は ，先 行詞 は 定 名詞 句 ( the  tu l ip )な の で

定 冠 詞 の 唯一 性 が 働 く。 す な わち ， 関 係 節の 内 容 を満 た す 個 体が 先 行詞

の 指 示 対 象以 外 に 存 在し て は なら な い 1 0。  

安 井 (2000 )は ， 定 ・ 不 定 冠 詞 の 特 性 に 基 づ い て ， 定 ・ 不 定 制 限 節 の 意

味 機 能 を 導く 。 不 定 制限 節 の 機能 は ， 先 行詞 の 指 示対 象 が 関 係節 の 内容

を 満 た す もの に 限 定 する こ と であ る 1 1。 (10b)に 即 して 言 えば ，制 限 節 に

よ っ て 黄 色の 属 性 を もつ チ ュ ーリ ッ プ の 集合 が 決 定さ れ ， 不 定冠 詞 の排

他 性 に よ って そ の 集 合の メ ン バー か ら 任 意の 1 つ が選 び 出 さ れる 。  

次 に ， 定 制限 節 の 場 合は ， 先 行詞 が 定 冠 詞を 伴 う ため ， そ の 唯一 性に

                                                   
1 0  こ の 定 制 限 節 に 課 さ れ る 条 件 を ， B a k e r  ( 1 9 6 8 )は 「 網 羅 性 の 条 件 」 ( c o n d i t i o n  
o f  e x h a u s t i v e n e s s )と し て 提 案 し た （ c f .  河 野  2 0 1 2）  
1 1  安 井 は ，不 定 冠 詞 の 排 他 性 が（ 関 係 節 を 除 く ）先 行 詞 の 名 詞 句 部 分 に だ け 適 用

さ れ る と 主 張 す る 。 し か し ， イ ン フ ォ ー マ ン ト 調 査 を し て み る と 排 他 性 は 関 係 節

を 含 む 全 体 に 適 用 さ れ る と 考 え る 必 要 が あ る 。 詳 し く は § 4 . 1 . 4 で 見 る 。  
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よ っ て 唯 一的 に 指 示 が決 ま っ てい る 。 安 井に よ れ ば， 定 制 限 節の 先 行詞

の 指 示 対 象は ， 関 係 節に よ ら ず決 定 さ れ るた め ， 関係 節 が 先 行詞 の 適用

範 囲 を 限 定す る こ と はな い と いう 。 安 井 は， 定 制 限節 に 限 定 機能 を 認め

な い 根 拠 とし て ， 次 の照 応 に 関す る 事 実 に注 目 す る。  

 

 (11 )  a .  I  bought  a  book  yes terd ay.   

   I t  
  b .  The  book   i s  about  semanti cs .  
   The  book  I  bought  yes terday  

 （ 安 井の (2b ) (4a) (4b)）  

 

(11b )の 主 語 （ 中 か っ こ で 表 示 ） は ， い ず れ も (11a )に 含 ま れ る 不 定 名 詞

句 a  book を 受 け る こと が で きる 。 安 井 (2000 :579)は 定 名詞 句 The  book

と定 制 限節 The book I  bought  yesterd ay が 同 一 指示 に な るこ と か ら次

の よ う に 主張 す る 。  

 

 関 係 節 が 先 行 詞 の 適 用 範 囲 を 限 定 す る も の な ど で な い こ と は 明 ら

か で あ ろ う。 the  book の 指 示対 象 と th e  book  I  bou gh t  yes terd ay

の 指 示 対 象と は ぴ っ たり 重 な るか ら で あ る。  

 

要 す る に ， the  book と the  book  I  bou ght  yes terday が 同 一指 示 に なる

こ と か ら，「 関 係節 が付 加 さ れて も 先 行 詞の 中 身 は増 え も 減 りも し な い」

と と ら え ，定 制 限 節 は先 行 詞 の指 示 決 定 には 関 わ ら な い ， と 安井 は 主張

する 。  

 定 制 限 節に 限 定 機 能を 認 め ない と な る と， 非 制 限節 と の 区 別が 問 題に

な る 。 と いう の も ， 非制 限 節 は先 行 詞 の 指示 決 定 の観 点 か ら は省 略 可能
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な 要 素 だ から で あ る 。安 井 は この 点 に つ いて 次 の 例で 説 明 し てい る 。  

 

 (12 )  a .  The  woman  who  needs  cons tan t  a t tent ion  i s  cared  fo r  by  

re la t i ves .（ 安井 の (5a )）  

  b .  The  woman ,  who  needs  cons tan t  at tent ion ,  i s  cared  fo r  by  

re la t i ves .（ 安井 の (5b )）  

 

安 井 は ， (12a)の 制 限 節 と (12b )の 非 制 限 節 の 機 能 的 な 相 違 点 を 「 吹 き 出

し 」 の 違 いで 区 別 す る。  

 

 (13 )  a .  制限 節 は 定冠 詞 the の中 身 を 指定 し ，先 行詞 に つ いて い る 定冠

詞の 「 吹 き出 し 」 で ある 。  

  b .  非制 限 節 は先 行 詞 the  woman 全体 の 「 吹き 出 し 」で あ り ，先

行詞 の 定 性を 支 え る 働き は な い。  

 

定 制 限 節 は，(13a)に 示す よ う に，先行 詞 の定 冠 詞 に納 ま り う るも の が 吹

き 出 し た もの で 先 行 詞の 定 性 を支 え る 役 割を 担 う 。こ れ に 対 して ， 非制

限 節 は ，(13b )に 示す よう に ，先行 詞 で あ る名 詞 句 その も の と 同等 で あ る。 

定 性 の 支 えの 有 無 は ，関 係 節 の内 容 に よ って 定 冠 詞が 選 択 さ れる 場合

（ 後 方 照 応 的 ( ca tap hor i c )な 定 冠 詞 ） を 考 え る と わ か り や す い 。 ミ ン ト

ン (2004)に よ る， 定 制限 節 と 非制 限 節 の 違い に 関 する 観 察 を 見よ う 。  

 

 (14 )  a .  The  speaker  who  gave  the  th i rd  pres en ta t ion  was  by  far  the     

mos t  persuas i ve .  

  b .  *The  sp eaker,  who  gave  the  th i rd  presenta t ion ,  was  by  far  



 

150 
 

the  mos t  persuas ive .  

 

関 係 節 の 内 容 は 「 3 番 目 に プ レ ゼ ン を 行 っ た 」 で あ る が ， (14a) (14b )の

文 法 対 立 が示 す よ う に定 制 限 節は 容 認 さ れる が ， 非制 限 節 は 容認 さ れな

い 。 こ の 事実 は ， 問 題の 関 係 節の 内 容 が 先行 詞 の 指示 決 定 に 重要 な 役割

を 担 っ て いる こ と を 示唆 す る 。例 え ば ， 次の よ う に不 定 関 係 節は 許 され

ない 。  

 

 (15 )  *   A speaker  who  gave  th e  th i rd  presen ta t ion  was  by  fa r  the  most  

persuas i ve .  

 

先 行 詞 が 不定 名 詞 句 の場 合 ，不 定冠 詞 の 排他 性 に よっ て 3 番 目に プ レゼ

ン を し た 発表 者 が 2 人以 上 い たと い う，現実 に は あり 得 な い 意味 を 指 す。

要 す る に ，問 題 の 関 係節 は 先 行詞 の 指 示 決定 に 密 接に 関 わ る 内容 を 表し

て い る と いう こ と で ある 。 こ れが 安 井 の 言う ， 定 性の 支 持 で ある と 見な

すこ と が でき る 。(14b)の 非制 限 節で は 先 行詞 の 指 示決 定 と は 切り 離 さ れ

る た め ， 関 係 節 の 内 容と 非 制 限節 の 機 能 が整 合 し ない 。 従 っ て， 許 容さ

れな い と 考え ら れ る 1 2。  

不 定 制 限 節に つ い て は， 安 井 は「 は み 出 し」 と い う概 念 を 用 いて 説明

する 。  

 

                                                   
1 2  筆 者 の イ ン フ ォ ー マ ン ト に よ れ ば ，次 の よ う に 非 関 係 節 の 内 容 を‘ ひ ど い 風 邪

を ひ い た ’ に 変 え る と 容 認 さ れ る 。  
 
 ( i )  T h e  s p e a k e r,  w h o  h a d  a  b a d  c o l d ,  w a s  b y  f a r  t h e  m o s t  p e r s u a s i v e .  
 
誰 で も 風 邪 を ひ き う る か ら ， こ の 場 合 の 関 係 節 は そ れ だ け で 先 行 詞 の 指 示 決 定 に

密 接 に 関 わ る と は 限 ら な い 。 さ ら に ， 主 節 の 内 容 と の 意 味 的 関 連 性 が 薄 い こ と で

追 加 情 報 と い う 非 制 限 節 の 機 能 に 見 合 っ た 内 容 で あ る と 言 え る 。  
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 (16 )  a .  A baker  i s  a  person  who  bakes  bread .  

  b .  a  p erson  ≠  a  person  who  bakes  bread（ 安井 の (6 )）  

 

(16a)に は 不定 制 限 節 a  person  who  bakes  bread が 含ま れる が ， (16b)

が 示 す よ うに ， 先 行 詞 a  person と a  person  who  bakes  bread は同 一指

示 に な ら ない こ と か ら関 係 節 は不 定 名 詞 句 a  p erson に は 納 まり き らな

い 要 素 （ はみ 出 し ） と 見 な さ れ る 。 こ の 点で 関 係 節が 定 冠 詞 に納 ま りう

る 定 制 限 節と は 決 定 的に 異 な る。  

 先 行 詞 の定 性 の 支 えは ， 定 制 限 節 を 非 制限 節 か ら区 別 し ， さら に 先行

詞 が 不 定 であ る 不 定 制限 節 か らも 区 別 す る。  

 安 井 分 析を ま と め たの が 次 の表 で あ る 。  

 

関 係 節 の 種 類  

機 能  
不 定 制 限 節  定 制 限 節  非 制 限 節  

限 定 機 能  ○  ×  ×  

定 性 の 支 え  ×  ○  ×  

吹 き 出 し・は み 出

し の 区 別 （ 出 所 ）  
は み 出 し  

（ 先 行 詞 の 名 詞 ）  
吹 き 出 し  

（ 先 行 詞 の 定 冠 詞 ）  

吹 き 出 し  
（ 先 行 詞 全 体 ）  

 
表  4 .1 定 ・ 不 定 制 限 節 と 非 制 限 節 の 機 能 の 比 較  

 

安 井 は ，一 般 に 制限 節の 特 徴 とさ れ る 限 定機 能 を 不定 制 限 節 だけ に 認 め，

定 制 限 節 を除 外 す る 。そ の 一 方で ， 関 係 節が 先 行 詞の 指 示 決 定に 関 わら

な い 点 で ，定 制 限 節 と非 制 限 節に 類 似 性 を認 め る 。両 者 の 違 いは ， 定制

限 節 で は 先行 詞 の 定 性の 根 拠 とな る の が 関係 節 で ある が ， 非 制限 節 では

先 行 詞 の 定性 が 関 係 節か ら 導 かれ る こ と はな い ， とい う 点 で ある 。  
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4.1 .4  安 井 分析 の 問 題 点  

本 節 で は 安井 (2000 )の次 の 主 張を 批 判 的 に検 討 す る。  

 

 ①  定制 限 節 は限 定 機 能 をも た な い。  

 ②  不 定 制 限 節 に お い て ， 先 行 詞 に 含 ま れ る 不 定 冠 詞 の 排 他 性 は （ 関

係節 を 除 く） 先 行 詞 の名 詞 句 だけ に 適 用 され る 。  

 

① の 主 張 は， 関 係 節 と（ 冠 詞 を含 む ） 先 行詞 を 分 離し て 関 係 節の 限定

機 能 を 査 定す る こ と によ っ て 導か れ る 。 安井 は ， 定制 限 節 で は先 行 詞の

定 名 詞 句（ 単 数 ）は 定冠 詞 の 唯一 性 に よ り ，ただ 1 つの 個 体 を指 示 す る

た め ， 関 係節 の 限 定 機能 が 働 く余 地 が な いと 主 張 する 。 し か し， 先 行詞

が 定 名 詞 句で あ っ て も制 限 節 によ る 限 定 が必 要 な 場合 が あ る 。次 の 例を

考え て み よう 。  

 

 (17 )   There  are  two  tu l ip s  in  a  vase .  {The /*A }  tu l ip  that  i s  ye l l ow i s  

dying  and  the  other  one  that  i s  red  i s  s t i l l  v i gorous .  

 

花 瓶 に 黄 色と 赤 の チ ュー リ ッ プが 1 本 ず つ生 け て ある 状 況 に おい て ，黄

色 の チ ュ ーリ ッ プ を 指す に は 定制 限 節 の the  tu l ip  that  i s  ye l l ow を用 い

な く て は なら な い （ ある い は 関係 節 を 用 いず に the  ye l l ow tu l ip とす る

こ と も 可 能）。先行 詞の 定 名 詞句 ( the  tu l ip )は ，定 冠 詞の 唯 一性 の 働 きに

よ り 黄 色 のチ ュ ー リ ップ も 赤 のチ ュ ー リ ップ も 指 すこ と が で きる 。 どち

ら の チ ュ ーリ ッ プ を 指す か は ，関 係 節 の 内容 に よ って 決 定 さ れる 。 これ

は ， 関 係 節の 限 定 機 能に ほ か なら な い 。 従っ て ， 定制 限 節 に も限 定 機能

を 認 め な けれ ば な ら ない 。  
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 次 の 例 文も 定 制 限 節が 限 定 機能 を も つ こと を 裏 づけ る 。  

 

 (18 )  This  i s  the  hous e  that  Jack  bui l t .  

 

ミ ン ト ン (1999 )に よ れ ば ， こ の 文 に 含 ま れ る 定 制 限 節 の 解 釈 は 次 に 示 す

よ う に 2 通り に 曖 昧 であ る 。  

 

 (19 )  (18 )の 定制 限 節の 解 釈  

  a .  Jack は 生涯 で 建 て た家 は 1 軒だ け で the  house が そ の家 を指

す。  

  b .  いろ い ろ な人 が 建 て た 一 群 の 家の 中 で ジ ャッ ク が 建て た 家は 1

軒だ け で th e  house がそ の 家 を指 す 。  

 

(19a)の 制 限節 の 先 行詞 は 後 方照 応 的 な 定冠 詞 を 含む 。つ ま り，制 限節 に

よ っ て 定 の支 え が 成 立し て い る 。一方 ， (19b )の 解 釈 では ，制 限節 は 家 の

集 合 の メ ンバ ー の 中 から ジ ャ ック が 手 が けた も の に限 定 す る 働き を する

1 3。 つ ま り ， 他 の 人 で な く ジ ャ ッ ク が 建 て た 家 を 指 す た め に は 関 係 節 に

よ る 限 定 が不 可 欠 と なる 。 従 って ， 定 制 限節 で も 制限 機 能 を 認め な けれ

ば な ら な い。  

② の 主 張 は， 不 定 制 限節 の 内 容が 先 行 詞 の名 詞 句 から は み 出 して いる

（ す な わ ち， 納 ま り きら な い ）た め ， 不 定冠 詞 の 排他 性 が は み出 し てい

る 要 素 に は適 用 さ れ ない ， と いう も の で ある 。 安 井に よ れ ば ， This  i s  a  

kni f e  wi th  wh ich  he  cu ts  meat の 解 釈 は，‘ 何本 か あ る肉 切り 包 丁 のう

                                                   
1 3  筆 者 の イ ン フ ォ ー マ ン ト に よ れ ば ，( 1 9 a )が 無 標 の 解 釈 で あ る と い う 。こ れ は ，

( 1 9 b )の 解 釈 で は ，ジ ャ ッ ク 以 外 の 人 が 建 て た 家 が あ ら か じ め 導 入 さ れ て い な け れ

ば な ら な い と い う 文 脈 の 支 え が 必 要 な た め で あ る と 考 え ら れ る 。  
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ち 1 本’ で は なく ，‘（ ほ かに も 包 丁は ある か も しれ な い が ，そ の 中 で）

彼 が 肉 を 切る た め に 用い る 1 本の 包 丁 ’とな る 。と こ ろが ，筆者 が 行 っ

た イ ン フ ォー マ ン ト 調査 で は ，複 数 の イ ンフ ォ ー マン ト か ら ‘彼 が 使う

肉 切 り 包 丁（ が 複 数 本あ っ て ，そ の う ち ）の 1 本’と い う解 釈（ 例 え ば，

肉 の 種 類 に応 じ て 包 丁を 使 い 分け る 状 況 で意 味 を なす ） に な ると 指 摘を

受 け た 。 肉以 外 の 用 途に 用 い るナ イ フ が ほか に あ ると い う 解 釈は 不 可能

で は な い が， 肉 切 り 包丁 が 複 数あ る 解 釈 のほ う が 強い と い う 。 こ れ は，

先 行 詞 に 含ま れ る 不 定冠 詞 の 排他 性 が 先 行詞 だ け でな く ， 関 係節 を 含む

名詞 句 (kn i f e  wi th  which  he  cu ts  meat )全体 に 及 ぶこ と を 示 唆し て い る。 

また ，(17 )の第 2 文 で不 定 制 限節 (a  tu l i p  th at  i s  ye l l ow)が 許容 さ れ な

い と い う 事実 も 不 定 冠詞 の 排 他性 に つ い て 重 要 な 手が か り に なる 。もし，

排 他 性 が 先行 詞 の 名 詞 tu l ip だ けに 適 用 され る の なら ， 黄 色 と赤 の チュ

ー リ ッ プ の一 方 を a  tu l ip  that  i s  ye l low/red で 指 せる （ 関 係 節の 限 定機

能に よ って 2 本 の チ ュー リ ッ プの 一 方 が 排除 さ れ る）はず で ある 。しか

し ， 実 際 には そ れ が 許さ れ な いの で あ る から ， 排 他性 は 先 行 詞の 名 詞句

だ け で な く， 関 係 節 を含 ん だ 名詞 句 ( tu l ip  that  i s  ye l low)全 体に 及 ん で

いる と 見 なけ れ ば な らな い 。  

一 般 に ，不 定制 限 節 は M 部 分 関係（ グ ルー プ・メ ンバ ー の 関係 ）の 解

釈 を も つ こ と が 知 ら れ て い る 。 例 え ば ， 熊 山 (1985)や ミ ン ト ン (1999 )は

次 の 文 が 部分 解 釈 を もつ と 指 摘し て い る 。  

 

 (20 )  a .  This  i s  a  book  which  I  bought  yes terday.（熊 山 (1985 :238）  

  b .  This  i s  a  hous e  that  Jack  bu i l t .（ ミ ン トン  1999 :39）  

 

す な わ ち ， (20a)は‘ 昨 日買 っ た 本（ 2 冊以 上 ）の う ちの 1 冊 ’とい う 解
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釈 に な り ， (20b)は‘ ジ ョン が 建 てた 家（ 2 軒 以上 ）の う ち の 1 軒 ’と い

う 解 釈 に な る と い う 1 4。 こ れ ら の 解 釈 は ， (17 )で 不 定 制 限 節 が 容 認 さ れ

な い こ と と整 合 す る 。つ ま り ，不 定 冠 詞 の排 他 性 は ， 先 行 詞 の名 詞 句だ

け で な く ，関 係 節 を 含め た 全 体に 及 ぶ の であ る 。  

安 井 分 析 の問 題 点 は ，関 係 節 の先 行 詞 の 扱い に 起 因す る 。 安 井は （冠

詞 を 含 め た） 先 行 詞 と関 係 節 を区 別 し ， 先行 詞 が 単独 で 用 い られ た 場合

と 関 係 節 を伴 う 場 合 を対 比 す るこ と で 限 定機 能 と 不定 冠 詞 の 排他 性 の適

用 範 囲 を 査定 す る 。 非制 限 節 であ れ ば ， 先行 詞 と 関係 節 を 切 り離 し ても

問 題 な い 。例 え ば ， Did  you  read  my  le t ter,  wh ich  I  put  on  the  d esk

に含 ま れ る非 制 限 節 は， 構 造 的に も 音 調 的に も 先 行 詞 my l e t ter か ら切

り 離 す こ とが で き る 。し か し なが ら ，定・不 定 制 限節 の 場合 ，先 行 詞（ の

名 詞 句 ） と関 係 節 の つな が り は非 制 限 節 の場 合 よ りも 密 接 で ある と 考え

な け れ ば なら な い 。  

 

4.1 .5  関 係 節の 統 語 構 造 と 決定詞の選択  

統 語 論 で は， 制 限 節 と非 制 限 節の 統 語 的 な特 徴 の 違い （ 関 係 代名 詞の

that が 制限 節 の み を導 く こ とや 非 制 限 節 の which が節 全 体を 受 け られ

る こ と な ど） を 踏 ま え ， 制 限 節・ 非 制 限 節を 統 語 的に 区 別 す る分 析 が伝

統 的 に 行 われ て き た（ Ross  (1967 ) ,  Jackendof f  (1977 ) ,  McCawley  (1981 ,  

1988a ,  1988b ,  1998 )な ど を 参照 ）。定 制 限節 と 不 定制 限 節 が 異な る 意 味

機 能 を 担 うこ と を 認 める と ， それ を 統 語 構造 に ど のよ う に 反 映さ せ るか

が 問 題 に なる 。 生 成 文法 理 論 でト ピ ッ ク ・フ ォ ー カス や モ ダ リテ ィ ーな

                                                   
1 4  熊 山 は ， 次 の よ う に 定 制 限 節 を 用 い る と 唯 一 性 の 解 釈 に な る と 述 べ て い る 。  
 
 ( i )  T h i s  i s  t h e  b o o k  w h i c h  I  b o u g h t  y e s t e r d a y.  
 
つ ま り ， ( i )は 私 が 昨 日 買 っ た 本 が 1 冊 だ け で あ る こ と を 意 味 的 に 含 意 す る 。 ミ ン

ト ン ( 1 9 9 9 )に も 同 様 の 指 摘 が 見 ら れ る （ 本 文 の ( 1 8 ) ( 1 9 )を 参 照 ）。  
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ど を 機 能 範ち ゅ う と 見な し ， 統語 構 造 に 反映 さ せ るア プ ロ ー チが 提 案さ

れ て い る こと を 踏 ま え る と ， 定・ 不 定 制 限節 に 個 別の 統 語 構 造を 与 える

分 析 は ， 統語 理 論 の 1 つ のア プ ロ ーチ と言 え る だろ う 。 河 野 (2012)は そ

の試 み と 見な せ る 。  

河 野 は (21a )に 例 示 さ れ る 典 型 的 な 制 限 節 に 対 し て ， (21b )に 例 示 さ れ

る ， 制 限 節で あ り な がら ， 同 時に 非 制 限 節的 な 性 質を 示 す も のが あ ると

主 張 す る （下 線 は 筆 者）。  

 

 (21 )  a .  The  so ld iers  that  were  brave  ran  f orward .（ 勇 敢な 兵 士 たち

は突 進 し た）（ 河野 の第 3 章 §3 .1 (1a )）  

  b .  …:  th at  i s ,  on  th e  bas is  o f  d escr ip t i ve  genera l i za t ions ,  we  

fo rmul ate  theore t i ca l  pr inc ip l es  whi ch  in  turn  l ead  us  t o  

ca l l  in to  ques t i on  the  empi r i ca l  adequacy  o f  ear l i er  

descr ip t i ve  genera l i za t ions .（ つ まり ，記述 的 一 般化 に 基 づ い

て理 論 原 理を 述 べ て ，そ して そ の理 論 的 原理 に よ って 今 度 はも

との 記 述 的一 般 化 の 経験 的 妥 当性 を 問 う こと に な る）  

（河 野 の第 3 章 §3 .3 (3a )）  

 

河 野 に よ れば ， (21b )の 制 限 節が 内 包 す る in  turn は 先行 文 脈の 命 題 内容

を 受 け ， それ と は 独 立し た 命 題内 容 を 表 す合 図 で ある と い う 。従 っ て，

in  turn は し ば しば 非 制限 節 で 用 いら れ る が， 一 方 で 上の 例 の よう に 制

限 節 が 内 包す る 場 合 も 見 ら れ ，そ の 関 係 節は 「 全 体か ら 見 る と制 限 的，

部 分 だ け 見る と 非 制 限的 と い う二 面 性 を 同時 に 持 ち併 せ て い る」と いう。

河野 (2012 )は この 種 の制 限 節 を「 非 制 限 的な 制 限 節」 と 呼 ぶ 1 5。  

                                                   
1 5  河 野 ( 2 0 1 2 : 3 0 )は ， 非 制 限 的 な 制 限 節 の 制 限 節 的 性 質 と 非 制 限 節 的 性 質 の 割 合
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 河 野 は 典型 的 な 制 限節（ 河野 の 用語 で は「 制 限的 な 制限 節 」）と 非 制 限

的 な 制 限 節に 異 な る 統語 構 造 を与 え る 。 すな わ ち ，制 限 的 な 制限 節 では

先 行 詞 の N (N’ )が 関 係節 と NP を構 成 す るの に 対 して ， 非 制 限的 な 制限

節 で は 先 行詞 の N P に関 係 節が 付 加 さ れる 。 河 野は ， (21a ) (21b )の 関係

節 と 先 行 詞の 統 語 関 係を そ れ ぞれ 次 に 示 すよ う に 分析 す る （ 河野 は 樹形

図 に よ っ て表 示 し て いる ）。  

 

 (22 )  a .  [N P  The  [N ’ s o ld ie rs i  [S ’ tha t i  [S  t i  were  brave] ] ] ]  ran  fo rward .  

    （河 野 の第 4 章 §4 .2 .1 (4a)に 基づ く ）  

  b .  [W]e  f ormula te  [ N P  [N P  theore t i ca l  p r inc ip les i  [S ’ whi ch i  [S  t i  

in  turn  lead  us  to  …] ] ] ] .  （河 野 の 第 4 章 §4 .2 .1 (4b)に 基 づく ） 

 

河野 は 節を S ’，名 詞 句を NP と し ，NP に 3 つ の 階層 を 認 め る 。つ ま り，

名詞 句 には NP,  N ’ ,  N の 3 層が あ る 。関 係詞 に つ いて は ， 河 野は 痕 跡 理

論 に 基 づ き ， 指 標 に よ っ て 束 縛 関 係 を 表 す 。 具 体 的 に は ， 関 係 詞 that

と t i の 関 係は 「 X 束縛 」，関 係 詞 と先 行詞 の 関 係お よ び 先 行詞 と t i の関

係 は ， そ れぞ れ 「 R 束縛 」 で ある （ 束 縛 関係 の 名 称は Saf i r  (1986 )に よ

るも の ）。  

                                                                                                                                                     
は 均 一 で は な い と 述 べ て い る 。例 え ば ， ( 2 1 b )に 含 ま れ る 制 限 節 は「 非 制 限 的 な 性

質 の ほ う が 比 較 的 色 濃 く 出 て い る 例 」 だ と い う 。 そ の 根 拠 と し て ， 問 題 の 関 係 節

を 非 制 限 節 に 読 み 換 え て も 原 文 の 意 味 と 大 き く 変 わ ら な い 点 を 指 摘 す る 。 な お ，

非 制 限 的 な 制 限 節 で 制 限 的 な 性 質 の 強 い も の と し て ，河 野 は 次 の 例 を 挙 げ て い る 。 
 
 ( i )  T h u s ,  a  s t r u c t u r e  i n  w h i c h  a  P a s t  i s  e m b e d d e d  u n d e r  a  F u t u r e  w h i c h  i s  

i n  t u r n  e m b e d d e d  u n d e r  t w o  m o r e  P a s t s  i s  p e r f e c t l y  w e l l  f o r m e d .  
  （ し た が っ て ， P a s t が F u t u r e の 下 に 埋 め 込 ま れ ， そ し て そ の F u t u r e が

さ ら に も う 二 つ の P a s t の 下 に 埋 め 込 ま れ て い る 構 造 は ，完 全 に 適 格 で あ る ） 
（ 河 野 の 第 3 章 § 3 . 3 ( 3 b )）  

 
こ の 例 文 で 制 限 節 を 非 制 限 節 と し て 解 釈 す る と 原 文 の 意 図 す る 意 味 が 伝 わ ら な く

な る ， と 河 野 は 主 張 す る 。 こ の よ う に 制 限 的 機 能 と 非 制 限 的 機 能 の 程 度 が さ ま ざ

ま に 異 な る 制 限 節 が 「 連 続 的 に つ な が る こ と に よ っ て 「 非 制 限 的 な 制 限 節 」 と い

う 1 つ の 下 位 類 を 形 成 し て い る 」 と い う 。  
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 制 限 的 な制 限 節 と 非制 限 的 な制 限 節 の 決定 的 な 違い は 先 行 詞の 統 語範

ち ゅ う で ある 。前 者 の先 行 詞 の統 語 範 ち ゅう は N’で ある の に対 し ，後 者

の 先 行 詞 のそ れ は N P で ある 。 河 野は ， 2 種 類 の関 係 節 をそ れぞ れ 「 N’

先 行 詞 制 限節 」，「 N P 先行 詞 制限 節 」 と 呼ぶ 。 基 本的 に は ， (21a)の よう

に 先 行 詞 が 定 名 詞 句 で あ る 制 限 節 は N’先 行 詞 制 限 節 と な り ， (21b )の よ

う に 先 行 詞が 不 定 名 詞句 で あ る制 限 節 は NP 先 行 詞制 限 節 とな る 。 よっ

て ，本 研 究 が 定制 限 節と 呼 ぶ 関係 節 は N’先 行 詞制 限 節 に対 応し ，不 定 制

限 節 と 呼 ぶ関 係 節 は NP 先行 詞 制 限節 に対 応 す るこ と に な る。  

河 野 は ， N ’先 行 詞 と NP 先 行 詞 の 違 い が 意 味 的 に は 類 ( c lass )と 個 体

( ind i v idual )の 違 い に 対 応 す る と 主 張 す る 。 類 (N ’ )は 限 定 詞 を 付 加 さ れ ，

NP に な っ て は じ め て 個 体 を 表 す 表 現 と な る 。 以 上 の 指 示 の 特 性 を 踏 ま

え，河 野は N’先 行 詞 と NP 先行 詞 を それ ぞれ「 類先 行 詞」，「 個 体先 行 詞 」

と 呼 ぶ 。 類先 行 詞 を とる 制 限 節（ 河 野 は 「類 先 行 詞制 限 節 」 と呼 ぶ ）は

制 限 節 の 表す 属 性 を 満た す 類 を抽 出 し ， 満た さ な い類 か ら 区 別す る 機能

を も つ 。こ の機 能 を 河野 は「 下 位類 形 成 制限 節 」と とら え て いる 。一 方 ，

個 体 先 行 詞を と る 制 限節 （ 河 野は 「 個 体 先行 詞 制 限節 」 と 呼 ぶ） は 制限

節 の 属 性 を満 た す 個 体を 限 定 する 機 能 （ 個体 は 類 では な い の で， 下 位類

は 形 成 さ れな い ） を もち ， 制 限節 に よ っ て限 定 さ れる 個 体 が どの よ うな

属 性 を も つも の か 叙 述し て い る。 こ れ を 河野 は 「 属性 叙 述 制 限節 」 とと

ら え て い る。属性 叙 述は 限 定 修飾 機 能 の 1 つ な ので ，そ れ によ っ て 個体

が 限 定 修 飾さ れ る た めに は ， その 属 性 叙 述の 当 て はま ら な い 個体 の 存在

が 語 用 論 的に 含 意 さ れる と 河 野は 主 張 す る。  

河 野 分 析 に基 づ い て 定制 限 節の the  man  who  k i l l ed  Mary と 不定 制 限

節の a  man who  k i l l ed  Mary の解 釈 を 導 いて み よ う。 定 制 限 節で は 先行

詞が N’の man で 類 を表 す 。 制限 節 は ‘ メア リ ー を殺 し た ’ とい う 属性



 

159 
 

を 表 し ， 先行 詞 の 表 す類 の う ちそ れ を 満 たす す べ ての 個 体 を 含む 下 位類

が 形 成 さ れる 。先行 詞が 単 数 形の man であ る こ とか ら ，問 題の 類 は 単一

元 の 集 合 とな る 。 先 行詞 に 含 まれ る 定 冠 詞は ， 問 題の 個 体 が 同定 可 能で

あ る こ と を示 し て い る。一 方，不 定関 係 節で は 先 行詞 が NP の a  man で

個 体 を 表 す。 制 限 節 は問 題 の 個体 が ‘ メ アリ ー を 殺し た ’ と いう 属 性を

も つ こ と を叙 述 す る 。個 体 は 類と は 異 な るの で ， 先行 詞 は メ アリ ー を殺

し た と い う属 性 を も つ個 体 の すべ て を 表 す必 要 は ない 。  

以 上 ， 河 野 (2012 )の 関 係 節 の 分 析 を 概 説 し た 。 河 野 は 制 限 節 に 制 限 的

な も の と 非制 限 的 な もの を 認 め， そ れ ぞ れに 異 な る統 語 構 造 を与 え る。

制 限 ・ 非 制限 の 区 別 は， 先 行 詞と 制 限 節 の意 味 関 係 に よ っ て 決定 す る。

§4 .1 .2 ,  §4 .1 .3 で 見 たよ う に，関 係節 の 先行 詞 が 定名 詞 句 で あれ ば，定 冠

詞 の 唯 一 性に よ り 関 係節 の 内 容を 満 た す 個体 の す べて が 抽 出 され な けれ

ば な ら な いし ， 関 係 節の 先 行 詞が 不 定 名 詞句 で あ れば ， 不 定 冠詞 の 排他

性 に よ り 関係 節 の 内 容を 満 た す個 体 が 別 に存 在 す るこ と が 論 理的 に 含意

さ れ る 。こ の 指示 的 特性 を ，河 野 は先 行 詞と し て 類と 個 体 の 2 種 類 を認

め る こ と でと ら え よ うと し た 。さ ら に ， 類と 個 体 の統 語 レ ベ ルを そ れぞ

れ N ’と NP に 対応 さ せる こ と によ っ て 2 種類 の 制 限節 に 対 応 する 統 語 構

造 を 導 い た。  

河 野 分 析 で 問 題 に な り う る の は ， 類 ・ 個 体 の 区 別 が 統 語 範 ち ゅ う の

N’ /NP の区 別 に 1 対 1 で 対 応す る と は 限ら な い 点で あ る。河野 は「基 本

的 に は 」と 但し 書 き をつ け る こと で 2 種 類の 関 係 節と 統 語 構 造が 厳 密に

対 応 し な いこ と を 断 って い る 。意 味 と 形 式が 河 野 分析 の 予 測 とず れ るも

の を 具 体 例で 確 認 す る 。(23a )は 定名 詞 句 の先 行 詞 で個 体 と 見 る べ き も の，

(23b)は 不 定名 詞 句 の先 行 詞 で 類 と 見 る べき も の であ る 。  
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 (23 )  a .  We  are  b l essed  wi th  the  sun  that  r ip ens  the  r i ce .  

（河 野 の第 4 章 §4 .4 (1 )）  

  b .  A woman  who  marr i es  young  i s  un l ike l y  t o  be  happ y.  

（河 野 の第 4 章 §4 .4 (3 )）  

 

(23a)に 含 まれ る 定 制限 節 は，河 野分 析 では 先 行 詞が 類 を 表 し，制 限節 に

よ っ て そ の下 位 類 が 抽出 さ れ ると 予 測 す る。 し か し， 河 野 は 問題 の 先行

詞 を 類 と して で は な く，個 体と し てと ら える 。その 根 拠と し て，「 太 陽 の

類 に い く つか の メ ン バー （ が ）あ っ て そ の中 か ら 制限 節 の 内 容を 満 たす

も の を 選 び出 し て い ると は 考 えら れ な い 」(p .66 ,  l l .1 -3 )（ か っ こは 田 中）

と 河 野 は 述べ て い る 。河 野 は Carlson  (1977a ,  1977b )の 「 ス テー ジ 」 と

い う 概 念 を援 用 し ，(26a )の 制 限 節の 先 行 詞 the  sun は「 個体 を構 成 す る

ス テ ー ジ 」 で あ る と と ら え る 。 よ っ て ， (23a )の 制 限 節 は N ’先 行 詞 制 限

節 で あ り なが ら ， そ の解 釈 は NP 先 行詞 制限 節 の それ に な る 。  

 (23b )の 不定 制 限 節は ，河野 分 析で は 先行 詞 が 個体 を 表 し ，制 限 節が そ

の 属 性 を 叙述 す る と 予測 す る 。し か し ， 河野 は ， この 制 限 節 が 総 称 的名

詞句 を 先 行詞 と す る 類先 行 詞 制限 節 で あ る と 分 析 する 。 先 行 詞の 解 釈に

つ い て ，河 野 は「 制 限節 の 先 行詞 は N’ (woman )で は なく NP (A woman)

で あ る と 考え ら れ る 」 (p .66 ,  l l . 22 -23 )と 述べ て い るが ， こ れ は河 野 分析

の 予 測 で あっ て ， 実 際に は 「 制限 節 の 先 行詞 は NP (A woman)では なく

N’ (woman)で あ る と 考え ら れ る」とす る べき と こ ろだ と 思 わ れる 。要す

るに ， NP の a  woman が個 体 で はな く 類を 表 す こと が ， (23b)の 不 定関

係 節 を 個 体先 行 詞 制 限節 と 見 なす 河 野 分 析の 予 測 に反 す る と いう の が本

質 で あ る 。  

 (23 )の 各 例 が 河 野 分 析 に も た ら す 問 題 は ， 統 語 範 ち ゅ う に よ る 制 限 節
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の 区 別 （ N ’先 行 詞 制 限 節 ・ NP 先 行 詞 制 限 節 ） と 先 行 詞 の 指 示 特 性 に よ

る 制 限 節 の区 別 （ 類 先行 詞 制 限節 ・ 個 体 先行 詞 制 限節 ） を 結 びつ け る こ

とに 起 因 する 。例 え ば，総 称 的な 名 詞（ 句）は 次 の例 が 示 す よう に ，〈は

だ か 名 詞 の複 数 形〉，〈定 冠 詞 ＋単 数 名 詞 〉，〈 不 定 冠詞 ＋ 単 数 名詞 〉 の 3

種 類 の 形 式で 表 さ れ る 1 6。  

 

 (24 )  a .  Beavers  bu i ld  a  dam.  

  b .  {The  beaver /  A beaver }  bu i lds  a  dam.  

 

こ の よ う な総 称 的 名 詞（句 ）の 特 徴を 踏 まえ る と ，類先 行 詞 と N’先行 詞

を 結 び つ ける こ と に そも そ も 無理 が あ る ので は な いか 。 さ ら に， 問 題は

総 称 的 名 詞句 で な く ても タ イ プ解 釈 を 受 ける 一 般 名詞 句 の 場 合に も 波及

す る 。 例 えば ， 次 の よう に 数 量表 現 を 含 む関 係 節 の場 合 で あ る。  

 

 (25 )  a .  the  book [ I  bought  two  cop i es  o f  yes terday ]  

  b .  a  book  [ I  bought  two  cop i es  o f  yesterday]  

 

こ の 種 の 関係 節 は ，先行 詞 の 類（＝ タ イ プ ）の 解 釈 を要 求 す る ( c f .  Kaga  

1991 ) 1 7。従 っ て， (25 )の 各 句 では ，制 限 節が 類 を 限定 し て い ると 考 え な

け れ ば な らな い 。河 野分 析 で は，(25a )の 制限 節 を N’先行 詞 制限 節 ，(25b)

                                                   
1 6  名 詞 の 総 称 解 釈 に は ，述 語 タ イ プ ，時 制・相 な ど が 影 響 す る こ と が 知 ら れ て い

る 。 例 え ば ， 次 の 各 例 の 主 語 は 総 称 解 釈 を 受 け な い （ か っ こ は 総 称 解 釈 を 阻 ん で

い る 要 因 ）。  
 
 ( i )  a .  A b e a v e r  i s  h u n g r y.（ 状 況 述 語 c f .  C a r l s o n  1 9 7 7）  
  b .  T h e  b e a v e r  b u i l t  a  d a m .（ 過 去 時 制 ）  
  c .  B e a v e r s  a r e  b u i l d i n g  d a m s .（ 進 行 相 ）  
 
1 7  こ の 種 の 関 係 節 に つ い て は 第 5 章 § 5 . 1 で 詳 し く 論 じ る 。  
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の 制 限 節 を NP 先 行 詞制 限 節 と 見 な す こ とに な る 。し か し ， 両句 の 解釈

はい ず れも N ’先 行 詞制 限 節（ ＝ 類先 行 詞制 限 節 ）に なら な くて は い けな

い 。 各 例 の解 釈 の 違 いは ， 類 であ る か 否 か で は な く， 制 限 節 によ っ て限

定 さ れ た タイ プ が 聞 き手 に と って 既 知 か どう か の 違い に 還 元 され る べき

で あ る 。  

 ま た ， 河野 は 制 限 的な 制 限 節と 非 制 限 的な 制 限 節を 区 別 す るが ， 一方

で 両 者 は 制限 的 機 能 と非 制 限 的機 能 の 割 合の 違 い でそ の 割 合 はさ ま ざま

で あ る と 主張 す る（ 注 15 を 参 照 のこ と）。従 っ て，河 野が 制 限的 な 制 限

節 の 典 型 例 で あ る と す る (22a )と 非 制 限 的 な 制 限 節 の 典 型 例 で あ る と す

る (22b )に 個別 の 統 語構 造 を 与え て も ，なお 2 種 類の 制 限 節 を両 極 と する

さ ま ざ ま な 制 限 節 に ど ち ら の 構 造 を 付 与 す る の か と い う 問 題 が 残 る 1 8。

こ の 問 題 は，河野 が 制限 節 に ただ 1 つ の 統語 構 造 を与 え る「 単一 構 造 仮

説」を 棄却 し，制 限 節に 2 つ の構 造 を 認 めた た め に生 じ た 代 償と も 言う

べ き も の であ る が ， 制限 節 に 単一 構 造 を 与え ， 先 行詞 の 解 釈 につ い ては

意 味 論 で 処理 す る と いう 統 語 分析 に 対 す る優 位 性 を損 ね る も のに な るよ

うに 思 わ れる 。  

 本 研 究 は， 制 限 節 に類 （ ＝ タイ プ ） を 限定 す る もの と 個 体 （＝ ト ーク

ン ） を 限 定す る も の があ る と 主張 す る 。 この 点 に つい て は ， 河野 分 析と

調 和 す る 。し か し ， それ ぞ れ の制 限 節 が 異な る 統 語構 造 を 有 する と いう

積 極 的 な 議論 を 展 開 せず ，む し ろ意 味 と 構造 が 1 対 1 に 対応 する 必 然 性

は な い と いう 立 場 か ら同 じ 構 造を も つ 制 限節 か ら 先行 詞 の 指 示特 性 の違

                                                   
1 8  河 野 は ， 関 係 節 の 下 位 類 ど う し の 関 係 に つ い て 次 の よ う に 述 べ て い る 。  
 
 英 語 の 関 係 節 で は 「 制 限 的 な 関 係 節 」 と 非 制 限 節 が 「 非 制 限 的 な 関 係 節 」 を

間 に 挟 ん で 連 続 的 に 繋 が っ て い る 。 ( p . 7 3 ,  l l . 1 8 - 2 0 )  
 
要 す る に ， 河 野 は 関 係 節 を （ 制 限 的 な ） 制 限 節 と 非 制 限 節 の 2 極 ス ケ ー ル で と ら

え ， そ の 中 間 を 非 制 限 的 な 制 限 節 が 占 め て い る と 考 え る 。 こ れ は ， 制 限 節 の 非 制

限 的 機 能 の 割 合 が 増 す に つ れ ， 非 制 限 節 の 極 に 近 づ い て い く と を 意 味 す る 。  
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い に よ っ て異 な る 解 釈が 導 か れる と 考 え るこ と に する 。  

 

4.1 .6  ま と め  

§4 .1 は 関 係節 の 種 類 とそ の 統 語的・意 味 的 特 徴 に つい て 論 じ た。はじ

めに 制 限 節と 非 制 限 節の 意 味 機能 の 違 い を 概 説 し た。 制 限 節 には 先 行詞

の 指 示 決 定に 関 わ る 限定 機 能 があ る が ， 非制 限 節 には そ れ が ない 。 制限

節 に は 定 制限 節 （ 先 行詞 が 定 名詞 句 の も の） と 不 定制 限 節 （ 先行 詞 が不

定 の も の ）が あ り ， 情報 構 造 上の 機 能 が 異な る 。 定制 限 節 で は関 係 節の

内 容 が 前 提と な り ，不定 制 限 節で は そ れ が断 定 と なる 。否 定 環境 で も 定・

不 定 制 限 節は 異 な る 振る 舞 い を す る 。 す なわ ち ， 定制 限 節 は 否定 の スコ

ー プ に 入 らな い が ， 不定 制 限 節は 否 定 の スコ ー プ に入 る 。  

定・不 定 制 限節 の 分 析と し て ，安井 (2000 )と 河 野 (2012 )を 取 り上 げ た 。

安 井 は 定 制限 節 を 先 行詞 の 定 冠詞 か ら 吹 き出 し た もの と と ら え， 不 定制

限 節 を 先 行詞 の 不 定 冠詞 に 納 まら ず ， は み出 し た もの と と ら える 。 本節

では ，こ の 分 析を 支 える 2 つ の主 張 に つ いて 検 証 した 。す な わち ，定 制

限 節 に は 限定 機 能 が な い と い う主 張 と 不 定制 限 節 の先 行 詞 に 含ま れ る不

定 名 詞 句 の排 他 性 は 先行 詞 の 名詞 句 の み に適 用 さ れ， 関 係 節 はそ の 外に

あ る と い う主 張 で あ る。 言 語 デー タ に 基 づく 検 証 によ っ て ど ちら の 主張

に も 問 題 があ る と い う結 論 に 至っ た 。  

河 野 は 制 限節 に 制 限 的な も の（定 制 限 節 に相 当 ）と非 制 限 的 なも の（不

定 制 限 節 に相 当 ） が ある と 主 張す る 。 河 野は ， 生 成文 法 理 論 で一 般 的な

単 一 構 造 仮説 を 棄 却 し， 2 種 類 の制 限 節 に個 別 の 統語 構 造 を 与え る こと

に よ っ て その 意 味 機 能の 違 い をと ら え よ うと す る 。具 体 的 に は， 制 限的

な 制 限 節 は ，先行 詞 の統 語 範 ちゅ う が N’で あ るの に 対 して ，非制 限 的 な

制 限 節 は ，先 行 詞 の 統語 範 ち ゅう が NP であ る 。 意味 的 に は ， N’は 類を
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表 し ， NP は 個 体 を 表 す の で そ れ ぞ れ の 制 限 節 は ， 類 先 行 詞 制 限 節 と 個

体 先 行 詞 制限 節 と （ 基本 的 に ）読 み 換 え られ る と いう の が 河 野の 主 張で

あ る 。 し かし ， 総 称 的名 詞 句 の場 合 や 一 般名 詞 で 定・ 不 定 を 問わ ず タイ

プ 解 釈 が 可能 で あ る 例な ど 形 式と 意 味 を 1 対 1 に 結び つ ける こと に よ っ

て 派 生 す る問 題 が あ る 。河野 は ，（ 非）制 限的 な 制 限節 の 統 語 的区 別 を「 英

語 関 係 節 の研 究 史 史 上極 め て 重要 な 提 案 」と す る が ， 非 制 限 的な 制 限節

にど の よ うな 統 語 構 造を 与 え るの か ， さ らに 制 限 節 が 制 限 的 機能 と 非制

限 的 機 能 の 割 合 に よ って 連 続 体を な す と すれ ば 統 語的 に ど の よう に 区別

さ れ る の か ， な ど 解 決す べ き 課題 が 残 っ てい る こ とを 指 摘 し た。  

 

4.2  定・不定制限節と部分構造 1 9  
 

Fet ta  (1974 )は 関 係 節 が 部 分 構 造 を 含 む 場 合 に 注 目 し て い る 。 次 の 例

で は 関 係 代 名 詞 の which が ， each  o f  X また は al l  o f  X  の X（＝ 第 2 名

詞 句 ） の 位置 に 生 じ てい る 。  

 

 (26 )  a .  *The  trucks  each  o f  whi ch  b locked  the  h ighway  be longed  to  

the  indep endent  t ruckers .  (Fe tta の Chapter  I ,  ( 18b ) )  

  b .  The  t rucks ,  each  o f  whi ch  b l ocked  the  h ighway,  be longed  to  

the  indep endent  t ruckers .  (Fe tta の Chapter  I ,  ( 18a ) )  

 (27 )  a .  *The  p roo fs  a l l  o f  whi ch  are  complex  demons tra te  the  

theorem.  (F et ta の Chapter  I I ,  (18b ) )  

  b .  The  proo fs ,  a l l  o f  whi ch  are  compl ex ,  d emonstra te  the  

theorem.  (F et ta の Chapter  I I ,  (18a ) )  

                                                   
1 9  本 節 は 田 中 ( 2 0 0 5 )に 大 幅 な 加 筆 修 正 を 行 っ た も の で あ る 。  
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各 対 の 文 法対 立 は ， 関係 節 が 部分 構 造 を 含む 場 合 ， 非 制 限 節 は許 容さ

れる が ， 制限 節 は 許 容さ れ な いこ と を 示 して い る 。 Fetta は この 事 実に

基 づ い て 部分 構 造 が 制限 節 と 整合 し な い と 結 論 づ けた 。  

同 様 な 文 法対 立 は ，Huddles ton  (1971) ,  Andrews  (1975 ) ,  Qu irk  e t  a l .  

(1985 )な ど で も指 摘 され て い る。 例 え ば ， Qu irk  et  a l .  (1985)は ，数 量

詞 al l が 制 限節 の 先 行詞 の 名 詞句 内 に 生 じて い る (28a)と 制 限節 内 に 生じ

てい る (28b )を 対 比 して ，制 限 節の 先 行 詞を 修 飾 する 数 量 詞 は当 該 制 限節

内 に 生 じ るこ と が で きな い と する （ な お ，非 制 限 節内 に 問 題 の数 量 詞が

生 じ た 場 合は ， (28c )に 示 す よう に 容 認 され る ）。  

 

 (28 )  a .  A l l  the  s tudents  wh o  h ad  fa i l ed  the  tes t  wan ted  to  t ry  aga in .  

  b .  *The  s tudents  who  had  a l l  ( o f  them)  fa i l ed  the  tes t  wan ted  to  

try  again .  

  c .  The  s tudents ,  who  had  a l l  (o f  th em)  retu rned  from th e ir  

vacat i on ,  fa i l ed  the  tes t .   

(Quirk  e t  a l .  1985 :1241 )  

 

(28b) (28c )の数 量 詞 al l と (27 )の 部 分 構 造 al l  o f  whi ch は対 応関 係 に あ

る こ と に 注意 す べ き であ る 。 すな わ ち ， al l な ど の 数量 詞 は (29a )の よう

に，修 飾す る 名 詞句 の指 定 辞 ( spec i f i er )の位 置 に 生じ る 場 合 と (29b )の よ

う に 指 定 辞の 位 置 か ら離 れ た 位置 に 生 じ る場 合 が ある 。 後 者 の場 合 の数

量 詞 は 遊 離数 量 詞 で ある 2 0。  

                                                   
2 0  ( i )に 例 示 さ れ る ， 数 量 詞 の 遊 離 し て い な い 文 と ( i i )に 例 示 さ れ る 数 量 詞 遊 離 文

に は 可 能 な 解 釈 に 違 い が あ る こ と が 知 ら れ て い る （ c f .  加 賀  1 9 9 5）。  
 
 ( i )  A l l  t h e  m e n  b u i l t  a  g a r a g e .（ 加 賀 の ( 1 2 )）  
 ( i i )  T h e  m e n  a l l  b u i l t  a  g a r a g e .（ 加 賀 の ( 1 4 )）  
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 (29 )  a .  [N P  Al l  o f  the  s tudents ]  have  passed  the  tes t .  

  b .  The  s tudents  [ V P  h ave  a l l  passed  the  t es t ] .  

 

(29a) の 部 分 構 造 と (29b) の 遊 離 数 量 詞 の 対 応 関 係 を 踏 ま え る と ，

(28b) (28c )は次 の よ うに 書 き 換え ら れ る 。  

 

 (30 )  a .  *The  s tudents  a l l  o f  whom had  fa i l ed  th e  t es t  wan ted  to  try  

again .  

  b .  The  s tud ents ,  a l l  o f  whom had  returned  from the i r  vaca t i on ,  

fa i l ed  the  t es t .  

 

遊 離 数 量 詞を 部 分 構 造に 置 き 換え て も 制 限節 と 非 制限 節 の 文 法対 立 が保

持 さ れ る 。つま り ，Quirk  e t  a l .  (1985 )の指 摘 は ，本質 的に Fet ta  (1974)

が 提 示 し た (26 ) (27 )と 同 じ で あ る 。 要 す る に ， 部 分 構 造 お よ び 部 分 構 造

か ら の 遊 離数 量 詞 は 制限 節 と 整合 し な い とい う こ とで あ る 2 1。  

河 野 (2004 ,  2012 )は ， 次 の よ う な ， 部 分 構 造 を 含 む 制 限 節 の 実 例 に 基

づき F et ta の結 論 は 誤り だ と 主張 す る 。  

                                                                                                                                                     
( i )は 男 た ち が み ん な で 協 力 し て 車 庫 を 建 て た と い う 解 釈 （ 集 合 読 み ） と 男 た ち が

個 別 に 車 庫 を 建 て た （ 人 数 分 の 車 庫 が で き た ） と い う 解 釈 （ 個 別 読 み ） の 2 通 り

に 曖 昧 で あ る 。こ れ に 対 し て ， ( i i )は 個 別 読 み し か な い 。な お ，日 本 語 の 数 量 詞 遊

離 文 に つ い て は 第 3 章 § 3 . 3 以 降 を 参 照 の こ と 。  
2 1  F a b b  ( 1 9 9 0 )は ，( 3 0 a )の よ う に 制 限 節 が 部 分 構 造 を 含 む こ と が で き な い 事 実 を

関 係 代 名 詞 を 含 む 名 詞 句 ( a l l  o f  w h o m )と 関 係 代 名 詞 ( w h o m )が 同 一 の 指 示 的 指 標

( r e f e r e n t i a l  i n d e x )を 付 与 さ れ こ と に よ る 意 味 的 な 矛 盾 に 由 来 す る と 分 析 す る 。

し か し ，次 の 文 で は ， ( 3 0 a )と 同 様 ，関 係 代 名 詞 と そ れ を 含 む 句 に 同 一 指 示 的 指 標

が 与 え ら れ る に も か か わ ら ず 許 容 さ れ る 。  
 
 ( i )  a .  T h e  m a n  w h o s e  m o t h e r  I  m e t  y e s t e r d a y  i s  a  F r e n c h  s p e a k e r.  

（ F a b b の ( 4 2 )）  
  b .  t h e  h o u s e  i n  w h i c h  I  s t a y e d（ F a b b の ( 4 5 )）  
 
F a b b は ( i )の 各 例 と ( 3 0 a )の よ う な 部 分 構 造 の 場 合 を 区 別 す べ く 関 係 代 名 詞 の 空 移

動 ( v a c u o u s  m o v e m e n t )の 仮 定 や 指 標 付 与 規 則 の 修 正 を 試 み て い る が ，ア ド ホ ッ ク

な 印 象 は ぬ ぐ え な い 。  
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 (31 )  a .  A se t  o f  words  each  o f  which  d i f fer s  f r om a l l  the  o thers  by  

on ly  one  s ound  i s  ca l led  a  minimal  s e t . 2 2  (P.  L ade foged ,  A 

Course  in  Ph onet i c s ,  24 )（ 河野 (2004 )の (6b ) )  

  b .  Neverthe les s  Huddleston ' s  t rea tment  o f  the  c le f t  cons truc -  

t i on  in  te rms  o f  categor ies  no t  a l l  o f  wh ich  have  been 

es tab l i shed  on  ind ependent  grounds ,  would  seem to  d raw 

support  f rom pecul i ar  syntac t i c  fea tures  o f  the  const ruc t ion .  

(P.  C o l l ins ,  C l e f t  and  Pseud o- c le f t  Cons truct i ons  in  Engl i sh ,  

53 )   (河 野 (2004 )の (7a ) )  

 

河 野 は ， (26a)と (27a)に 含 ま れ る 制 限 節 が 定 制 限 節 （ 先 行 詞 が 定 名 詞 句

の the  t rucks /  the  p roo fs） であ る のに 対し て ， (31 )に含 ま れる 制 限 節は

不 定 制 限 節（ 先 行 詞 が 不 定 名 詞句 の a  se t  o f  words /  ca tegor i es） で あ る

こと に 注 目し ， 次 の よう な 記 述的 一 般 化 を行 う 。  

 

 (32 )  制限 節 に おけ る 部 分 表現 の 生 起は ，先 行 詞の 定 性 と密 接 な 関 係に

あり ， 先 行詞 が 定 よ りも 不 定 の方 が 生 起 しや す い 。 (p .361 )  2 3  

 
                                                   
2 2  筆 者 が 原 典 を 確 認 し た と こ ろ ，版 に よ っ て コ ン マ の 有 無 が 異 な る こ と が 判 明 し

た 。 第 3 版 と 第 4 版 で は 次 の よ う に 関 係 節 の 前 後 に コ ン マ が 挿 入 さ れ て い る 。  
 
 ( i )  A s e t  o f  w o r d s ,  e a c h  o f  w h i c h  d i f f e r s  f r o m  a l l  t h e  o t h e r s  b y  o n l y  o n e  

s o u n d ,  i s  c a l l e d  a  m i n i m a l  s e t .  
 
初 版 ，第 2 版 ，第 5 版（ 最 新 版 ）で は ( 3 1 a )と 同 様 に 関 係 節 が コ ン マ を 伴 っ て い な

い 。河 野 の 出 典 情 報 が 2 4 ペ ー ジ と な っ て い る こ と か ら ，河 野 が 参 照 し た 版 は 第 3
版 以 前 の も の で あ る と 推 測 さ れ る 。  

コ ン マ の 是 非 に つ い て 筆 者 の イ ン フ ォ ー マ ン ト に た ず ね た と こ ろ ， 文 法 的 に は

関 係 節 に コ ン マ を 添 え る べ き で は な い（ つ ま り ，制 限 節 と し て 解 釈 す べ き で あ る ）

こ と は 明 白 だ が ， 一 方 で 読 み や す さ の 観 点 か ら 編 集 者 に よ っ て コ ン マ が 挿 入 さ れ

る こ と が 十 分 に あ り 得 る と い う こ と で あ っ た 。 な お ， コ ン マ が 挿 入 さ れ る こ と に

よ っ て 関 係 節 が 非 制 限 節 と 見 な さ れ ， 解 釈 が 影 響 さ れ る こ と は な い と い う 。  
2 3  河 野 は 「 部 分 構 造 」 の 代 わ り に 「 部 分 表 現 」 と い う 用 語 を 用 い て い る 。  
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本 研 究 は 部分 構 造 と 定・ 不 定 制限 節 と の 整合 性 を 実証 的 に 検 証し ，部

分 構 造 が 定制 限 節 と 整合 す る 場合 も あ る と主 張 す る 。さ ら に ，(26a) (27a)  

(30a)で 定 制限 節 が 許容 さ れ ない 理 由 を 解明 す る 。  

本 節 の 構 成は 次 の と おり で あ る。 §4 .2 .1 は河 野 (2004 ,  2012 )の分 析 を

要 約 し ，批 判的 に 検 討す る 。 §4 .2 .2 では 部分 構 造 を含 む 制 限 節の 意 味 的

特徴 を 概 観す る 。さ らに ， §4 .2 .3 で 当該 関係 節 の 使用 の 問 題 につ い て 考

察 す る 。 最後 の §4 .2 .4 で結 論 を 述べ る 。  

 

4.2 .1  河 野 (2004,  2012)の 分析  

河 野 は ， 自ら 収 集 し た実 例 に 基づ い て F et ta  (1974 )の 結 論 を 修正 し，

部 分 構 造 は定 制 限 節 とは 整 合 しな い が ， 不定 制 限 節と は 整 合 する と 結論

づ け る 。 さら に ， そ の結 論 が 部分 構 造 制 約の 要 求 と 逆 行 す る と述 べ てい

る。部 分構 造 制約 と は概 略 ，部 分 構造 の 第 2 名 詞 句が 定 表 現 でな け れ ば

な ら な い ，と い う 制 約で あ る （ 第 2 章 §2 .2 .2 を 参照 ）。 次 の 例は ， 部 分

構 造 の 第 2 名 詞 句 が 不 定 表 現 の 場 合 に 容 認 さ れ な い こ と を 示 し て い る 。 

 

 (33 )  a .  a l l  o f  *books /  the  books  

  b .  many  o f  {*a l l  men /  a l l  th e  men }（ 河野 の (8 )）  

 

河 野 は ， 容 認 さ れ な い (26a ) (27a )で は 部 分 構 造 に 含 ま れ る 関 係 代 名 詞

に 先 行 詞 を 代 入 す る と 部 分 構 造 制 約 が 満 た さ れ る (each  o f  the  t rucks /  

a l l  o f  the  proo fs )の に対 し て ，容 認 さ れ る (31 )の各 文 では 部 分構 造 に 含

ま れ る 関 係 代 名 詞 に 先 行 詞 を 代 入 す る と 部 分 構 造 制 約 が 満 た さ れ な い

(*each  o f  a  se t  o f  words /  *a l l  o f  ca tegor ies )こと を 指 摘し ， 次の よ う に

述べ て い る。  
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 (34 )  制限 節 を 伴う 複 合 名 詞句 で は ，先 行 詞 が 定で あ れ ば許 さ れ ず ，不

定で あ れ ば許 さ れ る ので あ る から ，通 常 の名 詞 句 とは 全 く 異 なる

事態 が 生 じて い る こ とに な り ，こ れ は か なり 奇 妙 な，制 限 節 に特

有の 現 象 であ る と 言 わざ る を 得な い 。（ 河野 2004 :631）  

 

制 限 節 の 先行 詞 の 定 性に よ っ て部 分 構 造 との 整 合 性が 決 ま る ，と い う河

野 の 主 張 は， 本 人 も 認め る よ うに 言 語 事 実の 記 述 に過 ぎ な い 。河 野 の主

張 内 容 で 注目 す べ き 点は ，(32 )では「先 行詞 が 定 より も 不 定 の ほ う が［ 部

分 構 造 が ］生起 し や すい 」と 傾 向を 述 べ てい る の に対 し て ，(34 )で は「先

行 詞 が 定 であ れ ば ［ 部分 構 造 は］ 許 さ れ ず， 不 定 であ れ ば 許 され る 」と

い う 断 定 的な 主 張 に なっ て い るこ と で あ る。  

言 語 コ ー パス に 基 づ く研 究 で しば し ば 指 摘さ れ る こと で あ る が， ある

形 式 の 実 例が 見 つ か らな い こ と か ら そ の 形式 の 使 用頻 度 が 少 ない と いう

結 論 を 導 けた と し て も，そ の形 式 が 容認 され な い とい う 結 論 は導 け な い。

河野 は ，定制 限 節と 部分 構 造 の整 合 性 に つい て  Fe tta  (1974 )の非 文 法 的

な 例 に 依 拠し ， 独 立 した 言 語 デー タ を 示 して い な い。 河 野 の 一般 化 の真

偽 を 確 か める た め に は， 実 例 の観 察 に 加 え， 部 分 構造 を 含 む 定制 限 節に

つ い て は ，イ ン フ ォ ーマ ン ト 調査 に 基 づ く考 察 が 欠か せ な い 。筆 者 のイ

ン フ ォ ー マン ト 調 査 では ， 部 分構 造 を 含 む定 関 係 節が 容 認 さ れる 場 合が

あ る こ と が 確 認 で き た 。 従 っ て ， 河 野 (2004 ,  2012 )の 主 張 の う ち (32 )が

妥 当 で ， (34 )は 強 す ぎ る と い う こ と に な る （ 部 分 構 造 を 含 む 定 制 限 節 の

出 現 頻 度 の低 さ に つ いて は ， 別に 説 明 さ れな け れ ばな ら な い のは 言 うま

でも な い）。  

 



 

170 
 

4.2 .2  部 分 構造 を 含 む 制 限 節  

本 節 は 部 分構 造 を 内 包す る 制 限節 に 焦 点 を当 て ， 不定 制 限 節 だけ でな

く ， 定 制 限節 も 許 容 され る こ とを 主 張 す る 2 4。  

 部 分 構 造 を 含 む 制 限 節 が 容 認 さ れ な い の は ， 河 野 (2004 )が 指 摘 す る よ

う に ， 定 制 限 節 の 場 合 で あ る （ (26a ) (27a) (30a)を 参 照 ）。 し か し ， 筆 者

の 行 っ た イン フ ォ ー マン ト 調 査で は ， 次 のよ う に 先行 詞 の 定 性が 部 分構

造 を 含 む 関係 節 の 容 認性 に 影 響し な い 場 合が あ る こと が 判 明 した 。  

 

 (35 )  a .  This  i s  a  group  o f  s tudents  a l l  o f  whom fa i l ed  the  t es t .  

  b .  This  i s  th e  group  o f  s tuden ts  a l l  o f  wh om fa i led  the  tes t .  

 

こ の 対 は 制限 節 が 定 制限 節 か 不定 制 限 節 かで 異 な る最 小 対 立 であ る が，

ど ち ら も 容認 さ れ る 。各 文 の 解釈 が 整 合 する 具 体 的な 状 況 を 考え て みよ

う。 例 えば 5 人 の 学 生で 構 成 され る 3 つ のグ ル ープ A ,  B ,  C が同 じ 試験

を 受 け ，結 果 と して A グル ープ は メ ンバ ー全 員 が 試験 に 落 ち た状 況 を 想

定 す る と ，次 の よ う に表 現 す るこ と が 可 能で あ る 。  

 

 (36 )  a .  Group  A i s  a  group  o f  s tudents  a l l  o f  whom fa i l ed  the  tes t .  

  b .  Group  A i s  the  grou p  o f  s tuden ts  a l l  o f  whom fa i led  th e  tes t .  

                                                   
2 4  「 部 分 構 造 を 内 包 す る 関 係 節 」と は 先 行 詞 が 部 分 関 係 の 全 体 を 担 う も の を 意 図

し て い る 。 よ っ て ， 河 野 ( 2 0 0 4 ,  2 0 1 2 )が 取 り 上 げ て い る 次 の よ う な 例 は 考 察 対 象

と し な い 。  
 
 ( i )  H e  m a r r i e d  a  w o m a n  n o n e  o f  w h o s e  c h i l d r e n  h a v e  l e a r n e d  t h e  v a l u e  o f  

s i l e n c e .  ( M a r t i n  1 9 7 2 )  
 
こ の 例 で は ， 関 係 節 の 先 行 詞 は 部 分 構 造 の 第 2 名 詞 の 一 部 （ c h i l d r e n の 所 有 指 定

辞 ） で あ る 。 部 分 関 係 は ， n o n e と ( a  w o m a n ' s )  c h i l d r e n の 間 に 成 立 し て い る の で

あ っ て ， n o n e と a  w o m a n と の 間 に 成 立 し て い る の で は な い こ と に 注 意 し な け れ

ば な ら な い 。  
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こ れ ら の 関係 節 が 確 かに 制 限 用法 に な っ てい る の か を 検 証 す るの に 否定

ス コ ー プ のテ ス ト が 有効 で あ る 。 §4 .1 .2 で見 た よ うに ，非 制 限節 は 否 定

の ス コ ー プに は 入 ら ない 。 (36 )に 否定 辞 not を 挿 入し た 場 合 ，次 に 示す

よ う に 文 法性 が 変 わ らな い こ とか ら ， 部 分構 造 を 含む 関 係 節 が制 限 用法

に な っ て いる こ と が わか る 。  

 

 (37 )  a .  Group  B  i s  no t  a  group  o f  s tud ents  a l l  o f  whom fa i led  the 

tes t .  

  b .  Group  B  i s  no t  the  group  o f  s tud ents  a l l  o f  whom fa i l ed  the 

tes t .  

 

(36 )の 各 文 が と も に 容 認 さ れ る か ら と 言 っ て こ れ ら の 文 意 が 同 じ と い

う こ と に はな ら な い 。§4 .1 で 見 た定 冠 詞 の唯 一 性 と不 定 冠 詞 の排 他 性を

踏ま え る と，不 定 制 限節 の (36a )は ，5 人 のメ ン バ ー全 員 が 試 験に 落 ちた

グ ル ー プ がグ ル ー プ A 以外 に も 存在 す るこ と を 論理 的 に 含 意し ，定制 限

節の (36b )では そ の よう な グ ルー プ が グ ルー プ A 以外 に 存 在し な い こと

を 論 理 的 に含 意 す る 。  

ま た ， (36 )の 対 は 形 式 的 に は 冠 詞 だ け の 違 い の よ う に 見 え る が ， 実 際

は 述 部 解 釈 の 異 な る 別 な 構 文 と 見 な け れ ば な ら な い 。 (36a )は 「 叙 述 文 」

(pred i ca t ional  sen tence )で，(36b )は「 指 定文 」( spec i f i ca t i onal  s entence )

で あ る 。 前者 の 述 部 は叙 述 的 で， 主 語 の 状態 ・ 性 質を 表 す 関 係に あ り，

(38a )に 示 す よ う に 連 結 詞 （ be 動 詞 ） に 続 く 述 語 を 前 置 で き な い 。 こ れ

に 対 し て ，後 者 の 述 部は 指 定 的で ， 変 項 であ る 主 語の 値 を 指 定す る 関係

に あ り ，こ の場 合 に は (38b )に 示す よ う に連 結 詞 の前 後 を 入 れ替 え る こと

が 可 能 で ある （ c f .  関 2001）。  
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 (38 )  a .  *A group  o f  s tudents  a l l  o f  whom fa i led  the  t es t  i s  Group  A .  

  b .  The  group  o f  s tudents  a l l  o f  whom fa i led  the  tes t  i s  Group  A .  

 

以 上 ， 部 分構 造 が 不 定制 限 節 だけ で な く ，定 制 限 節と も 整 合 する こ とを

示 し た 。 次に ， 不 定 制限 節 の 先行 詞 が 部 分構 造 制 約に 反 す る とい う 河野

(2004 ,  2012 )の 指 摘 につ い て 検討 す る 。  

 

4.2 .3  部 分 構造 制 約 と 関 係 節の先行詞の定性  

部 分 構 造 を含 む 定 制 限節 と 不 定制 限 節 に おい て ， 部分 構 造 制 約が どの

よ う に 満 たさ れ る か 考え て み よう 。  

 

 (39 )  A l i ce  and  Ber tha  be long  to  {a /  the }  g roup  o f  s tud ents  a l l  o f  

whom have  b l onde  hair.  

 

こ の 例 は ，関係 節 の 内容 は‘ ブ ロン ド の 髪を し た ’とい う 状 態を 表 す が，

こ れ だ け で先 行 詞 が 唯一 的 に 決定 さ れ る こと は な い， す な わ ちブ ロ ンド

の 髪 を し た学 生 は 不 特定 に 存 在す る た め ，先 行 詞 の定 ・ 不 定 には 影 響を

与 え な い 。結 果 と し て， a  group  o f  s tu dents か the  group  o f  s tud ents

か は 文 脈 によ っ て 決 定さ れ る こと に な る 。  

筆 者 の イ ンフ ォ ー マ ント に a  group  o f  s tudents の 場合 と the  group  o f  

s tudents の 場 合 の 解 釈 の 違 い に つ い て 尋 ね た と こ ろ ， 定 冠 詞 の ほ う は

‘ ブ ロ ン ド の 髪 ’ が グ ル ー プ を 区 別 す る 要 因 (d i s t inguish ing  fac to r )に

な っ て い るの に 対 し て， 不 定 冠詞 の ほ う は‘ ブ ロ ンド の 髪 ’ はグ ル ープ

の メ ン バ ーに 共 通 す る偶 然 の ( c o inc id enta l )特 徴で あ る とい う。こ の 言語

直 感 は ， 定冠 詞 の 包 含性 と 不 定冠 詞 の 排 他性 を 裏 づけ る 。 す なわ ち ，定
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制 限 節 で は定 冠 詞 の 包含 性 に よっ て ブ ロ ンド の 髪 をし た グ ル ープ は the  

group で 指 され る グ ルー プ だ けに 唯 一 的 に限 定 さ れる た め ， それ が グル

ー プ の 特 徴と し て 解 釈さ れ ，グ ル ー プを 区別 す る 要因 と し て 解釈 さ れ る。

こ れ に 対 して ， 不 定 制限 節 で は， 不 定 冠 詞の 排 他 性に よ っ て ほか に も同

じ よ う な グル ー プ が 存在 す る こと が 含 意 され ， 結 果と し て a  group で指

さ れ る グ ルー プ を 編 成す る 根 拠は 別 に あ ると 解 釈 され る も の と思 わ れ る。 

こ こ で 問 題に な る の は部 分 構 造制 約 で あ る。 部 分 構造 a l l  o f  whom の

第 2 名 詞 句は ，部 分 構造 制 約 によ っ て 定 名詞 句 で なけ れ ば な らな い はず

で あ る が ， 関 係 代 名 詞 の 照 応 先 で あ る 先 行 詞 が 不 定 名 詞 句 a  group  o f  

s tudents で あ るの は部 分 構 造制 約 に 反 しな い の か， と い う 問題 で あ る。

結 論 か ら 言う と ，次 に示 す よ うに 部 分 構 造の 第 2 名詞 句 が グ ルー プ 名詞

の 場 合 ， 不定 名 詞 句 であ っ て も容 認 さ れ る の で 問 題は 生 じ な い 。  

 

 (40 )  a .  *a l l  o f  s tudents  c f .  a l l  o f  the  s tudents  

  b .  a l l  o f  a  group  o f  s tudents  

 

こ の 事 実 から わ か る の は ， グ ルー プ 名 詞 であ る こ とが 明 示 さ れて い る場

合 ，第 2 名 詞が 形 式 的に 不 定 であ っ て も 部分 構 造 とし て 容 認 され る とい

う こ と で ある 2 5。 従 っ て， 部 分 構造 制 約 は ，第 2 名詞 （ 句 ）と して 定 表

現 を 要 求 する 統 語 的 制約 と 言 うよ り も ，第 1 名 詞（ 句 ）と 第 2 名詞 句 の

間 に 適 切 な部 分 関 係 の 成 立 を 要求 す る 意 味的 制 約 であ る こ と がわ か る 。

突 き 詰 め ると ， 部 分 が部 分 と して 理 解 さ れる た め には ， 全 体 が明 確 に規

定 さ れ て いな け れ ば なら な い とい う こ と にな る 。第 2 名 詞 句 が不 定 名詞

                                                   
2 5  た だ し ，第 2 名 詞 句 が 不 定 の 部 分 構 造 が 許 容 さ れ る こ と に つ い て は ，第 2 章 の

注 8 を 参 照 の こ と 。  
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句の (40a )は，全 体が 明確 で は ない 。一方 ，第 2 名詞 句 が グル ープ 名 詞 句

の (40b )は，グ ル ープ 自体 は 不 定で あ る が ，全 体 が 明確 に 規 定 され て い る。

こ の 文 法 対立 を 踏 ま え て ， 次 の文 法 的 な 例を 考 え てみ よ う 。  

 

 (41 )  A group  o f  s tudents  a l l  o f  whom fa i l ed  the  tes t  went  h ome  

d isappointed .  

 

こ の 例 で は， 関 係 節 の 先 行 詞 に 全 体 で あ るこ と を 明示 す る 表 現 a  group

が 含 ま れ る。 こ の 先 行詞 と 関 係節 内 の 部 分構 造 al l  o f  wh om を比 較 する

と ， 前 者 はグ ル ー プ を表 し て おり ， 後 者 はそ の グ ルー プ の 構 成員 （ メン

バ ー ） を 指 し て い る こ と が わ か る 。 つ ま り ， (41 )の 解 釈 は ， 複 数 あ る グ

ル ー プ の うち で 構 成 員の 全 員 が試 験 に 落 ちて し ま った ， そ う いう 学 生の

グ ル ー プ が落 胆 し て 家に 帰 っ た， と い う こと に な る。 こ の よ うに ， 部分

構造 を 内 包す る 関 係 節で は 先 行詞 の 指 示 レベ ル と 部分 構 造 の それ が 異な

る こ と に 注意 し な け れば な ら ない 。 も っ と言 え ば ，先 行 詞 の 指示 レ ベル

が グ ル ー プ な ら ば ， 部分 構 造 の指 示 レ ベ ルは メ ン バー に な る とい っ たよ

う に ， 先 行詞 の 指 示 レベ ル が 部分 構 造 の それ よ り も上 位 レ ベ ルに な る。

こ の 点 を 踏ま え る と ，部 分 構 造を 内 包 す る 関 係 節 の構 文 的 特 徴は 次 のよ

う に ま と めら れ る 。  

 

 (42 )  部分 構 造 を 内 包 す る 関係 節 は，部 分（ メ ンバ ー ）に 関 す る内 容に

よっ て 全 体（ グ ル ー プ） の 指 示対 象 を 限 定す る 2 6。  

                                                   
2 6  田 中 ( 2 0 0 3 )は ， 当 該 関 係 詞 節 が M 部 分 関 係 に 加 え て ， 次 の よ う な T 部 分 関 係

を 表 せ る こ と を 観 察 し て い る 。  
 
 ( i )  T h i s  i s  t h e  b o o k  t w o  c o p i e s  o f  w h i c h  I  b o u g h t  y e s t e r d a y.  
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次 に 容 認 され な い 場 合を 考 え てみ よ う 。  

 

 (43 )  a .  A l l  o f  the  s tudents  fa i l ed  th e  t es t .  

  b .  * th e  s tud ents  a l l  o f  whom fa i led  the  tes t .  

 

(43a)は あ る学 生 の 集合（ 全 体）に つい て，す べ ての メ ンバ ー（ 部 分）が

試 験 に 落 第し た こ と を表 す（部 分 の 最大 は全 体 と 等し く な る こと に 注 意）。

(43b)は 学 生の 集 合 は決 ま っ て い な い に も か か わ ら ず ，メ ン バー に つ いて

の 記 述 が ある 。 全 体 が決 ま っ てい な い の にメ ン バ ー に 言 及 す るこ と は 不

可 能 で あ る 。(43b )を 救う た め には ，あ ら かじ め 全 体を 決 め る 必要 が あ る 。

つま り ， 先行 文 脈 で 全体 に 相 当す る 学 生 の集 合 を 導入 す る の であ る 。た

だし ， 1 つ では 制 限 節の 限 定 機能 が 成 立 しな い の で， 複 数 の 学生 の 集合

を 導 入 し なけ れ ば な らな い 。 そう す る と ， th e  s tud ents が 複 数あ る 学生

の 集 合 の 1 つ と し て 解釈 で き るよ う に な り ，結 果 と して 部 分 につ い ての

記 述 に よ って 全 体 を 抽出 で き る。 こ こ で 重要 な の は， 先 行 詞 の名 詞 句が

複 数 あ る 学生 の 集 合（ グ ルー プ ）の 1 つ と解 釈 さ れる こ と で ある 。定 名

詞 句 は 定 冠詞 の 唯 一 性に よ っ て集 合 が 1 つに 限 ら れる が ，ほ かに も 集合

が あ る こ とを 文 脈 で 保障 す れ ば部 分 構 造 制約 が 満 たさ れ ， か つ 制 限 節の

限 定 機 能 も成 立 す る ので あ る 。  

なお ， Qui rk  e t  a l .  ( 1985 )  が 指摘 し た ， (28b)の 非 文法 性 は (43b )と同

じ よ う な 文脈 の 調 整 によ っ て 回復 さ せ る こと が で きる 。 定 制 限節 が 部分

構 造 と 整 合す る た め の条 件 を 踏ま え る と ，不 定 制 限節 と 部 分 構造 が 整合

                                                                                                                                                     
こ の 例 に 含 ま れ る 関 係 節 の 先 行 詞 は ， 本 の タ イ ト ル （ ＝ タ イ プ ） を 表 し ， 部 分 構

造 は 同 一 タ イ ト ル の 具 体 的 な 本 （ ト ー ク ン ） を 表 し て い る 。 な お ， 第 5 章 § 5 . 1 で

( i )の よ う な 制 限 節 を 取 り 上 げ ， M 部 分 関 係 に お け る グ ル ー プ ・ メ ン バ ー の 概 念 的

な 上 下 関 係 と T 部 分 関 係 に お け る タ イ プ ・ ト ー ク ン の そ れ が 並 行 的 で あ る と 主 張

す る 。  
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す る 理 由 が 見 え て く る。 不 定 制限 節 は 先 行詞 が 不 定名 詞 で 排 他性 を 示す

た め ， 先 行詞 の 示 す 個体 の 集 合（ グ ル ー プ） は ほ かに も 存 在 する こ とに

な る 。 す なわ ち ， 定 制限 節 の よう に 文 脈 の支 え が なく て も ， 複数 の グル

ー プ の 存 在が 前 提 と され る の でメ ン バ ー に関 す る 記述 が 適 切 に解 釈 され

る こ と に なる 。 こ れ が， 言 語 コー パ ス に おい て ， 制限 節 と 部 分構 造 が整

合 す る 例 がす べ て 不 定制 限 節 であ る 要 因 であ る と 考え ら れ る 。 ま た ，不

定 制 限 節 が導 入 さ れ ると ， そ れの 照 応 表 現と し て 関係 節 を 含 まな い 定名

詞 （ 句 ） や代 用 形 が 用い ら れ るで あ ろ う から ， 言 語コ ー パ ス に定 制 限節

の例 が 含 まれ な い 事 実 は 予 想 に反 す る こ とで は な いよ う に 思 われ る 。  

 (42 )に 示 し た ， 部 分 構 造 を 内 包 す る 関 係 節 の 構 文 的 特 徴 を 踏 ま え て ，

河野 (2004 )の 実例 を 洗い 直 し てみ る と ， 多く の 例 で先 行 詞 が a  se t  o f の

よう な ま とま り を 表 す表 現 （ 下線 で 表 示 ）を 伴 っ てい る こ と がわ か る。  

 

 (44 )  a .  A se t  o f  words  each  o f  whi ch  d i f fer s  f rom a l l  the  o thers         

by  on l y  one  sound  i s  ca l led  a  mini mal  set .  (= (31a ) )   

  b .  In  te rms  o f  the i r  c ommun ica t i ve  ra ison  d ’ ê t re ,  c l e f ts  an d        

pseudo- c le f ts  be long  to  a  se t  o f  cons truct i ons  each  o f  whi ch  

represents  a  marked  var iant  o f  a  c ommunica t ive ly  ‘ s i mpler ’ 

sentence .  (P.  Co l l i ns ,  C le f t  and  Pseudo -c l e f t  Construc t ions  

in  En gl i sh ,  53 )（ 河 野の (6a )）  

  c .  I t  [=The  fami ly  o f  s ets  in  A ]  i s  a  fami l y  o f  s ets  each  o f  whi ch 

con ta ins  a  ce rta in  " core"  se t  as  subset .  (W.  Ladusaw,   

WCCFL 1 ,  232 )（ 河 野の (6d )）  

 

河野 (2004 )は 部分 構 造を 含 む 制限 節 の 実 例 を 8 つ挙 げ て いる が， そ の う
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ちの 3 つ がこ の よ う な明 示 的 なグ ル ー プ 指示 表 現 を含 ん で い る 。残 りの

例の 大 部 分に つ い て は ，グ ルー プ を 合図 する 表 現 が生 じ て い ない も の の，

文 脈 上 か らグ ル ー プ 指示 で あ るこ と が 推 論で き る 2 7。  

 

 (45 )  a .  Never the l ess  Huddleston ’s  t reatment  o f  the  c le f t  con -  

s truct ion  in  te rms  o f  ca tegor ies  not  a l l  o f  whi ch  have  been 

es tab l i shed  on  ind ependent  grounds ,  would  seem to  d raw 

support  f rom pecul i ar  syntac t i c  fea tures  o f  the  const ruc t ion .  

(= (31b ) )   

  b .  The  present  sys tem has  p roduced  judges  near ly  a l l  o f  whom 

were  competent ,  and  has  large ly  avo ided  in f l i c t ing  upon  the  

publ i c  eccen tr i cs  and  the  unpleasant .  (The  Times  (93 /01 /  

12 ) )（ 河野 (2004 )の (7b )）  

  c .  “The  idea  for  me was  to  show another  s ide  o f  the  band  that  

perhaps  hadn ’t  been  heard  for  a  whi le  and  to  make  a  re cord 

o f  s ongs  no t  a l l  o f  which  were  we l l  known― a  few unusua l  

ones ,  don e  in  a  very  d i rec t ,  unembel l i shed  s ty le , ”  says  

Jagger,  52 ,  by  phone  from New York .  (Los  Angeles  Ti mes 

(95 /11 /14 ) )（河 野 (2004 )の (7 c )）  

 

                                                   
2 7  河 野 ( 2 0 0 4 )は 次 の 例 も 部 分 構 造 を 含 む 制 限 節 の 実 例 と 見 な し て い る が ，こ れ は

コ ン マ が 用 い ら れ て い な い が ， 非 制 限 節 と 解 釈 す る の が 適 切 な 例 だ と 思 わ れ る 。  
 
 ( i )  D o n ' t  w o r r y  a b o u t  u p k e e p ,  m o d e r n i z a t i o n ,  e a r t h q u a k e  p r e p a r e d n e s s

a l l  o f  w h i c h  c o s t  m o n e y.  ( L o s  A n g e l e s  Ti m e s  ( 9 5 / 0 4 / 2 0 ) )（ 河 野 の ( 7 d )）  
 
こ の 例 の 関 係 節 は 先 行 詞 を 限 定 し て い る の で は な い 。 つ ま り ， 道 路 の 管 理 ・ 近 代

化 ・ 地 震 へ の 備 え の う ち で 費 用 の か か る も の と か か ら な い も の を 峻 別 し て い る の

で は な い 。 ど れ も 費 用 が か か る と 情 報 を 追 加 し て い る と 解 釈 す べ き で あ る 。  
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(45a)は Huddleston が焦 点 化 構文 ( the  c l e f t  cons t ruc t ion )の 分析 で 用い

る 統 語 範 ちゅ う ( categor ies )に つい て 述 べて い る。こ の 範ち ゅう と は，言

語 学 で 用 い ら れ る す べ て の 範 ち ゅ う を 指 す の で は な く ， Hud dleston が

分 析 で 導 入し た も の （つ ま り 真部 分 集 合 ）で あ る こと が 言 語 学の 背 景知

識 を も つ 読者 な ら 容 易に 推 論 でき る 。 そ の部 分 集 合と は ， 一 部が 独 立し

た 根 拠 を もた な い よ うな 範 ち ゅう で あ り ，独 立 し た根 拠 を も った 範 ちゅ

う の 集 合 と対 比 さ れ てい る 。  

(45b)は 現 行 の 制 度 ( the  p resen t  s ys tem)に よ っ て 輩 出 さ れ た 裁 判 官

( jud ges )に つ い て の 記 述 で あ る 。 当 該 裁 判 官 は ， 従 来 の 制 度 に よ っ て 輩

出 さ れ た 裁判 官 の 集 合（ お そ らく 現 行 制 度に よ る 裁判 官 と は 違っ て 不適

任 者 が 散 見さ れ る の であ ろ う）と は 区別 され て い る。こ の意 味に お い て，

現行 の 制 度に よ る 裁 判官 は ま とま り を な して い る と 見 な せ る 。  

(45c )は レ コー ド の 収録 曲 に 関す る も の であ る 。収 録 曲 に は ，装 飾音 を

加 え ず ， ご く 素 直 に 演 奏 さ れ た 意 外 な 曲 (a  few unusual  ones  [s ongs ] ,  

done  in  a  very  d i re ct ,  unembel l i shed  s ty l e )が 含 ま れる 。 こ の場 合 ， 通

常 の レ コ ード に 見 ら れ る よ う な， な じ み のあ る 曲 ばか り で 構 成さ れ た，

一 般 的 な 曲 (usual  s ongs )の 集 合と 対 比 的 に用 い ら れて い る 。  

こ れ ま で 見 た よ う に ， 河 野 (2004 )が 提 示 し て い る ， 部 分 構 造 を 内 包 す

る関 係 節 の実 例 の ほ とん ど は 先行 詞 が グ ルー プ 指 示と 解 釈 で きる も ので

あ る 。 で は， 先 行 詞 がグ ル ー プ指 示 で ， 部分 構 造 がそ の メ ン バー を 問題

に す る と いう 特 性 は ，部 分 構 造制 約 に 関 して ど の よう な 意 味 をも つ ので

あろ う か 。結 論 か ら 言え ば ， グル ー プ が 不特 定 で あっ て も ， その メ ンバ

ー は 特 定 にな っ て い るた め ， メン バ ー を 指示 す る 部分 構 造 は 実質 的 に部

分 構 造 制 約を 満 た す こと に な る。  

§4 .1 で 見 たよ う に ，制限 節 に は限 定 機 能 があ る 。先行 詞 が 表 しう る指
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示 対 象 に 制限 を 与 え ，制 限 節 が表 す 特 性 を満 た す もの に 限 定 する 機 能で

あ る 。 制 限 節 が 部 分 構 造 を 含 む 場 合 ， (42 )に 示 し た よ う に 制 限 節 の 限 定

機 能 は メ ンバ ー に 関 する 情 報 によ っ て ， 上位 レ ベ ルで あ る グ ルー プ に適

用 さ れ る 。例 え ば ， a  group  o f  s tud ents  a l l  o f  wh om fa i l ed  the  tes t の

場 合 ， 関 係節 の 内 容 （メ ン バ ー に 関 す る 記述 ） に 基づ い て 該 当す る グル

ー プ を 抽 出す る 。 こ こで 重 要 なの は ， グ ルー プ を 特定 す る の にメ ン バー

の 特 性 を 参照 す る 点 であ る 。 この と き メ ンバ ー に 関す る 記 述 が適 切 に解

釈 さ れ る ため に は ， その メ ン バー が 属 す るグ ル ー プ の 情 報 が 不可 欠 であ

る。 グ ル ープ が 導 入 され て い なけ れ ば ， 個体 の 集 まり は 意 味 をも た ない

か ら で あ る。 メ ン バ ーが そ れ とし て 理 解 され る た めに グ ル ー プが 明 確で

あ る こ と ，こ れ が 部 分構 造 制 約の 要 求 で ある と 考 えら れ る 。この こ と は，

グ ル ー プ とメ ン バ ー の関 係 が 成立 し て い れば ，第 2 名詞 句 が 不定 の 部分

構 造 で も 容 認 さ れ る こ と か ら 裏 づ け ら れ る （ (40b )を 参 照 ）。 要 す る に ，

制限 節 内 の部 分 構 造 がメ ン バ ーに 関 す る 記述 を 表 し ， 制 限 節 の先 行 詞が

グ ル ー プ を 表 す 場 合 ，部 分 構 造制 約 は 実 質 的 に 満 たさ れ る こ とに な る。  

定 制 限 節 の場 合 も 基 本的 に は 同様 で あ る 。 §4 .1 .4 で定 制 限 節 に も 限定

機能 が あ る こ と を 示 した 。 よ って ， 定 制 限節 も 不 定制 限 節 と 並行 的 に ，

関 係 節 の 内容 （ メ ン バー に 関 する 記 述 ） によ っ て 適切 な グ ル ープ を 抽出

す る 。不定 制 限節 と 異な る の は，抽出 さ れた グ ル ープ が た だ 1 つ に 限定

さ れ る 点 であ る 。  

本 節 で は 部分 構 造 を 含む 関 係 節に お い て ，先 行 詞 と部 分 構 造 の指 示レ

ベ ル の 関 係が ， 概 念 的に は グ ルー プ と メ ンバ ー と いう 上 下 関 係を 結 んで

い る こ と を指 摘 し た 。さ ら に ，こ の 特 性 によ っ て 先行 詞 の 定 ・不 定 に か

かわ ら ず 部分 構 造 制 約が 満 た され る と 主 張し た 。  
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4.2 .4  部 分 構造 を 含 む 制 限 節の容認性  

本 節 は まず F et ta  (1974 )の (26a ) (27a )（ (46a ) (46b )とし て 再 掲 ）を再 考

し ， 次 に どの よ う な 場合 に 部 分構 造 を 内 包す る 関 係節 が 容 認 され る のか

解明 す る 。  

 

 (46 )  a .  *The  trucks  each  o f  whi ch  b locked  the  h ighway  be longed  to  

the  indep endent  t ruckers .  (= (26a ) )   

  b .  *The  p roo fs  a l l  o f  whi ch  are  complex  demons tra te  the  

theorem.  (= (27a) )  

 

こ こ で の 問題 は ， 河 野が 主 張 する よ う な 定・ 不 定 関係 節 の 区 別 で は ない

と考 え ら れる 。 む し ろ， 先 行 詞が グ ル ー プを 合 図 する 表 現 を 伴わ ず ， ま

たそ の よ うな グ ル ー プ を 推 論 でき る よ う な文 脈 の 支え が な い こと が 原因

だ と 思 わ れる 。  

具 体 的 に 考え て み よ う。 (46a )で は the  t rucks が特 定 の トラ ック を 指

し ， そ の 述部 (be lon g  to  the  ind ependent  t ruckers )は グ ルー プに つ い て

で は な く ，個 別 の ト ラッ ク に つい て の 記 述に な っ てい る 。 以 上の 点 を解

決 す る と ，次 の よ う に容 認 性 が 上 が る 。  

 

 (47 )  ?A group  o f  t rucks  each  o f  which  b lo cked  the  h i ghway be l ong  to  

a  famous  transpor t i ng  compan y.  

 

こ こ で 前 提と さ れ る 文脈 は ， トラ ッ ク の グル ー プ が複 数 あ っ て， あ る運

送 会 社 の トラ ッ ク の グル ー プ のメ ン バ ー が次 々 と 高速 道 路 を ふさ い だ状

況 で あ る 。こ の よ う な文 脈 の 支え が あ れ ば (47 )は解 釈 可能 と なる 。  
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(46b)に つ いて も，同 様の 変 更 を施 し て み たが ，こ ち ら は文 法 性を 上 げ

るこ と が ほと ん ど で きな か っ た。  

 

 (48 )  ?*A { se t  /  group }  o f  proo fs  a l l  o f  whi ch  are  compl ex  demons tra te  

the  theorem.   

  c f .  A complex  {se t  /  group}  o f  proo fs  demons tra te  the  theorem .  

 

こ の 事 実 の説 明 は 今 後の 課 題 とし た い が ，現 時 点 での 見 通 し を示 すと

次 の よ う に な る 。 (48 )で 意 図 さ れ る 解 釈 は ， あ る 定 理 が 成 り 立 つ こ と を

示 す 証 明 の集 合 が 複 数あ っ て ，証明 の 集 合 の う ちの 1 つ は ど の証 明 も複

合 的 ( c omplex )で あ る ， と な る 2 8。‘ 証 明 ’ (proo f )と ‘ 定 理 ’ ( th eorem)

に は 対 応 関係 が あ る 。あ る 定 理が 成 り 立 つこ と を 裏づ け る 証 明は ， 無数

に あ る 証 明 の う ち の 一 部 分 （ 部 分 集 合 ） で あ る 2 9。 こ の こ と は ， 問 題 の

定 理 に 関 する 証 明 の 集合 自 体 がす で に 部 分集 合 で ある こ と を 意味 す る。

従 っ て ， 上記 の 意 図 され た 解 釈で は ， 問 題の 定 理 を 裏 づ け る 証明 の 集合

（ つ ま り ，部 分 集 合 の部 分 集 合） を 複 数 想定 し な けれ ば な ら ず， こ のプ

ロ セ ス が 煩雑 す ぎ る ので は な いか と 推 測 され る 。  

最 後 に ， 部分 構 造 を 内包 す る 関係 節 の 使 用に 関 す る問 題 に つ いて 述べ

て お き た い。 こ の 種 の関 係 節 は， 通 常 の 関係 節 よ りも 複 雑 な 文脈 を 要求

す る 。 例 えば ， 単 一 もし く は 複数 の グ ル ープ の 存 在を 前 提 と し， そ のメ

ン バ ー に 関す る 記 述 から グ ル ープ を 決 定 する ，「ボ ト ム アッ プ的 な 構 文」

だ と 言 え る。 (47 )を 次の 例 と 比較 し て み ると ， そ の違 い が わ かる 。  

                                                   
2 8  大 屋 泰 夫 氏 （ 首 都 大 学 東 京 大 学 院 生 ） と の 個 人 談 話 に よ る 。  
2 9  ( 4 6 )で は ト ラ ッ ク と 高 速 道 路 の 間 に は 定 理 と 証 明 の よ う な 組 み 合 わ せ が な い

こ と に 注 意 す べ き で あ る 。 つ ま り ， あ る 高 速 道 路 を ふ さ ぐ ト ラ ッ ク が あ ら か じ め

決 ま っ て い る と い う こ と は な い 。  
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 (49 )  a .  A l l  the  tru cks  whi ch  b l ocked  the  h ighway  be long  to  a  famous 

transpor t ing  company.   

  b .  The  t rucks ,  a l l  o f  which  b l ocked  the  h ighway,  be long  to  a    

famous  transpor t in g  compan y.  

 

厳 密 に は こ れ ら の 文 は 意 味 を 異 に す る 。 (47 )で は 複 数 の ト ラ ッ ク の グ ル

ー プ の 存 在が 前 提 と され ， そ のメ ン バ ー に焦 点 を 当て ， す べ て の メ ンバ

ー が 高 速 道 路 を ふ さ い だ よ う な グ ル ー プ を 抽 出 し て い る 。 一 方 ， (4 9a )

で は グ ル ープ を 考 え ずに ， 高 速道 路 を ふ さい だ 個 別の ト ラ ッ クを 問 題に

し て い る 。意 味 を 計 算す る の に， グ ル ー プ・ メ ン バー の 関 係 を扱 う 関係

節 の ほ う が， 単 に 個 別の ト ラ ック を 問 題 にす る 関 係節 よ り も 複雑 に なる

こ と は 明 らか で あ る 。ま た ，(49b )の よ う に非 制 限 節を 用 い た 表現 も 可能

で あ る 。 この 場 合 に は， あ ら かじ め 指 示 の確 定 し たト ラ ッ ク につ い て，

追 加 情 報 を加 え る だ けな の で，そ も そも 指示 決 定 の手 続 き が 不要 で あ る。 

使 用 頻 度 につ い て は ，部 分 構 造を 含 む 制 限節 の 使 用は か な り 限定 的で

ある こ と は 疑 い な い 。し か し ，状 況 に よ って は ， 部分 構 造 を 含む 制 限節

の 機 能 に 頼ら な け れ ば表 せ な いも の も 存 在す る 。 例え ば ， 次 の例 は その

典 型 で あ る。  

 

 (50 )  A team o f  runners  a l l  o f  whom se t  the i r  best  t i me  won  the  re lay  

race .  

 

先 行 詞 は a  team o f  runners で グル ー プ を表 し ， 制限 節 の 内 容（ メ ン バ

ー の 全 員 がベ ス ト タ イム を 出 した ） に よ って 対 象 とな る グ ル ープ を 抽出

す る 。 主 節の 述 語 は ‘駅 伝 競 走で 総 合 優 勝す る ’ でグ ル ー プ 指向 （ 個別
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の runner に は 適 用 でき な い 述語 ）で あ る 。この 場 合 には ， (49a)の よ う

に 数 量 詞 al l を 先 行 詞に 組 み 込む こ と に よっ て 部 分構 造 の 使 用を 回 避す

る こ と も でき な い し ，(49b )の よ う に非 制 限節 を 添 える こ と も 難し い 。つ

ま り ， (50 )は ， グ ル ー プ に つ い て の 命 題 （ あ る チ ー ム が 優 勝 し た こ と ）

と そ の メ ンバ ー に つ いて の 命 題（ 各 走 者 の区 間 タ イム が ベ ス トタ イ ムだ

っ た こ と ）を 同時 に 表そ う と する 場 合 ， M 部分 関 係 を関 係 節 で処 理 し な

け れ ば な らな い こ と を 示 し て いる 。  

 

4.2 .5  ま と め  

本 節 で は ，定・不 定 制限 節 と 部分 構 造 の 整合 性 に つい て 論 じ た。Fet ta  

(1974 )を 始 め と す る 複 数 の 文 献 で は ， 部 分 構 造 が 非 制 限 節 に 生 じ る 場 合

は 問 題 な いが ， 制 限 節に 生 じ る場 合 は 容 認さ れ な いと 記 述 し てい る 。河

野 (2004 ,  2012 )は 制 限 節 に 部 分 構 造 が 生 じ る 実 例 を 収 集 し ， そ れ に 基 づ

い て 上 記 の一 般 化 を 修正 し た 。す な わ ち ，部 分 構 造を 含 む 定 制限 節 は容

認 さ れ な いが ， 部 分 構造 を 含 む不 定 制 限 節は 容 認 され る と 結 論づ け た。

本 研 究 は ，イ ン フ ォ ーマ ン ト 調査 に よ っ て， 定 制 限節 が 部 分 構造 を 含む

場 合 で も 容認 さ れ る と主 張 し た。 さ ら に ，制 限 節 が部 分 構 造 を含 む 場合

の 構 文 的 特徴 と し て ，先 行 詞 がグ ル ー プ レベ ル を 指示 し ， 関 係節 が そ の

メ ン バ ー につ い て の 記述 を 表 す ，と主 張 した 。こ れ は 部分 構 造の 表 す M

部 分 関 係 に由 来 す る もの で あ る。 先 行 詞 と制 限 節 の間 に グ ル ープ と メン

バ ー と い う概 念 的 な 上下 関 係 が成 立 す る ため ， 定 ・不 定 制 限 節の い ずれ

にお い て もメ ン バ ー に関 す る 記述 に よ っ てグ ル ー プ が 限 定 さ れ る 。 すな

わ ち ， 部 分構 造 を 含 む制 限 節 が用 い ら れ ると ， あ らか じ め 複 数の グ ルー

プ が 導 入 され て い な けれ ば な らな い 。 グ ルー プ が 導入 さ れ る とい う こと

は ， そ の メン バ ー が 確定 す る こと に 等 し い た め ， 結果 と し て 部分 構 造制
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約 が 自 ず と満 た さ れ る と 分 析 した 。 河 野 が収 集 し た実 例 で は ， a  group /  

set  o f  X に よっ て 先 行詞 の グ ルー プ 解 釈 が 合 図 さ れて い る ， もし く は 文

脈 に よ っ て 先 行 詞 の グル ー プ 解釈 が 支 え られ て い る と 主 張 し た。  

 

4.3  本章のまとめ  
  

本 章 は ，英語 関 係節 の 3 分 類（ 定 制 限節・不 定 制 限節・非 制 限節 ）の

意 味 機 能 につ い て 論 じた 。ま た，制 限 節 と部 分 構 造の 相 関 関 係に 注 目 し，

両 者 が 整 合し な い と いう 従 来 の 主 張 を 批 判的 に 検 討し た 。以 下に 節 ごと

の 要 旨 を まと め る 。  

§4 .1 は 関 係節 の 種 類 と意 味 機 能を 概 説 し た 。伝 統 的 な制 限 節 と非 制限

節の 2 分 法 か ら 始 め ，制 限節 が 先行 詞 の 定性 に 応 じて さ ら に 定制 限 節と

不 定 制 限 節 に 分 類 さ れ る こ と を 見 た 。 制 限 節 の 下 位 分 類 に つ い て 安 井

(2000)の 意 味 的 分 析 と 河 野 (2004 ,  2012 )の 統 語 的 分 析 を 取 り 上 げ ， そ れ

ぞ れ 批 判 的に 検 討 し た。 制 限節 の 意 味的 特性 と し て， 定 制限 節は 不 定 制

限 節 と 同 様， 限 定機 能を も つ こと ， 不定 制限 節 の 排他 性 が 先 行詞 だ け で

な く ， 関係 節 を 含め た複 合 名 詞句 全 体 に 適用 さ れ るこ と を 主 張し た 。制

限 節 の 統 語的 特 性 と して ，定 制限 節 の 先 行詞 を N’，不定 制 限 節の 先 行詞

を NP とし ，前 者に 類 ( c lass )，後者 に 個 体 ( ind iv idual )を 対 応さ せ る 分析

は ， 形 式と 意 味 が対 応し な い 場合 （ 例え ば， 総 称 的 名 詞 句 な ど） を 適切

に と ら え られ な い と 指摘 し た 。  

§4 .2 は 定 ・ 不 定 制 限 節 と 部 分 構 造 の 整 合 性 に つ い て 論 じ た 。 Fet ta  

(1974 )な ど に 見 ら れ る ， 部 分 構 造 を 内 包 す る 制 限 節 は 容 認 さ れ な い と い

う 記 述 に 対 し ， 河 野 (2004 ,  2012 )は そ れ を 一 部 修 正 し ， 部 分 構 造 を 含 む

定 制 限 節 は容 認 さ れ ない が ，部 分構 造 を 含む 不 定 制限 節 に つ いて は 容認
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さ れ る と 主張 し た。 本研 究 は， 文 脈 の支 えが あ れ ば 部 分 構 造 を含 む 定 制

限 節 も 容 認さ れ る と 指摘 し た。 さ ら に， 部分 構 造 を含 む 制 限 節で は 先行

詞 と 部 分 構 造 の 間 に グ ル ー プ と メ ン バ ー と い う 指 示 レ ベ ル の 上 下 関 係

が 成 立 し てお り ，定 ・不 定 制限 節 の いず れに お い ても メ ン バ ーに 関 す る

記 述 に よ って グ ル ー プを 限 定 する ，ボ ト ムア ッ プ 的な 解 釈 処 理が 行 われ

る こ と で 部 分 構 造 制 約 が 実 質 的 に 満 た さ れ る と 主 張 し た 。 具 体 的 に は ，

先 行 詞 が a  group /se t  o f  X の よ うな 表 現 を含 む こ と ， あ る い は語 用 論的

に そ れ に 相当 す る よ うな グ ル ープ 読 み に なり ，関 係 節の 内 容 がそ の メン

バ ー に つ いて の 記 述 を表 す こ と， が 必 要 とな る 。  
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第 5章  英語における数量表現と関係節の相関  

 

 

 

 本 章 は ，英 語 にお ける 数 量 表現 と 関 係 節の 相 関 につ い て つ いて 論 じ る。

言 語 学 で は， 数 量 表 現と 関 係 節は 個 別 に 扱わ れ る の が 一 般 的 であ る 。関

係 節 が 数 量表 現 を 含 む場 合 や 関係 節 に よ って 修 飾 され る 名 詞 句が 数 量表

現を 含 む 場合 に 注 目 する 研 究 は限 定 的 で あっ た 。 本章 は ， そ のよ う な関

係 節 の 統 語的 ・ 意 味 的特 徴 を 考察 し ， 従 来の 個 別 研究 で は 指 摘さ れ なか

っ た ， 関 係節 と 数 量 表現 の 特 性の 解 明 を 目指 す 。  

本 章 の 構 成は 以 下 の とお り で ある 。§5 .1 では 制 限 節と 数 量 表 現の 相関

に つ い て 論じ る。第 4 章 §4 .2 で 取り 上 げ た，部分 構 造 を 内 包 する 制 限 節

を さ ら に 考察 し ， そ の 統 語 的 ・意 味 的 特 徴を 解 明 する 。 例 え ば， 問 題の

部 分 構 造 が次 の よ う に T 部 分構 造（ タ イ プ・ト ーク ン の 関係 を表 す 部 分

構 造 ） で ある 場 合 に 焦点 を 当 てる 。  

 

 (1 )  the  book that  Mary  bought  two  ( cop i es )  o f  

 

興 味 深 い こと に ，こ の関 係 節 では T 部 分 構造 の 類 別詞 cop ies が省 略 でき

る 。 こ の 事実 は ， T 部分 構 造 が関 係 節 以 外の 環 境 に生 じ た 場 合， 第 1 名

詞 句 内 の 類 別 詞 が 省 略 で き な い こ と と 逆 行 す る ( c f .  two  cop i es  o f  the  

book vs .  * two  o f  the  book )。 本研 究 は ， 関係 節 内で T 部分 構 造の 類 別 詞

が 省 略 で きる 理 由 を 解明 し ， ほか の 種 類 の部 分 構 造と 制 限 節 との 整 合性

に つ い て も考 察 す る 。  
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§5 .2 で は 非制 限 節 と 数量 表 現 の相 関 関 係 につ い て 論じ る 。次 の文 法対

立 が 示 す よう に ， al l ,  any な ど の 数量 詞 を含 む 名 詞句 は 制 限 節の 先 行 詞

に は な れ るが ，非 制 限節 の 先 行詞 に は な れな い と され る（ Smith  (1964 ) ,  

Jackendo f f  (1977 ) ,  Quirk  e t  a l .  (1985 )など を 参 照）。  

 

  (2 )  a .  A l l  the  s tudents  who  had  fa i l ed  the  tes t  wanted  to  t ry  aga in .  

  b .  *Al l  the  s tudents ,  who  had  fa i l ed  the  t es t ,  wan ted  to  try  

again .  

(Quirk  e t  a l .  1985 :  1241 )  

 

し か し ， 数量 詞 を 含 む名 詞 句 が非 制 限 節 の先 行 詞 にな れ る 場 合が あ るこ

とが ， Rydén  (1970 )や Quirk  et  a l .  ( 1985)で 指摘 さ れて い る 。  

 

 (3 )  A l l  the  s tudents ,  who  had  re turned  from the i r  vaca t ion ,    

wanted  to  take  the  exam.  (Qui rk  e t  a l .  1985 :  1241 )   

 

田中 (2000c )は 主 節 と関 係 節 の論 理 関 係 に注 目 し，(2b )の そ れが 因 果 関係

で あ る の に対 し て，(3 )の それ は 因果 関 係 では な い と主 張 す る 。こ の立 場

で は ， 主 節と 関 係 節 間の 因 果 関係 が 数 量 詞 a l l の 生 起を 阻 ん でい る こと

に な る 。 一 方 で ， 三 木 (2001)は 非 制 限 節 が 理 由 を 表 せ な い た め に ， (2b )

が 容 認 さ れな い と 主 張す る 。 つま り ， 両 者の 分 析 は， 非 制 限 節の 理 由解

釈 の 有 無 につ い て 対 立す る 。 そこ で ， 本 研究 は 非 制限 節 が 主 節に 対 して

ど の よ う な論 理 関 係 を表 し う るの か ， 制 限節 の 場 合と の 対 照 も含 め て 検

証 す る 。 §5 .3 は 各 節 の要 旨 を まと め る 。  
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5.1  部分構造を含む制限節 1  
 

第 4 章 §4 .2 で は 関 係 節が a l l  o f  whi ch /wh om の よ うな 部 分 構 造を 含む

場 合 に 焦 点を 当 て た 。この 部 分 構造 は ，第 1 名 詞 が比 率 的 数 量詞 の M 部

分構 造 （ グル ー プ ・ メン バ ー の関 係 を 表 す部 分 構 造） で あ る 。本 節 は そ

のほ か の 種類 の 部 分 構造 も 考 察対 象 に 加 え ，第 1 名 詞が 基 数 詞の 場 合に

注 目 す る 。  

 

5.1 .1  部 分 構造 を 含 む 関 係 節  

第 2 章 で 提案 し た 部 分構 造 の MIT 分 類 は，部 分構 造 を 次の よう に 区 別

する 。  

 

 (4 )  a .  M 部分 構 造  e . g .  two  o f  the  books（ ＝第 2 章の (32a )）  

    b .  I 部分 構 造  e . g .  two  p ages  o f  the  book（＝ 第 2 章 の (32b)）  

  c .  T 部分 構 造  e . g .  two  cop i es  o f  the  book（＝ 第 2 章 の (32c )）  

 

(4a )の M 部 分 構造 は グル ー プ・メ ン バー の関 係 を 表す 。第 2 名詞 句 は 複

数 の 個 体 から な る 集 合を 表 し ，第 1 名 詞 がそ の 部 分集 合 を 表 す。 (4b )の

I 部 分 構 造 は ，第 2 名詞 句 が 単一 の 個 体 を表 し ， 第 1 名 詞 句 がそ の 中 身

を 表 す 。 (4c )の T 部 分構 造 は ，タ イ プ ・ トー ク ン の関 係 を 表 す。 第 2 名

詞 句 が タ イプ を 表 し ，そ の ト ーク ン を 第 1 名 詞 句が 表 す 。  

以 下 で は ，3 種 類 の 部分 構 造 と 制 限 節 の 相関 に つ いて 考 察 す る。ま ず，

M 部 分 構 造 か ら 始 め よ う 。 こ の 種 の 部 分 構 造 を 含 む 文 と し て Mary 

bought  two  o f  the  books を 考 え てみ よ う 。 こ の 文 の目 的 語 を 関係 節 化す

                                                   
1  本 節 は 田 中 ( 1 9 9 8 ,  2 0 0 0 a ,  2 0 0 3 )お よ び Ta n a k a  ( 1 9 9 7 ,  1 9 9 8 )の 分 析 を 統 合 し ，

そ れ に 大 幅 な 加 筆 修 正 を 加 え た も の で あ る 。  
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る 場 合 ，部分 構 造 全 体 ( two  o f  the  books )を先 行 詞 にす る か ，部分 構 造の

第 2 名 詞 句 ( the  books )を先 行 詞 にす る か によ っ て 次 の 2 通 り の関 係 節 を

作 る こ と がで き る 。  

 

 (5 )  a .  two  o f  the  books  th at  Mary  bou ght  

      b .  the  books  that  Mary  bought  two  o f  

 

(5a )の 解釈 は ‘メ ア リー が 買 った 本 の う ちの 2 冊 ’ で ，例 え ばメ ア リ ー

が 3 冊 以 上の 本 を 買 った と き その う ち の 2 冊 を 指し て 用 いら れる 表 現 で

ある 2。次に (5b )の 解 釈は‘ その う ちの 2 冊を メ ア リー が 買 っ た一 連 の 本’

で ， こ の 解釈 が 自 然 に得 ら れ るの は ， 例 えば 先 生 が夏 休 み の 課題 と して

学 生 に 読 書を さ せ る 状況 で あ る 。学 生 は リー デ ィ ング リ ス ト とし て 5 冊

の 本 の リ スト を 与 え られ ，そ の うち か ら 好き な 2 冊を 学 生 が 購入 し て 読

む 。 こ の リー デ ィ ン グリ ス ト の本 を (5b )で指 せ る 。  

 次 に T 部 分 構造 の 場合 を 考 え て み よ う 。 T 部分 構 造 が含 ま れる 文 と し

て， Mary  bought  two  * ( cop i es )  o f  the  book を 考え て み よ う。 類 別 詞の

cop ies がア ス タ リス ク 付 き の かっ こ に 入 って い る のは ，cop i es を省 略 す

ると 容 認 性が 低 下 す るこ と を 意味 す る （ なお ， ア スタ リ ス ク なし の かっ

                                                   
2  2 章 § 2 . 2 . 2 で 見 た よ う に ， 部 分 構 造 が 非 制 限 節 の 先 行 詞 に な る 場 合 ， 第 1 名 詞

（ 句 ） と 第 2 名 詞 句 の い ず れ の 可 能 性 も あ る 。  
 
 ( i )  S h e  b o u g h t  h i m  a  n u m b e r  o f  t h o s e  d a f f o d i l s ,  o n l y  t w o  o f  w h i c h  w e r e  

f a d e d .（ 第 2 章 の ( 1 4 a )）  
 
制 限 節 に つ い て も 同 様 で ， 制 限 節 は 第 1 名 詞 （ 句 ） と 第 2 名 詞 句 の い ず れ も 先 行

詞 に で き る 。 た だ し ， ( 5 a )で 第 1 名 詞 が 制 限 節 の 修 飾 を 受 け る た め に は ， 次 に 示

す よ う に 限 定 詞 が 必 要 で あ る 。  
 
 ( i i )  t h e  t w o  o f  t h e  b o o k s  t h a t  M a r y  b o u g h t  
 
こ の 句 の 解 釈 は ，‘ 特 定 の 本 の 集 合 の う ち メ ア リ ー が 購 入 し た 2 冊 ’で メ ア リ ー は

本 を 2 冊 し か 買 っ て い な い こ と に な る 。  
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こ の 場 合 は ，かっ こ 内の 要 素 が 省 略 で き る こ と を 意味 す る）。こ の文 の 目

的 語 を 関 係節 化 す る 場合 ，M 部 分構 造 の 場合 と 並 行的 に 2 通 りの 関 係節

が 可 能 で ある 。 す な わち ， T 部分 構 造 全 体 ( two  cop ies  o f  the  book )を関

係 節 化 す ると (6a )に なり ，T 部 分 構 造の 第 2 名 詞 句 ( the  book)を 関係 節 化

す る と ， (1 )（ (6b )と して 再 掲 ）に な る 。  

 

 (6 )  a .  two  * (cop ies )  o f  the  book  that  Mary  bought  

  b .  the  book that  Mary  bought  two  ( cop i es )  o f  (= (1 ) )  

 

この 対 が T 部 分 構 造の 類 別 詞 ( cop i es )の省 略 に つい て 対 照 的で あ るこ

と は 注 目 に値 す る 。 (6a )が 示す よ う に T 部分 構 造 全体 が 制 限 節の 先 行詞

に な る 場 合， つ ま り 制限 節 の 外に 生 じ る 場合 に は 類別 詞 の 省 略が で きな

いが ， (6b )が 示す よ う に T 部 分 構 造が 制 限節 内 に 生じ る と 類 別詞 の 省 略

が 可 能 と なる 。なぜ ，通 常 省略 で き ない T 部分 構 造の 類 別 詞 が制 限 節 内

で 省 略 で きる の だ ろ う か 。  

 T 部 分 構造 は ， 単 数形 の 第 2 名 詞 句 を許 す 点で M 部 分 構造 と 異 なる  

( two  cop i es  o f  the  book  vs .  * two  o f  the  book)。 一 方で ， T 部分 構 造は

two  cop i es  o f  the  books の よ う に複 数 形 の第 2 名 詞句 も 許 す（第 2 章 §2 .4

を 参 照 の こと ）。そ の 場合 の 意 味は ，第 2 名詞 句 が 複数 の タ イ プを 表 し ，

各タ イ プ の ト ー ク ン を表 す こ とに な る。第 2 名 詞 句が 複 数 形 の T 部 分構

造 か ら 次 のよ う な 制 限節 を 作 るこ と が で きる 。  

 

  (7 )  the  books  that  Mary  bought  two  (cop ies )  o f  

 

制限 節 内の T 部分 構 造は ，第 2 名詞 句 が 単数 形 の 場合 と 同 様 ，類別 詞 の
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省 略 が 可 能で あ る 。(7 )の 類別 詞 を省 略 し た場 合 ，M 部分 構 造 を関 係 節 化

した (5b )と 同 じ連 鎖 にな る こ とに 注 意 し なけ れ ば なら な い 。つま り ，(5b )

は 部 分 構 造 two  o f  the  books を 複 数部 分 構造 と 見 なす か ，T 部分 構 造 two  

cop ies  o f  the  books の類 別 詞 が省 略 さ れ たも の と 見な す か で 2 通 り に曖

昧 に な る 。そ れ ぞ れ の解 釈 は 次の よ う に なる 3。  

 

 (8 )  (5b )の 解釈  

  a .  M 部分 構 造 の解 釈  

  the  s et  o f  books  such  that  Mary  bought  two  members  o f  them 

  数詞 two が ，あ ら か じめ 導 入 され た 本 の 集合 の メ ンバ ー で ある

2 つの 個 体 を指 す 。  

  b .  T 部分 構 造の 解 釈  

  the  se t  o f  books  such  that  Mary  bought  two  cop i es  o f  each  o f  

them メア リ ー が買 った 本 （ タイ ト ル ） が複 数 あ り， 数 詞 two

が購 入 し た冊 数 （ ト ーク ン の 数） を 指 す 。  

 

 最 後 に，I 部 分 構 造と 制 限 節の 相 関 を 見る 。I 部分 構 造 を 含む 文 と して，

Mary  read  two  pages  o f  the  book を 考 え てみ よ う 。こ の 文 に 含ま れ る 部

分構 造 は，第 2 名詞 句が 特 定 の本 を 表 し ，そ の 中身 を 第 1 名 詞句 が 表 す。

                                                   
3  ( 5 b )は 先 行 詞 が モ ノ 名 詞 の 複 数 形 ( t h e  b o o k s )で ， M 部 分 構 造 読 み ( t w o  o f  t h e  
b o o k s )と T 部 分 構 造 読 み ( t w o  c o p i e s  o f  t h e  b o o k s )で 曖 昧 に な っ て い る 。 次 の よ

う に ， 先 行 詞 が ヒ ト 名 詞 の 複 数 形 ( t h e  b o y s )の 場 合 に は こ の よ う な 曖 昧 性 が 生 じ

な い 。  
 
 ( i )  t h e  b o y s  t h a t  M a r y  m e t  t w o  o f  
 
こ の 句 に は M 部 分 構 造 の 読 み （‘ メ ア リ ー が メ ン バ ー の う ち の 2 人 を 見 た 少 年 た

ち の グ ル ー プ ’）し か な い 。ま た ，こ の 読 み を 得 る に は ，先 行 す る 文 脈 で 少 年 の グ

ル ー プ が 導 入 さ れ て い る 必 要 が あ る （ 第 4 章 § 4 . 2 を 参 照 ）。 T 部 分 構 造 の 解 釈 の

有 無 は ， ヒ ト 名 詞 と モ ノ 名 詞 の タ イ プ 解 釈 の し や す さ の 違 い に よ っ て 決 ま る ( c f .  
K a g a  1 9 9 1 )。タ イ プ 解 釈 に つ い て ヒ ト 名 詞 対 モ ノ 名 詞 が 対 立 す る こ と に つ い て は ，

第 6 章 § 6 . 3 . 6 で 議 論 す る 。  
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こ の 文 の 目的 語 を 関 係節 化 す る場 合 ， M 部分 構 造 や T 部分 構造 と 同 様，

部 分 構 造 全体 ( two  pages  o f  the  book )を 関係 節 化 する か ，第 2 名詞 句 ( the  

book)を 関係 節 化 す るか で 2 通り の 制 限 節を 作 る こと が で き る。  

 

 (9 )  a .  two  * (pages )  o f  the  book that  Mary  read .  

  b .  the  book that  Mary  read  two  * (pages )  o f  

 

(9a )は ‘メ ア リー が 読ん だ 本 の 2 ペー ジ ’で メ ア リー は 問 題 の本 を 読 み

終え た か どう か 定 か では な い が ， (9b )は ‘メ ア リ ーが 2 ペ ー ジ（ を ） 読

ん だ 本 ’で メア リ ー は問 題 の 本を 2 ペ ー ジ読 ん だ だけ な の で まだ 読 み終

え て い な い こ と に な る 。 I 部 分 構 造 と 制 限 節 の 相 関 で 注 意 す べ き は ， I

部 分 構 造 が制 限 節 内 に生 じ た 場合 も ， 先 行詞 と し て制 限 節 の 外に 生 じた

場合 も ，類 別詞 の 省 略 が で き ない こ と で ある 。(6 )の T 部 分構 造の 場 合 と

は 異 な り ，制 限 節 内 でも I 部 分構 造 の類 別詞 の 省 略は 許 さ れ ない 。  

 I 部 分 構造 と T 部 分構 造 の 類別 詞 が 制 限節 内 で 省略 で き る かど う か は，

動詞 tear を 用 い た 最小 対 立 によ っ て 明 確に 示 さ れる 。  

 

 (10 )  a .  the  book that  Mary  tore  two  * (p ages )  o f  

  b .  the  book that  Mary  tore  two  ( cop ies )  o f  

 

こ の 文 法 対立 か ら，同じ 単 数 部分 構 造 で も copy の 省 略は 許 され て ，page

の 省 略 は 許さ れ な い こと が わ かる 。 類 別 詞を 省 略 した 場 合 の 連鎖 は two  

o f  ( the  book )と な る が，そ の場 合 の 解釈 は文 脈 に 応じ て two  cop ies  o f  the  

book に なる こ と は あっ て も two  pages  o f  the  book に なる こと は な い。  

 こ れ ま で 3 種 類 の 部分 構 造 と制 限 節 の 相関 関 係 につ い て 考 察し て き た。
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どの 部 分 構造 も 制 限 節内 に 生 じう る が ， それ ぞ れ が異 な る 特 性を 示 すこ

と を 指 摘 した 。本 章 で注 目 す るの は，部 分構 造 の第 1 名 詞 句 が制 限 節 内

に 生 じ る (5b ) (6b ) (9b )（ そ れ ぞれ (11a ) (11b) (11c )と し て 再掲 ） であ る 。  

 

 (11 )  a .  the  books  that  Mary  bought  two  o f  (＝ (5b ) )  

  b .  the  book that  Mary  bought  two  ( cop i es )  o f  (=  (6b ) )  

  c .  the  book that  Mary  read  two  * (pages )  o f  (＝ (9b ) )  

 

(11a )が M 部 分 構 造 の解 釈 を 受け る に は 文脈 の 支 えが 必 要 で ある （こ

こで は T 部 分構 造 の 類別 詞 が 省略 さ れ た 場合 の 解 釈は 考 慮 し ない こ とに

する ）。す なわ ち ，先 行詞 の the  books が 特定 の 本 の集 合 を 指 せる よ う に，

先 行 文 脈 でリ ー デ ィ ング リ ス ト の よ う な 本の 集 合 が導 入 さ れ てい な けれ

ば な ら な い。第 4 章 §4 .2 で 論 じた よ う に ，M 部 分 構 造が 制 限 節内 で 適切

に 解 釈 さ れる た め に は， 先 行 詞が グ ル ー プで あ る こと を 明 示 する か ，文

脈 の 支 え によ っ て そ れに 相 当 する 解 釈 を 保障 し な けれ ば な ら ない 。 例え

ば， (11a )を次 の よ うに す れ ば文 脈 の 支 えが な く ても 解 釈 可 能に な る 。  

 

  (12 )  a  s et  o f  books  that  Mary  bou gh t  two  o f  

 

こ の 例 で は，  a  s et  o f によ っ て 先 行 詞 が グル ー プ 解釈 を 受 け る の で，制

限 節 内 の 部分 構 造 の 第 1 名 詞 と適 切な M 部分 関 係 を 結 ぶ こ と が で き る 。 

T 部 分 構 造 の (11b )と I 部 分構 造 の (11c )は 文脈 の 支 えが な く て も解 釈 可

能 で あ る 。こ の 違 い は，先 行 詞の 指 示 対 象の 特 性 によ る 。 (11b)の 先 行詞

の 指 示 対 象は 本 の タ イト ル で タイ プ に 相 当す る 。 タイ プ と は 時間 ・ 空間

に よ っ て 規定 さ れ な い抽 象 的 な概 念 で ， トー ク ン の集 合 と 見 なせ る が，
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(11a )の 先 行 詞 が 表 す よ う な 個 体 の 集 合 (a  se t  o f  books )と は 決 定 的 に異

な る 。タ イ プ名 詞（ 句 ）は文 脈 に よっ て 規 定さ れ る 集合 で は な いの で (11b)

は 文 脈 の 支え を 必 要 とし な い 。 (11c )に つ いて は ，先 行詞 の 指 示対 象 は 2

ペ ー ジ 読 んだ 本（ 個 体 ）で ，(11a )の 場合 のよ う な 個体 の 集 合（ グ ルー プ ）

と は 異 な るの で 先 行 文脈 で 導 入さ れ る 必 要は な い 4。  

 次 に 類 別詞 の 省 略 に関 す る 違い に つ い て考 え よ う 。T 部 分 構造 の (11b)

で は 類 別 詞が 省 略 で きる が ， I 部 分 構造 の (11c )で は 類別 詞 の 省略 が で き

な い 。この 事 実は ，先行 詞（＝ 第 2 名 詞 句）と第 1 名 詞句 の 意味 関 係 の

違 い を 示 唆す る 。第 2 章 §2 .4 で T 部 分 関 係と I 部 分関 係 が異 なる 部 分 関

係 を 表 す こと を 見 た 。ま ず ， T 部分 関 係 はタ イ プ ・ト ー ク ン の関 係 で，

本 を 例 に とる と タ イ プは タ イ トル を 指 し ，ト ー ク ンは 時 間 的 ・空 間 的に

規 定 で き る本 で あ る 。タ イ プ とト ー ク ン は抽 象 度 が異 な る が ，ど ち らも

本 を 指 し て い る 。 こ れ に 対 し て ， I 部 分 関 係 は 単 一 個 体 と そ の 中 身 （ の

一部 分 ） の関 係 で ， 本で 言 え ば本 と ペ ー ジの 関 係 であ る 。 本 には 相 当数

の ペ ー ジ が含 ま れ る が， 本 は ペー ジ で は ない 。 つ まり ， 本 と ペー ジ はタ

イ プ ・ ト ーク ン の 関 係に は な らな い 。 な ぜ タ イ プ ・ト ー ク ン の関 係 のと

き だ け 問 題が 起 こ ら ない の か 追求 す る に は， 類 別 詞の 種 類 と 機能 に つい

て 掘 り 下 げる 必 要 が ある 。  

 

5.1 .2  類 別 詞の 意 味 機 能  

(4 )の各 例（そ れ ぞ れ (13a) (13b ) (13c )と し て再 掲 ）に基 づ い て ，類 別詞

の働 き を 以下 に ま と める （ 第 2 章 §2 .4 の 議論 も 参 照の こ と）。  

                                                   
4  ( 11 c )の 先 行 詞 は ，基 本 的 に 個 体 指 示 で あ る が ，抽 象 化 し て タ イ プ と と ら え る こ

と も で き る 。 例 え ば ， 2 ペ ー ジ 読 ん だ 本 が ど の 個 体 で あ る か （ 個 体 解 釈 ） を 問 題

に す る こ と も ， 2 ペ ー ジ 読 ん だ 本 の タ イ ト ル が 何 で あ る か （ タ イ プ 解 釈 ） の い ず

れ も 可 能 だ と い う こ と で あ る 。 個 体 指 示 か ら タ イ プ 指 示 へ の 抽 象 化 に つ い て は ，

§ 5 . 1 . 6 で 論 じ る 。  
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 (13 )  a .  two  o f  the  books  (=(4a) )  

    b .  two  pages  o f  the  book  (= (4b ) )  

  c .  two  cop i es  o f  the  book  (= (4c ) )  

 

類 別 詞 を 含む (13b ) (13c )とそ れ を含 ま な い (13a )は ，第 2 名 詞句 の 数 につ

い て 異 な る特 性 を 示 す 。(13a )では ，第 2 名詞 句 は 複数 で な け れば な らな

い ( c f .  * two  o f  the  book )。こ の よ うに ， M 部分 構 造 では 第 2 名詞 句 は 第

1 名 詞 よ り も大 き な 数を 表 す 必要 が あ る 。  

一 方 ， (13b ) (13c )で は， 第 1 名 詞 句が 複 数形 で あ るが ， 第 2 名詞 句 は

単 数 形 で ある 。 つ ま り， T 部 分 構造 と I 部分 構 造 では ， 第 1 名詞 句 と 第

2 名 詞 句 の数 の 問 題 は 類 別 詞 の働 き に よ って 回 避 され る 。 類 別詞 は第 1

名 詞 句 と 第 2 名詞 が表 す 集 合の レ ベ ル を変 え る 働き を す る 。す な わ ち，

第 1 名 詞句 が 表 す 集合 の レ ベル を 第 2 名 詞 句の そ れ より も低 く す る。 I

部 分 構 造 の page は ，第 1 名 詞 句と 第 2 名 詞句 の 関 係を 本 とそ れ を 構成

す る ペ ー ジの 関 係 に する 。 T 部 分 構 造 の cop y は， 第 1 名 詞句 と 第 2 名

詞 句 の 関 係を タ イ ト ルと し て の本 と 手 に 取っ て 見 る こ と の で きる 本 の関

係 に す る。類 別 詞 を 含ま な い M 部 分 構 造で は 第 1 名 詞（句 ）と 第 2 名 詞

句が 表 す 集合 は ，ど ちら も 個 体の 集 合 で ある 点 で 等し い 。 (13a)で は第 1

名 詞 と 第 2 名詞 句 は とも に 本 の集 合 を 表 し， 異 な るの は 第 1 名詞 が 第 2

名 詞 句 の 表す 集 合 の 部分 集 合 を表 す （ つ まり ， メ ンバ ー の 数 が少 な い）

点 だ け で ある 。  

制 限 節 内 で類 別 詞 を 省略 し た 部分 構 造 が 解釈 で き なく な る の は， T 部

分 関 係 に な い 場 合 で あ る 。 本 と ペ ー ジ の 関 係 （ ＝ I 部 分 関 係 ） と タ イ ト

ル と 本 の 関係 （ ＝ T 部分 関 係 ）の 違 い は 何か 。 前 者は ペ ー ジ とい う 表現

が な け れ ば理 解 で き ない が ， 後者 は ，‘ 本を 読 ん だ’（ タイ プ解 釈 を 受け
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る 本 ）と‘ 本 を買 っ た’（ 個体 解 釈 を受 ける 本 ）と 言え る こ とか ら も わか

る よ う に ，抽 象 度 の 違い だ け でど ち ら も‘本 ’な ので あ る 5。この 点 に つ

いて は ， M 部分 関 係 に類 似 す る。 M 部 分 構造 は ， 上で 述 べ た よう に 第 1

名 詞 と 第 2 名 詞 句 の 表す 集 合 の指 示 レ ベ ルが 同 一 なの で ，(13a)で あれば

第 1 名 詞・第 2 名 詞 句と も に 個体 解 釈 を 受け る 本 を表 す 。以 上を 踏 まえ

る と ， T 部 分構 造 の 類別 詞 は ，抽 象 度 の 問題 を 解 決す れ ば 省 略で き ると

いう 予 測 が立 つ 。 次 節で は ， 制限 節 が 類 別詞 に 代 わっ て 指 示 レベ ル の調

整 機 能 を 担っ て い る と主 張 す る。  

 

5.1 .3  制 限 節の 機 能  

 第 4 章 §4 .2 で 定・不定 制 限 節と（ M）部分 構 造 の整 合 性 に つい て 議 論

した 。Fet ta  (1974 )と Quirk  et  a l .  (1985)は，そ れぞ れ 第 4 章の (26a ) (26b )

（ (14a ) (14b )と し て 再 掲 ） の よ う な 非 文 法 的 な 例 を 根 拠 に し て ， 制 限 節

と 部 分 構 造が 整 合 し ない と い う結 論 を 導 いた 。  

 

 (14 )  a .  *The  trucks  each  o f  whi ch  b locked  the  h ighway  be longed  to  

the  indep endent  t ruckers .  （ ＝第 4 章 (26a)）  

  b .  *The  s tudents  who  had  a l l  ( o f  them)  fa i l ed  the  tes t  wan ted  to  

try  again .（＝ 第 4 章 (28b )）  

 

こ れ に 対 し て ， 河 野 (2004 ,  2012 )は 次 の よ う な 実 例 に 基 づ き ， 制 限 節

の う ち 不 定制 限 節 は 部分 構 造 と整 合 す る と主 張 し た。  

 

                                                   
5  ‘ 読 む ’と‘ 買 う ’で は 目 的 語 の 指 示 レ ベ ル が 異 な る こ と に 注 意 す べ き で あ る 。

‘ 読 む ’は 目 的 語 の タ イ プ 解 釈 を 要 求 し ，‘ 買 う ’は 目 的 語 の 個 体 解 釈 を 要 求 す る 。

こ の よ う な 動 詞 の 語 彙 特 性 の 違 い に つ い て は § 5 . 1 . 6 で 論 じ る 。  
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 (15 )  a .  A se t  o f  words  each  o f  whi ch  d i f fer s  f rom a l l  the  o thers         

by  on l y  one  sound  i s  ca l led  a  mi n i mal  s e t .（ ＝ 第 4 章 ( 44a )） 

  b .  Never the less  Huddleston 's  t rea tment  o f  the  c l e f t  con -  

s truct ion  in  te rms  o f  ca tegor ies  not  a l l  o f  whi ch  have  been 

es tab l i shed  on  ind ependent  grounds ,  would  seem to  d raw 

support  f rom pecul i ar  syntac t i c  fea tures  o f  the  const ruc t ion .

（＝ 第 4 章 (45a )）  

 

河野 は 制 限節 の 先 行 詞の 定 性 に注 目 し た が， 本 研 究は 先 行 詞 がグ ル ープ

解 釈 を 受 けら れ る か どう か で 容認 性 が 決 まる と 主 張し た 。(15a)で は先 行

詞が a  se t  ( o f )と い うグ ル ー プ表 現 を 伴 って お り ， (15b )で は明 示 的 なグ

ル ー プ 表 現が な い も のの ，先 行 詞の ca tegor ies は Huddles ton が分 析 で

用 い た 一 連の 統 語 範 ちゅ う を 指し て い る 。こ の 点 を 踏 ま え て ，次 の 構文

的特 徴 を 導い た 。  

 

 (16 )  部分 構 造 を 内 包 す る 関係 節 は，部 分（ メ ンバ ー ）に 関 す る内 容に

よっ て 全 体（ グ ル ー プ ）の 指 示対 象 を 限 定す る 。（ ＝ 第 4 章 (42 )）  

 

こ の 記 述 的 一 般 化 は ， M 部 分 構 造 の 場 合 の 特 徴 を 示 し た も の で あ る が ，

§5 .1 .1 で見 た よ う に T 部 分構 造 と I 部分 構 造 も制 限 節 と 整合 す る ので，

(16 )は T 部 分 構 造 と I 部分 構 造 の場 合 も組 み 込 んだ 一 般 化 にす る ほ うが

望 ま し い 。そ こ で ， 各部 分 構 造を 内 包 す る 制 限 節 にお け る 先 行詞 の 指示

レ ベ ル と 数量 詞 の 量 化レ ベ ル の対 応 関 係 をま と め ると 次 の 表 にな る 。  
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部 分 構 造 の種 類  先行 詞 の 指示 レ ベ ル  数量 表 現 の量 化 レ ベ ル  

M 部 分 構 造  グル ー プ  メン バ ー  

I 部 分 構 造  単一 個 体  単一 個 体 の 中 身  

T 部 分 構 造  タイ プ  トー ク ン  
 

表  5 .1 制 限 節 の 先 行 詞 の 指 示 レ ベ ル と 数 量 表 現 の 量 化 レ ベ ル  

 

 こ の 表 に基 づ く と ， 各 種 類 の 部 分 構 造 を 内 包 す る 制 限 節 の 構文 的 特徴

は 次 の よ うに ま と め られ る 。  

 

 (17 )  部分 構 造 を 内 包 す る 制限 節 で は ，数 量 表 現が 先 行 詞の 指 示 レ ベル

より 下 位 のレ ベ ル を 量化 す る 。  

 

こ の 構 文 特性 は ， 類 別詞 を 含 む部 分 構 造 （ I 部 分 構 造と T 部 分構 造 ）に

お い て 第 1 名 詞 句 と 第 2 名 詞 句が 表 す 指 示レ ベ ル がず れ る の と並 行 的で

あ る 。 要 する に ， 制 限節 内 に 生じ た 数 量 表現 は ， 類別 詞 が な くて も 先行

詞 の 指 示 レベ ル よ り も低 い レ ベル を 量 化 する こ と にな る 。 従 って ， 第 1

名 詞 句 と 第 2 名 詞 句 が 部 分 と 全 体 の 関 係 を 保 つ こ と が で き る 。 例 え ば

two  cop ies  o f  the  book の 場 合， cop i es があ る こ とで the  book は タ イプ

レ ベ ル ， two が トー クン レ ベ ルを 表 す が ，制 限 節 に 第 1 名 詞 （句 ） が 含

ま れ ，第 2 名 詞句 が 先行 詞 で ある 場 合 は ，類 別 詞 が な くて も この 指 示 レ

ベ ル の 違 いが 保 障 さ れ る た め ，two  o f  the  book で もレ ベ ル の 問題 が 生じ

ない 。 従 って ， two  cop ies  o f  the  book は類 別 詞 の 省 略 が 許 され る 。な

お ， (6a )の よ う に 関 係 節 の 外 に 部 分 構 造 が 生 じ た 場 合 は ， 類 別 詞 の 機 能

が 関 係 節 によ っ て 肩 代わ り さ れな い た め ，類 別 詞 の省 略 が 許 され な い 。  
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本 節 で は 制限 節 内 で 類別 詞 の 省略 が 許 さ れる 理 由 を解 明 し た 。部 分構

造を 内 包 する 制 限 節 で は ， 先 行詞 と 部 分 構造 の 間 で 指 示 レ ベ ルと 量 化レ

ベル に 一 定 の 対 応 関 係が あ り ，こ の 特 性 が 類 別 詞 の機 能 （ の 一部 ） を肩

代 わ り し てい る と 主 張し た 。  

今 や 類 別 詞 の 省 略 で きる 理 由 が明 ら か に なっ た が ， 説 明 す べ き事 実 と

して ， (11c )で見 た よ うに ， I 部分 構 造の 類別 詞 は 省略 で き な い と い う こ

と が あ る 。 そ こ で ， 次節 は 類 別詞 の 省 略 に 課 さ れ る 条 件 を 探 る 。  

 

5.1 .4  類 別 詞の 省 略 に か か る意味条件  

本 節 は ， 類別 詞 の 省 略に 関 わる 2 つ の意 味条 件 を 見る 。 ま ず ， 1 つ 目

の 意 味 条 件は 次 の 例 に関 連 す る。  

 

 (18 )  the  journal  tha t  Mary  bough t  two  o f  

 

先 行 詞 を 関係 代 名 詞 に代 入 し て得 ら れ る 部分 構 造 は * two  o f  the  journal

で あ る 。こ の 部分 構 造が 適 切 に解 釈 さ れ るた め に は，第 1 名 詞に 何 ら か

の 類 別 詞 を 補 う 必 要 が あ る 。 (18 )の 基 底 形 （ 類 別 詞 が 省 略 さ れ る ま え の

形 式 ） の 候補 と し て ，次 の 2 つを 考 え て みよ う 。  

 

 (19 )  a .  the  journal  tha t  Mary  bough t  two  cop i es  o f  ( (18 ) )  

  b .  the  journal  tha t  Mary  bought  two  i ssues  o f  (≠ (18 ) )  

 

各 例 に 含 まれ る 部 分 構造 ( two  cop i es / i ssues  o f  the  j ournal )は，い ずれ も

T 部 分 構 造と 見 な せ る。 各 句 の解 釈 は ， それ ぞ れ ‘ 2 部 買 っ た雑 誌 ’と

‘ 2 つ の号 を 買っ た 雑誌 ’ と なる 。 興 味 深い こ と に， (18 )は (19a )と 同 義
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にな り 得 る が ， (19b )と は 同 義に な り 得 ない 。こ の 対 立を 踏 まえ る と ，次

の よ う な 意味 条 件 が 働い て い るこ と が わ かる 。  

 

 (20 )  同一 性 の 条件  

  部分 構 造 を含 む 制 限 節で 類 別 詞が 省 略 さ れた 場 合 ，第 1 名 詞 句は

「同 一 と 見な さ れ る 個体 」 を 指示 し な け れば な ら ない 。  

 

「 同 一 と 見 な さ れ る 個 体 」 と は 内 容 ・ 質 が 等 し い (h omogen eous )も の を

指 す 。 例 えば ， two  cop ies  o f  the  journal は 『英 語 青 年』 9 月号 2 冊 の

よ う に 特 定 の 雑 誌 で 内 容 が 同 一 の 2 部 を 指 す が ， two  i ssues  o f  the  

journal は『英 語 青 年』 9 月号 と 同 10 月号 の 1 冊ず つ の よ うに 特 定 の雑

誌 で 内 容 の異 な る 2 部を 指 す 。(18 )の部 分構 造 の 解釈 と し て 適切 な の は，

two  cop i es  o f  the  j ournal の ほ う であ る 。  

もう 1 つ の意 味 条 件 は次 の 句 の解 釈 に 関 する 事 実 から 導 か れ る。  

 

 (21 )  the  mi lk  that  Mary  drank  two  o f  

 

先 行 詞 を 関係 代 名 詞 に代 入 し て得 ら れ る 部分 構 造 は * two  o f  the  mi lk で

あ る 。こ れ が 適 切に 解釈 さ れ るに は ，何 らか の 類 別詞 を 補 う 必要 が あ る。

(21 )の 基底 形 の候 補 とし て ， 次の 2 つ を 考え て み よう 。  

 

 (22 )  a .  the  mi lk  that  Mary  drank  two  car tons  o f  ( (21 ) )  

  b .  the  mi lk  that  Mary  drank  two  l i te rs  o f  (≠ (21 ) )  

 

(22a)に 含 まれ る 部 分構 造 two  car tons  o f  the  mi lk は T 部 分構 造 で ，句



 

201 
 

全 体 の 解 釈は「 2 カ ート ン（ パ ッ ク ）飲 んだ 牛 乳 」と なる 。 (22b)に 含 ま

れる 部 分 構造 two  l i t ers  o f  th e  mi lk は T 部分 構 造 と I 部 分 構 造で 曖 昧 で，

句 全 体 の 解釈 は 「 2 リッ ト ル 飲ん だ 牛 乳 」 で あ る （ th e  mi lk をタ イ プ 解

釈 す る か 個体 解 釈 す るか で 指 示対 象 が 変 わる ） 6。興 味 深 いこ とに ， (21 )

は (22a )と 同 義 に な り う る が ， (22b )と は 同 義 と な る こ と は な い 。 以 上 を

踏ま え る と， 次 の 意 味条 件 が 導か れ る 。  

 

 (23 )  単一 性 の 条件  

  数量 詞 内 在型 関 係 節 で類 別 詞 が省 略 さ れ た場 合 ，第 1 名詞 は「ま

とま り の ある 個 体 」 を指 示 し なけ れ ば な らな い 。  

 

「 ま と ま りの あ る 個 体」 と は ，自 立 し た 完全 体 を 意味 す る 。 T 部分 構造

の two  car tons  o f  the  mi lk は，第 1 名 詞 句が 2 つ の自 立 し た 完全 体 を 指

す 。 一 方 ， T 部 分 構 造も し くは I 部 分構 造の two  l i te rs  o f  the  mi lk は ，

第 1 名 詞 句が 2 つの 自立 し た 完全 体 で は なく ，単 に 量を 表 し てい る に 過

ぎ な い 。  

 こ の 条 件に よ っ て ，(11c )にお い て 類別 詞 pages が 省 略で き ない 事 実 が

説 明 で き る。部 分構 造（ の 第 1 名 詞 句）の two  p ages は，先 行詞 の the  book

の 表 す 単 一個 体 の 中 身 で あ る 。つ ま り ， two  pages は単 独 で 存在 す る個

体（ 完 全 体 ）で はな く ，むし ろ 完全 体 の 構成 物 と 見な さ れ る 。こ の点 で ，

第 1 名 詞句 が 自 立 した 完 全 体を 表 す ， T 部 分構 造 の two  cop ies  o f  the  
                                                   
6  部 分 構 造 t w o  l i t e r s  o f  t h e  m i l k を I 部 分 構 造 と 見 な す と ， 第 1 名 詞 句 は 第 2
名 詞 句 の 指 示 対 象 の 部 分 量 を 指 す 。 す な わ ち ， 第 2 名 詞 句 は 2 リ ッ ト ル 以 上 の 牛

乳 で あ る 。 一 方 ， 当 該 部 分 構 造 を T 部 分 構 造 と 見 な す と ， 第 2 名 詞 が 牛 乳 の 種 類

を 表 し ， そ の ト ー ク ン を 第 1 名 詞 句 が 表 す （ I 部 分 構 造 の 第 2 名 詞 句 が タ イ プ 解

釈 を 受 け た 場 合 と 個 体 解 釈 を 受 け た 場 合 の 違 い に つ い て は ， § 5 . 1 . 6 で 議 論 す る ）。

な お ， 可 算 名 詞 の 対 応 表 現 と し て ， 例 え ば t w o  k i l o s  o f  t h o s e  a p p l e s が あ る 。 こ

の 部 分 構 造 は ，第 2 名 詞 句 が タ イ プ 解 釈 を 受 け れ ば T 部 分 構 造 と 見 な さ れ ，個 体

解 釈 を 受 け れ ば M 部 分 構 造 と 見 な さ れ る （ 第 2 章 § 2 . 4 を 参 照 ）。  
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book の 場合 と は 決 定的 に 異 なる 。 ま た ， two  p ages  o f  the  book と 同類

の 部 分 構 造と し て two  p ie ces  o f  the  cake が あ る。 こ の 場 合も ， 第 1 名

詞句 は 完 全体 で は な く ，む し ろ第 2 名 詞 句が 表 す 完全 体 の 構 成物 と 見な

され る 。 実際 ， 次 に 示す よ う に， 類 別 詞 pieces の 省 略は 許さ れ な い。  

 

  (24 )  the  cake  that  Mary  ate  two  * (p ie ces )  o f  

 

類 別 詞 を 省略 し た the  cake  that  Mary  ate  two  o f の 解 釈 は ，「 メ アリ ー

が 2 切 れ食 べ た ケ ーキ 」 で はな く ，「 メア リ ー がホ ー ル 2 個 （ ＝カ ッ ト

さ れ て い ない 円 形 の ケー キ ） を食 べ た ケ ーキ 」 と いう 解 釈 に なる 。 つま

り ， 類 別 詞の 省 略 さ れた 部 分 構造 two  o f  ( the  cake )の第 1 名 詞が 2 つ の

完全 体 （ ホー ル の ケ ーキ ） を 指し て い る 。  

 以 上 ， 部分 構 造 を 含む 制 限 節が ， 類 別 詞が 省 略 さた 場 合 に どの よ うな

解 釈 を も つか 検 討 す るこ と に よっ て ， 同 一性 の 条 件と 単 一 性 の条 件 を導

い た 。 次 節は こ れ ら の意 味 条 件の 由 来 を 探る 。  

 

5.1 .5  類 別 詞の 省 略 に 関 す る意味条件の由来  

 T 部 分 構造 と I 部 分構 造 は ，類 別 詞 が 省略 さ れ ると 〈 数 詞 ＋ o f＋名 詞

句 〉 の 形 式に な り ， M 部分 構 造 と並 行 的 にな る 。 例え ば ， T 部分 構 造の

two  cop i es  o f  the  book や I 部分 構 造の two  pages  o f  the  book は ，類 別

詞 が 省 略 され る と ど ちら も *two  o f  the  book にな っ て ， two  o f  the  books

（ M 部 分 構 造）に類 似す る 。第 2 名詞 句 が単 数 形 にな っ て い るた め ，通

常 の 環 境 では 容 認 さ れな い が ，こ の 問 題 はす で に 述べ た よ う に， 部 分構

造を 内 包 する 制 限 節 の構 文 特 性に よ っ て 解決 さ れ る（第 2 名 詞句 の 指示

レ ベ ル が と第 1 名 詞 句の そ れ より も 繰 り 上げ ら れ るた め ，第 2 名詞 句が
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単 数 で も 意味 的 矛 盾 は起 こ ら ない ）。実 は ，T 部 分構 造と I 部 分構 造 が「 疑

似的 な M 部分 構 造 」にな る こ とに 2 つ の 意味 条 件 の由 来 を 見 いだ す こと

が で き る 。  

ま ず ，単 一 性の 条 件 は ，類 別 詞 carton と計 量 類 別詞 l i te r を峻 別 する

の で あ っ た。  

 

  (25 )  two  cartons  o f  the  mi lk  vs .  two  l i t ers  o f  the  mi lk  

 

M 部 分 構 造は ，第 1 名詞 が 自 立 し た 完 全 体を 指 示 する 。例え ば，two  o f  the  

s tudents や two  o f  the  f ive  car tons の 第 1 名 詞 は， そ れ ぞ れ‘ 2 人 の学

生 ’と‘ 2 個 の カ ー トン（ パ ッ ク）’と なり ， 2 つ の 個体 を 指す 。こ の 特

徴は two  cartons  o f  the  mi lk に も 見 られ ，第 1 名 詞句 の two  car tons は

2 つ の 自 立 した 完 全 体を 指 示 する 。 一 方 ， two  l i te rs  o f  the  mi lk では 第

1 名 詞 句 の two  l i te rs は 牛 乳の 容 量 を表 すが ，2 つ の 完全 体 は指 さ な い。

部 分 構 造 の類 別 詞 を 省略 す る こと で 得 ら れる 疑 似 的な M 部 分構 造 が，M

部 分 構 造 と並 行 的 に 解 釈 さ れ るの は 類 別 詞が car ton の 場 合 で あ っ て，

l i te r の 場 合で は な い。  

た だ し ，l i ter の よ う な 計 量 類 別詞 が 常 に 排除 さ れ るわ け で な い。例え

ば， イ ギ リス で 用 い られ る pin t は l i te r のよ う に 液体 の 量 を 表す 単 位で

あ る が ，‘ 1 パ イ ン ト のビ ー ル ’を指 示 す こと も で きる 。CA DE には イギ

リ ス 英 語 の成 句 と し て go  f or  a  p int  ( i f  you  go  fo r  a  p in t ,  you  go  to  the  

pub  to  dr ink  a  p in t  o f  beer  or  more )が 記載 さ れ てい る 7。 従 って ， (26a )

は‘ 特 定の 種 類の 1 パイ ン ト ビー ル を 2 つ’と いう 解 釈 をも ち，同 句が

                                                   
7  『 G 英 和 』 は 2 パ イ ン ト の 容 量 を 表 す q u a r t の 第 2 義 と し て ， 個 体 指 示 用 法 の

「 1 ク ォ ー ト の ビ ー ル 」を 挙 げ て い る 。た だ し ，l i t e r / l i t r e に つ い て は 個 体 指 示 的

用 法 に 関 す る 記 述 が 見 ら れ な い 。  
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制 限 節 内 に生 じ る と (26b)が 示 すよ う に 類別 詞 の 省略 が 可 能 にな る 。  

 

 (26 )  a .  two  p ints  o f  the  beer  

  b .  the  beer  that  Mary  drank  two  (p ints )  o f  

 

次 に ，同一 性 の 条件 につ い て であ る が，この 条 件 は類 別 詞 copy と i s sue

を 峻 別 す るの で あ っ た。  

 

  (27 )  two  cop i es  o f  the  j ournal  vs .  two  i s sues  o f  the  journal  

 

第 1 名 詞 句の two  cop ies と two  i ssues は， と もに 2 つ の 自 立 し た 完 全

体 を 指 示 する の で ，類別 詞 を 省略 し て も M 部 分 構造 と 並 行的 な 特 徴を 示

す。そ れに も かか わ ら ず ，cop ies は省 略 でき る が i s sues は 省略 で き ない

と い う 事 実 は ど の よ うに 説 明 すべ き で あ ろう か 。  

類 別 詞 の copy と i s s ue が the  j ournal と 結ぶ 意 味 関係 は 次 の 図で 表 さ

れる 。  

 

 the  journal  

 

号 の レ ベ ル  i s sue 1  i s sue 2    …  

 

部 の レ ベ ル  copy 1  cop y 2   …  copy 1  cop y 2   …  
 

図  5 .1 類 別 詞 i s sue と copy の 概 念 レ ベ ル の 上 下 関 係  
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雑 誌 に は ‘号 ’ の レ ベル と ‘ 部’ の レ ベ ルが あ り ，前 者 が 後 者よ り も上

位 に 位 置 づけ ら れ る 。例 え ば，‘『 英 語 青 年』 9 月号 を 2 部 ’ なら ば ，‘ 9

月 号 ’ が 号の レ ベ ル で，‘ 2 部 ’ が 部の レベ ル に なる 。 こ れ を 踏 ま え て，

(27 )の 2 つ の句 を 解 釈す る と 第 2 名 詞句 の指 示 対 象が 異 な る こと が わ か

る 。 す な わち ， two  cop ies  o f  the  journal で は第 2 名詞 句 の 指示 対 象 が

‘『 英 語青 年 』9 月 号 ’の よ うに 号 の レベ ルが 指 定 され た 雑 誌 を指 す の に

対 し て ， two  i ssues  o f  the  journal で は 第 2 名 詞 句の 指 示 対 象が‘『 英語

青 年 』’ の よ うに 雑 誌 名 のみ を 指 す 。 従 っ て ， two  cop ies の 場 合は 部 数

が 確 定 す るが ， two  i ssues の 場 合 は部 数 が語 用 論 的に 決 定 さ れる こ と に

な る（ 無 標 の解 釈 は ，各 号に つ いて 1 部 ずつ で a  copy  o f  each  o f  the  two  

i ssues  o f  the  journal に なる が ， 1 つの 号に つ き 複数 の 部 数 が必 要 な 状

況で は a  few cop ies  o f  each  o f  the  two  i ssues  o f  the  journal に なる ）。

この i s sue の 特 性 と ，動詞 buy の対 象 と なる レ ベ ルが 部 の レ ベル で ある

こ と を 勘 案す れ ば （ 疑似 的 な ） M 部 分 構 造の two  o f  the  journal の 第 1

名詞 を cop y と とら え る の が，最 も 負荷 の少 な い 解釈 と い う こと に な る。  

以 上 ，類別 詞 の 省略 に関 す る 2 つ の 意 味 条件 の 由 来に つ い て 考察 し た。

い ず れ の 条件 も T 部 分構 造 と I 部 分 構造 が類 別 詞 の省 略 に よ って 疑 似 的

な M 部 分 構造 に な るこ と に 由来 す る も ので あ る と主 張 し た 。  

 

5.1 .6  部 分 構造 を 含 む 制 限 節の日英語対照研究  

こ れ ま で 英語 関 係 節 が部 分 構 造を 内 包 す る 場 合 に 注目 し て き たが ，本

節 は 日 本 語の 対 応 表 現 に ま で 考察 の 範 囲 を広 げ る 。日 本 語 関 係節 は第 6

章 で 分 析 する が ， そ こで は 日 本語 に 固 有 の現 象 を 扱う の で ， 本節 で は日

英 語 で 対 応関 係 が 見 られ る 現 象に 注 目 し ，両 言 語 の並 行 性 を 示し た い 。  

日 英 語 の 関係 節 を 論 じ る う え で用 語 の 調 整が 必 要 にな る 。 英 語関 係節
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で は 関 係 節に よ っ て 修飾 さ れ る名 詞 句 を 「先 行 詞 」と 呼 ぶ が ，日 本 語関

係 節 で は ，関 係 節 に よっ て 修 飾さ れ る 名 詞句 は 関 係節 に ‘ 先 行’ せ ず，

む し ろ ‘ 後続 ’ す る 。よ っ て ，関 連 文 献 の慣 例 に 従い ， 英 語 関係 節 の先

行詞 に 対 応す る 日 本 語表 現 を 主名 詞 と 呼 ぶこ と に する 8。  

 英 語 と 日本 語 で は 類別 詞 の 使用 に 明 確 な違 い が ある 。 英 語 では 被 修飾

名 詞 が 可 算名 詞 な ら ば two  books の よう に数 詞 が 直接 ，名 詞 を修 飾 す る。

従っ て two  cop i es  o f  the  book の よ うに 類別 詞 を 伴う 表 現 は 限定 的 で あ

る 。一 方，日 本 語で は被 修 飾 名詞 の 性 質 を問 わ ず，‘ 2 冊の 本 ’の よ う に

数 詞 が 類 別詞 を 伴 う のが 一 般 的で ，類 別 詞の 種 類 も英 語 よ り 豊か で あ る 9。

英語 で は 句形 式 の 部 分構 造 が 部分 関 係 を 表す が ， 日本 語 で は 句形 式 の部

分構 造 に 加え て 節 形 式 の 数 量 詞遊 離 文 で も部 分 関 係が 表 さ れ る（第 3 章

§3 .3 を 参 照）。 以下 に， 英 語 部分 構 造 に 対応 す る 日本 語 表 現 を挙 げ る 。  

 

 (28 )  M 部分 関 係  

  a .  two  o f  the  books  

  b .  それ ら の 本の う ち の 2 冊 ［ 部分 構 造 ］  

  b ’ . *花 子は そ れら の 本を 2 冊 買っ た。［ 数量 詞 遊 離文 ］  

 (29 )  I 部分 関 係  

  a .  two  pages  o f  the  book  

  b .  その 本 の 2 ペ ー ジ ［ 部分 構 造 ］  

  b ’ .  花子 は そ の本 を 2 ペ ージ 読 ん だ。［ 数量 詞遊 離 文 ］  

 (30 )  T 部分 関 係  

  a .  two  cop i es  o f  the  book  

                                                   
8  主 名 詞 以 外 の 用 語 と し て は ，「 底 の 名 詞 」（ 寺 村 1 9 7 5） が あ る 。  
9  日 本 語 の 類 別 詞 の 分 類 に つ い て は ，水 口 ( 2 0 0 4 )や 藤 原 ( 2 0 0 4 )な ど を 参 照 の こ と 。 
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  b .  *そ の 本の 2 冊 ［ 部分 構 造 ］  

  b ’ .  花子 は そ の本 を 2 冊 買っ た 。［ 数 量 詞遊 離文 ］  

 

(28 )か ら (30 )の a と b の 対 が 示す よ う に ， M 部 分 関係 と I 部 分関 係 につ

い て は ， 日本 語 は 英 語と 並 行 的に 部 分 構 造で 表 す が， T 部 分 関係 に つい

て は 日 本 語は 英 語 と 異な り ，部分 構 造で 表さ な い 。(30b ’ )が 示す よ う に，

数 量 詞 遊 離文 が T 部分 関 係 を表 す 。 一 方， (28b ’ )が 示す よ うに ， 数 量詞

遊 離 文 は M 部 分 関 係 を 表 さ ない 1 0。要 す るに ，日 本語 で は I 部分 関 係 に

つ い て は 部分 構 造 と 数量 詞 遊 離文 の ど ち らで も 表 され る が ，M 部分 関係

と T 部 分 関 係に つ い ては 部 分 構造 と 数 量 詞遊 離 文 のど ち ら か 一方 で しか

表せ な い 。  

以下 で は ，日 英 語 の 部分 関 係 の対 応 関 係 を 踏 ま え て， 数 量 表 現を 含む

関 係 節 を 対照 す る 。まず ，T 部 分関 係 を 表す (11b )（ 類 別詞 の 省 略 に 関す

る 表 示 を 削除 し ，(31 )と し て 再掲 ）と そ れ に対 応 す る日 本 語 表 現を 見 る 。  

 

  (31 )  the  book that  Mary  bough t  two  cop i es  o f  (= (11b ) )  

  (32 )  花子 が 2 冊買 っ た 本  

 

(31 )で は先 行詞 the  book は タイ プ 解 釈 を受 け ，two  cop i es がそ の ト ーク

ン を 表 す 。対 応す る 日本 語 表 現の (32 )は ，‘花 子 が その 本を 2 冊買 っ た（ こ

                                                   
1 0  ( 2 8 b ’ )の 遊 離 数 量 詞 ‘ 2 冊 ’ に ‘ ず つ ’ を 付 加 す る と 容 認 性 が 回 復 す る 。  
 
 ( i )  花 子 は そ れ ら の 本 を 2 冊 ず つ 買 っ た 。  
 
先 行 詞‘ そ れ ら の 本 ’は タ イ プ 解 釈 を 受 け て い る こ と に 注 意 し な け れ ば な ら な い 。

す な わ ち ， そ れ ら の 本 は 個 体 の 複 数 性 で は な く ， タ イ プ （ ＝ タ イ ト ル ） の 複 数 性

を 表 し て い て ， 遊 離 数 量 詞 が 各 タ イ プ の ト ー ク ン の 数 を 表 す と い う こ と で あ る 。

従 っ て ， ( i )で 表 さ れ る 部 分 関 係 は M 部 分 関 係 で は な く ，T 部 分 関 係 と い う こ と に

な る 。 第 3 章 § 3 . 4 . 2 の ( 5 6 )に 関 す る 議 論 も 参 照 の こ と 。  
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と ）’ とい う 数 量詞 遊離 文 の ‘そ の 本 ’ を関 係 節 化す る こ と で得 ら れ る。

主名 詞 の‘本 ’がタ イプ 解 釈 を受 け ，‘ 2 冊’が そ のト ー クン を表 し て い

る と 分 析 でき る 。  

 (32 )のよ う な表 現 につ い て は ，Kaga (1991 )が 詳 細 に論 じ て いる 。Kaga

はこ の よ うな 関 係 節 の主 名 詞 がタ イ プ 解 釈を 受 け るこ と を 場 面述 語 との

整 合 性 に よっ て 裏 づ けて い る （［  ］は 関係 節 を 表す ） 1 1。  

 

 (33 )  a .  *［ 花 子が 2 本 飲 んだ ］ ビ ール は ぬ る かっ た 。  

  b .  ［花 子 が 飲ん だ ］ 2 本の ビ ー ルは ぬ る か った 。  

 

Kaga に よ れば ，‘ ぬ るい ’は 場 面述 語 で 恒常 的 な 性質 を 叙 述 しな い ため

タ イ プ 名 詞（ 句）と 整合 し な い。よ って ， (33a )が非 文 法 的 であ る こ とか

ら 主 名 詞 の‘ ビ ー ル’がタ イ プ 解釈 を 受 け てい る こ とが 裏 づ け られ る 1 2。

こ れ に 対 して ， (33b )が 文 法 的で あ る こ とか ら 主 名詞‘ 2 本 のビ ー ル ’が

個 体 解 釈 を受 け て い るこ と が わか る 。  

                                                   
1 1  K a g a  ( 1 9 9 1 )は ， 主 名 詞 を 限 定 す る 数 量 表 現 が 含 む 関 係 節 が 含 ま れ る と き ， ヒ

ト 対 モ ノ の 対 照 性 が 見 ら れ る こ と を 指 摘 し て い る （‘ 2 本 飲 ん だ ビ ー ル ’ v s .‘ * 2
人 殴 っ た 男 ’）。 こ の 特 性 に つ い て は ， 第 6 章 § 6 . 3 . 5 で 考 察 す る 。  
1 2  次 の 例 は 関 係 節 が 数 量 詞 を 含 み ， ( 3 3 a )と 並 行 的 に 主 名 詞 が タ イ プ 解 釈 を 受 け

る 。  
 
 ( i )  ［ 花 子 が 2 本 買 っ た ］ ビ ー ル を 太 郎 が 1 本 飲 ん だ 。  
 
一 方 ， 遊 離 数 量 詞 ‘ 1 本 ’ は ‘ ビ ー ル ’ と T 部 分 関 係 を 結 ぶ と 考 え ら れ る 。 た だ

し ，関 係 節 で 購 入 し た ト ー ク ン の 数 が 2 つ で あ る こ と が 明 示 さ れ て い る の で M 部

分 関 係 が 推 論 さ れ る （ も ち ろ ん ， 太 郎 が 飲 ん だ ビ ー ル が 花 子 が 買 っ た 2 本 の ビ ー

ル の う ち の 1 本 で な く て も か ま わ な い ）。 つ ま り ， 次 の M 部 分 構 造 を 含 む 文 と ほ

ぼ 同 じ 意 味 を 表 す こ と が で き る 。  
 
 ( i i )  ［ 花 子 が 買 っ た ］ 2 本 の ビ ー ル の う ち の 1 本 を 太 郎 が 飲 ん だ 。  
 
( i )と ( i i )は‘ ビ ー ル ’が タ イ プ 解 釈 を 受 け る か ど う か で 異 な る 。 ( i )で は‘ ビ ー ル ’

が タ イ プ 解 釈 を 受 け る の で 2 本 の ビ ー ル は 同 一 タ イ プ で あ る こ と が 論 理 的 に 含 意

さ れ る が ， ( i i )は ビ ー ル の タ イ プ に つ い て は 問 題 に な ら な い（ 2 本 は 同 じ タ イ プ で

も 異 な る タ イ プ で も よ い ）。  
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次に ，M 部分 関 係を 表す (11a )（ (34 )と し て再 掲 ）と 対 応 する 日本 語 表

現を 見 る 。  

 

 (34 )  the  books  that  Mary  bought  two  o f  (= (11a ) )  

 (35 )  花子 が （ その う ち の ） 2 冊 を 買 った （ 一 連の ） 本  

 

(34 )は第 4 章 §4 .2 で 述べ た よ うに ， 先 行 詞の the  books が グ ルー プ 解 釈

を受 け ， その メ ン バ ーを 制 限 節内 の two が指 す 。 (35 )は‘ 花 子が そ れ ら

の 本 う ち の 2 冊を 買っ た （ こと ）’の ‘そ れ ら の本 ’ を 関 係節 化 す るこ

と に よ っ て得 ら れ る （‘ 2 冊を ’ の 格助 詞は ，‘ 2 冊 ’ が 遊 離数 量 詞 では

なく ，部 分 構造 の 第 2 名詞 で あ るこ と を 示し て い る 。 c f .‘ 花 子が 2 冊 買

っ た 本 ’）。日 本 語 の 対応 表 現 でも 主 名 詞 は‘ 一 連 の本 ’ の よ うに グ ルー

プ 読 み を 合図 す る 表 現を 含 め た ほ う が す わり が よ い。 ま た ， 関係 節 内の

‘ 2 冊 ’は 本 のグ ル ープ の メ ンバ ー を 指 すが ，‘そ の う ちの ’とい う 部 分

読 み を 合 図す る 表 現 を添 え た ほう が よ い 。第 4 章 で 述 べた よ うに ，グル

ー プ （ 全 体） と メ ン バー （ 部 分） は ， グ ルー プ が 決ま れ ば メ ンバ ー を問

題 に で き る と い う 関 係 に あ る 。 (34 ) (35 )は ， 部 分 の 記 述 に よ っ て 全 体 の

指 示 対 象 を 限 定 し て い る 。 先 行 す る 文 脈 で グ ル ー プ を 導 入 す る こ と で

(34 )  (35 )は 解釈 可 能 に な る 。  

最 後 に ， I 部 分 関係 を表 す (11c )（類 別 詞 の省 略 に 関す る 表 示 を削 除 し

て (36 )とし て 再掲 ） の日 本 語 の対 応 表 現 を 見 る 。  

 

 (36 )  the  book that  Mary  read  two  p ages  o f  (= (11c ) )  

 (37 )  花子 が 2 ペー ジ （ を ）読 ん だ 本  
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(36 )は ，先 行 詞 the  book が 単一 の 個 体 を表 し ，制 限節 内 の two  p ages が

そ の 中 身 の 一 部 分 を 指す 。対 応 す る日 本 語表 現 の (37 )は ，関 係節 内 の‘ 2

ペ ー ジ（を ）’の格 助 詞が 任 意 であ る こ と から ，関係 節 化を 適 用し た 文 と

し て ① ‘花 子 が［ そ の本 の 2 ペー ジ ］を 読ん だ ’と い う 部分 構造 を 含 む

文 と ②‘ 花 子 がそ の 本 を［ 2 ペ ー ジ 読ん だ］’と い う数 量 詞 遊離 文 の 2 つ

が 考 え ら れ る 。 (37 )で 数 量 表 現 が 格 助 詞 ‘ ヲ ’ を 伴 う 場 合 は ① に 関 係 節

化 が 適 用 され た 場 合 で， 数 量 表現 が 格 助 詞‘ ヲ ’ を伴 わ な い 場合 は ②に

関 係 節 化 が適 用 さ れ た場 合 で ある 。‘本 ’が 単 一 の個 体 を ，‘ 2 ペ ー ジ ’

が そ の 中 身 （ の 一 部 分 ） を 指 す。  

 興 味 深 いこ と に ， (36 ) (37 )は T 部 分関 係を 表 す 句と 文 法 対 立を 示 す 。  

 

 (38 )  *  the  book that  Mary  read  two  cop i es  o f  

 (39 )  *  花子 が 2 冊読 ん だ 本  

 

第 2 章 §2 .4 で は次 の 文法 対 立 に基 づ い て ，T 部 分 構 造の two  cop ies  o f  the  

book の 解釈 と 動詞 read の 語彙 特 性 が衝 突す る と 主張 し た 。  

 

 (40 )  a .  I  bought  two  cop ies  o f  the  book.  （＝ 第 2 章 (33a )）  

  b .  * I  read  two  cop ies  o f  the  book .  （＝ 第 2 章 (33b )）  

 

T 部 分 構造 の第 1 名詞 句 は 同一 タ イ プ の 2 つの ト ー クン を指 す 。 動詞

read は タ イ プを 対 象と す る 行為（ 厳 密 には ，見 る対 象 は ト ーク ン で ある

が ，読 ん だ 内 容は タ イプ と 見 なさ れ る ）を表 す た め ，タイ プ の同 じ 2 つ

の ト ー ク ンと 整 合 し ない が ，動詞 buy は トー ク ン を対 象 と す る行 為 を表

す た め ， タイ プ の 同 じ 2 つ の トー ク ン と 整合 す る 。  
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 (36 ) (37 )は I 部分 構造 が 動 詞 read の 語彙 特 性 と整 合 す る こと を 示 唆し

て い る 。 動 詞 read は タ イ プ を 対 象 と す る 行 為 を 表 す の で ， read  two  

pages では 目 的 語の two  p ages は タ イプ 解釈 を 受 ける は ず で ある 。 た だ

し， two  pages は two  cop ies の よう に 同 一タ イ プの 2 つ の ト ーク ン では

な く ， タ イプ の 異 な る 2 つ の トー ク ン を指 す 。 従っ て ， 動 詞 read  two 

pages は 適 切 に 2 つの タ イ プを 表 せ る と考 え ら れる 。 な お ， two  pages

と the  book の 意 味 関係 は ， T 部 分 関 係 では な く ， I 部 分 関 係で あ る こと

に 注 意 し なけ れ ば な らな い 。  

英語 の read /buy の 対照 性 は ，日 本 語 の ‘読 む ・ 買う ’ で も 並行 的に

観 察 さ れ る。  

 

 (41 )  a .  花子 は そ の本 を 2 冊 買っ た 。 ( c f .  (32 ) )  

  b .  *花 子 はそ の 本を 2 冊読 ん だ 。 ( c f .  (39 ) )  

 

(41a)は (32 )の 文法 性 と， (41b )は (39 )の 非 文法 性 と それ ぞ れ 対 応す る 。  

次 の 対 は ， 日 英 語 の ‘ 買 う ・ 読 む ’ (buy /read )が 示 す 対 照 性 が 一 定 の

広 が り を もつ こ と を 示し て い る。  

 

 (42 )  the  v ideo  that  Mary  { ren ted /  ? *watched}  two  o f  

 (43 )  花子 が 2 本｛ 借 り た ／ ?*見 た ｝映 画  

 

日 英 語 の T 部 分関 係 と動 詞 の 相関 は ，対 象と し て タイ プ を 要 求す る 動

詞 と ト ー クン を 要 求 する 動 詞 があ る こ と 示唆 す る 。 そ れ ぞ れ の動 詞 クラ

ス の 例 を 示し た の が 次の 表 で ある 。  

 



 

212 
 

目 的 語 の 指示 レ ベ ル  動詞 の 例  

ト ー ク ン  買う (buy )，借 り る ( r ent )，貸 す ( l end )な ど  

タ イ プ  読む ( read )，見 る (watch )な ど  
 

表  5 .2 目 的 語 の 指 示 レ ベ ル に 基 づ く 動 詞 の 分 類  

 

各 動 詞 ク ラス の 特 徴 をま と め ると ， 目 的 語に タ イ プ解 釈 を 要 求す る動

詞 ク ラ ス では ， 動 詞 の表 す 行 為に よ っ て 行為 の 対 象の 内 容 が 理解 さ れ，

行 為 終 了 後も そ れ が 保持 さ れ るの に 対 し て， 目 的 語の 個 体 解 釈 を 要 求す

る 動 詞 ク ラス で は ， 動詞 の 表 す行 為 に よ って 行 為 の対 象 物 の 位置 や 所有

権 な ど が 変わ る 。  

 以 上 ，(36 ) (37 )と (38 ) (39)の 対 照性 を 手が か り にし て ，日 英語 に お いて

関係 節 の 内容 が T 部分 関 係 を表 す か ， I 部 分関 係 を表 す か で 関 係 節 内の

数 量 表 現 と動 詞 の 整 合性 が 変 わる こ と を 示し た 。 これ に 関 連 して ， T 部

分 関 係 を 表す 関 係 節 と I 部 分 関 係を 表 す 関係 節 で ，先 行 詞 の 解釈 の 幅が

異 な る こ とも 指 摘 し てお き た い。  

次 の 対 は ，関 係 節 が I 部 分 関係 （ 単 一 の個 体 と その 中 身 の 関係 ） を表

す 。 主 名 詞 （‘ 本 ’） の 解 釈 は ， (44a )で は 個 体 解 釈 に な り ， (44b)で は タ

イ プ 解 釈 にな る 。  

 

 (44 )  a .  ［花 子 が 2 ペー ジ （を ） 読 んだ ］ 本 は 太郎 か ら 借り た も の だっ

た。  

  b .  ［花 子 が 2 ペ ー ジ （ を） 読 ん だ］ 本 を 太 郎が 注 文 した 。  

 

こ の よ う に ， I 部 分 関 係 を 表 す 関 係 節 で は ， 主 名 詞 は タ イ プ 解 釈 と 個 体
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解釈 の い ずれ も 可 能 であ る 。 ただ し ， こ れら の 解 釈は 並 列 的 な関 係 では

なく ， 個 体解 釈 が 基 本で ， そ れが 抽 象 化 して タ イ プ解 釈 が 生 じる と 考え

な け れ ば なら な い 。 この こ と を 確 か め る ため に 動 詞‘ 飲 む ’ の場 合 を考

え て み よ う（‘ 読 む’は す で に 述べ た よ う に，行 為の 対 象が ト ーク ン か ら

タ イ プ へ と 抽 象 化 さ れ る た め）。  

 

 (45 )  a .  花子 が 半 分飲 ん だ ビ ール  

  b .  花子 が 2 本飲 ん だ ビ ール  

 

(45a)で は，主 名 詞 の‘ ビ ー ル’は 個体 解釈 を 受 け，比 率的 数量 詞 の‘半

分 ’は 主 名 詞の 指 示 対象（ ビ ア ジョ ッ キ に入 っ た ビー ル ）の 割合 を 表 す 1 3。

(45b)は (33a )で 見 た よ う に ， 場 面 述 語 と 整 合 し な い こ と か ら 主 名 詞 は タ

イ プ 解 釈 を受 け て い る。 (45a )は次 に 示 すよ う に ， 場 面 述 語 と 整 合 す る 。 

 

 (46 )  ［花 子 が 半分 飲 ん だ ］ビ ー ル はぬ る か っ た。  

 

この 事 実 は ， 主 名 詞 の‘ ビ ー ル’ は 個 体 解釈 を 受 けて い る こ と を 示 して

いる 。一 方 ， (45a )は 次の よ う に ，タイ プ 解釈 の 文 脈で 用 い る こと も 可 能

で あ る 。  

 

 (47 )  ［花 子 が 半分 飲 ん だ ］ビ ー ル が最 近 ， 販 売終 了 に なっ た 。  

 

この 文 で は， 主 名 詞 の‘ ビ ー ル’ は 関 係 節内 の 比 率的 数 量 詞 ‘半 分 ’と

                                                   
1 3  1 ダ ー ス の ビ ー ル の 半 分 （ 6 本 ） を 飲 ん だ と い う ， M 部 分 関 係 の 解 釈 も 不 可 能

で は な い が ， 主 名 詞 の ‘ ビ ー ル ’ が 1 2 本 の ビ ー ル の 集 合 を 指 す こ と を 先 行 文 脈

で 導 入 す る な ど ， 文 脈 の 支 え を 必 要 と す る の で 無 標 の 解 釈 と は 言 え な い 。  
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の 関 係 で は 個 体 解 釈 にな る （ タイ プ 名 詞 （句 ） の 指示 対 象 の 割合 を 問題

に す る こ とが で き な いた め ）。 一 方，‘ 販 売終 了 に なっ た ’ は 個体 述 語な

の で そ の 対象 は タ イ プ解 釈 を 受け る 。 従 って ， 花 子の ビ ー ル はタ イ プ解

釈 さ れ ， 銘柄 と し て とら え ら れる 。 こ の よう な ト ーク ン か ら タイ プ への

抽 象 化 は ， 第 3 章 の (65a ) (65b)（ (48a ) (48b)と し て再 掲 ） で指 摘 し たの

と 本 質 的 に同 じ で あ る と 考 え られ る 。  

 

 (48 )  a .  前を 走 っ てい た 乗 用 車が パ ン クし た 。  （＝ 第 3 章 (65a)） 

  b .  前を 走 っ てい た 乗 用 車が 生 産 中止 に な っ た。 （ ＝ 第 3 章 (65b)） 

 

(48a)の 制 限節 は 過 去進 行 相 であ る た め ，主 名詞‘ 乗 用 車 ’は無 標 で は 個

体解 釈 を 受け ，‘パ ンク し た ’とい う 場 面述 語 と 整合 す る 。一方 で ，特 定

の 個 体 を 抽象 化 し て タイ プ（ ＝ 車 種）と 見な せ ば ， (48b )の よう に‘生 産

中 止 に な った ’ と い う個 体 述 語と 整 合 す る。  

 

5.1 .7  ま と め  

 §5 .1 は 部 分 構 造 を 内 包 す る 英 語 関 係 節 と そ れ に 対 応 す る 日 本 語 表 現

に 焦 点 を 当て た 。日 本語 で は ，  3 種 類の 英語 部 分 構造 は 一 部 ，異な る 形

式 で 表 さ れる 。 す な わち ， M 部 分 関係 は 部分 構 造 で表 さ れ ， I 部 分 関係

は 部 分 構 造も し く は 数量 詞 遊 離文 で 表 さ れ， T 部 分 構造 は 数 量詞 遊 離文

で表 さ れ る。形式 的 なず れ は ある が，日 本語 関 係 節も 3 種 類 の部 分 関 係

を 表 し う るこ と が 確 かめ ら れ た。 こ れ は ，関 係 節 内の 数 量 表 現が 先 行詞

の 指 示 レ ベル よ り も 下位 レ ベ ルを 量 化 す るこ と を 意味 す る 。また ， M 部

分 関 係 を 表す 日 本 語 関係 節 が ，英 語 の 場 合と 同 様 に文 脈 の 支 えを 必 要と

す る こ と ，T 部分 関 係を 表 す 関係 節 で ，英語 で も 観察 さ れ る ，‘読 む・買
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う ’ の よ う な 動 詞 タ イ プ の 対 立 が 見 ら れ る こ と ， を 指 摘 し た 。 ま た ， I

部 分 関 係 を表 す 日 本 語関 係 節 を検 討 し ， 先行 詞 の 解釈 が 個 体 解釈 を 基本

とし ， そ れが 抽 象 化 され る こ とで タ イ プ 解釈 が 得 られ る と 主 張し た 。  

 

5.2  非制限節と部分構造 1 4  
 
 本 節 は 関係 節 の 先 行詞 が 数 量表 現 を 含 む場 合 に 注目 す る 。 特に ， 非制

限 節 の 先 行詞 が 数 量 詞を 含 む 場合 に 課 さ れる 意 味 ・語 用 論 的 制約 に つい

て 考 察 す る。  

Smi th  (1964)を 始 め と す る 複 数の 研 究 は ，(2a ) (2b)（ (49a ) (49b)と して

再掲 ） の よう な 例 に 基づ き ， 数量 詞 al l ,  any,  every な ど を 含 む先 行 詞が

制 限 節 と は 整 合 す る が ， 非 制 限 節 と は 整 合 し な い と 主 張 し て き た

（ Jackendo f f  (1977 ) ,  Quirk  e t  a l .  (1985 )な ど も 参照 ）。  

 

 (49 )  a .  A l l  the  s tudents  who  had  fa i l ed  the  tes t  wanted  to  t ry  aga in .  

(= (2a) )  

  b .  *Al l  the  s tudents ,  wh o  h ad  fa i l ed  the  t es t ,  wan ted  to  try  

again . 1 5  (= (2b ) )  

 

しか し ， Rydén  (1970)や Qui rk  e t  a l .  ( 1985 )は ， (3 )（ (50a )とし て 再

掲 ）や (50b )のよ う な 例 に 基 づき ，数 量 詞 al l を 含 む 先行 詞 が 非 制 限 節と

整 合 す る 場合 が あ る と 主 張 し てい る 。  

                                                   
1 4  本 節 は 田 中 ( 2 0 0 0 c ,  2 0 0 9 ,  2 0 1 0 b )の 内 容 を 統 合 し ， 大 幅 な 加 筆 修 正 を 行 っ た も

の で あ る 。  
1 5  筆 者 の イ ン フ ォ ー マ ン ト に よ れ ば ， ( 4 9 b )の A l l  t h e  s t u d e n t s は 試 験 を 受 け た

全 学 生 を 指 し ， 落 第 し た 学 生 だ け を 指 す こ と は で き な い と い う 。 次 の よ う に 数 量

詞 が 関 係 節 内 に 生 じ た 場 合 に は ， 落 第 し た 学 生 を 指 す こ と が で き る 。  
 
 ( i )  T h e  s t u d e n t s ,  a l l  o f  w h o m  h a d  f a i l e d  t h e  t e s t ,  w a n t e d  t o  t r y  a g a i n .  
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 (50 )  a .  A l l  the  s tudents ,  who  had  returned  from the ir  vaca t ion ,    

wanted  to  take  the  exam.  (= (3 ) )   

  b .  A l l  the  t eachers ,  who  had  come to  the  meet ing  f or  d i f f erent     

reasons ,  voted  f or  A .  as  chairman  o f  the  commi t tee .  

(Rydén  1970 :48 )  

 

(49b)の 非 文 法 性 に つ い て ， 田 中 (2000c )は 主 節 の 理 由 を 表 す 非 制 限 節

と 先 行 詞 に含 ま れ る 数量 詞 al l の機 能 的 な重 複 に 起因 す る と 主張 す る が，

三 木 (2001 )は 非 制 限 節 が 主 節 の 理 由 を 表 す 機 能 を も た な い こ と に 起 因 す

る と 主 張 する 。 つ ま り， 両 分 析は 非 制 限 節の 理 由 解釈 の 有 無 につ い て対

立 す る 。 そこ で 本 節 は， 非 制 限節 が 主 節 に対 す る 理由 を 表 せ るか ど うか

を 実 証 的 に検 証 し，さら に (49b )と (50 )の 文法 対 立 の原 因 の 解 明を 目 指 す。 

 本 節 の 構成 は 以 下 のと お り であ る 。 §5 .2 .1 は ，三 木 (2001 )によ る ，先

行 詞 が 数 量詞 を 含 む 非制 限 節 の分 析 を 批 判的 に 検 討す る 。 §5 .2 .2 は ，関

係節 と 主 節が 結 ぶ 論 理関 係 を 扱っ た 先 行 研究 を 整 理す る 。 そ れを 踏 まえ

て， §5 .2 .3 は 制 限 節 と非 制 限 節を 比 較 す る。 §5 .2 .4 は 非 制 限 節の 先 行詞

が 数 量 詞 al l を 含 む 場合 に 課 され る 意 味 ・語 用 論 的制 約 に つ いて 考 察す

る。 §5 .2 .5 で は結 論 を述 べ る 。  

 

5.2 .1  三 木 (2001)の 「 ア ド ・ホックではない説明」  

5 .2 .1 .1  分 析 の 骨 子  

三 木 (2001 )は (49b )につ い て，「 普 遍量 化 詞 al l の機 能 （ど の 1 人 も あ

ま す と こ ろな く ）に よっ て 非 制限 節 の 内 容 (had  fa i l ed  the  tes t )と 主 節の

内容 (wanted  to  t ry  again )が 一義 必 然 的 な関 係 （ 因果 関 係 ） にま で 強め

ら れ る 」 と仮 定 し ， 非制 限 節 がそ れ を 表 せな い た め に 容 認 さ れな い ，と
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主 張 す る 。以 下 の 抜 粋は ， 因 果関 係 と 関 係節 の 関 わり に つ い ての 三 木の

見 解 で あ る（ カ タ カ ナ付 き の 下線 は 田 中 ）。  

 

ア 「 因 果 関 係 」 と は 関 係 節 の 表 す 特 性 に も と づ い て 一 義 的 に 規 定 さ

れ る 集 合 (=先 行 詞 の 指 示 対 象 )のす べ て の メ ン バ ー が「 例 外 な く」，

す な わ ち ，必 然 的に ，主 節 の あら わ す 特 性を 有 す る場 合 に 成 立し う

る 関 係（ の 1 つ ）に ほか な ら ない 。そ し て ，こ の よ うな 関 係 を言 い

あ ら わ す こ と の で き る の は ，〔 中 略 〕 先 行 詞 が 非 制 限 節 で は な く 制

限 節 を と もな っ た 表 現形 式 で ある 。  

こ れ に 対 し て ， イ 非 制 限 節 を と も な っ た 文 は 関 係 節 と 主 節 と が 一

義 必 然 的 な関 係（「 因果 関 係」）にあ る こと を あ らわ す 言 い 方で は な

く，情 報 伝達 と いう 観点 か ら は，非 制限 節の 内 容 はあ く ま で も付 加

的 ・ 偶 有 的 で あ る 。 こ の 表 現 形 式 が 関 係 節 と 主 節 と の 「 因 果 関 係 」

を あ ら わ さ な い と い う こ と は ， こ と ば を 換 え れ ば ， ウ 非 制 限 節 を と

も な う 文 では ，先行 詞が 指 示 する 対 象 は 関係 節 の 内容 に も と づ い て

一 義 的 に 規定 さ れ る 集合 で は ない と い う こと で あ る。  

（三 木  2001 :162 -163）  

 

下 線 部 ア ・ウ か ら ， 三木 は 「 一義 的 関 係 」を 表 す かど う か で 制限 節・

非 制 限 節 を区 別 す る 。一 義 的 関係 と は 制 限節 の 限 定機 能 （ 先 行詞 が 指す

個 体 の 集 合を 部 分 集 合に 限 定 する 機 能 ） を指 す と 思わ れ る （ 第 4 章 §4 .1

を 参 照 ）。非 制 限 節 は先 行 詞 を限 定 し な いた め ，先 行 詞と 一 義的 関 係 を結

ば な い こ とに な る 。  

下 線 部 ア ・イ か ら ， 三木 は 関 係節 と 主 節 が因 果 関 係を 結 び う るの は両

者 が 「 一 義（ 必 然 ） 的関 係 」 にあ る 場 合 であ る と 主張 す る 。 一義 的 関係
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を 表 せ る のは 制 限 節 だけ な の で， 非 制 限 節は 因 果 関係 を 表 せ ない と いう

こ と に な る。  

 

5 .2 .1 .2  三 木 分 析 の 問 題 点  

三 木 (2001 )は ， 自 身 の 分 析 を 「 ア ド ・ ホ ッ ク で は な い 説 明 」 と し て い

る が ，(49b )と (50a )（ そ れぞ れ (51a) (51b )と し て 再掲 ）の 文 法 対立 に 対 し

て 説 明 を 与え て い る とは 言 い がた い 。  

 

 (51 )  a .  *Al l  the  s tudents ,  who  had  fa i l ed  the  t es t ,  wan ted  to  try  

again .  (= (49b ) )  

  b .  A l l  th e  s tudents ,  who  had  returned  from the ir  vaca t ion ,  

wanted  to  take  the  exam.  (= (50a) )  

 

(51a)を 排 除す る 根 拠と し て，三 木 は① 数量 詞 al l に よっ て 非制 限 節 と主

節 の 論 理 関係 が 因 果 関係 に 強 めら れ る こ と， ② 非 制限 節 に 主 節の 理 由を

表 す 機 能 がな い こ と ，の 2 点を 挙 げ る 。しか し ，三 木 は (51a)と並 行 的 な

統 語 構 造 を も つ と 考 え ら れ る (51b )が 容 認 さ れ る 理 由 を 明 確 に 述 べ て い

な い 。① の 効果 が (51b)で 起 こら な い理 由を 述 べ ない 限 り ， (51a) (51b )の

文 法 対 立 を説 明 し た こと に な らな い 。  

以 下 で は ，非 制 限 節 の理 由 解 釈を 認 め な い三 木 分 析に 対 し て 2 つ の経

験 的 な 問 題を 指 摘 す る。第 1 の 問 題は ，非制 限 節 しか 添 え ら れな い 先行

詞 の 扱 い であ る 。 指 示の 決 ま った 名 詞 句 が関 係 節 の先 行 詞 に なる 場 合，

そ の 関 係 節は 非 制 限 節に な る が， 三 木 分 析は そ の 関係 節 は 理 由解 釈 では

な い と 予 測す る 。し かし ，こ の 予測 は 事 実に 反 す る 。例 え ば ，Quirk  e t  a l .  

(1985 )は ，(52 )に 含 まれ る 非 制限 節 が 原 因 ( cause )を 表 し ，because  he  had  



 

219 
 

been  very  he lp fu l  また は for  be ing  very  h e lp fu l で 書 き換 えら れ る と述

べ て い る 。  

 

 (52 )  Ann thanked  her  teacher,  who  had  been  very  he lp fu l .  

(Quirk  e t  a l .  1985 :1241 )  

 

 三 木 分析 で は， (52 )の her  t eacher は 関 係節 に よ って 一 義 的 に規 定 され

る 個 体 で はな い た め ，後 続 す る非 制 限 節 が理 由 解 釈を 受 け ら れな い と誤

っ た 予 測 をす る 。  

 次 の よ うに ， 固 有 名詞 を 先 行詞 と す る 非制 限 節 が理 由 解 釈 を受 け る場

合 も あ る 。  

 

 (53 )  Rover,  who  was  barking ,  f r igh tened  the  ch i ldren . 1 6  

(Quirk  e t  a l .  1985 :1245 )  

 

こ の 文 は 関係 節 を 主 節の 原 因 とし て 解 釈 する こ と が可 能 で あ る。 す なわ

ち ， (53 )は Because  he  was  barking ,  R over  f r igh tened  the  ch i ldren .と

ほ ぼ 同 義 に な る と い う こ と で あ る 。 三 木 分 析 に 基 づ く と ， (53 )の 先 行 詞

(Rover )は 関係 節 に よっ て 一 義的 に 決 定 され る も ので は な い から ，非 制限

節 が 主 節 と 因 果 関 係 を 結 ば な い こ と に な る 。 し か し ， 実 際 に は (53 )の 非

制 限 節 は 理由 解 釈 を もつ か ら ，例 外 と い うこ と に なっ て し ま う。  

第 2 の 問題 は ，一 義 的関 係 を 表さ な い 制 限節 の 存 在で あ る。第 4 章 §4 .1

で 見 た よ う に ， 制 限 節 に は (54a )に 例 示 さ れ る 定 制 限 節 と ， (54b)に 例 示

                                                   
1 6  こ の 例 は ， ペ ッ ト ( p e t  a n i m a l )が ヒ ト 名 詞 の よ う に と ら え ら れ ， 関 係 代 名 詞

w h o が 選 択 さ れ る こ と を 示 す た め に 提 示 さ れ た も の で あ る 。  
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さ れ る 不 定制 限 節 が ある 。  

 

 (54 )  a .  The  s tudents  who  h ad  fa i l ed  th e  t es t  wanted  to  try  again .  

  b .  A s tudent  who  had  fa i l ed  th e  t es t  wan ted  to  try  again .  

 

定 制 限 節 は， 先 行 詞 に含 ま れ る定 冠 詞 に 由来 す る 唯一 性 を 示 すの に対

し て ， 不 定制 限 節 は ，先 行 詞 に含 ま れ る 不定 冠 詞 に由 来 す る 排他 性 を示

す の で あ った（ 第 4 章 §4 .1 を 参照 ）。従 って ， (54a )で は 関 係節 の 特 性を

有 す る 個 体の 集 合 は 先行 詞 の 指示 対 象 の みと な る が ，(54b )で は関 係 節の

特 性 を 有 する 個 体 は 先行 詞 の 指示 対 象 以 外に も 存 在す る こ と が論 理 的に

含 意 さ れ る 1 7。つ ま り ， (54b )は 基本 的 に 次の 文 と 等し い 状 況 を指 す 。  

 

 (55 )   One  o f  the  s tudents  wh o  had  fa i l ed  the  tes t  wan ted  to  try  

again .  

 

三 木 分 析 で は ， 関 係 節の 表 す 特性 を 有 す る個 体 の すべ て が 主 節の 特 性を

有 す る 場 合の み 因 果 関係 と 見 なさ れ る た め，(54b)や (55 )の 場 合の よ うに

制 限 節 の 先行 詞 の 一 部分 だ け が主 節 の 特 性を 有 す る場 合 は 因 果関 係 とは

見な さ な い 1 8。しか し ，(54a )に お け る主 節 －制 限 節 間の 因 果 関 係と (51b )

や (55 )に お け る 主 節 － 制 限 節 間 の 論 理 関 係 が 異 な る と 言 っ て よ い だ ろ う

                                                   
1 7  安 井 ( 2 0 0 0 )は 不 定 制 限 節 の 排 他 性 が 先 行 詞 の 名 詞 句 の み に 適 用 さ れ る と 主 張

す る が ，筆 者 の イ ン フ ォ ー マ ン ト 調 査 で は ，複 数 の イ ン フ ォ ー マ ン ト が ( 5 4 b )に お

い て ，制 限 節 を 含 め た 名 詞 句 全 体（ す な わ ち‘ 試 験 に 落 第 し た 学 生 ’）の 排 他 的 解

釈 を 認 め た （ 詳 し く は 第 4 章 § 4 . 1 . 3 ,  § 4 . 1 . 4 を 参 照 の こ と ）。  
1 8  元 に な っ た 論 文 の 査 読 員 か ら「 一 義 性 」は 因 果 関 係 と い う 論 理 関 係 に 関 す る 概

念 で あ っ て ， 定 ・ 不 定 冠 詞 で 問 題 に な る 個 体 数 の 問 題 と は 区 別 さ れ る べ き で は な

い か と 指 摘 を 受 け た 。 し か し ， 一 義 性 が 関 係 節 と 主 節 の 特 性 を 有 す る 個 体 数 に 基

づ い て 規 定 さ れ る 以 上 ， 定 ・ 不 定 で 問 題 に な る 個 体 数 を 切 り 離 す こ と は で き な い

と 思 わ れ る 。  
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か 。(54b )の A s tudent の 指 示対 象 と (55 )の One の 指示 対 象 は制 限 節 の特

性 を 有 し ，か つ 主 節 の特 性 を 有す る 。 い ずれ の 個 体も ， 試 験 に落 第 した

こ と が 原 因と な っ て ，再 度 挑 戦し た い と 思う に 至 った は ず で ある （ それ

以 外 の 個 体に つ い て は， 試 験 に落 ち た こ とが 主 節 の表 す 出 来 事の 原 因と

は な ら な か っ た に 過 ぎ な い ）。 よ っ て ， (54b ) (55 )に つ い て も 因 果 関 係 を

認 め な け れば な ら な い。 因 果 関係 に お い て肝 心 な のは ， 原 因 が適 用 され

る 個 体 が ，結 果 で あ る主 節 の 特性 を 有 す るこ と だ と思 わ れ る 。  

また ， (51a )から 数 量詞 a l l を 削 除し て 得 ら れ る 文は ，次 に 示す よ う に

容 認 さ れ る 1 9。  

 

 (56 )  The  s tudents ,  who  had  fa i l ed  th e  t es t ,  wan ted  to  t ry  agai n .  

 

三 木 分 析 は， こ の 文 の非 制 限 節－ 主 節 間 の論 理 関 係を 因 果 関 係と 見 なさ

な い 。こ の 文の 非 制 限節 に 部 分構 造 A o f  B を 組み 込 む と ，容 認性 が 低 下

する 。  

 

 (57 )  *The  s tudents ,  one  o f  wh om h ad  fa i l ed  the  tes t ,  wan ted  to  try  

again .  

 

部 分 構 造 によ り ， 非 制限 節 の 特性 を 有 す る個 体 は 先行 詞 の 一 部分 に 限定

さ れ る 。 結果 と し て ，主 節 の 特性 に つ い ては 先 行 詞 The  s tu dents の指

示 対 象 の すべ て が 有 する が ， 非制 限 節 の 特性 に つ いて は 先 行 詞の 表 す指

示 対 象 の 一部 だ け が 有す る と いう ず れ が 生じ る 。 これ が 因 果 関係 に 必要

な 緊 密 性 を崩 す と 考 えれ ば ，(57 )の 非 文 法性 は 自 然に 説 明 で きる 。実 際，

                                                   
1 9  先 行 文 脈 で あ ら か じ め 先 行 詞 の 指 示 対 象 が 導 入 さ れ て い る 必 要 が あ る 。  
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明 示 的 な 接 続 詞 に よ っ て 理 由 解 釈 を 得 る こ と も 不 可 能 で あ る (#Because  

one  o f  the  s tud ents  had  fa i l ed  the  tes t ,  they  wanted  to  try  again )  2 0。  

ま た ， (55 )の よ う に 部 分 構 造 が 結 果 を 表 す 節 （ ＝ 結 果 節 ） の 主 語 の 場

合 に 許 容 さ れ ， (57 )の よ う に 部 分 構 造 が 原 因 を 表 す 節 （ ＝ 原 因 節 ） の 主

語 の 場 合 に許 容 さ れ ない 事 実 を 踏 ま え る と， 原 因 節と 結 果 節 の 非 対 称性

が 浮 か び 上 が る 。 す な わ ち ， (55 )の よ う に 原 因 節 の 特 性 を も つ 個 体 の 集

合 の 部 分 集合 が ， 結 果節 の 表 す特 性 を も つこ と は 因果 関 係 の 解釈 に 影響

し な い が ， (57 )の よ う に 原 因 節 の 特 性 を も た な い 個 体 が 結 果 節 の 特 性 を

も つ こ と は因 果 関 係 の解 釈 を 阻止 す る 。 以上 か ら ，主 節 と 関 係節 が 因果

関 係 を 結 ぶた め の 必 要条 件 は ，少 な く と も主 節 の 表す 特 性 （ 結果 ） をも

つ 個 体 の すべ て が 関 係節 の 表 す 特 性 （ 原 因 ） を も つこ と で あ ると 考 えら

れる 。  

こ れ ま で 見た 2 つ の 経験 的 問 題は ， 三 木 (2001 )の 一 義 性に 基 づく 因 果

関 係 の と らえ 方 に 起 因す る 。 三木 分 析 は 定制 限 節 だけ が 因 果 関係 を 表せ

る こ と を 予測 す る が ，実 際 に は不 定 制 限 節や 非 制 限節 の 理 由 解釈 も 可能

で あ る 。よ って ，三 木分 析 は 経験 的 に 支 持さ れ な い 。ま た ， §5 .2 .1 の 冒

頭で 見 た よう に ， 三 木は 数 量 詞 a l l が 「 一義 的 関 係を 強 め る 」と 主 張す

る が ， そ の機 能 が い つ， ど の よう に 働 く かな ど 詳 細に つ い て 述 べ て いな

い こ と か ら理 論 的 に も不 十 分 であ る 。 従 って ， 三 木分 析 は 「 アド ・ ホッ

ク で は な い説 明 」 に 必要 な ， 経験 的 ・ 理 論的 基 盤 を欠 い て い ると 言 わな

け れ ば な らな い 。  
                                                   
2 0  テ ス ト は 通 常 ，そ の 合 否 が 受 験 者 本 人 に と っ て 意 味 を も つ も の で あ っ て ，グ ル

ー プ に と っ て 意 味 を も つ こ と は な い 。 し か し ， 例 え ば グ ル ー プ の メ ン バ ー 全 員 が

合 格 す る ま で そ の グ ル ー プ に 対 し て 再 試 を 行 う よ う な 状 況 を 想 定 す る と ， メ ン バ

ー の 1 人 が 試 験 に 落 ち た た め に グ ル ー プ 全 員 が 再 試 を 受 け な け れ ば な ら な い 事 態

が 発 生 し う る 。 筆 者 の イ ン フ ォ ー マ ン ト に よ れ ば ， そ の よ う な 状 況 で は ， 主 節 は

t h e y  w a n t e d  t o  t r y  a g a i n（ 再 度 試 験 を 受 け た か っ た ） で は な く ， t h e y  h a d  t o  t r y  
a g a i n（ 再 度 試 験 を 受 け な け れ ば な ら な か っ た ）に し な け れ ば 不 自 然 で あ る と い う

回 答 を 得 た 。  
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次 節 で は 関 係 節 － 主 節 間 に 成 立 す る 論 理 関 係 に 関 す る 先 行 研 究 を 整

理 し ， 制 限節 と 非 制 限節 の 特 徴を 比 較 す る。  

 

5.2 .2  関 係 節と 主 節 の 論 理 関係に関する先行研究  

関 係 節 は becaus e ,  though など の 明 示的 な接 続 詞 を含 ま な い が， 主 節

と 何 ら か の論 理 関 係 を結 ぶ こ とが あ る 。 関係 節 は 語彙 的 に 理 由や 譲 歩な

ど の 意 味 を表 さ な い ので ， 推 論に よ っ て 主節 に 対 する 論 理 関 係が 決 定さ

れ る と 考 え ら れ る 2 1。 そ し て ， こ の こ と は 非 制 限 節 に 限 ら ず ， 制 限 節 に

つ い て も 同様 で あ る 。以 下 で は， 非 制 限 節と 制 限 節が そ れ ぞ れ 主 節 に対

し て ど の よう な 論 理 関係 を 表 しう る の か ，先 行 研 究の 知 見 を 整理 す る。  

 

5 .2 .2 .1  非 制 限 節  

Quirk  e t  a l .  (1985 )と Declerck  (1991 )は， 非 制 限節 が 主 節 に対 し て理

由 ま た は 譲歩 を 表 す 場合 が あ ると 指 摘 し てい る 。 次の 文 は Declerck の

例 で ，非制 限 節 は理 由解 釈 を 受け る（ Qu irk  e t  a l .が指 摘 し た (52 )も 類例

と見 な さ れ る ）。  

 

                                                   
2 1  K e h l e r  ( 2 0 0 2 )は ， 因 果 関 係 を 「 一 貫 性 の 関 係 」 ( c o h e r e n c e  r e l a t i o n )の 1 つ に

位 置 づ け ， 次 の 4 つ に 分 類 し て い る （ か っ こ 内 は 接 続 詞 の 例 ）。  
 
 ( i )  a .  R e s u l t  ( a n d  t h e r e f o r e )  
  b .  E x p l a n a t i o n  ( b e c a u s e )  
  c .  Vi o l a t e d  E x p e c t a t i o n  ( b u t )  
  d .  D e n i a l  o f  P r e v e n t e r  ( e v e n  t h o u g h /  d e s p i t e )  
 
K e h l e r は 2 つ の 節 の 命 題 内 容 に 「 前 提 」 ( p r e s u p p o s i t i o n )が 想 定 で き る 場 合 に ，

上 記 の 論 理 関 係 が 成 立 す る と 主 張 す る 。  
例 え ば ， 次 の 例 で は 前 節 と 後 節 の 命 題 間 に r e s u l t の 論 理 関 係 が 成 立 す る 。  

 
 ( i i )  G e o r g e  i s  a  p o l i t i c i a n ,  a n d  t h e r e f o r e  h e ' s  d i s h o n e s t .（ K e h l e r の ( 3 2 )）  
 
こ の 論 理 関 係 は B e i n g  a  p o l i t i c i a n  i m p l i e s  b e i n g  d i s h o n e s t と い う 前 提 が 与 え ら

れ て は じ め て 導 か れ る 。  
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 (58 )   Bet ty ' s  ch i ldren ,  who  are  s t i l l  ve ry  young ,  d id  not  unders tand  

mos t  o f  the  jokes .  (Dec ler ck  1991 :534 )  

 

Dec ler ck は この よ うな 例 に 基づ き ，非 制限 節 が しか る べ き 文脈 の も とで

（ 通 例 ， 理由 の ） 副 詞節 と し て解 釈 さ れ ると し て いる 。  

 

 In  s u i tab le  con texts ,  nonres tr i c t ive  re la t i ve  c lauses  may  be  

interpre ted  as  havi ng  an  ad verb ia l  c onnota t i on  (usua l ly  that  o f  

reason) .  (Dec le rck  1991 :533 )  

 

次 の 例 は Qu irk  e t  a l .  (1985 )か らの 引 用 で， 非 制 限節 が 譲 歩 解釈 を 受

け る 場 合 であ る 。  

 

 (59 )  My  brother,  who  has  l i ved  in  America  s ince  boyhood ,  can  s t i l l  

speak  f luent  I ta l ian .  (Qu irk  et  a l .  1985 :1240 )  

 

Quirk  e t  a l .に よ れ ば，(59 )は 次の よ う に等 位 節 や従 属 節 を 用い て 書 き換

え ら れ る とい う 。  

 

 (60 )  a .  My  broth er  can  s t i l l  speak  f luent  I ta l ian ,  and  he  has  l i ved  i n  

Ameri ca  s ince  boyhood .  (Qui rk  e t  a l .  1985 :1259 )  

  b .  My bro ther  can  s t i l l  speak I ta l ian  a l though  he  has  l ived  in  

Ameri ca  s ince  boyhood .  (Qui rk  e t  a l .  1985 :1259 )  

 

(59 )と (60 )の 各 文 の 対 応 関係 に 基 づ き ， Quirk  et  a l .は 次 に 示 す よう に，
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非 制 限 節 が等 位 節 も しく は 副 詞的 従 属 節 とし て 解 釈さ れ る と 主張 す る。  

 

 Nonres tr i c t i ve  re la t ionsh ip  i s  o f t en  semant i ca l ly  very  s imi lar  to  

coord inat ion ,  wi th  or  wi thout  con junc t ion ,  or  ad verb ia l  subord i -  

nat i on .  (Qui rk  e t  a l .  1985 :1258 )  

 

5 .2 .2 .2  制 限 節  

制 限 節 と 主節 の 論 理 関係 に 関 する 研 究 は ， 通 常 の 制限 節 を 扱 った もの

と 外 置 さ れ た 制 限 節 （ 以 下 ，「 外 置 制 限 節 」 と 呼 ぶ ） を 扱 っ た も の に 2

分 さ れ る 。 ま ず ， 非 外 置 型 制 限 節 に つ い て は ， Qui rk  e t  a l .  ( 1985 )や

Decler ck  (1991 )が i f /when 節 で 書き 換 え られ る 場 合 が あ る と 述べ て い る。 

 

 (61 )  a .  Chi ldren  that  have  no  p arents  a re  o rphans .  

  b .  Chi ldren  are  o rphans  i f /when  they  have  n o  parents .  

 (Dec le rck  1991 :534)  

 

(61a)に 含 まれ る 不 定制 限 節 は両 親 の い ない 子 供 の集 合 を 表 す 。こ れ と対

比 さ れ る のは ， 両 親 のい る 子 供 の 集 合 ( ch i ldren  that  h ave  p aren ts )で あ

る 。す な わ ち，先 行 詞 ch i ld ren が 表 す 集合 が 制 限節 の 限 定 機能 に よ って

部 分 集 合 に絞 ら れ て おり ， こ れが 条 件 節 の機 能 と 並行 的 に と らえ ら れて

いる と 考 えら れ る 2 2。  

外 置 制 限 節の 先 行 研 究と し て Zi v  (1973 )を取 り 上 げる 。 Zi v は， 外置

                                                   
2 2  D e c l e r c k  ( 1 9 8 8 , 1 9 9 1 )は 制 限 節 に 対 応 す る i f / w h e n 節 の こ と を「 制 限 的 i f / w h e n
節 」( r e s t r i c t i v e  i f / w h e n  c l a u s e )と 呼 び ，「 時 の w h e n 節 」( t e m p o r a l  w h e n  c l a u s e )
か ら 区 別 し て い る 。 た だ し ， D e c l e r c k  ( 1 9 8 8 )は Z i v  ( 1 9 7 3 )の 観 察 を 踏 ま え て 制 限

節 （ 非 外 置 型 ） と i f 節 ・ w h e n 節 は 機 能 的 に 異 な る こ と を 指 摘 し て い る 。 詳 し く

は 本 文 で 見 る 。  
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制 限 節 と 主節 が 理 由・条 件・譲歩 な ど の論 理関 係 を 結び う る と 主張 す る 2 3。

各 論 理 関 係は そ れ ぞ れ以 下 の 文に よ っ て 例示 さ れ る。  

 

 (62 )  a .  Peop le  cannot  survive  in  our  modern  wor ld ,  who  do  not  earn        

enough money. 2 4（ Zi v の (2 .2 .b )）  

  b .  A person  should  avo id  the  company  o f  chain  smokers ,  who  i s         

ser ious ly  t ry ing  to  qu i t  smoking .（ Zi v の (2 .10 .b )）  

  c .  Peop le  (s t i l l )  th ink  Warwick  Cas t le  i s  worth  a  v i s i t ,  who 

d is l ike  the  id ea  o f  v i s i t ing  anc ien t  monuments .  

（ Ziv の (2 .17 .  b )）  

 

こ れ ら の 例で は ， 外 置制 限 節 が い ず れ も 不定 制 限 節で あ る が ， 定 制 限節

は 外 置 化 が 許 容 さ れ な い と さ れ て い る ( c f .  Z iv  and  Co le  1974 ,  

Rochemont  and  Cul i cover  1990 )。  

 

 (63 )  a .  The  guy  that  I  met  at  Tren o ’s  yes terday  jus t  came  i n .  

  b . ??The  guy  jus t  came  in  that  I  met  a t  Tren o ’s  yes terday.  

  c f .  A guy  just  came  in  that  I  met  a t  Treno ’s  yes terday.  

 

                                                   
2 3  Z i v は そ の ほ か の 論 理 関 係 と し て  ( i )の 「 演 繹 」， と ( i i )の 「 定 義 」 を 挙 げ て い

る 。  
 
 ( i )  P e o p l e  m u s t  b e  v e r y  i n t e 11 i g e n t ,  w h o  c a n  r e a d  C h a u c e r  w i t h  n o  

d i f f i c u l t y.  ( Z i v の ( 2 . 8 . b ) )  
 ( i i )  { ? A / T h a t }  c h i l d  i s  a n  o r p h a n ,  w h o  d o e s  n o t  h a v e  p a r e n t s .  ( Z i v の ( 2 . 1 9 , b ) )  
 
( i i )は D e c l e r c k ( 1 9 9 1 )の 条 件 の 例 ( 6 1 b )と 同 義 で あ る 。 演 繹 の 例 ( i )は 認 識 用 法 の 理

由 と 解 釈 す れ ば ， 理 由 の 下 位 ク ラ ス に 分 類 で き る と 思 わ れ る 。  
2 4  Z i v は こ の 文 の 表 す 論 理 関 係 を 「 因 果 関 係 」 ( c a u s e  a n d  e f f e c t /  c a u s a l i t y )と 呼

ぶ が ， ほ か の 先 行 研 究 の 用 語 法 に な ら っ て 「 理 由 」 と 読 み 替 え て い る 。  
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(63b)は 定 制限 節 が 外置 化 を 受け て い る が ，許容 性 が 低い 。これ は ，不 定

制 限 節 の 外置 化 が 問 題な く 許 容さ れ る の と対 照 的 であ る 2 5。  

 

5.2 .3  関 係 節が 主 節 と 結 ぶ 論理関係と主節主語の指示特性  

前 節 で 概 説し た 先 行 研究 を ま とめ る と ， 非制 限 節 およ び 非 外 置型 制限

節， 外 置 型制 限 節 が 主節 と 結 ぶ論 理 関 係 は 次 の よ うに な る 。  

 

関係 節 の 種類  先行 詞 の 定性  主節 と の 論理 関 係  

非制 限 節  定  理由 ・ 譲 歩  

制限 節  
非外 置  

定  記述 な し  

不定  条件  

外置  不定  条件 ・ 理 由・ 譲 歩  
 

表  5 .3 関 係 節 の 種 類 と 主 節 に 対 す る 論 理 関 係  

 

                                                   
2 5  言 語 デ ー タ を 詳 し く 見 る と ，定 制 限 節 の 外 置 化 は 阻 止 さ れ る と い う 主 張 が 強 す

ぎ る こ と わ か る 。 田 子 内 ・ 足 立 ( 2 0 0 5 )は ， 外 置 に 対 す る 「 定 制 限 」 ( d e f i n i t e n e s s  
r e s t r i c t i o n )が 名 詞 の 定 性 と い う 単 一 の 要 因 に 帰 結 さ れ る べ き で は な く ，前 方 照 応

性 や 対 比 性 な ど の 多 様 な 要 因 が 複 雑 に 絡 む も の で あ る と 主 張 し て い る 。 ま ず ， 前

方 照 応 性 の 要 因 は ， G u é r o n  ( 1 9 8 0 )の 示 し た 次 の 対 に よ っ て 裏 づ け ら れ る 。  
 
 ( i )  a .  T h o s e  p e o p l e  w h o m  y o u  w a n t  m a y  c o m e .  
  b .  T h o s e  p e o p l e  m a y  c o m e  w h o m  y o u  w a n t .  
 
G u é r o n に よ れ ば ，( i a )の 定 の 先 行 詞 が 指 示 的 解 釈 と 非 指 示 的 解 釈 の 2 通 り の 解 釈

を 許 す の に 対 し て ， ( i b )は 非 指 示 的 解 釈 し か も た な い と い う 。 田 子 内 ・ 足 立 は ，

定 名 詞 句 の 前 方 照 応 性 と 外 置 文 の 「 提 示 的 焦 点 の 談 話 内 指 示 物 導 入 」 の 機 能 の 衝

突 を ( 6 3 b )の 容 認 性 の 低 下 の 要 因 と 見 な せ ば ， ( i b )が 許 容 さ れ る 事 実 と 矛 盾 し な い

と 考 え る 。 彼 ら は ， ( i b )の 定 名 詞 句 が D o n n e l l a n  ( 1 9 6 6 )が の 言 う ， 属 性 的 な 解 釈

と 見 な さ れ る と 主 張 す る 。  
 ま た ， 対 比 的 焦 点 が 表 さ れ る 場 合 に は 次 の よ う に 定 制 限 節 の 外 置 が 許 容 さ れ る

と い う 観 察 が H u c k  a n d  N a  ( 1 9 9 0 )で な さ れ て い る 。  
 
 ( i i )  T h e  g u y  j u s t  c a m e  i n  t h a t  I  m e t  a t  T R E N O ’s  y e s t e r d a y.  ( c f .  ( 6 3 b ) )  
 
こ の 文 で は T R E N O ’s で 会 っ た 男 と 別 な と こ ろ で 会 っ た 男 が 対 比 さ れ て い る 。 田

子 内 ・ 足 立 ( 2 0 0 5 )は ， 対 比 的 焦 点 は 提 示 的 焦 点 と 区 別 さ れ る た め ， 定 名 詞 か ら の

外 置 の 容 認 性 が 変 わ る と 主 張 す る 。  
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先 行 研 究 の記 述 が な かっ た の は ， 定 制 限 節 と 主 節 の 論 理 関 係 であ る 。こ

の点 を イ ンフ ォ ー マ ント 調 査 で調 べ た 結 果， 定 制 限節 と 主 節 は非 制 限節

と 並 行 的 に ， 理 由 と 譲 歩 の 論 理 関 係 を 結 ぶ こ と が 確 認 さ れ た 。 (64 )の 制

限節 は 理 由解 釈 を 受 け ， (65 )の 制 限節 は 譲歩 解 釈 を 受 け る 。  

 

 (64 )  Ann thanked  th e  t eacher  who  had  been  very  he lp fu l .  

 (65 )  The  bro ther  who  has  l i ved  in  Ameri ca  s ince  boyhood  can  s t i l l  

speak  f luent  I ta l ian .  

 

不 定 制 限 節 （ 非 外 置 型） に つ いて は ， 主 節に 対 し て条 件 を 表 すこ とが

でき る（ §5 .2 .2 .2 を 参照 ）。ま た ，非 制 限節 に つ いて は ，主 節に 対 し て理

由 ま た は 譲歩 を 表 す こと が で きる 。表 5 .3 は， 不 定制 限 節 （ 非外 置 型・

外 置 型 ） だけ が 条 件 解釈 を も てる こ と を 示し て い る。 こ れ は ，関 係 節の

条 件 解 釈 と 先 行 詞 の 不 定 性 が 整 合 す る こ と に 起 因 す る と 考 え ら れ る 。

Decler ck  and  Reed  (2001 :312)（ 以下 D&R と略 す） は ， I f  P,  Q 条 件 文

の 分 析 で P 節が Q 節内 の 名 詞の 代 用 形 (pro - f rom)を含 む 場 合，当 該 名詞

は「 非 有 界的 」 (unbounded)で な けれ ば なら な い と主 張 し て いる 。  

 

 (66 )  a .  Cats  a re  beaut i fu l  i f  they  have  whi te  fur.（ D&R の (615b )）  

  b . *  Twel ve  cats  are  beaut i fu l  i f  th ey  h ave  whi te  fur.  

（ D&R の (616 )）  

 

(66a)の i f 節 に は 主 節主 語 Cats と 照 応 関係 に あ る代 用 形 they が含 ま れ

る が ，主 節 主 語が 非 有界 的 な 指示 対 象 で ある た め 容認 さ れ る 。一 方 ，(66b)

で は 対 応 する 主 節 主 語が Twel ve  cats で「有 界 的 」(bounded )な指 示 対象
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で あ る た め 容 認 さ れ な い 2 6。 こ の 制 約 が 関 係 節 の 条 件 解 釈 に も 課 さ れ る

と 仮 定 す れば ， 先 行 詞が 非 有 界的 で あ る 不定 制 限 節で 条 件 解 釈を 受 けら

れ ， 先 行 詞が 有 界 的 であ る 非 制限 節 で 条 件解 釈 を 受け ら れ な いこ と が自

然 に 導 か れる 。  

実際 ， 筆 者の イ ン フ ォー マ ン ト調 査 で は 不定 制 限 節（ 非 外 置 型 ） が定

制 限 節 と 対照 的 に 理 由解 釈 を 受け な い こ とが 確 認 され た 。 次 の例 を 考え

て み よ う 。  

 

 (67 )  A s tudent  who  i s  s er ious ly  in  need  o f  e conomica l  ass i s tance  

wi l l  app l y  for  the  s cho larsh ip . 2 7  

 

筆 者 の イ ンフ ォ ー マ ント に よ れば ，この 文の 制 限 節は 条 件 解 釈で あ っ て，

理 由 解 釈 では な い と いう（ ま た ，主節 の 助動 詞 を can に 変え たほ う が 自

然 で あ る と し た ）。 要 す る に ， (67 )は 意 味 的 に (68a )に 対 応 す る の で あ っ

て， (68b )に対 応 し ない 2 8。  

                                                   
2 6  「 有 界 性 」 ( b o u n d e d n e s s )は 一 般 に 個 体 （ 可 算 ） と 連 続 体 （ 不 可 算 ） の 区 別 に

用 い ら れ る ( c f .  L a n g a c k e r  1 9 8 7 )が ，こ こ で は 集 合 の 元 を 問 題 に し て い る 。す な わ

ち ，元 の 数 が 明 示 さ れ た 集 合（ t w e l v e  c a t s な ど ）を 有 界 的 と 見 な し ，元 の 数 が 指

定 さ れ て い な い 集 合 （ c a t s な ど ） を 非 有 界 的 と 見 な し て い る 。 な お ， 有 界 性 は 動

詞 の 表 す 事 態 が 終 点 を も つ か ど う か の 区 別 に も 用 い ら れ る ( c f .  Te n n y  1 9 8 7 )。  
2 7  こ の 例 文 は 元 に な っ た 論 文 の 査 読 者 か ら 提 示 さ れ た も の で あ る 。  
2 8  Z i v  ( 1 9 7 3 : 3 6 )は ， 不 定 制 限 節 の 外 置 型 と 非 外 置 型 が 機 能 的 に 異 な る と 主 張 し

て い る 。概 略 ，非 外 置 型 が 先 行 詞 の 名 詞（ 句 ）が 表 す 類 ( g e n u s )を 限 定 す る の に 対

し て ， 外 置 型 は 主 節 の 表 す 事 態 が 成 立 す る 状 況 ( c i r c u m s t a n c e s )を 明 示 す る 。 Z i v
に よ れ ば ， 条 件 文 で は 主 節 と 従 属 節 が 状 況 の 依 存 関 係 ( d e p e n d e n c i e s  b e t w e e n  
c i r c u m s t a n c e s )を 表 す た め ， 外 置 型 の 不 定 関 係 節 の ほ う が 類 似 し て い る と い う 。

具 体 的 に は ， ( i )の 条 件 節 と 意 味 的 に 近 い の は ， ( i i )の 関 係 節 で は な く ， ( i i i )の 関 係

節 と い う こ と で あ る 。  
 
 ( i )  S t u d e n t s  c a n n o t  g r a d u a t e  w i t h  h o n o r s  i f  t h e y  d o  n o t  a t t e n d  c l a s s e s  

r e g u l a r l y.（ D e c l e r c k  ( 1 9 8 8 )の ( 2 7 )）  
 ( i i )  S t u d e n t s  w h o  d o  n o t  a t t e n d  c l a s s e s  r e g u l a r l y  c a n n o t  g r a d u a t e  w i t h  

h o n o r s .（ Z i v  ( 1 9 7 3 )の ( 2 . 3 3 . a )）  
 ( i i i )  S t u d e n t s  c a n n o t  g r a d u a t e  w i t h  h o n o r s ,  w h o  d o  n o t  a t t e n d  c l a s s e s  

r e g u l a r l y.（ Z i v  ( 1 9 7 3 )の ( 2 . 3 3 . b )）  
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 (68 )  a .  I f  a  s tud ent  i s  se r ious ly  in  need  o f  economica l  ass i s tance ,  he  

or  she  wi l l  app ly  fo r  the  scho larsh ip .  

  b .  Because  a  s tudent  i s  s er i ous l y  in  need  o f  economica l  

ass i s tance ,  he  o r  she  wi l l  app ly  fo r  the  scho larsh ip .  

 

 次 に ，定 制 限 節と 非制 限 節 がと も に 主 節の 理 由 を表 せ る 理 由を 考 え る 。

ま ず ，第 4 章 §4 .1 で 見た よ う に ，制限 節 には 限 定 機能 が あ る 。こ の機 能

に よ っ て 関係 節 と 主 節に i f 条 件 文 のよ う な緊 密 な 関係 が 生 じ ，先 行詞 の

有 界 性 に よ っ て 理 由 解 釈 に 結 び つ く も の と 考 え ら れ る 2 9。 こ こ で 生 じ る

疑 問 は ，(62a)（ (69 )とし て 再 掲）で は 外 置制 限 節（＝ 不 定 制 限節 ）が（先

行 詞 が 不 定名 詞 で あ るの に ） なぜ 理 由 解 釈を 表 せ るの か ， で ある 。  

 

 (69 )  Peop le  cannot  surv ive  i n  our  mod ern  wor ld ,  who  do  not  earn         

enough money.  (= (62a) )  

 

Z iv  (1973 )の 事 実 観 察 が 正 し け れ ば ， 不 定 制 限 節 が 非 外 置 型 の 場 合 も理

由 解 釈 を もつ 可 能 性 が十 分 考 えら れ る 。 ただ し ， 筆者 の イ ン フォ ー マン

ト 調 査 で は ， 複 数 の イ ン フ ォ ー マ ン ト が (69 )の 外 置 制 限 節 を 理 由 で は な

く ，条 件 で 解釈 し た 。つま り，‘ 十 分 に 金を 稼 げ なけ れ ば ，我々 の 現 代社

会 で は 生 き残 る こ と はで き な い’ と 解 釈 した 。  

                                                   
2 9  条 件 と 理 由 の 関 連 性 に つ い て は ， D a n c y g i e r  a n d  S w e e t s e r  ( 2 0 0 0 )（ 以 下 D & S
と 呼 ぶ ） が 指 摘 し て い る 。 D & S に よ れ ば ( i a )は ( i b )を 含 意 す る と い う 。  
 
 ( i )  a .  I f  y o u  u s e  t h i s  c o n d i t i o n e r,  y o u r  h a i r  w i l l  f e e l  m u c h  s o f t e r.  

（ D & S の ( 1 2 )）  
  b .  T h e  c o n d i t i o n e r  w i l l  c a u s e  t h e  h a i r  t o  g e t  s o f t e r.  ( D & S  2 0 0 0 : 1 2 1 )  
 
制 限 節 の 条 件 解 釈 と 理 由 解 釈 は ， こ の 対 応 関 係 と 並 行 的 に 結 び つ け ら れ る と 考 え

ら れ る 。  
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また ， (70a )のよ う に 主 語 が 定名 詞 句 に ，述 語の 時 制 が 過 去 の場 合 ，制

限 節 の 解 釈は 条 件 解 釈で は な く， (70b )に示 す よ うな 理 由 解 釈 に な る 。  

 

 (70 )  a .  The  s tud ents  wh o  d id  not  at tend  c lasses  regular ly  cou ld  no t     

graduate  wi th  honors .  

  b .  The  s tudents  cou ld  n ot  graduate  wi th  h onors  becau se  th ey     

d id  no t  a t tend  c l as ses  regular ly.  

 

こ れ ら の 事実 は ， 条 件解 釈 に は非 有 界 性 が， 理 由 解釈 に は 有 界性 が 結び

つ く こ と を 示 し て い る。 先 行 詞の 定 性 と 理由 ・ 条 件解 釈 が 厳 密に 対 応す

る か ど う か は ， Zi v の 言 語事 実 の 観 察 の 検 証 も含 め た 詳 細 な 考 察 が必 要

な の で 今 後の 課 題 と した い 。  

次 に 非 制 限 節 の 理 由 解釈 に つ いて で あ る が， 非 制 限節 は 先 行 詞の 指示

決 定 に は 関与 せ ず ， 先行 詞 に 対し て 付 加 情報 を 与 え る 機 能 を 担う 。 この

こと を (61 )に 即し て 確認 し よ う。 (61 )は 非外 置 型 の制 限 節 と i f /when 節

の 対 応 関 係を 表 し て いる 。Declerck  (1988)は この when 節と 非外 置 型 の

制 限 節 と の 機 能 的 な 違 い に つ い て ， 先 行 詞 と 同 じ 「 情 報 単 位 」

( in fo rmation  un i t )に属 す る かど う か に 帰す る 。こ の 概念 は ，Bache  and  

Jakobsen  (1980 )が 制 限 節 と 非 制 限 節 を 区 別 す る 観 点 と し て 提 示 し た も

の で ，「 イ ン ト ネ ー シ ョ ン と 情 報 の 観 点 か ら 単 位 を 構 成 す る 連 鎖 」 (a  

sequence  that  f orms  a  un i t )の こと で あ る。 Declerck  (1988 :142 -143 )は

情 報 単 位 によ る 制 限 節・ 非 制 限節 の 区 別 を踏 襲 し ， 制 限 節 が 先行 詞 と同

じ 情 報 単 位に 属 し ， 問題 に さ れる 集 合 と 問題 に さ れな い 集 合 を「 設 定」

(es tab l i sh )す るの に 対 し て ， 非 制 限 節 は 独 立 した 情 報 単 位 を 構 成 し， 問

題 に な っ てい る 集 合 につ い て 叙述 す る と 述べ て い る。  
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Dec ler ck  (1988 )が 指 摘す る よ うに ，非 制 限節 は 先 行詞 の 指 示 決定 に 関

与 し な い とい う 意 味 で 制 限 節 より も 独 立 性が 高 く ，副 詞 節 に 近い 機 能を

帯 び る 。 ま た ， Z iv  (1973 )は 外 置 制 限 節 に つ い て ， 非 外 置 制 限 節 よ り も

副 詞 節 に 近い と 述 べ てい る 。 以上 を 総 合 する と ， 非外 置 制 限 節＜ 外 置制

限節 ＜ 非 制限 節 の 順 で 副 詞 節 に 近 づ く と 言え る 。 副詞 節 と し ての 非 制限

節 の 内 容 が， 我 々 の 世界 知 識 に照 ら し 合 わせ て ， 主節 の 内 容 に対 し て一

定 の 緊 密 性を も つ と 認め ら れ ると き ， 理 由解 釈 が 得ら れ る も のと 考 えら

れる 。  

な お ，理 由 解 釈を 受 ける 制 限 節の 言 い 換 えと し て 提示 し た (70b)は，次

の 非 制 限 節の 言 い 換 えに も な りう る こ と に注 意 す べき で あ る 。  

 

 (71 )   The  s tudents ,  who  d id  not  a t tend  c las ses  regu lar l y,  cou ld  not  

gradu ate  wi th  honors .  

 

こ の 文 で は， 非 制 限 節の 先 行 詞の 表 す 個 体が 関 係 節の 特 性 を もち ， かつ

主 節 の 特 性も も つ 。先行 詞 の The  s tudents は ，三木 (2001 )の言 う ，一義

性 の 条 件 （制 限 節 の 限定 機 能 によ っ て 決 定さ れ る 「包 括 的 な 全体 」 であ

る こ と ） を満 た さ な いが ， 非 制限 節 は 主 節の 表 す 出来 事 の 理 由と し て解

釈 さ れ う る。すで に 見た よ う に，「 一 義 性」は 理由 解 釈の 必 要条 件 で は な

いた め ， (71 )の非 制 限節 の 理 由解 釈 が 可 能に な っ てい る と 考 えら れ る 。  

本 節 で は 関係 節 が 主 節と 結 ぶ 論理 関 係 に つい て ， 特に 制 限 節 と非 制限

節 の 条 件 解釈 お よ び 理由 解 釈 に焦 点 を 当 てて 考 察 した 。 次 節 では ， 非制

限 節 が 数 量詞 a l l を 含む 先 行 詞と 共 起 で きる 場 合 につ い て 考 察す る 。  
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5.2 .4  非 制 限節 と 先 行 詞 に 含まれる数量詞 a l lの関係  

本 節 で 扱 う 基 本 デ ー タ と し て ， (51a) (51b) (50b)（ そ れ ぞ れ (72a) (72b )  

(72c )と し て再 掲 ） を以 下 に 示す 。  

 

 (72 )  a .  *Al l  the  s tudents ,  wh o  h ad  fa i l ed  the  t es t ,  wan ted  to  try  

again .  (= (51a ) )  

  b .  A l l  th e  s tudents ,  who  had  returned  from the ir  vaca t ion ,  

wanted  to  take  the  exam.  (= (51b) )  

  c .  A l l  the  t eachers ,  who  had  come to  the  meet ing  f or  d i f f erent  

reasons ,  vo ted  fo r  A .  as  chairman  o f  the  commit tee .  (= (50b ) )  

  

 各 文 にお い て 主節 と非 制 限 節間 の 論 理 関係 が 互 いに 異 な る こと は ，対 応

す る 制 限 節 の 容 認 性 に よ っ て 示 唆 さ れ る 。 (72 )の 各 文 の 非 制 限 節 を 制 限

節 に 置 き 換え る と ， それ ぞ れ 次の よ う に なる （ (73a )は (49a )の再 掲 ）。  

 

(73 )  a .  A l l  the  s tudents  who  had  fa i l ed  the  tes t  wanted  to  t ry  aga in .  

      (< (72a ) )  

    b .  A l l  th e  s tudents  who  had  returned  f rom the ir  vaca t i on  

wanted  to  take  the  exam.  (< (72b) )  

    c .   *Al l  the  t eachers  who  had  come  to  the  meet ing  f or  d i f ferent          

reasons  voted  f or  A .  as  chai rman  o f  the  commi ttee .  (< (72c ) )  

 

興 味 深 い こ と に ， (72a) (72c )に つ い て は 非 制 限 節 を 制 限 節 で 置 き 換 え る

と 容 認 性 が逆 転 す る が ，(72b )に つい て は 非制 限 節 を制 限 節 で 置き 換 えて

も 容 認 性 が 変 わ ら な い 。 (72 )と (73 )の 対 応 関 係 に 基 づ い て ， 本 研 究 は 次
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の 表 に 示 す よ う に ， 関係 節 と 先行 詞 の 修 飾関 係 を 3 つ に 分 類 する 。  

 

名称  特   徴  例文  

制限 型  制限 節 だ けが 許 容 さ れる タ イ プ  (73a)  

両立 型  制限 節 と 非制 限 節 が とも に 許 容さ れ る タ イプ  (72b) (73b )  

非 制 限 型  非制 限 節 だけ が 許 容 され る タ イプ  (72c )  
 

表  5 .4 関 係 節 が 先 行 詞 と 結 び う る 修 飾 関 係 の 型  

 

各 タ イ プ の特 徴 を 見 る 前 に ， まず 制 限 節 と非 制 限 節の 統 語 的 な違 い につ

い て 押 さ え て お か な け れ ば な ら な い 。 (72 )の 各 文 の 非 制 限 節 で は 数 量 詞

al l を 含 む名 詞 句全 体と 関 係 代名 詞 が 照 応関 係 に ある 。一 方 ，(73 )の各 文

の 制 限 節 では 数 量 詞 a l l を 含 まな い 名 詞句 と 関 係代 名 詞 が 照応 関 係 にあ

る 。 厳 密 に 言 え ば ， 制 限 節 と そ の 先 行 詞 が 構 成 す る 名 詞 句 を 数 量 詞 al l

が 量 化 す る 。この 点 は ，例え ば (73a)の 主語 名 詞 句 が Al l  o f  the  s tudents  

who  had  fa i l ed  the  tes t  wan ted  to  t ry  again の よう な 部 分 構造 A o f  B

を 含 む 文 と同 義 で あ り， 制 限 節が 第 2 名 詞句 （ B に生 じ る 名 詞句 ） を先

行 詞 に す るこ と か ら 裏づ け ら れる 。また ，Decler ck  (1988 :144 )も Severa l  

k inds  o f  b i rds  that  l ive  here  are  a l ways  b lack  when  they  are  female

（ Decl er ck の (30 )）に即 し て 同様 の 趣 旨 のこ と を 述べ て い る 。 Declerck

は， こ の 例の 主 語 名 詞句 の 「 指示 範 囲 」 (domain  o f  r e ference )が 次の ①

か ら ⑤ の 要素 に よ っ て， こ の 順番 で 制 限 され る と 主張 す る 。 すな わ ち，

① 前 置 詞 句 ( o f  b i rds )， ② 制 限節 ( tha t  l i ve  here )， ③ 数量 詞 ( severa l )，

④ when 節 (when  they  are  female )， ⑤ 量化 副 詞 (a l ways )の 5 つで あ る。

主 語 名 詞 句 内 の 制 限 の順 番 で は， ② の 制 限節 が ③ の数 量 詞 よ りも 先 に先
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行詞 の (k inds  o f )  b i rds を限 定 する こ と に注 意 す べき で あ る 。こ の 限 定順

序は ，Decl erck に よ れば ，制 限 節の ほ う が数 量 詞 より も「 厳 密に 指 示 範

囲 を 限 定 する 」( res t r i c t  the  domain  o f  r e fe rence  more  s tr i c t ly  than  the  

quant i f i er ) こ と に よ る 。 そ の 根 拠 と し て ， Declerck は Bache  and  

Jakobsen  (1980 :266 )が 指 摘 した 制 限 節 の機 能 に 注目 す る 。 それ は ，「 話

者 が 言 及 する も の と しな い も のの 対 立 を 確立 す る 」( es tab l i sh  a  contrast  

between  what  an  addresser  i s  ta lk ing  about  and  what  he  i s  no t  

ta lk ing  about )機 能 で あ る 。 こ の よ う な 制 限 節 に よ る 指 示 対 象 の 集 合 の

規 定 は 数 量詞 に は 見 られ な い もの だ と ，Decler ck は 主張 す る 。一方 ，数

量 詞 は （ 規定 さ れ た ）集 合 を 「量 化 す る 」 (quant i fy  over )だ けで あ ると

い う 。 こ の， 数 量 詞 と制 限 節 の機 能 的 な 違い は ， ④と ⑤ の 制 限順 序 にも

反 映 さ れ る 。 つ ま り ， when 節 は 母 集 合 を 部 分 集 合 に 絞 る 働 き が あ る

( females  o f  severa l  k inds  o f  b i rds  that  l i ve  here )の に 対し て， 量 化 副

詞 は 規 定 され た 集 合 を量 化 す る (a l l  o f  the  femal es  o f  severa l  k inds  o f  

b i rds  that  l ive  here )だ け で ある 。  

 Decl er ck  (1988 )の 分 析 は ， (73a )で 数 量 詞 よ り も 制 限 節 が 先 に 主 語 名

詞句 の the  s tudents を限 定 する ，と い う我 々 の 分析 と 符 合 する 。要 す る

に ， 制 限 節に よ っ て 規定 さ れ た学 生 の 集 合を 数 量 詞 が 量 化 す ると い うこ

と で あ る 。 一 方 ， 非 制限 節 に つい て は す でに 述 べ たよ う に ， 数量 詞 が量

化 し た 集 合に つ い て 叙述 す る こと に な る 。  

制 限 節 と 非 制 限 節 の 機 能 に つ い て 押 さ え た と こ ろ で ， (72 )に お け る 関

係 代 名 詞 と 先 行 詞 の 照 応 関 係 に 注 目 し て み よ う 。 (72 )の 文 法 対 立 は 非 制

限 節 の 関 係代 名 詞 が 数量 詞 al l を含 む 先 行詞 と 照 応関 係 を 結 べる 場 合と

結 べ な い 場合 が あ る こと を 示 して い る 。 以下 で は 主節 と 関 係 節 が 結 ぶ 論

理 関 係 の 3 つ の 型 に つい て 考 察す る 。  
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田 中 (2000c )に よ れ ば ， 制 限 型 の (72a )で は 主 節 の 表 す 特 性 を 有 す る 個

体 の 集 合 (M)と 非 制 限 節 の 表 す 特 性 を 有 す る 個 体 の 集 合 (A )は 包 含 関 係

(M⊆ A )に あ る が ， 両 立 型 の (72b )や 非 制 限 型 の (72c )は そ の よ う な 論 理 関

係 を 表 さ ない 。 こ の こと は ， 主節 主 語 と 関係 節 主 語の 数 を 変 える こ とに

よ っ て 確 かめ ら れ る 。  

 

 (74 )  a .  *The  s tudents ,  s ome  o f  whom had  fa i l ed  the  tes t ,  wanted  to  

try  again . 3 0  

  b .  The  s tudents ,  some o f  whom had  re turned  f rom the ir  

vacat i on ,  wanted  to  take  th e  t es t .   

  c .  The  teachers ,  some  o f  whom had  come  to  the  meet ing  f or  

d i f ferent  reasons ,  vo ted  f or  A .  as  chairman  o f  the  com-  

mit tee .  

 

こ れ ら の 例文 で は ， 非制 限 節 の主 語 が 部 分構 造 を 含む 。 結 果 とし て ， 主

節 の 特 性 を有 す る 個 体の 数 が 非制 限 節 の 特性 を 有 する 個 体 の 数を 上 回っ

て い る 。具 体 的 には ， (74a )では 主 節 事 態（ 再 度試 験 に 挑戦 した こ と）に

関 わ る 学 生の 数 よ り も非 制 限 節事 態 （ 試 験に 落 ち たこ と ） に 関わ る 学生

の 数 の ほ うが 少 な い 。(74b ,c )で も主 節 事 態に 関 わ る主 体 の 数 と非 制 限節

事 態 に 関 わる 主 体 の 数の 大 小 関係 は (74a )の そ れ と並 行 的 で ある 。従 っ て，

(74a)の 非 文法 性 か ら次 の よ うな 意 味 制 約 を 導 く こと が で き る 。  

 

 (75 )  包含 関 係 制約  

                                                   
3 0  こ の 例 は ，学 生 の グ ル ー プ の メ ン バ ー 全 員 が 試 験 に 合 格 す る ま で 全 員 が 再 試 験

を 課 さ れ る 状 況 を 想 定 し て も 容 認 さ れ な い （ 注 2 0 を 参 照 ）。  
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  主 節 の 特 性 を 有 す る 個 体 の 集 合 (M)と 非 制 限 節 の 特 性 を 有 す る 個

体 の 集 合 (A )が 包 含 関 係 (M⊆ A)に あ る 場 合 ， 非 制 限 節 の 先 行 詞 は

数量 詞 al l を 含ん で はな ら な い。  

 

こ の 意 味 制約 は 包 含 関係 の 特 性に 由 来 す ると 考 え られ る 。 す なわ ち ，主

節 の 特 性 を有 す る 個 体が 必 然 的に 非 制 限 節の 特 性 を有 す る と いう こ と は，

非 制 限 節 主語 の 数 が 主節 主 語 の数 に よ っ て規 定 さ れな け れ ば なら な いこ

と を 意 味 す る 3 1。 従 っ て ， 理 由 解 釈 を 受 け る 非 制 限 節 の 先 行 詞 は 数 量 詞

al l を 含 む こ と がで きな い 3 2。  

制 限 型 に は， 次 の 文 法対 立 に よっ て 例 示 され る 下 位類 が あ る 。  

 

                                                   
3 1  ( 5 5 )の 例 で 示 し た よ う に ，関 係 節（ 原 因 節 ）の 特 性 を も つ 個 体 の 集 合 の 一 部 分

が 主 節 （ 結 果 節 ） の 特 性 を も た な い 場 合 は 容 認 さ れ る 。 こ れ に 対 し て ， ( 5 7 ) ( 7 4 a )
は ， 結 果 節 の 特 性 を も つ 個 体 の 集 合 の 一 部 が 原 因 節 の 特 性 を も た な い 場 合 は 容 認

さ れ な い こ と を 示 し て い る 。 こ の 違 い は 包 含 関 係 の 非 対 称 性 に 由 来 す る 。 す な わ

ち ， 主 節 の 特 性 を 有 す る 個 体 の 集 合 ( M )が 関 係 節 の 特 性 を 有 す る 個 体 の 集 合 ( R )に
包 含 さ れ ，そ の 逆 で は な い た め で あ る 。 ( 5 7 ) ( 7 4 a )で は 包 含 関 係 M⊆ A が 成 立 し な

い が ， ( 5 5 )で は 包 含 関 係 M⊆ R が 成 立 し て い る こ と に 注 意 さ れ た い 。  
3 2  関 係 節 の よ う に 推 論 に よ っ て 主 節 と の 論 理 関 係 が 決 定 さ れ る 従 属 節 と し て 分

詞 構 文 が あ る（ た だ し ，分 詞 節 は 接 続 詞 を 伴 う こ と が あ る 。e x .  T h o u g h  n o t  b e i n g  
o p t i m i s t i c ,  I  h a v e  n o t  g i v e n  u p  a l l  h o p e .（ 江 川 1 9 9 1 ,  § 2 6 7 n））。 例 え ば ， 非 制

限 節 を 含 む ( 5 6 )（ ( i a )と し て 再 掲 ） は ( i b ) ( i c )の よ う に 書 き 換 え て も ほ ぼ 同 じ 意 味

を 表 す こ と が で き る 。  
 
 ( i )  a .  T h e  s t u d e n t s ,  w h o  h a d  f a i l e d  t h e  t e s t ,  w a n t e d  t o  t r y  a g a i n .  ( = ( 5 6 ) )   
  b .  T h e  s t u d e n t s ,  h a v i n g  f a i l e d  t h e  t e s t ,  w a n t e d  t o  t r y  a g a i n .   
  c .  H a v i n g  f a i l e d  t h e  t e s t ,  t h e  s t u d e n t s  w a n t e d  t o  t r y  a g a i n .  
 
分 詞 節 は （ 独 立 分 詞 構 文 を 除 き ） 意 味 上 の 主 語 に つ い て は 主 節 に 依 存 す る 。 こ の

点 で 関 係 代 名 詞 が 主 語 を 担 い う る 関 係 節 と は 対 照 的 で あ る 。  
興 味 深 い こ と に ， ( 7 2 a )（ ( i i a )と し て 再 掲 ）の よ う に 非 制 限 節 が 容 認 さ れ な い 環

境 で あ っ て も 分 詞 構 文 を 用 い る と 文 法 的 に な る 。  
 

 ( i i )  a .  *  A l l  t h e  s t u d e n t s ,  w h o  h a d  f a i l e d  t h e  t e s t ,  w a n t e d  t o  t r y  a g a i n .  
( = ( 7 2 a ) )  

  b .  A l l  t h e  s t u d e n t s ,  h a v i n g  f a i l e d  t h e  t e s t ,  w a n t e d  t o  t r y  a g a i n .   
  c .  H a v i n g  f a i l e d  t h e  t e s t ,  a l l  t h e  s t u d e n t s  w a n t e d  t o  t r y  a g a i n .  
 
( i i b ) ( i i c )は ど ち ら も 容 認 さ れ る 。 主 節 と 従 属 節 の 論 理 関 係 は ( i i a )と 違 う と 思 え な

い の で 関 係 詞 節 の 先 行 詞 と の 関 わ り 方 と 分 詞 節 の 主 節 主 語 と の 関 わ り 方 の 違 い が

容 認 性 の 差 を 生 み 出 し て い る と 考 え ら れ る 。  
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 (76 )  a . ??Al l  the  men ,  who  are  over  35  years  o ld ,  took  a  b lood  tes t .  

 （ 田 中 (2000c )の (31a)）  

  b .  A l l  the  men  who  are  over  35  years  o ld  took  a  b l ood  tes t .  

 

以 下 の よ うに 主 節 主 語と 非 制 限節 主 語 の 数を 変 え ても 容 認 性 が低 下 しな

い こ と か ら (76a )の 主節 と 非 制限 節 は 包 含関 係 に ない こ と が わか る 。  

 

  (77 )  The  men ,  s ome  o f  whom are  over  35 ,  took  a  b l ood  tes t .  

 

従 っ て ， 包含 関 係 制 約に よ っ て (76a )を 排除 す る こと は で き ない 。  

(76a)の 容 認性 を 低 下さ せ て いる の は ，非制 限 節 の状 態 動 詞 であ る と思

わ れ る 。 複数 名 詞 を 主語 に と る状 態 動 詞 は複 数 の 個体 に 同 時 に成 立 する

状 況 を 表 すた め ， (76a)で は 35 歳 以 上の 個体 の 集 合と そ れ 以 外の 個 体 の

集 合 と い う対 比 を 想 定し や す く， 制 限 節 の解 釈 が 選択 さ れ て いる と 考え

られ る 。 この 制 約 は 次の よ う にま と め ら れ る 。  

 

 (78 )  状況 指 示 制約  

  数量 詞 al l を含 む 名 詞句 を 先 行詞 と す る 非制 限 節 は先 行 詞 の 指示

対象 に 同 時に 成 立 す る状 況 を 表し て は な らな い 3 3。  

 

次 に ， 非 制限 型 (72c )（ (79 )と し て再 掲 ） につ い て 考察 す る 。  

                                                   
3 3  元 に な っ た 論 文 の 査 読 者 か ら ，非 制 限 節 が 状 態 動 詞 を 含 む 次 の よ う な 文 は 容 認

さ れ る の で は な い か と 指 摘 を 受 け た 。  
 
 ( i )  A l l  m a m m a l s ,  w h i c h  b r e a t h e  a n d  t h u s  h a v e  l u n g s ,  d o  n o t  h a v e  g i l l s .  
 
筆 者 の イ ン フ ォ ー マ ン ト は こ の 例 が ( 7 2 a )と 同 様 に 不 自 然 で あ る と し た 。な お ，数

量 詞 a l l を 削 除 す れ ば 問 題 な く 容 認 さ れ る 。  
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 (79 )   A l l  the  teachers ,  who  had  come  to  the  meet ing  f or  d i f fe rent  

reasons ,  voted  f or  A .  as  chairman  o f  the  commi t tee .  (= (72c ) )  

 

こ の 文 は 非制 限 節 内 に f or  d i f ferent  reasons を 含む た め ，非 制限 節 と 主

節の 間 に は 論 理 関 係 が 成 立 し ない 。 な ぜ なら ， 会 議に 出 席 す る理 由 が異

な る こ と と A 氏 を 委 員長 に 投 票し た こ と の間 に 論 理関 係 を 読 み込 む こと

は 難 し い から で あ る 。主 節 と 関係 節 の 論 理的 な 関 連性 の 低 さ は制 限 節の

容 認 性 を 低 下 さ せ る （ (73c )を 参 照 ）。 す な わ ち ， 制 限 節 は 関 係 節 の 特 性

を 有 す る 個体 の す べ てが （ 当 該特 性 を 有 しな い 個 体と 対 比 的 に） 主 節の

特 性 を 有 する こ と を 保障 す る ため ， 論 理 関係 が 希 薄な 節 同 士 を代 入 する

こ と で 容 認性 が 低 下 する も の と思 わ れ る 。ま た ， 主節 事 態 と 関係 節 事態

の 論 理 的 な 関 連 性 が 低 い と い うこ と は ， 両者 が そ れぞ れ 数 量 詞 a l l を含

ん で も 意 味的 に 干 渉 しな い こ とを 意 味 す る。 よ っ て， 非 制 限 節が 数 量詞

al l を 含 む先 行 詞と 整合 す る 。  

最 後 に 両 立型 の (72b )（ (80 )と し て再 掲 ） を 見 よ う 。  

 

 (80 )   A l l  the  s tudents ,  who  had  re turned  from the i r  vaca t ion ,  

wanted  to  take  the  exam.  (= (72b) )  

 

こ の 文 の 解釈 は ‘ す べて の 学 生が 休 暇 か ら戻 り ， みん な 試 験 を受 け たが

っ た ’ で ある 。 休 暇 から 戻 っ た学 生 の 数 と 試 験 を 受け た が っ た学 生 の数

が 別 に 指 定さ れ て お り， 両 者 は数 量 の 観 点か ら 互 いに 独 立 し た出 来 事と

見 な さ れ てい る 。 ま た， 非 制 限節 の 述 語 re turn  f rom the i r  vaca t ion は

同 時 発 生 的で は な い 出来 事 を 表す た め ， 状況 指 示 制約 を 満 た す。  

制 限 節 を 含む (73b )（ (81 )と し て 再掲 ）につ い て は，主 節と 関係 節 の 間
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に 因 果 関 係が 推 論 さ れる 。  

 

 (81 )   A l l  the  s tudents  who  h ad  re turn ed  f rom the ir  vaca t i on  wanted  

to  take  the  exam.  (=(73b ) )  

 

こ の 文 の 解釈 は ，‘ 休暇 か ら 戻っ た 学 生 は， み ん な試 験 を 受 けた が っ た’

で あ る 。 休暇 か ら 戻 って い な い学 生 と の 対比 か ら ，休 暇 か ら 戻る こ とと

試 験 を 受 け た い こ と の 間 に 因 果 関 係 が 推 論 さ れ る 3 4。 両 立 型 の 主 節 － 関

係 節 間 の 論理 関 係 は ，制 限 節 の場 合 と 非 制限 節 の 場合 で 異 な って い る。  

両 立 型 の 例と し て WordbanksOnl ine で 得ら れ た 実例 を 考 察 する 。  

 

 (82 )   A l l  the  d e fendan ts ,  who  had  den ied  the  charge ,  wi l l  be  

sentenced  l ater.  

 

こ の 文 の 解釈 は ‘ す べて の 被 告人 が 容 疑 を否 認 し ，全 員 が あ とで 判 決を

下 さ れ る ’と な る 。 被告 人 が 容疑 を 否 認 する こ と と被 告 人 が あと で 判決

を 下 さ れ るこ と は 互 いに 独 立 した 事 態 と して と ら えら れ て い る。  

次の 文 は  (82 )の 主 節 と 非 制 限節 が 包 含 関 係 に な い こ と を 示 し て い る 。 

 

 (83 )  The  d e fendan ts ,  some  o f  whom had  denied  the  charge ,  wi l l  be  

sentenced  l ater.  

 
                                                   
3 4  元 に な っ た 論 文 の 査 読 者 か ら 休 暇 か ら 戻 る こ と と 試 験 を 受 け た が る こ と の 事

態 間 に 因 果 関 係 を 認 め が た い と 指 摘 を 受 け た 。因 果 関 係 の 定 義 に も よ る と 思 う が ，

少 な く と も 休 暇 か ら 戻 っ た 学 生 の 全 員 が 試 験 を 受 け た が っ て い る と い う こ と は ，

二 つ の 事 態 が 緊 密 に 結 び つ け ら れ う る 条 件 を 満 た し て い る と 言 え る 。 例 え ば ， 学

生 に 休 暇 か ら 戻 っ た ら 試 験 を 受 け た い と 思 う 事 情 が あ る 場 合 に は ， ( 8 1 )の 制 限 節

の 理 由 解 釈 は 不 可 能 で は な い と 思 わ れ る 。  



 

241 
 

従 っ て ， (82 )は (75 )の 包 含 関 係 制 約 を 満 た す 。 さ ら に ， 非 制 限 節 の 述 語

deny  the  charge は 同時 発 生 的で な い 事 態 を 表 す こと か ら ， 状況 指 示制

約 も 満 た す。  

次 の 文 は ， (79 )の 非 制限 節 を 制限 節 に 置 き換 え た もの で あ る 。  

 

 (84 )   A l l  the  de fendan t  who  had  deni ed  the  charge  wi l l  be  sen tenced  

later.  

 

こ の 文 の 解釈 は ，‘ 容疑 を 否 認し た 被 告 人は ，み ん な あと で 判決 を 下 され

る ’ で あ る。 制 限 節 の限 定 機 能に よ り ， 容疑 を 否 認し た 被 告 人の 集 合が

容 疑 を 認 めた 被 告 人 の集 合 と 対比 さ れ る 。こ の 場 合， 容 疑 の 否認 が 判決

の 下 さ れ る時 期 に 影 響 し た と いう 因 果 関 係が 推 論 され る 。  

本 節 で は 主節 と 関 係 節の 論 理 関係 を 制 限 型・両立 型・非 制 限 型の 3 つ

に 分 類 し ，そ れ ぞ れ の特 徴 を 記述 し た 。 非制 限 節 と数 量 詞 a l l を含 む先

行 詞 が 整 合す る の は ， 2 つ の 意 味制 約 ， すな わ ち 包含 関 係 制 約と 状 況指

示制 約 ， が満 た さ れ た場 合 で ある と 主 張 した 。  

 

5.2 .5  ま と め  

 本 節 は ，関 係 節 の 先行 詞 が 数量 詞 al l を含 む 場 合に 課 さ れ る意 味 的・

語 用 論 的 制 約 に つ い て 考 察 し た 。 三 木 (2001 )は 因 果 関 係 を 一 義 必 然 的 関

係と 見 な す た め ，制 限節 の 中 でも 定 制 限 節（ 先 行詞 が 定 名詞 句の 制 限 節）

だ け が 主 節内 容 に 対 する 理 由 を表 せ る こ とを 予 測 する が ， 実 際に は 不定

制 限 節 （ 先行 詞 が 不 定名 詞 句 の制 限 節 ） や非 制 限 節も 主 節 内 容に 対 する

理 由 を 表 すこ と が で きる 。 本 研究 は ， 理 由解 釈 が 制限 節 だ け でな く ，非

制 限 節 で も可 能 で あ るこ と を 指摘 し ， さ らに そ の 理由 の 説 明 を試 み た。  



 

242 
 

 さ ら に ，非 制 限 節 と数 量 詞 al l を 含 む 先行 詞 が 整合 す る 条 件を 追 求し

て ，主 節 と 関 係節 の 論理 関 係 を制 限 型・両立 型・非 制 限型 の 3 つに 分 類

し ， そ れ ぞれ の 特 徴 を記 述 し た。 非 制 限 節が 数 量 詞 a l l を 含 む先 行 詞と

共 起 で き るの は ， ① 主節 の 特 性を も つ 個 体の 集 合 と関 係 節 の 特性 を もつ

個 体 の 集 合が 包 含 関 係に な い 場合 と ② 非 制限 節 が 同時 発 生 的 では な い 事

態を 表 す 場合 で あ る 。  

 本 節 の 元に な っ た 論文 の 査 読者 か ら ， 語法 文 法 の観 点 か ら は非 制 限節

の 先 行 詞 に数 量 詞 が 含 ま れ る 文の 実 際 の 使 用 場 面 ， 状 況 ( s i tu at ion)と の

関 わ り に つい て も 考 察す る の が望 ま し い と指 摘 を 受け た 。 実 際に 言 語コ

ー パ ス で 当該 構 文 を 検索 し て みる と ， そ の実 例 の 数が 極 め て 限ら れ るこ

と が わ か る。 こ れ は 当該 構 文 の出 現 頻 繁 が低 い こ との 証 し に ほか な らな

い。 計 量 的な 一 般 化 を目 指 す アプ ロ ー チ では ， 当 該構 文 は 重 要視 さ れな

い だ ろ う 。し か し ， それ を 考 察す る こ と で関 係 節 の機 能 の 新 たな 側 面に

光 が 当 て られ る と し たら ， そ の意 義 は 十 分に あ る と思 わ れ る 。今 後 の課

題 と し て は， 実 例 の 収集 に 努 めつ つ ， そ の不 足 分 をイ ン フ ォ ーマ ン ト・

チ ェ ッ ク によ っ て 補 い， 当 該 構文 が 用 い られ る 環 境を 解 明 す るこ と が挙

げ ら れ る 。  

 

5.3  本章のまとめ  
  

本 章 は ， 部分 構 造 を 含む 制 限 節と 先 行 詞 が数 量 詞 al l を 含 む 非制 限節

に つ い て 論じ た 。  

 §5 .1 で は，3 種 類 の部 分 構 造（ M 部 分 構造 ，I 部分 構 造 ，T 部分 構 造）

が 制 限 節 と整 合 す る こと を 示 した 。 共通 の特 徴 と して ， 制限 節内 の 各 部

分 構 造 の 指示 レ ベ ル より も ，先 行詞 の 指 示レ ベ ル のほ う が 高 くな る とい
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う 点 が あ る。具体 的 には ， M 部 分 構 造で は，制 限節 は メ ンバ ー（ 個）に

つ い て の 記述 を 表 し ，グ ル ー プレ ベ ル の 指示 対 象 を限 定 す る 。 T 部 分構

造 で は ，制 限 節 はト ーク ン に つい て の 記 述を 表 し， タ イ プレ ベル の 指 示

対 象 を 限 定 す る 。 I 部 分 構 造 で は ， 制 限 節 は 単 一 の 個 体 の 中 身 に 関 する

記 述 を 表 し， 単 一 の 個体 を 限 定す る 。  

 制 限 節 との 関 わ り にお い て 各部 分 構 造 の示 す 個 別の 特 徴 は ，M 部 分構

造 が 文 脈 の 支 え を 要 す る こ と ， T 部 分 構 造 は 類 別 詞 の 省 略 を 許 す が ， I

部 分 構 造 はそ れ を 許 さな い こ とで あ る。 文脈 の 支 えに つ い て は， グ ルー

プ ・ メ ンバ ー の 関係 では ， グル ー プ が決 まっ て は じめ て そ の メン バ ー が

問 題 に な るこ と か ら ，メン バ ー につ い て の記 述 が 意味 を な す には あ らか

じ め グ ル ープ が 談 話 に導 入 さ れて い る 必 要が あ る こと に 由 来 する 。  

類 別 詞 の 省略 に つ い ては ， T 部 分 構 造 と I 部分 構 造 で類 別 詞の 省 略に

よ っ て 得 られ る 連 鎖（＝ 疑 似 的 な M 部分 構造 ）が，母 集合 と 部分 集 合 の

関 係 に な るか ど う か が肝 心 で ある 。 例 え ば， two  (cop ies )  o f  the  book で

は ，第 1 名 詞と 第 2 名詞 句 は いず れ も 本 の集 合 を 表し て い る ので 類 別詞

の 省 略 が 許容 さ れ る （ I 部 分 構 造の two  (pages )  o f  th e  book で は， 第 1

名 詞 （ 句）は ペ ージ の集 合 を ，第 2 名詞 句は 本 の 集合（ また は，個 体 の

本 ） を 表 す）。  

 さ ら に ， 部分 構 造 を含 む 英 語関 係 節 と 日本 語 の 対応 表 現 に つい て も考

察 し た 。日 本語 で は 英語 部 分 構造 が そ の まま 日 本 語部 分 構 造 に対 応 する

場合（ M 部 分 構 造），数量 詞 遊 離文 で 置 き 換え ら れ る場 合（ T 部分 構 造），

部 分 構 造 と数 量 詞 遊 離文 の い ずれ も 可 能 な場 合 が ある （ I 部 分構 造 ）。 T

部 分 関 係 を表 す 関 係 節（ 例 え ば， the  book that  Mary  bou gh t  two  cop i es  

o f と ‘ メ ア リー が 2 冊 買っ た 本’） で は， 日 英 語で 並 行 的 な選 択 制 限が

課 さ れ る。 す な わち ，動 詞 は目 的 語 とし てト ー ク ンレ ベ ル の 個体 を 取 ら
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な け れ ば なら な い（ 先行 詞 と 部分 構 造 の 指示 レ ベ ルが 異 な る 必要 が ある

た め ）。 従 っ て ， read（‘ 読 む ’） の よ う な タ イ プ レ ベ ル の 個 体 を と る 動

詞 は 当 該 構文 に 生 じ るこ と が でき な い。 この よ う な， 目 的語 の指 示 レ ベ

ル に 関 す る動 詞 の 区 別は 日 英 語で 並 行 的 に観 察 さ れる と 主 張 した 。  

§5 .2 で は 非制 限 節 の 先行 詞 が 数量 詞 al l を含 む 場 合に 観 察 さ れる 文法

対 立 に つ いて 論 じ た 。非 制 限 節と 主 節 の 因果 関 係 が 数 量 詞 a l l の 生 起を

阻 む と す る 田 中 (2000c )の 主 張 と 非 制 限 節 が 因 果 関 係 を 表 せ な い た め 数

量詞 al l と整 合 しな いと す る 三木 (2001 )の主 張 を 実証 的 に 検 証し た 。 両

者 の 見 解 は ，非 制 限 節が 主 節 に対 し て 理 由を 表 し うる か ど う かで 決 定的

に 異 な る こと か ら ，関係 節 の 先行 詞 の 定 性と 関 係 節が 主 節 に 対し て 表し

う る 論 理 関係 の 相 関 性に つ い て考 察 し た 。そ の 結果 ，先 行 詞 が定 で あれ

ば 理 由 解 釈が ，先 行 詞が 不 定 であ れ ば 条 件解 釈 が 得ら れ る こ と が 明 らか

に な っ た （た だ し ， 外置 制 限 節が 理 由 解 釈を 受 け られ る と す る Ziv の事

実 観 察 に つ い て は 検 討 が 必 要 ）。 本 研 究 は ， 先 行 詞 が 固 有 名 詞 の 場 合 で

も 非 制 限 節が 主 節 に 対す る 理 由を 表 す こ とを 示 し ，三木 の 主 張 は 誤 りで

あ る と 主 張し た 。  

最後 に ， 非制 限 節 が 数量 詞 a l l を含 む 先 行詞 と 整 合す る 場 合 と整 合し

な い 場 合 があ る の は なぜ か と いう 疑 問 に 取り 組 ん だ。 本 研究 は， ① 数量

詞 al l を 含 む先 行 詞 が制 限 節 との み 整 合 する 場 合 ，② 制 限 節 ・非 制 限節

の い ず れ とも 整 合 す る場 合 ，③ 非制 限 節 との み 整 合す る 場 合 に区 別 し て，

そ れ ぞ れ の場 合 の 関 係節 と 主 節の 意 味 関 係を 考 察 した 。① の 場合 は 制限

節 の 主 語 名 詞 句 の 表 す 個 体 数 と 主 節 の 主 語 名 詞 句 の そ れ が そ ろ わ な け

れば な ら ない 。 これ は， 主 節主 語 の 数が 制限 節 主 語の 数 を 支 配し て い る

こ と を 意 味す る 。こ のよ う に 主節 の 内 容 が関 係 節 の内 容 に つ いて 影 響す

る よ う な 場合 ，非 制 限節 の 関 係代 名 詞 が 数量 表 現 を含 む 名 詞 句を 先 行詞
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に す る こ とは で き な い 。③ の 場 合は 関 係 節の 内 容 が主 節 の 内 容と 緊 密な

関 係 を 結 べな い 場 合 であ る 。 例え ば ， 関 係節 が for  d i f fe rent  reasons の

よ う な 句 を含 む 場 合 であ る 。こ の 場 合， 主節 と 関 係節 が 表 す 出来 事 は個

別 に と ら えら れ て い るた め ，そ れぞ れ が 数の 指 定 を含 ん で い て も 問 題 が

生 じ な い 。 ② の 場合 は， 主 節内 容 と 関係 節内 容 の 緊密 性 が 語 用論 的 に 推

論 で き る 場合 で ，そ の場 合 は 制限 節 が 選 択さ れ ， そ の よ うな 緊密 性 が キ

ャ ン セ ル され る 場 合 は， 非 制 限節 が 選 択 され る 。  
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第 6章  日本語における数量表現と関係節の相関  

 

 

 

 本 章 は ，日本 語 に おけ る 数 量表 現 と 関 係節 の 相 関関 係 に つ いて 論 じ る。

日本 語 の 文法 研 究 で は， 英 語 の 文 法 研究 と同 様 ， 数 量 表 現と 関係 節 が 個

別 に 扱 わ れる の が 一 般的 で あ る。 よ って ， 関 係 節が 数 量 表現 を含 む 場 合

や 主 名 詞（ 句 ）（ 関 係節 が 修 飾す る 名 詞 （ 句 ）） が 数量 表 現 を含 む 場 合の

統 語 的・意味 的 特 徴 を観 察 す るこ と に よ って ，こ れま で 見 逃 され て き た，

関 係 節 と 数量 表 現 の 個別 の 特 性 を 明 ら か にす る こ とが 期 待 さ れる 。  

本 章 の 構 成は 以 下 の とお り で ある 。§6 .1 では 数 量 表現 が 関 係 節化 され

た 場 合 に つ い て 考 察 す る 。 例 え ば ，‘ 学 生 が 数 人 試 験 に 落 ち た ’ は 次 の

類 似 す る 2 つ の 関 係 節に 対 応 する （［  ］は 関 係 節を 表 す）。  

 

 (1 )  a .  ［試 験 に 落ち た ］ 学 生の 人 数  

  b .  ［学 生 が 試験 に 落 ち た］ 数  

 

(1a )は 関 係 節 が ‘ 学 生 ’ を 修 飾 し ， そ の 属 格 形 が ‘ 人 数 ’ に 接 続 す る の

に対 し て， (1b )は 関 係節 が 直 接，‘ 数’を修 飾 す る。本研 究 は，特に (1b )

の よ う な 関 係 節 に 注 目 し ， (1a )の よ う な 関 係 節 と 統 語 的 ・ 意 味 的 に 比 較

する 。  

§6 .2 は ，関 係節 と 主 節の 論 理 関係 と 数 量 詞遊 離 文 の容 認 性 の 相関 につ

い て 論 じ る 。 廣 瀬 (1998 )は ， 関 係 節 の 内 容 が 主 節 の 内 容 の 原 因 を 表 す 場

合 に ， 数 量詞 遊 離 文 の容 認 性 が低 下 す る こと を 観 察し て い る 。  
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 (2 )  a .  山田 は そ こで［ その 後の 人 生 を一 変 さ せ る］1 冊 の 本を 買 った 。  

  b . ?*山田 は そ こで［ その 後 の 人生 を 一 変 させ る ］本を 1 冊 買 った 。  

（廣 瀬  1998）  

 

(2a )は 関 係 節 の 主 名 詞 が 連 体 数 量 詞 を 含 ん で い る が ， (2b )は 遊 離 数 量 詞

に な っ て いる 。 両文 では ， 関 係節 事 態（ 本を 買 う こと ） と主 節事 態 （ 山

田 の 人 生 が変 わ る こ と） が 原因 ・ 結 果の 関係 に あ る。 本 研究 は， 節 同士

の 論 理 関 係が 遊 離 数 量詞 の 容 認性 に 影 響 を与 え る と主 張 し ，その 理 由を

解明 す る 。  

§6 .3 で は，概 数 詞（‘ 2 ,3 個 ’な ど）の 数 量詞 遊 離 文の 統 語 的・意 味的

特 性 に つ い て 論 じ る 。 Kawashima  (1998)は ， 遊 離 数 量 詞 が 概 数 詞 で あ

るか ，基数 詞（‘ 3 個 ’な ど）で ある か に よっ て 容 認性 が 逆 転 する 現 象に

つ い て 考 察し て い る 。  

 

 (3 )  a . ??花 子が 積 ん であ った た く さん の み か ん箱 を 3 個投 げ 捨 て た（ こ

と）（ Kawashi ma の (31b)）  

  b .  花 子 が 積 ん で あ っ た た く さ ん の み か ん 箱 を 2 ,3 個 投 げ 捨 て た

（こ と ）（ Kawash ima の (33b)）  

 

こ の 文 法 対立 は ， 基 数詞 と 概 数詞 の 意 味 特性 の 違 いを 示 唆 す る。 本 研究

は ， 遊 離 数量 詞 の 先 行詞 に 含 まれ る 基 数 的数 量 詞 ‘た く さ ん ’と の 相関

に よ っ て 概数 詞 だ け が整 合 す ると 主 張 す る。  

§6 .4 は 各 節の 要 旨 を まと め る 。  
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6.1  遊離数量詞の関係節化 1  
 

6.1 .1  副 詞 と遊 離 数 量 詞  

「 名 詞 修 飾要 素 は 副 詞を 修 飾 でき な い」 とい う 一 般化 は， 副 詞が 名 詞

と は 対 照 的 な 性 質 を も つ こ と か ら 当 然 の こ と と し て 受 け 入 れ ら れ て い

る 。こ れを 明 示 的に 示し た 研 究と し て 奥 津 (1974)が あ る。奥 津 (1974 :  119 )

は (4a )から (4b )の よ うな 関 係 節（奥 津 の 用語 で は「 連体 修 飾 構造 」）が作

れ な い こ とを 観 察 し てい る 。  

 

 (4 )  a .  川が 静 か に流 れ る 。  

  b . *［ 川 が 流れ る ］ 静か  （ 奥津 の (4 .4 )の 1）  

 

奥 津 は ，こ の文 法 対 立を 次 の よう に 説 明 する 。(4a )で は 副 詞 の‘ 静か に’

は 動 詞 の ‘ 流 れ る ’ を 叙 述 し て い る が ， (4b )で は こ の 主 述 関 係 が 逆 転 し

て ‘ 流 れる ’ に よっ て‘ 静 か’ が 叙 述さ れて い る ため 副 詞 が 適切 に 機 能

しな い 。さ ら に， こ の副 詞 の 意味 特 性 を 踏ま え た うえ で ，奥 津は 遊 離 数

量 詞 の 文 法的 な 扱 い につ い て も述 べ て い る。(5a ) (6a)は 数 量 詞遊 離 文 で，

遊 離 数 量 詞（ 下 線部 ）が そ れぞ れ 先 行詞 の‘ 学 生・本’を 修 飾し て い る。

奥 津 (1974 :123 )は ， (5a ) (6a )の 数 量 詞 遊 離 文 で 遊 離 数 量 詞 を 関 係 節 化 す

ると (5b ) (6b )に 示 す よう に 非 文法 的 に な ると 指 摘 して い る 2。  

 

                                                   
1  本 節 は 田 中 ( 2 0 0 4 )に 大 幅 な 加 筆 修 正 を 行 っ た も の で あ る 。  
2  遊 離 数 量 詞 の 先 行 詞 に つ い て は ， 次 の よ う に 関 係 節 化 が 可 能 で あ る 。  
 
 ( i )  ［ 僕 が 3 冊 買 っ た ］ 本  
 
こ の 関 係 節 で は ， 遊 離 数 量 詞 の ‘ 3 冊 ’ は ‘ 本 ’ を 修 飾 し て お り ， 主 述 関 係 の 逆

転 は 起 こ ら な い 。 ( i )の よ う な 関 係 節 は ， 修 飾 さ れ る 名 詞 が タ イ プ 解 釈 を 受 け る

（‘ 本 ’は タ イ ト ル を 表 し ，‘ 3 冊 ’は そ の ト ー ク ン を 表 す ）。こ の 種 の 関 係 節 は § 6 . 3 . 5
で 取 り 上 げ る 。  
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 (5 )  a .  僕は 本 を 3 冊 買 っ た 。  

  b . *［ 僕 が 本を 買 っ た］ 3 冊  （奥 津 の (4 .9 )の 1）  

 (6 )  a .  昨日 こ こ に学 生 が 5 人 出 席 し た。  

  b . *［ 昨 日 ここ に 学 生が 出 席 した ］ 5 人  （ 奥 津 の (4 .9 )の 2）  

 

(5 ) (6 )の 遊 離 数 量 詞 と (4 )の 副 詞 が 関 係 節 化 に つ い て 並 行 的 に 振 る 舞 う こ

と か ら ， 奥津 は 遊 離 数量 詞 を 副詞 と し て 扱う べ き だと 主 張 す る。  

奥 津 の 主 張 に 対 し て ， 江 口 (2002 )は 遊 離 数 量 詞 の 関 係 節 化 が ， 遊 離 数

量 詞 に 一 定の 変 更 を 加え る こ とで 可 能 に なる と 主 張し て い る 。具体 的に

は ， 主 名 詞 と な る 数 量表 現 は ‘ 3 人 ’ と いっ た 具 体的 な 値 を 表す も ので

は な く ， 江 口 の 言 う 「 ス ケ ー ル 」 を 表 す 表 現 （ 例 え ば ‘ 人 数 ’） に 置 き

換 え な け れば な ら な い。  

 

 (7 )  a .  学生 が 3 人来 た。（ 江口 の (6a )）  

  b .  ［学 生 が 来た ］ 人 数 （江 口 の (7 )）  

 

(7b )が 書 き 言 葉 で 用 い ら れ る こ と は ま れ で あ る と 思 わ れ る が ， 話 し 言 葉

で 用 い ら れる こ と は 十分 に 予 想で き る し ，その 場 合 に意 味 解 釈が で きる

と い う 点 では 容 認 可 能で あ る と考 え ら れ る。  

江 口 (2002 )は ， (7b )の 関 係 節 が (7a )の 数 量 詞 遊 離 文 の 数 量 詞 を 関 係 節

化 さ れ る こ と に よ っ て 派 生 す る と 主 張 し て い る 。 (7b )の よ う に 数 量 を 直

接 限 定 す る関 係 節 を 「数 量 限定 型 」と 呼 ぶこ と に する 。 この 型は 英 語 に

は見 ら れ ない ( * th e  number  o f  whi ch  s tudents  came)。 (7b )に近 い 英 語

表 現 を 探 すと す れ ば the  number  o f  th e  s tuden ts  who  came に なる 。 こ

の 句 で は ，関 係 節が 個体 ( s tuden ts )を限 定し ，そ れに the  nu mber  o f（‘ ～



 

250 
 

の 数 ’） と い う 表 現 が 付 加 さ れ て い る 。 こ の よ う に 個 体 を 修 飾 す る 関 係

節 を 「 個体 限 定 型」 と呼 ぶ こ とに す る。 個体 限 定 型関 係 節 は ，次 に 示す

よ う に 日 本語 で も 可 能で あ る 。  

 

 (8 )  ［来 た ］ 学生 の 人 数  

 

(8 )の よ う な 個 体 限 定 型 関 係 詞 節 は 日 本 語 と 英 語 の 両 言 語 に 見 ら れ る

の に ， な ぜ (7b )の よ う な 数 量 限 定 型 関 係 節 は 日 本 語 に し か 見 ら れ な い の

であ ろ う か。 同 一 の 意味 を 表 すの で あ れ ば， 2 つ の 形式 は 不 要で あ ろう

か ら 両 者 には 何 ら か の違 い が ある も の と 思わ れ る 。本節 で は 数量 限 定型

関 係 節 と 個体 限 定 型 関係 節 の 統語 的 ・ 意 味的 特 性 につ い て ま とめ ， 両者

の 機 能 を 比較 す る 。  

 

6.1 .2  数 量 詞遊 離 文 と 数 量 限定型関係節の共通点  

江 口 (2002 )は ， (7b )の 数 量 限 定 型 関 係 節 が ， (7a )に 示 す 関 係 節 化 と 並

行 的 な プ ロセ ス が 適 用さ れ て 生成 さ れ る と主 張 す る。  

 

 (9 )  a .  節内 部 の 一要 素 を 消 去す る 。（ 江 口 の (5a )）  

  b .  消去 さ れ た要 素 を 節 の後 の 被 修飾 要 素 に する 。（江 口 の (5b )）  

 

た だ し ， (9b )の 「 消 去 さ れ た 要 素 」 を そ の ま ま 被 修 飾 要 素 （ ＝ 主 名 詞 ）

に す る の で は な く ，‘ 人 数 ’ の よ う な 「 ス ケ ー ル 」 の み を 表 す 表 現 （ 以

下 ，「 ス ケ ー ル 名 詞 」 と 呼 ぶ ） に 変 え て 主 名 詞 に し な け れ ば な ら な い と

江 口 は 述 べて い る 。  

数 量 詞 遊 離文 と 数 量 限定 型 関 係節 を 関 連 づけ る 根 拠と し て ，江口 は両



 

251 
 

構 文 の 類 似点 を 挙 げ て い る 。 以下 では 3 つの 主 要な 類 似 点 をま と め る。

第 一 に ，数 量限 定 型 関係 節 に 遊離 数 量 詞 を追 加 す ると 不 適 格 にな る とい

う 事 実 が ある 。  

 

 (10 )  a .  ［太 郎 が 寿司 を 食 べ た］ 量 （ 江口 の (14a )）  

  b . *  ［太 郎 が 寿司 を 30 個食 べ た ］量 （ 江 口 の (14b )）  

 

(9 )で見 た よう に ，関 係節 化 で は主 名 詞 に なる 要 素 を節 内 部 か ら削 除 しな

け れ ば な ら な い 。 (10b)の 非 文 法 性 は 遊 離 数 量詞 ‘ 30 個 ’ が 関 係節 化 さ

れ て 主 名 詞‘ 量 ’ に なっ た と 考え れ ば 自 然に 導 か れる 。  

第 2 の 類 似点 は ，遊 離数 量 詞 の 先 行 詞 に な る 名 詞（句 ）の 格 に関 する

制 約 が ，そ のま ま 数 量 限 定 型 の関 係 節 に も当 て は まる と い う 事実 で あ る。 

 

 (11 )  a . *  太 郎 は 工 具 で 3 つ コ ン ピ ュ ー タ ー を 修 理 し た 。（ 江 口 の (15 a )） 

  b . *［太 郎 が 工具 で コ ン ピュ ー タ ーを 修 理 し た］個 数（ 江 口の (15b)） 

 

遊 離 数 量 詞の 先 行 詞 にな れ る 名詞（ 句）の格 は ，ガ格 や ヲ格 が典 型 的 で，

道 具 の デ 格 や 起 点 の カ ラ 格 は 遊 離 数 量 詞 の 先 行 詞 に な り に く い こ と が

早 く か ら 指 摘 さ れ て い る （ 奥 津 (1969 ,  2007)， Shibatani  (1977)， 柴 谷

(1978)な ど ）。 (11a )の 遊 離 数 量 詞 ‘ 3 つ ’ は デ 格 名 詞 の ‘ 工 具 ’ を 先 行

詞 と す る こと は で き ない 。同様 に，(11b )の数 量 限 定型 関 係 節 で主 名 詞の

‘ 個 数 ’ は関 係 節 内 の‘ 工 具 ’と 関 係 を もつ こ と はで き な い 。  

第 3 の 類 似点 は ，名 詞句 内 部 の名 詞（ 句 ）が遊 離 数量 詞 の 先 行詞 にな

れ な い の と同 様 ，数 量限 定 型 関係 節 で も 主名 詞 （句 ） は関 係 節内 に あ る

名 詞 句 内 部の 名 詞 と 関係 を も てな い ， と いう 事 実 であ る 。  
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 (12 )  a . *  次郎 は ［ 友達 の ノ ー トを ］ 3 人 借り て い る。（ 江口 の (17a)）  

  b . *  ［次 郎 が［ 友 達の ノ ート を ］借 り てい る ］人 数（江 口 の (17b)）  

 

(12a)は ，遊 離数 量 詞‘ 3 人 ’の 先 行詞 を 名 詞 句 内部 の‘ 友 達 ’に 求 め ら

れな い こ とを 示 し て いる 。こ れ と並 行 的 に ，(12b )の数 量 限 定 型関 係 節で

は， 主 名 詞の ‘ 人 数 ’は 関 係 節内 の 当 該 名詞 句 と 関係 を 結 べ ない 。  

 以 上 ，数 量 詞 遊離 文と 数 量 限定 型 関 係 節の 類 似 点を 見 た 。 江口 は こ れ

ら の 類 似 点を 根 拠 に して ，数 量 限定 型 関 係節 が 数 量詞 遊 離 文 から 派 生し

た も の で ある と 結 論 づけ て い る。 本 研 究 は， 2 つ の 構文 の 派 生関 係 につ

い て は 中 立的 な 立 場 をと る が ，両構 文 に 意味 的 な 対応 関 係 が ある と いう

主 張 は 受 け入 れ る 。  

 

6.1 .3  数 量 限定 型 関 係 節 の 主名詞（スケール名詞）  

次 の 文 法 対立 が 示 す よ う に ，数 量限 定 型 関係 節 (7b )（ (13a )と して 再 掲）

は ， 主 名 詞と し て 具 体的 な 数 量を 表 さ な いス ケ ー ル名 詞 を 要 求す る 。  

 

 (13 )  a .  ［学 生 が 来た ］ 人 数 (= (7b) )  

  b .  *［ 学 生が 来 た ］ 3 人  

 

江口 (2002 )は，‘ 3 人 ’のよ う な数 量 詞 と‘ 人数 ’の よう な ス ケー ル 名詞

の 違 い に つい て 次 の よう に 述 べて い る。‘ 3 人’ は 形態 的 に ‘ 3’と い う

値 と ‘ 人 ’と い う ス ケー ル （ 数え 方 ） の 2 つ の要 素 に 分 解で き る。‘人

数 ’ は 値を も た ず， スケ ー ル のみ を 表 す が， 連 体修 飾 を 受け ると 値 を も

つ よ う に なる 。(13a )は学 生 が 何人 か 来 た とい う 事 態が あ っ て その 人 数を

指 し て い る 。一 方 ，‘ そ こに いた 3 人 ’のよ う に 数量 詞‘ 3 人 ’が連 体 修
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飾 を 受 け ると ‘ 3 人 ’は 指 示 的に な る 。  

次 の 表 は ‘ 3 人 ’ と ‘人 数 ’ の意 味 機 能 を比 較 し たも の で あ る。  

 

修 飾 節 の 有 無  

表 現  

修飾 節 な し  修飾 節 あ り  

‘ 3 人 ’  スケ ー ル ＋値  指示 対 象 をも つ  

‘ 人 数 ’  スケ ー ル  スケ ー ル ＋値  
 

表  6 .1 ‘ 3 人 ’ と ‘ 人 数 ’ の 意 味 機 能 の 対 比 （ 江 口 の (24 )）  

 

‘ 3 人 ’ と ‘人 数 ’ では ， 後 者の 意 味 機 能が 一 段 階後 退 し て いる こ とが

わ か る 。 すな わ ち ， 単独 で 用 いら れ た 場 合，‘ 3 人’ は 値 を もつ が ，‘人

数 ’ は も た な い 。 名 詞 修 飾 を 受 け る と ‘ 人 数 ’ は 値 を も つ よ う に な り ，

単 独 で 用 いら れ た 場 合の ‘ 3 人 ’の 意 味 機能 に 追 いつ く 。 と ころ が ，‘ 3

人 ’ が 名 詞修 飾 を 伴 うと 今 度 は指 示 対 象 をも つ よ うに な る 。  

表 6 .1 を 踏 ま え る と ， 数 量 限 定 型 関 係 節 の 主 名 詞 に な り う る 要 素 は ，

「 単 独 で はス ケ ー ル のみ を 表 し ，名 詞 修 飾を 受 け るこ と に よ って は じめ

て 値 を 得 るよ う な 表 現」（ 江口  2002 :12）と い う こと に な る 。  

江口 (2002 )は，数 量 限定 型 関 係節 の 主 名 詞と し て (13a)の よ うに 類 別詞

（ 江 口 の 用 語 で は 「 分 類 辞 」） を 含 む ス ケ ー ル 名 詞 （‘ 人 数 ’） を 用 い て

い る が ，筆 者 の 言語 直感 で は 類別 詞 を 含 まな い ス ケー ル 名 詞 （‘ 数’） を

用い た ほ うが す わ り がよ い 。  

 

 (13 )  a ’ .  ［学 生 が 来た ］ 数  
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筆 者 が 70 名 ほ どの 日本 語 母 国語 話 者 を 対象 に (13a ) (13a ’ )の 容認 可 能 性

を 調 査 し た と こ ろ ，  (13a )を 全 く 問 題 な く 容 認 す る 話 者 と (13a ’ )の ほ う

を 好 む 話 者に ２ 分 さ れた 。 この 事 実 は， 数量 限 定 型関 係 節 に おい て 主名

詞 （ ス ケー ル 名 詞） によ っ て 数え ら れ て いる 対 象 は何 か ，と いう 問 い と

密 接 に 関 わっ て い る と思 わ れ る。  

以 上 ，本 節 では 数 量 限定 型 関 係節 の 主 名 詞と な る スケ ー ル 名 詞に つい

て ま と め た。 次 節で は， 江 口分 析 で 不明 確な 点 を 指摘 し た う えで ， より

詳 細 に 数 量限 定 型 関 係節 の 特 性を 突 き 詰 める こ と にす る 。  

 

6.1 .4  数 量 限定 型 関 係 節 と 個体限定型関係節  

 (14a )に 例 示 さ れ る 個 体 限 定 型 関 係 節 は 日 本 語 と 英 語 に 共 通 し て 見 ら

れ る 形 式 であ る が ，(14b )に 例 示 され る 数 量限 定 型 関係 節 は 日 本語 に しか

見ら れ な い 。本 節 で は日 本 語 にこ れ ら の 2 つ の 形式 が 存 在 する 理 由 につ

い て 考 察 する 。  

 

 (14 )  a .  ［昨 日 こ こに 来 た ］ 学生 の 人 数  

  b .  ［昨 日 こ こに 学 生 が 来た ］ 数  

 

(14a )で は 関 係 節 に よ っ て 個 体 （ こ こ で は ‘ 学 生 ’） が 限 定 さ れ ， そ の う

え で 個 体 の数 （ 人数 ）が 問 題に さ れ てい る。 従 って ， 類 別詞 を含 む ス ケ

ー ル 名 詞 が続 い て も 問題 が 起 こら な い 。これ に 対 して ，(14b )では 主 名詞

の ‘ 数 ’ は ‘ 学 生 ’ と い う 名 詞 に よ っ て で は な く ，‘ 昨 日 学 生 が こ こ に

来 た ’と い う事 態 に よっ て 限 定さ れ て い る 。つ ま り ，ス ケ ー ル名 詞‘ 数’

に よ っ て 数え ら れ る 対 象 は 個 体で は な く ，個体 が 関 わっ た 事 態で あ ると

い う こ と にな る 。  
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 本 研 究 は ，数 量 限 定型 関 係 節と 個 体 限 定型 関 係 節の 意 味 機 能に つ いて

次 の 仮 説 を 立 て る 。  

 

 (15 )  個体 限 定 型関 係 節 と 数量 限 定 型関 係 節 の 意味 機 能  

  個 体 限 定 型 関 係 節 は 個 体 の 数 を 問 題 に す る の に 対 し て ， 数 量 限 定

型関 係 節 は事 態 の 数 を問 題 に する 。  

 

こ の 仮 説 が 正 し け れ ば ， ス ケ ー ル 名 詞 と し て  ‘ 人 数 ’ の よ う な 個 体 専

用 の 表 現 で は な く ，‘ 数 ’ の よ う な 事 態 を 数 え る こ と も で き る 表 現 で な

け れ ば な ら な い こ と に な る （ こ こ で 「 事 態 を 数 え る こ と も で き る 表 現 」

と し た 理 由と (1 4a )を容 認 す る話 者 の 扱 いに つ い ては あ と で 述べ る ）。  

事 態 を 数 える 構 文 と して の 数 量限 定 型 関 係節 の 特 性は ，対 応 する 数量

詞 遊 離 文 に由 来 す る と考 え ら れる 。第 3 章で 見 た よう に ，数 量詞 遊 離文

は 事 態 の 複数 性 を 含 意す る 。  

 

 (16 )  昨日 こ こ に学 生 が 5 人来 た 。  

 

こ の 文 は ， 学 生 が 来 る と い う 事 態 が 5 回 起 こ っ た こ と を 表 す 3。 (16 )

に 対 応 す る (14b )の 数量 限 定 型関 係 節 は ，個 体と 事 態 の対 応 関係 に よ って

事 態 に 焦 点が 当 て ら れる 。 すな わ ち， 事 態を 数 え るこ と が 個 体を 数 える

こ と と 同 じ に な る 。‘ 人 数 ’ よ り も ‘ 数 ’ の ほ う が 主 名 詞 と し て 好 ま れ

る の は 個 体 の 数 に 対 応 し た 事 態 を 数 え る ス ケ ー ル 名 詞 と し て 後 者 が 選

ばれ る た めで あ る と 考え ら れ る。 こ れに 関連 し て， 数 量 限定 型関 係 節 の

                                                   
3  た だ し ， 学 生 が 個 別 に 来 た か ， グ ル ー プ で 来 た か と い う （ 非 ） 同 時 性 に つ い て

中 立 で あ る 。 詳 し く は 第 3 章 § 3 . 4 . 1 の 議 論 を 参 照 の こ と 。  
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主 名 詞 と し て 類 別 詞 を 含 む ス ケ ー ル 名 詞 （ 例 え ば ‘ 人 数 ’） を 認 め る 話

者 に と っ ては ，数 量 限定 型 関 係節 の 事 態 に焦 点 を 当て る 形 式 とし て の意

味 合 い が 薄れ ， 個体 を数 え る こと で 事 態 を数 え て いる と 考 え られ る 。そ

の 結 果 ，主 名 詞 と し て‘ 人 数’ の よう な 個体 指 向 のス ケ ー ル 名詞 が 許 容

さ れ る の では な い か 。  

 な お ， 事 態 を 数 え る 点 では (14b )に 類 似 す るが ， 個 体 と 事 態が 1 対 1

に 対 応 し ない ス ケ ー ル名 詞‘ 回数 ’の 場 合と は 区 別し な け れ ばな ら な い。 

 

 (17 )  ［昨 日 こ こに 学 生 が 来た ］ 回 数  

 

こ の 関 係 節 は ， 事 態 の 数 だ け を 問 題 に す る の で イ ベ ン ト 読 み で あ る が ，

事 態 の 数 と個 体 の 数 が必 ず し も対 応 し な い。 例 えば ，個 体 の 同一 性 を問

わ ず ， 問 題 の 個 体 が 来 れ ば 事 態 が 起 こ っ た と 見 な す 。 従 っ て ， (17 )は 数

量 詞 遊 離 文で は な く ，次 の よ うな 文 と 対 応関 係 を 結ぶ 。  

 

 (18 )  昨日 こ こ に学 生 が 3 回来 た 。  

 

こ の 文 で は， 学 生が 来る と い う事 態 の 数 だけ に 焦 点が 当 た り ，個 体 の数

に つ い て は問 題 に し ない （ 3 回 と も 同じ 個体 だ っ たの か ， 3 回と も 違 う

個 体 だ っ たの か ，あ るい は 2 回に つ い て は同 じ 個 体だ っ た の か ，わ から

ない ） 4。こ れに 対 し て‘学 生が 3 人 来 た ’と言 え ば ，事 態 の 数と 個 体 の

                                                   
4  次 の 例 は 統 語 論 的 に は 個 体 限 定 型 関 係 節 の よ う に 見 え る が ， 意 味 論 的 に は む し

ろ 数 量 限 定 型 と 考 え な け れ ば な ら な い 。  
 
 ( i )  ［ 流 し た ］ 涙 の 数  
 
こ の 表 現 は 涙 粒 の 数 を 問 題 に し て い る の で は な く ，‘ 流 し た 涙 ’に よ っ て メ ト ニ ミ

ー 的 に 泣 く 事 態 を 指 し て い る 。従 っ て ，次 の 数 量 限 定 型 関 係 節 に 近 い 意 味 を 表 す 。  
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数 が 一 致 する 。  

こ れ ま で は ，ガ 格 名 詞を 先 行 詞と す る 遊 離数 量 詞 が関 係 節 化 され た 場

合を 見 て きた 。 以下 では ， ヲ格 名 詞 （句 ）を 先 行詞 と す る遊 離数 量 詞 が

関 係 節 化 され た 場 合 に注 目 す る 。 次 の例 では ， 主名 詞 の ‘鐘 ’は 関 係節

内 で ヲ 格 の文 法 機 能 を担 う 。  

 

 (19 )  大晦 日 に つい た 鐘 の 数  

 

こ の 関 係 節は 構 造 的 に 2 通 り に 曖 昧 で ，次に 示 す よう に そ れ ぞれ の 構造

に 応 じ て 「個 体 読 み 」と 「 イ ベン ト 読 み 」を も つ 。  

 

 (20 )  (19 )の 解釈  

  a .  個体 読 み ：大 晦 日 に つい た 鐘 の個 数  

 統語 構 造 ：［ N P［ 大 晦日 に つ いた ］ 鐘 ］ の数  

 対応 す る 文形 式 ： 私 は大 晦 日に 2 つ の 鐘 をつ い た 。  

  b .  イベ ン ト 読み ： 大 晦 日に 鐘 を つい た 回 数  

 統語 構 造 ：［ 大 晦日 につ い た］［ N P 鐘 の 数］  

 対応 す る 文形 式 ： 私 は大 晦 日 に鐘 を 2 回 つい た 。  

 

統 語 構 造 の 観 点 か ら 見 る と ， (20a )は 個 体 限 定 型 関 係 節 で あ る 。 つ ま り ，

関 係 節 が 主名 詞 の‘ 鐘’を限 定 し，そ の 主名 詞 が‘ 数’を 限 定す る 5。こ

                                                                                                                                                     
( i i )  ［ 涙 を 流 し た ］ 数  

 
こ の 関 係 節 は イ ベ ン ト 読 み で ， 泣 い た 回 数 を 問 題 に す る 。  

こ の よ う に メ ノ ニ ミ ー に よ っ て 個 体 名 詞 が が イ ベ ン ト 指 示 に な る こ と が あ る た

め ， 主 名 詞 が 個 体 名 詞 な ら ば そ れ を 限 定 す る 関 係 節 が 個 体 限 定 型 で あ る と 言 い 切

る こ と は で き な い 。  
5  こ こ で は つ い た 鐘 の 個 数 を 問 題 に し て い る の で ， つ い た 回 数 が 鐘 の 個 数 と 対 応



 

258 
 

の 構 造 と 組み 合 わ さ れる 解 釈 は個 体 読 み で ，つ い た 鐘の 個 数 を問 題 にす

る 。対 応 す る文 形 式 では 主 名 詞‘数 ’は‘ 2 つ ’の よ う な数 量詞 に な る。

(20b)の 統 語構 造 で はス ケ ー ル名 詞‘ 数 ’が 名 詞 句‘ 鐘 の数 ’に内 包 さ れ，

さら に 関 係節 に よ っ て 限 定 さ れ る 。従 っ て ，(20b )の関 係 節 は 数量 限 定型

と見 な さ れ る （ この よう な 関 係節 を 「数 量名 詞 句 限定 型 関 係 節」 と 呼ぶ

こ と に す る ）。 そ の 解 釈 は 鐘 を つ く 事 態 に 焦 点 を 当 て た イ ベ ン ト 読 み で

あ る 。対 応 す る文 形 式で は 主 名詞‘（ 鐘 の ）数 ’は‘ 2 回 ’のよ う な 数量

詞 で 置 き 換え ら れ る 。  

次に (19 )に 対 応す る 数量 限 定 型関 係 節 の 例を 考 え て み よ う 。  

 

 (21 )  大晦 日 に 鐘を つ い た 数  

 

主 名 詞 の スケ ー ル 名 詞‘ 数 ’は ， 関係 節 内の ヲ 格 名詞 の ‘鐘 ’と 意 味 的

に 関 係 す る 。 そ の 構 造 は (20b )の そ れ と 並 行 的 で あ る （ (20b )は 数 量 限 定

型 関 係 節 で ， 主 名 詞 句 の 主 要 部 ‘ 数 ’ が 関 係 節 に よ っ て 修 飾 さ れ る ）。

こ こ で 重 要 な の は ， (21 )の 解 釈 が イ ベ ン ト 読 み に な る こ と で あ る 。 す な

わ ち ， (21 )で は 鐘 を つ い た 回 数 の み が 問 題 で ， 鐘 の 個 数 は 問 題 に し て い

な い 6。 以 上を ま と め ると ， 次 のよ う に な る。  

 

 (22 )  (21 )の 解釈  

  イベ ン ト 読み ： 大 晦 日に 鐘 を つい た 回 数  

                                                                                                                                                     
す る 必 要 は な い 。 例 え ば ， 2 個 の 鐘 を つ い た 場 合 ， そ れ ぞ れ 1 回 ず つ つ く と つ い

た 回 数 は 2 回 と な る が ， 1 つ の 鐘 を 1 回 ， も う 1 つ の 鐘 を 2 回 つ い た と し て も ，

つ い た 鐘 の 個 数 は 依 然 と し て 2 個 で あ る 。  
6  事 態 と 個 体 を 対 応 さ せ る こ と が 可 能 で あ る か ら ， 例 え ば 鐘 を つ く 事 態 が 2 回 あ

れ ば ， そ れ ぞ れ 事 態 で 別 の 鐘 を つ く 状 況 を 想 定 で き る 。 そ の 場 合 の 鐘 の 個 体 数 は

2 と な る 。 こ の 解 釈 で は ど の 鐘 を つ い た か で は な く ， つ い た 回 数 に 焦 点 が 当 て ら

れ て い る 。  
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  統語 構 造 ：［ 大 晦日 に鐘 を つ いた ］［ N P 数］  

  対応 す る 文形 式 ： 私 は大 晦 日 に鐘 を 2 回 つい た 7。  

 

(19 )と (21 )で 可 能 な 解 釈 に 違 い が あ る と い う 事 実 は ， 数 量 限 定 型 関 係 節

に よ っ て 数 え て い る も の が 個 体 で は な く ， 事 態 で あ る と い う (15 )の 仮 説

を支 持 す る。  

こ れ ま で ，個体 限 定 型関 係 節 が個 体 に 焦 点を 当 て る 形 式 で あ るの に対

し て ， 数 量 限定 型 関 係節 は 事 態に 焦 点 を 当て る 形 式で あ る と 考え る 根拠

を見 て き た 。§6 .1 で 述べ た よ うに ，数 量 限定 型 の 関係 節 は 話 し言 葉 で 用

い ら れ ， 書 き言 葉 で は 個 体 限 定型 を 用 い るの が 一 般的 で あ る よう に 思わ

れ る 。 実際 ，イ ン タ ーネ ッ ト を利 用 し た 実例 の 収 集で も 数 量 限定 型 の実

例 は 限 定 的で あ る 。容認 可 能 な表 現 で あ るの に 実 例が 少 な い とい う 事実

が 示 唆 す るこ と は 何 であ ろ う か 。そ こ で 数量 限 定 型の 関 係 節 が用 い られ

る 文 脈 に つい て 考 え てみ た い 。  

数 量 限 定 型が 事 態 に 焦点 を 当 てる 形 式 で ある な ら ば ，個 体 の 数よ り も，

事 態 の 数（ 規 模 ）に 焦点 が 当 たる 。 結果 とし て ，意 外 性 や事 件性 と い っ

た 意 味 合 いを 帯 び る こと に な る（ 小 林 亜 希子 氏 と の私 信 ）。この こ と は，

数 量 限 定 型 関 係 節 と 個 体 限 定 型 関 係 節 に 述 部 を 続 け る と 次 の よ う な 対

                                                   
7  ヲ 格 名 詞 と 事 態 の 関 わ り に 注 目 す る た め に ， 対 応 す る 文 形 式 で は 主 語 を 定 名 詞

（‘ 私 ’） に し て あ る 。 ( 2 1 )の 関 係 節 内 の 主 語 が ‘ 参 拝 客 ’ の よ う な 不 定 名 詞 に す

る と ， 解 釈 が 曖 昧 に な る 。  
 
 ( i )  ［ 参 拝 客 が 大 晦 日 に 鐘 を つ い た ］｛ 数 / ? ?人 数 ｝  
 
こ の 表 現 は ( 2 2 )の よ う に 鐘 を つ い た 回 数 を 問 題 に す る 読 み と 鐘 つ き に 関 わ っ た 参

拝 客 の 数 を 問 題 に す る 読 み が 可 能 で あ る 。 後 者 の 解 釈 は ， 個 体 に 焦 点 を 当 て た 個

体 限 定 型 の 関 係 節 の 解 釈 に 近 く な る と 思 わ れ る 。  
 
 ( i i )  ［［ 大 晦 日 に 鐘 を つ い た ］ 参 拝 客 ］ の 人 数  
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立 が 観 察 さ れ る こ と から も 支 持さ れ る 8。  

 

 (23 )  数量 限 定 型  

  a .  ［ A 大 学に 学 生 が来 た］（ 人） 数 に は驚 いた 。  

  b .  ［ A 大 学 に 学 生 が 来 た ］（ 人） 数 は 誰 も 予 想 し な い ほ ど 多 か っ

た。  

  c .  *［ A 大学 に 学 生 が来 た ］（ 人 ） 数は 30 人 だっ た 。  

  d .? *［ A 大学 に 学 生 が来 た ］（ 人 ） 数を 学校 側 が 公表 し た 。  

 (24 )  個体 限 定 型  

  a .  ［ A 大 学に 来 た ］学 生の 人 数 には 驚 い た 。  

  b .  ［ A 大 学 に 来 た ］ 学 生 の 人 数 は 誰 も 予 想 し な い ほ ど 多 か っ た 。 

  c .  ［ A 大 学に 来 た ］学 生の 人 数は 30 人 だ った 。  

  d .  ［ A 大 学に 来 た ］学 生の 人 数 を学 校 側 が 公表 し た 。  

 

数 量 限 定 型 で は 個 体 数 に 言 及 す る 述 語 は す わ り が 悪 く ，‘ 予 想 し な い ほ

ど ’ や ‘ … に は驚 い た’ の よう な 事 態に 対す る 評 価と 見 な せ る述 語 が 自

然 で あ る。 こ の よう に数 量 限 定型 は 事 態 に注 目 し た形 式 で あ り， 個 体限

定 型 に 比 べて 用 い ら れる 環 境 が制 限 さ れ る。 ま た， 上 の 対 立 は単 に 個体

数 に 言 及 する 場 合 の 無標 の 形 式が ，個 体 限定 型 で ある こ と も 示し て い る。 

 

6.1 .5  量 を 表す ス ケ ー ル 名 詞  

本 節 は ，ス ケー ル 名 詞が 量 を 表す 場 合 に 注目 す る 。(25a )の 数 量限 定型

関 係 節 と (25b)の 個 体限 定 型 関係 節 を 解 釈に つ い て比 較 し て みよ う 。  

                                                   
8  ( 2 3 ) ( 2 4 )は 小 林 亜 希 子 氏 の 指 摘 に よ る 。 著 者 の 言 語 直 感 で は ， 関 係 節 の 主 名 詞

（ ス ケ ー ル 名 詞 ） が ‘ 人 数 ’ の よ う に 類 別 詞 を 含 む と す わ り が 悪 い が ， そ れ を 取

り 除 け ば 小 林 氏 の 容 認 性 判 断 と 同 じ に な る 。  
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 (25 )  a .  ［太 郎 が 寿司 を 食 べ た］ 量 (= (10a ) )  

  b .  ［ N P［ 太 郎が 食 べ た ］寿 司 ］ の量  

 

こ れ ら の 関係 節 を 分 析す る う えで ， 2 つ の問 題 を 解決 し な け れば な らな

い。 1 つ は‘ 量 ’ の 扱い で ， 今 1 つ は ‘ 寿司 を 食 べる ’ と い う述 語 の 扱

い で あ る。‘ 寿 司を 食 べる ’と いう 述 語 は，対象 が「 非有 界 的 」(unbounded )

で あ る た めに「 活動 動詞 」(a ct i v i ty  verb )に 分 類 され る ( c f .  Vendler  1967 ,  

Tenny  1987 )。 こ の 述 語 は ， 事 態 の 進 行 に 応 じ て 食 べ ら れ る 対 象 が 漸 次

的 に 増 え る と い う 語 彙 特 性 を も つ 9。 従 っ て ，‘ 鐘 を つ く ’ の よ う に 対 象

の 増 減 な しに つ く 回 数が 増 え る事 態 と は 決定 的 に 異な る 。と は言 え ，‘寿

司 を 食 べ る’ と いう 事態 は 数 のス ケ ー ル に基 づ い てと ら え る こと も ，量

の ス ケ ー ルに 基 づ い てと ら え るこ と も 可 能で あ る。 例 え ば， 食 べ る 寿司

を 数 で と らえ れ ば (26a)に な り ， 量 でと らえ れ ば (26b)に な る。  

 

 (26 )  a .  僕は 寿 司を 20 貫 食 べた 。 → ［僕 が 寿 司 を食 べ た ］数  

  b .  僕は 寿 司を 2 人 前 食 べた 。 → ［僕 が 寿 司 を食 べ た ］量  

 

(26a)は 遊 離 数 量 詞 ‘ 20 貫 ’ を 含 み ， 対 応 する 数 量 限 定 型 関 係 節で は 数

の ス ケ ー ル名 詞 が 主 名詞 に な る 。一 方 ， (26b)は 遊 離数 量 詞‘ 2 人前 ’を

含 む が ，対 応す る 数 量限 定 型 関係 節 で は 量の ス ケ ール 名 詞 が 主名 詞 にな

る 。 数 のス ケ ー ル名 詞が 主 名 詞で あ る 数 量限 定 型 関係 節 は， 事態 を 数 え

て い る と 仮定 し た の で ， (26a )では‘ 20 貫（の 寿 司）’が事 態の 数 を 表し

て い る こ とに な る 。これ は 前 節で 見 た イ ベン ト 読 みと 並 行 的 な解 釈 であ

                                                   
9  こ の よ う な 対 象 は ，一 般 に「 漸 次 的 増 加 対 象 」 ( i n c r e m e n t a l  t h e m e )と 呼 ば れ る

( c f .  Te n n y  1 9 8 7 ,  1 9 9 4 ;  K r i f k a  1 9 8 9 ;  D o w t y  1 9 9 1 )。  
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る 。 こ れに 対 し て， 量の ス ケ ール 名 詞 が 主名 詞 で ある 数 量 限 定型 関 係節

の 場 合 ， 事 態 を 数 え て い る と は 言 え な い 。 (26b )は，‘ 2 人 前 ’ が 表 す 量

に 達 す る ま で 寿 司 を 食 べ る 行 為 が 継 続 し た こ と を 表 し て い る 。 つ ま り ，

(25a )で は 関 係 節 が 表 す 事 態 の 進 行 に 応 じ て 累 積 し た 寿 司 の 量 を 問 題 に

し て い る こと に な る 。こ の 解 釈を 「 累 積 量読 み 」 と呼 ぶ こ と にす る 。  

(25b)の 関 係節 は 個 体を 限 定 し ，そ れ が スケ ー ル 名詞‘ 量 ’にか か るた

め ，最 終 的 に 個 体 の 量 が 問 題 にな る 。意 味的 に は ，太郎 が 食 べた 対 象（個

体 ）を 特定 し，そ の 個体 の 量 を問 題 に し てい る 。な お， (25b )は次 の 統語

構 造 を 与 え， 数 量 名 詞句 限 定 型関 係 節 と 見る こ と もで き る 。  

 

 (25 )  b ’ .  ［太 郎 が 食べ た ］［ N P 寿司 の 量 ］  

 

こ の 場 合， ス ケ ール 名詞 の ‘量 ’ が 名詞 句を 形 成 し， 関 係節 がそ の 主 要

部（ ＝‘量 ’）を 限 定す る 。よっ て ， (25b ’ )は数 量 限定 型 関 係節 と 見 なさ

れ， そ の解 釈 は 累積 量読 み に なる 。 すな わち ， 太郎 が 寿 司を 食べ る と い

う 事 態 を 通じ て 累 積 した 寿 司 の量 を 指 し てい る 。  

数 量 限 定 型 と 個 体 限 定 型 の 解 釈 の 違 い を ま と め る と 次 の よ う に な る 。 

 

 (27 )  数量 限 定 型  

  a .  ［太 郎 が 寿司 を 食 べ た］ 量 (= (25a ) )  

  b .  ［太 郎 が 食べ た ］［ N P  寿司 の 量 ］  

   解釈 ： 太 郎が 寿 司 を 食べ る こ とに よ っ て 累積 し た 寿司 の 量  

 (28 )  個体 限 定 型  

  ［ N P［ 太 郎が 食 べ た ］寿 司 ］ の量 (= (25b ) )  

  解釈 ： 太 郎に よ っ て 食べ ら れ た寿 司 の 量  
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数 量 限 定 型は 事 態 の 進行 と と もに 累 積 し た寿 司 の 量を 表 す が ，個体 限定

型 は 食 べ た寿 司 の 数 を限 定 し， そ の 量を 問題 に し てい る 。結 局は ， どち

ら の 関 係 節 も 寿 司 を 食 べ る と い う 事 態 に お い て 消 費 さ れ た 寿 司 の 量 を

表 し て い る点 で は 同 じ で あ る 。  

次 に ，量 のス ケ ー ル 名詞 の もう 1 つ の 例 とし て‘ 距離 ’を 考 えて みよ

う 。‘ 距 離 ’ と ‘ マ ラ ソ ン コ ー ス を 走 る ’ と い う 述 語 で 次 の 関 係 節 が 構

成 で き る 。  

 

 (29 )  a .  ［金 田 が （そ の ） マ ラソ ン コ ース を 走 っ た］ 距 離  

  b .  ［［ 金 田が 走 っ た］［（そ の ）マ ラ ソ ンコ ース ］］の 距 離  

 

‘（ そ の） マ ラソ ン コー ス ’ は有 界 的な 名詞 （ 句） な の で ‘（そ の） マ ラ

ソ ン コ ー ス を 走 る ’ と い う 述 語 は 「 達 成 動 詞 」 (a ccompl ish men t  verb )

に 分 類 さ れる ( c f .  Vendler  1967 ,  Tenny  1987 )。こ の 語 彙特 性に よ っ て，

‘ 寿 司 を 食 べ る ’ の 場 合 と 異 な り ， (29a )と (29b )は 異 な る 意 味 を 表 す こ

と に な る 。まず ， (29a)の 関係 節 は数 量 限 定型 な の で ，そ の 解 釈は 累 積 量

読 み に な る 。 す な わ ち ，‘ 金 田 が そ の マ ラ ソ ン コ ー ス を 走 る ’ と い う 事

態で 累 積 した 距 離 を 表す 。 ここ で 注 目す べき は ， 定 名 詞 の‘ その マ ラ ソ

ン コ ー ス ’ と 主 名 詞 の ‘ 距 離 ’ が 部 分 関 係 を 結 ぶ こ と で あ る 。 つ ま り ，

(29a)は 次 のよ う な 数量 詞 遊 離文 に 対 応 する 。  

 

 (30 )  金田 は そ のマ ラ ソ ン コー ス を 5 キ ロ 走 っ た。  

 

こ の 文 に お い て ‘ そ の マ ラ ソ ン コ ー ス ’ と ‘ 5 キ ロ ’ の 意 味 関 係 は ， I

部 分 関 係 にな る（‘ 僕は そ の 本を 100 ペ ージ 読 ん だ’に おけ る‘ そ の本 ’
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と‘ 100 ペー ジ ’ の 部分 関 係 と同 類 ）。  

次に (29b )であ る が ，一見 ，個 体限 定 型 関係 節 の よう だ が ，主名 詞 句 が

特 定 名 詞 句 の ‘ その マラ ソ ン コー ス ’で ある た め， 問 題 の関 係節 は 非 制

限 的 関 係 節 に な り ，主名 詞 句 を限 定 し な い。結 果と し て，(29b)の 意味 は，

‘（ そ の）［ 金 田 が走 った ］ マラ ソ ン コー スの 距 離’ と 同 義に なる 。 つま

り， 実 際に 金 田 が走 った 距 離 では な く， 特定 の マ ラソ ン コ ー スの 距 離 を

指 す 。ま た ，(29b )が 金田 の 走 った 距 離 を 指さ な い こと か ら ，次の 数 量名

詞 句 限 定 型関 係 節 の 構造 を 付 与で き な い と結 論 づ けら れ る 。  

 

 (31 )  #［ 金田 が 走 った ］［ N P（ そ の ）マ ラ ソ ン コー ス の 距離 ］  

 

 (29 )に お い て 金 田 が 実 際 に 走 っ た 距 離 を 指 せ る の は (29a )だ け で あ る

こ と か ら，数 量 限定 型関 係 節 が 次 の よ う な意 味 機 能を も つ こ とが わ か る。

す な わ ち ，述 語 に 定 名詞 が 含 まれ ， そ れ が 主 名 詞 （句 ） と 部 分関 係 を結

ぶ よ う な 関係 節 は ，個体 限 定 型で は な く ，数 量限 定 型 にな る 。 (29a)の 数

量 限 定 型 関係 節 は I 部分 関 係 を表 す（‘ その マ ラ ソン コ ー ス ’と 主名 詞 の

‘ 距 離 ’の 部分 関 係 ）が ，次 に 示 すよ う に M 部 分 関係 や T 部分 関 係 も 表

す こ と が で き る 。 (32 )は 数 量 限 定 型 関 係 節 で ， そ れ ぞ れ (33 )の 数 量 詞 遊

離 文 に 対 応す る 。  

 

 (32 )  a .  ［僕 が そ のり ん ご を 食べ た ］（ 個 ） 数 1 0  

  b .  ［僕 が そ の本 を 買 っ た］（ 冊） 数  

                                                   
1 0  ‘ そ の り ん ご ’ が テ ー ブ ル に あ っ た り ん ご を 指 す 場 合 に M 部 分 関 係 の 解 釈 が

得 ら れ る 。一 方 ，‘ そ の り ん ご ’が タ イ プ 指 示 に な る と T 部 分 関 係 の 解 釈 と な り ，

( 3 2 b )と 並 行 的 に な る 。な お ，最 初 の‘ そ の り ん ご ’を タ イ プ 名 詞 句 と 見 な す 分 析

に つ い て は ， 第 3 章 § 3 . 4 . 2 の 議 論 を 参 照 の こ と 。  
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 (33 )  a .  僕は そ の りん ご を 2 個食 べ た 。  ［ M 部 分 関 係］  

  b .  僕は そ の 本を 2 冊 買 った 。  ［ T 部 分 関係 ］  

 

興 味 深 い こと に ，数 量名 詞 句 限定 型 関 係 節で は ，M 部分 関 係 と T 部分

関 係 で 次 の関 係 節 の 容認 性 が 逆転 す る 。  

 

 (34 )  a .  #［ 僕 が食 べ た］［ N P そ のり ん ごの 個 数 ］  

  b .  ［僕 が 買 った ］［ N P その 本 の 冊数 ］  

 

(34a)は‘ その り ん ご の個 数 ’と 同義 に し か解 釈 で きず ，関 係 節が‘ 個 数’

を限 定 す る統 語 構 造 では 意 味 的に 矛 盾 す る（ そ の りん ご の 個 数と 僕 が食

べ た り ん ごの 個 数 が 衝突 す る ため ）。こ れは (31 )の I 部分 関 係の 場 合 と並

行 的 な 振 る舞 い で あ る。こ れと 対 照 的に ， (34b )は‘ 僕 が買 っ た（ そ の本

の ）冊 数’と 同 義に なり ，意 味的 な 矛盾 を起 こ さ ない 。これ は‘ そ の 本’

が タ イ プ 解釈 を 受 け ，‘そ の 本 の冊 数’が 意味 を な さな い た め ，関 係 節が

‘ 冊 数 ’ を限 定 す る こと を 阻 止し な い た めで あ る と考 え ら れ る。 ま とめ

る と ，数 量 限 定型 関 係節 の 主 名詞 句 が 部 分関 係 を 表す 場 合 ， M 部分 関 係

と I 部 分 関係 は 容認 され な い が， T 部 分 関係 は 容 認さ れ る 。  

 本 節 は ，量 の ス ケ ール 名 詞 が主 名 詞 に なる 数 量 限定 型 関 係 節に 注 目し

た。 量 の スケ ー ル 名 詞と 数 の スケ ー ル 名 詞と の 違 いは ， 前 者 が 関 係 節 が

表 す 事 態 を通 じ て 累 積し た 量 を問 題 に す るの に 対 して ， 後 者 は 個 体 と事

態 の 対 応 関係 に 基 づ いて 事 態 を間 接 的 に 数え る ， とい う 点 で ある 。  

 

6.1 .6  数 の スケ ー ル 名 詞 と 量のスケール名詞の比較  

最 後 に ， 数の ス ケ ー ル名 詞 と 量の ス ケ ー ル名 詞 を 比較 す る 。 次の 数量
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詞 遊 離 文 では ， そ れ ぞれ 個 体 数量 詞 の ‘ 2 本’ と 内容 数 量 詞 の‘ 2 パイ

ン ト ’ が 先行 詞 で あ る‘ ギ ネ ス’ か ら 遊 離し て い る。  

 

 (35 )  a .  昨夜 ， ジ ョン は パ ブ でギ ネ スを 2 本 飲 ん だ。  

  b .  昨夜 ， ジ ョン は パ ブ でギ ネ スを 2 パ イ ン ト飲 ん だ 。  

 

以 下 は ， (35 )に 対 応 す る 個 体 限 定 型 関 係 節 と 数 量 限 定 型 関 係 節 を 示 し た

も の で あ る。  

 

 (36 )  a .  ［［ 昨 夜， ジ ョ ンが パブ で 飲 んだ ］ ギ ネ ス］ の 本 数  

  b .  ［［ 昨 夜， ジ ョ ンが パブ で 飲 んだ ］ ギ ネ ス］ の 量  

 (37 )  a . ?*［昨 夜 ， ジョ ン がパ ブ で ギネ ス を 飲 んだ ］ 数  

  b .  ［昨 夜 ， ジョ ン が パ ブで ギ ネ スを 飲 ん だ ］量  

 

(36 )の 個 体 限 定 型 で は ， 主 名 詞 と し て 数 の ス ケ ー ル 名 詞 と 量 の ス ケ ー ル

名 詞 の い ず れ も 許 容 さ れ る 1 1。 (37 )の 数 量 限 定 型 で は ， 主 名 詞 と し て 量

の ス ケ ー ル名 詞 は 問 題な い が， 数 の スケ ール 名 詞 はす わ り が 悪い （ スケ

ー ル 名 詞 を‘ 本 数 ’ とし て も 容認 性 は 回 復し な い）。  

数 量 限 定 型 関 係 節 に お い て 数 の ス ケ ー ル 名 詞 と 量 の ス ケ ー ル 名 詞 で

容 認 性 の 対立 が 生 じ る原 因 と して ，関 係 節の 表 す 事態 の 意 味 特性 が 考え

ら れ る 。 す な わ ち ，‘ ギ ネ ス を 飲 む ’ と い う 事 態 は ギ ネ ス の び ん の 本 数

で 計 量 さ れる の も で はな い 。通 常 ，我 々 は ギ ネ スを 2 本 飲 む か 4 本 飲む

                                                   
1 1  ( 3 6 )の 関 係 節 は ， 数 量 名 詞 句 限 定 型 と し て 解 釈 す る こ と も で き る 。  
 
 ( i )  a .  ［ 昨 夜 ， ジ ョ ン が パ ブ で 飲 ん だ ］［ N P ギ ネ ス の 本 数 ］  
  b .  ［ 昨 夜 ， ジ ョ ン が パ ブ で 飲 ん だ ］［ N P ギ ネ ス の 量 ］  
 
関 係 節 は 数 量 名 詞 句 の 主 要 部（‘ 本 数・量 ’）を 限 定 し ，解 釈 は 累 積 量 読 み に な る 。  
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か で 事 態 をと ら え て い な い 。む し ろ， ギ ネス を 飲 むと い う 事 態を 通 じて

累 積 し た ギネ ス の 量 を問 題 に する ほ う が 自然 で あ る。 従 って ，数 量 限定

型 の 形 式 で は 量 の ス ケ ー ル 名 詞 が 選 ば れ る も の と 思 わ れ る 。 こ の 点 で ，

先に 見 た‘ 学 生 がこ こに 来 る’ や ‘ 大晦 日に 鐘 を つく ’ など の事 態 と は

本 質 的 に 異な る 。こ れに 対 し て， 個 体限 定型 関 係 節で は 関 係 節に よ っ て

個 体 が 決 定さ れ る だ けな の で ，あと で 数 と量 の ど ちら に 言 及 して も 問題

が 生 じ な いの で あ る 。  

 

6.1 .7  ま と め  

 §6 .1 は 遊離 数 量 詞 が関 係 節 化さ れ た ，‘ 僕が り ん ごを 食 べ た（個 ）数 ’

の よ う な 句 に つ い て 考察 し た。 本 研 究は ，こ の 種の 関 係 節を 数量 限 定 型

と 呼 び ，‘ 僕 が 食 べ た り ん ご の 数 ’ の よ う な 個 体 限 定 型 関 係 節 と 区 別 し

た。 そ して ， 数量 限 定型 関 係 節と 個 体 限 定型 関 係 節の 統 語 的 ・意 味 的特

性 を 比 較 した 。  

本 研 究 は ，個体 限 定 型関 係 節 が個 体 に 焦 点を 当 て る形 式 で あ るの に対

し て ， 数 量 限 定 型 関 係 節 は 事 態 に 焦 点 を 当 て る 形 式 で あ る と 仮 定 し た 。

こ れ に よ っ て ， 例 え ば ‘ 大 晦 日 に 鐘 を つ い た 数 ’（ 数 量 限 定 型 ） が 鐘 の

個 数 で は な く ， 鐘 を つ い た 回 数 に 焦 点 を 当 て る こ と が 自 然 に 導 か れ る 。

ま た ， 当 該 関係 節 が 事態 の 意 外性 や 事 件 性を 表 す 述語 と 整 合 する こ とも

説 明 で き る 。 さ ら に ，‘ 僕 が 寿 司 を 食 べ た 量 ’ の よ う に 数 量 限 定 型 関 係

節 の 主 名 詞が 量 の ス ケー ル 名 詞の 場 合 は ，数の ス ケ ール 名 詞 の場 合 と異

な り ， 事 態を 通 じ て 累積 し た 個体 の 量 が 問題 に な ると 主 張 し た。  
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6.2  複合名詞句からの数量詞遊離 1 2  
 

日 本 語 数 量詞 遊 離 文 の研 究 は，特 に初 期 段階 の 60 年 代末 か ら 80 年 代

に か け て 当 該 構 文 の 基 底 文 や 遊 離 数 量 詞 の 統 語 構 造 上 の 位 置 と い っ た

統 語 的 特 徴の 解 明 に 関心 が あ った（ 奥 津 (1969 ) ,  井 上 (1976 ,  1978 ) ,  神尾

(1977 ) ,  柴谷 (1978 ) ,  Mi yagawa  (1989 )な ど）。 90 年 代ご ろ か ら は ， 研 究

の 関 心 が 数 量 詞 遊 離 文 の 意 味 論 的 特 徴 の 解 明 に 移 っ て い る （ Kaga 

(1987 )，加 賀 (1992 ,  1997 )，三原 (1998 )，高見 (1998a ,  1998b)，加藤（ 重 ）

(2003 )な ど）。本 研 究 は遊 離 数 量詞 が 基 底 生成 さ れ ると い う 立 場を と る が，

関 連 文 献 にお け る 慣 例に 基 づ き「 遊 離 」 とい う 名 称 を 用 い る 1 3。  

 近 年 の 数量 詞 遊 離 文の 研 究 で扱 わ れ る 言語 デ ー タは ，遊 離 数量 詞 が修

飾 す る 名 詞（ ＝ 先行 詞） が 単純 名 詞 であ る場 合 が 一般 的 で あ る。 初 期の

研 究 で は ， 例 え ば 井 上 (1977 )が 指 摘 し た よ う な ， 遊 離 数 量 詞 の 先 行 詞 が

関 係 節 を 内包 す る 名 詞句 （ ＝複 合 名 詞句 ）で あ る例 も 見 られ たが ， 当時

は 遊 離 数 量詞 の 移 動 分析 の 可 否に 議 論 が 集中 し ，遊 離数 量 詞 の先 行 詞が

単 純 名 詞 の場 合 と の 比較 な ど の議 論 に 結 びつ く こ とは な か っ た 1 4。  

 

 (38 )  a .  前を 走 っ てい た 乗 用 車が 2 台 つか ま っ た 。（ 井 上の (35b )）  

  b .  並 ん で 走 っ て い た 数 台 の ト ラ ッ ク が ガ ー ド レ ー ル に み ん な ぶ

つか っ た。（ 井 上の (49 )）  

 

本 節 で は 複合 名 詞 句 から 数 量 詞が 遊 離 す る場 合 に 注目 し ，そ こで 見ら

                                                   
1 2  本 節 は 田 中 ( 2 0 0 0 b )に 大 幅 な 加 筆 修 正 を 行 っ た も の で あ る 。  
1 3  三 原 ( 1 9 9 8 )は ，数 量 詞 の 移 動 分 析 に 由 来 す る「 数 量 詞 遊 離 文 」と い う 名 称 を 避

け ，「 数 量 詞 連 結 構 文 」 と い う 名 称 を 提 案 し て い る 。  
1 4  ( 3 8 b )に 例 示 さ れ る ，2 つ の 数 量 詞（‘ 数 台・み ん な ’）を 含 む 遊 離 数 量 詞 文 は ，

筆 者 の 知 る 限 り K a w a s h i m a  ( 1 9 9 8 )が 取 り 上 げ る ま で 分 析 さ れ て こ な か っ た 。 こ

の 種 の 構 文 は § 6 . 3 で 考 察 す る 。  
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れ る 意 味 的特 性 に つ いて 考 察 する 。  

 

6.2 .1  主 節 と関 係 節 の 論 理 関係と遊離数量詞  

廣 瀬 (1998 )は，(2a ) (2b)の 最小 対 立（ (39a) (39b )と し て 再掲 ）に 基づ き ，

遊 離 数 量 詞の 先 行 詞 が複 合 名 詞句 の 場 合 ，容認 性 が 低下 す る 場合 が ある

と 指 摘 し てい る 。  

 

 (39 )  a .  山田 は そ こで［ その 後の 人 生 を一 変 さ せ る］1 冊 の 本を 買 った 。  

(= (2a) )  

  b . ?*山田 は そ こで［ その 後 の 人生 を 一 変 させ る ］本を 1 冊 買 った 。  

(= (2b) )  

 

(39a)は 連 体 数 量 詞 文 で 容 認 さ れ る が ， 対 応 す る (39b)の 数 量 詞 遊 離 文 は

容 認 性 が 低い 1 5。興 味 深い の は， (39b )と 同様 に 遊 離数 量 詞 の 先行 詞 が 複

合 名 詞 で あっ て も ， 容認 さ れ る 場 合 が あ ると い う こと で あ る 。  

 

 (40 )  ［あ な た の人 生 を 一 変さ せ た ］本 を 1 冊 挙げ て く ださ い 。  

                                                   
1 5  ( 3 9 b )の 遊 離 数 量 詞 を N Q C 型（ 先 行 詞 と 格 助 詞 の 間 に 生 じ る 遊 離 数 量 詞 ）に 変

え る と 容 認 さ れ る 。  
 
 ( i )  山 田 は そ こ で ［ そ の 後 の 人 生 を 一 変 さ せ る ］ 本 1 冊 を 買 っ た 。  
 
N Q C 型 は ，一 般 的 な 遊 離 数 量 詞 と 異 な り ，先 行 詞 が 定 名 詞 で も 部 分 関 係 を 表 さ な

く て よ い （ 第 3 章 § 3 . 4 . 3 を 参 照 ）。  
 
 ( i i )  私 の 研 究 室 に は パ ソ コ ン が 2 台 あ る 。  
  a .  *  今 朝 ， そ の パ ソ コ ン が 2 台 突 然 故 障 し た 。  （ ＝ 第 3 章 ( 7 9 b )）  
  b .  今 朝 ， そ の パ ソ コ ン 2 台 が 突 然 故 障 し た 。  （ ＝ 第 3 章 ( 7 9 c )）  
 
( i i a )は ‘ そ の パ ソ コ ン ’ が 3 台 以 上 で 遊 離 数 量 詞 が 部 分 解 釈 を 受 け ら れ れ ば 容 認

さ れ る が ， 第 1 文 の 内 容 と 意 味 的 に 矛 盾 す る 。 一 方 ， ( i i b )の 遊 離 数 量 詞 は 部 分 解

釈 を 受 け な く て も 容 認 さ れ る 。た だ し ，N Q C 型 の 遊 離 数 量 詞 の 部 分 解 釈 に つ い て

は 容 認 性 判 断 に 揺 れ が 見 ら れ る （ 第 3 章 の 注 5 2 を 参 照 ）。  
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（廣 瀬  1998）  

 

(39b)と (40 )の 本質 的 な違 い は ，① 関 係 節 の目 的 語 と② 関 係 節 の時 制 ，の

2 点 で あ る 。 ① に つ い て は ， (39b )の 関 係 節 に 含 ま れ る ‘ そ の 後 の 人 生 ’

は 主 節 事 態の 時 点（ 以下 ，「主 節 時 」と呼 ぶ），すな わ ち 本を 買っ た 時 点，

を 受 け る が ， (40 )の 関 係 節 に 含 ま れ る ‘ あ な た の 人 生 ’ は 主 節 時 へ の 依

存 は な い 1 6。② に つい ては ， (39b )で は関 係節 の 時 制形 式 が ル 形，主 節 の

時 制 形 式 がタ 形 で 主 節事 態 が 関係 節 事 態 より も 先 に実 現 す る （ A 事 態が

B 事 態 より も 先 行す るこ と を A＜ B と 表 記す る ）1 7。一方 ，(40 )で は 関 係

                                                   
1 6  橋 本 ( 1 9 9 5 a )が 指 摘 す る よ う に ， 非 状 態 的 な 述 部 で あ れ ば 主 節 の 表 す 出 来 事 の

成 立 時 点 を 「 主 節 時 」 と 見 な す こ と が で き る が ， 次 の よ う に 状 態 的 な 述 部 で は そ

れ が で き な い 。  
 
 ( i )  明 日 ［ 無 事 に 帰 っ て き た ］ 人 は ， き っ と 全 員 救 命 具 を つ け て い る に 違 い

な い 。（ 橋 本 ( 1 9 9 5 a )の ( 2 )）  
 
こ の 例 で は ， 主 節 の 述 語 ‘ 救 命 具 を つ け る ’ の 成 立 時 を 主 節 時 と す る こ と に は 問

題 が あ る 。 な ぜ な ら 関 係 節 時 よ り も ま え で あ る 解 釈 が 普 通 だ か ら で あ る 。 橋 本 は

従 属 節 時 の 基 準 と な る 主 節 時 が ， R e i c h e n b a c h  ( 1 9 4 7 )の S R E 体 系 で 言 え ば ，「 出

来 事 時 」( e v e n t  t i m e )で は な く「 参 照 時 」( r e f e r e n c e  t i m e )で あ る と 主 張 し て い る 。

( i )に 即 し て 言 え ば ， 関 係 節 時 が 基 準 に し て い る 時 点 は ‘ て い る ’ が 指 し て い る 時

点 で あ る ， と 橋 本 は 指 摘 し て い る 。  
 次 の 例 の よ う に ， 非 状 態 的 な 述 語 の 場 合 は 出 来 事 時 と 参 照 時 が 一 致 す る た め ( i )
の 場 合 よ う な 問 題 が 生 じ な い 。  
 
 ( i i )  明 日 の 集 ま り で は ，［ 先 に 行 っ た ］ 人 が ， 迎 え に 来 て く れ る 。  

（ 橋 本 ( 1 9 9 5 a )の ( 1 )）  
 
本 研 究 は ， 橋 本 分 析 に 基 づ い て ， 出 来 事 時 と 参 照 時 が ず れ な い 限 り に お い て ， 主

節 時 を 出 来 事 が 成 立 す る 時 点 と し て と ら え る こ と に す る 。 ま た ， 関 係 節 時 に つ い

て も ， 厳 密 に は 参 照 時 と と ら え な け れ ば な ら な い が ， 主 節 時 と 並 行 的 に 用 い る こ

と に す る 。  
1 7  日 本 語 の タ が 過 去 時 制・完 了 相 の ど ち ら の 表 示 と し て も 用 い ら れ る こ と は す で

に 多 く の 文 献 で 指 摘 さ れ て い る 。 例 え ば ， N a k a u  ( 1 9 7 6 )は 従 属 接 続 詞 に 時 制 を 要

求 す る も の と 相 を 要 求 す る も の が あ り ， タ 形 の 曖 昧 性 が 解 消 さ れ る こ と を 指 摘 し

て い る （ 中 右 ( 1 9 8 0 )も 参 照 ）。  
 
 ( i )  a .  そ の 生 徒 は ， 先 生 に 作 文 を 誉 め ら れ た の で ， 大 変 喜 ん だ 。  
  b .  そ の 生 徒 は ， 先 生 に 作 文 を 誉 め ら れ た と き ， 大 変 喜 ん だ 。  
 
N a k a u  ( 1 9 7 6 )に よ れ ば ，( i a )の 従 属 節 の タ 形 は 過 去 時 制 を 表 し ，( i b )の 従 属 節 の タ

形 は 相 を 表 す 。 本 研 究 は ， 三 原 ( 1 9 9 2 )の ア プ ロ ー チ に 基 づ き ， 事 態 の 実 現 順 序 に

注 目 す る た め ， タ 形 の 時 制 ・ 相 の 区 別 を 問 題 に せ ず ， 対 峙 す る ル 形 と の 関 係 で 時

間 的 に ど ち ら が 先 行 す る か に 注 目 す る 。 た だ し ， § 6 . 2 . 4 で は 相 が 主 節 と 関 係 節 の



 

271 
 

節 の 時 制 形式 が タ 形 ，主 節 の時 制 形 式が ル形 な の で， 関 係節 事態 ＜ 主 節

事 態 と な る。（ c f .  三 原  1992）。  

(40 )と 並 行 的 に な る よ う に ， 関 係 節 内 に 主 節 事 態 の 実 現 時 点 に 依 存 す

る 表 現 を 含め ず ，か つ関 係 節 事態 ＜ 主 節 事態 に な る時 制 形 式 で数 量 詞遊

離 文 を 構 成す る と ， 次の よ う に容 認 さ れ る 1 8。  

 

 (41 )  山田 は そ こで ［ 自 分 の人 生 を 一変 さ せ た ］本 を 1 冊買 っ た 。  

 

遊 離 数 量 詞 の 容 認 性 に 影 響 を 与 え る 要 因 が 関 係 節 と 主 節 の 時 制 形 式

の パ タ ン なの か ，あ るい は 関 係節 が 主 節 時に 依 存 する 表 現 を 含む こ とな

の か ， を 峻別 す る の に次 の 例 が参 考 に な る。  

 

 (42 )  山田 は そ こで ［ 花 子 に贈 る ］ 本を 1 冊 買 った 。  

 

こ の 文 の 主 節 と 関 係 節 の 時 制 形 式 パ タ ン （ 関 係 節 ＝ ル 形 ， 主 節 ＝ タ 形 ）

は ，(39b )のそ れ と 並行 的 で ある が 容 認 され る 。従 って ，関 係節 が 主 節時

に 依 存 す る 表 現 を 含 む こ と が 遊 離 数 量 詞 の 容 認 性 を 低 下 さ せ て い る こ

と に な る。 で は， 主 節時 に 依 存す る 表 現 を関 係 節 が含 む こ と が意 味 する

こ と は 何 か。 そ れ は ，主 節 事態 が 関 係節 事態 に 対 する 原 因 と して 解 釈 さ

                                                                                                                                                     
論 理 関 係 に 与 え る 影 響 に つ い て 考 察 す る 。  
1 8  主 節 と 関 係 節 が と も に タ 形 の 場 合 ，関 係 節 事 態 ＜ 主 節 事 態 だ け で な く ，主 節 事

態 ＜ 関 係 節 事 態 の 解 釈 も 可 能 で あ る 。 従 っ て ， 次 の 例 は 2 通 り に 曖 昧 に な る 。  
 
 ( i )  山 田 は そ こ で ［ 自 分 の 人 生 を 一 変 さ せ た ］ 本 を 買 っ た 。  
  解 釈 ①  山 田 が 自 分 の 人 生 を 一 変 さ せ た 本 を あ と か ら 買 っ た 。  

（ 関 係 節 ≠ 主 節 事 態 の 理 由 ）  
  解 釈 ②  山 田 が 本 を 買 っ た あ と で 人 生 が 一 変 し た 。  

（ 関 係 節 ＝ 主 節 事 態 の 理 由 ）  
 
興 味 深 い こ と に ， ( 4 1 )の よ う に 主 節 が 遊 離 数 量 詞 を 含 む 場 合 ， 解 釈 ② に 相 当 す る

読 み が 失 わ れ ，解 釈 ① に 相 当 す る 読 み し か 得 ら れ な い 。こ の 事 実 に つ い て は § 6 . 2 . 3
で 考 察 す る 。  
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れ る こ と であ る と 考 え ら れ る。 換 言 すれ ば， 主 節事 態 が 原因 とな っ て 関

係 節 事 態 が起 こ る と いう ， 因果 関 係 が 見 いだ せ る とい う こ と であ る 。具

体 的 に は ， (39b )の 関係 節 と 主節 の 論 理 関係 は 次 のよ う に 表 せる 。  

 

 (43 )  山 田 の 本 の 購 入 ［ 主 節 事 態 ］ ⇒  山 田 の 人 生 の 変 化 ［ 関 係 節 事 態 ］ 

 

な お ， (41 )で は 関 係 節 事 態 （ 人 生 を 一 変 さ せ る こ と ） が 主 節 事 態 （ 本 を

買 う こ と ）よ りも 先 に実 現 す るの で (39b )に 見 ら れ る 因 果 関 係は 成 立 しな

い 。ま た ，(42 )で は 関 係節 事 態 が主 節 事 態 の実 現 時 点で 未 成 立 であ る が，

主 節 事 態 が関 係 節 事 態の 原 因 と 見 な さ れ る こ と は ない 。  

主 節 の 原 因解 釈 の 有 無に 注 目 して ， (39b ) (41 ) (42 )の特 徴 を ま とめ たの

が 次 の 表 であ る 。  

 

例文  事態 の 実 現順 序 （ 時 制形 式 ）  主節 の 原 因解 釈  FQ の 容 認性  

(39b)  主節 事 態 (タ )＜ 関係 節事 態 (ル )  あり  ＊  

(42 )  主節 事 態 (タ )＜ 関係 節事 態 (ル )  なし  OK 

(41 )  主節 事 態 (タ )＞ 関係 節事 態 (タ )  なし  OK 
 

表  6 .2 主 節 の 原 因 解 釈 と 遊 離 数 量 詞 (FQ)の 容 認 性  

 

(41 )の 関 係 節 は ， 主 節 に 対 す る 原 因 を 表 さ な い 。 と い う の は ， 主 節 事 態

よ り も 関 係節 事 態 が 先に 実 現 する か ら で ある 。 表 6 .2 か ら わ かる 各 文の

共 通 点 と 相違 点 は 以 下の 2 点 であ る 。  

 

 ①  容認 さ れ る (41 ) (42 )は，主 節事 態 と 関係 節事 態 の 実現 順 序 が 逆転 し
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てい る が ，と も に 主 節 が 原 因 解釈 を 受 け ない 。  

 ②  容 認 さ れ な い (39b)と 容 認 さ れ る (42 )は ， 主 節 事 態 と 関 係 節 事 態 の

実現 順 序 が同 じ だ が ，前 者 の み主 節 が 原 因解 釈 を 受け る 。  

 

① と ② を 総合 す る と ，主節 事 態 の原 因 解 釈が 数 量 詞遊 離 文 の 容認 性 に影

響 を 与 え てい る と 推 論で き る 。よ っ て ， 本研 究 は 次の 仮 説 を 立て る 。  

 

 (44 )  主 節 事 態 が 関 係 節 事 態 の 原 因 と し て 解 釈 さ れ る 場 合 ， 関 係 節 の 主

名詞 （ 句 ） を 先 行 詞 とす る 遊 離数 量 詞 は 容認 さ れ ない 。  

 

 以 下 で は， こ の 仮 説を 検 証 し， そ の 由 来 の 解 明 を試 み る 。  

 

6.2 .2  数 量 詞遊 離 文 に お け る遊離数量詞と先行詞の関係  

数 量 詞 遊 離文 を 分 析 する う え で ，ま ず 遊 離数 量 詞 と先 行 詞 の 意味 関係

を 押 さ え なけ れ ば な らな い 。第 3 章 §3 .4 .2 の分 析 に 基づ く と ，日 本語 数

量 詞 遊 離 文は T 部 分 関係 ま たは I 部 分関 係を 表 す（ M 部 分 関 係は T 部分

関 係 か ら 語 用 論 的 に 推 論 さ れ る こ と が あ る ）。 ど の 種 類 に な る か は ， 遊

離 数 量 詞 が 基 数 的 数 量詞 か 比 率的 数 量 詞 か ，基 数 的 数量 詞 な らば 個 体数

量 詞 か 内 容数 量 詞 か ，さ ら に 遊 離 数 量詞 の先 行 詞 が定 か 不 定 か， に よっ

て 決 ま る 。以 下 に 各 種類 の 部 分関 係 を 表 す数 量 詞 遊離 文 を 例 示す る 。  

 

 (45 )  a .  太郎 は 夏 休み 中 に そ の本 を 2 冊買 っ た 。  （＝ 第 3 章 (33 )）  

  b .  僕は ， そ のり ん ご を 3 つ 食 べた 。  （＝ 第 3 章 (31b )）  

  c .  太郎 は 夏 休み 中 に そ の本 を 100 ペ ー ジ読 んだ 。  

（＝ 第 3 章 (29b )）  
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(45a ,b )は T 部分 関 係の 例 で ある 。 (45a )で は ‘ その 本 ’ は 特定 の 本 のタ

イ ト ル （ タイ プ ）を 表し ， 遊 離数 量 詞（ 個体 数 量 詞） が その トー ク ン の

数 を 表 し てい る 。 (45b)は‘ その り ん ご’の 特 定 の 空間 に 存 在 する タ イ プ

（ り ん ご の 種 類 は 捨 象 さ れ る ） を 表 す た め ， 遊 離 数 量 詞 （ 個 体 数 量 詞 ）

の‘ 3 つ ’と の関 わ り によ っ て M 部 分 関 係が 語 用 論的 に 推 論 され る 。(45c )

は I 部 分 関 係 の例 で ， 遊 離 数 量詞 （ 内 容 数量 詞 ） の‘ 100 ペ ージ ’ は 先

行 詞 で あ る‘ そ の本 ’の 中 身の 一 部 分を 指す 。 この 数 量 詞遊 離文 の 特 性

を踏 ま え て， (39b )と (41 )の文 法 対立 を 分析 し て みよ う 。両 文に 含 ま れる

遊 離 数 量 詞（‘ 1 冊’）は 個 体 数量 詞 で あ るか ら ， 両文 の 表 し うる 部 分関

係は T 部分 関 係 と い うこ と に なる 。  

ま ず ， (41 )は 2 通 り の T 部 分関 係 の解 釈 が可 能 で ある 。1 つ は，‘自 分

の 人 生 を 一変 さ せ た 本’ が 特定 の 本 のタ イト ル （タ イ プ ）を 指し ， 遊離

数 量 詞 の‘ 1 冊 ’は その ト ー クン を 指 す 読み で あ る 。今 1 つ は，‘ 自 分の

人 生 を 一 変さ せ た 本 ’が （タ イ ト ルの 違 いが 捨 象 され た ） タ イプ を 指 す

場 合 で ，遊 離 数量 詞 の‘ 1 冊 ’と の 関 わ りで M 部 分関 係 の 読み が 推 論さ

れる 。も ち ろ ん ，人 生を 一 変 させ た 本 が 1 冊 し かな い 場 合 には ，M 部 分

関 係 の 読 みは キ ャ ン セル さ れ る。  

以 上 を ま とめ る と 次 のよ う に なる 。  

 

 (46 )  ‘山 田 は そこ で 自 分 の人 生 を 一変 さ せ た 本を 1 冊 買っ た ’ の 解釈  

  a .  T 部分 関 係の 読 み ①  

   ‘自 分 の 人生 を 一 変 させ た 本’＝ 特定 の タイ ト ル の本（タ イ プ） 

   ‘ 1 冊 ’ ＝ 先行 詞 の 表す 本 の トー ク ン  

  b .  T 部分 関 係の 読 み ②  

   ‘自 分 の 人生 を 一 変 させ た 本 ’＝ 人 生 を 変え た 本 （タ イ プ ）  
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   ‘ 1 冊 ’ ＝ 先 行 詞 の 表 す 本 の ト ー ク ン （ M 部 分 関 係 の 推 論 可 ） 

 

次に (39b )であ る が ，結 論 か ら言 う と ， この 文 は T 部 分 関 係 を 表 せな

い 。 な ぜ な ら ，‘ そ の 後 の 人 生 を 一 変 さ せ る 本 ’ は 時 間 （ ＝ 本 の 購 入 時

点 ） に よ っ て 規 定 さ れ て お り ， タ イ プ の 定 義 を 満 た さ な い た め で あ る 。

例 え ば ，20 歳 のと き に買 っ た 本が 人 生 を 変え た と いう 状 況 で‘そ の 後の

人 生 を 一 変さ せ る 本 ’を 用 い ると 20 歳 以外 の と きに 買 っ て 読ん だ 本は

人 生 を 変 えた 本 で あ って も 排 除さ れ て し まう 。ま た，20 歳 の とき に 同時

に買 っ た （タ イ ト ル の異 な る ） 2 冊 の 本 がど ち ら も人 生 を 変 えた と して

も ， そ れ を ‘ そ の 後 の 人 生 を 一 変 さ せ る 本 ’（ タ イ プ 解 釈 ） で 指 す こ と

は で き ず，‘ その 後 の人 生 を 一変 さ せ た 本’（ 個 体 解 釈 ） で 指さ な け れば

な ら な い 。 要 す る に ，‘ そ の 後 の 人 生 を 一 変 さ せ る 本 ’ は ト ー ク ン そ の

も の を 指 す と い う こ とで あ る 。  

適 切 な タ イプ 解 釈 が 成立 す る 例と し て ，第 3 章 §3 .3 .2 で見 た ，創 造動

詞 を 含 む 数量 詞 遊 離 文が 参 考 にな る 。第 3 章 (40a)の 例（ (47 )とし て 再 掲）

では ，‘ その 穴 ’と 遊 離数 量 詞 の‘ 2 つ ’が T 部 分関 係 を結 ぶ ので あ っ た 。  

 

 (47 )  太郎 は 地 面に そ の 穴 を 2 つ 掘 った 。  （＝ 第 3 章 (40a )）  

 

創 造 動 詞 の対 象 と な る名 詞 は 〈－ 既 存 性 〉の 性 質 をも つ た め ，‘ そ の穴’

は 掘 る ま えに は （ 空 間的 に ） 存在 し て い ない 。 こ の点 で 人 生 を変 え る本

が 本 を 購 入し て（ 読 んで ）は じ めて 決 ま るこ と と 類似 す る 。しか し ，(47 )

の ‘ そ の 穴’ は 主 節 事態 か ら 独立 し て 抽 象的 に 存 在し て お り ，主 節 事態

を 通 じ て 物 理 的 に 存 在 す る こ と に な る の に 対 し て ， (39b )で は ‘ そ の 後 ’

と い う 主 節時 が ‘ 人 生を 一 変 させ る 本 ’ を 規 定 す るた め ， 主 節か ら 独立
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し て 存 在 する こ と は でき な い 。 こ の よ う に ， タ イ プ名 詞 （ 句 ） は 主 節事

態 か ら 独 立し て 規 定 され な け れば な ら な い。  

な お ， 人 生 を 変 え る こ と を 目 的 に し た 本 （ 例 え ば ， Kel ly  McGonigal

の『 ス タン フ ォー ド の自 分 を 変え る 教 室 』）を 問 題 にす る 場 合は ，タイ プ

解 釈 が 可 能と な り ， 次の よ う な数 量 詞 遊 離文 を 用 いる こ と が でき る 。  

 

 (48 )  僕は そ こ で人 生 を 変 える 本 を 1 冊 買 っ た 。  

 

こ の 文 で は ，‘ 人 生 を 変 え る 本 ’ は ‘ 人 生 を 変 え る た め の 本 ’ と ほ ぼ 同

義 で 解 釈 され る 。(48 )は ，‘人 生 を 変え る 本 ’が 特 定 のタ イ ト ル（タ イ プ ）

あ る い は そう い う ジ ャン ル の 本 を 指 し ， 遊離 数 量 詞の ‘ 1 冊 ’は そ のト

ー ク ン を 指す た め ， 適切 な T 部 分 関係 が 成立 す る 。  

 最 後 に 容認 性 の 低 下し な い (39a)を 見 よう 。こ の 文 は連 体 数量 詞 文 であ

る た め ， (39b)の 場 合の よ う な T 部 分 関係 は 含 まれ な い 。 結果 と し て，

主 節 事 態 と 関 係 節 事 態 の 間 に は (39b )と 並 行 的 な 因 果 関 係 が 成 立 す る が ，

タ イ プ 解 釈に 由 来 す る 問 題 は 生じ な い 。 主名 詞 （ 句） の ‘ 1 冊の 本 ’は

個 体 解 釈 を受 け ， そ れを 制 限 節が 限 定 す る。  

本 節 で は 主節 の 関 係 節に 対 す る原 因 解 釈 を受 け る とき ，遊 離 数量 詞の

先 行 詞 が タ イ プ 解 釈 を 受 け ら れ な い た め ， 解 釈 で き な い こ と を 示 し た 。

次 節 で は ，主 節 が 原 因解 釈 を 受け る メ カ ニズ ム に つい て 考 察 する 。  

 

6.2 .3  関 係 節の テ ン ス ・ ア スペクトと遊離数量詞の容認性  

本 節 で は ，主節 と 関 係節 の 因 果関 係 と 数 量詞 遊 離 の相 関 に つ いて 考察

す る 。 (41 )（ (49a)と して 再 掲 ）と 対 応 す る連 体 数 量詞 文 を 比 較す る 。  
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 (49 )  a .  山田 は そ こで ［ 自 分 の人 生 を 一変 さ せ た ］本 を 1 冊買 っ た 。  

（ =(41)）  

  b .  山田 は そ こで［ 自 分 の人 生 を 一変 さ せ た ］1 冊 の 本 を買 っ た。  

 

すで に 見 たよ う に ， (49a)に は 2 つ の T 部分 関 係 の読 み が あ るが ， どち

ら の 読 み でも 主 節 事 態と 関 係 節事 態 の 実 現順 序 は 関係 節 事 態 ＜主 節 事態

に な る 。 すな わ ち ， 山田 の 人 生の 変 化 は 問題 の 本 を購 入 す る まえ に 実現

し て い る 。換 言 す れ ば， 山 田 は自 分 の 人 生を 変 え るこ と に な った 本 を自

分 で 買 わ ずに ， ほ か の手 段 （ 例え ば ， 図 書館 か ら 借り た り ， 人に も らっ

た り す る など ） に よ って 手 に 入れ た こ と にな る 。 従っ て ， 山 田が 本 を 買

う こ と が 主節 の 原 因 と見 な さ れる こ と は ない 。  

興 味 深 い こ と に ， (49b)で は 状 況 が 異 な る 。 (49a )と 並 行 的 な ， 関 係 節

事 態 ＜ 主 節事 態 の 読 みも あ る が， 主 節 事 態＜ 関 係 節事 態 の 読 みも 可 能で

ある 。つま り，購 入 した 1 冊 の本 に よ っ て山 田 の 人生 が 変 わ った と いう

読 み で あ る。こ の場 合，主 節事 態 は 関係 節事 態 の 原因 と し て 解釈 さ れ る。

(39b)と の 対比 で 注 目す べ き は，(49b)で は‘ そ の後 の 人生 ’では な く‘ 自

分 の 人 生 ’と な っ て いる の で ，主 節 時 に 依存 す る 表現 で は な いが ， 事態

の 実 現 順 序に 対 応 し て，‘自 分 の人 生 ’が‘ 本を 買 っ たあ と の 自 分の 人 生’

と 解 釈 さ れる た め に 主節 時 に 依存 し た 表 現 と 同 等 にな る と 考 えら れ る。  

主 節 と 従 属節 の 時 制 形式 と 各 節の 表 す 事 態の 実 現 順序 に つ い ては ，三

原 (1992 )が 砂 川 (1986)を た た き 台 に し て 修 正 を 加 え ， 提 示 し て い る 。 三

原 は ， 主 節と 関 係 節 の時 制 形 式が タ 形 で ある と き ，関 係 節 の 時制 形 式が

発 話 時 に 基づ い て 決 まる と 主 張す る 。 つ まり ， 発 話時 点 に お いて 関 係節

事 態 が 実 現し て い れ ば， 関 係 節事 態 が 主 節事 態 に 先行 す る か どう か は問
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題 に な ら な い 1 9。 次 の 例 は 主 節 と 関 係 節 の 時 制 形 式 が と も に タ 形 で あ る

が， a 文 は 主 節 事 態 ＜関 係 節 事態 の 場 合 を， b 文 は関 係 節 事 態＜ 主 節事

態 の 場 合 を そ れ ぞ れ 表し て い る（ 三 原 は 発話 時 点 ・主 節 事 態 ・関 係 節事

態 を そ れ ぞれ ST・ MC・ SC と呼 ぶ ） 2 0。  

 

 (50 )  a .  林 さ ん は 昨 日 ，［ 我 々 が 送 っ た 小 包 ］ を 受 け 取 っ た （ そ う だ ）。

（ SC＜ MC＜ ST）（ 三原 の 第 1 章 (10b )）  

  b .  福井 交 通 の運 転 手 が［越 前 海岸 で 自 殺し た女 性 ］を そ こ まで 車

に乗 せ て いっ た（ら しい ）。（ MC＜ SC＜ ST）（三 原 の 第 1 章 (9b )）  

 

三 原 の 主 張 に 基 づ く と ， (49a ) (49b)の 最 小 対 立 は 主 節 と 関 係 節 が 同 一 の

時 制 形 式 であ る か ら ，各節 の 表 す事 態 の 実現 順 序 はど ち ら が 先で も かま

わ な い は ずで あ る。 とこ ろ が ， 連 体 数量 詞文 で は 主節 事 態 ＜ 関係 節 事 態

と 関 係 節 事態 ＜ 主 節 事態 の い ずれ も 可 能 なの に 対 して ，数 量 詞遊 離 文で

は 関 係 節 事態 ＜ 主 節 事態 の み が可 能 で あ る 。数 量 詞 遊離 文 で 得ら れ ない

解釈 は ，主 節 事 態＜ 関係 節 事 態の 読 み， すな わ ち 本 の 購 入 後 に 人 生 が 一

変 す る と いう 読 み で ある 。  

 (39b ) (42 )の よう に 主節 の 時 制形 式 が タ 形，関 係節 の そ れが ル形 の 場 合

は ， 三 原分 析 で は関 係節 時 が 主節 時 に 基 づい て 決 定さ れ る と いう 。 つま

                                                   
1 9  砂 川 ( 1 9 8 6 )は ，関 係 節 の 時 制 形 式 が タ 形 の 場 合 ，関 係 節 事 態 が 主 節 時 よ り も ま

え に 実 現 し て い る と 主 張 し て い る が ，三 原 ( 1 9 9 2 )は ( 5 0 b )の よ う な 例 が 存 在 す る こ

と か ら 砂 川 分 析 に 対 し て 反 論 し て い る 。  
2 0  ( 5 0 )は 関 係 節 の 述 語 が 動 作 述 語 の 場 合 で あ る が ，状 態 述 語 の 場 合 で も 同 様 に 主

節 事 態 と 関 係 節 事 態 の 順 序 は 問 わ れ な い 。  
 
 ( i )  a .  富 山 市 は［ 昨 年 ま で 城 跡 公 園 に あ っ た 合 掌 造 り ］を 1 0 年 前 に 白 川 郷 か

ら 運 ん で き た （ と い う 話 で す ）。 ( M C＜ S C＜ S T )（ 三 原 の 第 1 章 ( 9 a )）  
  b .  上 田 市 は あ ［ 駅 前 に あ っ た 江 戸 時 代 の 旧 家 ］ を 再 開 発 の た め に 取 り 壊

し た 。 ( S C＜ M C＜ S T )  （ 三 原 の 第 1 章 ( 1 0 a )）  
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り ，ル 形 の 時制 形 式 をも つ 関 係節 事 態 は 主節 時 で 実現 し て い ない が やが

て 実 現 す るこ と に な る。 次 の 例で 確 認 し てみ よ う 2 1。  

 

 (51 )  戦前 は 親 や親 戚 が ［ 子供 が 結 婚す る 相 手 ］を 決 め た。  

（ MC＜ SC＜ ST）（ 三原 の 第 1 章 (20a )）  

 

三 原 は ， (51 )の 関 係 節 の 時 制 形 式 が ル 形 な の は ， 発 話 時 で は な く ， 主 節

時 に 基 づ く た め に ほ か な ら な い と 指 摘 す る 。 も し 発 話 時 に 基 づ く な ら ，

‘ 戦 前 ’と いう 時 間 副詞 に よ って 発 話 時 以前 の 話 であ る こ と は 明 白 なの

で 関 係 節 はタ 形 に な るこ と を 予測 す る た めで あ る 。  

関 係 節 の 時制 形 式 が ル形 で 主 節の そ れ が タ形 で あ るこ と は ，主節 事態

の （ 関 係節 事 態 に対 する ） 原因 解 釈 の必 要条 件 で ある 。 実際 に主 節 が 原

因 解 釈 に なる か ど う かは ，我 々 の百 科 辞 書的 知 識 に基 づ い て 決定 さ れ る。 

 

 (52 )  a .  ある 本 の 購入 に よ っ て人 生 が 一変 し た 。 ( c f .  (39b ) )  

  b . #あ る本 の 購 入 によ っ て 花子 に そ れ を贈 っ た 。 ( c f .  ( 42 ) )  

 

 こ れ ま で 主 節 と 関 係 節 が 表 す 事 態 の 実 現 順 序 と 数 量 詞 遊 離 文 お よ び

連 体 数 量 詞文 の 解 釈 の相 関 に つい て 考 察 して き た 。 そ の 結果 ，数 量 詞遊

離 文 は ，連 体 数 量詞 文に 比 べ て， 表 せる 主節 事 態・ 関 係 節事 態の 実 現 パ

タ ン が 少 ない こ と が 明ら か に なっ た 。す なわ ち ，主 節 事 態が 関係 節 事 態

の原 因 を 表す 読 み が 排除 さ れ る。 こ の 事 実 は (44 )の 仮 説を 支 持す る 。  
                                                   
2 1  ( 5 1 )は 関 係 節 の 述 語 が 動 作 動 詞 の 場 合 で あ る が ，状 態 述 語 の 場 合 で も 同 様 に 関

係 節 事 態 は 主 節 事 態 と 同 時 も し く は あ と に 実 現 す る 。  
 
 ( i )  柴 田 氏 は ［ 高 級 住 宅 地 に あ る マ ン シ ョ ン ］ を 2 億 円 で 購 入 し た 。  

( S C＝ M C＜ S T )（ 三 原 の 第 1 章 ( 1 9 a )）  
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6.2 .4  原 因 解釈 の 決 定 要 因  

本 研 究 は ， (39b )（ (53 )と し て 再 掲 ） の 主 節 が 原 因 解 釈 を 受 け る の は ，

関 係 節 時 が時 間 副 詞 ‘そ の 後’ を介 し て 主節 時 に 依存 す る た めで あ ると

主 張 し た 。  

 

 (53 )  ?*山田 は そこ で ［ そ の後 の 人 生を 一 変 さ せる ］ 本を 1 冊 買 っ た。  

(= (39b ) )  

 

また ，(49b )の 解 釈 で ，関係 節 事 態＞ 主 節 事態 と い う事 態 の 実 現順 序の

場 合 ， 主 節 事 態 が 関 係 節 事 態 の 原 因 を 表 す 。 こ の 事 実 は ，‘ そ の 後 ’ の

よ う な ，主 節に 依 存 する 時 間 副詞 は 明 示 的で な く ても 主 節 の 原因 解 釈が

成 立 す る こ と を 示 唆 す る 。 繰 り 返 し に な る が ，‘ 自 分 の 人 生 ’ は ‘ 本 を

買 っ た あ との 自 分 の 人生 ’ と解 釈 さ れる こと に よ って ， 主節 の原 因 解 釈

が 成 立 す るも の と 思 われ る 。こ のこ と を 踏ま え る と ，(49a )の 数量 詞 遊離

文 で 主 節 事 態 ＜ 関 係 節 事 態 と い う 事 態 の 実 現 順 序 の 読 み が 許 さ れ な い

の は ， こ の パタ ン で は主 節 と 関係 節 を つ なぐ 明 示 的な 時 間 副 詞を 介 さな

くて も 2 つの 節 が 因 果関 係 を 結ぶ た め で ある と 推 論で き る 。実際 ，主節

と の 因 果 関係 を 断 ち 切る よ う な時 間 副 詞 （例 え ば， 発話 時 指 向の ダ イク

テ ィ ッ ク 時 間 副 詞 の ‘ こ れ か ら ’） を 付 加 す る と ， 次 に 示 す よ う に 遊 離

数 量 詞 文 の容 認 性 が 低下 し な い。  

 

 (54 )  山田 は そ こで ［ こ れ から の 人 生に 役 立 つ ］本 を 2 冊買 っ た 。  

 

この 場 合 ，関係 節 の‘ これ か ら の人 生 に 役立 つ ’と いう 事 態 は主 節 の‘買

う ’ と いう 事 態 のあ とで 起 こ る。 し かし ，主 節 の事 態 が 原因 とな っ て 関
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係 節 の 事 態 が 起 こ る の で は な い 。 む し ろ ，‘ こ れ か ら の 人 生 に 役 立 つ ’

と い う こ と が ま ず あ っ て ， そ の た め に （ あ る い は ， 単 に 偶 然 に ）‘ 買 っ

た ’ の で ある 。 この よう に ， 時間 副 詞を ‘こ れ か ら’ に 変更 する こ と で

関 係 節 時 は主 節 時 に 依存 し な くな た め ，関係 節 が 表す 事 態 は 主節 の 事態

か ら 切 り 離さ れ ，両 者間 の 因 果関 係 が 消 失す る 。そ の 結 果と して ， 関係

節 の 主 名 詞（ 句 ） と 遊離 数 量 詞が 適 切 に T 部 分関 係 を 結 ぶこ と が でき，

文 法 性 の 低下 が 起 こ らな い の であ る 。  

最 後 に ，主 節述 語 の 相が 主 節 と関 係 節 の 論理 関 係 に影 響 を 与 える こと

を 示 す 。 次 の よ う に (53 )の 主 節 の ア ス ペ ク ト を 「 過 去 パ ー フ ェ ク ト （ 結

果 の 状 態 ）」 を 表 す テ イ タ 形 に 変 え ， 場 所 副 詞 の ‘ そ こ で ’ を 省 略 す る

と 容 認 性 が回 復 す る （場 所 句を 省 略 する のは ， あと で 述 べる よう に ， テ

イ タ 形 の 完了 相 解 釈 が得 ら れ やす く な る から で あ る ）。  

 

 (55 )  山田 は ［ その 後 の 人 生を 一 変 させ る ］ 本 を 1 冊 買 って い た 。  

 

結 論 か ら 言う と ，こ の 文 で は 主節 と 関 係 節の 因 果 関係 が 断 ち 切ら れる

た め 問 題 が生 じ な い 。(53 )で 見た よ う に ，非 ダイ ク ティ ッ ク な時 副 詞‘そ

の 後 ’ は 主節 の 事態 ’買 う ’が 起 こ る時 点に 対 応 する 。 一方 ，主 節 が テ

イ タ 形 の (55 )では ，発話 時 に 先行 す る 参 照時 ( re fe rence  t i me )に お い て主

節 事 態（ 本 を 買う こ と ）が す で に 実現 し てい た 状 況を 表 す よ うに な る（ c f .  

工 藤  1995）。 こ の 参 照 時 こ そ ，‘ そ の 後 ’ が 指 す 時 に な る （ あ る い は ，

文 脈 上 で 指定 さ れ る 別な 時 点 でも よ い か もし れ な いが ， 少な くと も ‘そ

の後 ’ は 主節 時 で は ない ）。  

(53 )と (55 )で‘ その 後’が 指す 時 点を 比 較す る と 次の 図 の よ うに な る 。  
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 (53 )  ?*山田 は そこ で ［ そ の後 の 人 生を 一 変 さ せる ］ 本を 1 冊 買 っ た 。  

 

 

 (55 )   山田 は ［ その 後 の 人 生を 一 変 させ る ］ 本 を 1 冊 買 って い た 。  

 

図  6 .1 ‘ そ の 後 ’ と 主 節 時 の 関 係  

 

(55 )が 表 す 状 況 の 具 体 例 と し て は ， 例 え ば 山 田 が 本 を 買 っ た あ と で 田 中

が 山 田 を 訪れ る 時 点 があ り ，そ の時 以 降 の人 生 が 一変 し た と いう 解 釈で

あ る 2 2。 こ の 読 み で は ， 結 果 的 に は 本 が 人 生 を 変 え る こ と に な っ て い る

も の の ，本 を 買 って から 人 生 が一 変 す る まで に 時 間的 な 開 き があ る 。つ

ま り ， 本を 買 う こと で直 ち に 人生 が 変 わ るの で は なく ， 田中 が山 田 を 訪

ね る と い う事 態 が あ って は じ めて ，事 前 に買 っ て いた 本 が 人 生を 変 える

原 因 と な る。 こ れは ，換 言 すれ ば ，本 を 買う 事 態 と人 生 が 一 変す る 事 態

と の 間 に （ 直 接 的 な ） 因 果 関 係 が な い こ と を 意 味 す る 。 よ っ て ， (55 )は

(42 )の よ う に ， 主 節 事 態 が 関 係 節 事 態 に 先 行 す る も の の ， 因 果 関 係 を 結

ば な い た め ， 遊 離 数 量詞 の 容 認性 の 低 下 を回 避 で きる 2 3。  

こ れ に 対 して ，‘ そ こで ’ があ る 場 合 は ，‘ その 後 ’が 主 節 時を 指 す 解

                                                   
2 2  福 嶋 健 伸 氏 と の 個 人 談 話 に よ る 。  
2 3  橋 本 ( 1 9 9 5 b )は ， 相 対 基 準 時 節 （ 主 節 時 を 基 準 に し て ル ・ タ 形 が 選 ば れ る 従 属

節 ） の 分 析 で ， 通 常 は ダ イ ク テ ィ ッ ク な 時 の 連 用 成 分 を 許 さ な い 非 制 限 節 が ， 主

節 を テ イ ル 形 に 変 え る と す わ り が 良 く な る こ と を 観 察 し て い る 。  
 
 ( i )  a .  ?  あ さ っ て の 今 頃 ，［ 無 事 に 下 山 し た ］ 彼 と の ん び り 1 杯 飲 も う 。  

（ 橋 本 ( 1 9 9 5 b )の ( 2 7 )）  
  b . ( ? )あ さ っ て の 今 頃 ，［ 無 事 に 下 山 し た ］ 彼 と の ん び り 1 杯 飲 ん で い る か

も し れ な い 。（ 橋 本 ( 1 9 9 5 b )の ( 2 6 )）  
 
こ の 容 認 性 の 回 復 に つ い て ， 橋 本 は 「 主 節 時 が 単 な る 出 来 事 時 で は な く ， 状 態 と

い う ア ス ペ ク ト の 基 準 時 と し て は た ら く た め ， 言 わ ば 主 節 時 が 従 属 節 時 の 基 準 時

と し て 「 強 化 」 さ れ る 」 と 述 べ て い る 。 ( i )の 関 係 節 は 非 制 限 節 で ( 5 5 )の 制 限 節 と

は 異 な る が ， ダ イ ク テ ィ ッ ク な 時 副 詞 の 解 釈 に 影 響 を 与 え る 要 因 と な る 点 に お い

て は 共 通 し て い る と 考 え ら れ る 。  
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釈 と な り ， テ イ タ 形 は 完 了 相 で は な く ， 継 続 相 の 解 釈 に な る 。 た だ し ，

‘ そ こ で ’と ‘ テ イ タ’ の 完 了相 解 釈 が 整合 し な い わ け で は ない 。  

 

 (56 )  a .  山田 は そ の時 ち ょ う ど， そ こ で 本 を 買 っ てい た 。［ 継 続 相］  

  b .  山田 は そ の時 す で に ， そ こ で 本を 買 っ て いた 。［完 了 相 ］  

 

‘ 買 う ’の 対 象 を‘ その 後 の 人生 を 一 変 させ る 本’ に す ると 完了 相 の

読 み が 失 わ れ る の は ， 完 了 相 で は 過 去 の あ る 時 点 （ ＝ ‘ そ の 時 ’） を 基

準 に し て 本 を 買 う 事 態 の 完 了 を 表 す が ，‘ そ の 後 ’ は 本 を 買 う 時 点 を 問

題 に す る ため ， 参照 する 時 点 が 衝 突 し て いる と 考 えら れ る。 一方 ， 継続

相 で は 過 去 の あ る 時 点 （ ＝ ‘ そ の 時 ’） に お け る 動 作 の 継 続 を 表 す が ，

こ の 時 点 は‘ そ の後 ’が 問 題に す る 時点 でも あ る ため ， 参照 する 時 点 の

衝 突 は 回 避さ れ る 。  

 最 後 に， 主 節 と関 係節 が 因 果関 係 を 結 ぶが ， それ が 総 称的 （＝ タ イプ

的 ） に 解釈 さ れ ると 遊離 数 量 詞が 許 容 さ れる こ と を 示 す 。次 の例 を 考 え

てみ よ う 。  

 

 (57 )  a .  ［飲 む と 悪酔 い す る ］酒 を 1 本飲 ん だ 。  

  b .  ［購 入 後 のメ ン テ ナ ン ス に 費 用 が か さ む ］ 車 を 1 台 購 入 し た 。 

 

(57a)で は 関 係 節 と 主節 に‘ 飲 む’と い う動 詞 が 含ま れ ，主 節時 を 関 係節

が 受 け て いる よ う に 見え る が， 実 は そう では な い。 関 係 節は 総称 的 な 事

態 を 表 し てい る た め ，主 節 時を 受 け ない こと に 注 意す べ き で ある 。 すな

わ ち ，‘ 飲 む と ’ と い う 表 現 は 条 件 を 表 し て お り ， そ の 条 件 に 主 節 が 合

致 し て い る だ け で あ る 。‘ 飲 む と 悪 酔 い す る 酒 ’ と は 主 節 に 依 存 す る こ
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と な く そ のタ イ プ が 確立 す る。 例 え ば， ある 種 の 酒を 飲 む と 悪酔 い して

し ま う 人 がい れ ば， その 酒 を‘ 飲 む と悪 酔い し て しま う 酒’ で指 す こ と

が で き る 。こ の 表 現 はタ イ プ 解釈 を 受 け てい る 。  

(57b)で は 関係 節 の 内容 に‘ 購 入後 ’と あり ，こ れ は主 節 時 を受 け てい

る よ う に 見え る が ，主節 事 態 とは 独 立 し て購 入 後 にメ ン テ ナ ンス 費 用が

か か る 車 種を 問 題 に して い る。 要 す るに ，誰 が 購入 し た とし ても ， 購入

後 に メ ン テナ ン ス 費 用が か さ むの で あ る 。こ の 解釈 で は‘ 購 入後 の メン

テ ナ ン ス に費 用 が か さむ 車 ’ が タ イ プ 名 詞 句 と 見 なさ れ て い る。  

以 上 の 考 察か ら， 関 係節 を 内 包す る 名 詞 句か ら の 数 量 詞 遊 離 は， 主節

事 態 と 関 係節 事 態 が 因果 関 係 にあ る と き （た だ し， 関係 節 事 態が 総 称的

で ， 主 節事 態 が 条件 とし て 解 釈さ れ る 場 合を 除 く） に 容 認性 が低 下 す る

と 結 論 づ けら れ る 。  

 

6.2 .5  ま と め  

本 節 は ，関 係 節 の 主 名詞 （ 句） か ら数 量 詞が 遊 離 する 場 合 に 焦点 を 当

て た 。ま ず，問 題の 遊離 数 量 詞文 が T 部 分関 係 を 表す こ と を 示し た 。そ

の う え で， 主 節 事態 が関 係 節 事態 の 原 因 解釈 に な ると き は， 関係 節 の 主

名詞 （ 句） の タ イプ 解釈 が 許 され な い こ とを 指 摘 した 。 また ，関 係 節時

が 主 節 時 に依 存 す る ため ，遊 離 数量 詞 の 先行 詞 が 主節 時 よ り もま え に規

定 さ れ ず ，創造 動 詞 の 場 合 の よう に 動 詞 の対 象 が 母集 合 を 表 せな い と主

張 し た 。以上 か ら，問題 の 数 量詞 遊 離 文 は T 部 分関 係 を 表 せ ず，結 果 と

し て 容 認 され な い と 結論 づ け た。  

 



 

285 
 

6.3  概数詞の遊離文 2 4  
 

こ れ ま で の 数 量 詞 遊 離 文 の 研 究 は ， (58a ) (58b )に 例 示 さ れ る 数 詞 ・ 数

量 詞 の 場 合 を 扱 う こ とが 多 か った 。本 節 は ， (58c )に 例 示さ れ る ，概数 詞

の 遊 離 文 に焦 点 を 当 て， 基 数 詞・ 数 量 詞 のそ れ と の比 較 を 行 う。  

 

 (58 )  a .  学生 が み んな 試 験 に 合格 し た 。  

  b .  学生 が 3 人試 験 に 落 ちた 。  

  c .  学生 が 数 人試 験 に 落 ちた 。  

 

まず ， 用語 の 整 理を して お こ う 。 基 数詞 ・概 数 詞・ 数 量詞 が 遊離 し た

表 現 を ‘ 遊 離 X’と 呼び ， そ れを 含 む 文 を‘ X 遊離 文 ’ と呼 ぶ（ X は基

数 詞・概 数詞・数 量 詞の い ず れか ）。例 えば ， (58a )  の‘み んな ’は 遊離

数 量 詞 ，(58b )の‘ 3 人’は 遊離 基 数 詞，（ 58c）の‘ 数人 ’は遊 離概 数 詞 ’

と な る 。また ，(58 )の各 文 は それ ぞ れ「 数量 詞 遊 離文 」，「 基 数詞 遊 離 文」，

「 概 数 詞 遊離 文 」 で ある 。  

基 数 詞 ・概 数 詞・ 数 量詞 に は 助詞 ‘ ノ’ で名 詞 に 接続 す る 連 体修 飾 用

法 が あ る 。 (58 )の 各 文 に 対 応 す る ， 連 体 修 飾 用 法 の 数 量 表 現 を 用 い た 文

は次 の と おり で あ る 。  

 

 (59 )  a .  すべ て の 学生 が 試 験 に合 格 し た。  

  b .  3 人の 学 生 が試 験 に 落ち た 。  

  c .  数人 の 学 生が 試 験 に 落ち た 。  

 

                                                   
2 4  本 節 は 田 中 ( 2 0 11 )と 田 中 ( 2 0 1 2 )を 統 合 し ， 加 筆 ・ 修 正 を 施 し た も の で あ る 。  



 

286 
 

連 体 用 法 の数 量 表 現 を ‘ 連 体 X’ と 呼び ，そ れ を 含む 文 を ‘ 連 体 X 文’

と呼 ぶ（ X は 基 数詞・概 数 詞・数量 詞 の いず れ か）。 (59 )の 各文 は ，そ れ

ぞ れ 「 連 体数 量 詞 文 」，「 連 体 基数 詞 文」，「連 体 概 数詞 文 」 で ある 。  

遊 離 概 数 詞が 遊 離 基 数詞 と 異 なる 振 る 舞 いを 示 す こと は ，70 年代 に指

摘 さ れ た 。 例 え ば ， Kuno  (1978 )は 遊 離 基 数 詞 と 遊 離 概 数 詞 が ニ 格 名 詞

を 先 行 詞 にで き る か どう か で 対立 す る こ とを 観 察 して い る 。  

 

 (60 )  a .  *友 達に 5 人 手 紙 を書 い た 。  

  b . ( ? )友達 に 4 ,5 人手 紙を 書 い た。（ Kuno の (101a)）  

 

赤 楚 (2005 )は ， 遊 離 基 数 詞 と 遊 離 概 数 詞 の 振 る 舞 い の 違 い を 両 者 の 形 容

詞 的 機 能（先 行 詞を 修飾 す る 機能 ）と副 詞的 機 能（動 詞 を修 飾す る 機 能）

の バ ラ ン スの 違 い に 還元 す る 。概数 詞 は 基数 詞 よ りも 数 量 情 報が 低 いた

め ， 形 容 詞的 機 能 が 弱ま り ， その 分 副 詞 的機 能 が 強ま る と い う 。  

本 研 究 は ，遊離 概 数 詞だ け が ニ格 名 詞 の 先行 詞 を 許す 理 由 に は立 ち入

ら ず ， ガ格 ま た はヲ 格名 詞 を 先行 詞 と す る遊 離 基 数詞 ・ 遊離 概数 詞 ・遊

離数 量 詞 の意 味 機 能 を比 較 す る。 本 研究 の主 張 は， 遊 離 概数 詞が 基 本 的

に は 遊 離 基数 詞 と 同 様， 個 体の 数 量 の多 寡を 問 題 にす る 「基 数的 数 量 詞

ス ケ ー ル」 を 表 す が ，特 定 の環 境 に 生じ た場 合 に は母 集 合 に 占め る 割 合

を 問 題 に する 「 比率 的数 量 詞 スケ ー ル」 を表 す ，と い う もの であ る （各

数 量 詞 ス ケー ル は 加 賀 (1997)が 提 案す る もの で ，あ と で 解説 する ）。こ の

主 張 が 正 しけ れ ば ，遊離 概 数 詞が 比 率 的 数量 詞 ス ケー ル を 表 す場 合 ，‘ほ

と ん ど ’ のよ う な 比 率的 数 量 詞の 特 性 を 帯び る こ とに な る 。  
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6.3 .1  赤 楚 (2005)に よ る 概 数詞の分析  

統 語 的 分 析で は ，遊 離基 数 詞・遊 離 数 量 詞は「 相互 C 統御 条 件」(mutu al  

c - command  cond i t i on)を 満 た す 場 合 に 認 可 さ れ る と い う 主 張 が あ る ( c f .  

Miyagawa  1989 )。赤 楚 (2005 )は，遊 離 概数 詞 が この 条 件 を 満た さ な くて

も 認 可 さ れ る と 主 張 す る 。 そ の 理 由 は ， 遊 離 基 数 詞 が 「 形 容 詞 的 機 能 」

（ 連 体 修 飾 の 機 能 ） が 「 副 詞 的 機 能 」（ 連 用 修 飾 の 機 能 ） よ り も 強 い の

に 対 し ，遊 離 概 数詞 は基 数 詞 より も 数 量 情報 が 低 いた め ，形 容詞 的 機 能

が 弱 ま り， 副 詞 的機 能が 強 く なる た め で ある と い う。 赤 楚は 概数 詞 と 基

数 詞 の 機 能に つ い て 次の 仮 説 を立 て る（ 赤楚 の 用 語法 で は 概 数詞 は 「概

数 数 量 詞 」に ， 基 数 詞は 「 基 数数 量 詞 」 に対 応 す る）。  

 

 (61 )  VP 内 に 現 れる 概 数 数量 詞 は 動詞（‘ 行 為’）を 強 調す る こ とが 主 要

機 能 で あ り ， 数 量 的 情 報 を 示 す 機 能 は 副 次 的 な も の で あ る 。 そ れ

に 対 し て ， 基 数 数 量 詞 は 数 量 的 情 報 を 与 え る こ と が 主 要 機 能 で あ

る。（ 赤楚  2005 :71）  

 

こ の 仮 説 の 要 は ，‘ 表 す 数 量 の 不 明 確 さ ’ と ‘ 動 詞 を 強 調 す る 機 能 ’ を

関 連 づ け る 点 に あ る 。 概 数 詞 は 動 詞 を 強 調 す る 機 能 が 主 な の に 対 し て ，

基 数 詞 は 数量 情 報 を 与え る 機 能が 主 と な る。  

 赤 楚 は (61 )の仮 説 の 根 拠 と し て Kawashima  (1998 )が 指摘 した 遊 離 基

数 詞 と 遊 離概 数 詞 の 対照 性 を 挙げ る （ 二 重線 と 下 線は 筆 者 ） 2 5。  

 

 (62 )  ??花子 が 積 んで あ っ た た く さ ん の み か ん 箱を 3 個 投 げ 捨 て た（ こ

                                                   
2 5  K a w a s h i m a 自 身 が 断 っ て い る よ う に ，( 6 2 ) ( 6 3 )の 出 典 は 井 上 ( 1 9 7 8 : 1 7 5 )で あ る 。 
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と）（ Kawashi ma の (31b) 2 6）  

 (63 )   花子 が 積 んで あ っ た たく さ ん のみ か ん 箱 を 2 ,3 個 投 げ 捨て た（こ

と）（ Kawashi ma の (33b)）  

 

両 文 で は，遊 離 基数 詞‘ 3 個’と 遊 離概 数詞‘ 2 ,3 個’の 各 先行 詞 が 連体

数 量 詞 ‘ たく さ ん’ を含 む （ 以下 ， 基数 詞・ 概 数 詞・ 数 量詞 の遊 離 文 に

お い て 先 行詞 が 連 体 用法 の 数 量表 現 を 含 む文 を 総 称的 に「 二 重数 量 詞 文」

と 呼 ぶ ）。興 味 深い こと に ， (62 )の 遊離 基数 詞 は すわ り が 悪 い が ， (63 )の

遊 離 概 数 詞 は 問 題 な く 許 容 さ れ る 。 赤 楚 に よ れ ば ， (62 )は 先 行 詞 内 の 連

体 数 量 詞 と遊 離 基 数 詞が ‘ 数量 情 報 の矛 盾’ を 起こ す た め容 認性 が 低 下

す る が ， (63 )は 遊 離 概 数 詞 の 数 量 情 報 が 低 く ， 数 量 情 報 の 矛 盾 が 生 じ な

い た め 容 認さ れ る と いう 。  

 さ ら に， 赤 楚 は， 数量 情 報 を低 く す れ ば遊 離 基 数詞 と 先 行 詞の 数 量情

報 の 矛 盾 を回 避 で き ると 主 張 する 。  

 

 (64 )  花子 は 積 んで あ っ た たく さ ん のみ か ん 箱 を試 し に 3 個 投 げて みた 。 

（赤 楚 の (41 )）  

 

赤 楚 は ‘ 試し に 3 個’ が 概 数詞 と 機 能 的に 同 等 であ る と す る。 つ ま り，

基 数 詞 に‘ 試 し に’ を添 え る と数 量 情 報 が重 要 で なく な り， 先行 詞 に 含

ま れ る 数 量詞 ‘ た く さん ’ と 矛盾 し な く なる と い う。  

 

                                                   
2 6  赤 楚 は ( 6 2 )の 容 認 性 を ‘ *’ と し て い る が ， K a w a s h i m a  ( 1 9 9 8 )は ‘ ? ?’ と し て

い る 。  
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6.3 .2  赤 楚 分析 の 問 題 点  

 言 語 デ ータ を 詳 し く 見 る と ，遊離 概 数 詞が 常 に 許容 さ れ る わけ で はな

い こ と が わか る 。  

 

 (65 )  a .  夏休 み 中 に文 庫 本 を 3 冊 読 んだ 。  

  b .  夏休 み 中 に文 庫 本 を 2 ,3 冊 読 ん だ。  

 (66 )  a .  *夏 休 み中 に た く さん の 文 庫本 を 3 冊 読ん だ 。  

  b .  *夏 休 み中 に た く さん の 文 庫本 を 2 ,3 冊読 ん だ 。  

 

(65a) (65b )で は 遊 離 基数 詞 ‘ 3 冊’・ 遊 離概 数 詞 ‘ 2 ,3 冊 ’ はと も に 許容

さ れ る （ 先 行 詞 は 不 定 名 詞 の ‘ 文 庫 本 ’）。 一 方 ， (66a) (66b )で は 遊 離 基

数 詞 ・ 遊離 概 数 詞は いず れ も 許容 さ れ な い（ 先 行詞 は ‘た く さん の 文 庫

本 ’）。赤 楚 分 析で は，(66b)の 概 数詞 は 基 数詞 よ り も数 量 情 報 が低 い た め，

先 行 詞 と 数量 的 矛 盾 を起 こ さ ない は ず だ が ，予 測 に 反し て 許 容さ れ な い。

赤 楚 は 概 数詞 の 数 量 情報 は 低 いと す る が ， (66b )の‘ 2 ,3 冊 ’と‘ た くさ

ん ’ で は表 す 数 に明 確な 差 が あり ， 両 者 が数 量 的 に矛 盾 し な いと 主 張 す

る こ と に は無 理 が あ ると 思 わ れる 。  

 赤 楚 は (64 )にお い て‘ 試 しに 3 個 投 げて み た ’と ‘ 2 ,3 個投 げ た ’が

意 味 的 に 同等 だ と 主 張す る 。しか し，‘ 3 個’の 数 量情 報 が 減 少し て いる

と は 考 え にく い 。 試 しで あ っ ても 3 個 とい う 数 量は 明 確 で ある し ，‘試

し に 数 個 投げ て み た ’と比 べ る と依 然 と して 両 者 には 数 量 の 明確 性 に差

が あ る 。 また ， 次 の よう に 動 詞句 ‘ 試 し に投 げ て みる ’ の 外 に基 数 詞・

概 数 詞 を 抜き 出 し て みる と ， 文法 対 立 が 観察 さ れ る 。  

 

 (67 )  花子 は 積 んで あ っ た たく さ ん のみ か ん 箱 を｛ *3 個 ／ 2 ,3 個 ｝試し
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に投 げ て みた 。  

 

こ の 事 実 から (64 )は 典型 的 な 基数 詞 遊 離 文 と は 異 なる と 考 え られ る 。  

 以 上 の 考察 か ら，(62 )か ら (64 )の言 語 事実 が (61 )の 仮説 を 支持 す る とは

言 え な い 。 概 数 詞 が 基 数 詞 に 比 べ て 明 確 な 数 を 表 さ な い か ら と 言 っ て ，

遊 離 概 数 詞の 数 量 情 報を 表 す 機能 が 副 次 的で あ る とは 言 え な い 。明 確な

数 だ け が 数 量 情 報 と し て 重 視 さ れ る の で あ れ ば ，‘ す べ て ・ ほ と ん ど ’

な ど の 遊 離 数 量 詞 も 数 量 情 報 を 表 す 機 能 が 副 次 的 で あ る と 言 わ な け れ

ば な ら な い 。重 要 な のは ，‘ 3 人 ’の よ う な基 数 詞 と‘す べ て ’の よう な

数 量 詞 で は表 す 数 量 情報 が 異 なる ， とい うこ と で ある 。 すな わち ， 前者

は 数 量 の 多寡 を 表 す のに 対 し て， 後 者は 母集 合 に 対す る 比 率 を表 す 。従

っ て ， 基数 詞 と 比率 を表 す 数 量詞 を ‘数 量情 報 ’と い う 単一 の基 準 で 序

列 す る こ とに は 問 題 があ る 。  

 

6.3 .3  遊 離 基数 詞 と 遊 離 概 数詞の解釈  

第 3 章 §3 .3 ,  §3 .4 で ，日 本 語 の 基 数 詞 遊 離文 に お いて 先 行 詞 と 遊 離基

数 詞 の 部 分 関 係 を 結 ぶと き ，そ れ は T 部 分関 係 ま たは I 部分 関係 で あ っ

て，M 部分 関 係 の解 釈は T 部分 関 係 の そ れ か ら 語 用論 的 に 推 論さ れ る と

主張 し た 。  

 以 上 の 遊離 基 数 詞 文の 特 性 を 踏 ま え て ， 次 の 例 を 考 え て み よう 。  

 

 (68 )  前 を 走 っ て い た 乗 用 車 が 2 台 つ か ま っ た 。（ 井 上 ( 1 9 7 7 )の ( 4 8 b )） 

 

井上 (1977 )は この 文 に M 部 分 関係 の 解 釈 が あ る こと を 指 摘 し た 。つ まり ，

遊 離 基 数 詞‘ 2 台 ’ が ‘ 前 を 走っ て い た 乗用 車 ’ が表 す 母 集 合に 対 する
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部 分 集 合 を表 す と い う解 釈 で ある 。 し か し， (68 )の 本 来の 解 釈は T 部分

関 係 の 解 釈 で あ っ て ，‘ 前 を 走 っ て い た 乗 用 車 ’ が タ イ プ 解 釈 を 受 け ，

そ の ト ー クン を 遊 離 数量 詞 ‘ 2 台 ’ が表 す と す べ きで あ る 。 M 部 分 関係

の 解 釈 は ， 部 分 集 合 を表 す ‘ 2 台’ に 対 する 母 集 合と し て 前 を走 っ てい

た 乗 用 車 の 集 合 を 想 定 す る こ と に よ っ て 語 用 論 的 に 推 論 さ れ る も の で

キ ャ ン セ ル可 能 で あ る （ 第 3 章 §3 .4 .2 を 参照 ）。  

(68 )の 遊 離 基 数 詞 を 遊 離 概 数 詞 で 置 き 換 え る と ， 遊 離 基 数 詞 の 場 合 と

並行 的 に T 部 分関 係 の 解 釈 が 得ら れ る 。  

 

 (69 )  前を 走 っ てい た 乗 用 車が 数 台 つか ま っ た 。  

 

遊 離 数 量 詞の 先 行 詞 ‘前 を 走っ て い た乗 用車 ’ はタ イ プ 解釈 を受 け ，そ

の ト ー ク ンを 遊 離 概 数量 詞‘ 数台 ’が 表 す。こ の 場合 も ，語 用論 的 に M

部 分 関 係 の解 釈 を 読 み込 む こ とが 可 能 で ある 。 すな わ ち， 先 行詞 の ‘前

を 走 っ て いた 乗 用 車 ’は ， 遊離 概 数 詞‘ 数台 ’ が表 す 部 分集 合に 対 す る

母 集 合 と 見な す こ と がで き る 。  

本 研 究 は， 遊 離 基数 詞・ 遊 離概 数 詞 の並 行性 に 基 づき ， 次の 一般 化 を

提 案 す る 。  

 

 (70 )  遊離 基 数 詞・ 遊 離 概 数詞 の 解 釈と 先 行 詞 の定 性  

  A  先行 詞 が 定の 解 釈 を 受け る と き，遊 離基 数詞・遊離 概 数 詞は 先

行詞 の 一 部分 を 指 す か， 先 行 詞の 数 量 を 指定 す る 。  

  B  先行 詞 が 不定 の 解 釈 を受 け る とき ，遊離 基数 詞・遊 離 概 数詞 は

先行 詞 の 数量 を 指 定 する 。  
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こ の 一 般 化 に よ り ， (66a) (66b )の 非 文 法 性 は 次 の よ う に 説 明 さ れ る 。 遊

離 概 数 詞 ‘ 2 ,3 冊 ’ の 先 行 詞 は 不 定 名 詞 ‘ 文 庫 本 ’ だ か ら ， 当 該 概 数 詞

は (70 )の B に よ り 部 分解 釈 を 受け な い。 結果 と し て， 遊離 概 数詞 の 先 行

詞 は 連 体 数量 詞 ‘た くさ ん ’と 遊 離 概数 詞に よ っ て二 重 に 量 化さ れ ，容

認 性 が 低 下す る （ 遊 離基 数 詞 につ い て も 同様 ）。  

次に 二 重 数量 詞 文 の 場合 を 見 る 。  

 

 (71 )  a . ??夏 休み 中 に 書棚 に並 ん で いた た く さ んの 文 庫 本を 3 冊 読 んだ 。 

  b .  夏休 み 中 に書 棚 に 並 んで い た たく さ ん の 文庫 本 を 2 ,3 冊 読 ん だ。 

 

遊 離 基 数 詞‘ 3 冊’・遊 離 概 数詞 ‘ 2 ,3 冊’ の 先 行詞 は 定 の 解釈 を 受 ける

から ， (70 )の A を適 用す る と， 問 題 の基 数詞 ・ 概数 詞 は 部分 解釈 に な る

こ と を 予 測す る（ T 部分 関 係 の 解 釈 は ，先行 詞 が 連体 数 量 詞‘ たく さ ん’

を 含 み ， 個 体 解 釈 を 受 け る た め に 排 除 さ れ る ）。 結 果 と し て ， 連 体 数 量

詞 ‘ た く さん ’ は全 体に 相 当 する ‘ 文庫 本’ を 量 化し ， 遊離 基数 詞 ・ 遊

離 概 数 詞 はそ の 部 分 を量 化 す る。 つ まり ，同 一 名詞 の 二 重量 化は 回 避 さ

れ る は ず で あ る 。 そ れ に も か か わ ら ず ， (71a)と (71b)の 容 認 性 に 差 が 認

め ら れ る こ と か ら ， 遊 離 基 数 詞 と 先 行 詞 の 意 味 関 係 が (71a )と (71b )で 異

な る こ と が考 え ら れ る 。次 節 は この 点 に 焦点 を 当 て ，(71a )の 遊離 基 数詞

と そ の 先 行詞 の 意 味 関係 は 部 分関 係 に な るが ，(71b )の遊 離 概 数詞 と その

先 行 詞 の 意味 関 係 は 比率 関 係 にな る と 主 張す る 。  

 

6.3 .4  遊 離 基数 詞 と 遊 離 概 数詞の意味機能の違い  

 Kawashi ma  (1998 :12 -13 )は ， (62 )（ (72a )と し て 再 掲 ） の 基 数 詞 遊 離

文， (63 )（ (72b )とし て再 掲 ）の 概 数 詞遊 離文 ， (72c )の 数 量詞 遊離 文 に 関
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す る 言 語 事実 を 踏 ま え ，遊 離 概 数詞 と 遊 離数 量 詞 が並 行 的 に 振る 舞 うこ

と を 観 察 して い る （ 下線 は 筆 者）。  

 

 (72 )  a . ??花 子が 積 ん であ った た く さん の み か ん箱 を 3 個 投 げ 捨 て た（ こ

と） (= (62 ) )  

  b .  花 子 が 積 ん で あ っ た た く さ ん の み か ん 箱 を 2 ,3 個 投 げ 捨 て た

（こ と ） (= (63) )  

  c .  花 子 が 積 ん で あ っ た た く さ ん の み か ん 箱 を す べ て 投 げ 捨 て た

（こ と ）（ Kawash ima の (32b)）  

 

Kawashi ma は (72b )の遊 離 概 数詞 が 数 量 詞で あ る と結 論 づ け るが ， なぜ

異 な る 種 類 の 数 量 表 現 が 類 似 の 意 味 機 能 を 担 え る の か に つ い て は 説 明

し て い な い。 ま た ， Kawashima は， 連 体数 量 詞 ‘た く さ ん ’が (72a )で

遊 離 基 数 詞‘ 3 個 ’の生 起 を 阻む の に ， (72c )で 数 量詞‘ す べて ’の 生 起

を 許 容 す る理 由 に つ いて は 不 明 で あ る と して い る 。  

以 下 で は ， (72 )の 各 二 重 数 量 詞 文 に よ っ て 示 唆 さ れ る ， 遊 離 基 数 詞 ・

遊 離 概 数 詞・ 遊 離数 量詞 の 類 似点 と 相 違 点に つ い て論 じ る。 分析 に 入 る

ま え に ， 数量 詞 の 下 位分 類 を 行う 。 第 3 章 §3 .1 で見 た よう に，‘ ほと ん

ど ・ す べて ’ のよ う な数 量 詞 は， あ らか じめ 決 め られ た 母 集 合に 対 す る

比 率 を 表 す 比 率 的 数 量 詞 で ，‘ た く さ ん ’ の よ う な 数 量 詞 は ， 母 集 合 を

前 提 と し ない 基 数 数 量詞 で あ る（数 量 詞 とそ の 限 定対 象 の 前 提性 の 関係

につ い て は， 第 2 章 §2 .1 と 第 3 章 §3 .1 を参 照 ）。  

加 賀 (1997 ) は 数 量 詞 と 部 分 否 定 解 釈 の 相 関 を 綿 密 に 調 査 し ， Horn 

(1972 ,  1989)  が 提 案 した 数 量 詞ス ケ ー ル につ い て man y（‘ た くさ ん ’の

意 味 ）の よ う な基 数 的な タ イ プと  most（‘ほ と ん ど’の意 味）のよ う な
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比 率 的 な タ イ プ を ま と め て 表 記 す る こ と に は 問 題 が あ る と 指 摘 し て い

る 2 7。 加 賀 は 否 定 文 に お い て 数 量 詞 の 適 切 な 解 釈 を 得 る た め に は ， 基 数

的 数 量 詞 と 比 率 的 数 量 詞 を 別 の 数 量 詞 ス ケ ー ル で 表 す 必 要 が あ る と 主

張 す る 。 それ ぞ れ の 数量 詞 は 次の ス ケ ー ルで 表 さ れる 。  

 

 

   ｜     ｜      ｜             ｜  
  so me  m an y  mo s t  a l l / eve ry  
  い く つ か  多 く  大 部 分  全 部 ／ 全 員  
 

図  6 .2 比 率 的 数 量 詞 ス ケ ー ル （ 加 賀 の (35 )）  

 

   ｜         ｜         ｜  
  so me / a  f ew  se ve r a l  m an y / a  g re a t  de a l  o f  
 い く つ か ／ 少 し  た く さ ん ／ 多 数  
 

図  6 .3 基 数 的 数 量 詞 ス ケ ー ル （ 加 賀 の (36 )）  

 

加 賀 に よ れば ，各ス ケー ル は 2 項対 立 の スケ ー ル と 見 な せ る 。す な わち ，

前 者 は 「 普遍 数 か， 普遍 数 で ない か 」の スケ ー ル であ り ，後 者は 「 少 数

か ， 多 数 か」 の ス ケ ール で あ る。 2 つ の 数量 詞 ス ケー ル で は 問題 に され

る 数 量 情 報 は 明 確 に 区 別 さ れ る 。 加 賀 の 言 葉 を 借 り れ ば ， (73 )で は 母 集

合 と の 間 で 決 ま る 「 相 対 的 評 価 」 の 序 列 が ， (74 )で は 母 集 合 か ら 独 立 し

た 「 絶 対 的評 価 」 の 序列 が 示 され て い る 。  

                                                   
2 7  M i l s a r k  ( 1 9 7 4 )は ， 英 語 の s o m e / m a n y に 基 数 的 用 法 と 比 率 的 用 法 が あ り ， 前

者 だ け が t h e r e 存 在 文 に 生 起 で き る こ と を 観 察 し て い る （ 第 2 章 § 2 . 1 を 参 照 ）。

こ の こ と は ， 当 該 数 量 詞 が 比 率 的 ス ケ ー ル と 基 数 的 ス ケ ー ル の 両 方 に 含 ま れ る こ

と か ら 確 認 で き る 。  
加 賀 ( 1 9 9 7 )は ， s o m e に 対 応 す る 日 本 語 の‘ い く つ か ’に も 同 様 な 区 別 が あ る と

述 べ て い る 。 た だ し ， m a n y に 対 応 す る 日 本 語 が 基 数 的 用 法 で は ‘ た く さ ん ’， 比

率 的 用 法 で は‘ 多 く ’に な る と ，加 賀 は 主 張 す る（ こ れ に 関 す る 議 論 に つ い て は ，

第 3 章 § 3 . 1 を 参 照 ）。  
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 基 数 的 数量 詞 ・比 率的 数 量 詞の ２ 分 法 では ， 概 数 詞 と 基数 詞は と も に

基 数 的 数 量詞 と 見 な され ， 比率 的 数 量詞 から 区 別 され る 。こ れは ， 一見

す る と (72 )で 観 察 さ れ る ， 遊 離 概 数 詞 と 遊 離 数 量 詞 の 並 行 性 と 矛 盾 す る

よ う だ が ，遊離 概 数 詞が そ の 生起 環 境 に よっ て 基 数的 用 法 と 比率 的 用法

の い ず れ かを 担 え る と考 え れ ば， そ の 矛 盾は 回 避 でき る 。そ こで 本 研 究

は ， 概 数 詞遊 離 文 に つい て 次 の仮 説 を 立 てる 。  

 

 (73 )  遊離 概 数 詞の 解 釈 に 関す る 仮 説  

  遊離 概 数 詞は 単 独 で は基 数 数 量詞 で あ る が，先 行 詞に 連 体 数 量詞

が含 ま れ る場 合 ，比 率的 数 量 詞の 機 能 を 獲得 し ，先 行 詞の 表 す集

合に 対 す る比 率 を 表 す。  

 

例 え ば ，‘ 2 ,3 個 ’の よう な 遊 離概 数 詞 は ，先行 詞 が‘ たく さ ん ’の よ う

な 連 体 数 量詞 を 含 む 場合 ， 比 率的 数 量 詞 の機 能 を 担う こ と に なる 。  

 以 下 で は (72 )の 各 文の 解 釈 を 詳 し く 見 る 。(72c )の 遊離 数 量 詞‘す べ て’

は 比 率 的 数量 詞 で あ る。 こ れが ， 先 行詞 ‘み か ん箱 ’ を 限定 する 連 体 数

量 詞 ‘ たく さ ん’ と 共起 で き るの は ，数 量の 限 定 を受 け た 先 行詞 に 対 す

る割 合 を 表す か ら で ある 。 遊離 数 量 詞と 先行 詞 の 関係 は ，次 の図 で 表 さ

れる 。  

 

 たく さ ん のみ か ん 箱  
 
   ｜    ｜      ｜      ｜     ｜  
   い く つ か  半 分  ほ と ん ど  す べ て  
 

図  6 .4 遊 離 数 量 詞 と 連 体 数 量 詞 を 含 む 先 行 詞 の 意 味 関 係  
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線 分 が 表 して い る の は‘ た くさ ん の みか ん箱 ’ の表 す 集 合（ 全体 ） であ

る 。 そ して 下 段 は比 率的 数 量 詞の 序 列 で ，各 数 量詞 は 全 体に 占め る 割 合

を 表 し て いる 。 (72c )の‘ すべ て ’は 比率 的数 量 詞 スケ ー ル 上 のほ か の 数

量 詞 に 置 き換 え て も 問題 な く 容認 さ れ る 2 8。  

 次 に (72a ) (72b )を 考 察 す る 。 連 体 数 量 詞 ‘ た く さ ん ’ は ‘ み か ん 箱 ’

を ， 遊 離 概数 詞 ‘ 2 ,3 個’・ 遊離 基 数詞 ‘ 3 個 ’ は その 部 分 を量 化 す るた

め ， 同 一名 詞 の 二重 量化 は 回 避さ れ る。 それ に も かか わ ら ず ，遊 離 基数

詞 を 含 む (72a)の 容 認 性 は 低 い 。 (72a )は ， そ の 容 認 性 の 程 度 か ら 判 断 す

ると ， おそ ら く は焦 点構 造 の 問題 で は な いか と 推 測さ れ る。 詳細 に つ い

ては §6 .3 .6 で 論じ る 。こ こ で は，二 重数 量詞 文 が 遊離 基 数 詞 と整 合 し な

いこ と を 指摘 す る に とど め る 。  

 で は ，二 重 数 量詞 文に 遊 離 概数 詞 が 生 じた 場 合 に， 遊 離基 数詞 の 場 合

の よ う な 問 題 が 生 じ な い の は な ぜ か 。 (72b )を 例 に と る と ， 遊 離 概 数 詞

‘ 2 ,3 個 ’ は ， そ の 先 行 詞 に 含 ま れ る 連 体 数 量 詞 ‘ た く さ ん ’ と の 対 比

                                                   
2 8  ( 7 2 c )の 遊 離 数 量 詞（‘ す べ て ’）を ほ か の 比 率 的 数 量 詞 で 置 き 換 え た 場 合 に ，‘ 半

分 ’ の 容 認 性 が ほ か よ り も 落 ち る と 判 断 す る 話 者 が い る （ 加 賀 信 広 教 授 の ご 指 摘

に よ る ）。  
 
 ( i )  花 子 が 積 ん で あ っ た た く さ ん の み か ん 箱 を ｛ い く つ か ／ ほ と ん ど ／ ?半 分 ｝

投 げ 捨 て た （ こ と ）  
 
こ の 要 因 と し て 考 え ら れ る の は ，‘ 半 分 ’が 全 体 に 対 す る 割 合 の う ち で も 2 等 分 を

問 題 に す る 点 で あ る 。 ( i )で は 全 体 に 相 当 す る 集 合 が ‘ た く さ ん ’ に よ っ て 量 化 さ

れ て い る た め ， 全 体 の 数 量 が 漠 然 と 規 定 さ れ る 。 一 方 ， 遊 離 数 量 詞 の ‘ 半 分 ’ が

適 切 な 部 分 集 合 を 表 す た め に は ， 全 体 の 数 量 が 明 示 さ れ る 場 合 ， そ れ が 明 確 で あ

る こ と を 要 求 す る も の と 考 え ら れ る 。 こ の 連 体 数 量 詞 と 比 率 的 数 量 詞 の 機 能 的 な

ミ ス マ ッ チ が 容 認 性 の 低 下 と な っ て 現 れ て い る と 思 わ れ る 。  
な お ， 比 率 的 数 量 詞 ‘ 半 分 ’ を 単 独 で 用 い た 場 合 に は 問 題 が 生 じ な い 。  

 
 ( i i )  花 子 が 積 ん で あ っ た み か ん 箱 を 半 分 投 げ 捨 て た （ こ と ）  
 
こ の 場 合 は ，全 体 に 相 当 す る 集 合 の 数 量 が 規 定 さ れ て い な い た め ，‘ 半 分 ’の 機 能

と の ミ ス マ ッ チ が 起 こ っ て い な い と 見 る こ と が で き る 。 比 率 的 数 量 詞 は ， そ の 語

彙 特 性 に よ り 全 体 の 数 量 が 明 示 さ れ て い な く て も 全 体 に 対 す る 割 合 （ 語 彙 的 部 分

解 釈 ） を 表 す こ と が で き る （ § 2 . 1 ,  § 3 . 2 を 参 照 ）。  
 
 ( i i i )  学 生 が ｛ み ん な ／ ほ と ん ど ｝ そ の 試 験 に 合 格 し た 。  
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に よ っ て 比率 的 数 量 詞の ‘ 少し ・ いく つ か’ と 同等 の 機 能を 担う と 考 え

ら れ る 。 遊離 概 数 詞 と先 行 詞 の関 係 は ， 次の 図 で 表さ れ る 。  

 

 たく さ ん のみ か ん 箱  
 
 ｜｜   ｜     ｜             ｜  
 2 ,3 個  数 個  数 十 個  
 

図  6 .5 概 数 詞 遊 離 文 と 連 体 数 量 詞 を 含 む 先 行 詞 の 意 味 関 係  

 

先 行 詞 に 含ま れ る 連 体数 量 詞‘ た く さん ’と の 対比 に よ り， 概数 詞 は 相

対 的 な 数 を表 す 表 現 と見 な さ れ， 許 容 さ れる 。  

遊 離 概 数 詞が 比 率 的 解釈 を 受 けら れ る か どう か は ，先行 詞 に 含ま れる

数 量 表 現 との 数 量 関 係 に 依 存 す る 。 次の 例が 示 す よう に ，同 スケ ー ル 上

の よ り 大 きな 数 を 表 す概 数 詞 （‘ 数 百個 ’な ど ） は容 認 さ れ ない 。  

 

(74 )  *花 子 が 積 ん で あ っ た た く さ ん の み か ん 箱 を 数 百 個 投 げ 捨 て た （ こ

と）  

 

こ れ は 連 体 数 量 詞 ‘ た く さ ん ’ と の 対 比 で 明 確 な 数 量 差 が 認 め ら れ ず ，

結 果 と し て 比 率 を 表 せ な い た め で あ る と 考 え ら れ る 。 つ ま り ，‘ た く さ

ん ’ の 表す 数 が ‘少 なく は な い数 ’ であ るた め ，小 さ な 数と の対 比 は 可

能 で も ， 大き な 数 で は対 比 が でき な い こ とに よ る 。  

ま た ，次 の 二重 数 量 詞文 で も 連体 概 数 詞 と遊 離 概 数詞 の 表 す 数が 近い

た め ， 明 確な 数 量 差 を認 め に く い （ か っ こは 筆 者 の容 認 性 判 断） 2 9。  

                                                   
2 9  井 上 は 容 認 可 能 と し て い る が ，筆 者 の 言 語 直 感 で は す わ り が 悪 い 。な お ，遊 離

数 量 詞 が 比 率 的 数 量 詞 の 場 合 は ， 問 題 な く 容 認 さ れ る 。  
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 (75 )  ( ? )並 ん で 走 っ てい た 数 台の ト ラ ッ ク がガ ー ドレ ー ル に 3 ,4 台 ぶつ

かっ た 。（ 井 上 (1978 )の (36 )）  

 

連 体 概 数 詞 ‘ 数 台 ’ と 遊 離 概 数 詞 ‘ 3 ,4 台 ’ の 比 率 関 係 で は 当 該 遊 離 概

数 詞 は ‘ほ と ん ど’ の意 味 で 解釈 さ れ る こと に な るが ， 筆者 の言 語 直 観

で は 落 ち 着き が 悪 い 。‘ 3 ,4 台 ’は ，基数 的意 味 と して は‘ い くつ か ’に

近 い 表 現 と 見 な さ れ るが ， 先行 詞 に 含ま れる 連 体 数量 詞 ’数 台’ と の対

比 に よ っ て決 ま る 比 率的 意 味 は‘ ほ とん ど’ に なり ， それ ぞ れの 数 量 詞

ス ケ ー ル 上 で の 位 置 関 係 が 逆 転 す る （‘ い く つ か ’ は 基 数 的 数 量 詞 ス ケ

ー ル 上 の 左 側 に ，‘ ほ と ん ど ’ は 比 率 的 数 量 詞 ス ケ ー ル 上 の 右 側 に そ れ

ぞ れ 位 置 する ）。こ のた め に 容認 性 が 低 下す る と 思わ れ る 。  

ここ で (71b )（ (76 )と して 再 掲 ）を 再 検 討 しよ う 。  

 

 (76 )  夏休 み 中 に書 棚 に 並 んで い た たく さ ん の 文庫 本 を 2 ,3 冊読 ん だ。  

(= (71b ) )  

 

先に ， (70 )の 一般 化 に基 づ い て，遊 離 概 数詞 と 先 行詞 が M 部分 関 係 を結

ぶ と 分 析 した 。 し か し， こ の 分析 で は 遊 離基 数 詞 の‘ 2 冊 ’ が容 認 され

な い こ と を 正 し く 予 測 で き な い 。 本 研 究 は ， (76 )の 遊 離 概 数 詞 と 先 行 詞

が‘ 2 ,3 冊 ’と‘ た くさ ん（ の文 庫 本）’と の 対 比に よ って ，先 行 詞 に対

す る 比 率 を表 す と 仮 定す る 。  

 母 集 合 を前 提 と す る点 に つ いて は ，比 率関 係 と 部分 関 係 は 同等 で ある

が ， 両 者 は 明 確 に 区 別 さ れ な け れ ば な ら な い 。 例 え ば ，‘ 積 ん で あ っ た

                                                                                                                                                     
 
 ( i )  並 ん で 走 っ て い た 数 台 の ト ラ ッ ク が ガ ー ド レ ー ル に み ん な ぶ つ か っ た 。  

（ 井 上 ( 1 9 7 7 )の ( 4 9 )）  
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み か ん 箱 を 2 ,3 個’ は (T )部 分関 係 で あ るが ，‘積 ん で あっ たた く さ んの

み か ん 箱 を 2 ,3 個 ’ は比 率 関 係で あ る 。 部分 関 係 では 概 数 詞 ‘ 2 ,3 個’

は 絶 対 的 な数 を 表 し てお り ，全 体 の 数と は独 立 し てい る 。一 方， 比 率関

係 で は 概 数 詞 ‘ 2 ,3 個 ’ は 全 体 の 数 量 に 占 め る 部 分 の 割 合 （ 少 数 で あ る

こ と ） を表 す 。要 す るに ， 部分 関 係 に関 わる 数 量 表現 が 基 数 的で あ る の

に 対 し て ，比 率 関 係 に関 わ る 数量 表 現 は 比率 的 と なる 3 0。  

二 重 数 量 詞文 に 含 ま れる 2 つ の 数量 表 現 の組 み 合 わせ は 自 由 では な く，

一 定 の パ タ ン が あ る 。 (71 ) (72 )を 踏 ま え る と ， 連 体 修 飾 の 数 量 表 現 が 基

数 的 で ，遊 離 し た数 量表 現 が 比率 的 用 法 の 場 合 に 容認 さ れ る 。連 体 修飾

の 数 量 表 現が 比 率 的 で あ る 場 合 ，次 に 示 すよ う に 遊離 し た 数 量表 現 は基

数 的 ・ 比 率的 の 別 を 問わ ず 容 認さ れ な い 3 1。  

 

 (77 )   夏 休 み 中 に 書 棚 に 並 ん で い た ほ と ん ど の 文 庫 本 を ｛ *2 冊 ／ *2 ,3

冊／ *すべ て ｝ 読ん だ。  

   c f .  夏 休 み中 に 書 棚 に並 ん で いた ほ と ん どの 文 庫 本を 読 ん だ 。  

 

以 上 の 考 察を 踏 ま え ると ，二 重 数量 詞 文 が表 す 解 釈は 次 の よ うに 一般

化さ れ る 。  

 

 (78 )  二 重 数 量 詞 文 で は ， 連 体 数 量 詞 に よ っ て 遊 離 数 量 詞 ・ 遊 離 概 数 詞

                                                   
3 0  た だ し ，‘ 5 人 に 1 人 ’ の よ う な 比 率 表 現 に 基 数 詞 が 生 起 で き る 事 実 を 踏 ま え

る と ， 基 数 詞 が 比 率 を 表 さ な い と は 言 い 切 れ な い と 思 わ れ る （ c f .‘ 5 人 の う ち の

1 人 ’）。  
3 1  遊 離 数 量 詞 の‘ す べ て ’は 先 行 詞 の‘ 書 棚 に 並 ん で い た ほ と ん ど の 文 庫 本 ’と

M 部 分 関 係 （ 集 合 に 対 す る 比 率 関 係 ） を 結 ぶ こ と は 不 可 能 で あ る が ， I 部 分 関 係

（ 単 一 の 個 体 に 対 す る 比 率 関 係 ）を 結 ぶ こ と は 可 能 で あ る 。つ ま り ，‘ そ の ほ と ん

ど の 文 庫 本 に つ い て ， す べ て （ の ペ ー ジ を ） 読 ん だ ’ と い う 解 釈 で あ る 。 な お ，

遊 離 数 量 詞 の 先 行 詞 が ヒ ト 名 詞 の 場 合 ， 適 切 な 比 率 関 係 は 得 ら れ な い 。  
 
 ( i )   *教 室 に い た ほ と ん ど の 学 生 を み ん な 誉 め た 。  
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の 先 行 詞 の 数 量 が 指 定 さ れ ， 遊 離 数 量 詞 ・ 遊 離 概 数 詞 に よ っ て 先

行詞 に 対 する 割 合 が 表さ れ る 。  

 次 節 で は比 率 表 現 と数 量 詞・ 概 数 詞の 関連 に 焦 点を 当 て る 。遊 離 概数

詞 が 比 率 を表 す の は ，先 行 詞に 連 体 数量 詞が 含 ま れる 場 合 に 限ら れ ，そ

れ 以 外 は 基数 詞 と 並 行的 に 振 る舞 う こ と を指 摘 し ，そ の 理 由 を探 る 。  

 

6.3 .5  概 数 詞の 基 数 的 用 法 と比率的用法  

以 下 で は， 遊 離 基数 詞・ 遊 離概 数 詞・ 遊 離数 量 詞 と先 行 詞 の 関係 に つ

い て 論 じ る。 ま ず ， 先行 詞 が 連体 数 量 詞 を 含 ま な い 場 合 を 見 る 。  

 

 (79 )  a .  昨日 ， お 土産 に も ら った も み じ饅 頭 を 2 個食 べ た 。  

  b .  昨日 ， お 土産 に も ら った も み じ饅 頭 を 2 ,3 個食 べ た 。  

  c .  昨 日 ， お 土 産 に も ら っ た も み じ 饅 頭 を ｛ い く つ か ／ ほ と ん ど ｝

食べ た 。  

 

(79c )で は 比率 的 数 量詞 の‘ ほと ん ど ’が先 行 詞 の‘ も み じ 饅頭 ’に 対す

る 比 率 を 表す 。 よっ て， 先 行詞 の ‘ お土 産に も ら った も み じ 饅頭 ’ は定

の 解 釈 を 受 け る 。 一 方 ，‘ い く つ か ’ は 単 独 で 比 率 を 表 さ ず ， (79b )の 概

数 詞 の ‘ 2 ,3 個 ’ と 同 等 で あ る 。 こ れ ら の 数 量 表 現 は ， 食 べ た も み じ 饅

頭 の 数 量 が多 く な い こと を 表 すが ，先 行 詞と 結 ぶ 関係 は 比 率 関係 で な く，

T 部 分 関 係で あ る 。つま り ，先 行 詞は 不 定解 釈 を 受け る 。 (79a)で は 遊離

基 数 詞 の‘ 2 個 ’と 先行 詞 の 関係 は ，(79b)と 同様 に ，T 部 分 関係 で あ る 。

こ の 場 合 も ， 先 行 詞 は 不 定 解 釈 を 受 け る 。 以 上 か ら ， (79 )で は 遊 離 基 数

詞‘ 2 個 ’・ 遊 離 概 数詞 ‘ 数 個’・ 遊離 数量 詞 ‘ いく つ か ’ はい ず れ も先

行詞 と T 部 分 関係 を 結ぶ が ，比率 的 数量 詞‘ ほ と んど ’のよ うに 比 率 関
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係 を 表 す こと は な い と結 論 づ けら れ る 。  

次 に ，二 重 数量 詞 文 で遊 離 し た数 量 表 現 の先 行 詞 が定 の 解 釈 を受 ける

場 合 を 見 る 。  

 

 (80 )  a . ??昨 日， お 土 産に もら っ た たく さ ん の もみ じ 饅 頭を 2 個 食 べた 。 

  b .  昨日 ，お土 産 に もら った た く さん の も み じ饅 頭 を 2 ,3 個 食 べ た。 

  c .  昨日 ，お土 産 に もら った た く さん の も み じ饅 頭 を｛ い く つか ／

ほと ん ど ｝食 べ た 。  

 

(78 )の 一 般 化 を 踏 ま え る と ， 各 文 の 遊 離 し た 数 量 表 現 の 先 行 詞 に は 基 数

数 量 詞‘ たく さ ん’が含 ま れ る た め ，遊 離数 量 詞 の解 釈 に 影 響を 与 え る。  

ま ず ， (80a )に は 遊 離 基 数 詞 の ‘ 2 個 ’ が 含 ま れ る 。 先 に 見 た よ う に ，

基 数 詞 遊 離 文 で は 全 体 を 表 す 先 行 詞 が 連 体 数 量 詞 を 含 む こ と は 許 さ れ

ない 3 2。こ れと 対 照 的 に (80b )は 許容 さ れ る。こ れ は，概 数詞 の‘ 2 ,3 個 ’

が 先 行 詞 に含 ま れ る 連体 数 量 詞の ‘ たく さん ’ との 対 比 によ って 比 率 的

                                                   
3 2  元 に な っ た 論 文 の 査 読 者 か ら 遊 離 基 数 詞 が ‘ 1 0 個 ’ の よ う な よ り 大 き な 数 の

場 合 は ど う か と い う 指 摘 を 受 け た が ， 筆 者 の 言 語 直 感 で は 容 認 性 の 差 は 感 じ ら れ

な い 。  
 
 ( i )  *昨 日 ， お 土 産 に も ら っ た た く さ ん の も み じ 饅 頭 を 1 0 個 食 べ た 。  
 

さ ら に ， 遊 離 基 数 詞 に ‘ だ け ・ も ’ を 付 け る と 容 認 性 が 上 が る の で は な い か と

指 摘 を 受 け た （ か っ こ は 筆 者 の 容 認 性 判 断 を 表 す ）。  
 
 ( i i )   昨 日 ， お 土 産 に も ら っ た た く さ ん の も み じ 饅 頭 を 2 個 だ け 食 べ た 。  
 ( i i i )  ( * )昨 日 ， お 土 産 に も ら っ た た く さ ん の も み じ 饅 頭 を 1 0 個 も 食 べ た 。  
 
基 数 詞 が 副 助 詞 を 伴 う 場 合 ，新 た な 特 性 を 獲 得 す る よ う に 思 わ れ る 。例 え ば ， ( i i )
の ‘ 2 個 だ け ’ は ‘ 少 し だ け ’ と ほ ぼ 同 義 で あ る よ う に 感 じ ら れ る 。‘ だ け ’ は 遊

離 基 数 詞 の 数 量 情 報 が 先 行 詞 の ご く 一 部 で あ る こ と を 表 す の で ， 結 果 的 に 先 行 詞

の 表 す 母 集 合 に 占 め る 割 合 を 表 し て い る 可 能 性 が あ る 。 た だ し ， 副 助 詞 を 伴 っ た

基 数 詞 を 遊 離 基 数 詞 と 見 な す か ど う か に つ い て は 検 討 を 要 す る 。 第 3 章 の 注 4 1
で 見 た よ う に ， 副 助 詞 を 伴 っ た 数 量 詞 が 単 独 の 数 量 詞 と 異 な る 意 味 特 性 を も つ こ

と が あ る た め ， 二 重 数 量 詞 文 で も 副 助 詞 に よ っ て 焦 点 構 造 が 変 化 す る こ と は 十 分

考 え ら れ る 。 本 研 究 は 基 数 詞 と 概 数 詞 が 単 独 で 用 い ら れ た 場 合 の 機 能 に 注 目 す る

た め ， ( i i )の よ う な 例 に つ い て は 今 後 の 課 題 と し た い 。  
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数 量 詞 と して 再 解 釈 され る た めで あ る 。 (80c )で は ，連 体数 量 詞‘ たく さ

ん ’ と の 対比 に より ，本 来 ，基 数 的 数量 詞で あ る ‘い く つか ’が 比 率 的

用 法 を 獲 得し ，‘ほ とん ど ’ と同 様 に 許 容さ れ る 。  

 最 後 に ， 比 率 的 数 量 詞 ‘ ほ と ん ど ’ と 基 数 的 数 量 詞 ‘ い く つ か ’ が ，

先 行 詞 の 種類 に よ っ てど の よ うな 意 味 機 能を 担 う のか 考 察 す る。  

 

 (81 )  a .  昨日 ， も みじ 饅 頭 を ｛い く つ か／ ほ と ん ど｝ 食 べ た。  

  b .  昨 日 ， た く さ ん の も み じ 饅 頭 を ｛ *い く つ か ／ ほ と ん ど ｝ 食 べ

た。  

 

(81a)は 遊 離数 量 詞 の先 行 詞 が限 定 詞 を 伴わ な い 場合 で あ る 。遊 離数 量詞

の ‘ ほ とん ど ’ は比 率的 数 量 詞な の で， 語彙 的 部 分解 釈 を 表 す。 す なわ

ち， 先 行詞 は 定 の解 釈を 受 け， そ れ に対 する 比 率（ 食 べ たも みじ 饅 頭 の

割 合 ） を 遊離 数 量詞 が表 す 。 一方 ， 遊離 数量 詞 の ‘い く つか ’は 基 数 数

量 詞 な の で， 先 行 詞 の数 量 （ 食べ た も み じ饅 頭 の 個数 ） を 指 定す る 。  

 (81b )の ‘ た く さ ん の も み じ 饅 頭 ’ は ， 遊 離 数 量 詞 が 比 率 的 数 量 詞 の

場 合 ， 定 の 解 釈 を 受 け る 。 一 方 ，‘ い く つ か ’ は 基 数 数 量 詞 と し て 機 能

す る が ，先 行 詞 が基 数数 量 詞‘ た く さん ’を 内 包す る た め， 同一 名 詞 の

二 重 量 化 によ り 許 容 され な い 。な お ， (80c )で 見 たよ う に ，先行 詞 が 連体

数 量 詞 を 含 み ， か つ 定 の 解 釈 を 受 け る 場 合 に は ，‘ い く つ か ’ は ‘ ほ と

ん ど ’ と 並行 的 に ， 比率 的 数 量詞 と し て 機能 す る 。  

次 の 表 は ， 遊 離 数量 詞の ‘ ほ とん ど ’と ‘い く つ か’ が 先行 詞の 形 式

に応 じ て どの よ う な 機能 を 担 うの か ま と めた も の であ る 。  
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例 文  先 行 詞 の 形 式  ‘ い く つ か ’  ‘ ほ と ん ど ’  

( 8 1 a )  は だ か 名 詞  基 数 的  比 率 的  

( 8 1 b )  連 体 数 量 詞 を 含 む 名 詞 句  ＊  比 率 的  

( 7 9 c )  関 係 節 を 含 む 名 詞 句  基 数 的  比 率 的  

( 8 0 c )  連 体 数 量 詞 と 関 係 節 を 含 む 名 詞 句  比 率 的  比 率 的  

 
表  6 .3 遊 離 数 量 詞 ‘ い く つ か ・ ほ と ん ど ’ の 解 釈 と 先 行 詞 の 形 式  

 

‘ ほ と ん ど ’は 常 に 比率 的 用 法に な る こ とか ら 語 彙的 な 比 率 的数 量 詞と

見 な す こ と が で き る 。 一 方 ，‘ い く つ か ’ は 語 彙 的 に は 基 数 的 数 量 詞 で

あ り ， 先行 詞 が 連体 数量 詞 を 含み ， かつ 定の 解 釈 を受 け る 場 合に の み 比

率 的 用 法 を獲 得 す る 。  

語 彙 的 な 比率 的 数 量 詞の ‘ ほと ん ど’ と 比率 的 用 法を 獲 得 し た基 数的

数 量 詞 ‘ い く つ か ’ の 違 い は 何 か 。‘ い く つ か ’ は 数 量 の 多 寡 を 表 す 働

き が あ る が ， 明 確 な 数 を 表 さ ず ， 概 数 詞 ‘ 2 ,3 個 ’ と ほ ぼ 同 義 で あ る 。

表 す 数 の 不明 確 性 が 相対 的 数 を表 す た め の必 要 条 件で あ る と すれ ば ，遊

離 概 数 詞 が本 来 の 基 数的 用 法 に加 え て ，比率 的 用 法を 獲 得 で きる 理 由に

説 明 を 与 えら れ る。 絶対 的 な 数を 表 す 基 数詞 は ，そ の 特 性 の ため に 全 体

の 一 部 分 は 表 す こ と がで き て も ，全 体 に 対す る 割 合を 表 す こ とが で きな

い 。 対 照 的 に ， 絶 対 的 な 数 を 表 さ な い 概 数 詞 と 数 量 詞 ’ い く つ か ’ は ，

そ の 表 す 数 の 不 明 確 性 に よ っ て 全 体 に 対 す る 割 合 を 表 す 柔 軟 性 を 備 え

る の で あ る。  

本 節 で は， 遊 離概 数 詞の 先 行 詞が 連 体 数 量詞 を 含 み， かつ 定 の解 釈 を

受 け る 場 合に は ，遊 離概 数 詞 は‘ い くつ か’ の よう な 比 率的 数量 詞 の 機

能を も つ こと を 見 た 。  
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6.3 .6  二 重 数量 詞 文 と 先 行 詞のヒト性  

本 研 究 は ，二重 数 量 詞構 文 に おい て 遊 離 概数 詞 が 遊離 数 量 詞 と並 行的

に 振 る 舞 う の は 遊 離 概 数 詞 が 比 率 用 法 を 獲 得 す る た め で あ る と 主 張 し

て き た 。実 は ，二 重 数量 詞 文 を詳 細 に 観 察す る と， 遊 離 概数 詞は 先 行 詞

が ヒ ト 名 詞か ど う か で容 認 性 が変 化 す る こと が わ か る 。次 の 例が 示 すよ

うに ， 先行 詞 が ‘人 ’の 場 合は ， 母 集合 に対 す る 割合 を 表 す 比率 的 数 量

詞 の 遊 離 数量 詞 は 容 認さ れ る が， 遊 離 概 数詞 で は 容認 性 が 低 下す る 3 3。  

 

 (82 )   警察 は 広 場に い た た くさ ん の 人を ｛ ほ と んど ／ ??2 ,3 人 ｝逮 捕し

た。  

 

 次 に ， 先行 詞 が 人 以外 の 生 物 で あ る ‘ 蛍’ の 場 合を 見 よ う 。  

 

 (83 )   少年 は 水 辺に い た た くさ ん の 蛍を ｛ ほ と んど ／ 2 ,3 匹 ｝ つか まえ

た。  

 

こ れ が 容 認 さ れ る こ と か ら 遊 離 概 数 詞 ‘ 2 ,3 匹 ’ は 先 行 詞 ‘ た く さ ん の

蛍 ’ と 適 切に M 部 分関 係 （ 比率 関 係 ） を結 ん で いる と 言 え る。  

 (82 ) (83 )は 遊 離 し た 数 量 表 現 の 先 行 詞 が 目 的 語 で あ っ た が ， 主 語 の 場

合 も 同 様 な文 法 対 立 が観 察 さ れる 。次の 例は ，ヒ ト名 詞‘た くさ ん の 人’

を 先 行 詞 とす る 遊 離 概数 詞 ‘ 2 ,3 人 ’を 含む が ， すわ り が 悪 い 3 4。  

                                                   
3 3  部 分 構 造 で は こ の よ う な 文 法 対 立 が 見 ら れ な い こ と に 注 意 さ れ た い 。  
 
 ( i )  警 察 は 広 場 に い た た く さ ん の 人 の ｛ ほ と ん ど ／ （ う ち の ） 2 , 3 人 ｝ を 逮 捕

し た 。  
 
3 4  部 分 構 造 で は ‘（ 広 場 に い た ） た く さ ん の 人 ’ と ‘ 2 , 3 人 ’ が 適 切 に M 部 分 関

係 を 結 ぶ 。  
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 (84 )   ダ ン ス 音 楽 が か か る と 広 場 に い た た く さ ん の 人 が ｛ ほ と ん ど

／ ? ?2 ,3 人｝ 踊 り出 した 。  

 

一 方 ， 次の 例 で は遊 離概 数 詞‘ 数 羽’ の 先行 詞 は 非ヒ ト 名 詞 ‘た く さ

ん の 雀 ’ であ る が ， 問題 な く 容認 さ れ る 。  

 

 (85 )   手 す り に と ま ま っ て い た た く さ ん の 雀 が 数 羽 チ ュ ッ チ ュ と 鳴 い

た。（ 井上 (1978 )の (38 )）  

 

 二 重 数 量 詞 文 で 先 行 詞 の ヒ ト 性 と 遊 離 し た 数 量 表 現 と の 相 関 を ま と

め た の が ，次 の 表 で ある 。  

 

遊 離 し た 数 量 表 現  
先 行 詞 の 種 類  

非 ヒ ト 名 詞  ヒ ト 名 詞  

比 率 的 数 量 詞  OK OK 

基 数 的 数 量 詞 ・ 概 数 詞  OK ??  

基 数 詞  ? ?  ??  
 

表  6 .4 二 重 数 量 詞 文 に お け る 遊 離 し た 数 量 表 現 と 先 行 詞 の 相 関  

 

こ の 表 か ら 二 重 数 量 詞文 で 遊 離概 数 詞・ 基数 的 数 量詞 が 比 率 用法 を 獲得

で き る の は， 先 行 詞 が非 ヒ ト 名詞 の 場 合 に限 ら れ る こ と が わ かる 。  

 二 重 数 量詞 文 が 遊 離概 数 詞・ 基 数 的数 量詞 を 含 む場 合 に， 先行 詞 の 名

詞 の ヒ ト 性 が 容 認 性 に 影 響 を 与 え る 理 由 を 考 察 す る 。 結 論 か ら 言 え ば ，

                                                                                                                                                     
 
 ( i )  ［ 広 場 に い た た く さ ん の 人 の う ち の 2 , 3 人 ］ が 踊 り 出 し た 。  
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先 行 詞 が「 均 質な 集 合」（ 西 田 (2004)を 参照 ）を 表 す とき に は比 率 解 釈が

成 立 す る と 考 え れ ば ヒ ト 名 詞 と 非 ヒ ト 名 詞 の 対 照 性 が 説 明 で き る 。‘ た

く さ ん の 蛍’は 個体 解釈 と 量 解釈 の 2 つ の解 釈 が 可能 で あ る のに 対 し て，

‘ た く さ んの 人 ’は 個体 解 釈 のみ 可 能 で ある と 仮 定す れ ば， 遊離 概 数 詞

の 比 率 解 釈が 得 ら れ るの は ，量 解釈 を 許 す非 ヒ ト 名詞 の と き に限 ら れる

こ と に な る。  

 量 解 釈 の テ ス ト と し て ， (82 )か ら (85 )の 先 行 詞 に 含 ま れ る 連 体 数 量 詞

が 関 係 節 内に 生 じ た 場合 を 比 べる と ， 次 の対 立 が 観察 さ れ る 。  

 

 (86 )  a .  *［ 広 場に た く さ んい た ］ 人（ ＜ (82 ) (84)）  

  b .  ［水 辺 に たく さ ん い た］ 蛍 （ ＜ (83 )）  

  c .  ［手 す り にた く さ ん とま ま っ てい た ］ 雀 （＜ (85 )）  

 

(86a )は 主 名 詞 が ヒ ト 名 詞 で 関 係 節 内 に 数 量 表 現 を 含 め る と 容 認 性 が 著

し く 低 下 す る 。 (86b ) (86c )は 主 名 詞 が 非 ヒ ト 名 詞 で 関 係 節 内 に 数 量 表 現

が 含 ま れ て も 容 認 性 が 低 下 し な い 。 こ の 対 立 は ， Kaga  (1991)が 指 摘 し

た タ イ プ 解釈 の 可 否 と並 行 的 であ る 。  

 

 (87 )  a .  花子 が 2 本飲 ん だ 酒 （ Kaga の (2a )）  

  b .  *花 子が 2 人 殴 っ た男 （ Kaga の (2b )）  

 

Kaga に よ れば ，数 量表 現 を 含む 関 係 節 によ っ て 限定 さ れ る 主名 詞（ 句）

は タ イ プ 解釈 を 受 け る。 タ イプ 解 釈 は空 間・ 時 間に よ っ て規 定さ れ な い

概 念 な の で個 別 性 が 捨象 さ れ る 。人 は 基 本レ ベ ル カテ ゴ リ ー が個 の レベ

ル な の で タイ プ 解 釈 が難 し い が ，物 や 動 物は 基 本 レベ ル カ テ ゴリ ー が種
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類 な の で タイ プ 解 釈 が可 能 で ある 。  

 遊 離 概 数詞 の 先 行 詞が 量 の 解釈 を 受 け るか ど う かで ，数 量 表現 の 比率

解 釈 の 可 否が 決 ま る とい う こ とは 何 を 意 味す る の か。 こ れは ，概 数 詞が

指 す 個 体 が 個 別 性 の 捨 象 さ れ た 均 質 な 個 体 の と き に 比 率 解 釈 が 得 ら れ

る こ と を 意 味 す る 。‘ ほ と ん ど ’ の よ う な 比 率 的 数 量 詞 は ， そ の 語 彙 特

性 に よ り ， 人 で あ っ て も 量 の 解 釈 が 可 能 で あ る （ 例 え ば ，‘ 学 生 が ほ と

ん ど 試 験 に合 格 し た ’）。 一 方， 基 数的 数 量詞 で あ る概 数 詞 は ， 個 を 問題

に す る 表 現 で あ る （‘ 学 生 が 数 人 試 験 に 落 ち た ’）。 従 っ て ， 対 比 さ れ る

集 合 が 個 体解 釈 の 場 合， 遊 離概 数 詞 と先 行詞 は 比 率関 係 に な らず ， 遊離

基 数 詞 の 場合 と 同 様 に容 認 性 が低 下 す る と考 え ら れる 。  

 

6.3 .7  二 重 数量 詞 文 と 遊 離 基数詞  

最 後 に ， 二 重数 量 詞 文 で 遊 離 基数 詞 が 容 認さ れ な い理 由 に つ いて 考察

す る 。関 連 する 二 重 数量 詞 文 は (71a ) (80a)（ それ ぞ れ (88a) (88b)と し て再

掲 ） に 例 示さ れ る 。  

 

 (88 )  a . ??夏 休み 中 に 書棚 に並 ん で いた た く さ んの 文 庫 本を 3 冊 読 んだ 。 

(= (71a ) )  

  b . ??昨 日， お 土 産に もら っ た たく さ ん の もみ じ 饅 頭を 2 個 食 べた 。 

(= (80a ) )  

 

直 観 的 に は ，こ れ ら の文 の 不 自然 さ は 遊 離基 数 詞 がそ の 先 行 詞に 含 まれ

る 数 量 詞‘た く さ ん ’と 数 量 的に 一 致 し ない こ と によ る 。す なわ ち ，(88a)

で は ，‘ 読 ん だ ’ の 目 的 語 が ‘（ 書 棚 に 並 ん で い た ） た く さ ん の 文 庫 本 ’

であ る の に， 実 際 に 読ん だ の は‘ 3 冊 ’ で数 量 の ずれ が 生 じ てい る 。ま
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た ， (88b)で は，‘食 べた ’の目 的 語 が‘（お 土 産に も ら った ）た く さん の

も み じ 饅 頭’ で あ る のに ， 実 際に 食 べ た のは ‘ 2 個 ’で 数 量 のず れ が生

じ て い る 。  

 (88 )の 各 文 の 内 容 で 重 要 な の は ， 動 詞 の 表 す 行 為 の 対 象 と な る 個 体 と

遊 離 基 数 詞に よ っ て 指定 さ れ る数 量 で あ る。 こ のと き， 連 体 数量 詞 によ

っ て 指 定 さ れ る 目 的 語 の 数 量 は ， 述 語 の 表 す 行 為 に は 直 接 関 係 し な い 。

す な わ ち ，読ん だ 文 庫本 が 3 冊で あ る と い う こ と は ，書 棚 に 並ぶ 文 庫本

の 数 量 に よっ て 影 響 を受 け な いし ，食 べ たも み じ 饅頭 が 2 個 であ る こと

は ， も ら った も み じ 饅頭 の 数 量に よ っ て 影響 を 受 けな い 。  

 二 重 数 量 詞 文 で は 動 詞 の 目 的 語 の 数 量 と 各 数 量 表 現 の 遊 離 形 が 表 す

数 量 の ず れ が 問 題 に な る が ， 部 分 構 造 を 用 い れ ば ， (88 )の 各 文 で 生 じ る

数 量 の ず れは 問 題 に なら な い （［  ］は 部分 構 造 を表 す ）。  

 

 (89 )  a .  夏 休 み 中 に ，［ 書 棚 に 並 ん で い た た く さ ん の 文 庫 本 の う ち の 3

冊］ を 読 んだ 。  

  b .  昨日 ，［ お土 産 に もら った た く さん の も み じ饅 頭 の うち の 2 個 ］

を食 べ た 。  

 

部 分 構 造 では ， 統 語 構造 に よ って 第 2 名詞 が 主 要部 に 指 定 され る た め，

第 1 名 詞 に‘ た く さ ん ’の よ う な数 量 表 現が 含 ま れ て い た と して も ，そ

れが 第 2 名詞 に 関 わ らな い こ とが ， 統 語 的に 保 障 さ れ る 。  

 二 重 数 量詞 文 で は ，遊離 数 量 詞と そ の 先行 詞 に 含ま れ る 連 体数 量 詞は

次 の よ う な関 係 に な る。  

 

 (90 )  ［〈 連 体数 量 詞 〉＋ N ］ ガ／ ヲ 〈 遊離 数量 詞 〉 V ス ル  
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部 分 構 造 と異 な り ，遊離 数 量 詞と 先 行 詞 内の 連 体 数量 詞 と で は構 造 的に

一 方 が 他 方よ り も 際 立つ こ と はな い 。そ れは ， 次の よ う に遊 離数 量 詞 と

連 体 数 量 詞 が 数 量 の 指 定 に つ い て 対 等 で あ る こ と か ら も 裏 づ け ら れ る 3 5。 

 

 (91 )  a .  遊離 数 量 詞に よ る 数 量指 定  

   僕は ， り んご を 3 つ 食べ た 。（ 第 3 章 の (31a )）  

  b .  連体 数 量 詞に よ る 数 量指 定  

   僕は ， 3 つ のり ん ご を食 べ た。（第 3 章 の注 30 の ( ib )）  

 

こ の 構 文 的特 徴 に よ り ，二 重 数 量詞 文 で は連 体 数 量詞 と 遊 離 数量 詞 の両

方 に 焦 点 が当 た る た め， 2 つ の （基 数 的 ）数 量 詞 が適 切 な 部 分関 係 を結

べな い も のと 考 え ら れる 。 要す る に， 二 重数 量 詞 文は 部 分 構 造の よ う に

部 分 関 係 を表 す 構 文 では な い とい う こ と であ る 。   

 で は ， 二 重数 量 詞 文 で 遊 離 した 数 量 表 現が 比 率 的用 法 で あ る場 合 に容

認 さ れ る のは な ぜ か 。こ の 場合 ，遊 離 し た数 量 表 現は 先 行 詞 の数 量 に対

す る 割 合 を表 す こ と にな る た め ，先 行 詞 が連 体 数 量詞 に よ っ て数 量 を指

定 さ れ る こと は 意 味 をも つ 。す な わ ち， 比率 的 数 量詞 が 問 題 にす る のは

全 体 の 中 身 で あ る か ら ， 全 体 の 数 量 に よ っ て 割 合 の 量 が 影 響 を 受 け る 。

従 っ て ， 比 率 用 法 の 数 量 表 現 と 機 能 的 な 衝 突 が 生 じ な い 3 6。 ま た ， 遊 離

                                                   
3 5  遊 離 数 量 詞 と 連 体 数 量 詞 は 表 す 数 量 は 同 じ で あ る が ，数 量 詞 遊 離 文 と 連 体 数 量

詞 文 に は 集 合 読 み ・ 個 別 読 み の 区 別 や 個 体 の 数 量 的 な と ら え 方 に つ い て 集 合 的 認

知 ・ 離 散 的 認 知 の 区 別 が あ る （ 第 3 章 § 3 . 4 . 1 を 参 照 ）。  
3 6  二 重 数 量 詞 文 の 連 体 数 量 詞 が 比 率 的 数 量 詞 の 場 合 で も 容 認 さ れ る 。  
 
 ( i )  a .  遠 藤 は ， フ ァ ミ レ ス の ほ と ん ど の メ ニ ュ ー を す べ て 食 べ た 。  
  b .  遠 藤 は ， フ ァ ミ レ ス の す べ て の メ ニ ュ ー を ほ と ん ど 食 べ た 。  
 
( i a )は 連 体 数 量 詞 が ‘ ほ と ん ど ’ で ， 遊 離 数 量 詞 が ‘ す べ て ’ で あ る 。 連 体 数 量

詞 は メ ニ ュ ー （ 料 理 の 集 合 ） に 対 す る 割 合 （ M 部 分 関 係 ） を 表 し ， 遊 離 数 量 詞 は

先 行 詞 の 表 す 個 々 の 料 理 の 中 身 に 対 す る 割 合 （ I 部 分 関 係 ） を 表 す 。 つ ま り ， ほ

と ん ど の メ ニ ュ ー に つ い て 完 食 し た と い う 意 味 に な る 。  
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し た 数 量 表現 が 概 数 詞・ 基 数的 数 量 詞の 場合 は ，全 体 の 数量 との 対 比 に

よ っ て の み比 率 用 法 を獲 得 す ると い う 仮 説に 基 づ けば ，連 体 数量 詞 は基

数 詞 遊 離 文の 場 合 と は 一 転 し て そ の 存 在 意義 を も つこ と に な る。  

 

6.3 .8  ま と め  

 本 節 は 概数 詞 遊 離 文に 焦 点 を当 て ，遊 離概 数 詞 と遊 離 基 数 詞・ 遊 離数

量 詞 と の 意味 機 能 の 違い に つ いて 論 じ た 。概数 詞 は 数量 の 多 寡を 表 す点

で 基 数 詞 と 類 似 す る が ， 二 重 数 量 詞 文 に 遊 離 概 数 詞 と し て 生 じ た 場 合 ，

先 行 詞 に 含 ま れ る 連 体 数 量 詞 と の 対 比 に よ っ て 比 率 的 用 法 を 獲 得 す る 。

た だ し ，概 数 詞 は，語彙 的 な 比率 的 数 量 詞（‘ほ と ん ど・す べて ’など ）

で は な い ので ， 単独 では そ の 機能 を 担 う こと は で きな い 。概 数詞 が 比 率

的 用 法 を 獲得 で き る のは ， 基数 的 数 量詞 の‘ い くつ か ’が 比 率的 用 法 を

も つ こ と と並 行 的 で ある 。  

 二 重 数 量詞 文 で 遊 離概 数 詞 が 許 容 さ れ るか 否 か は ，遊 離 概 数詞 が 比率

的 用 法 を 獲得 で き る かど う か に依 存 す る 。よ っ て， 先行 詞 と の意 味 関係

                                                                                                                                                     
( i b )は 連 体 数 量 詞 が ‘ す べ て ’ で ， 遊 離 数 量 詞 が ‘ ほ と ん ど ’ で あ る 。 こ の 場

合 も ， 連 体 数 量 詞 は メ ニ ュ ー に 対 す る 割 合 （ M 部 分 関 係 ） を ， 遊 離 数 量 詞 は 先 行

詞 の 表 す 料 理 の 集 合 に 対 す る 割 合 （ I 部 分 関 係 ） を 表 す 。 文 意 は ， フ ァ ミ レ ス の

す べ て の メ ニ ュ ー に つ い て ， 完 食 で き な い も の も あ っ た が ， ほ と ん ど 食 べ た ， で

あ る 。  
こ の よ う に ， 二 重 数 量 詞 文 が 2 つ の 比 率 的 数 量 詞 を 含 む 場 合 で も ， そ れ ぞ れ の

比 率 数 量 詞 が 問 題 に す る 比 率 関 係 が 適 切 に レ ベ ル 分 け さ れ て い る 。 す な わ ち ， 連

体 数 量 詞 は 遊 離 数 量 詞 よ り も 上 位 の レ ベ ル の 部 分 関 係 を 表 す 。 な お ， ヒ ト 名 詞 で

は こ の よ う な 二 重 数 量 詞 文 が 許 さ れ な い こ と に つ い て は ， 注 3 1 を 参 照 の こ と 。  
英 語 部 分 構 造 で も 日 本 語 の 二 重 数 量 詞 文 と 並 行 的 な 解 釈 が 観 察 さ れ る 。B a r k e r  

( 1 9 9 8 )は ， 部 分 構 造 に お い て 第 1 名 詞 と 第 2 名 詞 が そ れ ぞ れ 数 量 詞 を 含 む 場 合 の

解 釈 に つ い て 考 察 し て い る 。  
 
 ( i i )  a .  I  a l r e a d y  r e a d  h a l f  o f  t h e  b o o k s .（ B a r k e r の ( 3 0 a )）  
  b .  I  a l r e a d y  r e a d  h a l f  o f  a l l  t h e  b o o k s .（ B a r k e r の ( 3 0 b )）  
 
B a r k e r に よ れ ば ， ( i i a )に は あ る 本 の 集 合 の 半 分 を 読 ん だ ( T h e  s p e a k e r  r e a d  o n e  
o u t  o f  e v e r y  t w o  o f  t h e  b o o k s )と い う 「 可 算 解 釈 」 と あ る 本 の 集 合 の 各 メ ン バ ー

に つ い て 半 分 を 読 ん だ ( T h e  s p e a k e r  r e a d  h a l f  o f  e a c h  b o o k )と い う「 不 可 算 解 釈 」

が あ る 。 一 方 ， ( i i b )は 不 可 算 解 釈 し か も た な い と い う 。 こ の 場 合 ， 第 2 名 詞 句 に

含 ま れ る a l l は 個 体 を 量 化 し ，第 1 名 詞 に 含 ま れ る h a l f は 各 個 体 の 中 身（ つ ま り ，

ペ ー ジ ） を 量 化 し て い る た め ， 量 化 レ ベ ル の 衝 突 が 回 避 さ れ て い る 。  
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が 重 要 に なる 。 先行 詞が 量 の 解釈 を 受 け なけ れ ば， 遊 離 概数 詞が そ れ に

対 す る 比 率を 表 す こ とが で き ない 。 結果 とし て ，個 の 解 釈を 受け る ヒ ト

名 詞 が 先 行詞 の 場 合 に， 遊 離 概数 詞 の 容 認性 が 低 下す る 。  

 遊 離 基 数詞 が 二 重 数量 詞 文 と整 合 し な いの は ，基 数詞 遊 離 文の 構 文的

特性 に よ る。 遊 離基 数詞 は ，連 体 基 数詞 と対 等 に 限定 対 象 の 名詞 の 数 量

を 指 定 で きる 。 二重 数量 詞 文 は， 連 体基 数詞 と 遊 離基 数 詞 の 両方 を 含 む

た め ， どち ら の 数量 表現 に 焦 点が 当 た る か決 ま ら ず， 結 果と して 容 認 性

が 低 下 す る。 一 方， 構文 的 に 部分 関 係 を 表す 部 分 構造 は ，焦 点の 当 た る

位 置 （ 主 要部 ） は 統 語 構 造 に よっ て 決 定 され る の で， 2 つ の 基数 詞 が生

じ て も 問 題に な ら な い。 な お， 二重 数 量 詞文 に 比 率用 法 を も つ数 量 表現

（ 遊 離 数 量詞 や 遊 離 概数 詞 ）が 整 合 する のは ， 先行 詞 の 数量 が比 率 関 係

に お い て 上位 の レ ベ ルの 数 量 を表 す た め であ る 。  

 

6.4  本章のまとめ  
  

本 章 は ，日 本語 に お ける 数 量 表現 と 関 係 節の 相 関 関係 に つ い て論 じ た。

具 体 的 に は， 遊 離数 量詞 が 関 係節 化 さ れ た構 文 の 特徴 ， 数量 詞遊 離 文 の

先 行 詞 が 関係 節 を 内 包す る 場 合の 解 釈， 遊離 概 数 詞と 遊 離 基 数詞 ・ 遊離

数 量 詞 の 比較 と 二 重 数量 詞 文 との 整 合 性 ，に つ いて 考 察 した 。以 下 に節

ご と の 要 旨を 示 す 。  

 §6 .1 で は‘ 僕が り んご を 食 べた（ 個 ）数 ’のよ う な句 に つ いて 考 察 し

た。 こ れと 意 味 的に 関連 す る 句と し て ‘ 僕が 食 べ たり ん ご の 個数 ’ があ

る 。 本 研究 は ， 前者 のよ う に 数量 （ ＝ス ケー ル 名 詞） が 限定 され る 関 係

節 を 数 量 限定 型 ，後 者 の よ う に個 体 が 限 定さ れ る 関係 節 を 個 体限 定 型と

呼 び ， 個体 限 定 型が 個体 に 焦 点を 当 て る 形式 で あ るの に 対 し て， 数 量限
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定 型 は 事 態 に 焦 点 を 当 て る 形 式 で あ る と 仮 定 し た 。 こ の 仮 定 に よ っ て ，

数 量 限 定 型関 係 節 が 個体 読 み では な く ，イベ ン ト 読み を も つ こと が 正し

く 説 明 で きる こ と を 示し た 。ま た ，ス ケ ール 名 詞 が量 の 場 合 ，数 量 限定

型 関 係 節 は事 態 の 進 行 と と も に累 積 す る 個体 の 量 を表 す と 主 張し た 。  

§6 .2 で は 遊 離 数 量 詞 の 先 行 詞 が 関 係 節 を 内 包 す る 場 合 に 課 さ れ る 意

味 制 約 に つい て 論 じ た 。関 係 節 事態 と 主 節事 態 が 因果 関 係 を 結ぶ 場 合 に，

遊 離 数 量 詞の 容 認 性 が低 下 す る事 実 に 注 目し ，そ れ が示 唆 す る遊 離 数量

詞 の 意 味 機能 を 解 明 した 。遊 離 数量 詞 が 関係 節 を 内包 す る 名 詞句 を 先行

詞 に す る 場合 ， 関係 節と 主 節 が因 果 関 係 を結 ぶ と， 関 係 節事 態が 主 節 事

態 に 依 存 して 実 現 す るた め ，結 果と し て 当該 名 詞 句は タ イ プ 解釈 を 受け

ら れ ず ， 遊離 数 量 詞 が認 可 さ れな い と 主 張し た 。  

 §6 .3 は 概数 詞 が 遊 離し た 場 合の 特 性 に つい て 考 察し た。特 に，二 重数

量 詞 文 に 生 じ た 遊 離 概 数 詞 が 遊 離 基 数 詞 と 異 な る 振 る 舞 い を 示 す 理 由

を 探 っ た 。 本 研 究 は ， 遊 離 概 数 詞 は ， 先 行 詞 が 連 体 数 量 詞 を 含 む 場 合 ，

そ れ と の 対比 に よ っ て比 率 的 用法 を 獲 得 する と い う仮 説 を 立 てた 。概数

詞 は そ れ 自体 ， 明確 な数 を 表 さな い た め ，遊 離 して 先 行 詞に 含ま れ る 数

量 詞 と 対 比さ れ る と ，比 率 を 表せ る よ う にな る と 分析 し た 。  

 ま た ，二 重数 量 詞 文で 遊 離 概数 詞 の 先 行詞 が ヒ ト名 詞 の 場 合に 容 認性

が 低 下 す る事 実 を 指 摘し ， 当該 名 詞 が量 の解 釈 を 受け ら れ ず ，遊 離 概数

詞と 比 率 関係 を 結 べ ない こ と が原 因 で あ る と 主 張 した 。  

 二 重 数 量詞 文 と 遊 離基 数 詞 が整 合 し な い 原 因 に つい て は ，連体 数 量詞

と 遊 離 基 数詞 の 双 方 に焦 点 が 当た る こ と に 還 元 し た 。 比 率的 数量 詞 （比

率 用 法 を 獲得 し た 概 数詞 ・ 基数 的 数 量詞 を含 む ）の 遊 離 形は 二重 数 量 詞

文 と 整 合 する こ と に つい て は ，比率 関 係 が全 体 の 数量 に 依 存 する 表 現で

焦 点 が 分 散 し な い た めで あ る と主 張 し た 。   
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第 7章  結  論  

 

 

 

 本 章 は ，各 章 の 考 察 で 得 ら れた 結 論 を 要約 し ， 残さ れ た 課 題と 今 後の

展望 に つ いて 述 べ る 。  

 

7.1  各章の結論の要約  
 

第 2 章 で は英 語 部 分 構造 に つ いて 考 察 し た。 Quirk  et  a l .  ( 1985 )によ

る 分 割 の 観点 （ 質 ・ 量・ 尺 度 ） と Selki rk  (1977)と Jackend of f  (1977 )

によ る 疑 似部 分 構 造 と真 部 分 構造 の 区 別 を統 合 し ，部分 関 係 を M 部 分構

造， I 部 分 構造 ， T 部分 構 造の 3 つ に 区別 す る 提案 を 行 っ た。 な お ， 質

を表 す 部 分関 係 は 生 産性 が 低 いこ と (*a  k ind  o f  h is  computer )， 計 量的

な部 分 関 係が 上 記 の 各部 分 構 造の 下 位 類 と 見 な さ れ る こ と（ two  k i los  o f  

these  app les は M 部分 構 造 また は T 部 分構 造 と 見な さ れ ， one  l i te r  o f  

the  mi lk は I 部 分 構 造ま た は T 部 分構 造 と見 な さ れる ） を 指 摘し た 。  

次に ， A out  o f  B 形 式と 部 分 構造 の 関 係 に注 目 し た。 A out  o f  B 形式

は ，意 味 的に M 部 分 構造 と 交 替で き る が ，T 部 分 構 造と は 交 替で き ない

こ と を 指 摘し た 。 さ らに ， 第 2 名 詞 が 指 示詞 thes e / th ose を 伴う T 部分

構 造 と 代 用 形 them が生 じ る T 部 分 構 造 のう ち ， ヒト 名 詞 が 生じ る こと

がで き る のは 前 者 で はな く ， 後者 で あ る と主 張 し た。  

 第 3 章 では ，部 分 関係 を 表 す日 本 語 表 現と し て，部 分構 造 と数 量 詞 遊

離 文 を 取 り 上 げ た 。 日 本 語 部 分 構 造 は ‘ A ノ （ ウ チ ノ ） B’ 形 式 で 表 さ
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れる が ， 数量 詞 の 種 類と 生 起 位置 に よ っ て上 記 形 式が 部 分 関 係を 表 すか

ど う か が 決ま る と 主 張し た 。 具体 的 に は ，基 数 的 数量 詞 （‘ 1 つ・ 数 個’

な ど ）が B 位 置 に 生 じた 場 合 に部 分 構 造 の意 味 が 得ら れ る が ，A 位 置に

生 じ た 場 合に は 疑 似 部分 構 造 に対 応 す る 意味 が 得 られ る 。た だし ，‘ ほと

ん ど ’ の よう な 比 率 的数 量 詞 の場 合 は ， B 位置 だ けで な く ， A 位置 に生

じ た 場 合 も 部 分 解 釈 が得 ら れ る 。  

 数 量 詞 遊離 文 に つ いて は ，内 容 数量 詞（‘ 100 ペ ージ ’な ど ）が 遊離 す

ると I 部 分関 係 が得 られ ，個 体 数量 詞（‘ 2 冊 ’な ど ）が 遊 離 する と T 部

分 関 係 の 解釈 が 得 ら れる と 主 張し た 。 ま た， 文 脈 や聞 き 手 の 百科 辞 書的

知 識 に よ って 母 集 合 につ い て の情 報 が 与 えら れ る と， 遊 離 数 量詞 と の関

わ り に よ って M 部 分関 係 の 解釈 が 語 用 論的 に 推 論さ れ る と 分析 し た 。  

 日 本 語 では T 部 分 関係 が 数 量詞 遊 離 文 によ っ て 表さ れ る（ 例え ば ，‘ そ

の 鉛 筆 を 3 本 買 っ た ’）。ただ し ，日 本語 数量 詞 遊 離文 で は ，定 の 解 釈 を

受 け る ヒ ト名 詞 は 遊 離数 量 詞 の先 行 詞 に なる こ と がで き な い 。こ の 事実

は， 定 の ヒト 名 詞 は 個体 解 釈 を受 け る と 考え る こ と で 説 明 で きる と 主張

した 。  

第 4 章 は，英 語に お ける 制 限 節と 非 制 限 節の 統 語 的・ 意味 的 特徴 に つ

い て 論 じ た 。 制 限 節 の 下 位 分 類 に つ い て 安 井 (2000 )の 意 味 的 分 析 と 河 野

(2004 ,  2012 )の 統 語 的 分 析 を 取 り 上 げ ， そ れ ぞ れ を 批 判 的 に 検 討 し た 。

制 限 節 の 意味 的 特 性 とし て ， 定制 限 節 が 不定 制 限 節と 同 様 ， 限定 機 能を

も つ こ と ，不 定 制 限 節の 排 他 性が 関 係 節 を含 め た 名詞 句 全 体 に適 用 され

るこ と を 指摘 し た 。 また ， 制 限節 の 統 語 的特 性 と して ， 定 制 限節 の 先行

詞 (N ’ )を 類 先 行 詞 と 見 な し ， 不 定 制 限 節 の 先 行 詞 (NP)を 個 体 先 行 詞 と 見

な す 分 析 で は ， 総 称 的名 詞 句 のよ う に N P 形 式 が類 の 解釈 を 受け る 場 合

を 適 切 に とら え ら れ ない と 主 張し た 。  



 

315 
 

部 分 構 造 が 不 定 制 限 節 と し か 整 合 し な い と す る 河 野 (2004 ,  2012 )の 主

張 に 対 し て， 文 脈 の 支え が あ れば 定 制 限 節と 部 分 構造 が 整 合 する こ とを

示し た 。 また ， 部 分 構造 を 内 包す る 制 限 節で は ， ① 部 分 構 造 がメ ン バー

の レ ベ ル を問 題 に し ，先 行 詞 がグ ル ー プ のレ ベ ル を問 題 に す ると い う指

示 レ ベ ル の「 繰 り 上 げ」 が 起 こる こ と ， ② あ ら か じめ グ ル ー プレ ベ ルの

表 現 が 導 入さ れ て い なけ れ ば 適切 に 解 釈 でき な い こと ， を 指 摘し た 。さ

ら に ， ② が満 た さ れ ると ， 部 分構 造 制 約 も 実 質 的 に 満 た さ れ るこ と にな

る と 主 張 した 。  

 第 5 章 で は ， 3 種 類の 部 分 構造 と 制 限 節の 相 関 につ い て 論 じた 。 各部

分 構 造 は ，制 限 節 に 生じ る と 共通 の 特 徴 と個 別 の 特徴 を も つ こと を 示し

た。 共 通 の特 徴 と は ，各 部 分 構造 が 制 限 節内 で 問 題に す る 指 示レ ベ ルよ

り も ， 先 行詞 の 指 示 レベ ル の ほう が 高 く なる こ と であ る 。 こ れは ， 各部

分構 造 の第 1 名 詞 （ 句） と 第 2 名 詞 句 の 指示 レ ベ ルの 差 に 由 来す る 。  

 個 別 の 特徴 と は ， M 部 分 構造 が 文 脈の 支え を 要 する こ と ， T 部 分構 造

は 類 別 詞 の 省 略 を 許 す が ， I 部 分 構 造 は そ れ を 許 さ な い こ と で あ る 。類

別 詞 の 省 略 の 可 否 は ， T 部 分構 造と I 部 分構 造 の 類別 詞 を 省 略し て 得ら

れ る 連 鎖（ 疑 似 的 な M 部分 構 造 ）が ，M 部分 関 係 にな る か ど うか に よ っ

て 決 ま る と主 張 し た 。  

 続 い て ，非 制 限 節 の先 行 詞 が数 量 詞 a l l を 含 む場 合 に 観察 され る 文 法

対 立 に つ いて 考 察 し た 。関 係 節 が主 節 に 対し て 表 しう る 論 理 関係 を 調査

し ， 基 本的 に 先 行詞 が定 で あ れば 理 由 解 釈が ， 先行 詞 が 不定 であ れ ば 条

件 解 釈 が 得ら れ る こ とを 指 摘 した 。  

さ ら に ， 非制 限 節 が 数量 詞 a l l を含 む 先 行詞 と 整 合す る 場 合 と整 合し

な い 場 合 があ る の は なぜ か と いう 疑 問 に 取り 組 ん だ。 本 研究 は， 主 節事

態 と 関 係 節事 態 の 意 味的 緊 密 性の 強 さ が ，各節 の 主 語の 個 別 性に 影 響す



 

316 
 

る と 主 張 した 。 つ ま り， 2 つ の 事態 に 因 果関 係 が ない 場 合 ， 各節 の 主語

の 数 量 指 定は 独 立 し て指 定 で きる が ， 2 つの 事 態 が因 果 関 係 にあ る と関

係 節 主 語 の数 量 指 定 は個 別 に 行え な い。 従っ て ，主 節 主 語が 数量 表 現 を

含 ん で い る と 関 係 節 主語 が そ れを 受 け る ため 容 認 性が 低 下 す る。  

 第 6 章 では ，日 本 語に お け る数 量 表 現 と関 係 節 の相 関 関 係 につ い て論

じた 。まず ，遊 離 数 量 詞が 関 係 節化 さ れ た 構文（‘ 僕 がり ん ご を 食べ た 数’

な ど ） に つい て 考 察 した 。 こ の構 文 が 事 態に 焦 点 を当 て る 形 式 で あ る と

仮 定 す る こと で ，こ の種 の 関 係節 が も つ イベ ン ト 読み を 正 し く予 測 で き，

個 体 に 焦 点を 当 て る 形 式（‘ 僕 が食 べ た りん ご の 数’など ）と明 確 に 区別

で き る と 主張 し た 。  

続 い て ， 数量 詞 遊 離 文の 先 行 詞が 関 係 節 を伴 う 場 合に つ い て 考察 し た。

遊 離 数 量 詞の 先 行 詞 の名 詞 句 はタ イ プ 解 釈を 受 け なけ れ ば な らな い が，

関 係 節 事 態と 主 節 事 態が 因 果 関係 を 結 ぶ 場合 ， 関 係節 事 態 が 主節 事 態に

依 存 し て 実現 す る た め， 当 該 名詞 句 は タ イプ 解 釈 を受 け ら れ ず， 結 果的

に遊 離 数 量詞 が 認 可 され な い と主 張 し た 。  

最 後 に 二 重数 量 詞 文 につ い て 考察 し た 。 二重 数 量 詞文 で は 遊 離概 数詞

と 遊 離 数 量詞 が 並 行 的な 振 る 舞い を 示 す 。こ の 理 由に つ い て ，遊 離 概数

詞 は ， 先 行詞 に 含 ま れる 連 体 数量 詞 と の 対比 に よ って 比 率 的 用法 を 獲得

す る と い う仮 説 を 立 てた 。 概 数詞 は 明 確 な数 を 表 さな い た め ，遊 離 して

先行 詞 内 の数 量 詞 と 対比 さ れ ると ，比率 を表 せ る よう に な る と主 張 し た。 

 

7.2  残された課題と今後の展望  
 
 英 語 の 数量 表 現 に つい て は ， T 部 分 関 係に ま つ わる 問 題 が ある 。 T 部

分関 係 は，第 1 名 詞 が類 別 詞 を含 む 単 数 型 T 部 分構 造（ two  cop ies  o f  the  
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book な ど ） と 第 2 名詞 が 指 示詞 ま た は 代用 形 を 含む 複 数 型 T 部 分 構造

（ two  o f  those  app les /  two  o f  them な ど ） に よ っ て表 さ れ る 。 単 数 型 と

複数 型 が 概念 的 に ど のよ う な 関係 に あ る かに つ い ては 今 後 の 課題 で あ る。

これ は the  book の よう な 単 数名 詞 句 が タイ プ 解 釈を 受 け る 場合 と those  

app les の よ う な 複 数 名 詞 句 が タ イ プ 解 釈 を 受 け る 場 合 の 概 念 化 の 違 い

に 関 連 す る と 考 え ら れる 。ま た ，複 数 型 T 部分 関 係で は ，指 示詞 を 用い

た 場 合 に は ヒ ト 対 モ ノの 対 立 が見 ら れ る が， 代 用 形を 用 い た 場合 に はそ

れ が な く なる 。 こ の 事実 の 理 論的 説 明 が 待た れ る 。  

次に 日 本 語の 数 量 表 現に つ い てで あ る 。 部分 構 造 と比 率 的 数 量詞 が 表

す I 部 分 関 係に は 違 いが あ る 。 例 え ば，‘月 の 半 分’ と い う 部分 構 造 は，

「 1 ヶ 月 の 半分 」 と いう 意 味 と「 複 数 月 の半 分 」 の意 味 を 表 すが ， 比率

的 数 量 詞 が単 独 で 名 詞 を 限 定 した ，‘半 分の 月 ’は「 複数 月 の半 分 」し か

表 さ な い 。本 論 で は 量化 の 単 位 は 個 が 基 準に な る ため ， 個 の 中身 の 量は

部 分 構 造 のよ う な 専 用形 式 に よっ て 表 さ れる と し たが ， こ の 主張 に 対す

る理 論 的 な 裏 づ け が 必要 で あ る。  

日 本 語 数 量詞 遊 離 文 にお け る T 部 分 関 係 につ い て は， 2 種 類 のタ イプ

概念 の 理 論的 な 取 り 扱い が 課 題で あ る。‘ 僕は そ の りん ご を 3 個食 べ た’

の分 析 で ‘そ の り ん ご’ が 種 類（ 品 種 ） を表 す タ イプ 名 詞 と して も ，種

類 が 捨 象 され ， 空 間 的に 切 り 離さ れ な い タイ プ 名 詞と し て も 解釈 さ れる

と主 張 し た 。 後 者 は 時間 的 ・ 空間 的 に 規 定さ れ な いと い う タ イプ の 定義

に反 す る よう に も 思 える が ， 一方 で ， 抽 象化 の 違 いと 考 え れ ば， ど ちら

も タ イ プ の概 念 と し て 認 め な けれ ば な ら ない と 思 われ る 。理 論的 に 2 種

類 の タ イ プ 概 念 が ど のよ う に 定式 化 さ れ るの か 考 える 必 要 が ある 。  

NQC 型 の 数 量 詞 遊 離 文 に つ い て は ， 遊 離 数 量 詞 の 先 行 詞 が 定 の 名 詞

（ 句 ） の 場合 に 部 分 解釈 が 得 られ る か ど うか に つ いて 統 一 見 解が 見 られ
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ない 。 筆 者 の イ ン フ ォー マ ン ト調 査 で は 部分 解 釈 を認 め な い イン フ ォー

マ ン ト が 多か っ た が ，そ の 理 由 に つ い て は 理 論 的 説明 が 待 た れる 。  

以 下 は ， 数量 表 現 と 関係 節 の 相関 に 関 す る課 題 で ある 。 英 語 につ いて

は ， 部 分 構造 を 含 む 定制 限 節 の使 用 頻 度 の問 題 と 外置 制 限 節 が主 節 と結

ぶ 論 理 関 係の 問 題 が ある 。 英 語 の 制 限 節 が数 量 表 現を 含 む 場 合， 文 脈の

支 え が あ れば ， 不 定 制限 節 だ け で な く ， 定制 限 節 でも 容 認 さ れる と 主張

し た 。 一 方で ， 言 語 コー パ ス で 定 制 限 節 の 出 現 頻 度が 低 い 理 由を 説 明し

な け れ ば なら な い 。 定制 限 節 が理 論 的 に 可能 で あ る の に 頻 度 が低 い とい

う こ と で あれ ば ， 文 体論 的 に 回避 さ れ て いる 可 能 性が 高 い 。 これ を 裏づ

ける に は ，不 定 制 限 節が 生 じ たあ と の 文 脈の 検 討 を要 す る 。  

ま た ， 主 節と 関 係 節 の論 理 関 係が 数 量 表 現の 影 響 を受 け る こ とが 確か

め ら れ た が， 関 係 節 の理 由 解 釈と 条 件 解 釈を 決 定 する 要 因 の 解明 が 待た

れ る 。 基 本的 に 関 係 節の 先 行 詞が 不 定 の 場合 は 条 件解 釈 が 得 られ ， 定の

場 合 は 理 由解 釈 が 得 られ る と 言っ て よ い が， 外 置 制限 節 が 条 件解 釈 を受

け ら れ る とい う Zi v  (1973 )の 主 張 と 符 合 しな い 。 外置 制 限 節 が 表 し う る

論 理 関 係 につ い て 非 外置 型 と 異な る 特 性 をも つ の か， あ る い は Zi v の事

実 観 察 の 見直 し が 必 要な の か 見極 め な け れば な ら ない 。  

日 本 語 に おけ る 数 量 表現 と 関 係節 の 相 関 につ い て は， 二 重 数 量詞 文 に

含 ま れ る 2 つ の 数 量 表現（ 連体 用 法の 数 量表 現 と 遊離 し た 数 量表 現 ）の

意 味 関 係 の問 題 が あ る。 当 該 構文 の 特 性 とし て ， 連体 用 法 の 数量 表 現が

全 体 の 数 量を 表 し ， 遊離 し た 数量 表 現 が それ に 対 する 割 合 を 表す と 主張

し た 。 2 つ の数 量 表 現の 意 味 関係 が 比 率 関係 に な ら な い 場 合 は容 認 性が

低 下 す る（‘書 棚 に 並ん で い たた く さ ん の文 庫 本 を｛ 2 ,3 冊 ／ ? ?  3 冊｝読

んだ ’）。 二重 数 量 詞 文に お い て， 2 つ の 数量 表 現 の意 味 関 係 が比 率 関係

に 限 定 さ れる 理 由 に つい て は ，当 該 構 文 の焦 点 構 造に 由 来 す ると 仮 定し
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た 。 こ の 説明 の 理 論 的 裏 づ け は， 今 後 の 課題 で あ る 。  

最 後 に ， 今後 の 展 望 につ い て 述べ た い 。 本研 究 が 考察 の 対 象 とし た 数

量 表 現 と 関係 節 は ， 部分 関 係 とい う 概 念 で 結 び つ いて い る 。 部分 構 造 は

部 分 関 係 を表 す 専 用 形式 で あ るし ， 数 量 詞遊 離 文 も部 分 関 係 を 表 せ る 。

ま た ， 制 限節 の 限 定 機能 は 部 分関 係 を 生 み出 す し ， 非 制 限 節 は 部 分 構造

や 遊 離 数 量詞 を 介 し て主 節 と 接続 す る こ とで ， 主 節事 態 と の 論理 的 な関

連 性 が 変 化す る 。 部 分構 造 ， 数量 詞 遊 離 文 ， 関 係 節が ， 多 く の人 間 言語

で 観 察 さ れる と い う こと は ， 部分 関 係 が 人間 言 語 の普 遍 的 な 意味 概 念で

あ る こ と の現 れ と 見 なせ る だ ろう 。  

部 分 関 係 は 論 理 関 係 とい う 客 観的 な 性 質 だけ で な く ， ヒ ト 対 モノ の対

照 性 の よ う な 主 観 的 な 性 質 も も つ 。 ま た ， 部 分 関 係 は ， Lakof f  and  

Johnson  (1980 )以 来 ， メ ト ニ ミー （ あ る いは シ ネ クド キ ） の 産出 に 関与

し て い る とさ れ ， そ の認 知 的 な 重 要 性 は 揺る ぎ な いも の で あ る 。  

本 研 究 が 部分 関 係 の 1 つ と 見な し た タ イプ・ト ーク ン の関 係 は ，Pe ir ce  

(1931 -58 )以来 議 論 され て お り ，哲 学 だ けで な く 言語 学 に お いて も 重 要な

問 題 で あ る ( c f .  Hut ton  1990 )。 し か し， 名称 こ そ 広く 認 知 さ れて い る も

のの ，文解 釈 に おけ る タ イ プ 解釈 と 個 体 解釈 の 曖 昧性 の 分 析 につ い て は ，

議 論 す べ き点 が 依 然 とし て 少 なか ら ず 残 って い る 言わ な け れ ばな ら ない  

( c f .  Lan gacker  1991 )。  

人 間 言 語 の 中 核 的 な 概 念 で あ る 部 分 関 係 が 相 当 な 広 が り と 深 み を も

っ て い る こと は 疑 い ない 。 本 論文 が 扱 っ た 問 題 は ， 部 分 関 係 にま つ わる

問題 の 全 体か ら す れ ばご く 一 部 に 過 ぎ な いだ ろ う 。し か し ， こ の 研 究 を

足 が か り にし て そ の 比率 を 高 め て い く こ とが で き れば と 思 う 。  
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